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はじめにはじめにはじめにはじめに

内容は次のとおりです。

� 対象読者

� ドキュメントのアクセシビリティについて

� 関連ドキュメント

� 表記規則

� サポートおよびサービス
v



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、次のタスクを実行するデータベース管理者を対象としています。

� Recovery Manager を使用した Oracle データベースのバックアップ、リストアおよび
リカバリ

� データベース・ファイルの Recovery Manager バックアップのメンテナンス

このマニュアルを使用するには、次の知識が必要です。

� リレーショナル・データベースの概念および基本的なデータベース管理。『Oracle 
Database 概要』 および 『Oracle Database 管理者ガイド』で説明されています。

� Recovery Manager の概念とタスク。『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユー
ザーズ・ガイド』で説明されています。

� Oracle データベースを実行しているオペレーティング・システム環境

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、(800)446-2398 にお電話ください。アメリ
カ国外からの場合は、+1-407-458-2479 にお電話ください。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次の Oracle ドキュメントを参照してください。

� 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』

� 『Oracle Database リファレンス』

� 『Oracle Database ユーティリティ』

このマニュアルに記載されている多数の例は、Oracle とともにデフォルトでインストールされ
る、シード・データベースのサンプル・スキーマを使用しています。これらのスキーマがどの
ように作成されているかと、その使用方法については、『Oracle Database サンプル・スキーマ』 
を参照してください。
vi



表記規則表記規則表記規則表記規則
リファレンスの本文は、次の表記規則に従っています。

� 固定幅フォントの大文字 

Recovery Manager のキーワード、SQL のキーワード、表とビューにある列ヘッダー、
および初期化パラメータを示します。

� 固定幅フォントの小文字 

Recovery Manager の例中の変数テキストを示します。

� イタリック体 

Recovery Manager または SQL のプレースホルダ、つまり、そのとおりに入力するのでは
なく、ユーザーが値を入力することを示します。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス
オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング

研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。

http://www.oracle.co.jp
http://otn.oracle.co.jp

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager の表記規則については、第 1 章「Recovery 
Manager コマンドの概要」を参照してください。

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の
情報については、前述の URL を参照してください。
vii
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Recovery Manager コマンドの
1

Recovery Manager コマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要

この章の内容は、次のとおりです。

� Recovery Manager コマンド・エントリの構造

� Recovery Manager の構文図

� Recovery Manager コマンドの形式

� Recovery Manager の予約語

� Recovery Manager コマンドの概要

� Recovery Manager 副次句の概要
概要 1-1



Recovery Manager コマンド・エントリの構造
Recovery Manager コマンド・エントリの構造コマンド・エントリの構造コマンド・エントリの構造コマンド・エントリの構造
第 2 章「Recovery Manager コマンド」では、すべての Recovery Manager コマンドを、次の項
目構成で説明しています。

用途用途用途用途 コマンドの簡単な説明と、コマンドが使用される も一般的な状況を示します。

前提条件前提条件前提条件前提条件 コマンドを使用するための前提条件を示します。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 コマンドを使用するための一般的な注意事項を示します（この項はオプション
です）。コマンド・オプションに固有の注意事項は、そのオプションの説明に含まれています。

構文構文構文構文 文を構成するキーワードとパラメータを構文図で示します。

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス 構文を構成するキーワード、パラメータおよび句の用途を説明し、該当する
制約事項と使用上の注意を示します。この章で使用されているキーワードおよびパラメータに
関する表記規則は、vii ページの「表記規則」で説明します。

例例例例 文の各句と各パラメータの使用例を示します。

例の次の項では、文の使用方法と使用時期を説明します（この項はオプションです）。

Recovery Manager の構文図の構文図の構文図の構文図
このマニュアルでは、Recovery Manager のコマンドライン構成の構文記述に図形式またはバッ
カス正規形（BNF）を使用しています。構文図および BNF 記法についての基本的な情報は、

『Oracle Database SQL 言語リファレンス』を参照してください。この項では、Recovery 
Manager の表記規則についてのみ説明します。

次の CATALOGコマンドの例で示すように、Recovery Manager の構文図は、線と矢印で構文の
構造を表します。

catalog::=

この項では、構文図の構成要素を説明し、Recovery Manager コマンドの書式の例を示します。
構文図の構成要素は、次のとおりです。

� Recovery Manager 構文内のキーワード

� Recovery Manager 構文内のプレースホルダ

� Recovery Manager 構文内の引用符

注意注意注意注意 : キーワードとパラメータは、常に有効とは限りません。構文の制
約については、必ず各文および各句の「セマンティクス」の項を参照して
ください。

CATALOG

ARCHIVELOG

BACKUPPIECE

CONTROLFILECOPY

’ filename ’

,

DATAFILECOPY ’ filename ’

,

LEVEL integer

TAG
’

tag_name
’

RECOVERY AREA

DB_RECOVERY_FILE_DEST

START WITH ’ string_pattern ’

NOPROMPT

;
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Recovery Manager の構文図
Recovery Manager 構文内のキーワード構文内のキーワード構文内のキーワード構文内のキーワード
キーワードは、Recovery Manager の構文で特殊な意味を持ちます。キーワードは、構文図で
は、図の例にあるワード CATALOGのように長方形で囲まれた大文字で表されます。本文と
コード例で使用されている場合、Recovery Manager キーワードは CATALOG DATAFILECOPY
のように固定幅フォントの大文字で表されます。Recovery Manager 文でのキーワードは、構文
図に示すとおりに使用する必要があります。ただし、大文字と小文字は区別しません。

Recovery Manager 構文内のプレースホルダ構文内のプレースホルダ構文内のプレースホルダ構文内のプレースホルダ
構文図でのプレースホルダは、キーワード以外を示します。構文図では、図の例にあるワード
integer のように楕円で囲まれて表されます。説明文の中では、Recovery Manager のプレースホ
ルダは小文字のイタリック体で表されます。たとえば、'filename' となります。通常、プレース
ホルダは次の内容を示します。

� データベース・オブジェクト名（tablespace_name）

� Oracle データ型名（date_string）

� 副次句（datafileSpec）

構文図にプレースホルダがあるときは、Recovery Manager 文中では、適切な型のオブジェクト
または式に置き換えます。たとえば、DUPLICATE TARGET DATABASE TO 'database_name' コ
マンドを記述する場合は、構文図の database_name プレースホルダを、dupdbなどの作成する
複製データベースの名前に置き換えて使用します。

Recovery Manager の引用符付き文字列の場合、システムに依存しない有効な環境変数は、
Oracle ホームに使用する疑問符（?）と SID に使用するアットマーク（@）のみです。ただし、
ターゲット・システム上では、引用符付き文字列にオペレーティング・システム固有の環境変
数を使用できます。環境変数は、Recovery Manager クライアントではなくデータベース・サー
バーによって解析されます。

次の表に、構文図に表されるプレースホルダと、構文中でそれに代入する値の例を示します。

Recovery Manager 構文内の引用符構文内の引用符構文内の引用符構文内の引用符
Recovery Manager 構文図で示すプレースホルダの値には、引用符で囲むことが必要なものと任
意のものがあります。構文図では一重引用符を使用していますが、Recovery Manager 構文で
は、二重引用符も使用できます。たとえば、'filename' も "filename" も指定できます。SQLコマ
ンドの場合は、SQL 文自体に引用符が含まれる場合があり、SQL 文で も一般的な引用符が一
重引用符であるため、二重引用符を使用することをお薦めします。SQL では、Recovery 
Manager の場合と異なり、一重引用符と二重引用符が別の意味を持ちます。

プレースホルダプレースホルダプレースホルダプレースホルダ 説明説明説明説明 例例例例

'filename'、'tablespace_
name'、'channel_name'、
'channel_parms' など、引

用符付き文字列。

一重引用符または二重引用符
で囲まれた文字列。引用符で
囲んだ文字列には、空白文字、
句読点、Recovery Manager
キーワードおよび SQL キー

ワードも含まれています。

"?/dbs/cf.f"

'dev1'

channel_id、tag_name、
date_stringなど、引用符

なしの文字列。

アルファベット文字で開始し、
空白および句読点のない文字
列。

ch1

integer 数値のみを含む文字列。 67843
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Recovery Manager コマンドの形式
Recovery Manager コマンドの形式コマンドの形式コマンドの形式コマンドの形式
Recovery Manager の言語は自由区分形式です。複数のキーワードは、少なくとも 1 つの空白文
字（空白、タブ、改行など）で区切る必要があります。Recovery Manager コマンドは、構文図
で示すように、第 2 章「Recovery Manager コマンド」で説明するコマンドのいずれかに対応す
るキーワードで始まり、引数がその後に続き、セミコロンで終了します。次の例は、Recovery 
Manager のバックアップ・コマンドを示しています。

BACKUP DATABASE;

コマンドは、複数行になることがあります。たとえば、前述のコマンドの各キーワードを次の
ように別々の行に書き直すことができます。

BACKUP
  DATABASE
;

コメントは行の任意の場所で番号記号（#）文字を使用して挿入することができます。#文字に
後続する行の部分は無視されます。次に例を示します。

# run this command once each day
BACKUP INCREMENTAL LEVEL 1 
  FOR RECOVER OF COPY      # using incrementally updated backups
  WITH TAG "DAILY_BACKUP"  # daily backup routine
  DATABASE;

Recovery Manager の予約語の予約語の予約語の予約語
Recovery Manager 言語にはいくつかの予約語があり、Recovery Manager コマンドで使用され
ていたか、現在も使用されているものがあります。表 1-1 に、現在予約されているすべての予
約語を示します。

表表表表 1-1 Recovery Manager の予約語の予約語の予約語の予約語

A-C C-D D-L L-P P-S S-W

, CHANGE DURATION LOGSEQ PARALLELMEDIAR
ESTORE

SECTION

# CHANNEL ECHO LOGS PARALLEL SEND

( CHECKSYNTAX ENCRYPTION LOG PARAMETER SEQUENCE

) CHECK EXCLUDE LOGSCN PARAMETER_
VALUE_CONVERT

SETLIMIT

\ CLEAR EXECUTE LOW PARMS SETSIZE

{ CLONENAME EXIT MAINTENANCE PARTIAL SET

} CLONE EXPIRED MASK PASSWORD SHIPPED

<<< CLONE_CF EXPORT MAXCORRUPT PFILE SHOW

>>> CLOSED FAILOVER MAXDAYS PIPE SHUTDOWN

; CMDFILE FAILURE MAXOPENFILES PLATFORM SINCE

& COMMAND FILESPERSET MAXPIECESIZE PLSQL SIZE

_ COMMENT FILES MAXSEQ PLUS SKIP

' COMPATIBLE FILES MAXSETSIZE POINT SLAXDEBUG

= COMPLETED FINAL MAXSIZE POLICY SNAPSHOT

^ COMPRESSED FLASHBACK METHOD POOL SPFILE

@ COMPRESSION FORCE MINIMIZE PREVIEW SPOOL

. CONFIGURE FOREIGN MISC PRIMARY SQL
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Recovery Manager の予約語
: CONNECT FOREVER MOUNT PRINT STANDBY

ABORT CONSISTENT FORMAT MSGLOG PRIORITY STARTUP

ACCESSIBLE CONTROLFILECOPY FOR MSGNO PRIVILEGES START

ACTIVE CONTROLFILE FROM M PROXY STEP

ADVISEID CONVERT FULL NAMES PUT SUMMARY

ADVISE COPIES GET NAME QUIT SWITCH

AES128 COPY GLOBAL NEED RATE TABLESPACES

AES192 CORRUPTION HIGH NEW-LINE RCVCAT TABLESPACE

AES256 CREATE GRANT NEWNAME RCVMAN TAG

AFFINITY CRITICAL GROUP NEW READONLY TARGET

AFTER CROSSCHECK GUARANTEE NOCATALOG READRATE TDES168

ALGORITHM CUMULATIVE G NOCFAU RECALL TEMPFILE

ALLOCATE CURRENT HEADER NOCHECKSUM RECOVERABLE TEST

ALLOW DATABASE HIGH NODEVALS RECOVERY THREAD

ALL DATAFILECOPY HOST NODUPLICATES RECOVER TIMEOUT

ALTER DATAFILE IDENTIFIED NOEXCLUDE REDUNDANCY TIMES

AND DATAPUMP IDENTIFIER NOFILENAMECHECK REGISTER TIME

APPEND DAYS ID NOFILEUPDATE RELEASE TO

APPLIED DBA IMMEDIATE NOKEEP RELOAD TRACE

ARCHIVELOG DBID IMPORT NOLOGS REMOVE TRANSACTIONAL

AREA DB_FILE_NAME_
CONVERT

INACCESSIBLE NOMOUNT RENORMALIZE TRANSPORT

AS DB_NAME INCARNATION NONE REPAIRID TYPE

AT DB_RECOVERY_FILE_
DEST

INCLUDE NOPARALLEL REPAIR UNAVAILABLE

ATALL DB_UNIQUE_NAME INCLUDING NOPROMPT REPLACE UNCATALOG

AUTOBACKUP DEBUG INCREMENTAL NOREDO REPLICATE UNDO

AUTOLOCATE DECRYPTION INPUT NORMAL REPORT UNLIMITED

AUXILIARY DEFAULT INSTANCE NOT RESETLOGS UNRECOVERABLE

AUXNAME DEFINE IO NO RESET UNREGISTER

AVAILABLE DELETE JOB NULL RESTART UNTIL

BACKED DELETION KBYTES OBSOLETE RESTORE UPGRADE

BACKUPPIECE DESTINATION KEEP OFFLINE RESTRICTED UP

BACKUPSET DETAIL KRB OFF RESYNC USING

BACKUPS DEVICE K OF RETENTION VALIDATE

BACKUP DIRECTORY LEVEL ONLY REUSE VERBOSE

BEFORE DISKRATIO LIBPARM ON REVOKE VIRTUAL

BETWEEN DISK LIBRARY OPEN RPCTEST WINDOW

BLOCKRECOVER DISPLAY LIKE OPTIMIZATION RPC WITH

BLOCKS DORECOVER LIMIT OPTION RUN  

表表表表 1-1 Recovery Manager の予約語の予約語の予約語の予約語（続き）（続き）（続き）（続き）

A-C C-D D-L L-P P-S S-W
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Recovery Manager コマンドの概要
予約語のいずれかを Recovery Manager コマンドの引数として使用する必要がある場合（たと
えば、ファイル名、表領域名、タグ名など）は、予約語を一重引用符または二重引用符で囲ん
でください。そうしないと、Recovery Manager でコマンドが正しく解析されず、エラーが発生
します。例 1-1 に、Recovery Manager コマンドで Recovery Manager 予約語を適切に使用して
いる例と適切でない使用例を示します。

例例例例 1-1 予約語を予約語を予約語を予約語を Recovery Manager コマンドの引数に使用する例コマンドの引数に使用する例コマンドの引数に使用する例コマンドの引数に使用する例

ALLOCATE CHANNEL backup DEVICE TYPE DISK;         # incorrect
ALLOCATE CHANNEL "backup" DEVICE TYPE DISK;       # correct
BACKUP DATABASE TAG full;                         # incorrect
BACKUP DATABASE TAG 'full';                       # correct

通常、Recovery Manager コマンド言語の本来の意味と矛盾する方法で予約語を使用しないよう
にしてください。

Recovery Manager コマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要
表 1-2 に、Recovery Manager プロンプトまたは RUNコマンド、あるいはその両方で実行でき
る Recovery Manager コマンドの機能の概要を示します。使用できなくなっているコマンドと
オプションもありますが、旧リリースの Recovery Manager のすべてのコマンドが、現行のリ
リースで動作します（付録 A「使用不可になった Recovery Manager コマンド」を参照）。
Recovery Manager クライアントのコマンドライン・オプションについては、2-244 ページの

「RMAN」を参照してください。

BLOCK DROP LIST ORPHAN SAVE  

BY DUMP LOAD OR SCHEMA  

CANCEL DUPLEX LOGFILE PACKAGES SCN  

CATALOG DUPLICATE LOGICAL PARALLELISM SCRIPT  

表表表表 1-2 Recovery Manager コマンドコマンドコマンドコマンド

コマンドコマンドコマンドコマンド 用途用途用途用途

@（2-2 ページ） コマンド・ファイルを実行します。

@@（2-4 ページ） 現在実行中のコマンド・ファイルと同じディレクトリにあるコマンド・ファイルを
実行します。@@コマンドが @コマンドと異なるのは、コマンド・ファイル内から

実行される場合のみです。

ADVISE FAILURE（2-6 ページ） 修復オプションを表示します。

ALLOCATE CHANNEL
（2-10 ページ）

チャネルを確立します。これは、Recovery Manager とデータベース・インスタン

ス間の接続です。

ALLOCATE CHANNEL FOR 
MAINTENANCE（2-13 ページ）

DELETEコマンドなどのメンテナンス・コマンドの発行に備えてチャネルを割り当

てます。

ALTER DATABASE（2-17 ページ） データベースをマウントまたはオープンします。

BACKUP（2-19 ページ） データベース・ファイル、データベース・ファイルのコピー、アーカイブ・ログま
たはバックアップ・セットをバックアップします。

CATALOG（2-55 ページ） ファイル・コピーおよびユーザー管理バックアップに関する情報をレポジトリに追
加します。

表表表表 1-1 Recovery Manager の予約語の予約語の予約語の予約語（続き）（続き）（続き）（続き）

A-C C-D D-L L-P P-S S-W
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Recovery Manager コマンドの概要
CHANGE（2-60 ページ） バックアップ・ピース、イメージ・コピーまたはアーカイブ REDO ログをステータ

ス UNAVAILABLEまたは AVAILABLEを持つものとしてマークします。バックアッ

プまたはコピーのリポジトリ・レコードを削除します。バックアップまたはコピー
の保存方針をオーバーライドします。DB_UNIQUE_NAMEを使用してターゲット・

データベースのリカバリ・カタログを更新します。

CONFIGURE（2-68 ページ） 永続的な Recovery Manager 設定を構成します。この設定は、明示的に変更または

使用不可にするまで、すべての Recovery Manager セッションに適用されます。

CONNECT（2-88 ページ） Recovery Manager とターゲット・データベース、補助データベースまたはリカバ

リ・カタログ・データベースとの接続を確立します。

CONVERT（2-91 ページ） プラットフォーム間で表領域とデータベースをトランスポートするために、データ
ファイルの形式を変換します。

CREATE CATALOG（2-103 ページ） リカバリ・カタログのためのスキーマを作成します。

CREATE SCRIPT（2-106 ページ） ストアド・スクリプトを作成してリカバリ・カタログに格納します。

CROSSCHECK（2-110 ページ） アーカイブ・ログ、データファイルのコピーおよびバックアップ・ピースなど、
Recovery Manager で管理されるファイルが、ディスクまたはテープに引き続き存

在するかどうかを判断します。

DELETE（2-114 ページ） バックアップとコピーを削除し、その参照をリカバリ・カタログから削除し、その
制御ファイル・レコードをステータス DELETEDに更新します。

DELETE SCRIPT（2-120 ページ） ストアド・スクリプトをリカバリ・カタログから削除します。

DROP CATALOG（2-122 ページ） リカバリ・カタログからスキーマを削除します。

DROP DATABASE（2-124 ページ） ディスクからターゲット・データベースを削除して登録を解除します。

DUPLICATE（2-125 ページ） ターゲット・データベースのバックアップを使用して、テストに使用できる複製
データベースを作成するか、スタンバイ・データベースを作成します。

EXECUTE SCRIPT（2-143 ページ） Recovery Manager ストアド・スクリプトを実行します。

EXIT（2-146 ページ） Recovery Manager 実行可能ファイルを終了します。

FLASHBACK DATABASE
（2-147 ページ）

データベースを過去のある時点または SCN での状態に戻します。

GRANT（2-153 ページ） リカバリ・カタログのユーザーに権限を付与します。

HOST（2-156 ページ） Recovery Manager からオペレーティング・システムのコマンドライン・サブシェ

ルをコールするか、特定のオペレーティング・システム・コマンドを実行します。

IMPORT CATALOG（2-158 ページ） あるリカバリ・カタログから別のリカバリ・カタログに、メタデータをインポート
します。

LIST（2-161 ページ） バックアップ・セットまたはコピーの詳細リストを生成します。

PRINT SCRIPT（2-183ページ） ストアド・スクリプトを表示します。

QUIT（2-185 ページ） Recovery Manager 実行可能ファイルを終了します。

RECOVER（2-186 ページ） バックアップまたはデータファイルのコピーからリストアされたデータファイルま
たはデータ・ブロックに REDO ログおよび増分バックアップを適用して、その内容

を特定の時点の状態に更新します。

REGISTER DATABASE
（2-200 ページ）

ターゲット・データベースをリカバリ・カタログに登録します。

RELEASE CHANNEL
（2-202 ページ）

ALLOCATE CHANNELコマンドまたは ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE
コマンドで割り当てたチャネルを解放します。

REPAIR FAILURE（2-204 ページ） 自動診断リポジトリに記録された 1 つ以上の障害を修復します。

表表表表 1-2 Recovery Manager コマンドコマンドコマンドコマンド（続き）（続き）（続き）（続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 用途用途用途用途
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REPLACE SCRIPT（2-208 ページ） リカバリ・カタログに格納されている既存のスクリプトを置換します。既存のスク
リプトがない場合は、REPLACE SCRIPTによりスクリプトが作成されます。

REPORT（2-211 ページ） リカバリ・カタログの内容の詳細分析を行います。

RESET DATABASE（2-219 ページ） SQL 文 ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSが実行され、ターゲット・データベー

スの新規インカネーションが作成されたことを Recovery Manager に通知するか、

またはターゲット・データベースを以前のインカネーションに再設定します。

RESTORE（2-221 ページ） バックアップ・セットまたはディスク・コピーから、デフォルト位置または新規の
位置にファイルをリストアします。

RESYNC CATALOG（2-238 ページ） 完全再同期化を実行します。これにより、スナップショット制御ファイルが作成さ
れ、そのファイルから新規または変更後の情報がリカバリ・カタログにコピーされ
ます。

REVOKE（2-242 ページ） リカバリ・カタログ・ユーザーから権限を取り消します。

RMAN（2-244 ページ） オペレーティング・システムのコマンドラインから Recovery Manager を起動しま

す。

RUN（2-250ページ） 1 つ以上の一連の Recovery Manager コマンドを実行します。これは、RUNの中

カッコ内で実行される 1 つ以上の文です。

SEND（2-252 ページ） ベンダー固有の引用符付き文字列を 1 つ以上の特定チャネルに送信します。

SET（2-254 ページ） RUN ブロックまたはセッションの実行時に Recovery Manager の動作に影響する

様々な属性の値を設定します。

SHOW（2-263 ページ） 現行の CONFIGURE設定を表示します。

SHUTDOWN（2-266 ページ） ターゲット・データベースを停止します。このコマンドは、SQL*Plus の
SHUTDOWNコマンドと同じです。

SPOOL（2-268 ページ） Recovery Manager 出力をログ・ファイルに書き込みます。

SQL（2-269 ページ） Recovery Manager 内から SQL 文を実行します。

STARTUP（2-271 ページ） ターゲット・データベースを起動します。このコマンドは、SQL*Plus の STARTUP
コマンドと同じです。

SWITCH（2-273 ページ） データファイルのコピーが現行のデータファイル現行のデータファイル現行のデータファイル現行のデータファイルであることを指定します。つま
り、制御ファイルが指すデータファイルです。このコマンドは、データファイルに
適用される SQL 文 ALTER DATABASE RENAME FILEと同じです。

TRANSPORT TABLESPACE
（2-277 ページ）

1 つ以上の表領域のバックアップからトランスポータブル表領域のセットを作成し

ます。

UNREGISTER（2-282 ページ） リカバリ・カタログからデータベースを登録解除します。

UPGRADE CATALOG
（2-285 ページ）

リカバリ・カタログ・スキーマを、旧バージョンから Recovery Manager 実行可能

ファイルに必要なバージョンにアップグレードします。

VALIDATE（2-287 ページ） バックアップ・セットを調べて、データの損傷がないかどうかをレポートします。
Recovery Manager は、指定したバックアップ・セットのバックアップ・ピースを

すべてスキャンし、チェックサムを参照して、内容が正しくリストアされるかどう
かを検証します。

表表表表 1-2 Recovery Manager コマンドコマンドコマンドコマンド（続き）（続き）（続き）（続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 用途用途用途用途
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Recovery Manager 副次句の概要
Recovery Manager 副次句の概要副次句の概要副次句の概要副次句の概要
複数のコマンドで使用される副次句は、不要な重複を避けるために章を分けて説明しています。
副次句を使用するコマンドの説明には、第 3 章「Recovery Manager 副次句」の副次句の項目へ
の相互参照が含まれています。表 1-3 に、Recovery Manager の副次句をまとめています。

表表表表 1-3 Recovery Manager の副次句の副次句の副次句の副次句

副次句副次句副次句副次句 指定内容指定内容指定内容指定内容 . . .

allocOperandList（3-2 ページ） PARMS、FORMATなどのチャネル制御オプション。

archivelogRecordSpecifier
（3-6 ページ）

アーカイブ REDO ログ・ファイルの範囲。

completedTimeSpec
（3-10 ページ）

バックアップまたはコピーが完了した時刻の範囲。

connectStringSpec
（3-12 ページ）

ターゲット・データベース、リカバリ・カタログ・データベースまたは補助デー
タベースに接続するための、ユーザー名、パスワードおよびネット・サービス名。
この接続は、ユーザーの認証とデータベースの識別のために必要です。

datafileSpec（3-14 ページ） データファイル（ファイル名または絶対ファイル番号で指定）。

deviceSpecifier（3-15 ページ） バックアップまたはコピーに使用するストレージ・デバイスのタイプ。

fileNameConversionSpec
（3-16 ページ）

BACKUP AS COPY、CONVERTおよび DUPLICATEの実行時に、ソース・ファイル

名からターゲット・ファイル名への変換に使用するパターン。

forDbUniqueNameOption
（3-18 ページ）

Data Guard 環境のすべてのデータベース、または固有の DB_UNIQUE_NAMEを持

つデータベース。

foreignlogRecordSpecifier
（3-19 ページ）

外部アーカイブ REDO ログ・ファイルの範囲。

formatSpec（3-21 ページ） バックアップまたはコピーに使用するファイル名の形式。

keepOption（3-24 ページ） バックアップまたはコピーを現行の保存方針から除外するかどうか。

listObjList（3-27 ページ） LISTコマンドで表示する項目。

maintQualifier（3-30 ページ） DELETEや CHANGEなどのメンテナンス・コマンドの追加オプション。

maintSpec（3-32 ページ） CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEなどのメンテナンス・コマンドで操作され

るファイル。

obsOperandList（3-34 ページ） 指定条件に従って不要となるバックアップ。

recordSpec（3-35 ページ） メンテナンス・コマンドで操作されるオブジェクト。

tempfileSpec（3-37 ページ） 一時ファイル（パスまたはファイル番号で指定）。

untilClause（3-38 ページ） 上限（時刻、SCN またはログ順序番号で指定）。通常、この句は不完全リカバリに

必要な時点を指定するために使用します。
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Recovery Manager コマ
2

Recovery Manager コマンドコマンドコマンドコマンド

この章では、Recovery Manager のコマンドをアルファベット順に説明します。Recovery 
Manager コマンドとコマンドライン・オプションの概要は、1-6 ページの「Recovery Manager
コマンドの概要」を参照してください。
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@

@

用途用途用途用途

@コマンドを使用すると、指定したパス名のオペレーティング・システム・ファイルに格納さ
れている一連の Recovery Manager コマンドを実行できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

コマンド・ファイルには、完全な Recovery Manager コマンドを記述する必要があります。

@コマンドを RUNコマンド内で使用する場合は、@コマンドを独自の行に記述する必要があり
ます（2-3 ページの例 2-2 を参照）。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager は、ファイルの内容が @ コマンドの位置に記述されているのと同様に処理
します。2-3 ページの例 2-3 に示すように、コマンド・ファイル内に置換変数を指定し、実行時
にそのコマンド・ファイルに値を渡すことができます。

構文構文構文構文

at::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-1 オペレーティング・システムのコマンドラインからのコマンド・ファイルの実行オペレーティング・システムのコマンドラインからのコマンド・ファイルの実行オペレーティング・システムのコマンドラインからのコマンド・ファイルの実行オペレーティング・システムのコマンドラインからのコマンド・ファイルの実行

次の例では、Recovery Manager コマンド・ファイルを作成し、それをオペレーティング・シス
テムのコマンドラインから実行します。

% echo "BACKUP DATABASE;" > backup_db.rman
% rman TARGET / @backup_db.rman

注意注意注意注意 : ファイルには、完全な Recovery Manager コマンドを記述する必
要があります。コマンドの一部のみを記述すると、構文エラーが発生しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager で置換変数を使用する方法については、
2-244 ページの「RMAN」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

filename たとえば、コマンド・ファイルの名前を @/oracle/dbs/cmd/cmd1.rmanのように指定しま

す。絶対パス名を指定しなかった場合（@cmd1.rmanなどのように指定した場合）は、現行の

作業ディレクトリが対象となります。

ファイルの拡張子は任意のものを指定できます（拡張子はなくても有効です）。文字列の前後を
引用符で囲んだり、@キーワードとファイル名との間に空白を残さないでください。

@ filename
2-2 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



@

例例例例 2-2 Recovery Manager でのコマンド・ファイルの実行でのコマンド・ファイルの実行でのコマンド・ファイルの実行でのコマンド・ファイルの実行

次の例は、コマンド・ファイルを、Recovery Manager プロンプトから実行する方法と RUNコ
マンド内から実行する方法を示しています。ユーザー入力のテキストは太字で示しています。

RMAN> @backup_db.rman
RMAN> RUN {
2> @backup_db.rman
3> backup database;
4> **end-of-file**
5> }

例例例例 2-3 置換変数の指定置換変数の指定置換変数の指定置換変数の指定

テキスト・エディタを使用して、次の内容のコマンド・ファイル whole_dbを作成したとしま
す。

# name: whole_db.rman
BACKUP TAG &1 COPIES &2 DATABASE;
EXIT;

次の例では、オペレーティング・システムのプロンプトで Recovery Manager を起動してから、
ターゲット・データベースに接続します。次に、@コマンドを実行してコマンド・ファイルに
変数を渡し、タグが Q106のデータベース・バックアップを 2 つ作成します。

% rman TARGET /
RMAN> @/tmp/whole_db.rman Q106 2
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@@
@@

用途用途用途用途

@@コマンドを使用すると、指定したファイル名のオペレーティング・システム・ファイルに格
納されている一連の Recovery Manager コマンドを実行できます。

@@がコマンド・ファイルに含まれている場合、@@filenameによって、Recovery Manager
は、指定したファイル名をコール元のコマンド・ファイルと同じディレクトリ内で検索します。
@@コマンドは、コマンド・ファイル内で使用しない場合、@コマンドと同じです。

前提条件前提条件前提条件前提条件

コマンド・ファイルには、完全な Recovery Manager コマンドを記述する必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

コマンド・ファイルは、Recovery Manager クライアントに対してローカルです。ファイル名の
解決は、オペレーティング・システムに依存します。たとえば、UNIX または Windows での
@tmp/cmd1.rmanの場合、tmpが現行のディレクトリのサブディレクトリで、ファイル
cmd1.rmanがそのサブディレクトリの中にあることを意味しています。

ここで、@と @@の違いを示します。Recovery Manager を次のように起動するとします。

% rman TARGET /
RMAN> @/tmp/cmd1.rman

cmd1.rmanスクリプト内にコマンド @@cmd2.rmanがあるとします。この場合、@@コマンド
は Recovery Manager に対して、ディレクトリ /tmpにあるファイル cmd2.rmanを検索するよ
うに指示します。

@コマンドの場合と同様に、コマンド・ファイル内に置換変数を指定して、@@の実行時に、そ
のコマンド・ファイルに値を渡すことができます（2-4 ページの例 2-4 を参照）。

構文構文構文構文

atat::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-4 別のコマンド・ファイル内からのコマンド・ファイルのコール別のコマンド・ファイル内からのコマンド・ファイルのコール別のコマンド・ファイル内からのコマンド・ファイルのコール別のコマンド・ファイル内からのコマンド・ファイルのコール

次のオペレーティング・システム・コマンドによって、コマンド・ファイル
backup_logs.rmanおよび backup_db.rmanが作成されます。

% echo "BACKUP ARCHIVELOG ALL;" > /tmp/bkup_logs.rman
% echo "BACKUP TAG &1 DATABASE;" > /tmp/bkup_db.rman
% echo "@@bkup_logs.rman" >> /tmp/bkup_db.rman

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

filename たとえば、コマンド・ファイルの名前を @@cmd2.rmanのように指定します。

@@ filename
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@@
次の例では、コマンドラインから Recovery Manager を起動し、オペレーティング・システム
認証を使用してターゲット・データベースに接続します。@コマンドは、bkup_db.rmanを実
行しますが、そのファイルには @@bkup_logs.rmanコマンドが記述されています。@@コマン
ドは、Recovery Manager に対して、bkup_db.rmanが存在するディレクトリと同じディレク
トリから bkup_logs.rmanスクリプトを検索するように指示します。この例では、置換変数
を使用して、データベース・バックアップのタグ WHOLE_DBが指定されていることに注意して
ください。

% rman TARGET /
RMAN> @/tmp/bkup_db.rman whole_db
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ADVISE FAILURE
ADVISE FAILURE

用途用途用途用途

ADVISE FAILUREコマンドを使用すると、指定した障害の修復オプションを表示できます。
このコマンドは、データ・リカバリ・アドバイザが認識している障害のサマリーを出力し、修
復済の障害がオープン状態になっている場合は、暗黙的にクローズします。

このコマンドを使用する場合の推奨手順は、次のようになります。Recovery Manager セッショ
ンで、まず LIST FAILUREを実行して障害を表示し、次に ADVISE FAILUREを実行して修復
オプションを表示し、REPAIR FAILUREを実行して障害を修復してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager がターゲット・データベースに接続している必要があります。TARGETとし
てデータベースに接続する方法については、CONNECTおよび RMANコマンドを参照してくださ
い。

ターゲット・データベースのインスタンスは起動されている必要があります。ターゲット・
データベースは、単一インスタンス・データベースである必要があります。また、ロジカル・
スタンバイ・データベースは指定できますが、フィジカル・スタンバイ・データベースは指定
できません。

現行リリースでは、データ・リカバリ・アドバイザは、単一インスタンス・データベースのみ
をサポートします。Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）データベースはサポート
されていません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

データ・リカバリ・アドバイザは、修復の可能性を検証してから修復方法を提案します。たと
えば、データ・リカバリ・アドバイザが、メディア・リカバリに必要なすべてのバックアップ
とアーカイブ REDO ログ・ファイルが使用可能かどうかをチェックするとします。ADVISE 
FAILUREの出力には、データ・リカバリ・アドバイザが特定の障害に対して 適とみなした修
復方法が示されます。ADVISE FAILUREコマンドでは、手動と自動の両方の修復オプションを
生成できます。

手動修復オプション手動修復オプション手動修復オプション手動修復オプション

手動修復オプションは、必須または任意のいずれかになります。任意のアクションの方が、自
動修復よりも短時間で簡単に障害を修正できることがあります。他にも、自動修復が実現でき
ないため、手動が唯一のオプションになる場合もあります。たとえば、I/O 障害は、ほとんど
の場合に自動では修復できません。また、オペレーティング・システムやディスク・サブシス
テムから戻されるデータが不十分なために、障害を診断できない場合もあります。

自動修復オプション自動修復オプション自動修復オプション自動修復オプション

各自動修復オプションは、単一修復または修復ステップ・セットのいずれかです（コマンド出
力の説明については、表 2-1「自動修復オプション」を参照）。修復オプションに、複数の修復
ステップがあるスクリプトが含まれる場合、ADVISE FAILUREは、修復ステップが正しい順序
になるようにスクリプトを生成します。単一修復の場合は、常に CRITICAL な障害がまとめて
修復されます。CRITICAL な障害の修復は必須ですが、CRITICAL でない障害を同時に修復す
ることも可能です。CRITICAL でない障害は、1 つずつ任意の順序で修復することも、まとめ
て修復することもできます。
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ADVISE FAILURE
Oracle RAC およびデータ・リカバリ・アドバイザおよびデータ・リカバリ・アドバイザおよびデータ・リカバリ・アドバイザおよびデータ・リカバリ・アドバイザ

Oracle RAC データベースのすべてのインスタンスでデータ障害が発生した場合に、単一インス
タンス・モードでデータベースをマウントしてデータ・リカバリ・アドバイザを使用すると、
制御ファイル、SYSTEMデータファイルおよびディクショナリの障害を検出して修復できます。
また、ヘルス・チェックを開始して、他のデータベース・コンポーネントにデータ障害がない
かをテストすることもできます。この方法では、他のクラスタ・インスタンスに対してローカ
ルなデータ障害（アクセス不能なデータファイルなど）は検出されません。

構文構文構文構文

advise::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

advise

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ADVISE FAILURE 自動診断リポジトリに記録されている障害のうち、優先順位が CRITICALまたは

HIGHのものに関するすべての情報を表示します。

現行のセッションで LIST FAILUREコマンドが実行済のときは、オプションを指

定しない場合にのみ ADVISE FAILUREを使用できます。

注意注意注意注意 : 現行の Recovery Manager セッションで、LIST FAILUREコマンドを 後に

実行した後に新しい障害が診断リポジトリに記録されている場合、Recovery 
Manager は警告を発行してから、CRITICALおよび HIGHと記録される障害に関す

るアドバイスを表示します。

ALL オープン状態のすべての障害をまとめて修復するオプションを表示します。

CRITICAL 重大な障害のみを修復するオプションを表示します。

HIGH 優先順位が HIGHの障害のみを修復するオプションを表示します。

LOW 優先順位が LOWの障害のみを修復するオプションを表示します。

failureNumber 指定された障害のみを修復するオプションを表示します。

EXCLUDE FAILURE

failureNumber

指定された障害をリストから除外します。

ADVISE FAILURE

ALL

CRITICAL

HIGH

LOW

failureNumber

,

EXCLUDE FAILURE failureNumber

,

;
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ADVISE FAILURE コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力

ADVISE FAILUREの出力には、LIST FAILUREの出力も含まれます（説明は、表 2-26「障害
のリスト」を参照）。出力例については、2-8 ページの例 2-5 を参照してください。

Recovery Manager は、順序が決まっていないリスト形式で必須および任意の手動によるアク
ションを提示します。手動オプションが存在する場合は、自動オプションの前に表示されます。
表 2-1 に、自動修復オプションの出力を示します。

例例例例

例例例例 2-5 すべての障害の修復オプションの表示すべての障害の修復オプションの表示すべての障害の修復オプションの表示すべての障害の修復オプションの表示

この例は、データ・リカバリ・アドバイザで認識されているすべての障害の修復オプションを
表示します。この例では、2 つの障害（データファイルの欠落と、破損ブロックのあるデータ
ファイル）が示されています。

RMAN> LIST FAILURE;
 
List of Database Failures
=========================
 
Failure ID Priority Status    Time Detected Summary
---------- -------- --------- ------------- -------
142        HIGH     OPEN      23-APR-07     One or more non-system datafiles are missing
101        HIGH     OPEN      23-APR-07     Datafile 1: '/disk1/oradata/prod/system01.dbf' 
                                            contains one or more corrupt blocks
 
RMAN> ADVISE FAILURE;
 
List of Database Failures
=========================
 
Failure ID Priority Status    Time Detected Summary
---------- -------- --------- ------------- -------
142        HIGH     OPEN      23-APR-07     One or more non-system datafiles 
                                            are missing
101        HIGH     OPEN      23-APR-07     Datafile 1: '/disk1/oradata/prod/system01.dbf' 

表表表表 2-1 自動修復オプション自動修復オプション自動修復オプション自動修復オプション

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Option 自動修復オプションの識別子。

Strategy REPAIR FAILUREコマンドで障害を修復する方法。

データ・リカバリ・アドバイザで提示される自動修復オプションは、可能な
場合には必ずデータ消失のないオプションになります。自動修復オプション
は、基本的に次のカテゴリに分類されます。

� データ消失のない修復

� データ消失を伴う修復（フラッシュバック・データベースなど）

注意注意注意注意 : ADVISEコマンドは、データ・リカバリ・アドバイザが 適とみなし

た一連の修復ステップに一連の障害をマッピングします。可能な場合は、
データ・リカバリ・アドバイザが複数の修復ステップを 1 つの修復としてま

とめます。たとえば、データベースのデータファイルが破損し、制御ファイ
ルと現行の REDO ログ・グループがなくなった場合、データ・リカバリ・

アドバイザでは、データベースをリストアして Point-in-Time リカバリを実

行するために、1 つの統合された修復計画が提示されます。

Repair 
Description

提案された修復の説明。たとえば、データファイル 17 のリストアとリカバ

リが、修復として提案されます。

Repair Script すべての修復アクションとコメントが記述された編集可能なスクリプトの場
所。自動修復を実行しない場合は、このスクリプトの内容を確認して、手動
リカバリで使用するように編集できます。
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ADVISE FAILURE
                                            contains one or more corrupt blocks
 
analyzing automatic repair options; this may take some time
using channel ORA_DISK_1
analyzing automatic repair options complete
 
Mandatory Manual Actions
========================
no manual actions available
 
Optional Manual Actions
=======================
1. If file /disk1/oradata/prod/users01.dbf was unintentionally renamed or moved, restore it
 
Automated Repair Options
========================
Option Repair Description
------ ------------------
1      Restore and recover datafile 28; Perform block media recovery of 
       block 56416 in file 1
  Strategy: The repair includes complete media recovery with no data loss
  Repair script: /disk1/oracle/log/diag/rdbms/prod/prod/hm/reco_660500184.hm
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ALLOCATE CHANNEL
ALLOCATE CHANNEL

用途用途用途用途

ALLOCATE CHANNELコマンドを使用すると、Recovery Manager とデータベース・インスタン
スを接続するチャネルチャネルチャネルチャネルを手動で割り当てることができます。ALLOCATE CHANNELは、REPAIR 
FAILUREブロック内で発行する必要があります。適用されるのは、発行されたブロックのみで
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ターゲット・インスタンスを事前に起動する必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

手動で割り当てたチャネルと、CONFIGUREを指定して自動的に割り当てたチャネルは区別され
ます。自動チャネルは、手動でチャネルを割り当てていないすべての Recovery Manager の
ジョブに適用されます。自動チャネル構成を、RUNコマンド内で手動で割り当てたチャネルで
オーバーライドすることはできますが、手動チャネルを ALLOCATE CHANNELで指定した後で、
BACKUP DEVICE TYPEまたは RESTORE DEVICE TYPEを使用して、自動チャネルを使用するこ
とはできません。

複数チャネル複数チャネル複数チャネル複数チャネル

割り当てることができるチャネルは 大 255 で、チャネル当たり 大 64 ファイルをパラレルに
読み取ることができます。ジョブ内の並列度は、割り当てるチャネル数で制御できます。複数
チャネルを同時に割り当てると、1 つのジョブで複数のバックアップ・セットやディスク・コ
ピーをパラレルに読み書きできます。こうして、各チャネルが別々のバックアップ・セットま
たはコピーの操作を行います。

ディスクへのバックアップを行う場合、通常は、出力デバイスごとにチャネルを 1 つ割り当て
ます（2-12 ページの例 2-7 を参照）。ただし、Recovery Manager が、ストライプ化されたファ
イル・システムまたは ASM ディスク・グループに対して書込みを行う場合は、複数のチャネ
ルを使用することでパフォーマンスを向上できます。テープにバックアップを作成する場合は、
一般に、テープ・デバイスの数を多重化されたコピー数で除算した数が、テープ・チャネルの
数に等しくなるようにします（2-12 ページの例 2-8 を参照）。

Oracle RAC 環境のチャネル環境のチャネル環境のチャネル環境のチャネル

すべての Oracle RAC インスタンスの SYSDBAパスワードが同じであるかぎり、 ALLOCATEま
たは CONFIGUREコマンドの CONNECTオプションでパスワードを指定する必要はありません。
user@database形式の接続文字列を使用すると、Recovery Manager セッションの開始時に
TARGET接続で使用されたものと同じパスワードが自動的に使用されます。

構文構文構文構文

allocate::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、allocOperandList::=（3-2 ページ））

ALLOCATE
AUXILIARY

CHANNEL
’

channel_id
’

DEVICE TYPE deviceSpecifier
allocOperandList

;
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ALLOCATE CHANNEL
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-6 バックアップ用チャネルの手動割当てバックアップ用チャネルの手動割当てバックアップ用チャネルの手動割当てバックアップ用チャネルの手動割当て

この例では、データベース全体およびアーカイブ REDO ログのバックアップ用に 1 つのテー
プ・チャネルを割り当てます。PARMSパラメータで、wholedb_mfという Oracle Secure 
Backup メディア・ファミリを指定しています。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt
    PARMS 'ENV=(OB_MEDIA_FAMILY=wholedb_mf)';
  BACKUP DATABASE;
  BACKUP ARCHIVELOG ALL NOT BACKED UP;
}

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

AUXILIARY Recovery Manager と補助データベース・インスタンスとの接続を指定します。

補助インスタンスは、DUPLICATEまたは TRANSPORT TABLESPACEコマンドを実行

する場合、および RECOVER TABLESPACEで TSPITR を実行する場合に使用します

（2-12 ページの例 2-9 を参照）。このオプションを指定する場合は、補助インスタンス

が起動されている必要がありますが、マウントされている必要はありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベースの複製方法は 2-125 ページの「DUPLICATE」を、複製データ

ベース・インスタンスへの接続方法は 2-88 ページの「CONNECT」を参照してくださ

い。

CHANNEL  'channel_id' Recovery Manager とターゲット・データベース・インスタンスとの接続を指定しま

す。channel_idはチャネルの名前で、大 / 小文字が区別されます。データベースで

は、I/O エラーのレポートに channel_idが使用されます。

接続するたびに、ターゲット・インスタンスまたは補助インスタンスでデータベース・
サーバー・セッションが開始されます。このセッションで、Recovery Manager バック

アップのバックアップ、リストアまたはリカバリが実行されます。共有サーバー・
セッションには接続できません。

ALLOCATE CHANNELによってオペレーティング・システム・リソースがすぐに割り

当てられるかどうかは、オペレーティング・システムによって異なります。プラット
フォームによっては、コマンドの発行時に割り当てられます。別のプラットフォーム
では、ファイルを読み書きのためにオープンするまで割り当てられません。

各チャネルは、一度に 1 つのバックアップ・セットまたはイメージ・コピーを使用し

ます。Recovery Manager は、ジョブ終了時に自動的にチャネルを解放します。

注意注意注意注意 : チャネル名の接頭辞に ORA_は使用できません。接頭辞 ORA_で始まるチャネル

名は、Recovery Manager 専用に予約されています。

DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

バックアップ用のストレージ・タイプを指定します。V$BACKUP_DEVICEビューへの

問合せで、使用可能なデバイス・タイプと名前がわかります。

注意注意注意注意 : DEVICE TYPE DISKを指定すると、サーバー・セッション作成用以外のオペ

レーティング・システム・リソースは割り当てられません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

allocOperandList 割り当てたチャネルの制御オプションを指定します。順次 I/O デバイスのチャネル・

パラメータはプラットフォームによって異なることに注意してください（2-11 ページ

の例 2-6 を参照）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-2 ページの「allocOperandList」を参照してください。
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ALLOCATE CHANNEL
例例例例 2-7 複数ディスクへのバックアップの分散複数ディスクへのバックアップの分散複数ディスクへのバックアップの分散複数ディスクへのバックアップの分散

ディスクにバックアップする場合は、複数のディスク・ドライブに分散したバックアップが実
行できます。ディスク・ドライブごとに DEVICE TYPE DISKチャネルを 1 つ割り当て、出力
ファイルごとにディスクが異なるようにフォーマット文字列を指定します。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL disk1 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk1/%U'; 
  ALLOCATE CHANNEL disk2 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk2/%U'; 
  BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
}

例例例例 2-8 テープへのバックアップの複数コピーの作成テープへのバックアップの複数コピーの作成テープへのバックアップの複数コピーの作成テープへのバックアップの複数コピーの作成

この例では、stape1、stape2、stape3および stape4の 4 つのテープ・ドライブを書込み
に使用できます。SET BACKUP COPIESコマンドを使用して、Recovery Manager がデータベー
ス・バックアップの同じコピーを 2 つ作成する必要があることを示します。一般に、テープ・
チャネルの数は、多重化されたコピー数でテープ・デバイスの数を除算した数と等しくする必
要があるため、2 つのチャネルを割り当てます。この場合、BACKUP_TAPE_IO_SLAVES初期化
パラメータを TRUEに設定する必要があることに注意してください。

Oracle Secure Backup の OB_DEVICE_nパラメータでは、nにバックアップ・ピースのコピー
数を指定します。Recovery Manager は、各バックアップ・ピースのコピー 1 を stape1と
stape2のテープ・ドライブに書き込み、各バックアップ・ピースのコピー 2 を stape3と
stape4のドライブに書き込みます。このようにして、データベース・バックアップの各コ
ピーは、2 つのテープ・ドライブ間で分散され、各ドライブ上にデータの一部が格納されます。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL t1 DEVICE TYPE sbt 
    PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=stape1,OB_DEVICE_2=stape3)';
  ALLOCATE CHANNEL t2 DEVICE TYPE sbt 
    PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=stape2,OB_DEVICE_2=stape4)';
  SET BACKUP COPIES 2;
  BACKUP DATABASE;
}

例例例例 2-9 データベース複製用の補助チャネルの割当てデータベース複製用の補助チャネルの割当てデータベース複製用の補助チャネルの割当てデータベース複製用の補助チャネルの割当て

この例では、バックアップから複製データベースが作成されます。複製用に構成されたチャネ
ルで AUXILIARYオプションが指定されていない場合でも、Recovery Manager は、そのチャネ
ルを使用できます。この例では、事前に構成されている SBT チャネルがないため、補助 SBT
チャネルを手動で割り当てます。

RUN
{ 
  ALLOCATE AUXILIARY CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  DUPLICATE TARGET DATABASE
    TO dupdb   
  DB_FILE_NAME_CONVERT '/disk2/dbs/','/disk1/'
  SPFILE 
    PARAMETER_VALUE_CONVERT   '/disk2/dbs/',
                              '/disk1/'
    SET LOG_FILE_NAME_CONVERT '/disk2/dbs/',
                              '/disk1/';
}
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ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE
ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE

用途用途用途用途

ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCEコマンドを使用すると、CHANGE、DELETEまたは
CROSSCHECKコマンドの発行に備えてチャネルを手動で割り当てることができます。チャネル
の割当て解除は、RELEASE CHANNELコマンドで実行できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、RUNブロック内ではなく、Recovery Manager プロンプトでのみ実行できま
す。ターゲット・インスタンスを事前に起動する必要があります。共有セッションにメンテナ
ンス・チャネルを割り当てることはできません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

メンテナンス・チャネルは、原則としてデバイスごとに 1 つずつ割り当ててください。手動割
当てチャネルと自動チャネルが混在することはありません。一般に、1 つのジョブに対して複
数のメンテナンス・チャネルを割り当てるのは、次の場合に限定してください。

� 単一のコマンドを使用して、ディスクとテープの両方で、すべてのバックアップ・ピース
またはプロキシ・コピーのクロスチェックまたは削除を行えるようにする場合（2-15 ペー
ジの例 2-11 を参照）。

� バックアップ・ピースまたはプロキシ・コピーが単一ノードにしか存在しない Oracle RAC
構成で、クロスチェックと削除を正常に機能させる場合（2-15 ページの例 2-12 を参照）。

Recovery Manager ではメンテナンス・チャネルのネーミング規則として
ORA_MAINT_devicetype_nが使用されます。devicetypeは DISKまたは sbtで、nは
チャネル番号です。たとえば、Recovery Manager では、手動で割り当てた 2 つのディスク・
チャネルに次の名前が使用されます。

ORA_MAINT_DISK_1
ORA_MAINT_DISK_2

構文構文構文構文

allocateForMaint::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、allocOperandList::=（3-2 ページ））

注意注意注意注意 : CONFIGUREを使用して、構成内のデバイス・タイプごとにチャネ
ルを 1 つ以上割り当てる場合は、ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE
を使用する必要はありません。メンテナンス・チャネルではなく構成済
チャネルを使用することをお薦めします。構成済チャネルは、メンテナン
ス・チャネルでサポートされるメンテナンス・タスクのみでなく、指定し
たデバイスへのすべての Recovery Manager の I/O に使用できます。構成
済チャネルは、Recovery Manager セッション全体で保持されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複数チャネルをクロスチェックおよび削除する方法は、
『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を
参照してください。

ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE

DEVICE TYPE deviceSpecifier
allocOperandList

;
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ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

allocateForMaint

例例例例

例例例例 2-10 バックアップ・セットの削除バックアップ・セットの削除バックアップ・セットの削除バックアップ・セットの削除

すべての Recovery Manager バックアップを削除して、テープ・セットを再利用する必要があ
るとします。この例では、ディスク・チャネルのみがデフォルトで構成されています。この例
では、SBT チャネルを手動で割り当て、すべてのバックアップをテープから削除した後で、
チャネルを解放します。

RMAN> ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE sbt;
 
allocated channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: SID=135 device type=SBT_TAPE
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
 
RMAN> DELETE NOPROMPT BACKUP;
 
List of Backup Pieces
BP Key  BS Key  Pc# Cp# Status      Device Type Piece Name
------- ------- --- --- ----------- ----------- ----------
9957    9954    1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    8oic41ad_1_1
9974    9972    1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    c-28014364-20070308-17
10024   10021   1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    8qic41c3_1_1
10045   10042   1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    c-28014364-20070308-18
10446   10443   1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    8uic47fg_1_1
10487   10482   1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    90ic47ih_1_1
10488   10483   1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    91ic47j1_1_1
10524   10514   1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    92ic47q4_1_1
10540   10538   1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    c-28014364-20070308-1a
deleted backup piece
backup piece handle=8oic41ad_1_1 RECID=198 STAMP=616695118
deleted backup piece
backup piece handle=c-28014364-20070308-17 RECID=199 STAMP=616695145
deleted backup piece
backup piece handle=8qic41c3_1_1 RECID=200 STAMP=616695171
deleted backup piece
backup piece handle=c-28014364-20070308-18 RECID=201 STAMP=616695188
deleted backup piece
backup piece handle=8uic47fg_1_1 RECID=204 STAMP=616701424
deleted backup piece
backup piece handle=90ic47ih_1_1 RECID=205 STAMP=616701521
deleted backup piece
backup piece handle=91ic47j1_1_1 RECID=206 STAMP=616701538
deleted backup piece
backup piece handle=92ic47q4_1_1 RECID=207 STAMP=616701764
deleted backup piece
backup piece handle=c-28014364-20070308-1a RECID=208 STAMP=616701783
Deleted 11 objects
 

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

バックアップ用のストレージ・タイプを指定します。V$BACKUP_DEVICEビューへの

問合せで、使用可能なデバイス・タイプと名前がわかります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

allocOperandList 割り当てたチャネルの制御オプションを指定します。順次 I/O デバイスのチャネル・

パラメータはプラットフォームによって異なることに注意してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-2 ページの「allocOperandList」を参照してください。
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RMAN> RELEASE CHANNEL;
 
released channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1

例例例例 2-11 複数のデバイス上のバックアップのクロスチェック複数のデバイス上のバックアップのクロスチェック複数のデバイス上のバックアップのクロスチェック複数のデバイス上のバックアップのクロスチェック

ディスク上とテープ上のアーカイブ REDO ログをクロスチェックする必要があるとします。ま
た、デフォルトのデバイス・タイプがディスクに設定され、SBT チャネルも構成されています
が、ディスクとテープの両方に別のチャネルを使用する必要があるとします。その場合は、必
要に応じた設定でメンテナンス・チャネルを手動で割り当てることができます。

RMAN> SHOW DEFAULT DEVICE TYPE;
 
RMAN configuration parameters for database with db_unique_name PROD are:
CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO DISK;
 
RMAN> SHOW CHANNEL;
 
RMAN configuration parameters for database with db_unique_name PROD are:
CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE 'SBT_TAPE' PARMS  
'SBT_LIBRARY=/usr/local/oracle/backup/lib/libobk.so, ENV=(OB_DEVICE_1=stape1)';
 
RMAN> ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE sbt PARMS 
'SBT_LIBRARY=/usr/local/oracle/backup/lib/libobk.so, ENV=(OB_DEVICE_1=stape2)';
 
allocated channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: SID=135 device type=SBT_TAPE
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
 
RMAN> ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE DISK FORMAT "/disk2/%U";
 
allocated channel: ORA_MAINT_DISK_2
channel ORA_MAINT_DISK_2: SID=101 device type=DISK
 
Finished Control File and SPFILE Autobackup at 09-MAR-07
 
RMAN> CROSSCHECK BACKUP OF ARCHIVELOG ALL;
 
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=/disk2/95ic69jc_1_1 RECID=210 STAMP=616769132
crosschecked backup piece: found to be 'EXPIRED'
backup piece handle=/disk2/96ic69jf_1_1 RECID=211 STAMP=616769135
Crosschecked 2 objects
 
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=/disk2/96ic69jf_1_1 RECID=211 STAMP=616769135
Crosschecked 1 objects
 
 
RMAN> RELEASE CHANNEL;
 
released channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1
released channel: ORA_MAINT_DISK_2

例例例例 2-12 Oracle Real Application Clusters（（（（Oracle RAC）構成でのクロスチェック）構成でのクロスチェック）構成でのクロスチェック）構成でのクロスチェック

Oracle RAC 構成内のすべてのノードに、すべてのストレージ・デバイス上のすべてのバック
アップに対する同じアクセス権を付与することをお薦めします（ただし、これは必須要件では
ありません）。Oracle RAC 構成の 2 つのノードでバックアップのクロスチェックを実行すると
します。各ノードには、ディスク・バックアップのサブセットへのアクセス権があります。す
べてのバックアップは、クロスチェックで使用される 2 つのノードのうち少なくとも 1 つから
アクセス可能であるものとします。いずれのノードからもアクセスできない任意のバックアッ
プは、クロスチェック後に EXPIREDとマークされます。
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次の例では、Oracle RAC インスタンス inst1および inst2へのチャネル接続を示します。
両方のチャネル接続で、Recovery Manager は、ターゲット・データベース接続で入力したユー
ザー名とパスワードと同じものを使用します。

ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE DISK 
  CONNECT '@inst1';
ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE DISK 
  CONNECT '@inst2';
CROSSCHECK BACKUP;
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ALTER DATABASE

用途用途用途用途

ALTER DATABASEコマンドを使用すると、データベースをマウントまたはオープンできます。

構文構文構文構文

alterDatabase::=

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、RUNコマンドのカッコ内または Recovery Manager プロンプトで実行してく
ださい。ターゲット・インスタンスを事前に起動する必要があります。

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ALTER DATABASEの構文とセマンティクスについては、
『Oracle Database SQL 言語リファレンス』も参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

MOUNT データベースをマウントします。オープンはしません。このオプションを指定したコマンドは、
SQL 文 ALTER DATABASE MOUNTと等価です。

OPEN データベースをオープンします（例 2-13 を参照）。RECOVER DATABASEの実行後にデータベー

スをオープンすると、Recovery Manager のリポジトリに記録されているローカル管理のすべて

の一時ファイルが必要に応じて再作成されます。ただし、リカバリ・カタログを使用せずに、
バックアップ制御ファイルを使用してリカバリを実行した場合、制御ファイルのバックアップ後
に作成された一時ファイルは Recovery Manager のリポジトリに記録されません。また、一時

ファイルが自動的に再作成されることもありません。

RESETLOGS 現行のオンライン REDO ログ（または、破損が検出された場合は REDO 破損前の 後の REDO
レコードまで）をアーカイブし、オンライン REDO ログの内容を消去してオンライン REDO ロ

グをログ順序 1 にリセットします。Recovery Manager コマンドの ALTER DATABASE OPEN 
RESETLOGSは、SQL 文の ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSと等価です。

リカバリ・カタログを使用する場合、Recovery Manager は、データベースがオープンされた後

で RESET DATABASEを暗黙的に発行し、この新規のインカネーションをカタログ内で現行のイ

ンカネーションにします。Recovery Manager コマンドの ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS
ではなく、同じ名前の SQL 文を実行した場合は、RESET DATABASEコマンドを手動で実行する

必要があります。

ALTER DATABASE
MOUNT

OPEN
RESETLOGS ;
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例例例例

例例例例 2-13 データベースの一貫性バックアップの作成データベースの一貫性バックアップの作成データベースの一貫性バックアップの作成データベースの一貫性バックアップの作成

データベースがオープンされており、そのデータベース全体の一貫性バックアップを作成する
必要があるとします。この例では、一貫性を保ってデータベースを停止し、データベースをマ
ウントし、一貫性のあるデータベース全体のバックアップを作成してから、データベースを
オープンします。

SHUTDOWN IMMEDIATE;
STARTUP MOUNT;
BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
# Now that the backup is complete, open the database.
ALTER DATABASE OPEN;

例例例例 2-14 制御ファイルのリストア後のデータベースのマウント制御ファイルのリストア後のデータベースのマウント制御ファイルのリストア後のデータベースのマウント制御ファイルのリストア後のデータベースのマウント

この例では、制御ファイルのリストアとマウントを行ってから、リカバリを実行します。 後
に、オンライン REDO ログをリセットします。

STARTUP FORCE NOMOUNT;
RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP;
ALTER DATABASE MOUNT;
# you must run the RECOVER command after restoring a control file even if no datafiles 
# require recovery
RECOVER DEVICE TYPE DISK DATABASE;
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;
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用途用途用途用途

BACKUPコマンドを使用すると、データベース（プライマリまたはスタンバイ）、表領域、デー
タファイル（現行またはコピー）、制御ファイル（現行またはコピー）、サーバー・パラメー
タ・ファイル、アーカイブ REDO ログ・ファイルまたはバックアップ・セットのバックアップ
を作成できます。

追加トピック追加トピック追加トピック追加トピック

� 前提条件

� 使用上の注意

� 構文

� セマンティクス

� 例

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager がターゲット・データベースに接続されている必要があります。TARGETと
してデータベースに接続する方法については、CONNECTおよび RMANコマンドを参照してくだ
さい。

データベースのアーカイブ・モードデータベースのアーカイブ・モードデータベースのアーカイブ・モードデータベースのアーカイブ・モード

ターゲット・データベースのモードが ARCHIVELOGの場合は、データベースが、現行の制御
ファイルでマウントされているかまたはオープンされている必要があります。データベースが
オープンされているときに作成されたバックアップには、一貫性がありません。一貫性のない
バックアップをリストアした後は、データベースに一貫性を持たせるために、REDO ログを適
用する必要があります。

ターゲット・データベースのモードが NOARCHIVELOGの場合は、バックアップの作成時に一
貫性のある停止を行った後で、データベースがマウントされている必要があります。停止の一
貫性が保たれるのは、NORMAL、IMMEDIATEまたは TRANSACTIONALオプションを指定して、
SHUTDOWNコマンドを正しく実行できた場合のみです。インスタンス障害が発生した場合や
SHUTDOWN ABORTを実行した後で、Recovery Manager を使用して、NOARCHIVELOGのデータ
ベースをバックアップすることはできません。

バックアップ・メディアバックアップ・メディアバックアップ・メディアバックアップ・メディア

ファイルをバックアップできるのは、有効なメディアに対してのみです。DEVICE TYPE DISK
を指定すると、ランダム・アクセス・ディスクにバックアップが作成されます。バックアップ
は、データファイルを格納できる任意のデバイスに作成できます。文 CREATE TABLESPACE 
tablespace_name DATAFILE 'filename'が正しく動作すれば、'filename'は有効な
バックアップ・パス名です。DEVICE TYPE sbtを指定した場合は、メディア・マネージャがサ
ポートするメディアであれば、どのメディアにでもファイルをバックアップできます。

Oracle データベースのファイルをディスクにバックアップする場合、そのファイルの論理ブ
ロック・サイズは、バックアップ先デバイスの物理ブロック・サイズの偶数倍である必要があ
ります。たとえば、ブロック・サイズが 2KB のディスク・デバイスは、論理ブロック・サイズ
が 2KB、4KB、6KB などの Oracle ファイルのバックアップ先としてのみ使用できます。実際に
は、ほとんどのディスク・ドライブの物理ブロック・サイズは 512 バイトのため、この制限事
項がバックアップに影響することはほとんどありません。ただし、BACKUP ... DEVICE TYPE 
DISKコマンドを使用して、書込み可能 CD や DVD、またはより大容量の物理ブロック・サイ
ズを持つその他のデバイスにデータベースをバックアップする場合は、この制限事項を考慮す
る必要がある場合があります。
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チャネルチャネルチャネルチャネル

指定したデバイス・タイプに自動チャネルが構成されていない場合は、BACKUPを実行するた
びにチャネルをデバイスに手動で割り当てる必要があります。手動チャネルを割り当てていな
い場合、Recovery Manager では CONFIGUREコマンドで設定されたデフォルトのチャネルが使
用されます。Recovery Manager には事前構成済の DISKチャネルがありますが、事前構成済の
sbtチャネルはありません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager でバックアップできるのは、データファイル、制御ファイル、サーバー・パ
ラメータ・ファイル、アーカイブ REDO ログ・ファイル、およびこれらのファイルの
Recovery Manager バックアップのみです。その他のデータベース関連ファイル（ネットワーク
構成ファイル、パスワード・ファイル、ブロック・チェンジ・トラッキング・ファイルなど）
および Oracle データベース・ホームの内容は、バックアップできません。また、外部表や
BFILEデータ型などの Oracle データベースの一部の機能についても、同様に、前述のファイル
以外のファイルにデータが格納されます。Recovery Manager では、これらのファイルをバック
アップできません。

BACKUPコマンドは、Recovery Manager では独立した複数のバックアップ手順に分けられてい
ます。独立した各手順は、特定のデバイスに割り当てられたチャネルで実行できます。割り当
てられているチャネルが複数ある場合に、1 つのチャネルで障害が発生するか、またはバック
アップ手順の実行中に問題が発生すると、Recovery Manager は、別のチャネルで作業の完了を
試行します。Recovery Manager は、チャネルでフェイルオーバーが発生すると、
V$RMAN_OUTPUT、対話方式セッションまたはログ・ファイルへの出力にメッセージをレポー
トします。

あるプラットフォームで作成された Recovery Manager バックアップを、別のプラットフォー
ムにトランスポートすることはできません。

以前のリリースの Oracle データベースで作成された Recovery Manager バックアップは、デー
タベースの移行またはアップグレードの実行後に使用できます。

データベースの DBID ではなく、DB_NAMEを変更すると、Recovery Manager は以前の
DB_NAMEで作成されたデータベースのバックアップをリストア可能とみなします。

バックアップ・セットの暗号化バックアップ・セットの暗号化バックアップ・セットの暗号化バックアップ・セットの暗号化

Recovery Manager では、バックアップ・セットに書き込まれるデータを透過的に暗号化し、
RESTORE操作で必要な際に復号化できます。暗号化したバックアップをディスク上に作成する
には、データベースで Advanced Security Option を使用している必要があります。暗号化した
バックアップをテープ上に直接作成するには、Recovery Manager で、Oracle Secure Backup の
SBT インタフェースを使用する必要がありますが、Advanced Security Option を使用する必要
はありません。Oracle Secure Backup 以外の SBT ライブラリを使用して暗号化された Recovery 
Manager バックアップを作成しようとすると、Recovery Manager により ORA-19916エラー
が発行されます。

Recovery Manager では、バックアップの暗号化に複数の暗号化アルゴリズムを使用できます
（アルゴリズムのリストは V$RMAN_ENCRYPTION_ALGORITHMSにあります）。Recovery 

Mananger は、次の 3 つの暗号化モードによるバックアップをサポートしています。

� 透過的暗号化 : Recovery Manager で、必要な Oracle 公開鍵インフラストラクチャ（PKI）
を使用できるかぎり、DBA の介入なく、暗号化されたバックアップを作成およびリストア
できます。

� パスワード・ベースの暗号化 : バックアップ時にパスワードが指定され、バックアップをリ
ストアする場合に同じパスワードを適用する必要があります。

注意注意注意注意 : ディスク・テスト API を使用するバックアップは本番バックアッ
プではサポートされません。かわりに、事前構成済の DISKチャネルを使
用するか、DISKチャネルを手動で割り当ててください。
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� デュアル・モードの暗号化 : 透過的暗号化またはパスワード・ベースの暗号化の場合と同様
に使用してバックアップを作成できます。また、Oracle Wallet または復号化時に DBA が
指定するパスワードのいずれかに基づいて、復号化を実行できます。

データベース・バックアップの暗号化設定の管理には、CONFIGUREおよび SETコマンドを使
用します。詳細は、これらのコマンドのリファレンス・エントリを参照してください。アーカ
イブ・ログが含まれているバックアップ・セットは、次の条件に該当する場合に暗号化されま
す。

� バックアップの作成時に SET ENCRYPTION ONが有効になっている。

� 暗号化が、データベース全体または 1 つ以上の表領域に対して構成されている。

Data Guard 環境での環境での環境での環境での Recovery Manager のバックアップのバックアップのバックアップのバックアップ

Data Guard 環境で Recovery Manager の操作を行う場合は、リカバリ・カタログが必要です。
カタログを使用することにより、すべてのプライマリ・データベースまたはスタンバイ・デー
タベースで、Recovery Manager のすべての操作を透過的に実行できるようになります。この環
境では、プライマリ・データベースのバックアップを、任意のスタンバイ・データベースにオ
フロードできます。Recovery Manager バックアップは、交換可能です。Recovery Manager を
NOCATALOGモードで使用する場合、Recovery Manager は、マウントされている制御ファイル
内のメタデータのみを使用します。

Data Guard 環境では、バックアップまたはコピーを作成するデータベースはファイルに関連付
けられます。たとえば、Recovery Manager がデータベース prodに TARGETとして接続し、そ
のデータベースをバックアップする場合、このデータベースのバックアップは prodに関連付
けられます。CHANGE ... RESET DB_UNIQUE_NAMEを使用してバックアップを別のデータ
ベースに関連付けないかぎり、バックアップは作成されたデータベースとの関連付けを維持し
ます。

バックアップの関連付けとアクセス可能性は異なります。リカバリ・カタログでは、ディス
ク・バックアップはデータベースが作成された Data Guard 環境のデータベースのみからアク
セス可能とみなされますが、あるデータベース上で作成されたテープ・バックアップの場合は、
すべてのデータベースからアクセス可能とみなされます。バックアップ・ファイルがどのデー
タベースにも関連付けられていない場合、リカバリ・カタログ・ビューでは、そのバックアッ
プ・ファイルを示す行の SITE_KEY列に nullが示されます。デフォルトでは、SITE_KEYが
nullのファイルは、Recovery Manager が TARGETとして接続されているデータベースに関連
付けられます。

注意注意注意注意 : Wallet ベースの暗号化は、パスワードが含まれないため、パス
ワード・ベースの暗号化よりも安全です。パスワード・ベースの暗号化
は、バックアップをトランスポータブルにする必要があるため、必要な場
合のみ使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� バックアップの暗号化の概要、その使用方法、および様々なモードの
暗号化の選択方法については、『Oracle Database バックアップおよび
リカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� PKI および Oracle Wallet については、『Oracle Database Advanced 
Security 管理者ガイド』を参照してください。
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Data Guard 環境では、Recovery Manager のコマンドはアクセス可能ないずれのバックアップ
に対しても操作を実行できます。たとえば、データベース prodと standby1が異なるホスト
上に存在するとします。Recovery Manager が、prod上のデータファイル 1 を本番ホスト上の
/prodhst/disk1/df1.dbfとテープに対してバックアップします。さらに、standby1上の
データファイル 1 をスタンバイ・ホスト上の /sby1hst/disk2/df1.dbfとテープに対して
バックアップします。Recovery Manager がデータベース prodに TARGETとして接続されてい
る場合は、スタンバイ・ホスト上にある /sby1hst/disk2/df1.dbfのバックアップに対し
て Recovery Manager の操作は実行できません。ただし、Recovery Manager は、standby1で
作成されたテープ・バックアップはリストア可能とみなします。

Recovery Manager からバックアップにアクセス可能であるかぎり、プライマリまたはスタンバ
イ・データベースに接続していれば、Recovery Manager のメンテナンス・コマンド

（CHANGE、CROSSCHECK、DELETEなど）をバックアップに使用できます。

構文構文構文構文

backup::=

（backupOperand::=（2-23 ページ）、backupSpec::=（2-24 ページ）、
backupSpecOperand::=（2-25 ページ））

注意注意注意注意 : スタンバイ・ホストからプライマリ・ホストへ（またはその逆方
向に）バックアップを FTP すると、そのバックアップに CATALOGを実行
できます。ファイルは、ターゲット・データベースでカタログ化された
後、ターゲット・ベースと関連付けられます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Data Guard 環境で、Recovery Manager を使用してファイル
をバックアップおよびリストアする方法については、『Oracle Data Guard
概要および管理』を参照してください。

BACKUP
backupOperand

backupSpec

PLUS ARCHIVELOG
backupSpecOperand

;
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backupOperand::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、fileNameConversionSpec::=（3-16 ページ）、
formatSpec::=（3-21 ページ）、forRecoveryOfSpec::=（2-26 ページ）、
keepOption::=（3-24 ページ）、notBackedUpSpec::=（2-26 ページ）、sizeSpec::=（2-26 ページ）、
skipSpec::=（2-26 ページ））

backupTypeSpec

CHANNEL
’

channel_id
’

CHECK LOGICAL

COPIES integer

CUMULATIVE

DEVICE TYPE deviceSpecifier

DISKRATIO integer

duration

fileNameConversionSpec

FILESPERSET integer

FORCE

AUXILIARY FORMAT
formatSpec

,

NEW

FORMAT formatSpec

,

forRecoveryOfSpec

FULL

INCREMENTAL
LEVEL

FROM SCN
integer

keepOption

MAXSETSIZE sizeSpec

notBackedUpSpec

NOCHECKSUM

NOEXCLUDE

POOL integer

PROXY
ONLY

REUSE

SECTION SIZE sizeSpec

skipSpec

TAG
’

tag_name
’

VALIDATE
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backupSpec::=

（archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、completedTimeSpec::=（3-10 ページ）、
copyOfSpec::=（2-25 ページ）、datafileCopySpec::=（2-26 ページ）、
datafileSpec::=（3-14 ページ）、backupSpecOperand::=（2-25 ページ））

(

archivelogRecordSpecifier

BACKUPSET

ALL

completedTimeSpec

primaryKey

,

CONTROLFILECOPY

’ filename ’

ALL

LIKE ’ string_pattern ’

copyOfSpec

CURRENT CONTROLFILE

DATABASE

datafileCopySpec

DATAFILE datafileSpec

,

RECOVERY AREA

DB_RECOVERY_FILE_DEST

RECOVERY FILES

SPFILE

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

backupSpecOperand )
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backupSpecOperand::=

（formatSpec::=（3-21 ページ）、keepOption::=（3-24 ページ）、
notBackedUpSpec::=（2-26 ページ）、sizeSpec::=（2-26 ページ）、skipSpec::=（2-26 ページ））

backupTypeSpec::=

copyOfSpec::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

CHANNEL
’

channel_id
’

DELETE
ALL

INPUT

DISKRATIO integer

FILESPERSET integer

FORCE

AUXILIARY FORMAT
formatSpec

,

NEW

FORMAT formatSpec

,

FROM TAG
’

tag_name
’

INCLUDE CURRENT CONTROLFILE

keepOption

MAXSETSIZE sizeSpec

notBackedUpSpec

NOEXCLUDE

POOL integer

REUSE

SECTION SIZE sizeSpec

skipSpec

TAG
’

tag_name
’

AS

COMPRESSED
BACKUPSET

COPY

COPY OF

DATABASE

DATAFILE datafileSpec

,

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,
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datafileCopySpec::=

duration::=

forRecoveryOfSpec::=

（formatSpec::=（3-21 ページ））

notBackedUpSpec::=

sizeSpec::=

skipSpec::=

DATAFILECOPY

’ filename ’

,

ALL

LIKE ’ string_pattern ’

FROM TAG
’

tag_name
’

,
NODUPLICATES

DURATION integer : integer

MINIMIZE
LOAD

TIME

PARTIAL

FOR RECOVER OF
COPY

DATAFILECOPY FORMAT formatSpec

WITH TAG
’

tag_name
’

TAG
’

tag_name
’

NOT BACKED UP

integer TIMES

SINCE TIME ’ date_string ’

integer

G

K

M

SKIP

INACCESSIBLE

OFFLINE

READONLY
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

backup
この句は、バックアップするオブジェクトと、バックアップの制御オプションを指定します。
構文図は、2-22 ページの「backup::=」を参照してください。

backupOperand
この副次句は、デバイス・タイプ、出力形式などのオプションを指定します。構文図は、2-23
ページの「backupOperand::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

backupOperand BACKUPコマンドの各種オプションを指定します。

backupSpec バックアップするオブジェクトを 1 つ以上指定します。

backupSpec句ごとに、1 つ以上のバックアップ・セット（AS BACKUPSET）また

はイメージ・コピー（AS COPY）が生成されます。AS BACKUPSETの場合は、オブ

ジェクト・リストで指定されているデータファイルの数またはオブジェクト・リス
トで自動的に選択されたデータファイルの数が FILESPERSETの制限を超えている

と、backupSpec句で複数のバックアップ・セットが生成されます。

PLUS ARCHIVELOG アーカイブ REDO ログもバックアップの対象にします（2-49 ページの例 2-15 を参

照）。Recovery Manager によって次の手順が実行されます。

1. ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT文が実行されます。

2. BACKUP ARCHIVELOG ALLコマンドが実行されます。バックアップの 適化が

有効になっている場合は、まだバックアップされていないログのみがバック
アップされます。

3. BACKUPコマンドで指定したファイルのバックアップが作成されます。

4. ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT文が実行されます。

5. 残りのアーカイブ REDO ログのバックアップが作成されます。バックアップの

適化が有効になっていない場合は、手順 1 で生成されたログの他に、バック

アップ中に生成されたすべてのログもバックアップされます。

注意注意注意注意 : PLUS ARCHIVELOGを BACKUP ARCHIVELOGコマンドで指定することはで

きません。また、BACKUP AS COPY INCREMENTALコマンド（デフォルト・バッ

クアップ・タイプが COPYの場合は BACKUP INCREMENTALコマンド）で指定する

こともできません。INCREMENTAL FROM SCNを指定しているときに、PLUS 
ARCHIVELOGも指定することはできません。

注意注意注意注意 : バックアップの 後にオンライン REDO ログがアーカイブされていない場

合、そのバックアップに DUPLICATEは使用できません。

backupSpecOperand backupSpec句に影響する様々なオプションとパラメータを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

backupTypeSpec 作成するバックアップのタイプ（バックアップ・セット（AS BACKUPSET）または

イメージ・コピー（AS COPY）のいずれか）を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-43 ページの「backupTypeSpec」を参照してください。

CHANNEL channel_id バックアップの作成時に使用するチャネルの名前を指定します。この名前には大 /
小文字の区別があります。たとえば ch1、dev1のように、わかりやすい名前を付

けてください。データベースでは、このチャネル ID が I/O エラーのレポートに使

用されます。このパラメータを設定しない場合、Recovery Manager は実行中に使

用できるチャネルに動的にバックアップ・セットを割り当てます。

2-52 ページの例 2-23 に示すように、CHANNELを使用して、バックアップに使用す

るチャネルとバックアップするファイルを指定できます。

注意注意注意注意 : backupSpec句でもこのパラメータを指定できます。
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CHECK LOGICAL 物理的な破損チェックを通過したデータ・ブロックと索引ブロックについて、論理
的な破損がないかどうかをテストします（2-52 ページの例 2-25 を参照）。

たとえば、行ピースまたは索引エントリの論理的な破損がないかどうかを調べます。
Recovery Manager は論理的な破損を見つけると、アラート・ログとサーバー・

セッション・トレース・ファイルにそのブロックのログを書き込みます。SET 
MAXCORRUPTコマンドによって、データファイルに許容される物理的および論理的

な破損の合計数が指定されます。

デフォルトでは、BACKUPコマンドによって各ブロックのチェックサムが計算され、

バックアップに格納されます。NOCHECKSUMオプションを指定すると、バックアッ

プの書込み時にブロックのチェックサムは実行されません。

SET MAXCORRUPTおよび NOCHECKSUMが設定されていない場合、CHECK 
LOGICALは、バックアップ時に検出される可能性があるすべてのタイプの破損を検

出します。

COPIES integer Recovery Manager で作成する同一バックアップの数（1～ 4）を設定します。デ

フォルト値は 1です。

複数のフォーマット文字列を使用して、コピーに異なる名前と場所を指定できます。
2-52 ページの例 2-22 に、ディスクの様々な場所に多重化されたバックアップを示し

ます。

Recovery Manager は、バックアップをディスクまたはテープのいずれかに多重化

できますが、テープとディスクに同時に多重化することはできません。テープに
バックアップを行う場合は、コピー数が使用可能なテープ・デバイスの数を超えな
いようにします。また、COPIESが 2 以上の場合、ターゲット・データベースで

BACKUP_TAPE_IO_SLAVES初期化パラメータを有効にする必要があります。

複数のコマンドを多重化するように指定できます。優先順位は次のとおりで、リス
トの上位にある設定で下位にある設定がオーバーライドされます。

1. BACKUP COPIES

2. SET BACKUP COPIES

3. CONFIGURE ... BACKUP COPIES

注意注意注意注意 : このオプションは、AS COPYでは適用されないため、エラー・メッセージが

戻されます。

注意注意注意注意 : フラッシュ・リカバリ領域にファイルを作成する場合、多重化は使用できま

せん。

CUMULATIVE 新のレベル 0 バックアップ以降に使用されたデータ・ブロックをコピーします

（2-49 ページの例 2-16 を参照）。

注意注意注意注意 : このオプションは、AS COPYには適用されません。使用すると、エラー・

メッセージが戻されます。

DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

指定したデバイス・タイプ専用の自動チャネルを割り当てます。たとえば、ディス
クおよびテープ・チャネルを構成してから、sbtをデフォルトのデバイス・タイプ

として構成すると、次のコマンドではディスク・チャネルのみが割り当てられます。

BACKUP DEVICE TYPE DISK DATABASE;

DEVICE TYPEオプションが有効なのは自動チャネルに対してのみであり、手動で

割り当てられたチャネルには無効です。DISK以外のデバイスについては、そのデ

バイスに対してまだ CONFIGURE DEVICE TYPEを実行していない場合、DEVICE 
TYPEオプションは使用できません。

注意注意注意注意 : BACKUP RECOVERY AREAコマンドを実行する場合は、DEVICE TYPE 
DISKを指定できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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DISKRATIO integer 各バックアップ・セットに、integer で指定する台数以上のディスクからのデータ

ファイルを移入するように Recovery Manager に指示します。

このパラメータは、データファイルまたは制御ファイルのバックアップ時に、オペ
レーティング・システムから Recovery Manager にディスク競合情報およびノード

のアフィニティ・データを送信可能な場合にのみ有効です。この機能を手動で無効
にするには、DISKRATIOを 0に設定します。

たとえば、データファイルが 10 台のディスクに分散されるとします。データがディ

スクから毎秒 10 バイトで送信され、テープ・ドライブでストリームを維持するため

に毎秒 50 バイトが必要な場合は、DISKRATIOを 5に設定して、各バックアップ・

セットに 5 台以上のディスクからのデータファイルを含めるように Recovery 
Manager に指示します。

FILESPERSET integerを設定して、DISKRATIOを設定しない場合、

DISKRATIOはデフォルトで FILESPERSETと同じ値になります。いずれのパラ

メータも指定しない場合、DISKRATIOはデフォルトで 4 になります。Recovery 
Manager は、DISKRATIOの値を、バックアップに関連するデバイスの実際の数と

比較して、小さいほうの値を使用します。たとえば、DISKRATIOが 4 で、データ

ファイルが 3 台のディスクに格納されている場合、Recovery Manager は、各バッ

クアップ・セットに 3 台のディスクからのデータファイルを含めようとします。

DISKRATIOパラメータは、データファイルがストライプ化されているか、または

別々のディスク・スピンドルに格納されていて、次の条件のいずれかを満たす場合、
データファイルのバックアップでより有効になります。

� テープ・ドライブのストリームを維持するために、いくつかのデータファイル
を多重化する必要がある高帯域幅のテープ・ドライブを使用している場合。

� データベースのオープン中にバックアップを作成し、I/O の負荷をいくつかの

ディスク・スピンドルに分散して、オンライン操作用の帯域幅を確保する必要
がある場合。

注意注意注意注意 : I/O は、テープ・ストリームの維持に必要なディスクの 小台数を越えて分

散させないでください。必要以上に分散させた場合、パフォーマンスは向上せず、
ファイルのリストア時間が増加します。

duration バックアップ・コマンドの 長実行時間に関連するオプションを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-46 ページの「duration」を参照してください。

fileNameConversionSpec このオプションは、BACKUPを使用したイメージ・コピーの作成時にのみ有効です。

作成されるファイルは、指定したパターンに従って名前を変更されます。バック
アップされるファイルの名前が、指定した名前変更パターンのいずれにも一致しな
い場合、Recovery Manager は、FORMAT formatSpecを使用して出力イメージ・

コピーに名前を付けます。FORMATが指定されていない場合は、デフォルトの

フォーマットの %Uが使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ファイルの名前変更パターンについては、3-16 ページの

「fileNameConversionSpec」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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FILESPERSET integer 各出力バックアップ・セットに含める入力ファイルの 大数を指定します。このパ
ラメータは、BACKUPでバックアップ・セットを生成する場合にのみ関係します。

各 backupSpecのファイルは、1 つ以上のバックアップ・セットとしてバックアッ

プされます。各 backupSpecのファイル数が、FILESPERSETの設定値より大きい

場合は、その制限に合うように、複数のバックアップ・セットにファイルが分割さ
れます。FILESPERSETのデフォルト値は 64です。

次の BACKUPコマンドで、Recovery Manager の動作を説明します。

BACKUP AS BACKUPSET (DATAFILE 3, 4, 5, 6, 7) (DATAFILE 8, 9);
BACKUP AS BACKUPSET DATAFILE 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9;
BACKUP AS BACKUPSET DATAFILE 3, ... 72;

初のコマンドでは、データファイル 3、4、5、6 および 7 が 1 つのバックアップ・

セットに入れられ、データファイル 8 および 9 がもう 1 つのバックアップ・セット

に入れられます。2 番のコマンドでは、すべてのデータファイルが 1 つのバック

アップ・セットに入れられます。3 番目のコマンドの場合、省略記号はデータファ

イル 3 ～ 72 を表します。この場合は、70 のデータファイルをバックアップするこ

とになるため、64 ファイルが 1 つのバックアップ・セットに入れられ、6 ファイル

がもう 1 つのバックアップ・セットに入れられます。

デフォルトでは、チャネル・リソースを 適に使用するために、Recovery Manager
によって、ファイルがバックアップ・セットに分割されます。バックアップされる
ファイルの数が、チャネル数で除算されます。その結果が 64 未満の場合は、その値

が FILESPERSET値になります。それ以外の場合、FILESPERSETはデフォルトで

64 になります。

注意注意注意注意 : バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数は指定できません。

FORCE Recovery Manager にバックアップの 適化を無視させます。つまり、CONFIGURE 
BACKUP OPTIMIZATIONの設定が ONになっている場合でも、指定したすべての

ファイルと、アクティブなトランザクションの UNDO データがバックアップされ

ます。

注意注意注意注意 : backupSpecOperand句でもこのオプションを指定できます。

AUXILIARY FORMAT ターゲット・データベース上のファイルを、補助インスタンス上の指定された場所
にコピーします。AUXILIARY FORMATを指定した場合は、イメージ・コピーのみ

を生成できます。Recovery Manager は、TARGETと AUXILIARYの両方のインスタ

ンスに接続し、補助チャネルにアクセスできる必要があります。

BACKUP AUXILIARY FORMATコマンドを使用すると、プライマリ・データベース

とスタンバイ・データベースとの間で、データファイルをネットワーク経由でコ
ピーできます。たとえば、プライマリ・データベース上のデータファイルが消失し
た場合は、TARGETとしてスタンバイ・データベースに接続し、AUXILIARYとして

プライマリ・データベースに接続して、完全な状態のデータファイルをスタンバ
イ・ホストからプライマリ・ホストにコピーできます。

formatSpec 補助インスタンス上の出力イメージのコピーに名前を付けるパターンを指定します。
このパスは、補助ホスト上で有効である必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 有効な置換変数については、3-21 ページの「formatSpec」を参照して

ください。

NEW 補助インスタンスの DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータで指定したディレ

クトリに、イメージ・コピーを作成します。イメージ・コピーは、Oracle 管理ファ

イルです。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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FORMAT formatSpec 出力バックアップ・ピースまたはイメージ・コピーに名前を付けるパターンを指定
します（2-50 ページの例 2-17 を参照）。AS COPYの場合、指定した形式で設定され

たディレクトリが 1 つ以上存在しないと、Recovery Manager によってエラーが発

行されます。

ディスク・バックアップのデフォルトの場所は、フラッシュ・リカバリ領域が有効
かどうかと、FORMATが指定されているかどうかによって決まります。

� フラッシュ・リカバリ領域が有効で、FORMATを指定した場合は、FORMATの

設定に従って出力ファイルに名前が付けられます。FORMATで場所が指定され

ていない場合は、（リカバリ領域にではなく）プラットフォームに固有な場所
にバックアップが作成されます。

� フラッシュ・リカバリ領域が有効で、FORMATを指定しなかった場合は、リカ

バリ領域にバックアップが作成され、置換変数 %Uを使用してバックアップに

名前が付けられます。

� フラッシュ・リカバリ領域が有効でなく、FORMATを指定しなかった場合は、

プラットフォーム固有の場所にバックアップが作成され、%Uを使用してバッ

クアップに名前が付けられます。

Recovery Manager バックアップを、Oracle Managed Files 形式の名前でフラッ

シュ・リカバリ領域に作成するには、BACKUPコマンドまたはチャネルで FORMAT
句を指定しないでください。

注意注意注意注意 : Oracle Managed Files のファイル名は、バックアップ用の形式として指定で

きません。たとえば、+DISK1/datafile/system.732.609791431が OMF
ファイル名の場合、そのファイル名を FORMATパラメータに指定することはできま

せん。

バックアップ・ピースにはそれぞれ一意の名前を付ける必要があります。バック
アップ・ピースのファイル名の 大長はプラットフォームによって異なります。
メディア・マネージャへのバックアップの場合は、サポートされている Media 
Management API のバージョンの制限によっても長さが制限されます。SBT 1.1 を

サポートしているベンダーは、14 文字までのファイル名をサポートしている必要が

あります。SBT 1.1 のベンダーによってはさらに長いファイル名をサポートしている

場合もあります。SBT 2.0 をサポートしているベンダーは、512 文字までのファイル

名をサポートする必要があります。SBT 2.0 のベンダーによってはさらに長いファイ

ル名をサポートしている場合もあります。

1 つの backupSpecに、同じ FORMAT文字列を複数回指定することはできません

（たとえば、BACKUP DATAFILE 3 TO '/tmp/df3.f', DATAFILE 4 TO 
'/tmp/df4.f'のような指定はできません）。ただし、Recovery Manager では、

複数の backupSpec句に単一の FORMAT文字列を指定できます。

注意注意注意注意 : KEEPオプションを指定して、アーカイブ・バックアップを作成する（2-53
ページの例 2-26 を参照）場合は、フォーマット文字列に %Uが含まれている必要が

あります。このフォーマット文字列は、自動バックアップでも使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 有効な置換変数については、3-21 ページの「formatSpec」を参照して

ください。

forRecoveryOfSpec イメージ・コピーのロールフォワード時に使用する増分バックアップとして作成す
るバックアップを識別します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-47 ページの「forRecoveryOfSpec」を参照してください。

FULL バックアップに含まれているデータファイルのすべてのブロックのバックアップを
作成します。FULLは、INCREMENTALの逆です。FULLまたは INCREMENTALを指

定しなければ、Recovery Manager ではデフォルトで全体バックアップが実行され

ます。

全体バックアップは、その後の増分バックアップに影響せず、増分バックアップ計
画の一部分とはみなされません。ただし、イメージ・コピーの全体バックアップに
ついては、RECOVERコマンドで増分バックアップを適用して、増分更新が可能で

す。

注意注意注意注意 : 未使用ブロックの圧縮（BACKUP AS BACKUPSETの項を参照）を行うと、全

体バックアップの際に一部のデータファイル・ブロックがスキップされます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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INCREMENTAL LEVEL integer 後の増分 integerバックアップ以降に変更されたデータ・ブロックのみをコ

ピーします。ここで、integerは 0または 1です（2-49 ページの例 2-16 を参照）。

INCREMENTALを指定する場合は、DATAFILE datafileSpec、DATAFILECOPY、
TABLESPACE tablespace_name、DATABASEのいずれかのパラメータを

backupSpec句で指定する必要があります。Recovery Manager は、制御ファイル、

アーカイブ REDO ログまたはバックアップ・セットの増分バックアップをサポート

しません。

注意注意注意注意 : NOARCHIVELOGデータベースがオープンされて使用中の場合は、増分バック

アップを作成できません（ただし、データベースが一貫性のある停止の後でマウン
トされている場合には、増分バックアップを作成できます）。

レベル 0 の増分バックアップでは、バックアップ対象のデータファイルのすべての

データ・ブロックがバックアップされます。レベル 0 の増分バックアップの内容は

FULLバックアップと同じですが、全体バックアップとは異なり、増分バックアッ

プ方法の一部分とみなされます。

レベル 1 のバックアップでは、変更されたブロックのみがバックアップされます。

レベル 1 の増分バックアップは、差分または CUMULATIVEのいずれかです。

CUMULATIVE の場合は、 新のレベル 0 のバックアップ以降に変更されたすべて

のブロックがバックアップされます。差分の場合は、 新のレベル 0 またはレベル

1 の増分バックアップ以降に更新されたブロックがバックアップされます。スタン

バイ・データベースのレベル 1 バックアップは、プライマリ・データベースのレベ

ル 0 バックアップに適用できます。また、プライマリ・データベースのレベル 1
バックアップは、スタンバイ・データベースのレベル 0 バックアップに適用できま

す。

レベル 0 の増分バックアップは、バックアップ・セットまたはイメージ・コピーの

いずれかにできますが、レベル 1 の増分バックアップは、バックアップ・セットの

みが可能です。

レベル 1 の増分バックアップを作成しようとすると、データベースでチェックが実

行されます。このチェックによって、増分バックアップがその後の RECOVERコマ

ンドで使用できることが確認されます。チェックの内容は、次のとおりです。

� レベル 0 バックアップが、BACKUPコマンド内のデータファイルごとに、増分

方法の基本バックアップとして存在していること。レベル 0 バックアップのス

テータスは UNAVAILABLEでないことが必要です。レベル 0 バックアップが存

在しない場合は、レベル 0 バックアップが自動的に作成されます。

� レベル 0 以降の十分な増分バックアップがあり、これから作成する増分バック

アップで使用できること。

注意注意注意注意 : 増分バックアップの作成時、Recovery Manager では、親インカネーションか

らのバックアップが有効であるとみなされます。たとえば、レベル 0 バックアップ

を作成した後、OPEN RESETLOGSを実行するとします。レベル 1 の増分バックアッ

プを作成すると、Recovery Manager によって、RESETLOGSより前のレベル 0 バッ

クアップ以降に変更されたすべてのブロックがバックアップされます。レベル 1
バックアップを作成する場合は、Recovery Manager によって、現行のデータベー

ス・インカネーションまたは親データベース・インカネーションでレベル 0 が使用

できない場合のみ、新しいレベル 0 バックアップが作成されます。

プライマリ・データベースまたはスタンバイ・データベースでブロック・チェンブロック・チェンブロック・チェンブロック・チェン
ジ・トラッキングジ・トラッキングジ・トラッキングジ・トラッキングを有効にすると、増分バックアップのパフォーマンスを向上でき
ます。この場合、Recovery Manager では、変更されたブロックがブロック・チェ

ンジ・トラッキング・ファイルに記録されます。

チェンジ・トラッキング・ファイルは、データファイルの変更をマークするビット
マップをバックアップ間で保持します。データベースでは、各バックアップを行う
前にビットマップの切替えが行われます。Oracle Database では、 新の 8 回のバッ

クアップを網羅するブロック・チェンジ・データが保持されるように、チェンジ・
トラッキング・ファイルの領域が自動的に管理されます。ビットマップが 8 個まで

作成されると、 新のビットマップが現行の変更を追跡するビットマップによって
上書きされます。
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初のレベル 0 の増分バックアップでは、データファイル全体がスキャンされます。

その後の増分バックアップでは、ブロック・チェンジ・トラッキング・ファイルを
使用して、 後のバックアップの後に変更されたとマークされているブロックのみ
がスキャンされます。増分バックアップの 適化は、ブロック・チェンジ・トラッ
キング・ファイルの も古いビットマップ以降に作成された親バックアップに基づ
いてのみ行われます。

増分バックアップを計画するときは、ビットマップの制限が 8 個であることに注意

してください。たとえば、レベル 0 のデータベース・バックアップを作成した後、

差分増分バックアップを 7 回実行すると、ブロック・チェンジ・トラッキング・

ファイルには 8 個のビットマップが含まれます。次に、累積レベル 1 の増分バック

アップを作成すると、現在の変更を追跡するビットマップによって親（レベル 0）
のバックアップに対応するビットマップが上書きされるため、Recovery Manager
はバックアップを 適化できなくなります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ブロック・チェンジ・トラッキングの詳細は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

INCREMENTAL FROM SCN 
integer

指定した SCN 以上の SCN で変更されたすべてのデータファイル・ブロックが含ま

れている、指定したすべてのデータファイルの増分バックアップを作成します。

このオプションを使用するのは、プライマリ・データベースの変更に基づいてスタ
ンバイ・データベースをリフレッシュするような場合です（2-52 ページの例 2-24 お

よび『Oracle Data Guard 概要および管理』の Recovery Manager バックアップに関

する章を参照）。このバックアップには、スタンバイ・データベースが作成された時
点または 後に同期されたとき以降に変更されたすべてのブロックが含まれます。
スタンバイ・データベースでは、NOREDOを指定して RECOVERを使用し、増分

バックアップを適用できます。増分バックアップに取得されたすべての変更ブロッ
クが、スタンバイ・データベースに適用され、プライマリ・データベースによって

新の状態になります。

ボリューム・シャドウ・コピー・サービス（VSS）のスナップショットに基づいて

増分バックアップを作成していない場合は、INCREMENTAL FROM SCNを指定する

ときに formatSpecを指定する必要があります。Recovery Manager は制御ファイ

ルのバックアップを作成するため、FORMAT文字列には %Uなどの置換変数を含め

る必要があります。

Windows 環境では、NOKEEPオプションを使用して FROM SCNを指定する場合、

および INCREMENTAL FROM SCNを指定するときに formatSpecを指定しない場

合は、VSS スナップショットに基づいて増分バックアップを作成できるように、

Recovery Manager によってフラッシュ・リカバリ領域に増分バックアップが作成

されます。その場合、増分バックアップ・セットと VSS のシャドウ・コピーを同時

に使用できます。FROM SCNパラメータに指定されたチェックポイント SCN 値は、

VSS バックアップ・メタデータ・ドキュメントの BACKUP_CHECKPOINT値と同じ

である必要があります。ブロック・チェンジ・トラッキングが有効な場合、バック
アップにチェンジ・トラッキングのメカニズムが使用され、増分バックアップの作
成にかかる時間が大幅に短縮されます。Recovery Manager は、リカバリ時に、フ

ラッシュ・リカバリ領域の増分バックアップを透過的に適用できます。

注意注意注意注意 : INCREMENTAL FROM SCNを指定しているときに、PLUS ARCHIVELOGも使

用することはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : VSS を使用してバックアップを作成する方法については、『Oracle 
Database Platform Guide for Microsoft Windows』を参照してください。
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keepOption バックアップが不要とみなされないように、そのバックアップについて構成されて
いる保存方針をオーバーライドします（2-53 ページの例 2-26 を参照）。

KEEP構文を使用すると、ビジネス要件または法的要件を満たすアーカイブ・デー

タベース・バックアップを生成できます。KEEPの設定は、バックアップ・セット

（個々のバックアップ・ピースの属性ではありません）またはイメージ・コピーの属
性です。

注意注意注意注意 : KEEPは BACKUP BACKUPSETと併用できません。

KEEP構文を使用すると、バックアップを、指定時間後に不要とみなされるように

したり（KEEP UNTIL）、不要にならないようにすることができます（KEEP 
FOREVER）。KEEP FOREVERを指定する場合は、2-53 ページの例 2-27 に示すよう

に、リカバリ・カタログに接続しておく必要があります。

注意注意注意注意 : CHANGEを使用すると、KEEPを指定して生成されたバックアップのステータ

スを変更できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : KEEPオプションを指定して作成されるバックアップの詳細は、3-24
ページの「keepOption」を参照してください。

MAXSETSIZE sizeSpec バックアップ・セットの 大サイズを指定します（2-50 ページの例 2-17 を参照）。

すべてのバックアップ・セットは、このサイズに制限されます。

バックアップ・セットは複数のテープにわたって作成可能なため、各データファイ
ルのブロックは複数のテープに書き込まれる場合があります。複数ボリュームの
バックアップ・セットの 1 つのテープにエラーが発生した場合、すべてのテープの

データを失うことになります。バックアップ・セットには、必ず、ファイルの一部
ではなく 1 つのファイル全体が含まれるため、MAXSETSIZEを使用して、各バック

アップ・セットを 1 つのテープに収まるように指定することができます。

サイズはバイト単位（デフォルト）、KB 単位（K）、MB 単位（M）または GB 単位

（G）で指定します。たとえば、バックアップ・セットを 3MB に制限するには、

MAXSETSIZE 3Mと指定します。デフォルト・サイズはバイト単位で、下位の KB
数に丸められます。たとえば、MAXSETSIZE 3000であれば、2KB（2048 バイト）

に丸められます。 小値には、データベースのブロック・サイズ以上の値を指定す
る必要があります。

各バックアップ・セット内のデフォルトのファイル数は、FILESPERSETによって

決定されます。デフォルトは 64 です。MAXSETSIZEを指定すると、Recovery 
Manager は、MAXSETSIZEパラメータに従ってバックアップ・セットのサイズをバ

イト単位で制限します。バックアップ・セット内のファイル数の制限は、結果の
バックアップ・セットの合計サイズが MAXSETSIZEより少ない場合でも適用されま

す。

注意注意注意注意 : このオプションを BACKUP AS COPYで使用すると、エラー・メッセージが戻

されます。MAXSETSIZEが設定されているチャネルに対して BACKUP AS COPYを実

行すると、MAXSETSIZEは暗黙的に無視されます。

notBackedUpSpec 指定した数のバックアップがすでに存在している（かつ不要になっていない）かど
うか、または指定した日付以降にログがバックアップされているかどうかによって、
バックアップするアーカイブ REDO ログ・ファイルのセットを制限します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-48 ページの「notBackedUpSpec」を参照してください。
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NOCHECKSUM バックアップ時にブロックに対するチェックサムを抑止します。

チェックサムとは、データ・ブロックの内容によって計算した数字のことです。
DB_BLOCK_CHECKSUMは、データファイルのブロックのチェックサムを、（バック

アップではなく）データベースに書き込むかどうかを制御する、データベースの初
期化パラメータです。DB_BLOCK_CHECKSUMが typicalの場合、データベースで

は、通常の操作中に各ブロックのチェックサムが計算され、計算結果がブロックに
格納されてから、ブロックがディスクに書き込まれます。その後、データベースに
よって、ディスクからブロックが読み取られ、チェックサムが再計算されて格納さ
れている値と比較されます。これらの値が一致しない場合は、ブロックが破損して
います。

注意注意注意注意 : SYSTEM表領域のデータファイルに対するチェックサムは、

DB_BLOCK_CHECKSUM=falseの場合でも無効にできません。

デフォルトでは、BACKUPコマンドによって各ブロックのチェックサムが計算され、

バックアップに格納されます。DB_BLOCK_CHECKSUMが適用されるのは、バック

アップではなくデータベースのデータファイルであるため、この初期化パラメータ
の値は、BACKUPコマンドでは無視されます。NOCHECKSUMオプションを指定する

と、バックアップの書込み時にブロックのチェックサムは実行されません。

バックアップ・データファイルのリストア時には、DB_BLOCK_CHECKSUM初期化パ

ラメータの設定が考慮されます。DB_BLOCK_CHECKSUMが falseに設定されてい

る場合は、チェックサムが消去されます。typicalに設定されている場合は、バッ

クアップからリストアしてデータファイルに書き込む際に、チェックサムが検証さ
れます。

注意注意注意注意 : チェックサムのチェックは NOCHECKSUMを指定して無効にできますが、他の

物理的な整合性チェック（ブロックのヘッダーとフッターのチェックなど）は無効
にできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DB_BLOCK_CHECKSUM初期化パラメータの詳細は、『Oracle Database リ

ファレンス』を参照してください。

NOEXCLUDE このパラメータを BACKUP DATABASEまたは BACKUP COPY OF DATABASEコマンド

で指定すると、CONFIGURE EXCLUDEコマンドで指定されているものも含め、すべ

ての表領域がバックアップされます。このオプションにより、SKIP OFFLINEまた

は SKIP READONLYがオーバーライドされることはありません。

POOL integer バックアップを格納するメディア・プールを指定します。POOLがサポートされて

いるかどうかは、メディア管理ソフトウェアのドキュメントで確認してください。

注意注意注意注意 : このオプションは、AS COPYでは機能しません。使用すると、エラー・メッ

セージが戻されます。

PROXY プロキシ・コピー機能を使用して、指定したファイルをバックアップします。これ
によって、メディア管理ソフトウェアはストレージ・デバイスとディスク上のデー
タファイルとの間のデータ転送を制御できます。メディア・マネージャ（Recovery 
Manager ではなく）がデータ移動の方法と時期を決めます。

PROXYオプションを指定して BACKUPを実行すると、Recovery Manager では次の

手順が実行されます。

1. 指定したデバイス・タイプでプロキシが可能なチャネルを検索します。このタ
イプのチャネルが見つからない場合、Recovery Manager は警告を表示し、指

定したファイルの従来型（非プロキシ）バックアップを試みます。

2. Recovery Manager は、プロキシ可能なチャネルが見つかった場合、メディア・

マネージャをコールして、ファイルのプロキシ・コピーが可能かどうかを
チェックします。メディア・マネージャがプロキシ・コピーを行うことができ
ない場合、Recovery Manager は従来のバックアップ・セットを使用してファ

イルをバックアップします。

注意注意注意注意 : PROXYを指定した場合は、%p変数を FORMAT文字列内の %Uに明示的または

暗黙的に含める必要があります。

注意注意注意注意 : このオプションは、AS COPYでは機能しません。使用すると、エラー・メッ

セージが戻されます。
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ONLY プロキシ・コピーを実行できない場合は、従来のバックアップ・セットを作成しな
いで、データベースからエラー・メッセージを発行します。プロキシ・コピーで障
害が発生したときに Recovery Manager で従来型コピーを試行しない場合は、ONLY
オプションを使用します。

REUSE Recovery Manager で、BACKUPによって現在作成されているファイルと同じファイ

ル名を持つ既存のバックアップまたはコピーを上書きできます。

SECTION SIZE sizeSpec データファイルまたはデータファイル・コピーのバックアップ時に作成される各
バックアップ・セクションのサイズを指定します。

このパラメータを設定すると、Recovery Manager でマルチセクション・バックマルチセクション・バックマルチセクション・バックマルチセクション・バック

アップアップアップアップを作成できます。マルチセクション・バックアップの場合は、ファイル・セファイル・セファイル・セファイル・セ
クションクションクションクション（ファイル内の連続したブロック範囲）を 1 つ含むバックアップ・ピース

が作成されます。マルチセクション・バックアップのセクションは、すべて同じサ
イズになります。

ファイル・セクションを使用すると、複数のステップで、1 つの大きなデータファ

イルのバックアップを処理できます。Recovery Manager のチャネルは、各ステッ

プを個々にパラレルで処理することが可能で、各チャネルではマルチセクション・
バックアップ・セットの 1 つのセクションが生成されます。

ファイルのサイズより大きいセクション・サイズを指定すると、そのファイルに対
してはマルチセクション・バックアップは使用されません。256 より多くのセク

ションが作成される小さなセクション・サイズを指定すると、Recovery Manager
は、セクション・サイズをちょうど 256 セクションが作成されるような値に増やし

ます。

注意注意注意注意 : このパラメータを Recovery Manager 構文のどこに指定するかによって、同

じバックアップ・ジョブの中でも、ファイルごとに異なるセクション・サイズを指
定できます。

注意注意注意注意 : SECTION SIZEと MAXPIECESIZEを一緒に使用することはできません。

skipSpec データファイルまたはアーカイブ REDO ログがアクセス不能、オフラインまたは読

取り専用である場合はバックアップから除外します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-49 ページの「skipSpec」を参照してください。
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TAG tag_name バックアップ・セット、プロキシ・コピー、データファイル・コピーまたは制御
ファイル・コピーに対してユーザー指定のタグ名を指定します。タグは、BACKUP
コマンドによって生成された出力ファイルに適用されます。

タグ名には、大 / 小文字の区別はありません。名前は 30 文字以下にしてください。

使用する文字は、ターゲット・ファイル・システムのファイル名に使用できる有効
な文字に限定されています。たとえば、ASM が内部的に使用するファイル名では、

ハイフン（-）文字がサポートされていません。このため、weekly-incremental
は、ASM ディスク・グループのバックアップに対するタグ名としては有効でありま

せん。

一般的に、タグ名は MON_PM_BKUP、WEEKLY_FULL_BKUPなどのように、わかり

やすい名前にします。タグは再使用できます。たとえば、ある週にはバックアッ
プ・セット 100 が MON_PM_BKUPのタグを使用し、翌週にはバックアップ・セット

105 が同じタグを使用できます。

タグ名を指定しない場合、デフォルトでは、バックアップ用のタグが作成されます
（制御ファイルの自動バックアップを除く）。デフォルトのタグは、
TAGYYYYMMDDTHHMMSS書式を使用します。ここで、YYYYは年、MMは月、DDは

日、HHは時（24 時間書式）、MMは分および SSは秒です。たとえば、データファイ

ル 1のバックアップのタグは、TAG20070208T133437となります。日付と時刻

は、Recovery Manager によるバックアップの開始日時を指します。1 つの BACKUP 
AS BACKUPSETコマンドによって複数のバックアップ・セットが作成される場合

は、各バックアップ・ピースに同じデフォルト・タグが割り当てられます。

backupSpecレベルでもタグを指定できます。どのレベルでタグを指定するかに

よって、次のようになります。

� コマンド・レベルで指定した場合は、このコマンドによって作成されるすべて
のバックアップ・セットに、このタグが与えられます。

� backupSpecレベルで指定した場合は、異なるバックアップ指定で作成された

バックアップ・セットに、それぞれ異なるタグが与えられます。

� 両方のレベルに指定すると、backupSpecのタグが優先されます。

注意注意注意注意 : タグは、バックアップ・セット（AS BACKUPSETの場合）の特定のコピーの

各バックアップ・ピースの属性、または各イメージ・コピー（AS COPYの場合）の

属性です。たとえば、BACKUP AS BACKUPSET COPIES 1 DATABASE TAG TUE_PM
を実行した場合、存在するバックアップ・セットは 1 つのみで、それぞれのバック

アップ・ピースのタグは TUE_PMになります。このバックアップ・セットの主キー

が 1234であるとします。BACKUP BACKUPSET 1234 TAG WED_PMを実行すると、

バックアップ・セットの 初のコピーのタグは TUE_PM、2 番目のコピーのタグは

WED_PMとなります。

VALIDATE 指定されたファイルをスキャンして内容を検査し、そのファイルがバックアップ可
能かどうか、およびデータ・ブロックが破損していないかどうかをテストします。

出力ファイルは作成されません。このオプションは、バックアップで指定された
データベース・ファイルに対して VALIDATEコマンドを使用するのと同じです。

CHECK LOGICALが指定されていない場合、BACKUP VALIDATEは物理的な破損の

みをチェックします。CHECK LOGICALが指定されている場合は、物理的な破損と

論理的な破損の両方が BACKUP VALIDATEによってチェックされます。破損が見つ

かった場合は、その情報が V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに移入され

ます。

SET MAXCORRUPTコマンドを使用して、バックアップの検証中に許容可能な破損ブ

ロック数に制限を設定できます。デフォルトは 0（ゼロ）です。

VALIDATEを指定して BACKUP INCREMENTALを実行する場合、ブロック・チェン

ジ・トラッキングが有効かどうかによって動作が異なります。チェンジ・トラッキ
ングが有効な場合は、変更されたブロックのみが検証されます。無効な場合は、
バックアップに含まれるファイルのすべてのブロックが検証されます。

注意注意注意注意 : バックアップ・セットのバックアップは検証できません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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backupSpec
この副次句は、バックアップの対象とする 1 つ以上のオブジェクトのリストを指定します。
backupSpec 句ごとに、1 つ以上のバックアップ・セット（AS BACKUPSET）またはイメージ・
コピー（AS COPY）が生成されます。AS BACKUPSETでは、オブジェクト・リストで指定した
か自動的に選択されたデータファイルの数が、各バックアップ・セットでデフォルトの制限の
4 個のデータファイルまたは 16 個のアーカイブ・ログを超えている場合は、backupSpec 句で複
数のバックアップ・セットが作成されます。構文図は、2-24 ページの「backupSpec::=」を参照
してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

archivelogRecordSpecifier バックアップ対象となるアーカイブ REDO ログの範囲を指定します。

アーカイブ REDO ログのバックアップ作成時に、Recovery Manager でアーカイ

ブ・ログのフェイルオーバーを自動的に実行できます。Recovery Manager は、指

定されたログ順序番号およびスレッドに対応する 1 つ以上のアーカイブ・ログが

使用可能な場合に、ログのバックアップを作成します。また、Recovery Manager
がバックアップ中のコピーに破損ブロックが含まれている場合は、同じアーカイ
ブ・ログの他のコピー内で該当ブロックの正常なコピーが検索されます。このコ
マンドでバックアップ対象のログが見つからなくても、Recovery Manager はエ

ラーを発行しません。この状況になるのは、前回の BACKUP ARCHIVELOG ALL 
DELETE INPUTコマンド以降に新規ログが生成されていないためです。

BACKUP ARCHIVELOG ALLを指定すると、Recovery Manager は個々のログ順序番

号ごとに単一コピーのバックアップのみを作成します。たとえば、複数のアーカ
イブ先にアーカイブする場合、Recovery Manager は、各ログ順序番号のそれぞれ

のアーカイブ・コピーではなく、1 つのコピーをバックアップします。DELETEな

ど、他のコマンドの場合、ALLはログ順序が重複する場合にも各ログを参照しま

す。

BACKUP ARCHIVELOGの実行時にデータベースがオープンしていて UNTIL句また

は SEQUENCEパラメータが指定されていない場合、Recovery Manager は ALTER 
SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENTを実行します。

注意注意注意注意 : BACKUP ARCHIVELOG ALLを実行する場合、または指定したログ範囲に以

前のインカネーションからのログが含まれている場合、Recovery Manager は、以

前のインカネーションからのログをバックアップして、OPEN RESETLOGSによる

リカバリに必要なすべてのログの可用性を確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構文については 3-6 ページの「archivelogRecordSpecifier」を、

ログ・バックアップ・フェイルオーバーと自動的なログ・スイッチについては
『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照して

ください。
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BACKUPSET バックアップ・セットのバックアップを指定します。このパラメータを DEVICE 
TYPE deviceSpecifier sbt句と併用すると、ディスク上のバックアップを

テープにオフロードできます（例 2-21 を参照）。テープ間またはテープからディス

クへはバックアップを作成できず、ディスク間またはディスクからテープへの
バックアップのみが可能です。

BACKUP BACKUPSETコマンドで DELETE INPUTオプションを指定すると、ディ

スクに存在するバックアップ・セットのコピーがすべて削除されます。たとえば、
単一バックアップを 4 つの位置に多重化した場合、Recovery Manager では 4 つの

バックアップ・セットがすべて削除されます。ALLオプションで追加される機能

はありません。

Recovery Manager では、バックアップ・セットのバックアップ時に、バックアッバックアッバックアッバックアッ

プ・セット・フェイルオーバープ・セット・フェイルオーバープ・セット・フェイルオーバープ・セット・フェイルオーバーが実行されます。バックアップ対象となるコピー
が破損または欠落している場合は、使用可能なバックアップ・コピーがすべて検
索されます。この動作は、複数のアーカイブ先に存在しているアーカイブ・ログ
のバックアップを作成する場合の、Recovery Manager の動作と同じです。

バックアップ・セットのバックアップ時にバックアップの 適化バックアップの 適化バックアップの 適化バックアップの 適化が有効な場合、
同じバックアップ・セットが同じデバイス・タイプにすでにバックアップされて
いると、そのバックアップ・セットのバックアップはスキップされます。

注意注意注意注意 : BACKUP COPIESおよび SET BACKUP COPIESを使用すると、バックアッ

プ・セットのバックアップを多重化できます。

注意注意注意注意 : 暗号化されたバックアップ・セットに対して BACKUP BACKUPSETコマンド

を使用すると、バックアップ・セットはその暗号化形式でバックアップされます。
BACKUP BACKUPSETは、暗号化されたバックアップ・セットを単にディスクまた

はテープにコピーするのみであるため、BACKUP BACKUPSET操作に暗号化鍵は不

要です。この操作のどの段階でも、データの復号化が行われることはありません。
バックアップ・セットは、BACKUP BACKUPSETコマンドによって暗号化されるこ

とも復号化されることもありません。

ALL すべてのバックアップ・セットを指定します。

completedTimeSpec 完了時刻に基づいてバックアップ・セットを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-10 ページの「completedTimeSpec」を参照してください。

integer 主キーに基づいてバックアップ・セットを指定します。バックアップ・セットの
主キーは、LIST BACKUPコマンドの出力から得られます。

CONTROLFILECOPY バックアップのための制御ファイル・コピーを 1 つ以上指定します。

制御ファイルのコピーは、BACKUP AS COPY CURRENT CONTROLFILEコマンドま

たは SQL 文 ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILE TO '...'で作成できます。

注意注意注意注意 : 制御ファイルの自動バックアップは、制御ファイルのコピーではありませ

ん。

'filename' ファイル名で制御ファイルのコピーを指定します。

ALL 制御ファイルのすべてのコピーを指定します。

LIKE  'string_pattern' ファイル名のパターンで制御ファイルのコピーを指定します。パーセント記号
（%）は 0 文字以上を示すワイルド・カードで、アンダースコア（_）は 1 文字を示

すワイルド・カードです。

copyOfSpec データファイルの前回のイメージ・コピーのバックアップを作成します（制御
ファイルに対しても行われる場合があります）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-45 ページの「copyOfSpec」を参照してください。

CURRENT CONTROLFILE 現行の制御ファイルを指定します。

注意注意注意注意 : 現行の制御ファイルのバックアップにタグを割り当てることはできません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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DATABASE データベース内のすべてのデータファイルのバックアップを作成します。バック
アップ・セットを生成すると、Recovery Manager にデータファイルおよび制御

ファイルのみを含めることができます。アーカイブ REDO ログを含めることはで

きません。

backupSpecにデータファイル 1 が含まれている場合に CONFIGURE 
CONTROLFILE AUTOBACKUPを OFFに設定すると、制御ファイルがバックアップ

に自動的に組み込まれます。インスタンスの起動にサーバー・パラメータ・ファ
イルが使用される場合は、このパラメータ・ファイルもバックアップに組み込ま
れます。

backupSpecにデータファイル 1 が含まれている場合に CONFIGURE 
CONTROLFILE AUTOBACKUPを ONに設定すると、制御ファイルは出力に自動的

には組み込まれません。かわりに、別個の制御ファイルの自動バックアップ・
ピースが生成されます。インスタンスの起動にサーバー・パラメータ・ファイル
が使用される場合は、このパラメータ・ファイルが自動バックアップ・ピースに
組み込まれます。

データベースの全体バックアップは、通常、イメージ・コピーまたは圧縮された
バックアップ・セットのいずれかである必要があります。イメージ・コピーは、
作成時に発生する CPU のオーバーヘッドが許容範囲内である場合、いくつかの用

途（増分更新バックアップ計画での使用など）でバックアップ・セットより高い
柔軟性を示します。また、圧縮されたバックアップ・セットによってストレージ
をより有効に使用できます。

注意注意注意注意 : CONTROLFILE AUTOBACKUPが ONのときに、現行の制御ファイルを強制的

にバックアップに組み込むには、INCLUDE CURRENT CONTROLFILE句を指定し

ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベースに BIGFILE の表領域が含まれる場合のバックアップ動作

については、TABLESPACE tablespace_nameの説明を参照してください。

datafileCopySpec 1 つ以上のデータファイル・イメージ・コピーのファイル名を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-46 ページの「datafileCopySpec」を参照してください。

DATAFILE datafileSpec 1 つ以上のデータファイルのリストを指定します。データファイル 1 をバックアッ

プするときの Recovery Manager の動作については、BACKUP DATABASEの説明を

参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「datafileSpec」を参照してください。

RECOVERY AREA 現行および前回のすべてのフラッシュ・リカバリ領域の指定先に作成されたリカ
バリ・ファイルをバックアップします。バックアップは、SBT に作成する必要が

あります。

リカバリ・ファイルには、全体および増分のバックアップ・セット、制御ファイ
ルの自動バックアップ、データファイルのコピーおよびアーカイブ REDO ログが

含まれます。アーカイブ REDO ログ・ファイルが存在しないか破損している場合、

Recovery Manager はバックアップに使用できるログの正常なコピーが、リカバリ

領域の外にないかどうかを確認します。フラッシュバック・ログ、現行の制御
ファイルおよびオンライン REDO ログはバックアップされません。

CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATIONの設定が OFFの場合でも、このコマンドで

のバックアップの 適化は、デフォルトで有効になっています。FORCEを指定す

ると、BACKUP RECOVERY AREAに対するバックアップの 適化を無効にできま

す。

注意注意注意注意 : フラッシュ・リカバリ領域が現在有効でなくても、以前に有効にされていた

ことがある場合は、前回のフラッシュ・リカバリ領域の場所に作成されたファイ
ルがバックアップされます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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DB_RECOVERY_FILE_DEST RECOVERY AREAと DB_RECOVERY_FILE_DESTはシノニムです。

RECOVERY FILES ディスク上のすべてのリカバリ・ファイルを、フラッシュ・リカバリ領域に格納
されているか、ディスク上の別の場所に格納されているかに関係なくバックアッ
プします。バックアップは、SBT に作成する必要があります。

リカバリ・ファイルには、全体および増分のバックアップ・セット、制御ファイ
ルの自動バックアップ、アーカイブ REDO ログおよびデータファイルのコピーが

含まれます。

CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATIONの設定が OFFの場合でも、このコマンドで

のバックアップの 適化は、デフォルトで有効になっています。FORCEを指定す

ると、RECOVERY FILESに対するバックアップの 適化を無効にできます。

SPFILE サーバー・パラメータ・ファイルをバックアップ・セットに入れるように指定し
ます。サーバー・パラメータ・ファイルのバックアップでは、AS COPYオプショ

ンはサポートされていません。

Recovery Manager は、ターゲット・データベースで使用中のサーバー・パラメー

タ・ファイルをバックアップします。サーバー・パラメータ・ファイルは、イン
スタンスが初期化パラメータ・ファイルによって起動された場合にはバックアッ
プされません。SPFILEの増分バックアップは作成できません。

TABLESPACE tablespace_name 1 つ以上の表領域の名前を指定します。Recovery Manager は、その内部で表領域

名をデータファイルのリストに変換してから、表領域を現在構成しているデータ
ファイルをすべてバックアップします。SYSTEM表領域（およびデータファイル

1）がバックアップに含まれていて CONTROLFILE AUTOBACKUPが設定されてい

ない場合は、制御ファイルのコピーも作成されます。

ローカル管理の一時表領域のバックアップを作成することはできません（ディク
ショナリ管理表領域のバックアップは作成できます）。

次の条件が満たされる場合は、トランスポート後に読み書き両用に設定されな
かったトランスポータブル表領域についてもバックアップを作成できます。

� COMPATIBLE初期化パラメータが 11.0.0 以上に設定されている。

� Oracle Database 11g Recovery Manager クライアントを使用している。

前述の条件のいずれかが満たされない場合、Recovery Manager は、読み書き両用

に設定されていないトランスポータブル表領域を自動的にスキップします。条件
のいずれかが満たされない場合にトランスポータブル表領域を明示的に指定する
と、表領域が存在しないというエラーが Recovery Manager によって発行されま

す。

注意注意注意注意 : ユーザーが表領域の名前を変更すると、その変更が Recovery Manager に
よって検出され、次回の再同期化時にリカバリ・カタログが更新されます。

backupSpecOperand backupSpecの後に続く backupSpecOperandは、backupSpecに適用される

オプションを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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backupSpecOperand
この副次句は、backupSpec句に影響する様々なオプションとパラメータを指定します。ま
た、多くの副次句は backupOperandでも使用されます。ここでは、backupOperandでは通
常共有されないオプションを示します。構文図は、2-24 ページの「backupSpecOperand::=」を
参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DELETE [ALL] INPUT バックアップが正常に実行された後で、入力ファイルを削除します。

このオプションを指定できるのは、アーカイブ REDO ログ、データファイルのコ

ピー（COPY OFまたは DATAFILECOPY）またはバックアップ・セットのバック

アップを作成するときのみです。BACKUP ARCHIVELOGコマンドの場合にバック

アップされるのは、個々のログ順序番号ごとに 1 つのコピーのみです。したがっ

て、DELETE INPUTオプションを指定しても、ALLキーワードを付けなければ、

Recovery Manager はバックアップしたファイルのコピーのみを削除します。

DELETE INPUTオプションを指定すると、入力ファイルに対して DELETEコマン

ドを発行するのと同じ効果があります。アーカイブ REDO ログをバックアップする

場合、Recovery Manager は、構成済の設定（CONFIGURE 
ARCHIVELOG DELETION POLICY TO BACKED UP）を使用して、アーカイブ

REDO ログが削除可能かどうかを判断します。

ALLオプションはアーカイブ REDO ログにのみ適用されます。DELETE ALL INPUT
を実行すると、対応するアーカイブ REDO ログまたはデータファイルのコピーのう

ち、BACKUPコマンドの選択条件と一致するもののコピーがすべて削除されます

（2-50 ページの例 2-19 を参照）。たとえば、SEQUENCE n句を指定すると、Recovery 
Manager は同じ順序番号 nを持つアーカイブ REDO ログをすべて削除します。

注意注意注意注意 : フラッシュ・リカバリ内のアーカイブ REDO ログは、可能なかぎり長く保存

され、追加のディスク領域が必要になると自動的に削除されます。BACKUP DELETE 
INPUT、DELETE ARCHIVELOGおよび DELETE OBSOLETEコマンドを使用すると、

リカバリ領域内またはリカバリ領域外にあるログを手動で削除できます。リカバリ
領域をバックアップするときに BACKUP DELETE INPUTを指定する必要はありま

せん。ログは、アーカイブ・ログの削除方針およびその他のフラッシュ・リカバリ
領域のルールに基づいて、自動的に削除されます。

FROM TAG 'tag_name' タグ名でファイルを指定します（2-50 ページの例 2-18 を参照）。他のいくつかのコ

マンドとの関係で定義されます。

INCLUDE CURRENT 
CONTROLFILE

現行の制御ファイルのスナップショットを作成し、BACKUPコマンドで作成される

いずれかのバックアップ・セットに組み込みます。

注意注意注意注意 : このオプションは、AS COPYでは適用されないため、エラー・メッセージが

戻されます。
2-42 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



BACKUP
backupTypeSpec
この副次句は、BACKUPコマンドの出力形式（バックアップ・セットまたはイメージ・コピー）
を指定します。構文図は、2-25 ページの「backupTypeSpec::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

AS BACKUPSET 指定されたデバイス上にバックアップ・セットを作成します。これがデフォルトの
バックアップ・タイプです。

テープにバックアップする場合およびレベル 1 の増分バックアップを任意のバック

アップ先に作成する場合に使用できるのは、AS BACKUPSETのみです。バックアッ

プ・セットは、Recovery Manager に固有の論理構造です。バックアップ・セット

は、バックアップの 小単位です。

BACKUPコマンドの FILESPERSET integerパラメータは、各バックアップ・

セット内のファイルの 大数を決定します。アーカイブ・ログとデータファイルは、
1 つのバックアップ・セットに組み合せて入れられることはありません。

暗号化されたバックアップを使用している場合は（2-20 ページの「バックアップ・

セットの暗号化」を参照）、異なる暗号化設定が使用されている表領域からのデータ
ファイルは、同じバックアップ・セットに書き込むことができません。

ブロック・サイズの異なるファイルのバックアップを同じバックアップ・セット内
に作成することはできません。Recovery Manager では、ブロック・サイズの異な

る表領域のバックアップを作成できますが、それぞれ異なるサイズのデータファイ
ルが専用バックアップ・セットに入れられます。

Recovery Manager のバックアップ・セットでは、未使用ブロックの圧縮未使用ブロックの圧縮未使用ブロックの圧縮未使用ブロックの圧縮が自動的

に使用されます。可能な場合に未使用のデータ・ブロックをスキップすると、
Recovery Manager で、データファイルのバックアップにより少ない領域を使用し、

より効率的に I/O を行うことができます。データファイルをバックアップ・セット

にバックアップする場合、割り当てられたことがないデータ・ブロックはその対象
になりません。次のすべての条件に該当する場合は、現在データが含まれていない
データファイル・ブロックもスキップされます。

� COMPATIBLE初期化パラメータが 10.2 以上に設定されている。

COMPATIBLEが 10.2 の場合は、10.2 互換で作成された表領域のみが、現在

データを含まないブロックを除外するように 適化されることに注意してくだ
さい。ただし、COMPATIBLEが 11.0.0 以上の場合は、COMPATIBLEが 11.0.0 以

上に設定された後でバックアップ・セットを作成する 初のバックアップが、
すべてのローカル管理データファイルを 適化できるように、それらのデータ
ファイルのヘッダーを更新します。

� 保証付きリストア・ポイントがデータベースに対して現在定義されていない。

� データベースがローカル管理されている。

� データファイルが、全体バックアップの一部分またはレベル 0 の増分バック

アップとしてバックアップ・セットにバックアップされている。

� バックアップ・セットがディスクに作成されているか、メディア・マネージャ
が Oracle Secure Backup である。つまり、Oracle Secure Backup 以外のメディ

ア・マネージャにバックアップしている場合、Recovery Manager は、現在

データを含まないデータファイル・ブロックをスキップしません。

各バックアップ・セットには、1 つ以上のバックアップ・ピースバックアップ・ピースバックアップ・ピースバックアップ・ピースが含まれます。こ

れは、バックアップ対象のデータを含む Recovery Manager 固有の物理ファイルで

す。BACKUPコマンドを使用してプロキシ・コピープロキシ・コピープロキシ・コピープロキシ・コピーを作成することもできます。プ

ロキシ・コピーは、データ転送全体がメディア・マネージャによって実行される
バックアップです。

Recovery Manager では、完全バックアップ・セットのみが Recovery Manager リポ

ジトリに記録されます。部分バックアップ・セットは記録されません。BACKUPコ

マンドによってバックアップ・ピースが作成されても、完全なバックアップ・セッ
トは生成されなかった場合、作成されたバックアップ・ピースは破棄されます。

注意注意注意注意 : 1 つのバックアップ・セットを複数のチャネルに分散することはできません。

また、1 つの入力ファイルを複数のバックアップ・セットに分散することもできま

せん。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager で Oracle Secure Backup を使用する方法については、

『Oracle Secure Backup 管理者ガイド』を参照してください。
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COMPRESSED バイナリ圧縮を有効にします。

Recovery Manager は、バックアップ・セットに書き込まれたデータを圧縮するた

め、バックアップ・セット全体のサイズは小さくなります。バックアップ・セット
を作成するすべてのバックアップで、圧縮されたバックアップ・セットを作成でき
ます。圧縮されたバックアップ・セットのリストア方法と圧縮されていないバック
アップ・セットのリストア方法に違いはありません。

Recovery Manager は、データをバックアップ・セットに書き込む際にバイナリ圧

縮アルゴリズムを適用します。この圧縮方法は、多くのメディア・マネージャ・ベ
ンダーが提供している圧縮方法に類似しています。ローカル接続されたテープ・デ
バイスにバックアップする場合は、通常、メディア管理ベンダーが提供する圧縮の
ほうが BACKUP AS COMPRESSED BACKUPSETで実行されるバイナリ圧縮より適し

ています。そのため、ローカル接続されたテープ・デバイスにバックアップする場
合は、圧縮されていないバックアップ・セットを使用し、メディア管理ベンダーが
提供する圧縮をオンにします。Recovery Manager のバイナリ圧縮とメディア・マ

ネージャの圧縮を同時に使用しないでください。

バックアップ・セットを圧縮する場合、ある程度の CPU オーバーヘッドが発生し

ます。ターゲット・データベースが 大またはそれに近い負荷で実行されていると、
このオーバーヘッドが許容できないほど大きくなる場合があります。他のほぼすべ
ての環境では、バックアップ・セットを圧縮すると、CPU のオーバーヘッドに値す

るだけのディスク領域が確保されます。

AS COPY （バックアップ・セットではなく）イメージ・コピーを作成します。

イメージ・コピーは、元のファイルのバイト単位の同一コピーです。データファイ
ル、データファイルのコピーおよびアーカイブ REDO ログ・ファイルのイメージ・

コピー・バックアップを作成できます。イメージ・コピー・ファイルは、ディスク
にのみ格納できます。増分更新バックアップを使用している場合、レベル 0 の増分

はイメージ・コピー・バックアップである必要があります。

デフォルトでは、BACKUPはバックアップ・セットを生成します。CONFIGURE 
DEVICE TYPE ...BACKUP TYPE TO COPYコマンドを使用すると、ディスク・

バックアップでのデフォルトのバックアップ・タイプをイメージ・コピーに変更で
きます。

Recovery Manager では、次の規則に従ってコピーの作成場所を選択します（優先

順位の高い順に示しています）。

1. バックアップするオブジェクトに対する BACKUPコマンドで指定された

FORMAT

2. BACKUPコマンドに指定された FORMAT

3. BACKUPコマンドの fileNameConversionSpec設定

4. CONFIGURE CHANNEL integer ...FORMAT

5. CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE ...FORMAT

6. プラットフォーム固有のデフォルトの FORMAT（一意のファイル名を生成する

%Uが含まれる）

イメージ・コピー・バックアップの作成およびリストアは、Recovery Manager を
使用するか、またはファイルをコピーするためのオペレーティング・システム固有
のコマンドを使用して実行できます。Recovery Manager を使用する場合は、コ

ピーが Recovery Manager リポジトリに記録され、リストアおよびリカバリで簡単

に使用できます。Recovery Manager を使用しない場合は、CATALOGコマンドで

ユーザー管理コピーを Recovery Manager リポジトリに追加して、Recovery 
Manager で使用できるようにする必要があります。

イメージ・コピーのイメージ・コピーは作成できますが、バックアップ・セットの
コピーは作成できません。バックアップ・セットのバックアップを作成するには、
BACKUP BACKUPSETコマンドを実行します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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BACKUP
copyOfSpec
この副次句は、BACKUPコマンドの出力形式（バックアップ・セットまたはイメージ・コピー）
を指定します。構文図は、2-25 ページの「copyOfSpec::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

COPY OF DATABASE データベース内のすべてのデータファイルおよび制御ファイルの前回のイメージ・
コピーのバックアップを作成します。BACKUP DATABASEによって通常組み込まれ

るすべてのデータファイルにコピーが含まれている必要があります。含まれていな
い場合は、Recovery Manager によってエラーが発行されます。すべてのコピーが 1
回の BACKUPコマンドで作成されている必要はありません。データファイルの複数

のコピーが存在する場合は、Recovery Manager によって 新のコピーがバック

アップされます。オプションで、タグ名（FULL_COLD_COPYなど）でコピーを指

定します。

注意注意注意注意 : このコマンドの出力は、イメージ・コピーまたはバックアップ・セットにで

きます。

COPY OF DATAFILE 
datafileSpec

1 つ以上のデータファイルの前回のイメージ・コピーのバックアップを作成します。

ファイル番号（DATAFILE 3）またはファイル名（DATAFILE 
'?/oradata/trgt/users01.dbf'）でデータファイルを指定します。データ

ファイルのコピーのファイル名ではなく、データファイルのファイル名を指定しま
す。指定したデータファイルの複数のコピーが存在する場合は、Recovery Manager
によって 新のコピーがバックアップされます。

注意注意注意注意 : バックアップ対象のイメージ・コピーが 1 回の BACKUPコマンドで作成され

ている必要はありません。

注意注意注意注意 : このコマンドの出力は、イメージ・コピーまたはバックアップ・セットにで

きます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「datafileSpec」を参照してください。

COPY OF TABLESPACE 
tablespace_name

指定した 1 つ以上の表領域内のデータファイルの前回のイメージ・コピーのバック

アップを作成します。BACKUP TABLESPACE tablespace_nameによって通常組

み込まれるすべてのデータファイルにコピーが含まれている必要があります。含ま
れていない場合は、Recovery Manager によってエラーが発行されます。すべての

コピーが 1 回の BACKUPコマンドで作成されている必要はありません。データファ

イルの複数のコピーが存在する場合は、Recovery Manager によって 新のコピー

がバックアップされます。

表領域名（usersなど）でリストに表領域を指定するか、またはタグ名

（0403_CPY_OF_USERSなど）で特定のコピーを指定します。TAGを指定しない場

合は、Recovery Manager によって、表領域内の各データファイルの 新のデータ

ファイルのコピーがバックアップされます。

注意注意注意注意 : このコマンドの出力は、イメージ・コピーまたはバックアップ・セットにで

きます。
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datafileCopySpec
この副次句は、データファイルのコピーを指定します。構文図は、2-26 ページの

「datafileCopySpec::=」を参照してください。

duration
この副次句は、データファイルのコピーを指定します。構文図は、2-26 ページの「duration::=」
を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

'filename' 1 つ以上のデータファイル・イメージ・コピーのファイル名を指定します。

ALL データファイルのすべてのイメージ・コピーをバックアップするように指定します。

LIKE 'string_pattern' ファイル名のパターンを指定します。パーセント記号（%）は 0 文字以上を示すワ

イルド・カードで、アンダースコア（_）は 1 文字を示すワイルド・カードです。

FROM TAG tag_name データファイルの 1 つ以上のコピーのリストをタグ名で指定します。このタグの付

いたデータファイルのコピーが複数存在している場合、Recovery Manager は個々

のデータファイルの 新のデータファイルのみをバックアップします。タグには、
大 / 小文字区別はありません。

NODUPLICATES バックアップ操作で同一のデータファイルのコピーが組み込まれないようにします
（2-54 ページの例 2-29 を参照）。データファイルのコピーが重複している場合は、

新のタイムスタンプを持つファイルが選択されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DURATION hh:mm バックアップ・コマンドの 長実行時間を指定します。指定した実行時間内にバッ
クアップ・コマンドが完了しなかった場合、バックアップは停止します。

PARTIALオプションを指定しないと、バックアップが指定した実行時間で完了しな

かった場合、バックアップ・コマンドが正常に実行されなかったとみなされ、
Recovery Manager によってエラーがレポートされます。バックアップ・コマンド

が RUNブロックの一部である場合、その RUNブロック内の後続コマンドは実行さ

れません。

MINIMIZE

{LOAD|TIME}

ディスク・バックアップでは、MINIMIZE TIMEを使用してバックアップを 大速

度で実行（デフォルト）したり、システムの負荷を軽減するために MINIMIZE 
LOADを使用してバックアップの速度を遅くできます。MINIMIZE LOADを指定す

ると、バックアップに指定した実行時間が 大限に使用されます。

TIMEを指定すると、 も新しくバックアップされたファイルに対するバックアッ

プの優先順位が も低くなります。このスケジュール・メカニズムによって、異な
るデータファイルがラウンドロビン法でバックアップされるため、一連のバック
アップ期間内で 終的に完全なデータベースのバックアップが行われます。

PARTIAL PARTIALオプションを指定すると、バックアップ全体が指定した実行時間で完了し

なかった場合でも、コマンドが正常に完了したと判断され、Recovery Manager に
よってエラーはレポートされません。

PARTIALオプションを指定しないと、バックアップが指定した実行時間で完了しな

かった場合、バックアップ・コマンドが正常に実行されなかったとみなされ、
Recovery Manager によってエラーがレポートされます。バックアップ・コマンド

が RUNブロックの一部である場合、その RUNブロック内の後続コマンドは実行さ

れません。

PARTIALを指定しているかどうかに関係なく、バックアップが中断される前に完了

したすべてのバックアップ・セットは保存され、RESTOREおよび RECOVERの操作

で使用できます。
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forRecoveryOfSpec
この副次句は、バックアップを増分更新バックアップ計画で使用することを指定します。FOR 
RECOVER OFを指定する際に、INCREMENTAL LEVEL 1を指定する必要があります。構文図
は、2-26 ページの「forRecoveryOfSpec::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

FOR RECOVER OF COPY ターゲット・データベースの指定したデータファイル・コピー（レベル 0 の増分

バックアップ）の SCN 以降に行われたすべての変更を増分バックアップに含める

ように指定します（2-51 ページの例 2-20 を参照）。

BACKUP INCREMENTAL LEVEL 1 FOR RECOVER OF COPYコマンドを使用する

と、バックアップ・セットまたはイメージ・コピーを作成できます。増分レベル 0
のイメージ・コピーがすでに存在する場合はバックアップ・セットが作成されます
が、存在しない場合はイメージ・コピーが作成されます。

データファイルのコピーは、DATAFILE COPYまたは WITH TAG句のいずれかで指

定して、このバックアップで使用する増分バックアップ計画と、残りのバックアッ
プ計画とを区別する必要があります。データファイルのコピーを指定しない場合は、
各データファイルの 新コピーが増分バックアップのベースとして使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 増分更新バックアップの作成方法は、『Oracle Database バックアップお

よびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

WITH TAG tag_name 増分バックアップの基礎として使用されるレベル 0 の増分バックアップのタグを指

定します。

WITH TAGパラメータで指定したタグを持つレベル 0 バックアップが、現行または

親のデータベース・インカネーションで検出されなかった場合は、WITH TAGパラ

メータで指定したタグを持つレベル 0 のデータファイル・コピーが FOR RECOVER 
OF COPYオプションによって作成されます。

BACKUP INCREMENTAL ... FOR RECOVER OF COPY WITH TAG構文を使用し

て、データベースのレベル 0 の増分イメージ・コピー・バックアップのロールフォ

ワードに適したレベル 1 の増分バックアップを作成できます。次に、RECOVER 
COPY OF ...WITH TAGを使用して、バックアップの増分更新を実行できます。

この方法は、Enterprise Manager のディスクへの推奨バックアップで使用されま

す。

DATAFILECOPY

FORMAT formatSpec

出力イメージ・コピーに名前を付けるパターンを指定します。

FOR RECOVER OF TAG 
tag_name

tag_nameで指定したレベル 0 の増分バックアップをリカバリするためのアーカイ

ブ REDO ログ・ファイルまたは増分バックアップをバックアップします。

たとえば、BACKUP INCREMENTAL LEVEL 1 FOR RECOVER OF TAG wholedb 
ARCHIVELOG ALLコマンドによって、wholedbというタグが付いているレベル 0
の増分バックアップのリカバリに必要なアーカイブ REDO ログ・ファイルをすべて

バックアップできます。
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notBackedUpSpec
この副次句は、まだバックアップされていないファイルのみをバックアップするように指定し
ます。構文図は、2-26 ページの「notBackedUpSpec::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

NOT BACKED UP BACKUPコマンドで指定されたファイルの中で、バックアップが実行されていない

ファイルのみをバックアップします（2-53 ページの例 2-28 を参照）。

この副次句を使用すると、データベースに新規に追加したデータファイルを簡単に
バックアップできます。Recovery Manager は、データファイル・チェックポイン

トを検査せずに、まだバックアップされていないデータファイルをすべてバック
アップすることに注意してください。バックアップ・セットをバックアップすると
きに、NOT BACKED UPを指定することもできます。

BACKUPをこの句とともに使用すると、アーカイブ REDO ログの削除方針で自動的

に実行されることを手動で実行することになります。CONFIGURE 
ARCHIVELOG DELETION POLICY TO BACKED UP integer TIMESコマンドを

指定すると、指定したデバイス・タイプに integer回のバックアップが存在しな

いかぎり、BACKUP ARCHIVELOG ALLコマンドによってすべてのログがコピーさ

れます。ログの integer回のバックアップが存在する場合は、BACKUPコマンド

はログをスキップします。このように、アーカイブ・ログの削除方針は、BACKUP
コマンドのデフォルトの NOT BACKED UP integer TIMES句として機能します。

注意注意注意注意 : この句は、バックアップの 適化（CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATION）
およびアーカイブ・ログの削除方針（CONFIGURE 
ARCHIVELOG DELETION POLICY）をオーバーライドします。

integer TIMES integer回以上バックアップされていないアーカイブ REDO ログ・ファイルのみ

をバックアップします。

注意注意注意注意 : アーカイブ REDO ログ・ファイルをバックアップ・セットにバックアップし

ている場合のみ、NOT BACKED UP integer TIMESを指定できます。

ファイルのバックアップ数を判断する場合は、現行のバックアップと同じデバイ
ス・タイプで作成されたバックアップのみが考慮されます。

このオプションは、指定したメディアにアーカイブ・ログをバックアップする場合
に便利です。たとえば、各ログの 3 つ以上のコピーをテープに保存できます。

SINCE TIME

'date_string'

その日付を過ぎると Recovery Manager が、バックアップされていないファイルの

バックアップを開始する日付を指定します。

date_stringは、現行の NLS_DATE_FORMATの日付、または 'SYSDATE-1'など

の SQL DATE 式です。ファイルのバックアップ数の計算では、現行のバックアップ

と同じデバイス・タイプで作成されたバックアップのみが考慮されます。

このオプションを使用すると、前回失敗したバックアップ中に処理されなかった
データファイルをバックアップできます。たとえば、データベースをバックアップ
しても、インスタンスの途中で障害が発生する場合があります。その場合は、NOT 
BACKED UP SINCE TIME句を使用してバックアップを再開し、バックアップ済の

ファイルを対象から除外できます。AS BACKUPSETを指定すると、この機能が役立

つのは、Recovery Manager がバックアップ中に複数のバックアップ・セットを生

成する場合のみです。

ファイルがバックアップされたかどうかを判断するときには、SINCE 日付が 新

バックアップの完了時刻と比較されます。BACKUP AS BACKUPSETの場合、バック

アップ・セット内のファイルの完了時刻は、バックアップ・セット全体の完了時刻
です。つまり、同じバックアップ・セット内のすべてのファイルの完了時刻は同じ
です。
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sizeSpec
この副次句は、データのサイズを指定します。構文図は、2-26 ページの「sizeSpec::=」を参照
してください。

skipSpec
この副次句は、スキップするファイルを指定します。構文図は、2-26 ページの「skipSpec::=」
を参照してください。

例例例例

例例例例 2-15 データベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップ

この例では、オペレーティング・システム・コマンドラインから Recovery Manager クライア
ントを起動した後、オペレーティング・システム認証を使用してターゲット・データベースに
接続します。BACKUPコマンドによって、すべてのデータファイル、現行の制御ファイル、
サーバー・パラメータ・ファイルおよびアーカイブ REDO ログ・ファイル がデフォルトのスト
レージ・デバイスにバックアップされます。

% rman
RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG;

例例例例 2-16 累積増分バックアップの実行累積増分バックアップの実行累積増分バックアップの実行累積増分バックアップの実行

この例では、 後に実行されたレベル 0 の増分バックアップ以降にデータベース上で変更され
たすべてのブロックをバックアップします。レベル 1 バックアップの実行時にレベル 0 バック
アップが存在しない場合は、レベル 0 バックアップが自動的に作成されます。アクセスできな
いファイルは、スキップされます。

BACKUP 
  INCREMENTAL LEVEL 1 CUMULATIVE
  SKIP INACCESSIBLE 
  DATABASE;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

integer [G | K | M] データのサイズを GB 単位（G）、KB 単位（K）または MB 単位（M）で指定しま

す。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

SKIP 次のキーワードで指定する基準に従って、データファイルまたはアーカイブ REDO
ログをバックアップから除外します。

注意注意注意注意 : backupSpec句でもこのオプションを指定できます。

INACCESSIBLE I/O エラーのために読み取ることができないデータファイルまたはアーカイブ

REDO ログをバックアップに含めないように指定します。

データファイルは、読取りが不可能な場合にのみアクセス不能とみなされます。一
部のオフライン・データファイルは、ディスク上に残っているために読取りが可能
です。他のデータファイルは削除または移動されたためにアクセス不可となり、読
取り不可となります。

OFFLINE オフライン・データファイルをバックアップに含めないように指定します。

READONLY 読取り専用データファイルをバックアップに含めないように指定します。
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例例例例 2-17 複数ディスクへのバックアップの分散複数ディスクへのバックアップの分散複数ディスクへのバックアップの分散複数ディスクへのバックアップの分散

この例では、2 つの異なるディスクに表領域をバックアップし、Recovery Manager にバック
アップのパラレル化を自動的に実行させます。FORMAT文字列の %Uは、出力するイメージ・コ
ピーごとに一意のファイル名を生成する置換変数です。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL dev1 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk1/%U';
  ALLOCATE CHANNEL dev2 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk2/%U'; 
  BACKUP AS COPY
    TABLESPACE SYSTEM, tools, users, undotbs;
}

例例例例 2-18 タグによるデータファイル・コピーの指定タグによるデータファイル・コピーの指定タグによるデータファイル・コピーの指定タグによるデータファイル・コピーの指定

この例では、データファイルのイメージ・コピーをテープにバックアップします。この
BACKUPコマンドは、LATESTCOPYというタグが付いているすべてのデータファイル・コピー
を検出してテープにバックアップし、そのバックアップに置換変数を使用した名前を付けます。
変数 %fは、絶対ファイル番号を指定します。また、%dは、データベースの名前を指定します。
データファイルのコピーをテープ上に作成したら、LATESTCOPYというタグが付いているすべ
てのイメージ・コピーが削除されます。

BACKUP 
  DEVICE TYPE sbt
  DATAFILECOPY 
    FROM TAG 'LATESTCOPY'
  FORMAT 'Datafile%f_Database%d';
DELETE COPY TAG 'LATESTCOPY';

例例例例 2-19 アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ REDO ログのバックアップと削除ログのバックアップと削除ログのバックアップと削除ログのバックアップと削除

この例では、2 つのアーカイブ先（/disk2/PROD/archivelog/および /disk1/arch/）が
設定されているとします。このコマンドは、一意の順序番号ごとにアーカイブ REDO ログを
1 つバックアップします。たとえば、アーカイブ REDO ログ 1000 が両方のディレクトリにある
場合、Recovery Manager は、このログの 1 つのコピーのみをバックアップします。ALLキー
ワードが指定された DELETE INPUT句によって、バックアップの終了後に、両方のアーカイ
ブ・ディレクトリからすべてのアーカイブ REDO ログを削除するように指示しています。

BACKUP DEVICE TYPE sbt
  ARCHIVELOG LIKE '/disk%arc%'
  DELETE ALL INPUT;

このコマンドでは、次のような出力が表示されます。

Starting backup at 12-MAR-07
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=150 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
channel ORA_SBT_TAPE_1: starting archived log backup set
channel ORA_SBT_TAPE_1: specifying archived log(s) in backup set
input archived log thread=1 sequence=4 RECID=4 STAMP=616789551
input archived log thread=1 sequence=5 RECID=5 STAMP=616789551
input archived log thread=1 sequence=6 RECID=6 STAMP=616789554
input archived log thread=1 sequence=7 RECID=7 STAMP=616789731
input archived log thread=1 sequence=8 RECID=8 STAMP=616789825
input archived log thread=1 sequence=9 RECID=10 STAMP=616789901
input archived log thread=1 sequence=10 RECID=12 STAMP=616789985
channel ORA_SBT_TAPE_1: starting piece 1 at 12-MAR-07
channel ORA_SBT_TAPE_1: finished piece 1 at 12-MAR-07
piece handle=0vice0g7_1_1 tag=TAG20070312T105917 comment=API Version 2.0,MMS Version 10.1.0.3
channel ORA_SBT_TAPE_1: backup set complete, elapsed time: 00:00:25
channel ORA_SBT_TAPE_1: deleting archived log(s)
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archived log file name=/disk2/PROD/archivelog/2007_03_09/o1_mf_1_4_2z45sgrc_.arc RECID=4 
STAMP=616789551
archived log file name=/disk2/PROD/archivelog/2007_03_09/o1_mf_1_5_2z45sgrc_.arc RECID=5 
STAMP=616789551
archived log file name=/disk2/PROD/archivelog/2007_03_09/o1_mf_1_6_2z45sl3g_.arc RECID=6 
STAMP=616789554
archived log file name=/disk2/PROD/archivelog/2007_03_09/o1_mf_1_7_2z45z2kt_.arc RECID=7 
STAMP=616789731
archived log file name=/disk2/PROD/archivelog/2007_03_09/o1_mf_1_8_2z4620sk_.arc RECID=8 
STAMP=616789825
archived log file name=/disk1/arch/archiver_1_8_616789153.arc RECID=9 STAMP=616789825
archived log file name=/disk2/PROD/archivelog/2007_03_09/o1_mf_1_9_2z464dhk_.arc RECID=10 
STAMP=616789901
archived log file name=/disk1/arch/archiver_1_9_616789153.arc RECID=11 STAMP=616789901
archived log file name=/disk2/PROD/archivelog/2007_03_09/o1_mf_1_10_2z4670gr_.arc RECID=12 
STAMP=616789985
archived log file name=/disk1/arch/archiver_1_10_616789153.arc RECID=13 STAMP=616789985
Finished backup at 12-MAR-07
 
Starting Control File and SPFILE Autobackup at 12-MAR-07
piece handle=c-28643857-20070312-02 comment=API Version 2.0,MMS Version 10.1.0.3
Finished Control File and SPFILE Autobackup at 12-MAR-07

例例例例 2-20 増分更新バックアップのスクリプト作成増分更新バックアップのスクリプト作成増分更新バックアップのスクリプト作成増分更新バックアップのスクリプト作成

バックアップを増分更新することによって、データベースのイメージ・コピーの全体バック
アップに伴うオーバーヘッドを避けると同時に、データベースのメディア・リカバリに必要な
時間を 小限にすることもできます。たとえば、日次バックアップ用のスクリプトを実行する
場合に、メディア・リカバリに適用する REDO を 1 日分より多く持つことはありません。

次のスクリプトを毎日実行するとします。初回実行時には、スクリプトによって、指定したタ
グを使用してディスク上にデータベースのイメージ・コピーのバックアップが作成されます。
2 回目の実行では、データベースのレベル 1 のバックアップが作成されます。以降のすべての
実行では、レベル 1 の増分がデータファイルのコピーに適用され、新しいレベル 1 のバック
アップが作成されます。

RUN
{
  RECOVER COPY OF DATABASE 
    WITH TAG 'incr_update';
  BACKUP
    INCREMENTAL LEVEL 1
    FOR RECOVER OF COPY WITH TAG 'incr_update'
    DATABASE;
}

例例例例 2-21 テープへのディスクベースのバックアップ・セットのバックアップテープへのディスクベースのバックアップ・セットのバックアップテープへのディスクベースのバックアップ・セットのバックアップテープへのディスクベースのバックアップ・セットのバックアップ

近のバックアップ・セットをディスク上に保持し、古いバックアップ・セットをテープ上に
置くことを目標とします。また、同じバックアップ・セットのコピーを、ディスクとテープに
同時に保持することは避けるものとします。この例では、2 週間より前に作成されたバック
アップ・セットはテープにバックアップされ、そのバックアップ・ピースがディスクから削除
されます。

BACKUP
  DEVICE TYPE sbt 
  BACKUPSET
    COMPLETED BEFORE 'SYSDATE-14' 
  DELETE INPUT;
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例例例例 2-22 データベース・バックアップの多重化データベース・バックアップの多重化データベース・バックアップの多重化データベース・バックアップの多重化

この例では、COPIES integerパラメータを使用して、圧縮されたデータベース・バックアッ
プを 2 つ（別々のディスクに 1 つずつ）作成します。出力場所は、FORMATパラメータで指定
します。

BACKUP AS COMPRESSED BACKUPSET
  DEVICE TYPE DISK 
  COPIES 2
  DATABASE
  FORMAT '/disk1/db_%U', '/disk2/db_%U';

例例例例 2-23 チャネルでのワークロードの分割方法の指定チャネルでのワークロードの分割方法の指定チャネルでのワークロードの分割方法の指定チャネルでのワークロードの分割方法の指定

この例では、CHANNELパラメータで、どのチャネルでどのファイルをどこにバックアップする
かを指定し、バックアップを明示的にパラレル化します。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL ch1 DEVICE TYPE sbt
    PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=stape1)';
  ALLOCATE CHANNEL ch2 DEVICE TYPE sbt
    PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=stape2)';
  BACKUP 
    (DATABASE        # channel ch1 backs up database to tape drive stape1
      CHANNEL ch1)
    (ARCHIVELOG ALL
      CHANNEL ch2);  # channel ch2 backs up archived redo logs to tape drive stape2
}

例例例例 2-24 スタンバイ・データベースのリフレッシュ用の増分バックアップの作成スタンバイ・データベースのリフレッシュ用の増分バックアップの作成スタンバイ・データベースのリフレッシュ用の増分バックアップの作成スタンバイ・データベースのリフレッシュ用の増分バックアップの作成

この例では、プライマリ・データベースの増分バックアップを作成し、それを使用して関連付
けられたスタンバイ・データベースを更新することを目標とします。Recovery Manager クライ
アントを起動し、CONNECT TARGETとしてプライマリ・データベースに接続してから、リカバ
リ・カタログに接続します。BACKUPコマンドでは、スタンバイ・データベースで適用可能な
プライマリ・データベースの増分バックアップを作成し、指定した SCN 以降の変更を反映して
更新します。

RMAN> CONNECT TARGET /

connected to target database: PROD (DBID=39525561)

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> BACKUP DEVICE TYPE DISK
2> INCREMENTAL FROM SCN 404128 DATABASE
3>  FORMAT '/disk1/incr_standby_%U';

例例例例 2-25 データファイル・バックアップの破損許容度の指定データファイル・バックアップの破損許容度の指定データファイル・バックアップの破損許容度の指定データファイル・バックアップの破損許容度の指定

この例では、データベースに 5 つのデータファイルが含まれているとします。SET 
MAXCORRUPTコマンドを使用して、各データファイル内に 1 つの破損も許容されないことを指
定します。BACKUPコマンドで CHECK LOGICALオプションが指定されているため、Recovery 
Manager は、物理的な破損と論理的な破損の両方をチェックします。

RUN
{
  SET MAXCORRUPT FOR DATAFILE 1,2,3,4,5 TO 1;
  BACKUP CHECK LOGICAL
    DATABASE;
}
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例例例例 2-26 アーカイブ目的での一貫性バックアップの作成アーカイブ目的での一貫性バックアップの作成アーカイブ目的での一貫性バックアップの作成アーカイブ目的での一貫性バックアップの作成

この例では、keepOptionを使用して、1 年間は不要とみなされることがないアーカイブ・
バックアップ・セットを作成します。この例では、データベースをバックアップし、REDO を
現行のオンライン・ログにアーカイブしてこの新しいバックアップに一貫性があることを保証
し、データファイル・バックアップを一貫性がある状態にリストアするために必要なアーカイ
ブ・ログのみをバックアップします。

この BACKUPコマンドでは、リストア・ポイントも作成されます。そのリストア・ポイントは、
このバックアップが一貫性を持つ SCN に対応します。FORMATパラメータは、複数のバック
アップ・セット内に複数のバックアップ・ピースを作成できるように指定する必要があります。

BACKUP DATABASE
  FORMAT '/disk1/archival_backups/db_%U.bck' 
  TAG quarterly
  KEEP UNTIL TIME 'SYSDATE + 365'
  RESTORE POINT Q1FY06;

例例例例 2-27 保存方針からのコピーの除外保存方針からのコピーの除外保存方針からのコピーの除外保存方針からのコピーの除外

次の例では、2 つのデータファイルをコピーして、保存方針から永久に除外します。（KEEP 
FOREVERにはリカバリ・カタログが必要です。）自動バックアップがオフの場合でも、制御
ファイルおよびサーバー・パラメータ・ファイルもバックアップされます。

SHUTDOWN IMMEDIATE;
STARTUP MOUNT;
BACKUP
  KEEP FOREVER
  FORMAT '?/dbs/%U_longterm.cpy'
  TAG LONGTERM_BCK
  DATAFILE 1 DATAFILE 2;
ALTER DATABASE OPEN;

例例例例 2-28 バックアップが必要なファイルのバックアップバックアップが必要なファイルのバックアップバックアップが必要なファイルのバックアップバックアップが必要なファイルのバックアップ

データベースおよびアーカイブ・ログをテープに毎晩バックアップするために、次のコマンド
を実行するとします。

BACKUP
  MAXSETSIZE 500M
  DATABASE PLUS ARCHIVELOG;

複数のバックアップ・セットが生成されるように、先行するコマンドで各バックアップ・セッ
トのサイズの上限が設定されています。バックアップ処理の途中でメディア管理デバイスに障
害が発生し、そのデバイスが再起動されるとします。翌日、バックアップ・セットの半分しか
完了していないことに気付きます。その場合は、次のコマンドを夕方に実行できます。

BACKUP 
  NOT BACKED UP SINCE TIME 'SYSDATE-1'
  MAXSETSIZE 500M
  DATABASE PLUS ARCHIVELOG;

先行するコマンドによって、過去 24 時間内にバックアップされていないファイルのみがバック
アップされます。指定された時間枠のバックアップが使用可能であると Recovery Manager が
判断すると、次のような出力が表示されます。

skipping datafile 1; already backed up on 18-JAN-07
skipping datafile 2; already backed up on 18-JAN-07
skipping datafile 3; already backed up on 18-JAN-07

BACKUPコマンドのすぐ後に NOT BACKED UP SINCE句を置くと、バックアップするすべての
オブジェクトに影響します。また、その句は、個々の backupSpec句の後に置くこともできま
す。その場合は、その句の制限を受ける backupSpecによって指定されたオブジェクトのバッ
クアップのみが作成されます。
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例例例例 2-29 NODUPLICATES を使用したデータファイルのコピーのバックアップを使用したデータファイルのコピーのバックアップを使用したデータファイルのコピーのバックアップを使用したデータファイルのコピーのバックアップ

この例では、/disk2/df2.cpyというデータファイル 2 のデータファイル・コピーを作成しま
す。次に、そのデータファイル・コピーを /disk1および /disk3ディレクトリにバックアッ
プします。 後の BACKUPコマンドで指定されている NODUPLICATESオプションは、データ
ファイル 2 のコピーを 1 つのみバックアップする必要があることを示しています。

BACKUP AS COPY
  DATAFILE 2
  FORMAT '/disk2/df2.cpy' TAG my_tag;
BACKUP AS COPY
  DATAFILECOPY '/disk2/df2.cpy' 
  FORMAT '/disk1/df2.cpy';
BACKUP AS COPY
  DATAFILECOPY '/disk1/df2.cpy' 
  FORMAT '/disk3/df2.cpy';
BACKUP
  DEVICE TYPE sbt
  DATAFILECOPY ALL NODUPLICATES; # backs up only copy of datafile 2
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CATALOG

用途用途用途用途

CATALOGコマンドは、次の目的に使用します。

� ディスク上のバックアップ・ピースおよびイメージ・コピーを Recovery Manager リポジト
リに追加します。

� データファイルのコピーをレベル 0 の増分バックアップとして Recovery Manager リポジト
リに記録する場合。これによって、コピーを増分バックアップ計画の一部分として使用で
きます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ターゲット・データベースに接続していて、そのデータベースがマウントまたはオープン状態
である必要があります。Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続されている場合は、カ
タログ・データベースをオープンする必要があります。

カタログ化するファイルは、次の条件を満たしている必要があります。

� SBT のデバイスに存在していないこと。

� ファイルがユーザー管理コピーの場合は、データファイルのコピー、制御ファイルのコ
ピー、アーカイブ REDO ログまたはバックアップ・ピースであること。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager では、すべてのユーザー管理バックアップがイメージ・コピーとみなされま
す。カタログ化中は、ファイルがオペレーティング・システム・ユーティリティにより正常に
コピーされたかどうかが Recovery Manager ではチェックされず、ヘッダーがチェックされる
のみであるため注意してください。

Data Guard 環境で Recovery Manager を使用する場合は、リカバリ・カタログが必要です。リ
カバリ・カタログは、DBID が同じ（ただし、DB_UNIQUE_NAME値は異なる）すべてのプライ
マリ・データベースおよびスタンバイ・データベースに対して、統一されたファイルの名前空
間をサポートしています。したがって、リカバリ・カタログでは、すべてのプライマリ・デー
タベースまたはスタンバイ・データベースのデータベース・ファイル名が、オンライン REDO
ログ、スタンバイ REDO ログ、一時ファイル、アーカイブ REDO ログ、バックアップ・セッ
トおよびイメージ・コピーが作成された場所とともに追跡されます。

異なるプライマリ・データベースおよびスタンバイ・データベースで作成されたバックアップ
が Recovery Manager でどのように処理されるかについては、2-21 ページの「Data Guard 環境
での Recovery Manager のバックアップ」を参照してください。通常、1 つのデータベースで作
成されたテープ・バックアップはその環境のすべてのデータベースにアクセス可能ですが、
ディスク・バックアップは作成元であるデータベースにのみアクセス可能です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : カタログに格納されているターゲット・データベース・レ
コードを管理する方法は、『Oracle Database バックアップおよびリカバ
リ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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接続されているターゲット・データベースにバックアップからアクセス可能であれば、
RESTOREや RECOVERなどの Recovery Manager コマンドは、異なるデータベース間で透過的
に動作します。ディスク・バックアップを環境内のホスト間で手動で転送して、そのバック
アップをカタログ化することができます。バックアップが共有ディスク上に作成されている場
合は、CHANGE RESET DB_UNIQUE_NAMEを使用すると、バックアップを新しいデータベース
に関連付けることができます。

構文構文構文構文

catalog::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ARCHIVELOG 'filename' Recovery Manager リポジトリに追加するアーカイブ REDO ログのファイル名を指

定します。

注意注意注意注意 : このコマンドは、外部アーカイブ REDO ログをカタログ化しません。外部

アーカイブ REDO ログは、LogMiner セッション中にロジカル・スタンバイ・デー

タベースで受け取った REDO ログです。通常のアーカイブ・ログとは異なり、外部

アーカイブ・ログには別の DBID が使用されています。

CATALOG

ARCHIVELOG

BACKUPPIECE

CONTROLFILECOPY

’ filename ’

,

DATAFILECOPY ’ filename ’

,

LEVEL integer

TAG
’

tag_name
’

RECOVERY AREA

DB_RECOVERY_FILE_DEST

START WITH ’ string_pattern ’

NOPROMPT

;
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BACKUPPIECE 'filename' Recovery Manager リポジトリに追加するバックアップ・ピースの名前を指定しま

す（2-58 ページの例 2-30 を参照）。

バックアップ・ピースがディスクに存在している必要があります。Recovery 
Manager は、バックアップ・ピースのヘッダーを検証した後でカタログ化します。

Recovery Manager は、以前のデータベース・インカネーションからのバックアッ

プ・ピースをカタログ化できます。

バックアップ・ピースは、次のような状況の場合にカタログ化します。

� オペレーティング・システムのユーティリティでコピーまたは移動したパック
アップ・ピースを、Recovery Manager で使用できるようにする場合。

� バックアップ・ピースの Recovery Manager メタデータは削除されていても、

バックアップ・ピースがまだ存在している場合。このような状況は、一時的に
使用できなかったバックアップ・ピースに対して DELETEコマンドを実行する

と発生します。

� Data Guard 環境のデータベース・ホストで NOCATALOGバックアップを作成

し、そのバックアップ・ピースを別のデータベース・ホストの同じ場所に移動
した場合。このような場合のリカバリ・カタログには、元のバックアップ・
ピースのレコードは存在しません。

� リカバリ・カタログを使用していないときに制御ファイルの再作成が必要にな
り、その結果、すべての Recovery Manager リポジトリ・データが消失する場

合。バックアップをカタログ化すると、再度使用可能になります。

� 制御ファイルの自動バックアップが無効になっているときに、制御ファイルを
バックアップしてからアーカイブ REDO ログをバックアップした場合。制御

ファイルのリストアとマウントは実行できますが、制御ファイルの後でバック
アップされたアーカイブ REDO ログを含むバックアップ・ピースをカタログ化

する必要があります。

バックアップ・ピースのリストを指定すると、一部のバックアップ・ピースの処理
で障害が発生した場合でも、Recovery Manager によって、すべてのピースのカタ

ログ化が試行されます。バックアップ・ピースをカタログ化すると、
V$BACKUP_PIECEに新しい行が作成されます。バックアップ・セットは、すべて

のバックアップ・ピースがカタログ化された場合にのみ使用可能です。一部でもカ
タログ化が完了していない場合は、部分的に使用可能な状態であるにすぎません。

注意注意注意注意 : データベースの COMPATIBLEパラメータが 11.0.0 以上に設定されている場

合、Recovery Manager でサーバー・パラメータ・ファイルのバックアップを作成

すると、バックアップはこのデータベースに関連付けられます。この場合、
Recovery Manager を別のデータベースに接続して、バックアップ・ピースを明示

的にカタログ化しても、このバックアップに関連付けられている
DB_UNIQUE_NAMEは変更されません。たとえば、COMPATIBLEが 11.0.0 の場合に

DB_UNIQUE_NAME 'NEWYORK'でデータベースのサーバー・パラメータ・ファイ

ルのバックアップを作成すると、データベース NEWYORKで作成されたサーバー・

パラメータ・ファイルのバックアップを使用して、データベース BOSTONのサー

バー・パラメータ・ファイルをリストアすることはできません。

CONTROLFILECOPY 'filename' Recovery Manager リポジトリに追加する制御ファイルのコピーのファイル名を指

定します。指定できる制御ファイル・コピーは、次のいずれかのコマンドで作成さ
れる、通常の制御ファイルまたはスタンバイ制御ファイルのコピーです。

� Recovery Manager コマンドの BACKUP AS COPY CURRENT CONTROLFILE

� SQL 文の ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILE

� SQL 文の ALTER DATABASE CREATE STANDBY CONTROLFILE

注意注意注意注意 : プライマリ・データベースの制御ファイルのバックアップは、リストア操作

時に自動的にスタンバイ制御ファイルに変換されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-30 増分バックアップとしてのカタログに対するデータファイル・コピーの追加増分バックアップとしてのカタログに対するデータファイル・コピーの追加増分バックアップとしてのカタログに対するデータファイル・コピーの追加増分バックアップとしてのカタログに対するデータファイル・コピーの追加

Linux ユーティリティを使用して、users01.dbfデータファイルを
/disk2/backup/users01.bakにバックアップするとします。この例では、データファイ
ル・コピーがレベル 0 の増分バックアップとしてカタログ化されてから、すべてのコピーがリ
ストされます。

CATALOG DATAFILECOPY '/disk2/backup/users01.bak' LEVEL 0;
LIST COPY;

DATAFILECOPY 'filename' Recovery Manager リポジトリに追加するデータファイルのコピーのファイル名を

指定します（2-58 ページの例 2-30 を参照）。データファイルのコピーを作成するに

は、Recovery Manager の BACKUP AS COPYコマンドを使用する方法、またはオペ

レーティング・システムのユーティリティと ALTER TABLESPACE BEGIN/END 
BACKUPを併用する方法があります。

LEVEL integer データファイル・コピーがレベル 0 の増分バックアップとして記録されるように指

定します（LEVELの値として有効なのは、0のみです）。

このデータファイルのコピーを基本レベル 0 のバックアップとして使用して、増分

バックアップを実行できます。

TAG tagname データファイルのコピーのタグを指定します。

RECOVERY AREA フラッシュ・リカバリ領域内のすべての有効なバックアップ・セット、データファ
イルのコピーおよびアーカイブ REDO ログをカタログ化します（2-59 ページの例

2-32 を参照）。

Recovery Manager は、TARGETとしてデータベースに接続されている必要がありま

す。ターゲット・データベースはマウントまたはオープン状態である必要がありま
す。キーワード RECOVERY AREAと DB_RECOVERY_FILE_DESTは完全に同一のシ

ノニムです。

注意注意注意注意 : フラッシュ・リカバリ領域に外部アーカイブ・ログ（LogMiner セッション

中にロジカル・スタンバイ・データベースで受け取る外部アーカイブ REDO ログ）

が存在する場合、このコマンドではそれらの外部アーカイブ・ログもカタログ化さ
れます。

DB_RECOVERY_FILE_DEST キーワード RECOVERY AREAと DB_RECOVERY_FILE_DESTは完全に同一のシノニ

ムです。

START WITH 
'string_pattern'

名前が string_patternで始まる有効なバックアップ・セット、データファイル

と制御ファイルのコピー、およびアーカイブ REDO ログをすべてカタログ化しま

す。文字列パターンには、ASM ディスク・グループ、Oracle Managed Files ディレ

クトリ、またはファイル名の一部分を指定できます（2-59 ページの例 2-31 を参照）。

ディスクの場所にカタログ化できないファイルがある場合は、すべてレポートされ
ます。Recovery Manager がターゲット・データベースに接続している必要があり

ます。

文字列パターンによってファイル名を指定すると、その文字列パターンはファイル
名パターンの左側に一致します。たとえば、/tmp/arcは、ディレクトリ

/tmp/arc_destおよび /tmp/archive/january内のすべてのファイルと、

ファイル /tmp/arc.cpyに一致します。

注意注意注意注意 : 文字列パターンにワイルド・カード文字は使用できません。正確な接頭辞の

みを使用してください。

NOPROMPT 確認のプロンプトを抑止します。デフォルトでは、一致するたびにプロンプトが表
示されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例 2-31 ディレクトリ内の複数のコピーのカタログ化ディレクトリ内の複数のコピーのカタログ化ディレクトリ内の複数のコピーのカタログ化ディレクトリ内の複数のコピーのカタログ化

この例では、オペレーティング・システムのユーティリティを使用して /disk2/archlog
ディレクトリにコピーされたアーカイブ REDO ログで一杯のディレクトリをカタログ化しま
す。この例では、出力例も示します。

CATALOG START WITH '/disk2/archlog' NOPROMPT; 

searching for all files that match the pattern /disk2/archlog
 
List of Files Unknown to the Database
=====================================
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_10_24trtc7s_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_11_24trtg7s_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_12_24trtk84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_13_24trtn85_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_14_24trtq84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_15_24trtt84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_16_24trtx84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_17_24trv085_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_18_24trv385_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_19_24trv685_.arc
cataloging files...
cataloging done
 
List of Cataloged Files
=======================
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_10_24trtc7s_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_11_24trtg7s_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_12_24trtk84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_13_24trtn85_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_14_24trtq84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_15_24trtt84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_16_24trtx84_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_17_24trv085_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_18_24trv385_.arc
File Name: /disk2/archlog/o1_mf_1_19_24trv685_.arc

例例例例 2-32 フラッシュ・リカバリ領域内のファイルのカタログ化フラッシュ・リカバリ領域内のファイルのカタログ化フラッシュ・リカバリ領域内のファイルのカタログ化フラッシュ・リカバリ領域内のファイルのカタログ化

この例では、現在有効になっているフラッシュ・リカバリ領域内のすべてのファイルを、ファ
イルごとにユーザーにプロンプトを表示せずにカタログ化します。出力例に示すとおり、カタ
ログ化するファイルが見つからない場合はメッセージが表示されます。

CATALOG RECOVERY AREA;
 
searching for all files in the recovery area
no files found to be unknown to the database

例例例例 2-33 バックアップ・ピースのカタログ化バックアップ・ピースのカタログ化バックアップ・ピースのカタログ化バックアップ・ピースのカタログ化

オペレーティング・システムのユーティリティを使用して、ある場所のバックアップ・ピース
を別の場所にコピーするとします。この例では、新しい場所のバックアップ・ピースがカタロ
グ化されます（例には出力例も含まれます）。

RMAN> CATALOG BACKUPPIECE '/disk1/c-874220581-20061128-01';

using target database control file instead of recovery catalog
cataloged backup piece
backup piece handle=/disk1/c-874220581-20061128-01 RECID=12 STAMP=607695990
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CHANGE

用途用途用途用途

CHANGEコマンドを使用すると、次のタスクを実行できます。

� Recovery Manager リポジトリに記録されているバックアップおよびコピーの可用性ステー
タスを更新します。

� 自動診断リポジトリに記録されている障害について、その優先順位を変更したり障害をク
ローズします。

� リカバリ・カタログに記録されている、ターゲット・データベースの DB_UNIQUE_NAMEを
更新します。

� Data Guard 環境にあるデータベースのバックアップを同じ環境内の別のデータベースに関
連付けます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager は TARGETとしてデータベース・インスタンスに接続され、そのインスタ
ンスが起動されている必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

バックアップの関連付けとアクセス可能性の違いについては、2-21 ページの「Data Guard 環境
での Recovery Manager のバックアップ」を参照してください。Data Guard 環境では、バック
アップまたはコピーを作成するデータベースはファイルに関連付けられます。Data Guard 環境
のどのデータベースに接続されていても、バックアップに接続可能であれば、CHANGE、
DELETE、CROSSCHECKなどのメンテナンス・コマンドをバックアップに使用できます。通常、
Recovery Manager では、データベース上で作成されたテープ・バックアップはその環境のすべ
てのデータベースにアクセス可能であるとみなされますが、ディスク・バックアップは作成元
のデータベースのみにアクセス可能であるとみなされます。

Recovery Manager は、バックアップと関連付けられたデータベースに TARGETとして接続さ
れている場合のみ、バックアップのステータスを AVAILABLEから EXPIREDまたは DELETED
に更新できます。バックアップがターゲット・データベースに関連付けられていないために
Recovery Manager が削除を実行できない場合は、そのバックアップが関連付けられているデー
タベースで、同じ CROSSCHECK操作をそのファイルに実行するように求めるプロンプトが表示
されます。このように、Recovery Manager では、不適切な SBT 構成による意図しないステー
タス変更を防止しています。

たとえば、Recovery Manager をスタンバイ・データベース standby1に TARGETとして接続
し、そのデータベースをテープとディスクにバックアップするとします。テープ・ドライブが
使用できなくなった場合は、Data Guard 環境のプライマリ・データベースまたはスタンバイ・
データベースに Recovery Manager を TARGETとして接続して、テープ・バックアップのス
テータスを UNAVAILABLEに変更できます。テープ・ドライブが修復された後は、Recovery 
Manager を TARGETとしてデータベースに接続して、テープ・バックアップのステータスを
AVAILABLEに戻すことができます。ただし、オペレーティング・システムのユーティリティに
よって、ディスク・バックアップが誤って削除された場合、Recovery Manager は standby1
に TARGETとして接続されているときにのみ、ディスク・バックアップのステータスを変更で
きます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : バックアップまたはコピーの可用性ステータスについては、
『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を
参照してください。
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構文構文構文構文

change::=

（maintSpec::=（2-61 ページ）、forDbUniqueNameOption::=（3-18 ページ）、
keepOption::=（3-24 ページ）、deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

maintSpec::=

（listObjList::=（3-27 ページ）、archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、
maintQualifier::=（3-30 ページ）、recordSpec::=（3-35 ページ）、
deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

forDbUniqueNameOption::=

resetDbUniqueNameOption::=

changeFailure::=

CHANGE

maintSpec
forDbUniqueNameOption

AVAILABLE

keepOption

resetDbUniqueNameOption

UNAVAILABLE

UNCATALOG

DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

changeFailure

DB_UNIQUE_NAME FROM
’

db_unique_name
’

TO
’

db_unique_name
’

;

BACKUP
OF listObjList

archivelogRecordSpecifier

COPY
OF listObjList

foreignlogRecordSpecifier

maintQualifier

recordSpec
DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

FOR
DB_UNIQUE_NAME ALL

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’

RESET DB_UNIQUE_NAME
TO

’
db_unique_name

’

FAILURE

ALL

CRITICAL

HIGH

LOW

failureNumber

,

EXCLUDE FAILURE failureNumber

,

CLOSED

PRIORITY
HIGH

LOW

NOPROMPT
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

change
この句を使用すると、Recovery Manager リポジトリのレコードのステータスを変更できます。
ステータスを変更する Recovery Manager リポジトリ・レコードの主キーを取得するには、
LISTコマンドを実行するか、リカバリ・カタログ・ビューを検索します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

maintSpec CHANGEを実行するファイルを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この句のオプションについては、3-32 ページの「maintSpec」を参照

してください。

forDbUniqueNameOption Data Guard 環境において、指定した DB_UNIQUE_NAMEにのみ関連付けられたオ

ブジェクトのメタデータを変更します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この句のオプションについては、3-18 ページの

「forDbUniqueNameOption」を参照してください。

AVAILABLE リポジトリ内でバックアップまたはコピーのステータスを AVAILABLEに変更し

ます。Recovery Manager によってファイルが検索され、存在しているかどうか

が確認されます。

この機能は、使用不可のファイルが再度使用できるようになった場合に有効で
す。また、このオプションを使用して、以前のインカネーションのバックアップ
およびコピーのリポジトリ・ステータスを変更することもできます。

これは、手動または自動のメンテナンス・チャネルを必要とする唯一の CHANGE
オプションです。ただし、ディスク専用（つまり、ARCHIVELOG、
DATAFILECOPYまたは CONTROLFILECOPY）のファイルに CHANGE ... 
AVAILABLEを使用する場合、メンテナンス・チャネルは不要です。CHANGE ... 
AVAILABLEをディスク専用でないファイルに使用する場合に、自動チャネル用

に構成されていないデバイス・タイプでオブジェクトを作成しているときは、こ
れらのチャネルに対して手動メンテナンス・コマンドを発行します。たとえば、
sbtチャネルでバックアップを作成したが、自動的に構成されているのが DISK
チャネルのみであれば、バックアップに対して CHANGE ... AVAILABLE操作を

行う前に、sbtチャネルを手動で割り当てる必要があります。

Data Guard 環境のファイルに対して CHANGE ...AVAILABLEを実行すると、

Recovery Manager は、ファイルのステータスを AVAILABLEに更新する前にク

ロスチェックの実行を試みます。ファイルにアクセスできない場合は、ファイル
に関連付けられたデータベースに TARGETとして接続してから、同じ操作を実行

するように求めるプロンプトが表示されます。ファイルがアクセス可能な場合
は、要求に応じてステータスが更新されます。

注意注意注意注意 : バックアップのステータスは、LIST出力またはリカバリ・カタログ・

ビューで確認できます。

注意注意注意注意 : CHANGE ...AVAILABLEは、LogMiner セッション中にロジカル・スタン

バイ・データベースによって受け取られる外部アーカイブ REDO ログに対しては

無効です。通常のアーカイブ・ログとは異なり、外部アーカイブ・ログには別の
DBID が使用されています。

keepOption バックアップまたはコピーのステータスを、構成済の保存方針に基づいて変更し
ます。たとえば、CHANGE ...NOKEEPを指定すると、バックアップの KEEP属性

が削除され、そのバックアップはバックアップ保存方針の対象になります。

KEEP FOREVER句を指定するには、リカバリ・カタログを使用する必要がありま

す（2-67 ページの例 2-36 を参照）。RESTORE POINTオプションは、CHANGEで

は有効ではありません。フラッシュ・リカバリ領域に格納されているファイルの
CHANGE ... UNAVAILABLEまたは KEEP属性は使用できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-24 ページの「keepOption」を参照してください。
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resetDbUniqueNameOption maintSpecのファイルを Data Guard 環境の別のデータベースに関連付けます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-65 ページの「resetDbUniqueNameOption」を参照してください。

UNAVAILABLE リポジトリ内でバックアップまたはコピーのステータスを UNAVAILABLEに変更

します（2-66 ページの例 2-34 を参照）。ステータスは、LIST出力またはリカバ

リ・カタログ・ビューで確認できます。

このオプションは、ファイルが見つからない場合や、別のサイトに移された場合
に有効です。Recovery Manager では、UNAVAILABLEマークを付けたファイル

は、RESTOREまたは RECOVERコマンドでは使用されません。後でそのファイル

が見つかるか、メイン・サイトに戻った場合は、AVAILABLEオプションを使用

して、このステータスを更新します。UNAVAILABLEオプションは、特定のバッ

クアップまたはコピーをリストア対象にせず、削除もしない場合や、以前のイン
カネーションのバックアップおよびコピーのリポジトリ・ステータスを変更する
場合などにも有効です。

フラッシュ・リカバリ領域のファイルでは、CHANGE ...UNAVAILABLEは無効

です。このコマンドは、LogMiner セッション中にロジカル・スタンバイ・デー

タベースで受け取られる外部アーカイブ REDO ログに対しても無効です。通常の

アーカイブ・ログとは異なり、外部アーカイブ・ログには別の DBID が使用され

ています。

注意注意注意注意 : Data Guard 環境のファイルに対して CHANGE ...UNAVAILABLEを実行す

ると、ステータスを UNAVAILABLEに更新するまで、ファイルのクロスチェック

は試行されません。ファイルが物理的に存在しているかどうかに関係なく、ス
テータスは要求に応じて更新されます。

UNCATALOG リカバリ・カタログからデータファイルのコピー、バックアップ・ピースまたは
アーカイブ REDO ログの参照を削除し、ターゲット制御ファイル内のレコードを

ステータス DELETEDに更新します（2-66 ページの例 2-35 を参照）。CHANGE 
...UNCATALOGコマンドでは、物理バックアップおよびコピーは処理されないこ

とに注意してください。ファイルが DELETEコマンド以外の手段で削除されたと

きは、このコマンドを使用して Recovery Manager に通知します。

Data Guard 環境のファイルに対して CHANGE ...UNCATALOGを実行すると、リ

カバリ・カタログからそのファイルのメタデータが削除されるまで、ファイルの
クロスチェックは試行されません。ファイルが物理的に存在しているかどうかに
関係なく、メタデータは要求に応じて削除されます。

注意注意注意注意 : バックアップ制御ファイルから再同期化するか、またはリカバリ・カタロ

グをアップグレードすると、CHANGE ... UNCATALOGで Reovery Manager リポ

ジトリから以前削除されたレコードがリカバリ・カタログに再表示される場合が
あります。

DEVICE TYPE

deviceSpecifier

指定したデバイス・タイプにのみ CHANGEを実行します（3-15 ページの

「deviceSpecifier」を参照）。このオプションが有効になるのは、構成済の自

動チャネルがあり、チャネルを手動で割り当てていない場合のみです。たとえ
ば、CHANGE UNCATALOG ... DEVICE TYPE DISKを実行すると、Recovery 
Manager ではディスク上のファイルのみがカタログから削除されます。

changeFailure データ・リカバリ・アドバイザによって記録された障害の変更内容を指定しま
す。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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DB_UNIQUE_NAME FROM 
db_unique_name TO 
db_unique_name

リカバリ・カタログ内のメタデータを更新して、Data Guard 環境でデータベース

に新しい DB_UNIQUE_NAMEを反映します。 初の値には、リカバリ・カタログ

に現在記録されている、データベースの古い DB_UNIQUE_NAMEを指定します。

2 番目の値には、新しい DB_UNIQUE_NAMEを指定します。

Recovery Manager は、リカバリ・カタログおよびマウント済のターゲット・

データベースに接続している必要があります。ターゲット・データベースでは、
FROM db_unique_nameパラメータに DB_UNIQUE_NAMEを指定できません。

指定すると、Recovery Manager によってエラーが発行されます。

通常、このコマンドを使用するのは、データベースの DB_UNIQUE_NAME初期化

パラメータを変更した後で、リカバリ・カタログのメタデータを更新する必要が
あるときです。一般に、このコマンドは、名前を変更したデータベースに対して
他の Recovery Manager 操作を行う前に実行してください。LIST 
DB_UNIQUE_NAMEを実行した後に CHANGE DB_UNIQUE_NAMEを実行すること

をお薦めします。

スタンバイ・データベースの DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータを、

standby_oldから standby_newに変更したとします。通常、CHANGE 
DB_UNIQUE_NAMEは場合に実行します。

� LIST DB_UNIQUE_NAMEコマンドで、DB_UNIQUE_NAMEの古い値は表示さ

れるが、新しい値が表示されない（例 2-39 の 2-67 ページを参照）。

� LIST DB_UNIQUE_NAMEコマンドで、DB_UNIQUE_NAMEの古い値と新しい

値の両方が表示される。Recovery Manager を TARGETとして、

DB_UNIQUE_NAMEが認識されていないデータベースに接続すると、そのイ

ンスタンスは暗黙的に新しいデータベースとして登録されます。そのため、
LIST DB_UNIQUE_NAMEコマンドを実行すると、DB_UNIQUE_NAME初期化

パラメータが変更されたデータベースに対して、古い名前と新しい名前（こ
の例では standby_oldと standby_new）が表示されることになります。

古い名前のみが表示される場合は、CHANGE DB_UNIQUE_NAME FROM 
standby_old TO standby_newを実行して、リカバリ・カタログの

DB_UNIQUE_NAMEの standby_oldを standby_newに変更します。

古い名前と新しい名前の両方が表示される場合は、CHANGE DB_UNIQUE_NAME 
FROM standby_old TO standby_newを実行すると、Recovery Manager に
よって次のコマンドが自動的に実行されます。

1. CHANGE ARCHIVELOG ALL FOR DB_UNIQUE_NAME standby_old 
RESET DB_UNIQUE_NAME

2. CHANGE BACKUP FOR DB_UNIQUE_NAME standby_old RESET 
DB_UNIQUE_NAME

3. UNREGISTER DB_UNIQUE_NAME standby_old

このように、FROM句に指定された DB_UNIQUE_NAMEのすべてのバックアップ

の関連付けが、TO句に指定された DB_UNIQUE_NAMEに変更されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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resetDbUniqueNameOption
この句を使用すると、Data Guard 環境の 1 つのデータベースで作成されたバックアップを、同
じ環境の別のデータベースに関連付けることができます。次の表では、RESET 
DB_UNIQUE_NAMEで各種オプションを指定したときの Recovery Manager の動作について説明
します。

表表表表 2-2 RESET DB_UNIQUE_NAME のオプションのオプションのオプションのオプション

TO 
db_unique_name

FOR 
DB_UNIQUE_NAME Recovery Manager の動作の動作の動作の動作

実行しない 実行しない Recovery Manager は、maintSpecファイルをターゲット・

データベースに関連付けます。また、どのデータベースにも
関連付けられていないすべてのバックアップの関連付けも変
更します。

通常、Oracle Database 11g のリカバリ・カタログ・スキーマ

にアップグレードした後で、これらのオプションを指定して
CHANGEを実行します。これにより、バックアップをター

ゲット・データベースに関連付けることができます。

実行する 実行しない Recovery Manager は、maintSpecファイルを TO 
db_unique_nameで示されたデータベースに関連付けます。

また、どのデータベースにも関連付けられていないすべての
バックアップの関連付けも変更します。

実行しない 実行する Recovery Manager は、その操作を FOR DB_UNIQUE_NAME
句でデータベースに関連付けられている maintSpecファイ

ルに限定し、それらのファイルをターゲット・データベース
に関連付けます。

実行する 実行する Recovery Manager は、その操作を FOR DB_UNIQUE_NAME
句でデータベースに関連付けられている maintSpecファイ

ルに限定し、それらのファイルを TO db_unique_nameで

指定されたデータベースに関連付けます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

RESET DB_UNIQUE_NAME maintSpecのファイルをターゲット・データベースと関連付けます（2-67 ページ

の例 2-38 を参照）。各種オプションを指定したときの Recovery Manager の動作に

ついては、表 2-2 を参照してください。

データベース間でファイルの関連付けを変更すると、Recovery Manager は、リカ

バリ・カタログから重複した名前を削除します。たとえば、データファイル・コ
ピー /d1/df1.bakの関連付けをデータベース standby1からデータベース prod
に変更すると、リカバリ・カタログが持つこのファイルのレコードは 2 つではな

く、1 つのみになります。

このコマンドの実行結果は元に戻せないため、RESET DB_UNIQUE_NAMEオプショ

ンを指定する際は注意が必要です。たとえば、データベース standby1に関連付け

られたファイルの関連付けをデータベース prodに変更すると、これらのファイル

が以前に関連付けられていたデータベースに関するメタデータの履歴情報はリカバ
リ・カタログに保持されなくなります。ただし、データベース standby1の登録を

解除して、Recovery Manager を再度 standby1に接続することは可能です。しか

し、この場合は、リカバリ・カタログが standby1制御ファイルのすべてのメタ

データで更新されます。

TO db_unique_name maintSpecのファイルを Data Guard 環境の指定されたデータベースに関連付けま

す。
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changeFailure
この句を使用すると、障害のステータスを変更できます。障害のリストを表示するには、LIST 
FAILUREコマンドを使用します。

例例例例

例例例例 2-34 UNAVAILABLE ステータスへのバックアップの更新ステータスへのバックアップの更新ステータスへのバックアップの更新ステータスへのバックアップの更新

ディスクに領域の問題があるため、バックアップ・セット 4 を一時的に別の場所に移動したと
します。キー 4 を持つバックアップは、まだ使用可能としてリストされます。

RMAN> LIST BACKUP SUMMARY;

List of Backups
===============
Key     TY LV S Device Type Completion Time #Pieces #Copies Compressed Tag
------- -- -- - ----------- --------------- ------- ------- ---------- ---
1       B  A  A DISK        24-FEB-07       1       1       NO         TAG20070427T115348
3       B  A  A DISK        24-MAR-07       1       1       NO         TAG20070427T115452
4       B  F  A DISK        24-APR-07       1       1       NO         TAG20070427T115456

このバックアップは、ディスク領域が空いたときに元の場所に戻す予定なので、カタログから
削除しません。したがって、次の手順でバックアップを使用不可能にします（例には出力例も
含まれます）。

RMAN> CHANGE BACKUPSET 4 UNAVAILABLE;
 
changed backup piece unavailable
backup piece handle=/disk2/backup/c-3257893776-20070424-00 RECID=4 STAMP=588858897
Changed 1 objects to UNAVAILABLE status

例例例例 2-35 カタログ内のアーカイブカタログ内のアーカイブカタログ内のアーカイブカタログ内のアーカイブ REDO ログの削除と追加ログの削除と追加ログの削除と追加ログの削除と追加

この例では、すべてのアーカイブ REDO ログを新しいディレクトリに移動し、カタログから削
除した後で、新しい場所でカタログ化します。

HOST '/bin/mv $ORACLE_HOME/dbs/*.arc /disk2/archlog/';
CHANGE ARCHIVELOG ALL UNCATALOG;
CATALOG START WITH '/disk2/archlog' NOPROMPT;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

FAILURE 自動診断リポジトリに記録されている障害について、その優先順位を変更したり、
障害をクローズすることができます。デフォルトでは、変更を実行する前に
Recovery Manager によって確認のプロンプトが表示されます。

Recovery Manager が接続しているデータベースは、単一インスタンス・データ

ベースである必要があります。また、フィジカル・スタンバイ・データベース以外
である必要があります。

ALL オープン状態の障害のみを変更します。

CRITICAL CRITICAL な障害のみを変更します。

HIGH 優先順位が HIGHの障害のみを変更します。

LOW 優先順位が LOWの障害のみを変更します。

failnum 指定した障害のみを変更します。

EXCLUDE FAILURE

failnum

指定した障害を変更しないようにします。
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例例例例 2-36 アーカイブ・バックアップへのデータベース・バックアップの変更アーカイブ・バックアップへのデータベース・バックアップの変更アーカイブ・バックアップへのデータベース・バックアップの変更アーカイブ・バックアップへのデータベース・バックアップの変更

別のサイトに保存するために、データベース・バックアップをアーカイブ・バックアップに変
更することを目標とします。このバックアップには一貫性があるため、リカバリは必要なく、
アーカイブ REDO ログをバックアップとともに保存する必要もありません。この例では、
CHANGE ... KEEP FOREVER を使用して、バックアップが不要とみなされることがないよう
に指定します。

RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password

RMAN> CHANGE BACKUP TAG 'consistent_db_bkup' KEEP FOREVER;

例例例例 2-37 障害のステータスの変更障害のステータスの変更障害のステータスの変更障害のステータスの変更

次の例では、LIST FAILUREコマンドによって、データファイルに破損ブロックがあることが
示されます。障害の番号は 5 で、優先順位は HIGHです。この障害の優先順位を LOW に変更
することにします。

RMAN> LIST FAILURE;

List of Database Failures
Failure ID Priority Status    Time Detected Summary
---------- -------- --------- ------------- -------
5          HIGH     OPEN      11-DEC-06     datafile 8 contains corrupt blocks
 
RMAN> CHANGE FAILURE 5 PRIORITY LOW;
 
List of Database Failures
Failure ID Priority Status    Time Detected Summary
---------- -------- --------- ------------- -------
5          HIGH     OPEN      11-DEC-06     datafile 8 contains corrupt blocks
 
Do you really want to change the above failures (enter YES or NO)? YES
changed 1 failures to LOW priority

例例例例 2-38 Data Guard 環境での新しいデータベースへのバックアップの関連付け環境での新しいデータベースへのバックアップの関連付け環境での新しいデータベースへのバックアップの関連付け環境での新しいデータベースへのバックアップの関連付け

プライマリ・データベース prodと関連付けられたスタンバイ・データベースが、standby1、
standby2および standby3であるとします。この例では、Recovery Manager はターゲット・
データベース prodおよびリカバリ・カタログに接続されているとします。

環境から standby1を削除する予定のため、standby1バックアップをプライマリ・データ
ベースに関連付ける必要があります。環境から standby3も削除する予定のため、standby3
バックアップを standby2に関連付ける必要があります。次のコマンドを実行します。

CHANGE BACKUP FOR DB_UNIQUE_NAME standby1 RESET DB_UNIQUE_NAME;
CHANGE BACKUP FOR DB_UNIQUE_NAME standby3 RESET DB_UNIQUE_NAME TO standby2;

例例例例 2-39 リカバリ・カタログのリカバリ・カタログのリカバリ・カタログのリカバリ・カタログの DB_UNIQUE_NAME の更新の更新の更新の更新

スタンバイ・データベースの DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータが dgrdbms4に設定されて
おり、これを sfrdbms4に変更するとします。スタンバイ・インスタンスを停止し、
DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータを sfrdbms4に変更して、スタンバイ・インスタンスを
再起動します。

その後、リカバリ・カタログを更新して、スタンバイ・データベースの変更された一意の名前
を反映させるには、次のように Recovery Manager をプライマリ・データベースとリカバリ・
カタログに接続し、CHANGEコマンドを実行します。

CHANGE DB_UNIQUE_NAME FROM dgrdbms4 TO sfrdbms4;
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CONFIGURE

用途用途用途用途

CONFIGUREコマンドを使用すると、特定のデータベースに対する Recovery Manager のバック
アップ、リストア、複製およびメンテナンス・ジョブに影響する永続構成を作成または変更で
きます。構成は、明示的に消去または変更するまで、そのデータベースに対するすべての
Recovery Manager セッションに有効です。SHOWコマンドを使用すると、1 つ以上のデータ
ベースの構成を表示できます。

追加トピック追加トピック追加トピック追加トピック

� 前提条件

� 使用上の注意

� 構文

� セマンティクス

� 例

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。

FOR DB_UNIQUE_NAME句を指定しない場合は、Recovery Manager をターゲット・データベー
スに接続する必要があります。ターゲット・データベースはマウントまたはオープン状態であ
る必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

CONFIGUREコマンドは、ターゲット・データベース構成を、常にターゲット・データベースの
制御ファイル内に格納します。Recovery Manager をリカバリ・カタログとともに使用すると、
登録されているデータベースごとに永続的な構成設定がカタログ内にも保存されます。

Recovery Manager のデフォルト構成の設定のデフォルト構成の設定のデフォルト構成の設定のデフォルト構成の設定

Recovery Manager の CONFIGURE設定には、デフォルト値があります。CLEARオプションを
指定して CONFIGUREコマンドを再実行すると、このコマンドのあらゆる設定をデフォルトに
戻すことができますが、この方法で個々のパラメータをクリアすることはできません。たとえ
ば、CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt CLEARは実行できますが、CONFIGURE 
CHANNEL DEVICE TYPE sbt MAXPIECESIZE 5M CLEARは実行できません。

Data Guard 環境での環境での環境での環境での Recovery Manager の構成の構成の構成の構成

Data Guard 環境で Recovery Manager を使用する場合は、常にリカバリ・カタログを使用する
ことをお薦めします。CONFIGUREコマンドを使用すると、Data Guard 環境の個々のプライマ
リまたはスタンバイ・データベースに対する永続的な Recovery Manager 構成（バックアップ
の保存方針、表領域の除外および補助名の設定は除く）を作成できます。このように、プライ
マリ・データベースおよびスタンバイ・データベースに、様々なチャネル構成、自動バック
アップの場所などを設定できます。

FOR DB_UNIQUE_NAME句を使用すると、Recovery Manager が TARGETとして接続されてい
ないデータベースを構成できます。CONFIGURE DB_UNIQUE_NAMEを使用すると、新しいフィ
ジカル・スタンバイ・データベースをリカバリ・カタログに認識させて、暗黙的に登録できま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager 環境の構成方法は、『Oracle Database バッ
クアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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CONFIGURE
構文構文構文構文

configure::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ）、backupConf::=（2-70 ページ）、cfauConf::=（2-70 ページ）、
deviceConf::=（2-70 ページ）、forDbUniqueNameOption::=（3-18 ページ））

delalConf::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

CONFIGURE

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’ CLEAR

CONNECT IDENTIFIER quoted_string

delalConf

AUXNAME FOR DATAFILE datafileSpec
CLEAR

TO ’ filename ’

backupConf

cfauConf

COMPRESSION ALGORITHM
CLEAR

quoted_string

deviceConf

ENCRYPTION

ALGORITHM
CLEAR

quoted_string

FOR
DATABASE

TABLESPACE tablespace_name

ON

OFF

CLEAR

SNAPSHOT CONTROLFILE NAME
CLEAR

TO ’ filename ’

forDbUniqueNameOption
;

ARCHIVELOG DELETION POLICY

CLEAR

TO

APPLIED ON
ALL

STANDBY

BACKED UP integer TIMES TO DEVICE TYPE deviceSpecifier

NONE

SHIPPED TO
ALL

STANDBY
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backupConf::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、sizeSpec::=（2-70 ページ））

cfauConf::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、formatSpec::=（3-21 ページ））

deviceConf::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、allocOperandList::=（3-2 ページ））

sizeSpec::=

ARCHIVELOG

DATAFILE
BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE deviceSpecifier

CLEAR

TO integer

BACKUP OPTIMIZATION

ON

OFF

CLEAR

EXCLUDE FOR TABLESPACE tablespace_name
CLEAR

MAXSETSIZE
CLEAR

TO
sizeSpec

UNLIMITED

RETENTION POLICY

CLEAR

TO

NONE

RECOVERY WINDOW OF integer DAYS

REDUNDANCY integer

CONTROLFILE AUTOBACKUP

ON

OFF

CLEAR

FORMAT FOR DEVICE TYPE deviceSpecifier
CLEAR

TO formatSpec

AUXILIARY
CHANNEL

integer
DEVICE TYPE deviceSpecifier

allocOperandList

CLEAR

DEFAULT DEVICE TYPE
CLEAR

TO deviceSpecifier

DEVICE TYPE deviceSpecifier

CLEAR

BACKUP TYPE TO

COMPRESSED
BACKUPSET

COPY

PARALLELISM integer

integer

G

K

M
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CONFIGURE
forDbUniqueNameOption::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

configure

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DB_UNIQUE_NAME

db_unique_name

{CLEAR |

CONNECT IDENTIFIER 
'connect_string'}

DB_UNIQUE_NAMEで指定されたフィジカル・スタンバイ・データベースのネッ

ト・サービス名を指定します。CONNECT IDENTIFIER文字列には、データベー

スのユーザー名とパスワードを指定しないでください。

また、Recovery Manager は TARGETとしてプライマリ・データベースにも接続

している必要があります。Recovery Manager は、リカバリ・カタログに接続し

ている必要があります。

RESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAMEコマンドを実行すると、Data 
Guard 環境のデータベースは、ネット・サービス名を使用して

db_unique_nameデータベースと接続します。たとえば、スタンバイ・データ

ベースの一意の名前が standby1で、ネット・サービス名が sby1であるとしま

す。Recovery Manager を TARGETとしてプライマリ・データベースに接続し、

CONFIGURE DB_UNIQUE_NAME 'standby1' CONNECT IDENTIFIER 
'sby1'を実行します。Data Guard 環境のすべてのプライマリ・データベース

およびスタンバイ・データベースで standby1に Oracle Net 接続を確立する必

要がある場合は、ネット・サービス名 sby1が使用されます。

注意注意注意注意 : ターゲット・データベースが他のスタンバイ・データベースまたはプライ

マリ・データベースに接続する必要がある場合は、既存の Data Guard 認証メカ

ニズムを使用して、SYSユーザーとして接続します。

例として、 近、Recovery Manager を TARGETとしてプライマリ・データベー

スに接続し、CONFIGURE ...FOR DB_UNIQUE_NAME standby_newを使用し

てスタンバイ・データベース standby_newのバックアップ設定を構成したとし

ます。ただし、Recovery Manager は TARGETとして standby_newに接続され

ていません。このような場合に、RESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAME 
standby_newを実行できます。プライマリ・データベースでは、スタンバイ・

データベースへの Oracle Net 接続を確立するために接続識別子を使用します。

後で Recovery Manager をスタンバイ・データベースに接続する場合は、

Recovery Manager によってリカバリ・カタログからマウント済の制御ファイル

に構成が送信されます。

注意注意注意注意 : CONFIGURE DB_UNIQUE_NAMEで指定されたデータベースがリカバリ・

カタログに登録されていない場合は、Recovery Manager によって暗黙的に登録

されます。

delalConf アーカイブ REDO ログの削除方針を構成します。

FOR
DB_UNIQUE_NAME ALL

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’
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AUXNAME FOR DATAFILE 
datafileSpec TO 'filename'

指定したターゲット・データファイルの補助ファイル名を 'filename'に構成

します（2-86 ページの例 2-44 を参照）。補助ファイル名の指定を解除するには、

CLEARを指定します。

TSPITR を実行しているか、DUPLICATEを使用している場合は、AUXNAMEを設

定すると、プロシージャ中に手動で補助ファイル名を指定しなくても、補助デー
タベースで使用するファイル名を事前に構成できます。

たとえば、TSPITR 中に、データファイルがロー・ディスクにあってパフォーマ

ンスの理由で補助データファイルをロー・ディスクにリストアする必要がある場
合は、このコマンドを使用します。一般に、TSPITR で AUXNAMEパラメータを

設定するのは、SYSTEMおよび SYSAUX表領域のデータファイルと、ロールバッ

ク・セグメントまたは UNDO セグメントが含まれる表領域を対象とした場合で

す。本番データベースで使用中のファイルを上書きしないでください。このファ
イルは、TSPITR の完了後に廃棄されます。本質的には、データファイルの

AUXNAMEとは、TSPITR がデータファイルの一時コピーを作成できる場所です。

DUPLICATEコマンドでファイル名を変更する場合は、SET NEWNAMEのかわりに

CONFIGURE AUXNAMEを使用します。違いは、 初に AUXNAMEを設定すると、

別の DUPLICATEコマンドを発行するときにファイル名を再設定する必要がない

ことです。AUXNAME設定は、CONFIGURE AUXNAME...CLEARを発行するまで

有効になっています。これとは対照的に、SET NEWNAMEコマンドの場合は、

DUPLICATEコマンドを実行するたびにコマンドを再発行する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager の TSPITR を実行する方法、および Recovery 
Manager を使用してデータベースを複製する方法は、『Oracle Database バック

アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

backupConf デフォルトのバックアップ・オプション（多重化、 適化、表領域の除外、バッ
クアップ・セットのサイズ、保存方針など）を構成します。

cfauConf 制御ファイルの自動バックアップ設定を構成します。

COMPRESSION ALGORITHM 
'algorithm_name'

圧縮されたバックアップ・セットの作成時に、Recovery Manager が使用するア

ルゴリズムを指定します。デフォルトの圧縮アルゴリズムは、BZIP2です。

サポートされているアルゴリズムは、ZLIBおよび BZIP2です。ZLIBは、CPU
効率を基準に 適化されています。BZIP2は、圧縮率が 大になるように 適

化されています。BZIP2は、ZLIBより多くの CPU リソースを消費しますが、

通常はサイズがより小さいバックアップを得られます。ZLIB圧縮（Oracle 
Advanced Compression オプションが必要）を使用する場合は、COMPATIBLE初

期化パラメータを 11.0.0 以上に設定する必要があります。

注意注意注意注意 : サポートされているアルゴリズムは、

V$RMAN_COMPRESSION_ALGORITHMビューに示されています。

deviceConf デバイスのデフォルトのバックアップ設定（デフォルトのバックアップ・デバイ
ス、デバイスのチャネル構成、各デバイスのデフォルトのバックアップ・タイ
プ、並列度など）を構成します。

ENCRYPTION データベースまたは表領域に透過モードの暗号化設定を指定します。

この構成は、SET ENCRYPTIONコマンドによるオーバーライドがないかぎり適

用されます。個々の表領域に指定されているオプションは、データベース全体に
指定されているオプションより優先されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 様々なモードのバックアップの暗号化については 2-20 ページの「バッ

クアップ・セットの暗号化」を、透過的データ暗号化については『Oracle 
Database Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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ALGORITHM

'algorithm_name'

バックアップ・セットの書込み時に使用するデフォルトの暗号化アルゴリズムを
指定します。V$RMAN_ENCRYPTION_ALGORITHMSに、使用可能な値が示されて

います。CLEARオプションを指定すると、データベースがデフォルトにリセッ

トされます。

FOR DATABASE

[ON | OFF | CLEAR]

データベース全体に対して透過的暗号化を有効にするかどうかを指定します。オ
プションは次のとおりです。

� ONを指定すると、すべてのデータベース・ファイルの暗号化が有効になり

ます。

� OFFを指定すると、すべてのデータベース・ファイルの暗号化が無効になり

ます。

� CLEARを指定すると、OFFのデフォルト設定がリストアされます。

注意注意注意注意 : パスワードの暗号化を有効にするには、SET ENCRYPTION IDENTIFIED 
BYコマンドを使用する必要があります。

FOR TABLESPACE

tablespace_name

[ON | OFF | CLEAR]

1 つ以上の表領域に対して透過的暗号化を有効にするかどうかを指定します。表

領域に対して構成された設定は、常に、データベース・レベルで設定された構成
によってオーバーライドされます。オプションは次のとおりです。

� ONを指定すると、指定した表領域の暗号化が有効になります（ただし、

SET ENCRYPTION OFF FOR ALL TABLESPACESが使用されている場合を除

く）。

� OFFを指定すると、指定した表領域の暗号化が無効になります（ただし、

SET ENCRYPTION ON FOR ALL TABLESPACESが使用されている場合を除

く）。

� CLEARを指定すると、指定した表領域の暗号化は、データベース全体に対

する現行のデフォルトによって決定されます。

注意注意注意注意 : パスワードの暗号化を有効にするには、SET ENCRYPTION IDENTIFIED 
BYコマンドを使用する必要があります。

SNAPSHOT CONTROLFILE NAME TO 
'filename'

スナップショット制御ファイルの名前と場所を 'filename'に設定します。

CONFIGURE SNAPSHOT CONTROLFILE NAME CLEARを実行すると、Recovery 
Manager ではスナップショット制御ファイル名がデフォルトに設定されます。

スナップショット制御ファイル名のデフォルト値はプラットフォーム固有であ
り、Oracle ホームに依存します。たとえば、一部の UNIX システムでは、デ

フォルトは ?/dbs/snapcf_@.fです。制御ファイル名を消去し、Oracle ホー

ムを変更すると、スナップショット制御ファイルのデフォルト位置も変更されま
す。

スナップショット制御ファイルの名前は、そのデータベースにのみ有効なことに
注意してください。プライマリ・データベースで、スナップショット制御ファイ
ル名をデフォルト値以外に設定したとします。DUPLICATEを使用してスタンバ

イ・データベースを作成すると、スタンバイ・データベース上のスナップショッ
ト制御ファイルの場所は、デフォルト値に設定されます。必要であれば、スタン
バイ・データベース上のスナップショットの場所をデフォルト値以外に設定でき
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : スナップショット制御ファイルの詳細は、『Oracle Database バック

アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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delalConf
この副次句は、アーカイブ REDO ログの削除方針の永続構成を管理します。

forDbUniqueNameOption Data Guard 環境の DB_UNIQUE_NAMEで指定されたデータベースのリカバリ・

カタログ内に Recovery Manager 構成を作成します。カタログ内のデータベース

は、db_unique_nameを使用して１つのみ指定することも、ターゲット・デー

タベースの DBID を共有するすべてのデータベースを ALLで指定することもで

きます（後者の場合、DBID は SET DBIDコマンドで指定することもできます）。

Data Guard 環境で操作を実行する場合は、リカバリ・カタログが必要です。

Recovery Manager は、マウント済またはオープン状態のデータベース（プライ

マリとスタンバイのいずれでも可）に TARGETとして接続されているか、ター

ゲット・データベースを SET DBIDコマンドで指定する必要があります。した

がって、この句を使用すると、スタンバイ・データベースまたはプライマリ・
データベースに TARGETとして接続しなくても、スタンバイ・データベースの永

続的な構成を作成できます。たとえば、スタンバイ・データベースの作成後に構
成を適用できるように、データベースの作成前にこの構成を作成することができ
ます（2-86 ページの例 2-46 を参照）。

FOR DB_UNIQUE_NAMEを指定すると、リカバリ・カタログ内の構成メタデータ

が直接更新されます。Recovery Manager が TARGETとして接続するデータベー

スの構成が FOR DB_UNIQUE_NAMEで変更されていた場合、Recovery Manager
は、リカバリ・カタログの構成メタデータに基づいてマウントされている制御
ファイルを更新します。

注意注意注意注意 : このデータベースに TARGETとして接続していないときに、CONFIGURE
をスタンバイ・データベースでローカルに実行し、次に同じデータベースに対し
て CONFIGURE FOR DB_UNIQUE_NAMEを実行できます。この場合、リカバリ・

カタログ内の構成が、そのデータベースの制御ファイル内の構成をオーバーライ
ドします。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ARCHIVELOG DELETION POLICY アーカイブ REDO ログが削除可能になる条件を決定します。

アーカイブ・ログの削除方針は、ログのすべてのアーカイブ先（フラッシュ・リ
カバリ領域も含む）に適用されます。この方針は、バックアップ・セット内の
アーカイブ・ログには適用されません。

フラッシュ・リカバリ領域内のアーカイブ REDO ログのみが自動的に削除され

ます。BACKUP ...DELETE INPUT、DELETE ARCHIVELOGまたは DELETE 
OBSOLETEコマンドを実行すると、ログのアーカイブ先（リカバリ領域も含む）

からログを手動で削除できます。FORCEが削除コマンドに指定されていない場

合、これらの削除コマンドはアーカイブ・ログの削除方針に従います。FORCE
が指定されていると、削除コマンドはアーカイブ・ログの削除方針を無視しま
す。

リカバリ領域では、削除可能なログは可能なかぎり長く保持されます。ディスク
領域が必要になると、まず も古いログから削除されます。リカバリ領域のディ
スク容量が厳しくなると、Oracle Streams で必要なアーカイブ REDO ログが削

除される場合があります。

注意注意注意注意 : この削除方針は、外部アーカイブ REDO ログには適用されません。外部

アーカイブ REDO ログは、LogMiner セッション中にロジカル・スタンバイ・

データベースで受け取ったログです。これらのログは、プライマリ・データベー
スから転送されていますが、通常のアーカイブ・ログとは異なり、別の DBID が

使用されています。外部アーカイブ REDO ログは、ロジカル・スタンバイ・

データベースでバックアップおよびリストアすることはできません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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TO APPLIED ON

[ALL] STANDBY

次の条件が両方とも満たされている場合に、アーカイブ REDO ログが削除可能

であることを指定します。

� そのアーカイブ REDO ログが、必要なスタンバイ・データベースに適用済で

あること。

� そのアーカイブ REDO ログが、BACKED UP ...TIMES TO DEVICE TYPE
削除方針で不要とされていること。BACKED UP方針が設定されていない場

合、この条件が常に満たされます。

どのリモートの宛先が考慮されるかは、次の条件によって異なります。

� ALLを指定しなかった場合は、必須であるすべてのリモートの宛先に適用し

た後、アーカイブ・ログは削除可能になります。

� ALLを指定した場合、アーカイブ・ログは、すべてのリモートの宛先で適用

済または消費済であれば削除可能です（リモートの宛先が必須かどうは関係
しません）。

たとえば、スタンバイ・データベース sby1のみがログを受け取るリモート

の宛先でも、他のリモートの宛先が、sby1の同じ場所を参照してログを適

用するとします。ALLを指定すると、sby1は、プライマリ・データベース

上のログが sby1で必要なくなるとすぐに消費済のマークを付けますが、同

じ場所を参照する他のリモートの宛先で適用または消費されるまで、このロ
グの削除は許可されません。

注意注意注意注意 : TO APPLIED句を、NONE句または TO SHIPPED句のいずれかと同時に

指定することはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管理』を参照してください。

BACKED UP integer

TIMES TO DEVICE

TYPE deviceSpecifier

次の条件が両方とも満たされている場合に、アーカイブ REDO ログが削除可能

であることを指定します。

� 指定されたデバイス・タイプ上に、指定された数のアーカイブ・ログ・バッ
クアップが存在すること。

� そのログが、TO SHIPPED ON ...STANDBYまたは TO APPLIED ON 
...STANDBYの削除方針で不要とされていること。いずれの削除方針も設

定されていない場合、この条件は常に満たされます。

この句を指定して削除方針を構成すると、指定したデバイス・タイプに
integer回のバックアップが存在しないかぎり、BACKUP ARCHIVELOGコマン

ドによってログがコピーされます。ログの integer回のバックアップが存在す

る場合は、BACKUP ARCHIVELOGコマンドはログをスキップします。このよう

に、アーカイブ・ログの削除方針は、BACKUP ARCHIVELOGコマンドのデフォ

ルトの NOT BACKED UP integer TIMES句として機能します。BACKUPコマン

ドに FORCEオプションを指定すると、この削除方針をオーバーライドできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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TO NONE アーカイブ・ログの削除方針を無効にします。これは、デフォルトの設定です。

アーカイブ REDO ログは、フラッシュ・リカバリ領域の内側または外側に配置

できます。ログは、それがどこに配置されていても、手動コマンドで削除できま
す。フラッシュ・リカバリ領域内のログのみがデータベースで自動的に削除でき
ます。

削除方針が NONEに設定されている場合は、次の両方の条件が満たされる場合

に、アーカイブ REDO ログ・ファイルは削除可能であるとみなされます。

� アーカイブ REDO ログ・ファイルが、フラッシュ・リカバリ領域の内部に格

納されているか、外部に格納されているかにかかわらず、
LOG_ARCHIVE_DEST_nで指定されたリモートの宛先に転送されているこ

と。

� フラッシュ・リカバリ領域に格納されているアーカイブ REDO ログ・ファイ

ルが、ディスクまたは SBT に 1 回以上バックアップされているか、または

バックアップ保存方針に従って不要とされている。

バックアップ保存方針でログが不要であるとみなされるのは、そのログが保
証付きリストア・ポイントで必要とされていないことに加え、フラッシュ
バック・データベースからも必要とされていない場合のみです。
SYSDATE-'DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET'より後に作成された

アーカイブ REDO ログは、フラッシュバック・データベースに必要です。

たとえば、アーカイブ・ログが、必須であるリモートの宛先に転送済であるとし
ます。このログは、リカバリ期間の保存方針によると不要ですが、まだバック
アップされていません。その場合、ログは削除可能です。または、ログが不要に
なり、SBT にバックアップ済であるとします。ただし、必須であるリモートの宛

先には転送されていません。その場合は、ログは削除可能ではありません。

削除方針が NONEに設定されているときに、フラッシュ・リカバリ領域外にある

アーカイブ REDO ログに対して削除コマンドを実行したとすると、Recovery 
Manger は、削除コマンドに指定された条件のみに基づいて処理を行います。

TO SHIPPED TO

[ALL] STANDBY

次の条件が両方とも満たされている場合に、アーカイブ REDO ログが削除可能

であることを指定します。

� そのアーカイブ REDO ログが、必須であるリモートの宛先に転送済であるこ

と。

� そのアーカイブ REDO ログが、BACKED UP ...TIMES TO DEVICE TYPE
削除方針で不要とされていること。BACKED UPの削除方針が設定されてい

ない場合、この条件が常に満たされます。

どのリモートの宛先が考慮されるかは、次の条件によって異なります。

� ALLを指定しなかった場合は、必須であるリモートの宛先にのみ転送された

後、アーカイブ REDO ログは削除可能です。

� ALLを指定した場合は、ログは、すべてのリモートの宛先に転送されれば削

除可能です（リモートの宛先が必須かどうは、関係しません）。

注意注意注意注意 : TO SHIPPED句を、NONE句または TO APPLIED句のいずれかと同時に

指定することはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管理』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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backupConf
この副次句は、BACKUPコマンドに関する永続構成を管理します。構成の 1 つに、バックアッ
プの 適化があります。バックアップの 適化を有効にした場合、ファイルがデバイス・タイ
プにバックアップ済であれば、それと同じファイルが同じデバイス・タイプにバックアップさ
れることはありません。

バックアップの 適化を行う場合に、ファイルが同じかどうかおよびファイルがスキップされ
る可能性があるかどうかを判断する基準を表 2-3 に示します。また、この表では、バックアッ
プの 適化が有効で、同一ファイルのバックアップをスキップするかどうかを決定する必要が
ある場合に、Recovery Mangaer によって使用されるアルゴリズムも説明します。Recovery 
Manager によってバックアップがスキップされない場合は、指定されたそのとおりにバック
アップが作成されます。

表表表表 2-3 バックアップの 適化アルゴリズムバックアップの 適化アルゴリズムバックアップの 適化アルゴリズムバックアップの 適化アルゴリズム

ファイル・ファイル・ファイル・ファイル・
タイプタイプタイプタイプ 同一ファイル条件同一ファイル条件同一ファイル条件同一ファイル条件 バックアップの 適化が有効な場合のバックアップ・アルゴリズムバックアップの 適化が有効な場合のバックアップ・アルゴリズムバックアップの 適化が有効な場合のバックアップ・アルゴリズムバックアップの 適化が有効な場合のバックアップ・アルゴリズム

データファ
イル

データファイルの DBID、

チェックポイント SCN、作

成 SCN および RESETLOGS
の SCN と時刻が、すでに

バックアップ内にあるデー
タファイルと同じである必
要があります。データファ
イルは、NORMAL モードで

オフラインされ、読取り専
用で、正常にクローズされ
ている必要があります。

リカバリ期間ベースの保存方針が有効な場合、Recovery Manager がデータファ

イルをスキップするかどうかはバックアップ・メディアによって決まります。

テープへのバックアップの場合、 新のバックアップがリカバリ期間よりも古け
れば、同一データファイルのバックアップが存在していても、Recovery 
Manager によってデータファイルのバックアップがもう 1 つ取られます。こう

して、期限切れのテープのリサイクルが可能になります。

ディスクへのバックアップの場合は、同一データファイルがディスク上で使用可
能であれば、そのバックアップがリカバリ期間の開始時よりも古くても、
Recovery Manager によってバックアップはスキップされます。期間ベースの保

存方針では、古いほうのバックアップも必要とされるかぎり保持されます。

保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICY TO REDUNDANCY rを使用して有効

になっている場合は、指定したデバイス上に同一ファイルのバックアップが n 個

以上存在するときのみ、Recovery Manager によってバックアップがスキップさ

れます（ここで、n=r+1 です）。

有効になっている保存方針がない場合は、指定したデバイス上に同一ファイルの
バックアップが n 個以上存在するときのみ、Recovery Manager によってバック

アップがスキップされます。この n の値は、Recovery Manager によって次の優

先順位で検索されます（リストの上位にある値が、下位にある値よりも優先され
ます）。

1. BACKUP ...COPIES n

2. SET BACKUP COPIES n

3. CONFIGURE DATAFILE BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE ...TO n

4. n=1

アーカイブ
REDO ログ

アーカイブ REDO ログのス

レッド、順序番号および
RESETLOGSの SCN と時刻

が、すでにバックアップ内
にあるアーカイブ・ログと
同じである必要があります。

指定したデバイス上に同一ファイルのバックアップが n 個以上存在するときの

み、バックアップがスキップされます。この n の値は、Recovery Manager に
よって次の優先順位で検索されます（リストの上位にある値が、下位にある値よ
りも優先されます）。

1. BACKUP ...COPIES n

2. SET BACKUP COPIES n

3. CONFIGURE ARCHIVELOG BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE ...TO n

4. n=1

バックアッ
プ・セット

バックアップ・セットのレ
コード ID およびタイムスタ

ンプが、既存のバックアッ
プ・セットと同じである必
要があります。

指定したデバイス上に同一ファイルのバックアップが n 個以上存在するときの

み、バックアップがスキップされます。デフォルトでは、n=1です。n の値が他

にある場合は、次の優先順位で検索されます（リストの上位にある値が、下位に
ある値よりも優先されます）。

1. BACKUP ...COPIES n

2. SET BACKUP COPIES n

3. n=1
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構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

{ARCHIVELOG | DATAFILE} 
BACKUP COPIES FOR DEVICE 
TYPE deviceSpecifier TO 
integer

指定したデバイス・タイプ上での、DATAFILE（データファイルと制御ファイルの

両方）または ARCHIVELOGファイルのバックアップ・セットごとのコピー数を指定

します（2-84 ページの例 2-41 を参照）。作成できるコピー数は、1（デフォルト）～

4です。

Recovery Manager は、バックアップをディスクまたはテープのいずれかに多重化

できますが、テープとディスクに同時に多重化することはできません。テープに
バックアップを行う場合は、コピー数が使用可能なテープ・デバイスの数を超えな
いようにします。また、COPIESが 2 以上の場合、ターゲット・データベースで

BACKUP_TAPE_IO_SLAVES初期化パラメータを有効にする必要があります。

制御ファイルの自動バックアップが多重化されることはありません。また、フラッ
シュ・リカバリ領域では多重化が許可されません。

BACKUPコマンドまたは SET BACKUP COPIESコマンドで多重化が指定された場合、

CONFIGUREの設定はオーバーライドされます。

BACKUP OPTIMIZATION

[ON | OFF | CLEAR]

バックアップの 適化を ONまたは OFF（デフォルト）にします。CLEARを指定す

ると、 適化はデフォルト値の OFFに戻ります。

バックアップの 適化が使用可能になるのは、次の条件がすべて満たされている場
合です。

� CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATION ONコマンドを実行済の場合。

� BACKUP DATABASE、BACKUP ARCHIVELOG（ALLまたは LIKEオプションを指

定）BACKUP BACKUPSET ALL、BACKUP RECOVERY AREA、BACKUP 
RECOVERY FILESまたは BACKUP DATAFILECOPYを実行する場合。

� Recovery Manager のジョブに、単一のデバイス・タイプのチャネルのみが使

用される場合。

適化によって、ファイルがデバイス・タイプにバックアップ済である場合は、同
じファイルが同じデバイス・タイプにバックアップされないようになります。
Recovery Manager では、バックアップ中に、バックアップの 適化によってすべ

てのファイルがスキップされてもエラーは発行されません。バックアップ保存方針
は、バックアップの 適化でどのファイルがスキップされるかに影響することに注
意してください。

2 つのファイルが同一の場合、その内容が正確に同一である必要があります。ファ

イルが同一とみなされる条件の詳細は、2-77 ページの表 2-3 を参照してください。

バックアップ・ピースをディスク上または Oracle Secure Backup で管理されている

メディア上に作成する場合、UNDO データがアクティブなトランザクションに属し

ていなければ、 適化によって、そのデータはバックアップから除外されます。

注意注意注意注意 : BACKUP ...DELETE INPUTを実行すると、バックアップ中に 適化によっ

てスキップされるかどうかに関係なく、指定したアーカイブ REDO ログがすべて削

除されます。

注意注意注意注意 : BACKUPコマンドの FORCEオプションを使用すると、バックアップの 適化

をオーバーライドできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager によってファイルのバックアップをスキップできるか

どうかを判断する方法は、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユー

ザーズ・ガイド』を参照してください。

EXCLUDE FORTABLESPACE 
tablespace_name

[CLEAR]

指定した表領域を BACKUP DATABASEコマンドから除外します（2-85 ページの例

2-43 を参照）。SYSTEM表領域は除外できないため注意してください。

デフォルトでは、各表領域は除外されません。つまり、除外機能は無効化されてい
ます。除外は個々のデータファイルではなく表領域の属性として格納されるため、
将来この表領域に追加されるすべてのファイルに適用されます。表領域を除外した
後、その表領域に対して CONFIGURE ...CLEARを実行すると、除外されていない

デフォルトの構成に戻ります。

その場合も、BACKUPコマンドで明示的に指定するか、BACKUP DATABASEコマン

ドで NOEXCLUDEオプションを指定すると、除外した表領域をバックアップできま

す。
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MAXSETSIZE チャネル上で作成される各バックアップ・セットの 大サイズを指定します。
CLEARオプションを指定すると、MAXSETSIZEをデフォルト値の UNLIMITEDに戻

すことができます。

注意注意注意注意 : このオプションは、BACKUP AS COPYでは無視されます。

TO sizeSpec 各バックアップ・セットの 大サイズを、integer（GB、KB または MB）で指定

します。

TO UNLIMITED バックアップ・セットのサイズを制限しません。

RETENTION POLICY Recovery Manager で不要マークが付けられた、つまり不要となり削除可能になっ

ているバックアップ・セットおよびコピーについて、現行の永続的な方針を指定し
ます。

時間が経過すると、保存方針で指定された条件に従ってバックアップ・セットとコ
ピーに不要マークが付けられます。リカバリ領域内の不要なバックアップ・セット
およびコピーは、領域が必要になると Recovery Manager によって自動的に削除さ

れます。リカバリ領域外にある不要なファイルが自動的に削除されることはありま
せん。削除するには、DELETE OBSOLETEコマンドを手動で実行する必要がありま

す。

バックアップの場合、保存方針の基本単位はバックアップ・セット（バックアッ
プ・ピースではない）またはイメージ・コピーです。たとえば、BACKUP AS 
BACKUPSET COPIES 4 TABLESPACE usersを実行すると、4 つの同一バックアッ

プ・ピースに多重化されるバックアップ・セットが 1 つ作成されます。保存方針で

は、これは 4 つの別々のバックアップではなく、1 つのバックアップとみなされま

す。

注意注意注意注意 : CLEARオプションを使用すると、RETENTION POLICYをデフォルトの

REDUNDANCY 1に戻すことができます。

TO NONE 保存方針機能を使用禁止にします。Recovery Manager では、バックアップ・セッ

トおよびコピーは不要とみなされません。

TO RECOVERY WINDOW

OF integer DAYS

Recovery Manager でデータベースをリカバリ可能な時間枠を指定します。

時間枠は、現在の時刻（SYSDATE）からリカバリを必要とする も過去の日付であ

るリカバリ可能ポイントまでです。リカバリ可能ポイントは、SYSDATE - integer
で指定された日数分過去の時点を示します。

注意注意注意注意 : REDUNDANCYオプションと RECOVERY WINDOWオプションを同時に指定す

ることはできません。一度に有効な保存方針のタイプは 1 つのみです。

TO REDUNDANCY integer データファイルおよび制御ファイルごとに、integerで指定した数のバックアップ

を保存するように指定します。保存方針のデフォルト設定は、REDUNDANCY 1で

す。

integerで指定した数よりも多くのデータファイルまたは制御ファイルが存在する

場合、その余分なファイルには不要マークが付けられます。次に、Recovery 
Manager では保存されているバックアップのうち も古いものが判断され、その

バックアップより古いすべてのアーカイブ REDO ログおよびログのバックアップに

不要マークが付けられます。DELETE OBSOLETEコマンドを実行すると、不要な

データファイル・バックアップ（全体または増分）、制御ファイルのバックアップ、
およびアーカイブ・ログのバックアップまたはイメージ・コピーが削除されます。

注意注意注意注意 : REDUNDANCYオプションと RECOVERY WINDOWオプションを同時に指定す

ることはできません。一度に有効な保存方針のタイプは 1 つのみです。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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この副次句は、制御ファイルの自動バックアップに関する永続構成を作成します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CONTROLFILE AUTOBACKUP 制御ファイルの自動バックアップ機能を制御します。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログを使用せずに Recovery Manager を使用する場合は、制

御ファイルの自動バックアップ機能を有効にすることをお薦めします。

ON 次のような状況で、制御ファイルの自動バックアップを実行するように指定しま
す。

� Recovery Manager プロンプトで BACKUPまたは CREATE CATALOGコマンドが

発行された後。

RUNブロック内の BACKUPコマンドの後に、BACKUP以外のコマンドが続いて

いる場合。

� 各 RUNブロックの終わり（そのブロックの 後のコマンドが BACKUPだった場

合）。

� ARCHIVELOGモードでのデータベース構造の変更後。NOARCHIVELOGモード

では、構造の変更後にデータベースの自動バックアップは実行されません。

表領域の追加、表領域やデータファイルの状態の変更（オンライン化など）、
新規オンライン REDO ログの追加、ファイル名の変更、新規 REDO スレッド

の追加、フラッシュバック・データベースの有効化または無効化などの、構造
の変更。前述の状況で発生する自動バックアップとは異なり、このタイプの自
動バックアップはディスクにのみ行われます。CONFIGURE CONTROLFILE 
AUTOBACKUP FOR DEVICE TYPE DISKを実行すると、デフォルト以外のディ

スクの場所を設定できます。

リカバリ・カタログを使用せずに Recovery Manager を使用する場合は、制御ファ

イルの自動バックアップを行うことをお薦めします。

バックアップ・ジョブまたはコピー・ジョブで割り当てた 初のチャネルによって
自動バックアップが作成され、独自のバックアップ・セットに格納され、構造の自
動バックアップ後にデフォルトのディスク・チャネルによってバックアップが作成
されます。Recovery Manager は、制御ファイルとサーバー・パラメータ・ファイ

ルを同じバックアップ・ピースに書き込みます。制御ファイルの自動バックアップ
が完了すると、データベースによってバックアップ・ピースへのフルパスとデバイ
ス・タイプを含むメッセージがアラート・ログに書き込まれます。

ディスク上の自動バックアップのデフォルトの場所は、フラッシュ・リカバリ領域
（構成されている場合）またはプラットフォーム固有の場所（構成されていない場
合）です。現行の制御ファイルは、デフォルトのフォーマット %Fを使用して自動

的にバックアップされます。CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATお

よび SET CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATコマンドを使用して場所およびファ

イル名の形式を変更できます。

制御ファイルの自動バックアップを多重化する（つまり、自動バックアップを複数
の場所に書き込む）ように Recovery Manager を構成することはできません。制御

ファイルのバックアップを複数作成するには、バックアップ・ジョブの 後のコマ
ンドを BACKUP CURRENT CONTROLFILE FORMATにします。これにより、

FORMATで指定した場所に制御ファイルがバックアップされてから、自動バック

アップが実行されます。

注意注意注意注意 : RUNブロック内または Recovery Manager プロンプトのいずれかで SET 
CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATコマンドを指定すると、そのセッション内の

みで構成済の自動バックアップ形式がオーバーライドされます。優先順位は次のと
おりです。

1. RUNブロック内の SET

2. RMANプロンプトの SET

3. CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT

自動バックアップ形式は、CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUPが OFFに設定

されていても構成できますが、この場合、Recovery Manager では自動バックアッ

プが生成されません。Recovery Manager で自動バックアップを作成するには、

CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUPを ONに設定する必要があります。
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deviceConf
この副次句は、チャネルおよびデバイスに関する永続構成を作成します。

構成済チャネルの名前構成済チャネルの名前構成済チャネルの名前構成済チャネルの名前

Recovery Manager は構成済チャネルの名前を決定することに注意してください。Recovery 
Manager で使用される規則は、ORA_devicetype_nです。devicetypeは DISKまたは
sbt_tapeなどのユーザー・デバイスのタイプ、nはチャネル番号です。接頭辞 ORA_で始ま
るチャネル名は、Recovery Manager 専用に予約されています。名前が ORA_で始まるチャネル
を手動で割り当てることはできません。

Recovery Manager では、 初の DISKチャネルに ORA_DISK_1、2 番目のチャネルに
ORA_DISK_2という名前が付けられ、以降も同様に名前が付けられます。sbtチャネルの場合
は、 初のチャネルに ORA_SBT_TAPE_1、2 番目のチャネルに ORA_SBT_TAPE_2という名前
が付けられ、以降も同様に名前が付けられます。チャネルをパラレル化すると、Recovery 
Mangaer によってチャネルは常に番号順に割り当てられます。番号は、1 から始まり、パラレ
ル化の設定値（CONFIGURE DEVICE TYPE ...PARALLELISM n）で終わります。

OFF 自動バックアップ機能を無効化します（デフォルト）。

このコマンドが OFFの場合、データファイル 1を含むすべての BACKUPコマンド

は、現行の制御ファイルおよびサーバー・パラメータ・ファイルをバックアップ・
セットに自動的に組み込みます。それ以外の場合、Recovery Manager はこれらの

ファイルを含めません。

CLEAR この構成をデフォルト設定の OFFに戻します。

FORMAT FOR

DEVICE TYPE

deviceSpecifier

TO formatSpec

指定したデバイス・タイプへの制御ファイルの自動バックアップについて、デフォ
ルトの場所とファイル名の形式を構成します（2-86 ページの例 2-45 を参照）。

デフォルトのフォーマットは、どのデバイスの場合も %Fです。CONFIGUREで指定

するデフォルトのフォーマット文字列には、%F置換変数を含める必要があります。

他の置換変数を使用すると、エラーが発生します。CLEARを指定すると、フォー

マットがデフォルトの %Fに戻ります。

フラッシュ・リカバリ領域が有効で、フォーマットがデフォルトの '%F'の場合、

Recovery Manager は autobackupというディレクトリのリカバリ領域に自動バッ

クアップを作成します。有効になっていない場合は、オペレーティング・システム
固有の場所（UNIX、Linux および Windows では ?/dbs）が自動バックアップのデ

フォルトの場所になります。

SHOWコマンドの出力にある文字列 # defaultは、Recovery Manager がデフォル

トのフォーマットを使用しているタイミングを示します。ディスク・フォーマット
を手動で '%F'に構成すると、リカバリ領域が有効な場合でも、Recovery Manager
はオペレーティング・システム固有のデフォルトの場所に自動バックアップを作成
します。自動バックアップがリカバリ領域に作成されるようにフォーマットをデ
フォルトに戻すには、CONFIGURE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE 
DISK CLEARを実行します。

formatSpecで、自動ストレージ管理ディスク・グループを指定できます。次の例

では、ASM ディスク・グループのチャネルを構成します。

CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FOR DEVICE TYPE DISK TO '+dgroup1';

関連項目関連項目関連項目関連項目 : %F置換変数の意味については、3-21 ページの「formatSpec」を参照し

てください。

注意注意注意注意 : デバイス・タイプの sbtと sbt_tapeはシノニムですが、
Recovery Manager への入力が sbtと sbt_tapeのいずれの場合でも、
Recovery Manager の出力は、常に sbt_tapeが表示されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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特定の構成済チャネルで BACKUPまたは RESTOREジョブを実行するには、システムで生成さ
れたチャネル名を使用します。CONFIGURE CHANNELコマンド（deviceConf句を参照）で
チャネル番号を指定すると、システム生成のチャネル名に同じ番号が使用されます。

チャネルの自動割当ては、メンテナンス・コマンドにも適用されます。Recovery Manager で自
動メンテナンス・チャネルを割り当てる場合、他の自動割当てチャネルと同じネーミング規則
が使用されます。

Oracle RAC 環境の構成済チャネル環境の構成済チャネル環境の構成済チャネル環境の構成済チャネル

すべての Oracle RAC インスタンスの SYSDBAパスワードが同じであるかぎり、 ALLOCATE 
CHANNELまたは CONFIGUREコマンドの CONNECTオプションでパスワードを指定する必要は
ありません。user@database形式の接続文字列を使用すると、Recovery Manager セッション
の開始時に TARGET接続で使用されたものと同じパスワードが自動的に使用されます（2-85
ページの例 2-43 を参照）。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

[AUXILIARY] CHANNEL    
[integer] DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

構成または消去する標準または AUXILIARYチャネルと、そのチャネルのデバイ

ス・タイプを指定します。

注意注意注意注意 : RUNコマンド内で ALLOCATE CHANNELを指定して割り当てたチャネルは、

構成済の自動チャネルをオーバーライドします。

汎用チャネルを構成するか、チャネルを番号で指定できます。この場合、integer
は 254以下の値です。番号付けされたチャネルの実例は、2-85 ページの例 2-43 を

参照してください。

AUXILIARYを指定すると、この構成は補助インスタンスで割り当てられたチャネ

ルにのみ使用されます。ターゲット・インスタンスで割り当てられたチャネルとは
異なるパラメータが補助チャネルに必要な場合は、補助チャネルの構成情報を指定
します。補助デバイス構成を指定しない場合、Recovery Manager はターゲット・

データベースのデバイス構成を使用して補助チャネルを構成します。

チャネル・オプションは、1 つ以上指定する必要があります。たとえば、

CONFIGURE CHANNEL 2 DEVICE TYPE DISKのようなコマンドは発行できませ

んが、CONFIGURE CHANNEL 2 DEVICE TYPE DISK MAXPIECESIZE 2500Kと

いうコマンドは発行できます。

指定したデバイス・タイプの汎用チャネルについて、新規コマンドにより、そのデ
バイス・タイプの以前の設定が消去されます。次のコマンドを実行するとします。

CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt MAXPIECESIZE 1G;
CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt FORMAT 'bkup_%U';

2 番目のコマンドでは、 初のコマンドの MAXPIECESIZE設定が消去されます。

注意注意注意注意 : Recovery Manager では、BACKUPコマンドで同時に複数のデバイス・タイプ

に対して自動チャネルが割り当てられることはありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : チャネル番号で指定した自動チャネルを構成する方法は、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』 を参照してくださ

い。

allocOperandList 構成済チャネルの制御オプションを指定します。

デフォルト以外の CONNECTまたは PARMSオプションを使用してチャネルを構成

し、バックアップまたはコピーを作成する場合は、同じ構成済チャネルを使用する
か、同じオプションを使用して手動でチャネルを割り当てて、これらのバックアッ
プをリストアまたはクロスチェックする必要があります。

FORMATパラメータで、自動ストレージ管理ディスク・グループを指定できます。

次の例では、ASM ディスク・グループのチャネルを構成します。

CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE DISK FORMAT '+dgroup1';

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-2 ページの「allocOperandList」を参照してください。
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CLEAR 指定したチャネルを消去します。たとえば、CONFIGURE CHANNEL 1 DEVICE TYPE 
DISK CLEAR はチャネル 1 のみをデフォルトに戻しますが、CONFIGURE CHANNEL 
DEVICE TYPE DISK CLEAR は汎用ディスク・チャネルをデフォルトに戻します。

CLEARを指定する場合は、他のチャネル・オプション（PARMSなど）を指定できな

いため注意してください。

DEFAULT DEVICE TYPE TO 
deviceSpecifier

自動チャネルのデフォルトのデバイス・タイプを指定します。デフォルトのデバイ
ス・タイプは DISKです。CLEARを指定すると、デフォルトのデバイス・タイプが

DISKに戻ります。

デフォルトでは、BACKUPコマンドで割り当てることができるのは、デフォルトの

デバイス・タイプのチャネルのみです。たとえば、自動チャネルを DISKおよび

sbtに対して構成し、デフォルトのデバイス・タイプを sbtに設定した場合、

BACKUP DATABASEコマンドを実行すると、Recovery Manager ではテープ・チャネ

ルのみが割り当てられます。この動作をオーバーライドするには、RUNコマンドで

チャネルを手動で割り当てる方法と、BACKUPコマンド自体で DEVICE TYPEを指

定する方法があります（2-84 ページの例 2-41 を参照）。

RESTOREコマンドでは、デフォルトのデバイス・タイプに関係なく、すべての構成

済デバイス・タイプの自動チャネルが割り当てられます。RESTOREコマンドは、構

成済の各デバイス・タイプの PARALLELISM設定に従います。

DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

この CONFIGUREコマンドで指定された設定の適用対象としてデバイス・タイプ

（ディスクまたは sbt）を指定します。CLEARオプションを使用すると、このデバイ

スのバックアップ・タイプおよび並列度の設定がデフォルトにリセットされます。

CONFIGURE DEVICE TYPEコマンドを実行して、デバイス・タイプのデフォルト設

定を構成し、このデバイス・タイプに対して CONFIGURE CHANNELを実行しなかっ

た場合、Recovery Manager は、他のチャネル制御オプションを使用せずに、すべ

てのチャネルを割り当てます。sbtデバイスを構成し、バックアップを次のように

実行するとします。

CONFIGURE DEVICE TYPE sbt PARALLELISM 1;
BACKUP DEVICE TYPE sbt DATABASE;

実際には、Recovery Manager では、このバックアップを次のように実行します。

RUN 
{
  ALLOCATE CHANNEL ORA_SBT_TAPE_1 DEVICE TYPE sbt;
  BACKUP DATABASE;
}

BACKUP TYPE TO

[[COMPRESSED]

BACKUPSET | COPY]

ディスク・バックアップまたはテープ・バックアップのデフォルトのバックアッ
プ・タイプを構成します。SBT デバイスの場合、COPYオプションはサポートされ

ていません。ディスクの場合のデフォルトは、BACKUPSETです。

BACKUP TYPEを BACKUPSETに設定した場合に BACKUPコマンドを使用すると、

バックアップが作成されるメディアに関係なく、常に、バックアップ・セットが作
成されます。COMPRESSEDオプションを指定すると、作成されるバックアップ・

セットにバイナリ圧縮が使用されます。

ディスク・バックアップのデフォルトの場所は、フラッシュ・リカバリ領域が構成
されている場合はフラッシュ・リカバリ領域です。構成されていない場合は、
Recovery Manager によってプラットフォーム固有の場所にバックアップが格納さ

れます。バックアップ・ファイル名のデフォルトの形式は %Uです。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-40 デバイスおよびバックアップ・オプションの構成デバイスおよびバックアップ・オプションの構成デバイスおよびバックアップ・オプションの構成デバイスおよびバックアップ・オプションの構成

この例では、デバイス・タイプ DISKおよび sbtのチャネルを構成し、デフォルトのデバイ
ス・タイプを sbtに設定します。また、バックアップの 適化を有効にし、リカバリ期間を 2
週間に構成します。

CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk1/backups/%U';
CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=tape1)';
CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt;
CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATION ON;
CONFIGURE RETENTION POLICY TO RECOVERY WINDOW OF 14 DAYS;

例例例例 2-41 デフォルト・デバイス・タイプのオーバーライドデフォルト・デバイス・タイプのオーバーライドデフォルト・デバイス・タイプのオーバーライドデフォルト・デバイス・タイプのオーバーライド

この例では、データファイルと制御ファイルの DISKバックアップについて多重化を 2に構成
します（ただし、ディスクへの制御ファイルの自動バックアップは特例で、多重化されませ
ん）。次に、sbtをデフォルト・デバイスに構成します。

CONFIGURE DATAFILE BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE DISK TO 2;
CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=tape1)';
CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt;

初の BACKUPコマンドは、アーカイブ REDO ログをデフォルトの sbtチャネルにバック
アップします。2 番目の BACKUPコマンドは、データベースをディスクの場所にバックアップ
します。ディスク・バックアップの多重化が有効であるため、各出力バックアップ・セットの
コピーが 2 つ作成されます。

BACKUP ARCHIVELOG ALL;
BACKUP DEVICE TYPE DISK 
  DATABASE
  FORMAT '/disk1/db_backup_%U','/disk2/db_backup_%U';

PARALLELISM integer Recovery Manager のジョブに割り当てられるデバイス・タイプに指定された自動

チャネルの数を構成します。デフォルトでは、PARALLELISMは 1に設定されてい

ます。

注意注意注意注意 : CONFIGURE ...PARALLELISMパラメータは、チャネルの並列度（バック

アップおよびリストアの操作時に Recovery Manager が割り当てるチャネル数）を

指定します。RECOVERY_PARALLELISM初期化パラメータは、インスタンス・リカ

バリで使用されるプロセス数を指定します。

ディスク・バックアップの PARALLELISMを 2に設定するとします（2-85 ページの

例 2-42 を参照）。デフォルトのデバイス・タイプをディスクに設定し、Recovery 
Manager プロンプトで BACKUP DATABASEを実行すると、2 つのディスク・チャネ

ルが割り当てられます。Recovery Manager は、常に PARALLELISMで設定された

数のチャネルを割り当てますが、実際にはこれらのチャネルのサブセットしか使用
されない場合があります。

注意注意注意注意 : 手動で番号を取得した n個のチャネルを構成する場合は、PARALLELISM設

定が nより大きくても小さくてもかまいません。たとえば、10 個の自動チャネルの

番号を手動で取得し、PARALLELISMを 2や 12に設定できます。

デバイス・タイプの並列度を nに変更するには、新規の CONFIGURE DEVICE TYPE 
... PARALLELISM nコマンドを実行します。たとえば、次のように、sbtの

PARALLELISMを 3に構成してから、2に変更できます。

CONFIGURE DEVICE TYPE sbt PARALLELISM 3;
CONFIGURE DEVICE TYPE sbt PARALLELISM 2;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例 2-42 ファイル・システムにまたがる自動チャネルの構成ファイル・システムにまたがる自動チャネルの構成ファイル・システムにまたがる自動チャネルの構成ファイル・システムにまたがる自動チャネルの構成

この例では、2 つのファイル・システムにまたがる自動ディスク・チャネルを構成します。

CONFIGURE DEVICE TYPE DISK PARALLELISM 2;
CONFIGURE CHANNEL 1 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk1/%U';
CONFIGURE CHANNEL 2 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk2/%U';

PARALLELISMが 2に設定されているため、次のコマンドは出力データを 2 つのファイル・シ
ステム間で分割します。

BACKUP DEVICE TYPE DISK
  DATABASE PLUS ARCHIVELOG;

次の LISTコマンドは、データファイルのバックアップがどのようにパラレル化されたかを示
します。

RMAN> LIST BACKUPSET 2031, 2032;
 
List of Backup Sets
===================
 
BS Key  Type LV Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---- -- ---------- ----------- ------------ ---------------
2031    Full    401.99M    DISK        00:00:57     19-JAN-07
        BP Key: 2038   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20070119T100532
        Piece Name: /disk1/24i7ssnc_1_1
  List of Datafiles in backup set 2031
  File LV Type Ckp SCN    Ckp Time  Name
  ---- -- ---- ---------- --------- ----
  1       Full 973497     19-JAN-07 /disk3/oracle/dbs/t_db1.f
  5       Full 973497     19-JAN-07 /disk3/oracle/dbs/tbs_112.f
 
BS Key  Type LV Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---- -- ---------- ----------- ------------ ---------------
2032    Full    133.29M    DISK        00:00:57     19-JAN-07
        BP Key: 2039   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20070119T100532
        Piece Name: /disk2/25i7ssnc_1_1
  List of Datafiles in backup set 2032
  File LV Type Ckp SCN    Ckp Time  Name
  ---- -- ---- ---------- --------- ----
  2       Full 973501     19-JAN-07 /disk3/oracle/dbs/t_ax1.f
  3       Full 973501     19-JAN-07 /disk3/oracle/dbs/t_undo1.f
  4       Full 973501     19-JAN-07 /disk3/oracle/dbs/tbs_111.f

例例例例 2-43 Oracle Real Application Clusters（（（（Oracle RAC）構成での自動チャネルの構成）構成での自動チャネルの構成）構成での自動チャネルの構成）構成での自動チャネルの構成

この例では、Oracle RAC データベースに 2 つのノードがあるとします。メディア・マネージャ
は Oracle Secure Backup です。テープ・ドライブ tape1は node1に直接接続され、テープ・
ドライブ tape2は node2に直接接続されています。この例では、各クラスタ・ノードに SBT
自動チャネルを構成します。

この例では、Oracle RAC インスタンス node1および node2へのチャネル接続を示します。両
方のチャネル接続で、Recovery Manager は、ターゲット・データベース接続で入力したユー
ザー名とパスワードと同じものを使用します。

CONFIGURE DEVICE TYPE sbt PARALLELISM 2;
CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt;
CONFIGURE CHANNEL 1 DEVICE TYPE sbt CONNECT '@node1'
  PARMS 'ENV=(OB_DEVICE=tape1)';
CONFIGURE CHANNEL 2 DEVICE TYPE sbt CONNECT '@node2'
  PARMS 'ENV=(OB_DEVICE=tape2)';
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例例例例 2-44 補助ファイル名の構成補助ファイル名の構成補助ファイル名の構成補助ファイル名の構成

この例では、CONFIGURE AUXNAMEを使用して、データファイルの新しいファイル名を指定し
ます。DUPLICATEコマンドによって、ディレクトリ構造が異なるリモート・ホストにデータ
ベースが多重化されます。

# set auxiliary names for the datafiles 
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 1 TO '/oracle/auxfiles/aux_1.f'; 
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 2 TO '/oracle/auxfiles/aux_2.f'; 
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 3 TO '/oracle/auxfiles/aux_3.f'; 
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 4 TO '/oracle/auxfiles/aux_4.f'; 

RUN
{  
  ALLOCATE AUXILIARY CHANNEL dupdb1 TYPE DISK;
  DUPLICATE TARGET DATABASE TO dupdb 
  LOGFILE
    GROUP 1 ('?/dbs/dupdb_log_1_1.f', 
             '?/dbs/dupdb_log_1_2.f') SIZE 4M,
    GROUP 2 ('?/dbs/dupdb_log_2_1.f', 
             '?/dbs/dupdb_log_2_2.f') SIZE 4M REUSE; 
}
# Un-specify the auxiliary names for the datafiles so that they are not overwritten 
# by mistake:
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 1 CLEAR; 
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 2 CLEAR; 
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 3 CLEAR; 
CONFIGURE AUXNAME FOR DATAFILE 4 CLEAR;

例例例例 2-45 制御ファイルの自動バックアップに使用するデフォルトの形式の指定制御ファイルの自動バックアップに使用するデフォルトの形式の指定制御ファイルの自動バックアップに使用するデフォルトの形式の指定制御ファイルの自動バックアップに使用するデフォルトの形式の指定

次の例では、自動バックアップ機能を有効にし、DISKおよび sbtデバイスに対してデフォル
トの自動バックアップ形式を構成します。

CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP ON; 
CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE DISK TO '/disk2/%F';
CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE sbt TO 'cf_auto_%F';

例例例例 2-46 スタンバイ・データベースの構成の作成スタンバイ・データベースの構成の作成スタンバイ・データベースの構成の作成スタンバイ・データベースの構成の作成

プライマリ・データベース prodが、dgprod3および dgprod4という DB_UNIQUE_NAME名
の 2 つのスタンバイ・データベースに関連付けられているとします。Recovery Manager を起動
し、TARGETとして prodに接続して、リカバリ・カタログに接続するとします。次のコマン
ドでは、データベース dgprod3および dgprod4のデフォルトのデバイス・タイプを構成しま
す。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt
  FOR DB_UNIQUE_NAME dgprod3;
CONFIGURE DEVICE TYPE sbt PARALLELISM 2
  FOR DB_UNIQUE_NAME dgprod3;
CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO DISK
  FOR DB_UNIQUE_NAME dgprod4;

この構成で 2 つのスタンバイ・データベースの制御ファイルが更新されるのは、リカバリ・カ
タログから制御ファイルへの逆方向の再同期が行われた後のみです。この再同期は、ユーザー
が dgprod3および dgprod4に初めて接続するときに行われます。

次の SHOWコマンドは、dgprod3という一意の名前を持つデータベースのデバイス・タイプの
永続構成を表示します。

RMAN> SHOW DEVICE TYPE FOR DB_UNIQUE_NAME dgprod3;
RMAN configuration parameters for database with db_unique_name DGPROD3 are:

CONFIGURE DEVICE TYPE 'SBT_TAPE' PARALLELISM 2 BACKUP TYPE TO BACKUPSET;
CONFIGURE DEVICE TYPE DISK PARALLELISM 1 BACKUP TYPE TO BACKUPSET; # default
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次の SHOWコマンドは、リカバリ・カタログが認識しているデータベースで、DBID が
3257174182 のすべてのデータベースの永続構成を表示します（DBID の値は、先行する SET 
DBIDコマンドで指定されます）。

SHOW ALL FOR DB_UNIQUE_NAME ALL;

例例例例 2-47 バックアップの 適化バックアップの 適化バックアップの 適化バックアップの 適化

次の例では、2-77 ページの表 2-3 で示したバックアップの 適化について説明します。バック
アップの 適化が無効になっているとします。午前 9 時に、既存のすべてのアーカイブ・ログ
の 3 つのコピーをテープにバックアップします。バックアップをテープに多重化する場合は、
BACKUP_TAPE_IO_SLAVES初期化パラメータを trueにする必要があることに注意してくだ
さい。

BACKUP DEVICE TYPE sbt COPIES 3 ARCHIVELOG ALL;

午前 11 時に、バックアップの 適化を有効にします。

CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATION ON;

正午に、次のアーカイブ REDO ログのバックアップを実行します。

BACKUP DEVICE TYPE sbt COPIES 2 ARCHIVELOG ALL;

Starting backup at 19-JAN-07
current log archived
using channel ORA_SBT_TAPE_1
skipping archived log file /d1/db1r_605ab325_1_34_612112605.arc; already backed up 3 time(s)
skipping archived log file /d1/db1r_605ab325_1_35_612112605.arc; already backed up 3 time(s)
skipping archived log file /d1/db1r_605ab325_1_36_612112605.arc; already backed up 3 time(s)
skipping archived log file /d1/db1r_605ab325_1_37_612112605.arc; already backed up 3 time(s)
skipping archived log file /d1/db1r_605ab325_1_38_612112605.arc; already backed up 3 time(s)
skipping archived log file /d1/db1r_605ab325_1_39_612112605.arc; already backed up 3 time(s)
channel ORA_SBT_TAPE_1: starting archived log backup set
channel ORA_SBT_TAPE_1: specifying archived log(s) in backup set
input archived log thread=1 sequence=40 RECID=170 STAMP=612270506
channel ORA_SBT_TAPE_1: starting piece 1 at 19-JAN-07
channel ORA_SBT_TAPE_1: finished piece 1 at 19-JAN-07 with 2 copies and tag 
TAG20070119T110827
piece handle=2hi7t0db_1_1 comment=API Version 2.0,MMS Version 10.1.0.0
piece handle=2hi7t0db_1_2 comment=API Version 2.0,MMS Version 10.1.0.0

この場合、BACKUP ...COPIESの設定が CONFIGURE ...COPIESの設定をオーバーライドす
るため、n=2が設定されます。Recovery Manager は、sbtデバイスにログのコピーが 2 つ以
上ある場合にのみ、ログのバックアップをスキップします。午前 9 時までに生成されたすべて
のログについて、各ログの 3 つのコピーが sbt上に存在するため、Recovery Manager はこれ
らのログのバックアップをスキップします。ただし、午前 9 時より後に生成されたすべてのロ
グについては、2 つのコピーがバックアップされます。これは、そのログがまだテープにバッ
クアップされていないためです。
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用途用途用途用途

CONNECTコマンドを使用すると、Recovery Manager とターゲット・データベース、補助デー
タベースまたはリカバリ・カタログ・データベースとの接続を確立できます。

データベースへの SQL*Plus 接続と同様に、データベースへの Recovery Manager 接続が指定さ
れ、認証されます。唯一異なるのは、ターゲット・データベースまたは補助データベースへの
Recovery Manager 接続では SYSDBA権限が必要なことです。AS SYSDBAキーワードは暗黙的
に指定されおり、明示的に指定することはできません。SQL*Plus 使用時のデータベース接続オ
プションについては、 『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

CONNECT TARGET、CONNECT CATALOGおよび CONNECT AUXILIARYコマンドは、そのコマン
ドで指定するデータベースに Recovery Manager がまだ接続されていない場合にかぎり、
Recovery Manager プロンプトからのみ実行できます。別のターゲット、カタログまたは補助
データベースに接続するには、新規 Recovery Manager セッションを開始する必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

次のすべての条件が満たされている場合、Recovery Manager セッションは NOCATALOGモード
で実行されます。

� RMANの起動時に、CATALOGまたは NOCATALOGを指定しなかったこと。

� Recovery Manager セッションで、CONNECT CATALOGをまだ実行していないこと。

� Recovery Manager リポジトリ接続が必要な BACKUPなどのコマンドを実行すること（2-89
ページの例 2-49 を参照）。

構文構文構文構文

connect::=

（connectStringSpec::=（3-12 ページ））

注意注意注意注意 : セキュリティ上、パスワードはコマンドラインにプレーン・テキ
ストで入力しないでください。Recovery Manager プロンプトで要求され
た場合のみ、Recovery Manager にパスワードを入力してください。パス
ワード保護については、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : コマンドラインの接続オプションについては、2-244 ページの
「RMAN」を参照してください。

CONNECT AUXILIARY

CONNECT CATALOG
connectStringSpec

CONNECT TARGET
connectStringSpec

;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-48 リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続

この例では、Recovery Manager を NOCATALOGモードで起動してから、Oracle Net サービス名
が prod1のターゲット・データベースに接続します。Recovery Manager によって、SYSパス
ワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

% rman NOCATALOG
RMAN> CONNECT TARGET SYS@prod1;

target database Password: password
connected to target database: PROD1 (DBID=39525561)

例例例例 2-49 デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの NOCATALOG モードでのターゲット・データベースへの接続モードでのターゲット・データベースへの接続モードでのターゲット・データベースへの接続モードでのターゲット・データベースへの接続

この例では、CATALOGまたは NOCATALOGのいずれも指定せずに、Recovery Manager を起動
してから、オペレーティング・システム認証を使用してターゲット・データベースに接続しま
す。CONNECT CATALOGコマンドが実行されていないため、BACKUPコマンドを実行すると、
Recovery Manager はデフォルトの NOCATALOGモードになります。

% rman
RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> BACKUP DATABASE;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CONNECT AUXILIARY Recovery Manager と補助データベース・インスタンスとの接続を確立します。

補助インスタンスは、TRANSPORT TABLESPACEおよび DUPLICATEコマンドで使

用されます。また、Recovery Manager の TSPITR 中にも使用されます。

CONNECT CATALOG Recovery Manager とリカバリ・カタログ・データベースとの接続を確立します。

リカバリ・カタログが仮想プライベート・カタログ（「CREATE CATALOG」を参照）

の場合、このカタログに接続する Recovery Manager クライアントのパッチ・レベ

ルは、10.1.0.6 または 10.2.0.3 である必要があります。Oracle9i の Recovery 
Manager クライアントは、仮想プライベート・カタログに接続できません。この

バージョン制限は、Oracle Database 11g の基本リカバリ・カタログへの Recovery 
Manager クライアント接続には影響しません。基本カタログに仮想プライベート・

カタログのユーザーがいる場合も同様です。

Recovery Manager がすでにデフォルトの NOCATALOGモードである場合に、

Recovery Manager セッションで CONNECT CATALOGコマンドを使用しようとする

と、RMAN-06445エラーが発行されます（2-88 ページの「使用上の注意」を参照）。

注意注意注意注意 : Data Guard 環境で Recovery Manager を使用する場合は、リカバリ・カタロ

グを使用する必要があります。

CONNECT TARGET Recovery Manager とターゲット・データベースとの接続を確立します。

注意注意注意注意 : Data Guard 環境では、Recovery Manager はフィジカル・スタンバイ・デー

タベースに TARGETとして接続できます。リカバリ・カタログで

DB_UNIQUE_NAMEが認識されていないものの、DBID が登録済データベースと同じ

データベースに対して CONNECT TARGETを実行すると、そのデータベースは、自

動的かつ暗黙的にリカバリ・カタログに登録されます。

connectStringSpec データベースの接続情報を指定します。
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Recovery Manager セッションのこの時点では、セッションがデフォルトの NOCATALOGモード
になっているため、CONNECT CATALOGを実行できません。このセッションでカタログに接続
しようとすると、次のエラーが発生します。

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

RMAN-00571: ===========================================================
RMAN-00569: =============== ERROR MESSAGE STACK FOLLOWS ===============
RMAN-00571: ===========================================================
RMAN-06445: cannot connect to recovery catalog after NOCATALOG has been used

例例例例 2-50 ターゲット・データベース、リカバリ・カタログ・データベースおよび補助データベースターゲット・データベース、リカバリ・カタログ・データベースおよび補助データベースターゲット・データベース、リカバリ・カタログ・データベースおよび補助データベースターゲット・データベース、リカバリ・カタログ・データベースおよび補助データベース
への接続への接続への接続への接続

この例では、ターゲット・データベースにはオペレーティング・システム認証機能を使用して
接続し、リカバリ・カタログおよび補助データベースにはパスワード・ファイルを使用して接
続します。Recovery Manager によって、パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されま
す。

% rman
RMAN> CONNECT TARGET;

connected to target database: PROD (DBID=39525561)

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb;
 
recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CONNECT AUXILIARY SYS@dupdb;

auxiliary database Password: password
connected to auxiliary database: DUPDB (not mounted)
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CONVERT

用途用途用途用途

CONVERTコマンドを使用すると、異なるプラットフォーム間でのトランスポートの準備とし
て、表領域、データファイルまたはデータベースをトランスポート先プラットフォームの形式
に変換できます。

Oracle Database 10g 以上のリリースでは、次の場合に CONVERT DATAFILEまたは CONVERT 
TABLESPACEが必要です。

� V$TRANSPORTABLE_PLATFORM.ENDIAN_FORMATの値が異なるプラットフォーム間での
データファイルをトランスポートする場合。

� ENDIAN_FORMATが同じどうかにかかわらず、プラットフォーム間で UNDO セグメントを
持つ表領域（通常は、SYSTEM表領域と UNDO表領域、およびロールバック・セグメント
を持つ表領域）をトランスポートする場合。通常、SYSTEM表領域と UNDO表領域が変換
されるのは、データベース全体を変換するときのみです。

CONVERTを使用するのは、ASM に格納されているデータベースに表領域をトランスポートす
るような場合です。Linux の cp、Windows の COPYなどのオペレーティング・システムのネ
イティブ・コマンドでは、ASM ディスク・グループの読み書きができません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

プラットフォームが、CONVERTコマンドでサポートされている必要があります。サポートされ
ているプラットフォームは、V$TRANSPORTABLE_PLATFORMを問い合せて確認します。プラッ
トフォーム間の表領域トランスポートは、ソースとトランスポート先プラットフォームの両方
がこのビューに含まれている場合にのみサポートされます。

ソース・データベースおよびトランスポート先データベースの両方とも、初期化パラメータ
COMPATIBLEが 10.0 以上に設定されて実行されている必要があります。次の互換性の前提条件
に注意してください。

� COMPATIBLEの設定が 11.0.0 未満の場合、読取り専用の表領域またはトランスポートされ
た既存の表領域は、1 回以上読み書き両用にされていなければ、別のプラットフォームに
トランスポートできません。表領域は、読み書き両用でオープンした後、すぐに読取り専
用に戻すことができます。

� COMPATIBLEが 11.0.0 以上の場合、読み書き両用の表領域に関する前述の制限は適用され
ません。ただし、トランスポートされた既存の表領域の形式はすでに 10.0 に設定されてい
る必要があります。つまり、それらの表領域は、トランスポートされる前に、表領域の
COMPATIBLEを 10.0 に設定して読み書き両用にされている必要があります。

CONVERT TABLESPACE の前提条件の前提条件の前提条件の前提条件

CONVERT TABLESPACEは、ソース・データベースに TARGETとして接続し、ソース・プラッ
トフォームで表領域を変換する場合にのみ使用できます。

ソース・データベースはマウントまたはオープン状態である必要があります。変換する表領域
は、変換時に読取り専用である必要があります。ソース・データベースで表領域を変換する場
合は、トランスポート先データベースの状態は関係ありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CONVERT DATAFILE、CONVERT TABLESPACEおよび
CONVERT DATABASEの使用方法の詳細は、『Oracle Database バックアッ
プおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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CONVERT DATAFILE の前提条件の前提条件の前提条件の前提条件

CONVERT DATAFILEは、トランスポート先データベースに TARGETとして接続し、トランス
ポート先プラットフォームでデータファイルを変換する場合にのみ使用できます。

CONVERT DATABASE ON DESTINATIONで生成された CONVERT DATAFILEスクリプトを実
行している場合は、NOMOUNTオプションを指定してトランスポート先データベースのインスタ
ンスを起動する必要があります。CONVERT DATABASE ON DESTINATIONで生成された
CONVERT DATAFILEスクリプトを実行していない場合は、トランスポート先データベースを
起動、マウントまたはオープンすることができます。

トランスポート先データベースでデータファイルのコピーを変換する場合は、ソース・データ
ベースの状態は関係ありません。ただし、トランスポート先データベースで、CONVERT 
DATAFILEスクリプトをデータベース変換の一部として実行しており、そのスクリプトが

（NFS マウントなどにより）ソース・データベースのデータファイルに直接アクセスしている場
合は、ソース・データベースは読取り専用でオープンする必要があります。

トランスポート先のホストで表領域を変換する場合は、CONVERT DATAFILEを使用する必要
があります。CONVERT TABLESPACEでは、トランスポート先データベースが変換時にデータ
ファイルを表領域に関連付けることができません。表領域に必要なデータファイルを変換した
後は、そのファイルをトランスポート先データベースにトランスポートできます。

CONVERT DATABASE の前提条件の前提条件の前提条件の前提条件

CONVERT DATABASEは、ソース・データベースに TARGETとして接続されている場合にのみ
使用できます。また、ソース・データベースは読取り専用でオープンされている必要がありま
す。CONVERT DATABASE ON DESTINATIONを実行しても、CONVERT DATABASEの実行時、
トランスポート先データベースの状態には関係ありません。

CONVERT DATABASEは、CONVERT TABLESPACEおよび CONVERT DATAFILEと同じメカニズ
ムでデータファイルを変換するため、表領域とデータファイルの使用上の注意と制約事項も適
用されます。

CONVERT DATABASEに追加される重要な前提条件として、ソースとターゲットの両方のプ
ラットフォームで、同じエンディアン形式を共有する必要があるということがあります。たと
えば、データベースを Microsoft Windows から Linux for x86（ともにリトル・エンディアン）
にトランスポートしたり、HP-UX から AIX（ともにビッグ・エンディアン）にトランスポート
することはできますが、Solaris から Linux x86 へはトランスポートできません。ただし、ター
ゲット・プラットフォームに新しいデータベースを手動で作成すると、CONVERT TABLESPACE
または CONVERT DATAFILEを使用して、ソース・データベースの表領域を個々にトランス
ポートできます。

ソース・プラットフォームとトランスポート先プラットフォームのエンディアン形式は同じで
も、トランスポータブル・データベースのデータファイルは、ソース・ホストまたはトランス
ポート先ホストのいずれかで変換する必要があります。エンディアン形式が同じ場合は変換を
行う必要がないプラットフォーム間での表領域のトランスポートとは異なり、データベース全
体のトランスポートでは、UNDO セグメント内のブロックなどの特定のタイプのブロックを再
フォーマットして、トランスポート先プラットフォームとの互換性を確保する必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

変換処理はインプレースで実行されないため、入力ファイルが CONVERTによって変更される
ことはありません。かわりに、Recovery Manager によって指定された出力先に変換済ファイル
が書き込まれます。

データ型の制約事項データ型の制約事項データ型の制約事項データ型の制約事項

CONVERTでは、エンディアン変換が必要なユーザー・データ型は処理されません。プラット
フォーム固有のフォーマットでデータを格納する、基礎となる型に基づいて作成されたデータ
ベースの間でオブジェクトをトランスポートするには、データ・ポンプ・インポートおよびエ
クスポート・ユーティリティを使用してください。
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Oracle Database 10g より前のリリースでは、UTF8などの可変幅キャラクタ・セットで作成さ
れた CLOB は、エンディアンに依存する固定幅フォーマットで格納されていました。CONVERT
コマンドでは、これらの CLOB に対する変換は実行されません。かわりに、Recovery Manager
によって、各 LOB 列のエンディアン形式が取得され、ターゲット・データベースに伝播されま
す。その後、SQL レイヤーでこのデータを読み取ると、いずれかのエンディアン形式に正確に
基づいたデータが解析され、表領域が書込み可能な場合はエンディアンに依存しない方法で書
き込まれます。Oracle Database 10g 以上のリリースで作成された CLOB は、プラットフォーム
に依存しないキャラクタ・セット AL16UTF16で格納されます。

構文構文構文構文

convert::=

（transportOptionList::=（2-93 ページ）、convertOptionList::=（2-93 ページ））

transportOptionList::=

（skipSpec::=（2-93 ページ））

skipSpec::=

convertOptionList::=

（fileNameConversionSpec::=（3-16 ページ）、formatSpec::=（2-94 ページ））

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 表領域のトランスポート方法については、『Oracle Database
管理者ガイド』を参照してください。

CONVERT

DATABASE
transportOptionList

convertOptionList

convertOptionList
DATAFILE ’ filename ’

,

convertOptionList

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

convertOptionList

;

NEW DATABASE
’

database_name
’

ON DESTINATION PLATFORM
CONVERT SCRIPT

’
script_name

’

skipSpec

TRANSPORT SCRIPT
’

script_name
’

SKIP

INACCESSIBLE

OFFLINE

READONLY

fileNameConversionSpec

FORMAT formatSpec

FROM PLATFORM ’ platform ’

PARALLELISM integer

TO PLATFORM ’ platform ’
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formatSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

convert
この句は、変換するオブジェクト（データファイル、表領域またはデータベース）を指定しま
す。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DATABASE 必要な他のデータベース・ファイルを確実に作成できるように、データファイルを
トランスポート先プラットフォームの形式に変換します。

CONVERT DATABASEは、データベース全体をソース・プラットフォームからトラ

ンスポート先プラットフォームにトランスポートするために使用します。ソース・
プラットフォームとトランスポート先プラットフォームのエンディアン形式は同じ
である必要があります。

状況に応じて、ソース・プラットフォームまたはトランスポート先プラットフォー
ムのいずれかで CONVERT DATABASEを使用できます（2-101 ページの例 2-54 を参

照）。データベースの次の要素は、直接トランスポートされません。

� ソース・データベースの REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルはトランス

ポートされません。Recovery Manager では、トランスポートの処理中に、

ターゲット・データベースの制御ファイルと REDO ログ・ファイルが新規に作

成され、新規データベースの作成後に OPEN RESETLOGSが実行されます。変

換されたデータベースの制御ファイルには、ソース・データベースの Recovery 
Manager リポジトリは含まれていません。ソース・データベースのバックアッ

プは、変換されたデータベースでは使用できません。

� BFILE はトランスポートされません。CONVERT DATABASEでは、BFILE データ

型を使用したオブジェクトのリストが出力されるため、ユーザーが、BFILE を

手動でコピーし、ターゲット・プラットフォームでの格納場所を修正する必要
があります。

� ローカル管理の一時表領域のデータファイルはトランスポートされません。一
時表領域は、変換スクリプトを実行すると、ターゲット・プラットフォームで
再作成されます。

� 外部表およびディレクトリはトランスポートされません。CONVERT DATABASE
の出力には、該当するオブジェクトのリストが表示されますが、ユーザーは、
そのオブジェクトをターゲット・プラットフォーム上で再定義する必要があり
ます。外部表およびディレクトリの管理の詳細は、『Oracle Database 管理者ガ

イド』を参照してください。

� パスワード・ファイルはトランスポートされません。ソース・データベースで
パスワード・ファイルが使用されていた場合は、CONVERT DATABASEによっ

て、すべてのユーザー名および関連する権限のリストが出力されます。この情
報を使用して、ターゲット・データベースで新しいパスワード・ファイルを作
成してください。パスワード・ファイルの管理の詳細は、『Oracle Database 管

理者ガイド』を参照してください。

CONVERT DATABASEを使用している場合は、Recovery Manager で次の問題が検出

されると、問題が修正されるまで処理を続行することはできなくなります。

� データベースにアクティブまたは不正確なトランザクションが存在する。

� データベースに保存されている UNDO セグメントが存在する。

� データベースの COMPATIBILITYが 10 未満に設定されている。

� データベースの COMPATIBILITYが 10 以上に設定されている場合に、読み書き

両用でオープンされていない表領域がある。

’ format_string ’
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transportOptionList トランスポートを制御するオプションを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-96 ページの「transportOptionList」を参照してください。

[convertOptionList]

DATAFILE 'filename'

convertOptionList

トランスポート先データベースにトランスポートするデータファイルの名前を指定
します（2-99 ページの例 2-52 を参照）。

CONVERT DATAFILEコマンドは、プラットフォーム間でデータファイルをトラン

スポートする複数の手順のうちの 1 手順です。データファイルは、『Oracle 
Database 管理者ガイド』で説明されている手順に従って、ライブ・データファイル

を使用してトランスポートできます。また、『Oracle Database バックアップおよび

リカバリ・ユーザーズ・ガイド』で説明されている手順を使用して、バックアップ
からもトランスポートできます。プラットフォーム間で表領域をトランスポートす
る前に、そのマニュアルを参照してください。

convertOptionListの FROM PLATFORMを使用して、変換するデータファイル

のソース・プラットフォームを指定します。FROM PLATFORMを指定しなかった場

合のデフォルト値は、トランスポート先のデータベース（Recovery Manager が
TARGETとして接続されているデータベース）のプラットフォームです。トランス

ポート先ホストのプラットフォームが、暗黙的にトランスポート先のプラット
フォームになります。

FROM PLATFORMや TO PLATFORMを指定せずに CONVERT DATAFILEを使用し

て、データファイルを ASM に移動したり、ASM から移動することもできます

（2-100 ページの例 2-53 を参照）。その場合、CONVERT DATAFILEで作成される

データファイル・コピーは、ターゲット・データベースに属しません。そのため、
LIST DATAFILECOPYコマンドでは、コピーが表示されません。次の SQL 問合せ

を実行すると、データベースに属さない変換済データファイルがすべて表示されま
す。

SELECT NAME 
FROM   V$DATAFILE_COPY
WHERE  CONVERTED_FILE='YES';

CONVERT DATAFILE構文では、複数のフォーマット名を使用できるため、各デー

タファイルには別々のフォーマットを使用できます。DATAFILE構文では、

CONVERTキーワードの直後と各 DATAFILE 'filename'句の後の両方で

convertOptionListを使用できます。ただし、次の状況では、Recovery 
Manager によってエラーが生成されます。

� FORMAT以外の convertOptionListオプションが複数回指定されている。

� 複数の DATAFILE句が指定されている場合に、FORMAT以外の

convertOptionListオプションが DATAFILEオプション・リストに指定さ

れている。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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transportOptionList
この句は、トランスポートするデータファイル、表領域またはデータベースのオプションを指
定します。

TABLESPACE 
tablespace_name

convertOptionList

別のプラットフォーム上のトランスポート先データベースにトランスポートする予
定の、ソース・データベース内の表領域の名前を指定します（2-98 ページの例 2-51
を参照）。

このオプションを指定すると、指定した表領域のデータファイルが、別のトランス
ポート先プラットフォームのフォーマットで生成されます。変換したファイルは、
トランスポート先プラットフォームにトランスポートできます。

CONVERT TABLESPACEは、ソース・データベースに TARGETとして接続し、ソー

ス・プラットフォームで変換する場合にのみ使用できます。変換する表領域は、変
換時に読取り専用である必要があります。CONVERT TABLESPACEは、変換予定の

データファイルがデータベースで認識されている場合に使用します。

変換するデータファイルのトランスポート先プラットフォームを指定するには TO 
PLATFORMを使用します。TO PLATFORMを指定しなかった場合のデフォルト値は、

Recovery Manager が TARGETとして接続されているデータベースのプラット

フォームです。ソース・ホストのプラットフォームが、暗黙的にソース・プラット
フォームになります。

CONVERT TABLESPACEコマンドは、プラットフォーム間で表領域をトランスポー

トする複数の手順のうちの 1 手順にすぎません。表領域は、『Oracle Database 管理

者ガイド』で説明されている手順に従って、ライブ・データファイルを使用してト
ランスポートできます。また、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・

ユーザーズ・ガイド』で説明されている手順を使用して、バックアップからもトラ
ンスポートできます。プラットフォーム間で表領域をトランスポートする前に、そ
のマニュアルを参照してください。

注意注意注意注意 : ソース・ホスト上の表領域のデータファイルを変換するには、CONVERT 
TABLESPACE ...TOを使用して、変換する表領域とトランスポート先のプラット

フォームを指定します。Recovery Manager は、データファイルが読取り専用の表

領域に属しているかどうかを検証しないため、CONVERT DATAFILEを使用して

ソース・プラットフォーム上の個々のデータファイルを変換しないでください（ア
クティブなデータファイルを変換してしまう可能性があります）。

convertOptionList 変換を制御するオプションを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-97 ページの「convertOptionList」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

NEW DATABASE 
database_name

CONVERT DATABASEコマンドで生成された新しいデータベースに DB_NAMEを指定

します。

ON DESTINATION PLATFORM トランスポート先のホストで実行してデータベースを作成できる CONVERT 
DATAFILEコマンド（CONVERT SCRIPTパラメータを参照）の変換スクリプトを

生成します。

注意注意注意注意 : このオプションが指定されている場合、CONVERTによってスクリプトは生成

されますが、変換されたデータファイルのコピーは生成されません。

このオプションは、変換処理に伴うソース・プラットフォームでのオーバーヘッド
を回避する場合や、トランスポート先プラットフォームがわからない場合に有効で
す。たとえば、トランスポータブル表領域を、複数の様々なターゲット・プラット
フォームで使用できるようにパブリッシュすることが必要な場合もあります。

ON DESTINATION PLATFORMオプションを指定して CONVERTを実行する場合は、

ソース・データベースが読取り専用でオープンされている必要があります。ただし、
CONVERT ON DESTINATION PLATFORMで生成されたスクリプトは、NOMOUNTで

起動されたデータベース・インスタンス上で実行する必要があります。CONVERT 
DATAFILEコマンドの実行中に、変換スクリプトがソース・データベースからデー

タファイルを読み込む場合は、その実行中にソース・データベースを読み書き両用
でオープンしないでください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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skipSpec
この副次句は、変換処理から除外するファイルを指定します。

convertOptionList
この副次句は、変換の入出力オプションを指定します。

FORMATまたは fileNameConversionSpec引数を使用して、CONVERTコマンドで生成され
る出力ファイルの名前を制御できます。いずれも指定しない場合、出力ファイルの場所を管理
する規則は、BACKUP AS COPY操作で生成される出力ファイルを管理する規則と同じになりま
す。この規則については、2-43 ページの「backupTypeSpec」を参照してください。

CONVERT SCRIPT

script_name

CONVERT DATABASE ... ON TARGET PLATFORMによって生成された変換スクリ

プトを含むファイルの場所を指定します。

指定しない場合、この変換スクリプトは生成されません。

skipSpec CONVERT DATABASEによる変換処理時に、アクセス不能なデータファイル、オフラ

インのデータファイルまたは読取り専用のデータファイルがスキップされるように
指定します。

TRANSPORT SCRIPT

script_name

CONVERT DATABASEによって生成された変換スクリプトを含むファイルの場所を指

定します。省略した場合、この変換スクリプトは生成されません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

SKIP 次のキーワードで指定された基準に従って、データファイルを変換対象から除外し
ます。

INACCESSIBLE I/O エラーのために読み取ることができないデータファイルを変換対象から除外す

るように指定します。

データファイルは、読取りが不可能な場合にのみアクセス不能とみなされます。一
部のオフライン・データファイルは、ディスク上に残っているために読取りが可能
です。他のデータファイルは削除または移動されたためにアクセス不可となり、読
取り不可となります。

OFFLINE オフライン・データファイルを変換対象から除外するように指定します。

READONLY 読取り専用データファイルを変換対象から除外するように指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

fileNameConversionSpec 文字列のペアです。ペアの 初の文字列がいずれかの入力ファイル名に含まれてい
る場合は、含まれている場所に関係なく、常に、同じペアの 2 番目の文字列と置換

されます。必要な数の置換文字列のペアを使用できます。一重引用符または二重引
用符を使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ASM および Oracle Managed Files に関連する制約事項については、

2-129 ページの「Oracle Managed Files での複製」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-51 ソース・プラットフォームでの表領域の変換ソース・プラットフォームでの表領域の変換ソース・プラットフォームでの表領域の変換ソース・プラットフォームでの表領域の変換

ソース・データベース prodlinの表領域 financeおよび hrを、トランスポート先データ
ベース prodsunのプラットフォーム形式に変換するとします。finance表領域には、データ
ファイル /disk2/orahome/fin/fin01.dbfおよび /disk2/orahome/fin/fin02.dbfが
含まれています。hr表領域には、データファイル /disk2/orahome/fin/hr01.dbfおよび
/disk2/orahome/fin/hr02.dbfが含まれています。

FORMAT formatSpec 出力ファイルのネーム・テンプレートを指定します。ここで有効なフォーマット値
については、BACKUP AS COPYコマンドを参照してください。

Recovery Manager が TARGETとして接続されているデータベースでリカバリ領域

が使用されている場合は、FORMAT句を指定する必要があります。

FROM PLATFORM または TO PLATFORM を指定せずに、CONVERT ...FORMAT
を使用できます。プラットフォームを指定しない場合は、ソース・データベース上
で CONVERT TABLESPACEを実行すると、カタログ化されていないデータファイ

ル・コピーが生成されます。CONVERT DATAFILEをトランスポート先データベー

ス上で実行した場合に、データファイル・コピーですでに同じエンディアンが使用
されていると、このコマンドでは別のデータファイル・コピーが生成されます。

2-100 ページの例 2-53 で示すとおり、CONVERT DATAFILE ...FORMATを使用し

て、データファイルを ASM フォーマットに変換できます。非常に大きなデータ

ファイルをホスト間でコピーすると、大量の領域が消費されます。その場合は、
NFS の使用またはディスクの共有を検討してください。バックアップをソース・ホ

スト上に作成し、そのバックアップが含まれるディスクをトランスポート先ホスト
にマウントしてから、データファイルを ASM に変換できます。

FROM  PLATFORM 'platform' ソース・プラットフォームの名前を指定します。指定しなかった場合のデフォルト
は、Recovery Manager が TARGETとして接続されているデータベースのプラット

フォームです。

指定するプラットフォームは、V$TRANSPORTABLE_PLATFORMの

PLATFORM_NAME列に表示されるプラットフォームの 1 つである必要があります。

ソース・プラットフォームまたはターゲット・プラットフォームの正確な名前を
CONVERTコマンドのパラメータとして指定する必要があります。次の SQL 文は、

サポートされている Linux プラットフォームを問い合せます。

SELECT PLATFORM_NAME, ENDIAN_FORMAT
FROM   V$TRANSPORTABLE_PLATFORM 
WHERE  UPPER(PLATFORM_NAME) LIKE 'LINUX%';

PARALLELISM integer この操作で使用するチャネルの数を指定します。指定しない場合は、ディスクに対
して割り当てられたチャネルまたは構成されたチャネルによってチャネルの数が決
定されます。

TO  PLATFORM 'platform' トランスポート先プラットフォームの名前を指定します。指定しなかった場合のデ
フォルトは、Recovery Manager が TARGETとして接続されているデータベースの

プラットフォームです。

指定するプラットフォームは、V$TRANSPORTABLE_PLATFORMの

PLATFORM_NAME列に表示されるプラットフォームの 1 つである必要があります。

ソース・プラットフォームまたはターゲット・プラットフォームの正確な名前を
CONVERTコマンドのパラメータとして指定する必要があります。次の SQL 文は、

サポートされている Linux プラットフォームを問い合せます。

SELECT PLATFORM_NAME, ENDIAN_FORMAT
FROM   V$TRANSPORTABLE_PLATFORM 
WHERE  UPPER(PLATFORM_NAME) LIKE 'LINUX%';

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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prodlinデータベースは、Linux ホスト lin01上で実行されます。V$DATABASEを問い合せ
て、プラットフォーム名が Linux IA (32-bit)で、リトル・エンディアン形式が使用され
ていることを確認します。prodsunデータベースは、Solaris ホスト sun01上で実行されます。
V$TRANSPORTABLE_PLATFORMを問い合せて、Solaris ホストの PLATFORM_NAMEが
Solaris[tm] OE (64-bit)で、ビッグ・エンディアン形式が使用されていることを確認し
ます。

表領域の変換はソース・ホスト上で実行し、変換したデータファイルはホスト lin01の
/tmp/transport_to_solaris/に格納するとします。この例は、ソース・データベースの
COMPATIBLEが 10.0 以上に設定されていることを前提としています。

ソース・ホスト lin01で、Recovery Manager クライアントを起動して次のコマンドを実行し
ます。

CONNECT TARGET SYS@prodlin

target database Password: password
connected to target database: PRODLIN (DBID=39525561)

SQL 'ALTER TABLESPACE finance READ ONLY';
SQL 'ALTER TABLESPACE hr READ ONLY';
CONVERT TABLESPACE finance, hr
  TO PLATFORM 'Solaris[tm] OE (64-bit)'
  FORMAT '/tmp/transport_to_solaris/%U';

この結果、変換されたデータファイルのセットが、Solaris（64-bit）プラットフォーム用の正し
いエンディアン順序のデータとともに /tmp/transport_to_solaris/ディレクトリに出力
されます。

ここからは、表領域トランスポートの一般的な手順に従います。構造情報のファイルが未作成
の場合はデータ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティを使用して作成し、構造情報ファイ
ルおよび /tmp/transport_to_solaris/のデータファイルを、トランスポート先ホストの
目的のディレクトリに移動し、データ・ポンプ・インポート・ユーティリティを使用して新し
いデータベースに表領域を接続します。

例例例例 2-52 トランスポート先プラットフォームでのデータファイルの変換トランスポート先プラットフォームでのデータファイルの変換トランスポート先プラットフォームでのデータファイルの変換トランスポート先プラットフォームでのデータファイルの変換

この例では、表領域 financeおよび hrをホスト sun01のデータベース prodsunからトラン
スポート先ホスト lin01のデータベース prodlin で使用可能な形式に変換します。変換前の
データファイルをトランスポート先ホスト lin01のディレクトリ
/tmp/transport_from_solaris/に一時的に格納し、CONVERT DATAFILEを使用して変
換を実行します。トランスポート先データベースにデータファイルをトランスポートすると、
そのファイルは /disk2/orahome/dbsに格納されます。

この例は、表領域トランスポートの準備として次の手順を実行していることを前提としていま
す。

� データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティを使用して、構造情報ファイル（この例
では expdat.dmp）を作成していること。

� ソース・データベースで表領域 financeおよび hrを読取り専用に設定していること。

� オペレーティング・システムのユーティリティを使用して、expdat.dmpおよびトランス
ポートする変換前のデータファイルを、トランスポート先ホスト lin01の
/tmp/transport_from_solarisディレクトリにコピーしていること。データファイル
は次のように格納されています。

– /tmp/transport_from_solaris/fin/fin01.dbf

– /tmp/transport_from_solaris/fin/fin02.dbf

– /tmp/transport_from_solaris/hr/hr01.dbf

– /tmp/transport_from_solaris/hr/hr02.dbf

� ソース・プラットフォームの名前を V$TRANSPORTABLE_PLATFORMを問い合せて、
PLATFORM_NAMEが Solaris[tm] OE (64-bit)であることを確認していること。
Recovery Manager コマンド 2-99



CONVERT
変換を実行するときは、次の点に注意してください。

� データファイルは、表領域名ではなく、ファイル名で指定します。ローカル・インスタン
スでは、データファイルが接続されるまで目的の表領域名を特定できません。

� FORMAT引数で、変換されたデータファイルの名前および場所を制御します。

� トランスポート先ホストで変換する場合、FROM引数を使用してソース・プラットフォーム
を指定する必要があります。指定しない場合、Recovery Manager は、ソース・プラット
フォームが、変換が実行されるホストのプラットフォームと同じであると想定します。

Recovery Manager クライアントを起動し、TARGETとしてトランスポート先データベース
prodlinに接続します。次の CONVERTコマンドを使用して、トランスポートするデータファ
イルをトランスポート先ホストの形式に変換し、/disk2/orahome/dbsにその結果を保存し
ます。

CONNECT TARGET SYS@prodlin

target database Password: password
connected to target database: PRODLIN (DBID=39525561)

CONVERT DATAFILE
   '/tmp/transport_from_solaris/fin/fin01.dbf',
   '/tmp/transport_from_solaris/fin/fin02.dbf',
   '/tmp/transport_from_solaris/hr/hr01.dbf',
   '/tmp/transport_from_solaris/hr/hr02.dbf'
   DB_FILE_NAME_CONVERT
        '/tmp/transport_from_solaris/fin','/disk2/orahome/dbs/fin',
        '/tmp/transport_from_solaris/hr','/disk2/orahome/dbs/hr'
   FROM PLATFORM 'Solaris[tm] OE (64-bit)';

この結果、次のデータファイルが Linux 形式に変換されています。

� /disk2/orahome/dbs/fin/fin01.dbf

� /disk2/orahome/dbs/fin/fin02.dbf

� /disk2/orahome/dbs/hr/hr01.dbf

� /disk2/orahome/dbs/hr/hr02.dbf

ここからは、表領域トランスポートの概要の残りの説明に従います。データ・ポンプ・イン
ポート・ユーティリティを使用して、変換済の表領域を新しいデータベースに接続し、可能な
場合は、表領域を読み書き両用に設定します。

例例例例 2-53 CONVERT DATAFILE を使用したを使用したを使用したを使用した ASM に対するコピー操作に対するコピー操作に対するコピー操作に対するコピー操作

この例では、通常のストレージから ASM にデータファイルをコピーする方法を示します。生
成されるファイルは、ターゲット・データベースに属するデータファイル・コピーとはみなさ
れないため、LIST DATAFILECOPYでは表示されないことに注意してください。

ソースおよびトランスポート先のプラットフォームを指定せずに、CONVERT DATAFILEを使用
します。出力場所は、ASM ディスク・グループ +DATAFILEを次に示すように指定します。

RMAN> CONVERT DATAFILE '/disk1/oracle/dbs/my_tbs_f1.df', '/disk1/oracle/dbs/t_ax1.f'
   FORMAT '+DATAFILE';
 
Starting conversion at 29-MAY-05
using channel ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: starting datafile conversion
input filename=/disk1/oracle/dbs/t_ax1.f
converted datafile=+DATAFILE/asmv/datafile/sysaux.280.559534477
channel ORA_DISK_1: datafile conversion complete, elapsed time: 00:00:16
channel ORA_DISK_1: starting datafile conversion
input filename=/disk1/oracle/dbs/my_tbs_f1.df
converted datafile=+DATAFILE/asmv/datafile/my_tbs.281.559534493
channel ORA_DISK_1: datafile conversion complete, elapsed time: 00:00:04
Finished conversion at 29-MAY-05 
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次の例では、表領域のデータファイルを一意に生成されたファイル名で ASM ストレージから
/tmpディレクトリにコピーする方法を示します。

RMAN> CONVERT TABLESPACE tbs_2 FORMAT '/tmp/tbs_2_%U.df';
 
Starting conversion at 03-JUN-05
using target database control file instead of recovery catalog
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: sid=20 devtype=DISK
channel ORA_DISK_1: starting datafile conversion
input datafile fno=00006 name=+DATAFILE/tbs_21.f
converted datafile=/tmp/tbs_2_data_D-L2_I-2786301554_TS-TBS_2_FNO-6_11gm2fq9.df
channel ORA_DISK_1: datafile conversion complete, elapsed time: 00:00:01
channel ORA_DISK_1: starting datafile conversion
input datafile fno=00007 name=+DATAFILE/tbs_22.f
converted datafile=/tmp/tbs_2_data_D-L2_I-2786301554_TS-TBS_2_FNO-7_12gm2fqa.df
channel ORA_DISK_1: datafile conversion complete, elapsed time: 00:00:01
channel ORA_DISK_1: starting datafile conversion
input datafile fno=00019 name=+DATAFILE/tbs_25.f
converted datafile=/tmp/tbs_2_data_D-L2_I-2786301554_TS-TBS_2_FNO-19_13gm2fqb.df
channel ORA_DISK_1: datafile conversion complete, elapsed time: 00:00:01
channel ORA_DISK_1: starting datafile conversion
input datafile fno=00009 name=+DATAFILE/tbs_23.f
converted datafile=/tmp/tbs_2_data_D-L2_I-2786301554_TS-TBS_2_FNO-9_14gm2fqc.df
channel ORA_DISK_1: datafile conversion complete, elapsed time: 00:00:01
channel ORA_DISK_1: starting datafile conversion
input datafile fno=00010 name=+DATAFILE/tbs_24.f
converted datafile=/tmp/tbs_2_data_D-L2_I-2786301554_TS-TBS_2_FNO-10_15gm2fqd.df
channel ORA_DISK_1: datafile conversion complete, elapsed time: 00:00:01
Finished conversion at 03-JUN-05

例例例例 2-54 異なるプラットフォームへのデータベースのトランスポート異なるプラットフォームへのデータベースのトランスポート異なるプラットフォームへのデータベースのトランスポート異なるプラットフォームへのデータベースのトランスポート

CONVERT DATABASEの引数は、データファイルの変換をソース・プラットフォームで実行する
か、トランスポート先のプラットフォームで実行するかによって異なります。ソースおよびト
ランスポート先のプラットフォームでの変換処理の詳細および例は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。データベースの変換は、
その説明を 後まで読んでから実行してください。

Linux ホスト上のデータベース prod を Windows ホストにトランスポートするとします。デー
タファイルは、トランスポート先のホストではなく、ソース・ホストで変換することにします。
次の例では、Recovery Manager を Linux ホストの prodデータベースに接続し、CONVERT 
DATABASE NEW DATABASEを実行してデータファイルを変換し、変換スクリプトを生成しま
す。

CONNECT TARGET SYS@lin01

target database Password: password
connected to target database: PROD (DBID=39525561)

CONVERT DATABASE
  NEW DATABASE 'prodwin'
  TRANSPORT SCRIPT '/tmp/convertdb/transportscript'
  TO PLATFORM 'Microsoft Windows IA (32-bit)'
    DB_FILE_NAME_CONVERT '/disk1/oracle/dbs' '/tmp/convertdb';
 
次の例は部分的に変更し、Linux ホストで実行されているデータベースを Windows ホストにト
ランスポートしますが、データファイルの変換は、ソース・ホストでなく、トランスポート先
のホストで実行します。次の例では、Recovery Manager を Linux ホストの prodデータベース
に接続し、CONVERT DATABASE ON DESTINATION PLATFORMを実行します。

CONNECT TARGET SYS@lin01

target database Password: password
connected to target database: PROD (DBID=39525561)
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CONVERT DATABASE
  ON DESTINATION PLATFORM
  CONVERT SCRIPT '/tmp/convertdb/convertscript.rman'
  TRANSPORT SCRIPT '/tmp/convertdb/transportscript.sql'
  NEW DATABASE 'prodwin'
  FORMAT '/tmp/convertdb/%U';

Linux データベース上で実行される CONVERT DATABASE ON DESTINATION PLATFORMコマ
ンドにより、データファイルを Windows 形式に変換するために Windows ホスト上で実行可能
な変換スクリプトが生成されます。また、この CONVERT DATABASEコマンドでは、変換スク
リプトも生成されます。

例例例例 2-55 プラットフォームとストレージ・タイプが異なる場合のデータベースのトランスポートプラットフォームとストレージ・タイプが異なる場合のデータベースのトランスポートプラットフォームとストレージ・タイプが異なる場合のデータベースのトランスポートプラットフォームとストレージ・タイプが異なる場合のデータベースのトランスポート

この使用例では、sun01という Solaris ホスト上のデータベース prod を、aix01という AIX
ホストに移動することにします。Solaris データファイルは、ASM ではないファイル・システ
ムに保存されていますが、AIX ホストでは、データファイルを ASM に保存することにします。

次の例では、sun01に接続し、CONVERT DATABASEを実行して必要なスクリプトを生成しま
す。

CONNECT TARGET SYS@sun01

target database Password: password
connected to target database: PROD (DBID=39525561)

CONVERT DATABASE
  ON DESTINATION PLATFORM
  CONVERT SCRIPT '/tmp/convert_newdb.rman'
  TRANSPORT SCRIPT '/tmp/transport_newdb.sql'
  NEW DATABASE 'prodaix'
  DB_FILE_NAME_CONVERT '/u01/oradata/DBUA/datafile','+DATA';

変換スクリプトには、次の書式の文が記述されます。ここで、your_source_platform はソース・
プラットフォームを表します。

CONVERT DATAFILE '/u01/oradata/DBUA/datafile/o1_mf_system_2lg3905p_.dbf'
  FROM PLATFORM 'your_source_platform'
  FORMAT '+DATA/o1_mf_system_2lg3905p_.dbf';

変換時の停止時間を短縮するには、ネットワーク経由でデータファイルをコピーしたりバック
アップをリストアするのではなく、NFS を使用できます。たとえば、Solaris ファイル・システ
ムは、AIX ホストに /net/solaris/oradataとしてマウントできます。この場合、変換する
ソース・データファイルの場所として NFS マウントのディレクトリを参照するように変換スク
リプトを編集することが必要になります。そのとき、コマンドは次のようになります。

CONVERT DATAFILE '/net/solaris/oradata/DBUA/datafile/o1_mf_system_2lg3905p_.dbf'
  FROM PLATFORM 'your_source_platform'
  FORMAT '+DATA/o1_mf_system_2lg3905p_.dbf';

次に、Recovery Manager をトランスポート先のデータベース・インスタンス（この例では、ホ
スト aix01のインスタンス）に接続し、変換スクリプトを実行して、データファイルを変換し
ます。その後、SQL*Plus を aix01のデータベース・インスタンスに接続し、変換スクリプト
を実行してデータベースを作成します。
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CREATE CATALOG

用途用途用途用途

CREATE CATALOGコマンドを使用すると、リカバリ・カタログを作成できます。

リカバリ・カタログは、基本リカバリ・カタログ基本リカバリ・カタログ基本リカバリ・カタログ基本リカバリ・カタログ（一連のターゲット・データベースの
Recovery Manager メタデータを含むデータベース・スキーマ）にすることができます。仮想リ仮想リ仮想リ仮想リ
カバリ・カタログカバリ・カタログカバリ・カタログカバリ・カタログは、基本カタログのサブセットにユーザーがアクセスするための一連のシノ
ニムとビューです。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。Recovery Manager
を CATALOGコマンドライン・オプションまたは CONNECT CATALOGコマンドを通じてリカバ
リ・カタログ・データベースに接続し、カタログ・データベースをオープンする必要がありま
す。ターゲット・データベースへの接続は不要です。

リカバリ・カタログが基本カタログと仮想カタログのいずれの場合でも、リカバリ・カタログ
の所有者には、RECOVERY_CATALOG_OWNERロールが付与されている必要があります。また、
このユーザーには、リカバリ・カタログ表が格納される表領域に対する権限も付与されている
必要があります。リカバリ・カタログは、リカバリ・カタログ所有者のデフォルト表領域に作
成されます。

仮想リカバリ・カタログを作成している場合は、基本リカバリ・カタログの所有者が GRANTコ
マンドを使用して、CATALOGまたは REGISTERのいずれかの権限をこのユーザーに付与して
いる必要があります（2-105 ページの例 2-57 を参照）。

Oracle Database 10g リリース以前の Recovery Manager クライアントの場合は、Recovery 
Manager クライアントが仮想カタログに接続する際の制約について、CONNECT CATALOGの説
明を参照してください。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

リカバリ・カタログは、通常リカバリ・カタログ専用に作成されたデータベースに作成します。
リカバリ・カタログを SYSスキーマに作成することはお薦めしません。

リカバリ・カタログは、1 つ作成して、中央管理されている Recovery Manager リポジトリとし
て、複数のデータベースで使用するようにしてください。そのため、このカタログは、基本リ基本リ基本リ基本リ
カバリ・カタログカバリ・カタログカバリ・カタログカバリ・カタログと呼ばれます。

基本リカバリ・カタログ所有者は、GRANTや REVOKEを使用して、他のデータベース・ユー
ザーからのカタログへのアクセスを制限できます。制限を受けるユーザーでも、自分専用のメ
タデータ（仮想プライベート・カタログ仮想プライベート・カタログ仮想プライベート・カタログ仮想プライベート・カタログと呼ばれます）への完全な読み / 書き両用アクセス権
を持っています。Recovery Manager メタデータは、仮想プライベート・カタログ所有者のス
キーマに格納されます。基本リカバリ・カタログ所有者は、それぞれの仮想カタログ・ユー
ザーがアクセスできる内容を制御します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� リカバリ・カタログの作成方法は、『Oracle Database バックアップお
よびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� リカバリ・カタログと、Recovery Manager 環境の他のコンポーネン
トの互換性の要件については、付録 B「Recovery Manager の互換性」
を参照してください。
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10.2 以前のリリースの Recovery Manager で仮想カタログを使用する場合は、追加手順の実行
も必要です。仮想プライベート・カタログを使用する前に、リカバリ・カタログ・データベー
スに仮想カタログ所有者として接続し、次の PL/SQL プロシージャを実行してください

（base_catalog_ownerは、基本リカバリ・カタログを所有するデータベース・ユーザーで
す）。

base_catalog_owner.DBMS_RCVCAT.CREATE_VIRTUAL_CATALOG

構文構文構文構文

createCatalog::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-56 リカバリ・カタログの作成とデータベースの登録リカバリ・カタログの作成とデータベースの登録リカバリ・カタログの作成とデータベースの登録リカバリ・カタログの作成とデータベースの登録

SQL*Plus を起動し、管理者権限でリカバリ・カタログ catdbに接続するとします。次のよう
に CREATE USER文を実行して、パスワードをユーザー指定のパスワードで置き換えます（安
全なパスワードの作成の詳細は、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照）。SQL 文で
は、データベース catdbにユーザー catownerが作成され、その catownerユーザーに
RECOVERY_CATALOG_OWNERロールが付与されます。

SQL> CREATE USER catowner IDENTIFIED BY password
  2  DEFAULT TABLESPACE cattbs
  3  QUOTA UNLIMITED ON cattbs;
SQL> GRANT recovery_catalog_owner TO catowner;
SQL> EXIT

次に、Recovery Manager を起動し、次の Recovery Manager コマンドを実行して、catowner
としてリカバリ・カタログ・データベースに接続し、リカバリ・カタログを作成します。

RMAN> CONNECT CATALOG catowner@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CREATE CATALOG;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : RECOVERY_CATALOG_OWNERロールの詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

VIRTUAL 仮想プライベート・カタログを既存のリカバリ・カタログ内に作成します。

このコマンドは、Recovery Manager をリカバリ・カタログ・データベースに仮想

カタログ・ユーザーとして接続した後で実行してください。

注意注意注意注意 : 仮想プライベート・カタログのメカニズムはすべて、リカバリ・カタログ・

スキーマ自体にあります。セキュリティは、Recovery Manager クライアントでは

なく、カタログ・データベースから提供されます。

CREATE
VIRTUAL

CATALOG
;
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同じ Recovery Manager セッションで、オペレーティング・システム認証を使用してターゲッ
ト・データベースに接続し、REGISTER DATABASEコマンドを使用して、カタログにこのデー
タベースを登録します。

RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> REGISTER DATABASE;
RMAN> EXIT

例例例例 2-57 仮想プライベート・カタログの作成仮想プライベート・カタログの作成仮想プライベート・カタログの作成仮想プライベート・カタログの作成

例 2-56 に示すように、リカバリ・カタログを作成し、データベースが登録してあるとします。
ここで、データベース・ユーザー vpc1に仮想プライベート・カタログを作成することにしま
す。SQL*Plus を起動し、管理者権限でリカバリ・カタログ・データベース catdbに接続しま
す。vpc1ユーザーを作成し、次のようにリカバリ・カタログの所有権を付与して、パスワード
をユーザー指定のパスワードで置き換えます（安全なパスワードの作成の詳細は、『Oracle 
Database セキュリティ・ガイド』を参照）。

SQL> CREATE USER vpc1 IDENTIFIED BY password
  2  DEFAULT TABLESPACE vpcusers
  3  QUOTA UNLIMITED ON vpcusers;
SQL> GRANT recovery_catalog_owner TO vpc1;
SQL> EXIT

次に、Recovery Manager を起動し、カタログ所有者 catownerとしてリカバリ・カタログ・
データベースに接続します。デフォルトでは、仮想カタログ所有者は基本リカバリ・カタログ
にアクセスできません。GRANTコマンドを使用して、仮想プライベート・カタログに vpc1へ
のアクセス権を付与し、（データベース prod2ではなく）データベース prod1に対して
Recovery Manager が操作できるようにします。

RMAN> CONNECT CATALOG catowner@catdb
 
recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> GRANT CATALOG FOR DATABASE prod1 TO vpc1;
RMAN> EXIT;

この時点で、仮想プライベート・カタログ vpc1を使用するバックアップ・オペレータは、仮
想カタログの作成準備ができています。次の例では、バックアップ・オペレータがリカバリ・
カタログ・データベースに vpc1として接続し、vpc1の仮想プライベート・カタログを作成し
ます。

RMAN> CONNECT CATALOG vpc1@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CREATE VIRTUAL CATALOG;
RMAN> EXIT;

仮想カタログは 終的に Oracle Database 10g ターゲット・データベースで使用する予定なの
で、このオペレータは、PL/SQL プロシージャ CREATE_VIRTUAL_CATALOGを実行してから、
仮想カタログを使用する必要があります（2-103 ページの「使用上の注意」を参照）。次の例で
は、バックアップ・オペレータが次のようにリカバリ・カタログ・データベースに vpc1とし
て接続し、PL/SQL プロシージャを実行します。

SQL> CONNECT vpc1@catdb
Enter password: password
Connected.
SQL> BEGIN 
  2  catowner.DBMS_RCVCAT.CREATE_VIRTUAL_CATALOG;
  3  END;
  4  /
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CREATE SCRIPT

用途用途用途用途

CREATE SCRIPTコマンドを使用すると、リカバリ・カタログ内にストアド・スクリプトを作
成できます。ストアド・スクリプトは、名前が付けられ、後で実行するためにリカバリ・カタ
ログに格納されている一連の Recovery Manager コマンドです。

前提条件前提条件前提条件前提条件

CREATE SCRIPTは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。Recovery Manager
が、ターゲット・データベースとリカバリ・カタログに接続されている必要があります。リカ
バリ・カタログ・データベースはオープン状態である必要があります。

GLOBALを指定する場合は、その名前のグローバル・スクリプトがリカバリ・カタログ内にま
だ存在していないことが必要です。GLOBALを指定しない場合は、同じ名前のローカル・スク
リプトが、同じターゲット・データベースに対してまだ存在していないことが必要です。この
前提条件が満たされない場合は、エラー RMAN-20401が戻されます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

ストアド・スクリプトには、ローカルとグローバルがあります。ローカル・スクリプトは、現
行のターゲット・データベース用にのみ作成されますが、グローバル・スクリプトは、リカバ
リ・カタログに登録されているすべてのデータベースで使用できます。

グローバル・スクリプトをローカル・スクリプトと同じ名前で、またローカル・スクリプトを
グローバル・スクリプトと同じ名前で作成することもできます。

ストアド・スクリプト内の置換変数ストアド・スクリプト内の置換変数ストアド・スクリプト内の置換変数ストアド・スクリプト内の置換変数

Recovery Mananger では、ストアド・スクリプトで置換変数を使用できます。&1は 初の値を
配置する位置を示し、&2は 2 番目の値を配置する位置を示します。その後も同様に続きます。
特殊文字は、引用符で囲む必要があります。

置換変数の構文は、&integerの後にオプションでピリオドが続きます（&1.3など）。オプ
ションのピリオドは変数の一部であり、値と置換されますので、置換テキストの直後に別の整
数を続けることができます。たとえば、置換変数 &1.3が含まれているコマンド・ファイルに
値 mybackupを渡すと、その置換結果は mybackup3になります。mybackup.3という結果を
得るには、構文 &1..3を使用します。

置換変数を使用するストアド・スクリプトを作成する場合は、作成時に例となる値を指定する
必要があります。これらの値は、Recovery Manager の起動時に USING句で指定するか（2-244
ページの「RMAN」を参照）、またはプロンプトが表示されたときに入力します（例 2-60 を参
照）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ストアド・スクリプトの使用方法は、『Oracle Database バックアップ
およびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� ストアド・スクリプトの更新方法は、2-208 ページの「REPLACE 
SCRIPT」を参照してください。
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構文構文構文構文

createScript::=

（backupCommands::=（2-250 ページ）、maintenanceCommands::=（2-250 ページ）、
miscellaneousCommands::=（2-251 ページ）、restoreCommands::=（2-251 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-58 ローカル・ストアド・スクリプトの作成ローカル・ストアド・スクリプトの作成ローカル・ストアド・スクリプトの作成ローカル・ストアド・スクリプトの作成

データベース prodをバックアップするローカル・ストアド・スクリプトを作成するとします。
Recovery Manager を起動し、TARGETとして prodに接続して、リカバリ・カタログに接続し
ます。backup_wholeというストアド・スクリプトを作成し、EXECUTE SCRIPTを使用して、
次のようにそのスクリプトを実行します。

CREATE SCRIPT backup_whole 
COMMENT "backup whole database and archived redo logs"
{
    BACKUP 
      INCREMENTAL LEVEL 0 TAG backup_whole
      FORMAT "/disk2/backup/%U"

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

GLOBAL スクリプトをグローバルとして指定します。

注意注意注意注意 : 仮想プライベート・カタログは、グローバル・スクリプトに対して読取り専

用のアクセスが可能です。グローバル・スクリプトの作成と更新は、基本リカバ
リ・カタログへの接続中に行う必要があります。

SCRIPT script_name スクリプトの名前を指定します。スクリプト名に空白または予約語が含まれている
場合は、引用符で囲む必要があります。

COMMENT 'comment' 説明のコメントをリカバリ・カタログ内のストアド・スクリプトと関連付けます。
このコメントは、LIST SCRIPT NAMESの出力で使用されます。

backupCommands

maintenanceCommands

miscellaneousCommands

restoreCommands

ストアド・スクリプトに含めるコマンドを指定します。CREATE SCRIPT 
'script_name' {...}コマンドのカッコ内で使用できるコマンドは、RUNコマ

ンド内でサポートされているコマンドと同じです。RUNコマンド内で有効なコマン

ドは、いずれもストアド・スクリプトで使用できます。コマンド RUN、@および @@
は、ストアド・スクリプト内では無効です。

FROM FILE 'filename' 指定したファイルからスクリプトを定義する一連のコマンドを読み取ります。

このファイルは、有効なストアド・スクリプトの本体と同様である必要があります。
このファイルの 初の行は、左カッコ（{）である必要があります。また、 終行

には、右カッコ（}）が含まれている必要があります。このファイルの Recovery 
Manager コマンドは、ストアド・スクリプトで有効である必要があります。

CREATE
GLOBAL

SCRIPT
’

script_name
’ COMMENT ’ comment ’

{

backupCommands

maintenanceCommands

miscellaneousCommands

restoreCommands

}

FROM FILE ’ filename ’
;
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      DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
}
RUN { EXECUTE SCRIPT backup_whole; }

例例例例 2-59 グローバル・ストアド・スクリプトの作成グローバル・ストアド・スクリプトの作成グローバル・ストアド・スクリプトの作成グローバル・ストアド・スクリプトの作成

この例では、Recovery Manager をターゲット・データベース prodに接続し、カタログ・ユー
ザー rcoとしてリカバリ・カタログ・データベース catdbに接続します。この例では、デー
タベースおよびアーカイブ REDO ログをバックアップする global_backup_dbというグロー
バル・スクリプトを作成します。

RMAN> CONNECT TARGET SYS@prod

target database Password: password
connected to target database: PROD (DBID=39525561)

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CREATE GLOBAL SCRIPT global_backup_db { BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG; }
RMAN> EXIT;

これで、Recovery Manager を prod2などの別のターゲット・データベースに接続し、グロー
バル・ストアド・スクリプトを実行できます。

RMAN> CONNECT TARGET SYS@prod2

target database Password: password
connected to target database: PROD2 (DBID=36508508)

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> RUN { EXECUTE SCRIPT global_backup_db; }

例例例例 2-60 置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成

次の例では、Recovery Manager をターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログに接続
し、CREATE SCRIPTを使用して、3 つの置換変数が含まれるバックアップ・スクリプトを作
成します。Recovery Manager によって、変数の初期値を入力するプロンプトが表示されます

（太字がユーザー入力です）。

RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CREATE SCRIPT backup_df { BACKUP DATAFILE &1 TAG &2.1 FORMAT '/disk1/&3_%U'; }
 
Enter value for 1: 1
 
Enter value for 2: df1_backup
 
Enter value for 3: df1

starting full resync of recovery catalog
full resync complete
created script backup_df
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EXECUTE SCRIPTの実行時に、スクリプトに別の値を渡すことができます。次の例では、値
3、test_backupおよび testをストアド・スクリプトの置換変数に渡しています。

RMAN> RUN { EXECUTE SCRIPT backup_df USING 3 test_backup df3; }

値が置換され、スクリプトは次のように実行されます。

BACKUP DATAFILE 3 TAG test_backup1 FORMAT '/disk1/df3_%U';
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CROSSCHECK

用途用途用途用途

CROSSCHECKコマンドを使用すると、実際の物理的なバックアップおよびコピーを、Recovery 
Manager リポジトリ内の論理レコードと同期させることができます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager はターゲット・データベース・インスタンスに接続され、そのインスタンス
が起動されている必要があります。

ディスクのクロスチェックを行うためのメンテナンス・チャネルは不要です。メディア・マ
ネージャを使用する場合、それに対する自動チャネルが構成されていないときは、ALLOCATE 
CHANNEL FOR MAINTENANCEを実行してから CROSSCHECKを実行する必要があります。たと
えば、SBT デバイスの自動 SBT チャネルを構成せずに SBT チャネルでバックアップを作成した
場合は、このチャネルを手動で割り当ててからでなければ、CROSSCHECKによるバックアップ
のチェックは実行できません。さらに、各種メディア・マネージャ・オプション（プール、
サーバー、ライブラリなど）でバックアップを実行した場合は、それぞれの組合せに対してメ
ンテナンス・チャネルを割り当てる必要があります。

クロスチェックでは、指定されたすべてのバックアップおよびコピーが検証されます。これは、
以前のデータベース・インカネーションで作成されたものも対象となります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager では、操作対象のすべてのターゲット・データベースの制御ファイル内に
バックアップに関する論理メタデータを常に保持します。Recovery Manager をリカバリ・カタ
ログとともに使用する場合は、リカバリ・カタログに登録されたすべてのデータベースのメタ
データも保持されます。

バックアップがディスク上に存在する場合、CROSSCHECKを実行すると、ファイルのヘッダー
が有効かどうかを判断できます。バックアップがテープ上に存在する場合は、Recovery 
Manager が、チェック対象のバックアップ・ピースの名前と場所を Recovery Manager リポジ
トリに問い合せます。Recovery Manager は、このメタデータをターゲット・データベースの
サーバーに送信し、メディア管理ソフトウェアにバックアップの情報を問い合せます。次に、
メディア管理ソフトウェアがメディア・カタログをチェックして、バックアップのステータス
をサーバーにレポートします。

EXPIRED およびおよびおよびおよび AVAILABLE ステータスステータスステータスステータス

Recovery Manager リポジトリに記録されているバックアップ・セットおよびコピーのステータ
スは、LIST、V$ビュー、またはリカバリ・カタログ・ビュー（Recovery Manager をカタログ
とともに使用する場合）で確認できます。表 2-4 に、各ステータスの意味を示します。

CROSSCHECKコマンドで処理されるのは、クロスチェックに使用されているチャネルと同じデ
バイス・タイプで作成されたファイルのみです。CROSSCHECKコマンドは、リポジトリで
AVAILABLEまたは EXPIREDのマークが付いているオブジェクトのみをチェックします。この
処理は、DISKチャネルの場合はディスク上のファイルを検査し、sbtチャネルの場合はメ
ディア・マネージャに問い合せて行われます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リカバリ・カタログ内のデータベース・レコードを管理する
方法は、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。
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Data Guard 環境でのクロスチェック環境でのクロスチェック環境でのクロスチェック環境でのクロスチェック

バックアップの関連付けとアクセス可能性の違いについては、2-21 ページの「Data Guard 環境
での Recovery Manager のバックアップ」を参照してください。Data Guard 環境では、バック
アップまたはコピーを作成するデータベースはファイルに関連付けられます。Data Guard 環境
のどのデータベースに接続されていても、バックアップに接続可能であれば、CHANGE、
DELETE、CROSSCHECKなどのメンテナンス・コマンドをバックアップに使用できます。通常、
Recovery Manager では、データベース上で作成されたテープ・バックアップはその環境のすべ
てのデータベースにアクセス可能であるとみなされますが、ディスク・バックアップは作成元
のデータベースのみにアクセス可能であるとみなされます。

Recovery Manager は、バックアップと関連付けられたデータベースに TARGETとして接続さ
れている場合のみ、バックアップのステータスを AVAILABLEから EXPIREDまたは DELETED
に更新できます。バックアップがターゲット・データベースに関連付けられていないために
Recovery Manager が削除を実行できない場合は、そのバックアップが関連付けられているデー
タベースで、同じ CROSSCHECK操作をそのファイルに実行するように求めるプロンプトが表示
されます。このように、Recovery Manager では、不適切な SBT 構成による意図しないステー
タス変更を防止しています。

たとえば、Recovery Manager をスタンバイ・データベース standby1に TARGETとして接続
し、そのデータベースをテープにバックアップするとします。バックアップを手動でテープか
ら削除し、standby2でバックアップのクロスチェックを実行すると、standby1でクロス
チェックを実行するように求めるプロンプトが表示されます。バックアップが削除されたこと
がメディア・マネージャからレポートされた場合は、standby1のクロスチェックにより、
テープ・バックアップのステータスが EXPIREDに更新されます。

構文構文構文構文

crosscheck::=

表表表表 2-4 クロスチェックのステータスの意味クロスチェックのステータスの意味クロスチェックのステータスの意味クロスチェックのステータスの意味

ステータスステータスステータスステータス 説明説明説明説明

EXPIRED オブジェクトがファイル・システム内（DISKの場合）またはメディア・マ

ネージャ（sbtの場合）で見つかりません。バックアップ・セットは、その

セット内のすべてのバックアップ・ピースが EXPIREDの場合に、EXPIRED
になります。

CROSSCHECKコマンドは、見つからなかったファイルを削除せずに、その

ファイルのリポジトリ・レコードを EXPIREDに更新します。DELETE 
EXPIREDを実行すると、期限切れのファイルのリポジトリ・レコードと、

ステータスが EXPIREDの既存の物理ファイルを削除できます。

バックアップが EXPIREDの場合は、後でクロスチェックを再実行して、期

限切れになっていたバックアップが使用可能かどうかを確認できます。この
ような慎重な処理は、Recovery Manager をメディア・マネージャとともに

使用している場合に効果があります。たとえば、一部のバックアップ・ピー
スまたはコピーが、PARMSチャネル設定ミスのため、誤って EXPIREDで

マークされている場合は、ファイルが実際にメディア・マネージャに存在し
ていることを確認した後、CROSSCHECK BACKUPを再実行して、これらの

ファイルを AVAILABLEステータスにリストアします。

AVAILABLE オブジェクトは Recovery Manager で使用可能です。バックアップ・セット

を AVAILABLEにするには、そのセット内のすべてのバックアップ・ピース

のステータスが AVAILABLEになる必要があります。

CROSSCHECK maintSpec ;
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maintSpec::=

（listObjList::=（3-27 ページ）、archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、
foreignlogRecordSpecifier::=（3-19 ページ）、maintQualifier::=（3-30 ページ）、
recordSpec::=（3-35 ページ）、deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-61 すべてのバックアップとコピーのクロスチェックすべてのバックアップとコピーのクロスチェックすべてのバックアップとコピーのクロスチェックすべてのバックアップとコピーのクロスチェック

この例では、デフォルトの構成済チャネルが DEVICE TYPE sbtであると仮定して、テープ上
とディスク上のすべてのバックアップとコピーのステータスをクロスチェックします（出力の
一部を示します）。Recovery Manager ではディスク・チャネルが事前に構成されるため、手動
で割り当てる必要はありません。

RMAN> CROSSCHECK BACKUP;

allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=84 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=86 device type=DISK
backup piece handle=/disk2/backup/08i9umon_1_1 RECID=7 STAMP=614423319
crosschecked backup piece: found to be 'EXPIRED'
backup piece handle=/disk2/backup/09i9umso_1_1 RECID=8 STAMP=614423448
crosschecked backup piece: found to be 'EXPIRED'
backup piece handle=/disk1/cfauto/c-26213402-20070213-00 RECID=9 STAMP=614423452
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=0bi9uo81_1_1 RECID=10 STAMP=614424833
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=c-26213402-20070213-01 RECID=11 STAMP=614424851
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
.
.
.

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

maintSpec バックアップおよびコピーをクロスチェックします。maintSpecオプションにつ

いては、3-32 ページの「maintSpec」のパラメータの説明を参照してください。

BACKUP
OF listObjList

archivelogRecordSpecifier

COPY
OF listObjList

foreignlogRecordSpecifier

maintQualifier

recordSpec
DEVICE TYPE deviceSpecifier

,
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例例例例 2-62 日付範囲内でのクロスチェック日付範囲内でのクロスチェック日付範囲内でのクロスチェック日付範囲内でのクロスチェック

この例では、指定した 6 週間のバックアップ・セットの状態をメディア・マネージャに問い合
せます。Recovery Manager では、NLS_DATE_FORMATパラメータで指定された日付書式が使
用されることに注意してください。この例では、'DD-MON-YY' が使用されています。 初のコ
マンドは、テープ上のバックアップのみをクロスチェックします。

ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE sbt;
CROSSCHECK BACKUP 
  COMPLETED BETWEEN '01-JAN-07' AND '14-FEB-07';
RELEASE CHANNEL;

次のコマンドは、ディスクのみをクロスチェックするように DEVICE TYPE DISKを指定しま
す。

CROSSCHECK BACKUP DEVICE TYPE DISK 
  COMPLETED BETWEEN '01-JAN-07' AND '14-FEB-07';

SBT がデフォルトのチャネルの場合は、デフォルトのチャネルで CROSSCHECKを実行して、
ディスクと SBT バックアップの両方をクロスチェックできます。

CROSSCHECK BACKUP COMPLETED BETWEEN '01-JAN-07' AND '14-FEB-07';
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DELETE

用途用途用途用途

DELETEコマンドを使用すると、次の操作を実行できます。

� 物理バックアップおよびコピーを削除します。

� ターゲット制御ファイル内のリポジトリ・レコードを更新して、ファイルが削除されてい
ることを示します。たとえば、V$BACKUP_PIECE.STATUSのバックアップ・ピースのレ
コードに、値 Dが表示されます。

� 削除されたファイルのリポジトリ・レコードをリカバリ・カタログから削除します（カタ
ログを使用している場合）。たとえば、RC_BACKUP_PIECEには、削除されたバックアッ
プ・ピースの行が含まれなくなります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager がターゲット・データベースに接続していて、そのデータベースがマウント
またはオープン状態である必要があります。

Recovery Manager は、構成済のすべてのチャネルを使用して削除を実行します。自動チャネル
が構成されていないデバイス上のファイルに対して DELETEを使用する場合は、ALLOCATE 
CHANNEL FOR MAINTENANCEを使用する必要があります。たとえば、SBT チャネルでバック
アップを作成したが、構成されているのがディスク・チャネルのみであれば、DELETE用に
SBT チャネルを手動で割り当てる必要があります。ディスク専用のファイルに対して DELETE
を使用する場合は、自動または手動で割り当てられたメンテナンス・チャネルが必要です。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

CROSSCHECKを実行してバックアップおよびコピーのリポジトリでのステータスを更新してか
ら、DELETEを実行して目的のファイルを削除するすることをお薦めします。Recovery 
Manager を対話方式で実行している場合に DELETEを実行すると、ファイルのリストが表示さ
れ、そのリスト内のファイルを削除する前に確認のプロンプトが表示されます。確認すると、
Recovery Manager では削除されるたびに各項目が表示されます。コマンド・ファイルからコマ
ンドを読み取る場合は、Recovery Manager によって確認のプロンプトは表示されません。

Recovery Manager リポジトリに記録されているバックアップおよびコピーのステータスは、
LIST、V$ビュー、またはリカバリ・カタログ・ビュー（カタログを使用している場合）で確
認できます。バックアップのリポジトリ・レコードに、バックアップの物理的な状態が反映さ
れていないことがあります。たとえば、ディスク・バックアップを、Linux の rmコマンドで削
除する場合です。バックアップ・レコードは rmでは更新できないため、Recovery Manager リ
ポジトリには、ファイルが存在していなくても使用可能と表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  BACKUP ... DELETE INPUTコマンドについては、2-19 ペー
ジの「BACKUP」を参照してください。
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ステータス値が異なるファイルに対するステータス値が異なるファイルに対するステータス値が異なるファイルに対するステータス値が異なるファイルに対する DELETE コマンドの動作コマンドの動作コマンドの動作コマンドの動作

表 2-5 に、FORCEオプションが指定されていない場合の DELETEの動作を示します。

Data Guard 環境でのバックアップの削除環境でのバックアップの削除環境でのバックアップの削除環境でのバックアップの削除

バックアップの関連付けとアクセス可能性の違いについては、2-21 ページの「Data Guard 環境
での Recovery Manager のバックアップ」を参照してください。Data Guard 環境では、バック
アップまたはコピーを作成するデータベースはファイルに関連付けられます。Data Guard 環境
のどのデータベースに接続されていても、バックアップに接続可能であれば、CHANGE、
DELETE、CROSSCHECKなどのメンテナンス・コマンドをバックアップに使用できます。通常、
Recovery Manager では、データベース上で作成されたテープ・バックアップはその環境のすべ
てのデータベースにアクセス可能であるとみなされますが、ディスク・バックアップは作成元
のデータベースのみにアクセス可能であるとみなされます。

削除が正常に行われると、Recovery Manager はそのファイルのメタデータを削除します。ファ
イルが別のデータベースに関連付けられている場合も同様です。削除が正常に行われず、その
ファイルが Data Guard 環境の別のデータベースに関連付けられている場合は、ファイルに関
連付けられたデータベースに TARGETとして接続した状態で、同じ DELETEコマンドを実行す
るように求めるプロンプトが表示されます。ファイルのメタデータを削除するには、DELETE 
...FORCEを使用する必要があります。

構文構文構文構文

delete::=

（maintSpec::=（3-32 ページ）、obsOperandList::=（3-34 ページ）、
deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

表表表表 2-5 FORCE オプションが指定されていない場合のオプションが指定されていない場合のオプションが指定されていない場合のオプションが指定されていない場合の DELETE コマンドの動作コマンドの動作コマンドの動作コマンドの動作

リポジトリでの状態リポジトリでの状態リポジトリでの状態リポジトリでの状態 物理的な状態物理的な状態物理的な状態物理的な状態 DELETE コマンドの動作コマンドの動作コマンドの動作コマンドの動作

AVAILABLE メディア上に見つから
ない

オブジェクトは削除されず、ジョブの終了時に一致
しないオブジェクトのリストがレポートされます。
リポジトリの状態は更新されません。

EXPIRED メディア上で見つかる オブジェクトは削除されず、ジョブの終了時に一致
しないオブジェクトのリストがレポートされます。
リポジトリの状態は更新されません。

UNAVAILABLE すべて リポジトリ・レコードが削除され、存在する場合は
オブジェクトが削除されます。I/O エラーはすべて

無視されます。

DELETE

FORCE

NOPROMPT

EXPIRED
maintSpec

forDbUniqueNameOption

OBSOLETE
obsOperandList DEVICE TYPE deviceSpecifier

, ;
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maintSpec::=

（listObjList::=（3-27 ページ）、archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、
maintQualifier::=（3-30 ページ）、deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、
recordSpec::=（3-35 ページ））

forDbUniqueNameOption::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

FORCE 指定したファイルを（メディア上に存在するかどうかに関係なく）削除し、リポジ
トリ・レコードを削除します（2-119 ページの例 2-66 を参照）。

削除されたオブジェクトに関する I/O エラーは無視されます。また、CONFIGURE 
ARCHIVELOG DELETION POLICY の設定も無視されます。ジョブが終了すると、

削除されたオブジェクトの数が表示されます。

NOPROMPT 先にファイル・リストを表示したり確認を求めるプロンプトを表示せずに、指定し
たファイルを削除します。DELETE NOPROMPTコマンドでは、削除される各項目が

表示されます。

EXPIRED リポジトリ内のステータスが EXPIREDになっているファイルのみを削除します

（2-118 ページの例 2-63 を参照）。CROSSCHECKコマンドの実行時にファイルが存在

しないか、アクセスできなければ、Recovery Manager ではバックアップとコピー

が期限切れとしてマークされます。期限切れのファイルを判断するには、LIST 
EXPIREDコマンドを実行します。

DELETE EXPIREDコマンドを実行したときに、なんらかの理由で EXPIREDのマー

クが付いたバックアップが存在している場合、Recovery Manager はその物理ファ

イルを削除しません。

maintSpec バックアップおよびコピーを削除します。

maintQualifier句で削除ルールを設定できます。たとえば、テープにバック

アップされたアーカイブ・ログを削除できます（2-118 ページの例 2-65 を参照）。

注意注意注意注意 : DELETE ARCHIVELOG ALLでは、アーカイブ・ログの削除方針のみが考慮

され、構成済の保存方針は考慮されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-32 ページの「maintSpec」および 3-30 ページの「maintQualifier」
を参照してください。

BACKUP
OF listObjList

archivelogRecordSpecifier

COPY
OF listObjList

foreignlogRecordSpecifier

maintQualifier

recordSpec
DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

FOR
DB_UNIQUE_NAME ALL

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’
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forDbUniqueNameOption Data Guard 環境の指定した DB_UNIQUE_NAMEのみに関連付けられた maintSpec
のバックアップおよびコピーを削除します。

注意注意注意注意 : DELETE OBSOLETEコマンドで FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションを使用す

ることはできません。

Recovery Manager は、指定した DB_UNIQUE_NAMEに関連付けられたテープ・バッ

クアップを正常に削除すると、これらのファイルのメタデータをリカバリ・カタロ
グから削除します。これらのファイルが Data Guard 環境の別のデータベースに関

連付けられているために Recovery Manager が削除を実行できない場合は、それら

のファイルが関連付けられているデータベースで、同じ DELETE操作をファイルに

実行するように求めるプロンプトが表示されます。

注意注意注意注意 : FORCEを使用して、デフォルトの動作をオーバーライドしたり、Recovery 
Manager が別のデータベースに関連付けられたファイルの削除するように指定する

ことはできません。このように、Recovery Manager では、SBT の不適切な

Recovery Manager 構成による誤った削除操作を防止しています。削除が許可され

ていないファイルのメタデータを削除するには、CHANGE RESET 
DB_UNIQUE_NAMEコマンドを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この句のオプションについては、3-18 ページの

「forDbUniqueNameOption」を参照してください。

OBSOLETE Recovery Manager リポジトリに記録されているデータファイルのバックアップと

コピーのうち、廃止、つまり不要になったものを削除します（2-118 ページの例

2-64 を参照）。また、不要なアーカイブ REDO ログおよびログ・バックアップも

Recovery Manager によって削除されます。

Recovery Manager では、データファイルのうち不要になったバックアップとコ

ピーが判別されてから、ログ（およびそのバックアップ）が不要になる時期が判断
されます。データファイルの作成は、保存するログの決定時にバックアップとみな
されます。

Recovery Manager では、まず obsOperandListで指定したオプションを使用し

て、不要になったファイルが判断されます。obsOperandListでオプションを指

定しなければ、CONFIGURE RETENTION POLICYで指定したオプションが使用され

ます。

注意注意注意注意 : DELETE OBSOLETEでは、バックアップの保存方針のみが考慮されます。不

要なログの決定に、構成済のアーカイブ・ログの削除方針が使用されることはあり
ません。これとは対照的に、DELETE ARCHIVELOG ALLでは、構成済のアーカイ

ブ・ログの削除方針のみが考慮されます。

注意注意注意注意 : KEEP UNTIL TIME句を使用して作成されたバックアップは、指定した KEEP
時間が過ぎると不要となり、DELETE OBSOLETEによって削除されます。KEEP時

間が期限切れになったアーカイブ・バックアップのバックアップ保存方針は考慮さ
れません。

obsOperandList 不要になるバックアップとコピーの判断基準を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-34 ページの「obsOperandList」を参照してください。

DEVICE TYPE

deviceSpecifier

削除の対象を、指定したデバイス・タイプで作成された不要なバックアップとコ
ピーのみに制限します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-63 期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除

この例では、構成済の sbtチャネルを使用して、1 か月以上経過している表領域 usersの期限
切れバックアップの有無についてメディア・マネージャをチェックし、該当するリカバリ・カ
タログ・レコードを削除します。

CROSSCHECK BACKUPSET OF TABLESPACE users 
  DEVICE TYPE sbt COMPLETED BEFORE 'SYSDATE-31';
DELETE NOPROMPT EXPIRED BACKUPSET OF TABLESPACE users 
  DEVICE TYPE sbt COMPLETED BEFORE 'SYSDATE-31';

例例例例 2-64 不要なバックアップの削除不要なバックアップの削除不要なバックアップの削除不要なバックアップの削除

この例では、データベースのリカバリに不要になったバックアップとコピーを、先週の任意の
SCN まで削除します。また、不要になったアーカイブ REDO ログも削除されます。

DELETE NOPROMPT OBSOLETE RECOVERY WINDOW OF 7 DAYS;

例例例例 2-65 バックアップ済のアーカイブバックアップ済のアーカイブバックアップ済のアーカイブバックアップ済のアーカイブ REDO ログの削除ログの削除ログの削除ログの削除

Recovery Manager の設定を次のように構成しているとします。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt;
CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO
  BACKED UP 2 TIMES
  TO DEVICE TYPE sbt;

次の DELETEコマンドは、構成済の削除方針（ログはテープに 2 回バックアップする必要があ
る）を満たす必要がない、ディスク上のすべてのアーカイブ REDO ログを削除します（次に出
力を示します）。

RMAN> DELETE ARCHIVELOG ALL;
 
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=84 device type=DISK

List of Archived Log Copies for database with db_unique_name PROD
=====================================================================
 
Key     Thrd Seq     S Low Time
------- ---- ------- - ---------
107     1    4       A 12-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_12/o1_mf_1_4_2x28bpcm_.arc 
108     1    5       A 12-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_12/o1_mf_1_5_2x28g7s9_.arc
109     1    6       A 12-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_6_2x3bbqym_.arc 
157     1    7       A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_7_2x3w2cvs_.arc
164     1    8       A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_8_2x3w40vr_.arc 
171     1    9       A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_9_2x3w8pf7_.arc
318     1    10      A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_10_2x3zx6d9_.arc 
330     1    11      A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_11_2x403wco_.arc
448     1    12      A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_12_2x40wn6x_.arc 
455     1    13      A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_13_2x412s3m_.arc
583     1    14      A 13-FEB-07
        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_14_2x428p9d_.ar 
638     1    15      A 13-FEB-07
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        Name: /orcva/PROD/archivelog/2007_02_13/o1_mf_1_15_2x42f0gj_.arc
 
Do you really want to delete the above objects (enter YES or NO)?

例例例例 2-66 バックアップ・セットの強制削除バックアップ・セットの強制削除バックアップ・セットの強制削除バックアップ・セットの強制削除

次の例では、タグ weekly_bkupを持つバックアップ・セットのコピーを削除します。

RMAN> DELETE NOPROMPT BACKUPSET TAG weekly_bkup;

リポジトリにはバックアップ・セットが AVAILABLE として表示されても、オブジェクトは実
際にはメディア上で使用できないため、Recovery Manager では警告が表示されます。

List of Backup Pieces
BP Key  BS Key  Pc# Cp# Status      Device Type Piece Name
------- ------- --- --- ----------- ----------- ----------
809     806     1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    0ri9uu08_1_1
 
RMAN-06207: WARNING: 1 objects could not be deleted for SBT_TAPE channel(s) due
RMAN-06208:          to mismatched status.  Use CROSSCHECK command to fix status
RMAN-06210: List of Mismatched objects
RMAN-06211: ==========================
RMAN-06212:   Object Type   Filename/Handle
RMAN-06213: --------------- ---------------------------------------------------
RMAN-06214: Backup Piece    0ri9uu08_1_1

次のコマンドを実行すると、Recovery Manager によってバックアップ・セットが強制的に削除
されます（例には出力例も含まれます）。

RMAN> DELETE FORCE NOPROMPT BACKUPSET TAG weekly_bkup;

using channel ORA_SBT_TAPE_1
using channel ORA_DISK_1
 
List of Backup Pieces
BP Key  BS Key  Pc# Cp# Status      Device Type Piece Name
------- ------- --- --- ----------- ----------- ----------
809     806     1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    0ri9uu08_1_1
deleted backup piece
backup piece handle=0ri9uu08_1_1 RECID=26 STAMP=614430728
Deleted 1 objects
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DELETE SCRIPT

用途用途用途用途

DELETE SCRIPTコマンドを使用すると、ローカルまたはグローバルのストアド・スクリプト
をリカバリ・カタログから削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

DELETE SCRIPTは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。Recovery Manager
が、リカバリ・カタログとターゲット・データベースに接続している必要があります。リカバ
リ・カタログ・データベースはオープン状態である必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

ストアド・スクリプトには、ローカルとグローバルがあります。ローカル・スクリプトは、現
行のターゲット・データベース用にのみ作成されますが、グローバル・スクリプトは、リカバ
リ・カタログに登録されているすべてのデータベースで使用できます。

GLOBALを指定する場合は、その名前のグローバル・スクリプトが、リカバリ・カタログ内に
すでに存在している必要があります。存在していない場合は、エラー RMAN-06710が戻されま
す。GLOBALを指定しなかった場合は、Recovery Manager によって、指定した名前のローカ
ル・ストアド・スクリプトが現行のターゲット・データベースに定義されていないかどうか確
認されます。そのようなスクリプトがターゲット・データベースに定義されていなかった場合
は、同じ名前のグローバル・ストアド・スクリプトが検索され、存在した場合は削除されます。

構文構文構文構文

deleteScript::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

GLOBAL スクリプトをグローバルとして指定します。

グローバル・スクリプトを削除する場合は、Recovery Manager が仮想プライベー

ト・カタログに接続していないことが必要です。仮想カタログのユーザーは、グ
ローバル・スクリプトを実行できますが、変更することはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : グローバル・スクリプトとローカル・スクリプトの違いについては、

2-106 ページの「使用上の注意」を参照してください。

SCRIPT script_name 削除するスクリプトの名前を指定します。スクリプト名に空白または予約語が含
まれている場合は、引用符で囲む必要があります。

DELETE
GLOBAL

SCRIPT
’

script_name
’

;
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DELETE SCRIPT
例例例例

例例例例 2-67 グローバル・スクリプトの削除グローバル・スクリプトの削除グローバル・スクリプトの削除グローバル・スクリプトの削除

この例では、リカバリ・カタログからグローバル・スクリプト backup_dbを削除します（例
には出力例も含まれます）。

RMAN> LIST SCRIPT NAMES;
 
List of Stored Scripts in Recovery Catalog
 
 
    Scripts of Target Database PROD
 
       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       backup_whole
       backup whole database and archived redo logs
 
 
    Global Scripts
 
 
       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       global_backup_db
       back up any database from the recovery catalog, with logs
 
RMAN> DELETE GLOBAL SCRIPT global_backup_db;
 
deleted global script: global_backup_db
 
RMAN> LIST SCRIPT NAMES;
 
List of Stored Scripts in Recovery Catalog
 
 
    Scripts of Target Database PROD
 
       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       backup_whole
       backup whole database and archived redo logs
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DROP CATALOG

用途用途用途用途

DROP CATALOGコマンドを使用すると、リカバリ・カタログまたは仮想プライベート・カタロ
グを削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。

CATALOGコマンドライン・オプションまたは CONNECT CATALOGコマンドを使用して、リカ
バリ・カタログ・スキーマまたは仮想プライベート・カタログに接続している必要があります。
リカバリ・カタログ・データベースはオープンの状態である必要があります。

ターゲット・データベースへの接続は不要です。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

DROP CATALOGコマンドを実行すると、この操作を実行することを確認するためにコマンドを
再度入力するよう求められます。

基本リカバリ・カタログは CREATE CATALOGで作成されますが、仮想プライベート・カタロ
グは CREATE VIRTUAL CATALOGで作成されます。基本リカバリ・カタログを削除するには、
リカバリ・カタログ所有者としてリカバリ・カタログ・データベースに接続し、DROP 
CATALOGを実行します。

仮想プライベート・カタログを削除するには、その仮想プライベート・カタログに接続してい
るときに DROP CATALOGコマンドを実行します。仮想プライベート・カタログに接続してい
るときに DROP CATALOGコマンドを実行しても、基本リカバリ・カタログ自体は削除されま
せん。削除されるのは、基本カタログを参照するシノニムおよびビューのみです。

リリースが 10.2 以前の Recovery Manager クライアントを使用している場合に仮想カタログを
削除するには、別の方法を使用する必要があります。仮想プライベート・カタログを削除する
前に、リカバリ・カタログ・データベースに仮想プライベート・カタログの所有者として接続
し、次の PL/SQL プロシージャを実行してください（base_catalog_ownerは、基本リカバ
リ・カタログを所有するデータベース・ユーザーです）。

base_catalog_owner.DBMS_RCVCAT.DROP_VIRTUAL_CATALOG

基本リカバリ・カタログを削除すると、仮想プライベート・カタログは削除していなくても使
用できなくなります。ただし、専任データベース・ユーザーが仮想プライベート・カタログを
所有している場合は、DROP USER ...CASCADEを実行して、その仮想カタログを削除できま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リカバリ・カタログを削除する方法は、『Oracle Database
バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : 基本リカバリ・カタログを削除すると、すべての Recovery 
Manager メタデータがリカバリ・カタログから削除されます。リカバリ・
カタログに記録されていても、ターゲット・データベースの制御ファイル
に記録されていないバックアップは、Recovery Manager で使用できませ
ん。
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構文構文構文構文

dropCatalog::=

例例例例

例例例例 2-68 仮想プライベート・カタログの削除仮想プライベート・カタログの削除仮想プライベート・カタログの削除仮想プライベート・カタログの削除

データベース・ユーザー vpu1に属する仮想プライベート・カタログを削除するとします。た
だし、その基本リカバリ・カタログは削除しません。この例では、リカバリ・カタログ・デー
タベースに vpu1として接続し、このユーザーの仮想プライベート・カタログを削除します。
仮想プライベート・カタログを削除しても、その基本リカバリ・カタログは影響を受けません。

RMAN> CONNECT CATALOG vpu1@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database
 
RMAN> DROP CATALOG;
 
recovery catalog owner is VPU1
enter DROP CATALOG command again to confirm catalog removal
 
RMAN> DROP CATALOG;
 
virtual catalog dropped

DROP CATALOG
;
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DROP DATABASE

用途用途用途用途

DROP DATABASEコマンドを使用すると、ターゲット・データベースを削除できます。
Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、そのデータベースの登録も同時
に解除できます。Recovery Manager は、ターゲット・データベースに属するすべてのデータ
ファイル、オンライン REDO ログおよび制御ファイルを削除します。デフォルトでは、
Recovery Manager によって確認のプロンプトが表示されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。ターゲット・データ
ベースに接続している必要があります。ターゲット・データベースは、排他的にマウントされ、
オープンされていない状態で、RESTRICTモードで起動されている必要があります。

構文構文構文構文

dropDatabase::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-69 データベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除

この例では、リカバリ・カタログに登録されている test1というテスト・データベースを削除
します。Recovery Manager クライアントを起動し、TARGETとしてデータベース test1に接
続して、リカバリ・カタログに接続します。その後、次のコマンドを実行して、ターゲット・
データベース・ファイルと、データベースに関連付けられているすべてのバックアップ、コ
ピーおよびアーカイブ・ログを削除します。

RMAN> CONNECT TARGET SYS@test1

target database Password: password
connected to target database: TEST1 (DBID=39525561)

RMAN> STARTUP FORCE MOUNT
RMAN> SQL 'ALTER SYSTEM ENABLE RESTRICTED SESSION';
RMAN> DROP DATABASE INCLUDING BACKUPS NOPROMPT;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

INCLUDING BACKUPS ターゲット・データベースに関連付けられたバックアップ・セット、プロキシ・
コピー、イメージ・コピーおよびアーカイブ REDO ログをすべての構成済デバイ

ス・タイプから削除します。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログを使用している場合、データベースの削除時に

NOCATALOGモードで Recovery Manager を実行すると、Recovery Manager は、

リカバリ・カタログでは認識されるがターゲット・データベースの制御ファイル
には存在しないバックアップは削除しません。

NOPROMPT 確認のプロンプトを表示せずに、データベースを削除します。

DROP DATABASE
INCLUDING BACKUPS NOPROMPT

;
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DUPLICATE

用途用途用途用途

DUPLICATEコマンドを使用すると、ソース・データベースのコピーを作成できます。
Recovery Manager で作成できるのは、次のいずれかのタイプのデータベースです。

� 複製データベース複製データベース複製データベース複製データベース。これは、一意の DBID を持つソース・データベース（またはソース・
データベースのサブセット）のコピーです。複製データベースは一意の DBID を持ってい
るため、ソース・データベースから独立しており、同じリカバリ・カタログに登録できま
す。通常、複製データベースはテストに使用します。

� スタンバイ・データベーススタンバイ・データベーススタンバイ・データベーススタンバイ・データベース。これは、ソース・データベース（Data Guard 環境ではプライプライプライプライ
マリ・データベースマリ・データベースマリ・データベースマリ・データベースと呼ばれます）の特別なコピーであり、プライマリ・データベースの
アーカイブ REDO ログを適用して更新されます。スタンバイ・データベースは新規 DBID
を取得しません。

Recovery Manager では、複製処理をオープンまたはマウントされているデータベースから直接
実行することも、既存の Recovery Manager バックアップおよびコピーから実行することもで
きます。

追加トピック追加トピック追加トピック追加トピック

� 前提条件

� 使用上の注意

� 構文

� セマンティクス

� 例

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager は、ソース・データベースに TARGETとして接続されている必要がありま
す。ソース・データベースは、コピーされるデータベースです。ソース・データベースはマウ
ントまたはオープン状態である必要があります。スタンバイ・データベースは、ソース・デー
タベースにはできません。

Recovery Manager は、複製データベースのインスタンスに AUXILIARYとして接続されている
必要があります。複製データベースのインスタンスは、補助インスタンス補助インスタンス補助インスタンス補助インスタンスと呼ばれます。補助
インスタンスは、NOMOUNTオプションで起動されている必要があります。

ソース・データベースと複製データベースのプラットフォームは、同じである必要があります。
DUPLICATEの処理では、プラットフォームが同じ 32 ビット・バージョンと 64 ビット・バー
ジョンは、同じプラットフォームとみなされます。たとえば、Linux IA (32-bit) Little と Linux 
IA (64-bit) Little は、同じプラットフォームとみなされます。ただし、32 ビットと 64 ビットの
プラットフォーム間でデータベースの複製が終了したら、utlirp.sqlスクリプトを実行し
て、PL/SQL コードを新しい形式に変換する必要があります。このスクリプトは、Linux およ
び UNIX プラットフォームの ORACLE_HOME/rdbms/adminにあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� DUPLICATEコマンドで複製データベースを作成する方法は、

� 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

� スタンバイ・データベースを作成、管理およびバックアップする方法
は、『Oracle Data Guard 概要および管理』を参照してください。
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DUPLICATEコマンドを実行するには、構成済または割当て済の補助チャネルが 1 つ以上必要で
す。これらのチャネルは、補助データベース・インスタンスで複製処理を実行します。
Recovery Manager は、ソース・データベースに TARGETとして接続されている必要がありま
す。次のような場合、Recovery Manager はソース・データベースのチャネル構成を補助チャネ
ルに使用します。

� 補助チャネルの手動割当てに ALLOCATE CHANNELを使用しなかった場合

� 補助チャネルの構成に CONFIGUREを使用しなかった場合

CONNECT文字列を使用するように自動ターゲット・チャネルを構成した場合は、Recovery 
Manager が補助インスタンスのチャネルに同じチャネル構成を使用しようとします。かわり
に、補助チャネルを手動で割り当てることをお薦めします。

ソース・ホストは、ソース・データベースが格納されているデータベースです。トランスポー
ト先ホストは、複製データベースが作成されるデータベースです。複製データベースをソー
ス・ホストに作成する場合は、DUPLICATEコマンドの実行時に、ソース制御ファイルが使用中
であることが原因でエラーが発生しないように、CONTROL_FILES初期化パラメータを適切に
設定してください。また、ソース・データベース・ファイルが複製データベース・ファイルで
上書きされないように、すべての *_DEST初期化パラメータも適切に設定してください。

COMPATIBLE初期化パラメータが 11.0.0 以上に設定されている場合、デフォルトでは、トラン
スポート後に読み書き両用に設定されていなかったトランスポータブル表領域が複製されます。
それ以外の場合、Recovery Manager では、トランスポート後に読み書き両用に設定されていな
いかぎり、トランスポータブル表領域は複製できません。

表領域と列の暗号化表領域と列の暗号化表領域と列の暗号化表領域と列の暗号化

列レベルで機能する透過的データ暗号化と表領域暗号化のデータベース暗号化機能のいずれに
も、ウォレットが使用されています。次の制限事項に注意してください。

� 複製する表領域が暗号化されている場合は、複製データベースにウォレットを手動でコ
ピーする必要があります。

� 複製データベースにウォレットがすでに存在する場合は、ソース・データベースのウォ
レットを複製データベースにコピーすることはできません。したがって、ウォレットがす
でに存在するデータベースには、暗号化データをトランスポートできません。データの透
過的暗号化機能で列を暗号化する場合は、パスワードで保護されたエクスポート・ファイ
ルに列をエクスポートし、そのデータを複製データベースにインポートできます。

� 暗号化された表領域は、エンディアン形式が異なるプラットフォーム間で複製することは
できません。

バックアップベースの複製に固有の前提条件バックアップベースの複製に固有の前提条件バックアップベースの複製に固有の前提条件バックアップベースの複製に固有の前提条件

FROM ACTIVE DATABASEを指定せずに DUPLICATEを実行する場合、補助チャネルは 1 つ以
上必要ですが、ソース・データベースに通常のチャネルは必要ありません。

バックアップからデータベースを複製する場合は、複製データベースの作成とリカバリに使用
するすべてのバックアップおよびアーカイブ REDO ログに、トランスポート先ホストのサー
バー・セッションからアクセスできる必要があります。トランスポート先ホストとソース・ホ
ストが同じでない場合は、ソース・ホストのディスク上のバックアップを、ソース・データ
ベースでのフルパス名と同じフルパス名で、トランスポート先ホストから使用できるようにす
る必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 透過的データ暗号化については、『Oracle Database Advanced 
Security 管理者ガイド』を参照してください。
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アクティブなデータベースの複製に固有の前提条件アクティブなデータベースの複製に固有の前提条件アクティブなデータベースの複製に固有の前提条件アクティブなデータベースの複製に固有の前提条件

FROM ACTIVE DATABASEを指定して DUPLICATEを実行する場合、1 つ以上の通常のター
ゲット・チャネルおよび 1 つ以上の AUXILIARYチャネルが必要です。

補助データベース・インスタンスに接続する際は、ネット・サービス名を指定する必要があり
ます。この要件は、補助インスタンスがローカル・ホストに存在する場合にも適用されます。
ソース・データベースと補助インスタンスは、同じ SYSDBAパスワードを使用する必要があり
ます。したがって、両方のインスタンスにパスワード・ファイルが存在している必要がありま
す。補助インスタンスを起動してソース・データベースから接続できるように、パスワードを
1 つにしてパスワード・ファイルを作成できます。

パスワード・ファイルに対する DUPLICATEの動作は、複製データベースがスタンバイ・デー
タベースとして動作するかどうかで異なります。作成する複製データベースがスタンバイ・
データベースでない場合、デフォルトでは、Recovery Manager はパスワード・ファイルをコ
ピーしません。PASSWORD FILEオプションを使用すると、補助インスタンス上の既存のパス
ワード・ファイルを上書きするように Recovery Manager に指定できます。

スタンバイ・データベースを作成すると、デフォルトでは、Recovery Manager がパスワード・
ファイルをスタンバイ・ホストにコピーするため、既存のパスワード・ファイルは上書きされ
ます。その場合は、PASSWORD FILE句は必要ありません。

ソース・データベースはマウントまたはオープン状態である必要があります。ソース・データ
ベースがオープン状態の場合は、アーカイブ処理を有効にする必要があります。ソース・デー
タベースがオープンされておらず、それがスタンバイ・データベースでもない場合は、一貫性
を保った状態で停止されていたことが必要です。

アクティブなデータベースの複製を実行する場合は、UNTIL句を使用できません。Recovery 
Manager は、データファイルを一貫性のとれた時点にリカバリできるように、オンライン・
データファイルが完全にコピーされた時間を選択します。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

アクティブなデータベース複製では、補助サービス名を使用して、ソース・データベースが
ネットワーク経由でトランスポート先ホストの補助インスタンスにコピーされますが、バック
アップベースの複製では、すでに存在する Recovery Manager バックアップおよびコピーが使
用されます。表 2-6 に、ソース・データベースから複製されるファイルを示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パスワード保護については、『Oracle Database セキュリティ・
ガイド』を参照してください。

表表表表 2-6 複製されるファイル複製されるファイル複製されるファイル複製されるファイル

ソース・データベースのソース・データベースのソース・データベースのソース・データベースの
ファイルファイルファイルファイル アクティブなデータベースアクティブなデータベースアクティブなデータベースアクティブなデータベース バックアップベースバックアップベースバックアップベースバックアップベース

制御ファイル FOR STANDBYが指定されると、

ソース・データベースからコピーさ
れ、指定されない場合は再作成され
ます。

FOR STANDBYが指定されると、

バックアップからリストアされ、指
定されない場合は再作成されます。

データファイル ソース・データベースからコピーさ
れます（SKIPオプションで除外され

ている場合を除く）。

バックアップからリストアされます
（SKIPオプションで除外されている

場合を除く）。

一時ファイル 再作成されます（2-130 ページの「一

時ファイルの再作成」を参照）。

再作成されます（2-130 ページの

「一時ファイルの再作成」を参照）。

オンライン REDO ログ・

ファイル

再作成されます。 再作成されます。

スタンバイ REDO ログ・

ファイル

プライマリ・データベース上で FOR 
STANDBYが指定および定義されてい

る場合は、再作成されます。

プライマリ・データベース上で FOR 
STANDBYが指定および定義されてい

る場合は、再作成されます。

アーカイブ REDO ログ・

ファイル

ソース・データベースからコピーさ
れます（ただし、複製に必要な場合
のみ）。

バックアップまたはカタログ化済の
コピーから取得されます（ただし、
複製に必要な場合のみ）。
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データファイルがオフラインである場合または除外されている場合を除き、複製データベース
にはすべてのデータファイルが格納されます。表領域を除外するには、SKIP句を使用するか、
または DUPLICATE ... TABLESPACEを使用して表領域のサブセットのみを含めます。

フラッシュ・リカバリ領域を明示的に定義している場合は、複製データベースまたはスタンバ
イ・データベース上でこの領域が定義されます。また、ソース・データベース上でフラッ
シュ・リカバリが定義されており、DUPLICATEコマンドを使用してコピーまたはリストアされ
たサーバー・パラメータ・ファイルを補助インスタンスで使用しているときは、複製データ
ベースまたはスタンバイ・データベース上でフラッシュ・リカバリが定義されます。

アクティブなデータベース複製を使用する場合は、2-133 ページの「dupsbyOptionList」にあ
る FROM ACTIVE DATABASEの説明を参照してください。使用上の注意は、2-134 ページの

「dupOptionList」を参照してください。

バックアップベースの複製バックアップベースの複製バックアップベースの複製バックアップベースの複製

NOARCHIVELOGモードのデータベースをバックアップベースで複製する場合は、メディア・リ
カバリに NOREDOオプションが使用されます。したがって、増分バックアップが存在している
と、Recovery Manager は、リカバリ時には、その増分バックアップのみをリストアされたファ
イルに適用します。ARCHIVELOGモードのデータベースをバックアップベースで複製する場
合、デフォルトでは、Recovery Manager によってそのコマンドが実行された時点で 後に作成
されたアーカイブ REDO ログまで、または SET UNTIL句で指定した時点までリカバリされま
す。

バックアップベースの複製を使用している場合で、ソース・ベータベースと補助インスタンス
が別々のホストに存在する場合は、ソース・データベースのバックアップが補助インスタンス
から使用できるようにする方法を決定する必要があります。

サーバー・パラメータ・
ファイル

ソース・データベースからコピーさ
れます（2-134 ページの

「dupOptionList」の SPFILE句を参

照）。

SPFILE句が指定されていれば、

バックアップからリストアされます
（2-134 ページの「dupOptionList」
を参照）。

フラッシュバック・ログ・
ファイル

再作成されません。 再作成されません。

ブロック・チェンジ・ト
ラッキング・ファイル

再作成されません。 再作成されません。

パスワード・ファイル スタンバイ・データベースの場合は
デフォルトでコピーされ、非スタン
バイのデータベースでは、
PASSWORD FILEオプションが指定

されている場合にのみコピーされま
す。

再作成されません。

フラッシュ・リカバリ領
域のバックアップおよび
他のファイル

コピーされません。 コピーされません。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログで認識できるのは、現在の読取り専用表領域
のみです。現在、表領域が読み書き両用に設定されていても、UNTILを使
用して、データベースを表領域が読取り専用であった過去の SCN に複製
する場合、この表領域は複製データベースには含まれません。過去に読取
り専用であった表領域は、オフラインの表領域とみなされるため、複製に
は含まれません。

表表表表 2-6 複製されるファイル複製されるファイル複製されるファイル複製されるファイル（続き）（続き）（続き）（続き）

ソース・データベースのソース・データベースのソース・データベースのソース・データベースの
ファイルファイルファイルファイル アクティブなデータベースアクティブなデータベースアクティブなデータベースアクティブなデータベース バックアップベースバックアップベースバックアップベースバックアップベース
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ターゲット・データベースで、ASM ストレージのリカバリ領域が使用されていない場合は、
DUPLICATEコマンドを実行する前に、次のいずれかのタスクを実行します。

� SBT バックアップを使用している場合は、バックアップを作成するテープがトランスポー
ト先ホストからアクセスできるようにします。

� ディスク・バックアップを使用している場合で、トランスポート先ホスト上でソース・ホ
ストと同じバックアップ・ディレクトリ名を使用できる場合は、次のいずれかを実行しま
す。

– ソース・ホストのバックアップおよびコピーをトランスポート先ホストの同じパスに
手動で転送します。

– NFS または共有ディスクを使用し、トランスポート先ホストの同じパスにアクセスで
きることを確認します。

� ディスク・バックアップを使用しているときに、トランスポート先ホスト上でソース・ホ
ストと同じバックアップ・ディレクトリ名を使用できない場合は、 『Oracle Database バッ
クアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』で説明されている方法を使用します。

ソース・データベースで ASM ストレージのリカバリ領域が使用されている場合は、
DUPLICATEコマンドを実行する前に、次のいずれかのタスクを実行します。

� データベースのバックアップを、フラッシュ・リカバリ領域の外に作成します。このバッ
クアップは、次のようにしてアクセス可能にすることができます。

– NFS を使用して、バックアップを同じ名前でトランスポート先ホストにマウントしま
す。

– NFS を使用して、バックアップを別の名前でトランスポート先ホストにマウントして
から、Recovery Manager がソース・データベースに TARGETとして接続されている
状態で、バックアップに対して CATALOGを実行します。

� フラッシュ・リカバリ領域をテープにバックアップし、それを複製処理に使用します。

Oracle Managed Files での複製での複製での複製での複製

ソース・データベース・ファイルが Oracle Managed Files（OMF）形式の場合は、初期化パラ
メータの DB_FILE_NAME_CONVERTおよび LOG_FILE_NAME_CONVERT、または
fileNameConversionSpec句を使用して、複製データベースの新しい OMF ファイル名を生
成することはできません。OMF ファイル名は一意であり、Oracle データベースによって生成
されます。

このルールの唯一の例外は、ASM ディスク・グループ名のみを変更する場合です。ソース・
データファイルおよびオンライン REDO ログ・ファイルが、ASM ディスク・グループ
+SOURCEDSKに格納されているとします。複製データベース・ファイルは、ASM ディスク・
グループ +DUPDSKに格納することにします。その場合、初期化パラメータを次のように設定
できます。

DB_FILE_NAME_CONVERT = ("+SOURCEDSK","+DUPDSK")
LOG_FILE_NAME_CONVERT = ("+SOURCEDSK","+DUPDSK")

Recovery Manager は、DB_FILE_NAME_CONVERTまたは LOG_FILE_NAME_CONVERTを使用
してディスク・グループ名を変換し、その名前に基づいた有効なファイル名を新しく生成しま
す。

ソース・ファイルが Oracle Managed Files 形式の場合にデータファイルの名前を付けるオプ
ションとしては、次のサポート・オプションがあります。

� SET NEWNAMEを使用すると、個々のデータファイルの名前を指定できます。

� DB_FILE_CREATE_DESTを設定すると、新しいデータベースのすべてのデータファイルを
Oracle Managed Files にできます（ただし、SET NEWNAMEが使用されるファイルは除き
ます）。DB_FILE_CREATE_DESTを設定する場合は、DB_FILE_NAME_CONVERTを設定し
ないでください。
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Oracle Managed Files から複製されるオンライン REDO ログに名前を付けるサポート・オプ
ションには、DB_CREATE_FILE_DEST、DB_RECOVERY_FILE_DESTおよび
DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nがあります。

一時ファイルの再作成一時ファイルの再作成一時ファイルの再作成一時ファイルの再作成

Oracle Managed Files に DUPLICATEを使用する場合は、データベースをプライマリ・データ
ベースとしてオープンするか、読取り専用でオープンするときのいずれかの時点で、Recovery 
Manager が現行の DB_CREATE_FILE_DESTで一時ファイルを再作成します。Oracle Managed 
Files を使用しない場合は、DB_FILE_NAME_CONVERTを使用して、新しいデータベースの一時
ファイル名を変換します。スタンバイ・データベースまたは複製データベースを読取り専用ま
たは読み書き両用モードでオープンする場合、Oracle では、必要に応じて
DB_FILE_NAME_CONVERTに基づいた変換名で一時ファイルが自動作成されます。一時ファイ
ルごとに異なる名前を指定するには、2-273 ページの「SWITCH TEMPFILE」を参照してくださ
い。

構文構文構文構文

duplicate::=

（dupsbyOptionList::=（2-130 ページ）、dupOptionList::=（2-131 ページ））

dupsbyOptionList::=

（fileNameConversionSpec::=（3-16 ページ）、setParameter::=（2-131 ページ））

DUPLICATE TARGET DATABASE
FOR STANDBY

dupsbyOptionList

TO
’

database_name
’ dupOptionList ;

DORECOVER

fileNameConversionSpec

FROM ACTIVE DATABASE

NOFILENAMECHECK

SPFILE

setParameter

PARAMETER_VALUE_CONVERT
( ’

string_pattern
’

,

) setParameter
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dupOptionList::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、fileNameConversionSpec::=（3-16 ページ）、
logSpec::=（2-131 ページ）、setParameter::=（2-131 ページ）、untilClause::=（3-38 ページ））

setParameter::=

logSpec::=

sizeSpec::=

DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

fileNameConversionSpec

FROM ACTIVE DATABASE

LOGFILE
INSTANCE quoted_string

logSpec

,

NOFILENAMECHECK

OPEN RESTRICTED

PASSWORD FILE

PFILE
’

filename
’

SKIP READONLY

SKIP TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

SPFILE

setParameter

PARAMETER_VALUE_CONVERT
( ’

string_pattern
’

,

) setParameter

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

TO RESTORE POINT restore_point_name

untilClause

SET
identifier

quoted_string
string

,
COMMENT quoted_string

’ filename ’ SIZE sizeSpec
REUSE

GROUP integer ( ’ filename ’

,

) SIZE sizeSpec
REUSE

integer

G

K

M
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

duplicate
この句を使用すると、データベースまたは表領域を複製できます。構文は、2-130 ページの
duplicate::= 図を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

FOR STANDBY 複製対象のデータベースをスタンバイ・データベースとして使用するように指定し
ます（2-142 ページの 例 2-75 を参照）。

DUPLICATEコマンドでスタンバイ・データベースを作成するには、FOR STANDBY
オプションを指定する必要があります。DUPLICATE ... FOR STANDBYコマンド

を使用すると、スタンバイ制御ファイルをリストアしてマウントすることによって、
スタンバイ・データベースが作成されます。FROM ACTIVE DATABASEを指定する

と、Recovery Manager はプライマリ・データベースからスタンバイ・データベー

スにデータファイルをコピーします。指定しない場合、Recovery Manager はソー

ス・データベースのデータファイルのバックアップをスタンバイ・データベースに
リストアします。SET UNTILを指定しないかぎり、Recovery Manager は、 新

ファイルをリストアします。

DORECOVERを指定すると、Recovery Manager ではデータベースもリカバリされま

す。スタンバイ・データベースは、複製の完了後もマウントされたままです。

スタンバイ・データベース上のオンライン REDO ログのファイル名の変換には、

SET NEWNAMEまたは CONFIGURE AUXNAMEは使用できません。

Recovery Manager をスタンバイ・データベースに接続してから、DUPLICATE ... 
FOR STANDBY を使用してスタンバイ・データベースを追加作成することはできま

せん。スタンバイ・データベースを追加作成するには、Recovery Manager をオリ

ジナルのプライマリ・データベースに接続して DUPLICATE ... FOR STANDBYを

実行します。

注意注意注意注意 : DUPLICATEコマンドを使用してスタンバイ・データベースを作成することは

できますが、アクティブ化することはできません。

Recovery Manager をスタンバイ・データベースに接続し、そのプライマリ・デー

タベースがすでに登録されているリカバリ・カタログに接続すると、スタンバイ・
データベースは、Recovery Manager によって認識され、暗黙的に登録されます。

スタンバイ・データベースには、REGISTERコマンドを使用しないでください。

dupsbyOptionList スタンバイ・データベースの作成時にのみ適用するオプションを指定します。2-133
ページの「dupsbyOptionList」を参照してください。

TO database_name 複製データベースの名前を指定します。この複製データベースは、スタンバイ・
データベースにできません。

SPFILE句を指定しない場合は、指定するデータベース名が、複製データベース・

インスタンス（Recovery Manager が AUXILIARYとして接続されているインスタン

ス）の初期化パラメータ・ファイルに記述されている名前に一致する必要がありま
す。一致しない場合、データベースはエラーを発行します。

複製データベースがソース・データベースと同じ Oracle ホームにある場合、ソー

ス・データベースと複製データベースに同じデータベース名は使用できません。た
だし、複製データベースがソース・データベースとは別の Oracle ホームにある場合

は、その Oracle ホームにある他のデータベース名と異なっていれば、同じ名前でも

使用できます。複製データベースの管理を容易にするために、ソース・データベー
スと複製データベースを別の名前にすることをお薦めします。

dupOptionList スタンバイ・データベースではない複製データベースの作成時にのみ適用するオプ
ションを指定します。2-134 ページの「dupOptionList」を参照してください。
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dupsbyOptionList
この副次句は、スタンバイ・データベースの作成時にのみ適用するオプションを指定します。
構文は、2-130 ページの dupsbyOptionList::= 図を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DORECOVER スタンバイ・データベースの作成後に、Recovery Manager がそのスタンバイ・

データベースをリカバリするように指定します。untilClauseを指定すると、

Recovery Manager は、指定された SCN または時点までリカバリし、データベー

スをマウント状態のままにします。

Recovery Manager は、メディア・リカバリの完了後にスタンバイ・データベー

スをマウント状態のままにしますが、スタンバイ・データベースを手動リカバ
リ・モードおよび管理リカバリ・モードには設定しません。Recovery Manager
がスタンバイ・データベースを作成した後、スタンバイ・データベースを手動リ
カバリ・モードまたは管理リカバリ・モードに設定したり、読取り専用モードで
オープンする前に、すべてのギャップ・シーケンスの問題を解決する必要があり
ます。

制御ファイルのチェックポイント SCN は、スタンバイ・サイトから使用できる

か Recovery Manager バックアップに含まれるアーカイブ REDO ログに含める必

要があります。たとえば、スタンバイ制御ファイルを作成し、その直後に順序が
100 の現行ログをアーカイブするとします。この場合、スタンバイ制御ファイル

のバックアップはその時点以後にとられるため、少なくともログ順序 100 までス

タンバイ・データベースをリカバリしないと、データベースから ORA-1152エ

ラー・メッセージが発行されます。

fileNameConversionSpec スタンバイ・データベースで元のデータファイル名を新しいデータファイル名に
変換する方法を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-16 ページの「fileNameConversionSpec」を参照してください。

FROM ACTIVE DATABASE スタンバイ・データベースのファイルは、ソース・データベースのバックアップ
からではなく、ソース・データベースから直接提供されるように指定します
（2-140 ページの例 2-71 を参照）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : コマンドの前提条件については、2-127 ページの「アクティブなデー

タベースの複製に固有の前提条件」を参照してください。

NOFILENAMECHECK ソース・データベースのデータファイルが、使用中のスタンバイ・データベー
ス・ファイルと同じ名前を共有しているかどうかを、Recovery Manager で
チェックしないようにします。

スタンバイとプライマリのデータファイルおよびオンライン REDO ログのファ

イル名が同じ場合は、NOFILENAMECHECKオプションが必須です（2-141 ページ

の例 2-74 を参照）。したがって、複製データベース・ファイル名をソース・デー

タベース・ファイル名と同じにする場合に、データベースのホストが異なるとき
は、NOFILENAMECHECKを指定する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-134 ページの「dupOptionList」にある NOFILENAMECHECKの説

明を参照してください。
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dupOptionList
この副次句には、複製時の各種機能（ファイルの名前付け、複製のエンド・ポイントの決定な
ど）を制御するオプションが含まれます。構文は、2-131 ページの dupOptionList::= 図を参照
してください。

複製データベースのファイル名がソース・データベースのファイル名と異なる必要がある場合
（トランスポート先ホストとソース・ホストが同じである場合など）は、データファイルとオン
ライン REDO ログに新しいファイル名を指定するか、ソース・データベースのファイル名を変
換します。複製データベースのオンライン REDO ログおよびデータファイルにファイル名を指
定しないと、Recovery Manager ではソース・データベースのデータファイル名が使用されま
す。

SPFILE ソース・データベースのサーバー・パラメータ・ファイルを、スタンバイ・デー
タベースにコピーします。コピー先の場所は、このファイルに対するオペレー
ティング・システム固有のデフォルトの場所です。

Recovery Manager は、サーバー・パラメータ・ファイルを使用してスタンバ

イ・データベース作成用の補助インスタンスを起動します。DUPLICATEコマン

ドの残りのオプションは、サーバー・パラメータ・ファイルによってデータベー
ス・インスタンスが起動された後で処理されます。

SPFILE句を指定して DUPLICATEを実行する場合は、テキストベースの初期化

パラメータ・ファイルを使用して補助インスタンスがすでに起動されている必要
があります。その場合に、一時初期化パラメータ・ファイルのパラメータで必要
なのは、DB_NAMEのみです（このパラメータは、任意の値に設定できます）。

Recovery Manager は、バイナリのサーバー・パラメータ・ファイルをコピーし、

SPFILE句の設定に基づいてパラメータを変更してから、そのサーバー・パラ

メータ・ファイルでスタンバイ・インスタンスを再起動します。SPFILEを指定

した場合は、テキストベースの一時初期化パラメータ・ファイルを使用してイン
スタンスが起動されることはありません。

DUPLICATEで FROM ACTIVE DATABASEを指定した場合は、サーバー・パラ

メータ・ファイルがソース・データベース・インスタンスで使用されている必要
があります。DUPLICATEで FROM ACTIVE DATABASEを指定しなかった場合

は、サーバー・パラメータ・ファイルのバックアップがスタンバイ・データベー
スにリストアされます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : SPFILEの使用例は、2-139 ページの例 2-70 および 2-140 ページの例

2-71 を参照してください。

setParameter 指定された初期化パラメータを指定された値に設定します。2-138 ページの

「setParameter」を参照してください。

PARAMETER_VALUE_CONVERT

string_pattern

[setParameter]

初の文字列に一致するすべての初期化パラメータ値を、2 番目の文字列で置換

します。DB_FILE_NAME_CONVERTおよび LOG_FILE_NAME_CONVERTは、こ

のルールから除外され、影響を受けません。

PARAMETER_VALUE_CONVERTを使用すれば、初期化パラメータの値をまとめて

設定し、それぞれを明示的に設定せずに済みます。たとえば、ソース・データ
ベースではディスク・グループ +ALPHAを使用していても、スタンバイ・データ

ベースで +BETAを使用する場合、SPFILE PARAMETER_VALUE_CONVERT 
('+ALHPA','+BETA')と指定することで、これらのディスク・グループを参照

するすべてのパラメータを変更できます。

注意注意注意注意 : PARAMETER_VALUE_CONVERTのパラメータ値は、大 / 小文字が区別され

ます（同じ値を、初期化パラメータ・ファイルやサーバー・パラメータ・ファイ
ルに直接設定する場合は、大 / 小文字が区別されないこともあります）。

注意注意注意注意 : この句のオプションのいくつかは、2-133 ページの
「dupsbyOptionList」のオプションと同じです。それらのオプションの説
明は、ここでは省略します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DEVICE TYPE deviceSpecifier 指定したデバイス（DISKまたは sbtなど）のみに自動チャネルを割り当てま

す。

このオプションが有効なのは、構成済の自動チャネルがあり、チャネルを手動で
割り当てていない場合のみです。たとえば、自動ディスクおよびテープ・チャネ
ルを CONFIGUREして DUPLICATE...DEVICE TYPE DISKを実行すると、

Recovery Manager ではディスク・チャネルのみが割り当てられます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

fileNameConversionSpec ソース・データベースのファイル名を複製データベースのファイル名にマップす
る 1 つ以上のパターンを指定します（2-140 ページの例 2-72 を参照）。

DUPLICATEコマンドで設定される DB_FILE_NAME_CONVERTは、初期化パラ

メータ DB_FILE_NAME_CONVERT（設定されている場合）をオーバーライドしま

す。たとえば、初期化パラメータ・ファイルの設定が
DB_FILE_NAME_CONVERT=('disk1','disk2')であっても、DUPLICATE 
...DB_FILE_NAME_CONVERT ('disk1','disk3')を実行した場合、disk1
サブストリングは disk2に変換されません。かわりに、Recovery Manager に
よって disk1サブストリングが disk3に変換されます。

指定リストのファイルが DUPLICATEの変換パラメータに影響されない場合は、

他の方法（SET NEWNAMEなど）でそのファイルの名前を変更する必要がありま

す。

注意注意注意注意 : SPFILE句を指定した場合に、DUPLICATE 
...DB_FILE_NAME_CONVERTを実行すると、SPFILE構文で指定されている変

換パラメータはすべてオーバーライドされます。たとえば、DUPLICATEコマン

ドで、SPFILE句の内側と外側の両方で DB_FILE_NAME_CONVERTを指定した場

合、SPFILE句の外側の設定が優先されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-16 ページの「fileNameConversionSpec」を参照してください。

FROM ACTIVE DATABASE 複製データベースのファイルは、ソース・データベースのバックアップからでは
なく、ソース・データベースから直接提供されるように指定します（2-139 ペー

ジの例 2-70 を参照）。UNTILの時刻を指定しなかった場合は、オンライン・デー

タファイルがコピーされる時刻に基づいて、Recovery Manager は複製の終了時

刻を決定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : コマンドの前提条件については、2-127 ページの「アクティブなデータ

ベースの複製に固有の前提条件」を参照してください。

LOGFILE スタンバイ・データベースではない複製データベースを作成するときのオンライ
ン REDO ログ作成のオプションを指定します（例 2-72 を参照）。

INSTANCE 'inst_name' 指定されたインスタンスのオンライン REDO ログを Real Applications Cluster
（Oracle RAC）データベースに作成します。インスタンス名は、 大 80 文字の文

字列です。

Recovery Manager は、指定されたインスタンスにマップされたスレッドを自動

的に使用します。INSTANCE名を指定しなかった場合は、デフォルトのインスタ

ンスにログ・ファイルが作成されます。

この句は、DUPLICATE TARGET DATABASEを使用して、Oracle RAC データ

ベースをシングル・インスタンスのデータベースに複製する場合に役に立ちま
す。それ以外の場合、INSTANCEを使用する必要はありません。LOGFILE句を

使用する場合は、INSTANCEを使用して、データベースのバックアップ時（バッ

クアップベースで複製する場合）または UNTIL TIMEの実行時（アクティブな

データベースを複製する場合）にオープンしていた各スレッドの RAC インスタ

ンスの名前を指定します。

logSpec オンライン REDO ログ・ファイルのファイル名およびグループを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 有効なオプションについては、2-138 ページの「logSpec」を参照し

てください。
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NOFILENAMECHECK ソース・データベース・ファイルが複製データベース・ファイルと同じ名前を共
有するときに、ソース・データベースのデータファイルおよびオンライン REDO
ログ・ファイルが使用中であるかどうかのチェックを、Recovery Manager で
チェックしないようにします（2-141 ページの例 2-73 を参照）。複製操作によって

有用なデータが上書きされないかどうかを確認するのは、ユーザーの責任です。

このオプションが必要になるのは、ディスク構成、ディレクトリ構造およびファ
イル名がソース・データベースのホストと同じであるが、それとは別のホストに
複製データベースを作成する場合です。たとえば、host1の /dbsディレクトリ

に小規模なデータベースがあるとします。

/oracle/dbs/system_prod1.dbf
/oracle/dbs/users_prod1.dbf
/oracle/dbs/rbs_prod1.dbf

このデータベースを host2に複製する必要があるとします。また、host2 には

host1 と同じファイル・システム /oracle/dbs/*があり、複製データベースと

ソース・データベースで同じファイル名を使用する必要があるとします。この場
合は、NOFILENAMECHECKを指定して、エラー・メッセージを回避します。

Recovery Manager は別のホストを認識していないため、ファイル名のチェック

が不要であることを自動的に判断できません。

ソース・データベースと同じホストにデータベースを複製する場合は、
NOFILENAMECHECKが設定されていないことを確認してください。設定されてい

ると、次のエラーが発行される場合があります。

RMAN-10035: exception raised in RPC: ORA-19504: failed to create file 
            "/oracle/dbs/tbs_01.f" 
ORA-27086: skgfglk: unable to lock file - already in use 
SVR4 Error: 11: Resource temporarily unavailable 
Additional information: 8 
RMAN-10031: ORA-19624 occurred during call to 
DBMS_BACKUP_RESTORE.RESTOREBACKUPPIECE

OPEN RESTRICTED SQL 文 ALTER SYSTEM ENABLE RESTRICTED SESSIONを発行して、制限された

セッションを複製データベースで有効にします。Recovery Manager は、複製

データベースがオープン状態になる直前にこの文を発行します。

PASSWORD FILE 補助インスタンスで現在使用されているパスワード・ファイルを、ソース・デー
タベースのパスワード・ファイルで上書きするように指定します（2-139 ページ

の例 2-70 を参照）。このオプションは、FROM ACTIVE DATABASEが指定されて

いる場合にのみ有効です。指定されていない場合は、Recovery Manager により

エラーが発行されます。

FOR STANDBYを指定すると、Recovery Manager がパスワード・ファイルをデ

フォルトでコピーします。指定しない場合は、デフォルトではコピーしません。
PASSWORD FILEを使用すると、ソース・データベースのパスワード・ファイル

で、既存のパスワード・ファイルを上書きするように指定できます。本番データ
ベースで使用可能なすべてのパスワードを複製データベースに組み込む場合は、
PASSWORD FILEオプションを使用します。

PFILE filename 補助インスタンスで使用するテキストベースの初期化パラメータ・ファイルを指
定します（2-140 ページの例 2-72 を参照）。Recovery Manager では、複製中に補

助インスタンスが自動的に停止され、再起動されます。デフォルトの場所にある
サーバー・パラメータ・ファイルを補助インスタンスで使用しない場合は、補助
インスタンスの起動時に Recovery Manager で使用するテキストベースの初期化

パラメータ・ファイルを指定する必要があります。初期化パラメータ・ファイル
は、複製の実行に使用する Recovery Manager クライアントと同じホストに存在

する必要があります。

デフォルトの場所にあるサーバー・パラメータ・ファイルを補助インスタンスで
使用する場合は、PFILEを指定する必要はありません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SKIP READONLY 現行の読取り専用表領域にあるデータファイルを複製データベースから除外しま
す（2-141 ページの例 2-73 を参照）。デフォルトでは、Recovery Manager は現在

の読取り専用表領域を複製します。

表領域は現在読み書き両用に設定されていますが、untilClauseを使用して表

領域が読取り専用であった SCN にデータベースを複製する場合、Recovery 
Manager はこの表領域を複製データベースに含めません。過去に読取り専用で

あった表領域は、オフラインの表領域とみなされるため、複製には含まれませ
ん。

注意注意注意注意 : スキップした読取り専用表領域のレコードは、DBA_TABLESPACESにまだ

存在しています。この機能によって、後で読取り専用表領域をアクティブ化でき
ます。たとえば、読取り専用表領域のデータを書込み可能な DVD に格納し、後

でその DVD をマウントしてデータを参照できます。

SKIP TABLESPACE tbs_name 指定した表領域を複製データベースから除外します（2-140 ページの例 2-72 を参

照）。SYSTEM表領域、SYSAUX表領域、UNDO 表領域、およびロールバック・

セグメントを含む表領域は除外できないことに注意してください。

ソース・データベースのバックアップの一部が存在しない場合にそのデータベー
スを複製するには、SKIP TABLESPACEを指定する必要があります。SKIP 
TABLESPACEを指定しない場合、Recovery Manager は次の複製を試みます。

� データファイルがオンラインであるかどうかに関係なく、オンライン表領域
内のすべてのデータファイル。

� NORMAL以外のオプションでオフライン化されたすべての表領域。たとえば、

Recovery Manager は IMMEDIATEオプションでオフライン化された表領域

の複製を試みます。OFFLINE NORMAL表領域は複製できませんが、この種の

表領域は複製後に手動で追加できます。

� 表領域またはデータファイルの有効なバックアップが存在しない場合、
DUPLICATEコマンドは失敗します。

Recovery Manager では、完全かどうかはチェックされません。たとえば、デー

タ表領域は複製できますが、データの索引を含む表領域や、パーティション表の
1 パーティションのみを含む表領域は複製できません。

SPFILE サーバー・パラメータ・ファイルをソース・データベースから複製データベース
にコピーします。2-133 ページにある「dupsbyOptionList」の SPFILEの説明

を参照してください。

setParameter 指定された初期化パラメータを指定された値に設定します。2-138 ページの

「setParameter」を参照してください。

PARAMETER_VALUE_CONVERT

string_pattern

[setParameter]

初の文字列に一致するすべての初期化パラメータ値を、2 番目の文字列で置換

します。2-133 ページにある「dupsbyOptionList」の

PARAMETER_VALUE_CONVERTの説明を参照してください。

TABLESPACE  tablespace_name 指定したデータベースに入れる表領域を指定します。複製データベースから除外
する表領域を指定する SKIP TABLESPACEとは異なり、このオプションは、組

み込む表領域を指定し、残りの表領域をスキップします。

注意注意注意注意 : SYSTEM表領域、SYSAUX表領域および UNDO 表領域は、Recovery 
Manager によって複製データベースに自動的に含まれます。これらの表領域はス

キップできません。

TO RESTORE POINT 
restore_point_name

リストア・ポイントを作成した時点の SCN を上限として、バックアップベース

の複製のリストア・ポイントを指定します。指定した値は含まれます。上限値が
含まれるため、Recovery Manager は、対応する SCN 以前のデータベースの複製

に使用できるファイルのみを選択します。

注意注意注意注意 : untilClauseに適用される制約と同じものが、TO RESTORE POINTに

も適用されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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setParameter
この副次句は、サーバー・パラメータ・ファイルの値を指定します。

logSpec
この副次句では、スタンバイ・データベースではない複製データベースを作成するときのオン
ライン REDO ログを指定します。構文図は、2-131 ページの logSpec::= 図を参照してください。

LOGFILE句を指定しない場合、Recovery Manager は LOG_FILE_NAME_CONVERTが設定され
ていれば、それを使用します。LOGFILEも LOG_FILE_NAME_CONVERTも設定しなければ、
Recovery Manager は複製データベースの REDO ログ・ファイルにソース・データベースの
REDO ログ・ファイル名を使用します。この場合は、NOFILENAMECHECKオプションを指定す
る必要があります。

untilClause バックアップベースの複製の Point-in-Time リカバリの終了時刻、SCN またはロ

グ順序番号を設定します。（2-140 ページの例 2-72 を参照）。UNTIL句は、アク

ティブなデータベース複製ではサポートされません。

DUPLICATEコマンドの前に SET UNTILを実行しても、同じ結果が得られます。

複製に UNTIL句を指定する場合は、次の制約が適用されます。

� NOREDOを使用するかどうかは、データベースの現在の状態に基づいて決定

されます。指定した UNTILの時刻または SCN の時点でアーカイブ・モード

のデータベースが、現在のアーカイブ・モードと異なっている場合、
NOREDOは使用されません。

� 表領域が複製の時点で読取り専用だった場合は、SKIP READONLYが指定さ

れていなくても、その表領域は含まれません。

� DUPLICATEコマンドのエンド・ポイントを、 新の ALTER DATABASE 
OPEN RESETLOGSの SCN より前にすることはできません。以前のデータ

ベース・インカネーションへの複製はサポートされていません。

� 複製データベースを現時点、つまり 新の SCN までリカバリすることはでき

ません。Recovery Manager は、使用可能な 新のアーカイブ・ログまたは

その前まで複製データベースをリカバリしますが、オンライン・ログまでは
リカバリできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-38 ページの「untilClause」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

SET identifier string 指定された初期化パラメータを指定された値に設定します（2-140 ページの例

2-71 を参照）。SETを使用すると、メモリー内の差異を調整し、レプリケー

ション・オプションを無効化し、複製データベースの他のオプションを設定
できます。

この SET機能は、サーバー・パラメータ・ファイルをリストアした後で複製

を一時停止し、ALTER SYSTEM SET文を発行して初期化パラメータ・ファイ

ルを変更する操作と同じです。

SETは、PARAMETER_VALUE_CONVERTの後に処理されます。あるパラメー

タで指定されたファイル名が PARAMETER_VALUE_CONVERTによって設定さ

れ、同じパラメータで指定されたファイル名が SETによって設定される場合、

SETの値が PARAMETER_VALUE_CONVERTによる設定をオーバーライドしま

す。

注意注意注意注意 : DUPLICATEコマンドで DB_FILE_NAME_CONVERTが指定された場合

は、そのファイル名の設定は、SPFILE SETで指定された競合する設定を

オーバーライドします。

COMMENT 'string' パラメータ設定のオプションのコメントを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-70 アクティブなデータベースからの複製アクティブなデータベースからの複製アクティブなデータベースからの複製アクティブなデータベースからの複製

データベース prod1を基にしてテスト・データベースを新しいホストに作成するとします。新
しいホストのディレクトリ構造はソース・ホストと同じであるため、複製データベースのファ
イルには、ソース・データベースのファイルと同じ名前を使用できます。データベースは、
Recovery Manager バックアップを使用せずに作成でき、複製中も prod1をオープン状態のま
まにしておくことができます。

prod1でサーバー・パラメータ・ファイルが使用されている場合は、任意の値に設定された
DB_NAMEパラメータのみを含む初期化パラメータ・ファイルをトランスポート先ホストに作成
できます。補助インスタンスを起動する前に、ソース・データベースと同じ SYSDBAパスワー
ドを使用するパスワード・ファイルを作成する必要があります。補助インスタンスは、その後
で起動します。

デフォルトでは、Recovery Manager はスタンバイ・データベースではない複製データベースを
作成するときにパスワード・ファイルを複製しません。PASSWORD FILEオプションを指定す
ると、Recovery Manager はパスワード・ファイルをトランスポート先ホストにコピーします。
ソース・データベースで使用可能なすべてのパスワードを複製データベースに組み込む場合は、
PASSWORD FILEオプションを使用します。

補助チャネルを構成する必要はありません。Recovery Manager は、ソース・データベースに構
成された通常のチャネルを使用してデータベース・ファイルをコピーします。Recovery 
Manager を起動し、ソース・データベース・インスタンスおよび補助データベース・インスタ
ンスに次のように接続して、データベースを複製します。

% rman
RMAN> CONNECT TARGET SYS@prod1

target database Password: password
connected to target database: PROD1 (DBID=39525561)

RMAN> CONNECT AUXILIARY SYS@dup1

auxiliary database Password: password
connected to auxiliary database: DUP1 (not mounted)

RMAN> DUPLICATE TARGET DATABASE TO dup1
2> FROM ACTIVE DATABASE
3> PASSWORD FILE
4> SPFILE;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

'filename' SIZE sizeSpec オンライン REDO ログ・メンバーのファイル名と、KB 単位（K）または MB 単位

（M）によるファイル・サイズを指定します。デフォルトはバイト単位です。

REUSE データベースで既存のファイルを再利用できます。ファイルがすでに存在している
場合は、そのサイズが SIZEパラメータと一致しているかどうかがデータベースで

検証されます。ファイルが存在しない場合は作成されます。

GROUP integer ('filename', 
...)SIZE sizeSpec

オンライン REDO ログ・メンバーを含むグループ、オンライン REDO ログ・メン

バーのファイル名、および KB 単位（K）または MB 単位（M）のファイル・サイズ

を指定します。デフォルトはバイト単位です。

REUSE データベースで既存のログを再利用できます。
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例例例例 2-71 アクティブなデータベース複製でのサーバー・パラメータ・ファイルのコピーアクティブなデータベース複製でのサーバー・パラメータ・ファイルのコピーアクティブなデータベース複製でのサーバー・パラメータ・ファイルのコピーアクティブなデータベース複製でのサーバー・パラメータ・ファイルのコピー

データベース prod1を基にしてスタンバイ・データベースを新しいホストに作成するとしま
す。トランスポート先ホストとソース・ホストはディレクトリ構造が異なるため、スタンバ
イ・データベース・ファイルは、/disk1ではなく /disk2に保存されます。スタンバイ・
データベースは、Recovery Manager バックアップを使用せずに作成でき、複製中も prod1を
オープン状態のままにしておくことができます。

初に実行するのは、スタンバイ・データベース用に必要 小限の初期化パラメータ・ファイ
ルを作成することです。次に、スタンバイ・インスタンスを起動します。このパラメータ・
ファイルは、必要 小限のものとします。それは、SPFILEオプションを使用すると、サー
バー・パラメータ・ファイルが新規ホストにコピーされ、各種パラメータが新しい指定値に設
定されるためです。

Recovery Manager クライアントを起動し、CONNECTを実行して TARGETとしてソース・デー
タベースに接続して、補助インスタンスに接続します。補助チャネルを構成する必要はありま
せん。Recovery Manager は、ソース・ホストの通常のチャネルを使用してデータベース・ファ
イルをコピーします。次のコマンドを入力できます。

DUPLICATE TARGET DATABASE TO dup1
  FOR STANDBY
  FROM ACTIVE DATABASE
  PASSWORD FILE
  SPFILE 
    PARAMETER_VALUE_CONVERT '/disk1', '/disk2'
    SET DB_FILE_NAME_CONVERT '/disk1','/disk2'
    SET LOG_FILE_NAME_CONVERT '/disk1','/disk2'
    SET SGA_MAX_SIZE 200M
    SET SGA_TARGET 125M;

例例例例 2-72 複製用の新しいファイル名の手動設定複製用の新しいファイル名の手動設定複製用の新しいファイル名の手動設定複製用の新しいファイル名の手動設定

host1上のソース・データベースを、host2上の newdbに複製するとします。

この使用例では、ソース・データベースでサーバー・パラメータ・ファイルが使用されていま
せん。テキストベースの初期化パラメータ・ファイルを host2上に作成し、インスタンスを起
動します。

host2で DUPLICATEを実行する場合は、PFILEパラメータを使用して、初期化パラメータ・
ファイルの場所を指定する必要があります。Recovery Manager クライアントは、複製データ
ベースの初期化パラメータ・ファイルと同じホストで使用する必要があることに注意してくだ
さい。

表領域の exampleと historyは、複製データベースに含めないことにします。したがって、
これらの表領域については、DUPLICATE ...SKIP TABLESPACEを指定します。また、複製
データベースの状態は、24 時間前の本番データベースと同じにします。したがって、
DUPLICATE ...UNTIL TIMEを使用します。

この例は、ソース・データベースのデータファイルが host1のディレクトリ
/h1/oracle/dbs/trgtに存在していることを前提としています。データファイルは、ディレ
クトリ /h2/oracle/oradata/newdbに複製するため、DUPLICATE 
...DB_FILE_NAME_CONVERTで複製データファイルの名前を生成するように指定します。複
製データベース内のオンライン REDO ログ・ファイルの名前は、DUPLICATE ...LOGFILEを
使用して指定します。

host2上で Recovery Manager クライアントを起動し、CONNECTを実行して TARGETとして
ソース・データベースに接続して、補助インスタンスに接続します。次の RUNコマンドを入力
できます。

RUN
{  
  ALLOCATE AUXILIARY CHANNEL newdb DEVICE TYPE sbt; 
  DUPLICATE TARGET DATABASE TO newdb
    PFILE ?/dbs/initNEWDB.ora
    UNTIL TIME 'SYSDATE-1'  # specifies incomplete recovery
    SKIP TABLESPACE example, history   # skip desired tablespaces
    DB_FILE_NAME_CONVERT ('/h1/oracle/dbs/trgt/','/h2/oracle/oradata/newdb/')
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    LOGFILE
      GROUP 1 ('?/oradata/newdb/redo01_1.f',
               '?/oradata/newdb/redo01_2.f') SIZE 4M,
      GROUP 2 ('?/oradata/newdb/redo02_1.f',
               '?/oradata/newdb/redo02_2.f') SIZE 4M,
      GROUP 3 ('?/oradata/newdb/redo03_1.f',
               '?/oradata/newdb/redo03_2.f') SIZE 4M REUSE;
}

例例例例 2-73 複製データベースでのソース・データベースのファイル名の使用複製データベースでのソース・データベースのファイル名の使用複製データベースでのソース・データベースのファイル名の使用複製データベースでのソース・データベースのファイル名の使用

Recovery Manager バックアップを使用して、テスト用の複製データベースを作成するとしま
す。条件は、次のとおりです。

� ソース・ホストとは異なるトランスポート先ホストにリストアを行います。

� Recovery Manager は、リカバリ・カタログに接続していません。

� 自動チャネルを構成済です。

� ソース・ホストとトランスポート先ホストのファイル構造は同じです。

� 複製データベース・ファイルをソース・データベース・ファイルと同じ名前にします。

� 読取り専用表領域は複製しません。

� ソース・データベース上のファイルの名前が複製データベース・ファイルと同じ場合に、
ソース・データベース上のファイルが使用中かどうかを、Recovery Manager ではチェック
しません。

Recovery Manager クライアントを起動し、CONNECTを実行して TARGETとしてソース・デー
タベースに接続して、補助インスタンスに接続します。次のコマンドを入力できます。

DUPLICATE TARGET DATABASE TO ndbnewh 
  LOGFILE 
    '?/dbs/log_1.f' SIZE 4M,
    '?/dbs/log_2.f' SIZE 4M
  SKIP READONLY
  NOFILENAMECHECK;

例例例例 2-74 同じディレクトリ構造を持つスタンバイ・データベースの作成同じディレクトリ構造を持つスタンバイ・データベースの作成同じディレクトリ構造を持つスタンバイ・データベースの作成同じディレクトリ構造を持つスタンバイ・データベースの作成

Recovery Manager バックアップを使用して、ソース・ホストと同じディレクトリ構造を持つリ
モート・ホストにスタンバイ・データベースを作成するとします。ソース・データベースは
prod1と呼ばれ、Data Guard 環境のプライマリ・データベースになります。

初に、Recovery Manager クライアントを起動し、CONNECTを実行して TARGETとしてソー
ス・データベース prod1に接続して、補助インスタンスに接続します。次に、CONFIGUREを
実行して、DB_UNIQUE_NAMEが standby1のスタンバイ・データベースのデフォルトのデバ
イス・タイプを sbtに構成できます。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE sbt FOR DB_UNIQUE_NAME standby1;
CONFIGURE DEVICE TYPE sbt PARALLELISM 2 FOR DB_UNIQUE_NAME standby1;

スタンバイ・データベースの作成に必要なすべてのバックアップがテープにあるとします。ス
タンバイ・データベースの初期化パラメータ・ファイルで、DB_UNIQUE_NAMEを standby1
に設定します。

スタンバイ・データベースでは、初期化パラメータ・ファイルのデフォルトの場所が使用され
ています。スタンバイ・インスタンス NOMOUNTが起動したら、Recovery Manager クライアン
トを起動し、CONNECTを実行して TARGETとしてソース・データベースに接続して、補助イン
スタンスとリカバリ・カタログに接続します。次の DUPLICATEコマンドを実行して、
NOFILENAMECHECKオプションを指定します（スタンバイとプライマリのデータファイルおよ
びオンライン REDO ログ・ファイルの名前は同じです）。

DUPLICATE TARGET DATABASE FOR STANDBY
  NOFILENAMECHECK;
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例例例例 2-75 OMF およびおよびおよびおよび ASM でのスタンバイ・データベースの作成でのスタンバイ・データベースの作成でのスタンバイ・データベースの作成でのスタンバイ・データベースの作成

Recovery Manager バックアップを使用して、OMF および ASM を使用するホストにスタンバ
イ・データベースを作成するとします。ソース・データベースは prod1と呼ばれ、Data 
Guard 環境のプライマリ・データベースになります。

初に、Recovery Manager クライアントを起動し、CONNECTを実行して TARGETとしてデー
タベース prod1に接続して、リカバリ・カタログに接続します。次の CONFIGUREコマンドを
実行して、DB_UNIQUE_NAMEが standby1、ネット・サービス名が sby1となるスタンバイ・
データベースのデフォルト・デバイス・タイプを sbtに構成します。

CONFIGURE CONNECT IDENTIFIER "sby1" FOR DB_UNIQUE_NAME standby1;
CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt FOR DB_UNIQUE_NAME standby1;
CONFIGURE DEVICE TYPE sbt PARALLELISM 2 FOR DB_UNIQUE_NAME standby1;

スタンバイ・データベースの作成に必要なバックアップは、すべてテープに保存されていると
します。データベース standby1の初期化パラメータ・ファイルで、次のパラメータを設定し
ます。

� DB_UNIQUE_NAMEの値を standby1に設定します。

� DB_CREATE_FILE_DESTおよび DB_RECOVERY_FILE_DESTを、スタンバイ・ホスト上の
目的の ASM ディスク・グループに設定します。たとえば、DB_CREATE_FILE_DESTを
+DATAFILEに、DB_RECOVERY_FILE_DESTを +FLASH_REC_AREAに設定します。

スタンバイ・インスタンスが NOMOUNTモードであることを確認します。Recovery Manager ク
ライアントを起動し、CONNECTを実行して TARGETとしてデータベース prod1に接続して、
AUXILIARYとして standby1インスタンスに接続し、リカバリ・カタログに接続します。次
のコマンドを入力して、スタンバイ・データベースを作成します。

DUPLICATE TARGET DATABASE FOR STANDBY TO standby1;

リストアされるデータファイルの新しい OMF/ASM データファイル名は、Recovery Manager
で自動的に生成されます。新しいデータベース名とファイル名は、リカバリ・カタログと自動
的に再同期されます。
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EXECUTE SCRIPT

用途用途用途用途

EXECUTE SCRIPTコマンドを使用すると、リカバリ・カタログに格納されているローカルまた
はグローバルの Recovery Manager スクリプトを実行できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

EXECUTE SCRIPTは、RUNコマンドのカッコ内でのみ使用してください。CATALOGコマンド
ライン・オプションまたは CONNECT CATALOGコマンドを使用して、Recovery Manager をリ
カバリ・カタログに接続する必要があります。リカバリ・カタログ・データベースはオープン
の状態である必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

RUNブロック内で EXECUTE SCRIPTコマンドを実行すると、Recovery Manager によって、ス
クリプトの内容がその RUNブロックのコンテキストに挿入されます。そのため、スクリプト内
でチャネルを割り当てている場合は、RUNブロック内でチャネルを割り当てないでください。

GLOBALが指定されている場合は、同じ名前のグローバル・スクリプトがすでにリカバリ・カ
タログに存在している必要があります。存在していない場合は、エラー RMAN-06004が戻され
ます。GLOBALを指定しなかった場合は、Recovery Manager によって、現行のターゲット・
データベースに対して定義されているローカル・ストアド・スクリプトが検索されます。その
名前のローカル・スクリプトが見つからなかった場合は、同じ名前のグローバル・スクリプト
が検索され、見つかった場合はそのスクリプトが実行されます。

構文構文構文構文

executeScript::=

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ストアド・スクリプトの使用方法は、『Oracle Database バックアップ
およびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� 2-106 ページの「CREATE SCRIPT」および 2-208 ページの「REPLACE 
SCRIPT」を参照してください。

EXECUTE
GLOBAL

SCRIPT
’

script_name
’

USING
string_or_identifier

integer
;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-76 ストアド・スクリプトの実行ストアド・スクリプトの実行ストアド・スクリプトの実行ストアド・スクリプトの実行

この例では、LISTを使用して、リカバリ・カタログに格納されているスクリプトを表示し、
PRINT SCRIPTを使用して、例 2-59「グローバル・ストアド・スクリプトの作成」で作成され
た global_backup_dbの内容を表示します。 後に、global_backup_dbを実行して、
データベースをバックアップします。

RMAN> LIST SCRIPT NAMES;
 
List of Stored Scripts in Recovery Catalog

    Global Scripts

       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       global_backup_db
       back up any database from the recovery catalog, with logs

RMAN> PRINT SCRIPT global_backup_db;

printing stored global script: global_backup_db
{
    BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
}

RMAN> RUN { EXECUTE GLOBAL SCRIPT global_backup_db; }

executing global script: global_backup_db

Starting backup at 07-JUN-07
current log archived
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=120 device type=DISK
.
.
.

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

GLOBAL ローカル・ストアド・スクリプトのかわりに、グローバル・ストアド・スクリプト
を実行するように指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : グローバル・スクリプトとローカル・スクリプトの違いについては、

2-106 ページの「使用上の注意」を参照してください。

SCRIPT script_name 実行するストアド・スクリプトの名前を指定します。スクリプト名に空白または予
約語が含まれている場合は、引用符で囲む必要があります。

USING 
[string_or_identifier | 
integer]

ストアド・スクリプト内の置換変数で使用する値を 1 つ以上指定します（例 2-77 を

参照）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成方法については、

「CREATE SCRIPT」を参照してください。また、Recovery Manager で置換変数を

使用する方法については、2-244 ページの「RMAN」および 2-2 ページの「@」を参照

してください。
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例例例例 2-77 置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成と実行置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成と実行置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成と実行置換変数を使用するストアド・スクリプトの作成と実行

Recovery Manager を起動してターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログに接続した
ら、REPLACE SCRIPTを使用して、3 つの置換変数が含まれるバックアップ・スクリプトを作
成します。Recovery Manager によって、変数の初期値を入力するプロンプトが表示されます

（太字がユーザー入力です）。

RMAN> REPLACE SCRIPT backup_df { BACKUP DATAFILE &1 TAG &2.1 FORMAT '/disk1/&3_%U'; }
 
Enter value for 1: 1
 
Enter value for 2: df1_backup
 
Enter value for 3: df1

starting full resync of recovery catalog
full resync complete
created script backup_df
 

後で、別の値で backup_df スクリプトを実行できます。次の例では、値 3、test_backupお
よび testをストアド・スクリプトの置換変数に渡しています。

RMAN> RUN { EXECUTE SCRIPT backup_df USING 3 test_backup df3; }

値が置換された後、Recovery Manager によって BACKUPコマンドが次のように実行されます。

BACKUP DATAFILE 3 TAG test_backup1 FORMAT '/disk1/df3_%U';
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EXIT

用途用途用途用途

EXITコマンドを使用すると、Recovery Manager ユーティリティを停止できます。このコマン
ドの機能は、QUITコマンドと同じです。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。

構文構文構文構文

exit::=

例例例例

例例例例 2-78 Recovery Manager の終了の終了の終了の終了

この例は、Recovery Manager を終了します。

RMAN> EXIT

EXIT
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FLASHBACK DATABASE

用途用途用途用途

FLASHBACK DATABASEコマンドを使用すると、データベースをターゲットの時刻、SCN また
はログ順序番号に戻すことができます。

このコマンドは、その実行時に存在するデータファイルに対して Oracle Database が加えてい
た変更を UNDO することで機能します。フラッシュバックを実行すると、論理的な障害は修正
できますが、物理的な障害は修正できません。したがって、このコマンドを使用して、ディス
クの障害や誤って削除したデータファイルをリカバリすることはできません。

通常、FLASHBACK DATABASEは、Point-in-Time リカバリを伴う RESTORE操作よりも非常に
短時間で実行できます。これは、指定したフラッシュバック時刻以降にデータベースに対して
行われた変更の数によって、FLASHBACK DATABASEの実行に必要な時間が決まるためです。
これに対して、リストアされたバックアップに基づく従来の Point-in-Time リカバリでは、デー
タベースのサイズによって実行に必要な時間が決まります。

Data Guard 環境では、フラッシュバック・データベースの様々な用途が他にもあります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトまたは RUNコマンドから実行できます。

Recovery Manager は TARGETとしてデータベースに接続されている必要があります。また、
データベースは、Oracle Database 10g 以降である必要があります。ターゲット・データベース
は、現行の制御ファイルを使用してマウント済である必要があります。つまり、バックアップ
を制御ファイルとすることはできません。また、制御ファイルの再作成もできません。データ
ベースは ARCHIVELOGモードで実行されている必要があります。

FLASHBACK DATABASEを使用して、制御ファイルのリストアまたは再作成が行われたときよ
り前に戻すことはできません。データベースの制御ファイルがバックアップからリストアされ
るか、または再作成されると、既存のすべてのフラッシュバック・ログ情報が破棄されます。

フラッシュ・リカバリ領域は、フラッシュバック・ロギングが有効になるように構成されてい
る必要があります。フラッシュバック・ログは、フラッシュ・リカバリ領域に Oracle Managed 
Files として格納され、フラッシュ・リカバリ領域が構成されていない場合は作成されません。
SQL 文 ALTER DATABASE ... FLASHBACK ONを使用して、フラッシュバックのターゲット時
刻より前にフラッシュバック・ロギング機能を使用可能にしておく必要があります。フラッ
シュバック・ロギングが有効になっているかどうかは、V$DATABASE.FLASHBACK_ONを問い
合せて確認できます。

データベースには、SQL 文 ALTER TABLESPACE ... FLASHBACK OFFでフラッシュバック機能
が無効にされていたオンライン表領域が含まれていない必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� コマンドの前提条件の完全なリストおよび FLASHBACK DATABASEの
使用上の注意については、『Oracle Database SQL 言語リファレンス』
を参照してください。

� Data Guard 環境でのフラッシュバック・データベースの用途につい
ては、『Oracle Data Guard 概要および管理』を参照してください。
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

フラッシュバック・データベースの操作は、データベース全体に適用されます。個々の表領域
をフラッシュ・バックすることはできません。フラッシュバック・データベース操作は、
RECOVERによって実行される、データベースの Point-in-Time リカバリ（DBPITR）に似ていま
すが、Recovery Manager では、変更を UNDO して、ターゲットの時刻または SCN の前の時
点に戻すために、フラッシュバック・ログフラッシュバック・ログフラッシュバック・ログフラッシュバック・ログが使用されます。Recovery Manager では、必要な
アーカイブ REDO ログはバックアップから自動的にリストアされ、一貫性を保すようにデータ
ベースがリカバリされます。一時表領域のデータはフラッシュ・バックされないことに注意し
てください。

フラッシュバック・データベース操作に使用可能な も古い SCN は、
DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET初期化パラメータの設定と、使用可能なディスク領域の
制限の下で実際に保存されているフラッシュバック・ログとによって決まります。
V$DATABASE.CURRENT_SCNの現行のデータベース SCN を表示します。

フラッシュバック・データベースに対するフラッシュバック・データベースに対するフラッシュバック・データベースに対するフラッシュバック・データベースに対する NOLOGGIN 操作の影響操作の影響操作の影響操作の影響

NOLOGGING操作が行われていたターゲット時刻を指定して FLASHBACK DATABASEを使用す
ると、NOLOGGING操作の影響を受けたデータベース・オブジェクトとデータファイルのブロッ
クが破損している可能性があります。たとえば、NOLOGGINGモードでダイレクト・パス
INSERT操作を行い、その操作が 4 月 3 日の 9:00 ～ 9:15 に実行されるとします。後でフラッ
シュバック・データベースを使用して、その日の 09:07 に戻す場合、ダイレクト・パス INSERT
で更新されたオブジェクトとデータファイルは、フラッシュバック・データベースが終了した
後で、破損ブロックが存在するままになる可能性があります。

NOLOGGING操作と重なるターゲット時刻または SCN を指定して FLASHBACK DATABASE使用
することは、可能なかぎり避けてください。また、NOLOGGING操作を実行したら、その直後
に、影響を受けたデータファイルの全体バックアップまたは増分バックアップを実行して、操
作後の時点へのリカバリが可能になるようにしてください。FLASHBACK DATABASEを使用し
て、ダイレクト・パス INSERTなどの操作の実行していた時点に戻ることが予想される場合は、
その操作を LOGGINGモードで実行することを検討してください。

データファイルの状態の変更がフラッシュバック・データベースに与える影響データファイルの状態の変更がフラッシュバック・データベースに与える影響データファイルの状態の変更がフラッシュバック・データベースに与える影響データファイルの状態の変更がフラッシュバック・データベースに与える影響

FLASHBACK DATABASEコマンドを実行しても、すべての必要なファイルおよびリソースがあ
ることが確認されるまで、データベースの変更は開始されません。フラッシュバック・データ
ベース操作は、データファイル、REDO ログ・ファイルまたはフラッシュバック・ログの欠落
が原因では失敗しません。

データファイルの状態が、現行の SCN とフラッシュバックのターゲット SCN との間で変化し
ている場合、FLASHBACK DATABASEコマンドの動作は、状態変化の内容によって異なります。
詳細は、表 2-7 を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : NOLOGGINGモードをサポートしている操作の詳細は、
『Oracle Database SQL 言語リファレンス』の logging_clauseの説明を
参照してください。
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フラッシュバック・ロギングが無効になっている表領域フラッシュバック・ロギングが無効になっている表領域フラッシュバック・ロギングが無効になっている表領域フラッシュバック・ロギングが無効になっている表領域

ALTER TABLESPACE ...FLASHBACK OFF文が、複数の表領域に対して実行されていること
があります。FLASHBACK DATABASEの実行時に、表領域をターゲット SCN に戻せるだけのフ
ラッシュバック・データがない場合は、Recovery Manager によってエラーが発行され、データ
ベースは変更されません。FLASHBACK DATABASEが失敗するかまたは中断された場合、デー
タベースは必ずマウントされたままになります。

この使用例では、V$TABLESPACEを問い合せて、フラッシュバック・ロギングが無効になって
いる表領域を特定します。次の選択肢があります。

� 該当する表領域にあるデータファイルをオフラインにします。その後、RESTOREを実行し
てから、RECOVERを実行し、それらのデータファイルを、データベースの残りデータファ
イルと同じ時点に調整します。

� ALTER DATABASE DATAFILE ...OFFLINE FOR DROP文を使用して、該当するデータ
ファイルを削除します。これで、RESETLOGSオプションでデータベースをオープンできま
す。データベースがオープン状態になったら、削除したデータファイルが含まれていた表
領域に対して DROP TABLESPACE文を実行します。

フラッシュバック・データベース後のデータベースの状態フラッシュバック・データベース後のデータベースの状態フラッシュバック・データベース後のデータベースの状態フラッシュバック・データベース後のデータベースの状態

FLASHBACK DATABASEの実行後に、データベースが、ターゲット時刻の直前の SCN の状態で
はない場合があります。データベースの SCN は、トランザクション以外のイベントによって更
新される場合があります。FLASHBACK DATABASE TOのコマンド形式を使用する場合に、
ターゲット SCN に対応するトランザクションが存在すると、フラッシュバック後のデータベー
スは、そのトランザクションまでのすべての変更がデータベースに含まれます。そうでない場
合は、使用するコマンド形式が FLASHBACK DATABASE TOと FLASHBACK DATABASE TO 
BEFOREのどちらであるかには関係なく、そのトランザクションの直前までのすべての変更が
データファイルに含まれます。FLASHBACK DATBASEの処理として、指定したターゲット
SCN より後の変更が適用されることはありません。

FLASHBACK DATABASEが終了したら、データベースを読取り専用でオープンし、問合せを実
行して、意図した結果が得られていることを確認してください。結果が期待どおりでなかった
場合は、RECOVER DATABASEを実行して、フラッシュバック操作を開始した時点の状態に
データベースをリカバリすることができます。それから、FLASHBACK DATABASEを再度実行
できます。

表表表表 2-7 データファイルの状態の変化に対するデータファイルの状態の変化に対するデータファイルの状態の変化に対するデータファイルの状態の変化に対する FLASHBACK DATABASE の応答の応答の応答の応答

フラッシュバック中に実行するフラッシュバック中に実行するフラッシュバック中に実行するフラッシュバック中に実行する
データファイル操作データファイル操作データファイル操作データファイル操作 FLASHBACK DATABASE コマンドの応答コマンドの応答コマンドの応答コマンドの応答

追加 データファイルのレコードを制御ファイルから削除します。

削除 データファイルを制御ファイルに追加し、オフラインとし
てマークしてフラッシュバックしません。データファイル
を同じ時刻または SCN までリストアおよびリカバリできま

す。

名前の変更 名前の変更は無視されます。データファイルは、現在の名
前のままです。

サイズ変更 失敗します。データファイルをオフラインにしてから、
FLASHBACK DATABASEコマンドを再実行できます。デー

タファイルは、フラッシュバックされません。データファ
イルを同じ時刻または SCN までリストアおよびリカバリで

きます。

オフラインにする この操作は無視されます。データファイルは、現在のオン
ライン状態のままです。

オンラインにする この操作は無視されます。データファイルは、現在のオフ
ライン状態のままです。

読取り専用または読み書き両用に
する

制御ファイル内のデータファイルの状態を変更します。
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フラッシュバックの結果が期待どおりだった場合、OPEN RESETLOGSを実行して、ターゲット
時刻より後の変更をすべて破棄できます。そのかわりに、失ったデータをデータ・ポンプでエ
クスポートし、RECOVER DATABASEを使用してデータベースをフラッシュ操作の前の状態に
戻してから、失ったデータをデータ・ポンプで再インポートすることもできます。

構文構文構文構文

flashback::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

指定したデバイス・タイプ専用の自動チャネルを割り当てます。たとえば、自動
ディスクおよびテープ・チャネルを構成して FLASHBACK...DEVICE TYPE DISK
を発行すると、Recovery Manager ではディスク・チャネルのみが割り当てられま

す。Recovery Manager では、フラッシュバック・データベース操作中のバック

アップから REDO ログをリストアする必要があります。 新のフラッシュバック・

ログとターゲット時刻の間の変更は、アーカイブ REDO ログに基づいて再作成され

る必要があります。自動チャネルがテープに割り当てられてられていない場合に、
必要な REDO ログがテープにあると、FLASHBACK DATABASE操作は失敗します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

TO BEFORE SCN integer 指定した SCN の直前の状態へデータベースを戻します。指定した時点より以前の

SCN までのすべての変更が適用されますが、指定した SCN に対応する変更が存在

する場合、その変更は適用されません。デフォルトでは、指定された SCN で現在

のインカネーションまたは祖先のインカネーションが解決されます。デフォルトは、
RESET DATABASE INCARNATIONコマンドを使用してオーバーライドできます。

フラッシュバックの可能な も小さな SCN は、V$FLASHBACK_DATABASE_LOGの

OLDEST_FLASHBACK_SCNを問い合せて概略値を確認できます。

TO BEFORE SEQUENCE integer 
[THREAD integer]

REDO ログ順序番号とスレッドを上限として指定します。Recovery Manager は、

指定した順序番号およびスレッド番号のログの 後の変更（は含まない）までの変
更を適用します。

TO BEFORE RESETLOGS データベースの状態を、 後に OPEN RESETLOGSを実行した SCN の時点までのす

べての変更を含む状態に戻します。

注意注意注意注意 : FLASHBACK DATABASEを実行して、データベースを 後の OPEN 
RESETLOGS操作より前の時点に戻すことができるのは、データベースを Oracle 
Database 10g リリース 2 以降にアップグレードしている場合のみです。

FLASHBACK
DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

DATABASE

TO BEFORE SCN integer

TO BEFORE SEQUENCE integer
THREAD integer

TO BEFORE RESETLOGS

TO BEFORE TIME ’ date_string ’

TO SCN integer

TO SEQUENCE integer
THREAD integer

TO RESTORE POINT restore_point_name

TO TIME ’ date_string ’

;
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例例例例

例例例例 2-79 特定の特定の特定の特定の SCN へのへのへのへの FLASHBACK DATABASE

2 月 14 日の午後 5 時に、破損したデータベースを多くの表に挿入したとします。SQL*Plus を
データベースに接続して、フラッシュバック・ウィンドウの も古い SCN を問い合せます。

SQL> SELECT OLDEST_FLASHBACK_SCN, OLDEST_FLASHBACK_TIME
  2  FROM   V$FLASHBACK_DATABASE_LOG;

OLDEST_FLASHBACK_SCN OLDEST_FLASHBACK
-------------------- ----------------
              411010 2007/02/14 16:49

次に、新しい端末を開いて、Recovery Manager クライアントを起動し、ターゲット・データ
ベースとリカバリ・カタログに接続します。次のように Recovery Manager コマンドを入力し
ます（例には、FLASHBACK DATABASEの出力例が含まれます）。

RMAN> SHUTDOWN IMMEDIATE
RMAN> STARTUP MOUNT
RMAN> FLASHBACK DATABASE TO SCN 411010;
 
Starting flashback at 15-FEB-07
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=104 device type=DISK
 
 
starting media recovery
media recovery complete, elapsed time: 00:00:07
 
Finished flashback at 15-FEB-07
 
RMAN> ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

TO BEFORE TIME 
'date_string'

指定した時刻より前までのすべての変更を含む状態にデータベースを戻します（指
定した時刻の変更は含まれません）。

フラッシュバックが可能な も古い時刻は、V$FLASHBACK_DATABASE_LOGの

OLDEST_FLASHBACK_TIMEを問い合せて概略値を確認できます。

TO SCN integer 指定した SCN の時点（を含む）までデータベースを戻します。デフォルトでは、

指定された SCN で現在のインカネーションまたは祖先のインカネーションが解決

されます。Recovery Manager の RESET DATABASEコマンドを使用してリカバリ・

ターゲット・インカネーションの設定を行うと、デフォルトをオーバーライドでき
ます。

フラッシュバックの可能な も小さな SCN は、V$FLASHBACK_DATABASE_LOGの

OLDEST_FLASHBACK_SCNを問い合せて概略値を確認できます。

TO SEQUENCE integer THREAD 
integer

REDO ログ順序番号とスレッドを上限として指定します。Recovery Manager は、

指定した順序番号およびスレッド番号のログの 後の変更（を含む）までの変更を
適用します。

TO RESTORE POINT 
restore_point_name

指定したリストア・ポイントに対応する SCN までデータベースを戻します。通常

のリストア・ポイントまたは保証付きリストア・ポイントを指定できます。

TO TIME 'date_string' 指定した時刻の状態へデータベースを戻します。現行の形式への時刻の変換には、
SQL のすべての DATE式を使用できます。たとえば、FLASHBACK DATABASE TO 
TIME 'SYSDATE-7'を使用できます。

フラッシュバックが可能な も古い時刻は、V$FLASHBACK_DATABASE_LOGの

OLDEST_FLASHBACK_TIMEを問い合せて概略値を確認できます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例 2-80 リストア・ポイントへのリストア・ポイントへのリストア・ポイントへのリストア・ポイントへの FLASHBACK DATABASE

データベースに大量の更新をロードする準備をしているとします。更新を実行する前に、保証
付きリストア・ポイントを作成します。

SQL> CREATE RESTORE POINT before_update GUARANTEE FLASHBACK DATABASE;

バルク更新が失敗し、データベースに大量の破損データが残りました。Recovery Manager セッ
ションを起動し、ターゲット・データベースとリカバリ・カタログに接続して、保証付きリス
トア・ポイントをリストします。

RMAN> LIST RESTORE POINT ALL;

SCN              RSP Time  Type       Time      Name
---------------- --------- ---------- --------- ----
412742                     GUARANTEED 15-FEB-07 BEFORE_UPDATE

データベースをマウントして、リストア・ポイントにフラッシュバックし（例には出力例も含
まれます）、RESETLOGSオプションを使用してデータベースをオープンします。

RMAN> SHUTDOWN IMMEDIATE
RMAN> STARTUP MOUNT
RMAN> FLASHBACK DATABASE TO RESTORE POINT 'BEFORE_UPDATE';
 
Starting flashback at 15-FEB-07
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=104 device type=DISK
 
 
starting media recovery
 
archived log for thread 1 with sequence 34 is already on disk as file 
/disk2/oracle/oradata/prod/arch/archive1_34_614598462.dbf
media recovery complete, elapsed time: 00:00:01
Finished flashback at 15-FEB-07
 
RMAN> ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;
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GRANT
GRANT

用途用途用途用途

GRANTコマンドを使用すると、仮想プライベート・カタログ・スキーマに対する権限をデータ
ベース・ユーザーに割り当てることができます。デフォルトでは、仮想カタログのユーザーは
基本リカバリ・カタログにアクセスできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトで実行してください。

CREATE CATALOGを使用して基本リカバリ・カタログが作成されていなければ、GRANTで仮
想プライベート・カタログの権限を割り当てることはできません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

基本リカバリ・カタログ基本リカバリ・カタログ基本リカバリ・カタログ基本リカバリ・カタログを作成し、そこにすべてのデータベースのメタデータを格納すること
をお薦めします。その後に、仮想プライベート・カタログ・スキーマを所有する Oracle 
Database ユーザーを作成できます。仮想プライベート・カタログのユーザーは、
RECOVERY_CATALOG_OWNERロールを付与されている必要があります。

Recovery Manager を基本リカバリ・カタログに接続し、GRANTコマンドを使用して、リカバ
リ・カタログ権限を仮想カタログの所有者に割り当てます。その後、CREATE VIRTUAL 
CATALOGを実行して、このユーザーの仮想カタログ・スキーマを作成します。REVOKEを使用
すると、カタログ権限を取り消すことができます。

同じデータベース上で同じデータベース上で同じデータベース上で同じデータベース上で CATALOG 権限を持つユーザー間の関係権限を持つユーザー間の関係権限を持つユーザー間の関係権限を持つユーザー間の関係

ここで、GRANTの使用方法を説明します。データベース prod1および prod2が、基本リカバ
リ・カタログに登録されているとします。基本リカバリ・カタログに SYSとしてログインして
いる状態で、仮想プライベート・カタログの 2 人のユーザー（vpc1および vpc2）を作成しま
す。この両方のユーザーに、データベース prod1に対する CATALOG FOR DATABASEアクセ
ス権を付与します（prod2については付与しません）。

この例では、基本リカバリ・カタログの所有者によって作成された prod1のバックアップのメ
タデータには、vpc1と vpc2の両方がアクセスできます。相互に作成した prod1のバック
アップのメタデータには、両方のユーザーがアクセスできます。データベース prod2のバック
アップ・メタデータには、vpc1と vpc2の両方ともアクセスできません。

GRANT REGISTER とととと GRANT CATALOG 間の関係間の関係間の関係間の関係

REGISTER DATABASEをユーザーに付与すると、このユーザーが登録したすべてのデータベー
スに対して暗黙的にリカバリの CATALOG FOR DATABASE権限が付与されます。あるユーザー

（virtcatなど）の REGISTER DATABASE権限のみに対して REVOKEを実行した場合、
virtcatが登録したデータベース（prodなど）の CATALOG FOR DATABASE権限が暗黙的に
取り消されることはありません。CATALOG FOR DATABASE権限には prodの登録権限が含ま
れているため、virtcatは、prodの登録解除と登録を継続できます。virtcatが prodに対
する操作（prodの再登録を含む）を実行できないようにするには、virtcatから REVOKE 
ALL PRIVILEGESを実行します。

構文構文構文構文

grant::=

GRANT
CATALOG FOR DATABASE

’
database_name

’

integer
TO

REGISTER DATABASE TO
userid ;
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GRANT
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-81 仮想プライベート・カタログの権限の付与仮想プライベート・カタログの権限の付与仮想プライベート・カタログの権限の付与仮想プライベート・カタログの権限の付与

データベース・ユーザー rcoがデータベース catdbに基本リカバリ・カタログを所有してい
るとします。この基本リカバリ・カタログには、データ・センター内の数多くのデータベース
の Recovery Manager メタデータが格納されています。目標は、データ・センターの 2 人の
バックアップ・オペレータのために、仮想プライベート・カタログを作成することです。

SQL*Plus を起動し、SYSとして catdbデータベースに接続します。次に、CREATE USER文
を使用して、catdb上に bckop2および bckop3ユーザーを作成します。次のように、リカバ
リ・カタログの所有権をこれらのユーザーに付与できます。

SQL> GRANT recovery_catalog_owner TO bckop2, bckop3;
SQL> EXIT

次に、Recovery Manager クライアントを起動し、ユーザー rcoとしてリカバリ・カタログ・
データベースに接続します。Recovery Manager の GRANTコマンドを使用して、bckop2に、
自分の仮想プライベート・カタログにすべてのデータベースを登録する権限を与えます。ただ
し、bckop3には、データ・センター内のデータベースのサブセットのみへのアクセス権を与
えます。

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> GRANT REGISTER DATABASE TO bckop2;
RMAN> GRANT CATALOG FOR DATABASE prod TO bckop3;
RMAN> GRANT CATALOG FOR DATABASE prodb TO bckop3;
RMAN> EXIT;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CATALOG FOR DATABASE 
[database_name | integer] 
TO userid 

指定したデータベースのリカバリ・カタログへのアクセス権を指定したユーザーに
付与します。

注意注意注意注意 : 指定したデータベースで付与されるカタログ操作には、そのデータベースの

登録と登録解除が含まれます。

データベースは、データベース名または DBID で指定します。名前で指定した場

合、その名前のデータベースがカタログに複数登録されていると、Recovery 
Manager によりエラーが戻されます。その場合は、DBID でデータベースを指定し

てください。

リカバリ・カタログに登録済のデータベースへのアクセス権を付与するには、
GRANT CATALOGコマンドを使用する必要があります。また、カタログに未登録の

ターゲット・データベースに対するアクセス権も付与できます。こうして、仮想プ
ライベート・カタログのユーザーがデータベースを登録することが可能になりま
す。アクセス権を付与する場合は、未登録のデータベースの DBID を使用する必要

があります。

REGISTER DATABASE TO 
userid 

指定したユーザーに、リカバリ・カタログで現在認識されていないデータベースを
REGISTER DATABASEで登録する権限を付与します。

REGISTER DATABASEをユーザーに付与すると、このユーザーが登録したすべて

のデータベースに対して暗黙的にリカバリの CATALOG FOR DATABASE権限が付

与されます。データベースの CATALOG FOR DATABASE権限には、そのデータ

ベースの登録と登録解除が含まれます。

たとえば、ユーザー virtcatに REGISTER DATABASEが付与され、このユーザー

がカタログにデータベース prodを登録するとします。Recovery Manager は、暗

黙的に prodに対するリカバリの CATALOG FOR DATABASE権限を virtcatに付

与します。
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GRANT
新しい Recovery Manager セッションを開始し、bckop2の仮想カタログを作成します（例に
は、CREATE VIRTUAL CATALOGの出力例も含まれます）。仮想カタログを作成するたびに、
Recovery Manager を終了して再起動する必要があります。

RMAN> CONNECT CATALOG bckop2@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CREATE VIRTUAL CATALOG;

found eligible base catalog owned by RCO
created virtual catalog against base catalog owned by RCO

RMAN> EXIT;

新しい Recovery Manager セッションを開始し、bckop3の仮想カタログを作成します（例に
は、CREATE VIRTUAL CATALOGの出力例も含まれます）。

RMAN> CONNECT CATALOG bckop3@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CREATE VIRTUAL CATALOG;

found eligible base catalog owned by RCO
created virtual catalog against base catalog owned by RCO

RMAN> EXIT;

次の例では、バックアップ・オペレータ dba1が、catdbの bckop3スキーマにある自分の仮
想プライベート・カタログを使用して、ターゲット・データベースのバックアップのメタデー
タを格納します。

RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> CONNECT CATALOG bckop3@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
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HOST
HOST

用途用途用途用途

HOSTコマンドを使用すると、Recovery Manager 内からオペレーティング・システムのコマン
ドラインのサブ・シェルを呼び出すことができます。

構文構文構文構文

host::=

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、RUNコマンドのカッコ内または Recovery Manager プロンプトで実行してく
ださい。

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-82 バックアップ内でのオペレーティング・システムへの切替えバックアップ内でのオペレーティング・システムへの切替えバックアップ内でのオペレーティング・システムへの切替えバックアップ内でのオペレーティング・システムへの切替え

この例では、datafile 3のイメージ・コピーを作成し、Linux のプロンプトに切り替えて、
コピーがディレクトリにあるかどうかをチェックしてから、Recovery Manager セッションを再
開します（Linux セッションの出力は太字のインデント付きで表示されています）。

RMAN> BACKUP DATAFILE 3 FORMAT '/disk2/df3.cpy';

Starting backup at 15-FEB-07
using channel ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: starting full datafile backup set
channel ORA_DISK_1: specifying datafile(s) in backup set
input datafile file number=00003 name=/disk1/oracle/oradata/prod/undotbs01.d bf
channel ORA_DISK_1: starting piece 1 at 15-FEB-07
channel ORA_DISK_1: finished piece 1 at 15-FEB-07
piece handle=/disk2/df3.cpy tag=TAG20070215T111326 comment=NONE
channel ORA_DISK_1: backup set complete, elapsed time: 00:00:01
Finished backup at 15-FEB-07

RMAN> HOST;

% ls /disk2/df3.copy
/disk2/df3.cpy
% exit
exit
host command complete

RMAN>

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

HOST コマンド・プロンプトを表示し、ユーザーがサブシェルを終了すると、Recovery 
Manager を再開します（2-156 ページの例 2-82 を参照）。

'command' 指定文字列内のコマンドを実行し、Recovery Manager を継続します（2-157 ペー

ジの例 2-83 を参照）。

HOST
’ command ’

;
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例例例例 2-83 Recovery Manager 内でのオペレーティング・システム・コピーの実行内でのオペレーティング・システム・コピーの実行内でのオペレーティング・システム・コピーの実行内でのオペレーティング・システム・コピーの実行

この例では、データファイル system01.dbfのバックアップを作成してから、Linux の lsコ
マンドを実行して、/disk2ディレクトリのすべてのファイルを表示します。

BACKUP DATAFILE '?/oradata/prod/system01.dbf'
  FORMAT '/disk2/system01.dbf';
HOST 'ls -lt /disk2/*';
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IMPORT CATALOG
IMPORT CATALOG

用用用用途途途途

IMPORT CATALOGコマンドを使用すると、リカバリ・カタログ・スキーマにあるメタデータを
別のカタログ・スキーマにインポートできます。様々なバージョンのカタログ・スキーマを作
成し、複数のターゲット・データベースのメタデータを保存する場合は、このコマンドを使用
すると、すべてのデータベース用に 1 つのカタログ・スキーマを保持することができます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager が、インポート先のリカバリ・カタログ（カタログ・データをインポートす
る先のカタログ）に接続されている必要があります。このリカバリ・カタログは、仮想プライ
ベート・カタログにはできません。

ターゲット・データベースに接続していなくても、カタログ・スキーマはマージできます。こ
のコマンドは、RUNコマンドのカッコ内または Recovery Manager プロンプトで実行してくだ
さい。

ソース・リカバリ・カタログ・スキーマのバージョンは、使用する Recovery Manager 実行可
能ファイルのバージョンと一致している必要があります。ソース・スキーマのバージョンが低
い場合は、カタログ・スキーマを現行バージョンにアップグレードします。ソース・スキーマ
のバージョンが高い場合は、バージョンの高い Recovery Manager 実行可能ファイルで、再度
操作を行ってください。

同じ名前のデータベースが、ソース・リカバリ・カタログ・スキーマとインポート先カタロ
グ・スキーマの両方に登録されていないことを確認してください。両方のスキーマに登録され
ているデータベースがある場合は、UNREGISTERを実行して、そのデータベースのソース・リ
カバリ・カタログでの登録を解除し、IMPORTコマンドを再実行します。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

インポート操作が途中で失敗すると、インポートはロールバックされます。このため、一部の
みインポートすることはできません。登録解除の操作は、インポートとは別に行われます。デ
フォルトでは、インポートが正常に行われると、インポート済のデータベース ID が、ソース・
リカバリ・カタログ・スキーマから登録解除されます。

ストアド・スクリプトは、グローバルまたはローカルのいずれかです。スクリプトのインポー
ト時に、インポート先のスキーマにすでにスクリプト名が含まれていることが原因で、グロー
バル・スクリプトの名前が競合することがあります（ローカル・スクリプトの場合は競合しま
せん）。その場合は、Recovery Manager により、グローバル・スクリプト名が COPY OF 
script_nameに変更されます。たとえば、bp_cmdという名前は COPY OF bp_cmdに変更さ
れます。

変更後のグローバル・スクリプト名がそれでも一意でない場合は、COPY(2) OF 
script_nameという名前に変更されます。そのスクリプト名も存在した場合は、スクリプト
名が COPY(3) OF script_nameに変更されます。こうして、スクリプト名が一意になるま
で、COPY(n) OFというパターンが継続されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CREATE CATALOG（2-103 ページ）
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IMPORT CATALOG
構文構文構文構文

import::=

（connectStringSpec::=（3-12 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-84 すべての登録済データベースのメタデータのインポートすべての登録済データベースのメタデータのインポートすべての登録済データベースのメタデータのインポートすべての登録済データベースのメタデータのインポート

この例では、ユーザー rcatが所有する 10.2 のカタログ・スキーマがデータベース inst1に含
まれ、ユーザー rcoが所有する 11.1 のカタログ・スキーマがデータベース catdbに含まれて
います。Recovery Manager は、rcatに登録されているすべてのデータベース ID のメタデー
タを、rcoが所有するリカバリ・カタログにインポートします。rcatに登録されたすべての
ターゲット・データベースは登録解除されます。

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database
 
RMAN> IMPORT CATALOG rcat@prod;
 
Starting import catalog at 15-FEB-07
source recovery catalog database Password: password
connected to source recovery catalog database

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

connectStringSpec ソース・リカバリ・カタログの接続文字列を指定します（このカタログは、メタ
データがインポートされるカタログです）。

DBID integer ソース・カタログ・スキーマからメタデータをインポートするデータベースの
DBID のリストを指定します（例 2-85 を参照）。

指定しなかった場合は、Recovery Manager により、ソース・カタログ・スキーマ

のすべてのデータベース ID のメタデータがマージされ、インポート先のカタログ・

スキーマに入れられます。メタデータがマージされたデータベースが、リカバリ・
カタログ・スキーマにすでに登録されていた場合は、エラーが発行されます。

DB_NAME database_name ソース・カタログ・スキーマからメタデータをインポートするデータベースのリス
トを指定します（例 2-85 を参照）。

指定しなかった場合は、Recovery Manager により、ソース・カタログ・スキーマ

のすべてのデータベースのメタデータがマージされ、インポート先のカタログ・ス
キーマに入れられます。同じ DBID が両方のリカバリ・カタログに登録されていた

場合は、エラーが発行されます。

NO UNREGISTER インポート済のデータベース ID を、ソース・カタログ・スキーマに強制的に保持

します。デフォルトでは、インポート済のデータベース ID はソース・リカバリ・

カタログ・スキーマから登録解除されます。

IMPORT CATALOG connectStringSpec

DBID integer

,

DB_NAME
’

database_name
’

,

NO UNREGISTER
;
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IMPORT CATALOG
import validation complete
database unregistered from the source recovery catalog
Finished import catalog at 15-FEB-07

例例例例 2-85 登録済データベースのサブセットのメタデータのインポート登録済データベースのサブセットのメタデータのインポート登録済データベースのサブセットのメタデータのインポート登録済データベースのサブセットのメタデータのインポート

この例は、例 2-84 を部分的に変更したものです。リカバリ・カタログ全体をインポートするか
わりに、DBID が 1618984270 のデータベースのメタデータのみをインポートします。

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database
 
RMAN> IMPORT CATALOG rcat@inst1 DBID=1618984270;
 
Starting import catalog at 15-FEB-07
source recovery catalog database Password: password
connected to source recovery catalog database
import validation complete
database unregistered from the source recovery catalog
Finished import catalog at 15-FEB-07
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LIST
LIST

用途用途用途用途

LISTコマンドを使用すると、Recovery Manager リポジトリに記録されているバックアップお
よびその他のオブジェクトに関する情報を表示できます。

追加トピック追加トピック追加トピック追加トピック

� 前提条件

� 使用上の注意

� 構文

� セマンティクス

� LIST コマンドの出力

� 例

前提条件前提条件前提条件前提条件

LISTは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。次のいずれかの条件が満たされ
ている必要があります。

� Recovery Manager がターゲット・データベースに接続されている必要があります。
Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続されておらず、LIST FAILUREコマンド
を実行していない場合は、ターゲット・データベースがマウントまたはオープン状態であ
る必要があります。Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続されていない場合は、
ターゲット・データベース・インスタンスが起動されている必要があります。 

� Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続され、SET  DBIDが実行されている必要が
あります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

LIST FAILUREを除く LISTコマンドは、CROSSCHECKおよび DELETEコマンドの実行対象
のバックアップおよびコピーを表示します。LIST FAILUREコマンドは、ADVISE FAILURE
および REPAIR FAILUREコマンドの実行対象となる障害を表示します。

2-21 ページの「Data Guard 環境での Recovery Manager のバックアップ」では、Data Guard
環境での Recovery Manager のバックアップ処理方法について説明しています。通常、
Recovery Manager では、環境内の 1 つのデータベース上で作成されたテープ・バックアップは
その環境のすべてのデータベースにアクセス可能であるとみなされますが、ディスク・バック
アップは作成元のデータベースのみにアクセス可能であるとみなされます。Data Guard 環境で
は、LISTを実行すると、接続されているターゲット・データベースにアクセス可能なファイル
が表示されます。

LISTの出力は、標準出力またはメッセージ・ログのいずれかに対して行われます。同時に両方
に出力されることありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リストとレポートの作成方法は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』および 2-244 ページの

「RMAN」を参照してください。
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構文構文構文構文

list::=

（listObjectSpec::=（2-163 ページ）、recordSpec::=（3-35 ページ）、
maintQualifier::=（3-30 ページ）、forDbUniqueNameOption::=（3-18 ページ）、
untilClause::=（3-38 ページ））

maintQualifier::=

（completedTimeSpec::=（3-10 ページ）、deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

LIST

DB_UNIQUE_NAME

ALL

OF DATABASE

’
database_name

’

EXPIRED
listObjectSpec

maintQualifier

recoverableClause

recordSpec

forDbUniqueNameOption

FAILURE

ALL

CRITICAL

HIGH

LOW

failureNumber

,

CLOSED EXCLUDE FAILURE failureNumber

,

DETAIL

INCARNATION
OF DATABASE

’
database_name

’

listObjectSpec

maintQualifier

recoverableClause

recordSpec

RESTORE POINT restore_point_name

RESTORE POINT ALL

forDbUniqueNameOption

ALL

GLOBAL
SCRIPT NAMES

;

completedTimeSpec

DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

LIKE ’ string_pattern ’

BACKED UP integer TIMES TO DEVICE TYPE deviceSpecifier

TAG
’

tag_name
’
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LIST
listObjectSpec::=

（listObjList::=（3-27 ページ）、listBackupOption::=（2-163 ページ）、
archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、foreignlogRecordSpecifier::=（3-19 ページ））

recoverableClause::=

（untilClause::=（3-38 ページ））

listBackupOption::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

list

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DB_UNIQUE_NAME リカバリ・カタログに登録されている 1 つ以上のデータベースの

DB_UNIQUE_NAMEをリストします。

Recovery Manager は、リカバリ・カタログに接続している必要があります。また、

Recovery Manager が、マウントされているかオープンされているターゲット・

データベースに接続しているか、または SET DBIDコマンドでターゲット・データ

ベースを指定する必要もあります。プライマリ・データベースの DBID と、それに

関連付けられているスタンバイ・データベースの DBID は同じであることに注意し

てください。これらのデータベースは、DB_UNIQUE_NAMEによって区別されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 出力の説明については、表 2-27 を参照してください。

ALL Recovery Manager リポジトリに登録されているすべてのデータベースの

DB_UNIQUE_NAMEをリストします。

OF DATABASE

database_name

指定された DB_NAMEのすべてのデータベースの DB_UNIQUE_NAMEをリストしま

す。

EXPIRED リポジトリ内で EXPIRED（見つからなかったことを示します）とマークされている

バックアップ・セット、プロキシ・コピーおよびイメージ・コピーを表示します。
出力の説明については、表 2-8「バックアップ・セットのリスト（データファイル

のバックアップ・セットの場合）」を参照してください。

LIST EXPIREDに 新出力が表示されるようにするには、CROSSCHECKコマンドを

定期的に実行してください。CROSSCHECKコマンドを使用すると、ディスクおよび

テープで、リポジトリに記録されているバックアップおよびコピーが検索されます。
見つからない場合は、リポジトリ・レコードが状態 EXPIREDに更新されます。

listObjectSpec リストする期限切れオブジェクトのタイプを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-166 ページの「listObjectSpec」を参照してください。

BACKUP
OF listObjList listBackupOption

archivelogRecordSpecifier

COPY
OF listObjList

foreignlogRecordSpecifier

RECOVERABLE

TO RESTORE POINT restore_point_name

untilClause

BY FILE

SUMMARY
Recovery Manager コマンド 2-163



LIST
maintQualifier リストの範囲を制限します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-30 ページの「maintQualifier」を参照してください。

recordSpec リストする期限切れオブジェクトを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-35 ページの「recordSpec」を参照してください。

forDbUniqueNameOption Data Guard 環境の指定した DB_UNIQUE_NAMEにのみ関連付けられた、

listObjectSpecまたは recordSpecの期限切れファイルをリストします。

データベースは db_unique_nameで指定できますが、ALLを使用すると、特定の

DBID についてカタログに記録されている一意の名前のデータベースをすべて指定

できます。リカバリ・カタログ内のデータベースは、DBID および

DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータの値によって一意に識別されます。

Recovery Manager は、リカバリ・カタログに接続している必要があります。また、

Recovery Manager は、マウント済またはオープン状態のターゲット・データベー

スに接続しているか、SET DBIDコマンドを実行している必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この句のオプションについては、3-18 ページの

「forDbUniqueNameOption」を参照してください。

FAILURE データ・リカバリ・アドバイザによって記録された障害をリストします。Recovery 
Manager が接続しているデータベースは、単一インスタンス・データベースである

必要があります。また、フィジカル・スタンバイ・データベース以外である必要が
あります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-7 ページの「Oracle RAC およびデータ・リカバリ・アドバイザ」を参

照してください。

データ・リカバリ・アドバイザは、データの損失や破損の原因となる幅広い物理的
な問題を検出して修復できます。物理的な破損は、通常、I/O サブシステムのエ

ラーや人為的エラーが原因で発生します。データ・リカバリ・アドバイザは、一部
のタイプの論理的な破損については、検出して処理することができません。このタ
イプの破損については、Oracle サポート・サービスに問い合せる必要があります。

データ・リカバリ・アドバイザでいう障害障害障害障害とは、一連の修復アクションに対応付け
られるデータの永続的な破損のことです。データ障害は、各種チェック（データ
ベースまたはその構成要素の状態を評価する診断手順）で検出されます。それぞれ
のチェックで、1 つ以上の障害が診断され、その障害は一連の修復に対応付けられ

ます。

一般的な例としては、LIST FAILUREを実行して障害をリストしてから、ADVISE 
FAILUREを使用して修復オプションを表示し、REPAIR FAILUREを実行して障害

を修復します。これらのコマンドを同じ Recovery Manager セッションで実行しま

す。

LIST FAILUREでオプションを指定しない場合は、ステータスが OPENで、優先順

位が も高い障害のみがリストされます。したがって、CRITICALと HIGHの障害

が存在する場合は、コマンド出力に必ずリストされます。優先順位が LOWの障害

は、優先順位が CRITICALの障害と HIGHの障害が両方とも存在しない場合にのみ

リストされます。障害は発生した逆順で保存されます（ 新の障害が 初にリスト
されます）。

LIST FAILUREコマンドを実行しても、新しい障害を診断するチェックは開始され

ません。このコマンドは、それまでに実行済の評価結果をリストします。したがっ
て、LIST FAILUREを繰り返して実行した場合は、あるコマンドと別のコマンドを

実行する間に発生したエラーに対して、データベースで自動的に障害が診断された
ときにのみ、新しい障害が表示されます。ただし、LIST FAILUREは、その実行時

に既存のすべての障害を再評価します。ユーザーが障害を手動で修正した場合や、
障害が一過性のもので存在しなくなっていた場合は、その障害が LIST FAILURE
の出力から除かれます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LIST FAILURE の出力表の列ヘッダーの説明は、表 2-26 を参照してくだ

さい。実例については、例 2-91 を参照してください。

ALL ステータスが OPENの障害を、優先順位とは無関係にすべてリストします。

CRITICAL ステータスが OPENで CRITICAL な障害のみをリストします。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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HIGH 優先順位が HIGHでステータスが OPENの障害のみをリストします。

LOW 優先順位が LOWでステータスが OPENの障害のみをリストします。

failureNumber 障害を障害番号で指定します。

CLOSED クローズされている障害のみをリストします。

EXCLUDE FAILURE

failureNumber

指定された障害をリストから除外します。

DETAIL まとめられた障害を展開してリストします。たとえば、あるファイル内の複数箇所
でブロックが破損している場合に DETAILオプションを指定すると、それぞれの破

損ブロックがリストされます。

INCARNATION データベースのインカネーションに関する情報を表示します。

RESETLOGSオプションでデータベースをオープンするたびに、データベースの新

規インカネーションが作成されます。LIST INCARNATIONを実行したときにデータ

ベースのインカネーションが n個表示された場合は、そのデータベースのオンライ

ン REDO ログが n-1 回リセットされています。

LIST出力には、指定したデータベース名に該当するすべてのデータベース・イン

カネーション・レコードの主キーが（インカネーション・キーが含まれる Inc Key
列に）含まれます。Recovery Manager が現行とみなしているインカネーションを

前のインカネーションに変更するには、RESET DATABASEコマンドでこのキーを

使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LIST INCARNATIONの出力表の列ヘッダーの説明は、表 2-23 を参照し

てください。実例については、例 2-90 を参照してください。

OF DATABASE

database_name

データベースの名前を指定します。OF DATABASEオプションを指定しない場合、

LISTは、リカバリ・カタログに登録されているすべてのデータベースを表示しま

す。

listObjectSpec リストする期限切れオブジェクトのタイプを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-166 ページの「listObjectSpec」を参照してください。

maintQualifier リストの範囲を制限します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-30 ページの「maintQualifier」を参照してください。

recoverableClause 表示するリストを、リポジトリ内のステータスが AVAILABLEで、ターゲット・

データベースの現行のインカネーションでリストアとリカバリに使用できるデータ
ファイル・バックアップまたはコピーに限定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-167 ページの「recoverableClause」を参照してください。

recordSpec リストするオブジェクトを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-35 ページの「recordSpec」を参照してください。

untilClause 終了時刻、SCN またはログ順序番号を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-38 ページの「untilClause」を参照してください。

RESTORE POINT Recovery Manager リポジトリで認識されているリストア・ポイントを表示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LIST RESTORE POINTの出力表の列ヘッダーの説明は、表 2-25 を参照

してください。

restore_point_name 指定されたリストア・ポイントを表示します。

ALL Recovery Manager リポジトリで認識されているすべてのリストア・ポイントを表

示します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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LIST
listObjectSpec
この副次句は、リストするオブジェクトのタイプを指定します。

forDbUniqueNameOption Data Guard 環境の指定した DB_UNIQUE_NAMEにのみ関連付けられたバックアップ

およびリストア・ポイントをリストします。

データベースは db_unique_nameで指定できますが、ALLを使用すると、特定の

DBID についてカタログに記録されている一意の名前のデータベースをすべて指定

できます。リカバリ・カタログ内のデータベースは、DBID および

DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータの値によって一意に識別されます。

Recovery Manager は、リカバリ・カタログに接続している必要があります。また、

マウントされているかオープンされているターゲット・データベースに接続してい
ることも必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この句のオプションについては、3-18 ページの

「forDbUniqueNameOption」を参照してください。

ALL SCRIPT NAMES 接続されているリカバリ・カタログのすべてのデータベースに定義されているすべ
てのグローバル・スクリプトおよびローカル・スクリプトが、コメントとともにリ
ストされます。

リカバリ・カタログに接続している必要がありますが、ターゲット・データベース
に接続している必要はありません。

GLOBAL SCRIPT NAMES 接続されているリカバリ・カタログで定義されているグローバル・スクリプトのみ
が、コメントとともにリストされます。

リカバリ・カタログに接続している必要がありますが、ターゲット・データベース
に接続している必要はありません。

SCRIPT NAMES 現在のターゲット・データベースで実行できるローカル・スクリプトおよびグロー
バル・スクリプトがリストされます。

この形式でコマンドを使用するには、ターゲット・データベースとリカバリ・カタ
ログに接続している必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 出力の説明は、表 2-24 を参照してください。実例については、例 2-107
を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

BACKUP バックアップ・セット（バックアップ・ピースの詳細も含む）およびプロキシ・
コピーに関する情報を表示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LIST BACKUP出力の説明は、表 2-8 を参照してください。実例につい

ては、例 2-86 を参照してください。

OF listObjList 操作するオブジェクトのリストを listObjList句で指定したオブジェクト型に

限定します。オブジェクトを指定しなければ、LISTではデフォルトで OF 
DATABASE CONTROLFILE ARCHIVELOG ALLが使用されます。

注意注意注意注意 : LIST BACKUP ... LIKEコマンドは有効ではありません。ただし、LIST 
BACKUP OF ARCHIVELOG LIKEのみは有効です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-27 ページの「listObjList」を参照してください。

listBackupOption バックアップのサマリーまたは詳細情報をリストするかどうかを指定します。

archivelogRecordSpecifier アーカイブ REDO ログの範囲情報を表示します。

COPY データファイルのコピー、アーカイブ REDO ログおよびアーカイブ REDO ログの

イメージ・コピーに関する情報のみを表示します。デフォルトでは、LIST COPY
によりすべてのデータベース・ファイルとアーカイブ REDO ログのコピーが表示

されます。使用可能および使用不可のイメージ・コピーのみでなく、リストアで
きないコピー、期限切れのコピーまたは使用不可能なコピーも出力に含まれます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LIST COPYの出力表の列ヘッダーの説明は、2-175 ページの表 2-20 お

よび 2-176 ページの表 2-22 を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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recoverableClause
この副次句は、リカバリ可能なバックアップを指定します。

listBackupOption
バックアップのサマリーを出力するか、特定のデータファイルのバックアップをリストするか
を指定します。

LIST コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力

出力で表示される情報については、次の表を参照してください。

� 表 2-8「バックアップ・セットのリスト（データファイルのバックアップ・セットの場合）」

� 表 2-9「バックアップ・ピースのリスト（ピースが 1 つのみのセットの場合）」

� 表 2-10「バックアップ・セット内のデータファイルのリスト」

� 表 2-11「バックアップ・セット内のアーカイブ・ログのリスト」

� 表 2-12「バックアップ・セット ... のバックアップ・セット・コピー ... （複数ピースの場合
のみ）」

� 表 2-13「バックアップ・セット ... のコピー ... のバックアップ・ピースのリスト（複数ピー
スの場合）」

OF listObjList 操作するオブジェクトのリストを listObjList句で指定したオブジェクト型に

限定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-27 ページの「listObjList」を参照してください。

foreignlogRecordSpecifier 外部アーカイブ REDO ログの範囲情報を表示します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

RECOVERABLE 表示するリストを、リポジトリ内のステータスが AVAILABLEで、ターゲット・

データベースの現行のインカネーションでリストアとリカバリに使用できる、期
限切れのデータファイル・バックアップまたはコピーに限定します。このリスト
には、増分を適用できる有効な親を持たない増分バックアップ以外のすべての
バックアップおよびコピーが含まれます。

TO RESTORE POINT

restore_point_name

リストア・ポイントを作成した時点の SCN を上限として、リストア・ポイントを

指定します。指定した値は含まれます。上限値が含まれるため、Recovery 
Manager は、リストア・ポイントに対応する SCN までリカバリできるファイルの

みをリストします。

untilClause 終了時刻、SCN またはログ順序番号を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-38 ページの「untilClause」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

BY FILE 各データファイル、アーカイブ REDO ログ・ファイル、制御ファイルおよびサー

バー・パラメータ・ファイルのバックアップをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LIST BACKUP ... BY FILEの出力については、表 2-17、表 2-18 また

は表 2-19 を参照してください。

SUMMARY バックアップごとに 1 行のサマリーを表示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LIST BACKUP ... SUMMARYの出力については、表 2-15 を参照してく

ださい。出力例については、例 2-87 を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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� 表 2-14「プロキシ・コピーのリスト」

� 表 2-15「バックアップ・セットのリスト（LIST BACKUP ... SUMMARY）」

� 表 2-16「バックアップ・ピースのリスト（LIST BACKUPPIECE ...）」

� 表 2-17「データファイル・バックアップのリスト（LIST BACKUP ... BY FILE）」

� 表 2-18「アーカイブ・ログ・バックアップのリスト（LIST BACKUP ... BY FILE）」

� 表 2-19「制御ファイル・バックアップのリスト（LIST BACKUP ... BY FILE）」

� 表 2-20「データファイルのコピーのリスト」

� 表 2-21「制御ファイルのコピーのリスト」

� 表 2-22「アーカイブ・ログ・コピーのリスト」

� 表 2-23「データベースのインカネーションのリスト」

� 表 2-24「リカバリ・カタログのストアド・スクリプトのリスト（LIST SCRIPT NAMES）」

� 表 2-25「リストア・ポイントのリスト（LIST RESTORE POINT）」

� 表 2-26「障害のリスト」

� 表 2-27「データベースのリスト（LIST DB_UNIQUE_NAME）」

表表表表 2-8 バックアップ・セットのリスト（データファイルのバックアップ・セットの場合）バックアップ・セットのリスト（データファイルのバックアップ・セットの場合）バックアップ・セットのリスト（データファイルのバックアップ・セットの場合）バックアップ・セットのリスト（データファイルのバックアップ・セットの場合）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

BS Key このバックアップ・セットを識別する一意のキー。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、BS 
Keyはカタログ内のバックアップ・セットの主キーです。これは、

RC_BACKUP_SETビューの BS_KEYに対応します。Recovery 
Manager がデフォルトの NOCATALOGモードで接続している場合、

BS Keyでは V$BACKUP_SETからの RECIDが表示されます。

Type バックアップのタイプ Fullまたは Incr（増分）。

注意注意注意注意 : データファイルのバックアップ・セットにのみ含まれる列。

LV バックアップのレベル。非増分の場合は NULL、増分の場合はレベル

0またはレベル 1。

注意注意注意注意 : データファイルのバックアップ・セットにのみ含まれる列。

Size バックアップのサイズ（バイト）。

注意注意注意注意 : データファイルのバックアップ・セットにのみ含まれる列。

Device Type バックアップが行われたデバイスのタイプ（DISKまたは sbtな

ど）。

Elapsed Time バックアップの期間。

Completion Time バックアップ・セットをとった日付と時刻。このフィールドの書式
は、NLS_LANGおよび NLS_DATE_FORMATの環境設定によって変わ

ります。

List of Datafiles in 
backup set ...

表 2-10 を参照してください。
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表表表表 2-9 バックアップ・ピースのリスト（ピースがバックアップ・ピースのリスト（ピースがバックアップ・ピースのリスト（ピースがバックアップ・ピースのリスト（ピースが 1 つのみのセットの場合）つのみのセットの場合）つのみのセットの場合）つのみのセットの場合）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

BP Key リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル
にあるバックアップ・ピースの一意の識別子。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、BS 
Keyはカタログ内のバックアップ・ピースの主キーです。これは、

RC_BACKUP_PIECEビューの BP_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、BP Keyでは

V$BACKUP_PIECEからの RECIDが表示されます。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログおよび制御ファイルにある KEYの値は異

なります。

Status バックアップ・ピースの状態。AVAILABLE、UNAVAILABLEまたは

EXPIRED（各状態の説明は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETE
コマンドを参照）。

Compressed バックアップ・ピースが圧縮されているかどうか（YESまたは NO）。

Tag バックアップ・セットに適用されるタグ。タグ名には大 / 小文字区

別がなく、すべて大文字で表示されることに注意してください。

Piece Name/Handle バックアップ・ピースのファイル名またはハンドル。バックアップ・
ピースが SBT にある場合は、メディア ID が名前とともに表示されま

す。

SPFILE Included サーバー・パラメータ・ファイルがバックアップに含まれます。

Control File Included 制御ファイルがバックアップに含まれます。

注意注意注意注意 : この行は、現行の制御ファイルがバックアップに含まれる場合

にのみ表示されます。

Ckp SCN バックアップ制御ファイルのチェックポイント SCN。指定した SCN
より前に REDO レコードに記録されたデータベース変更はすべて、

制御ファイルに反映されます。

注意注意注意注意 : この行は、現行の制御ファイルがバックアップに含まれる場合

にのみ表示されます。

Ckp time バックアップ制御ファイルのチェックポイントの時刻。指定した時
刻より前に REDO レコードに記録されたデータベース変更はすべて、

制御ファイルに反映されます。

注意注意注意注意 : この行は、現行の制御ファイルがバックアップに含まれる場合

にのみ表示されます。

表表表表 2-10 バックアップ・セット内のデータファイルのリストバックアップ・セット内のデータファイルのリストバックアップ・セット内のデータファイルのリストバックアップ・セット内のデータファイルのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File バックアップされたファイルの数。

LV バックアップのレベル。非増分の場合は NULL、増分の場合はレベル

0 またはレベル 1。

Type バックアップのタイプ Fullまたは Incr（増分）。

Ckp SCN データファイルをバックアップした時点のデータファイルのチェッ
クポイント。この SCN より前のデータベース変更はすべて、ファイ

ルに書き込まれます。指定した SCN 以降の変更はファイルに書き込

まれません。
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Ckp Time データファイルをバックアップした時点のデータファイルのチェッ
クポイント。時刻より前のデータベース変更はすべて、ファイルに
書き込まれます。指定した時刻以降の変更はファイルに書き込まれ
ません。

Name このバックアップ・セットからリストアされており、SET NEWNAME
コマンドが入力されていない場合に、このファイルがリストアされ
る場所。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-254 ページの「SET」を参照してください。

表表表表 2-11 バックアップ・セット内のアーカイブ・ログのリストバックアップ・セット内のアーカイブ・ログのリストバックアップ・セット内のアーカイブ・ログのリストバックアップ・セット内のアーカイブ・ログのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Thrd REDO ログのスレッド番号。

Seq アーカイブ・ログのログ順序番号。

Low SCN アーカイブ・ログ内の 小 SCN。

Low Time データベースが、この順序番号を持つ REDO ログに切り替わった時

刻。

Next SCN 次のアーカイブ・ログ順序の下位 SCN

Next Time 次のアーカイブ・ログ順序の下位の時刻

表表表表 2-12 バックアップ・セットバックアップ・セットバックアップ・セットバックアップ・セット ... のバックアップ・セット・コピーのバックアップ・セット・コピーのバックアップ・セット・コピーのバックアップ・セット・コピー ... （複数ピースの場合のみ）（複数ピースの場合のみ）（複数ピースの場合のみ）（複数ピースの場合のみ）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Device Type バックアップが行われたデバイスのタイプ（DISKまたは sbtな

ど）。

Elapsed Time バックアップの期間。

Completion Time バックアップ・セットをとった日付と時刻。このフィールドの書式
は、NLS_LANGおよび NLS_DATE_FORMATの環境設定によって変わ

ります。

Tag バックアップ・セットに適用されるタグ。タグ名には大 / 小文字区

別がなく、すべて大文字で表示されることに注意してください。

表表表表 2-13 バックアップ・セットバックアップ・セットバックアップ・セットバックアップ・セット ... のコピーのコピーのコピーのコピー ... のバックアップ・ピースのリスト（複数ピースののバックアップ・ピースのリスト（複数ピースののバックアップ・ピースのリスト（複数ピースののバックアップ・ピースのリスト（複数ピースの
場合）場合）場合）場合）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

BP Key リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル
にあるバックアップ・ピースの一意の識別子。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、BS 
Keyはカタログ内のバックアップ・ピースの主キーです。これは、

RC_BACKUP_PIECEビューの BP_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、BP Keyでは

V$BACKUP_PIECEからの RECIDが表示されます。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログおよび制御ファイルにある KEYの値は異

なります。

Pc# バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

表表表表 2-10 バックアップ・セット内のデータファイルのリストバックアップ・セット内のデータファイルのリストバックアップ・セット内のデータファイルのリストバックアップ・セット内のデータファイルのリスト（続き）（続き）（続き）（続き）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象
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Status バックアップ・ピースの状態。AVAILABLE、UNAVAILABLEまたは

EXPIRED（各状態の説明は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETE
コマンドを参照）。

Piece Name バックアップ・ピースのファイル名またはハンドル。バックアップ・
ピースが SBT に格納されている場合は、メディア ID も表示されま

す。

表表表表 2-14 プロキシ・コピーのリストプロキシ・コピーのリストプロキシ・コピーのリストプロキシ・コピーのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

PC Key このプロキシ・コピーを識別する一意のキー。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、PC 
Keyはカタログ内のプロキシ・コピーの主キーです。これは、

RC_PROXY_DATAFILEビューの XDF_KEYまたは

RC_PROXY_CONTROLFILEビューの XCF_KEYに対応します。

Recovery Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、PC 
Keyでは V$PROXY_DATAFILEからの RECIDが表示されます。

File コピーされたデータファイルの絶対ファイル番号。

Status プロキシ・コピーのステータス（AVAILABLE、UNAVAILABLEまた

は EXPIRED）。各ステータスの説明は、CHANGE、CROSSCHECKおよ

び DELETEコマンドを参照。

Completion Time バックアップ・セットをとった日付と時刻。このフィールドの書式
は、NLS_LANGおよび NLS_DATE_FORMATの環境設定によって変わ

ります。

Ckp SCN プロキシ・コピー制御ファイルのチェックポイント SCN。指定した

SCN より前に REDO レコードに記録されたデータベース変更はすべ

て、制御ファイルに反映されます。

Ckp time プロキシ・コピー制御ファイルのチェックポイント時刻。指定した
時刻より前に REDO レコードに記録されたデータベース変更はすべ

て、制御ファイルに反映されます。

Datafile name このバックアップ・セットからリストアされており、SET NEWNAME
コマンドが入力されていない場合に、このファイルがリストアされ
る場所。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-254 ページの SETコマンドを参照してください。

Handle このプロキシ・コピー用のメディア・マネージャのハンドル。オブ
ジェクトが sbt にある場合は、メディア ID も表示されます。

Tag プロキシ・コピーに適用されるタグ。タグ名には大 / 小文字区別が

なく、すべて大文字で表示されることに注意してください。

表表表表 2-13 バックアップ・セットバックアップ・セットバックアップ・セットバックアップ・セット ... のコピーのコピーのコピーのコピー ... のバックアップ・ピースのリスト（複数ピースののバックアップ・ピースのリスト（複数ピースののバックアップ・ピースのリスト（複数ピースののバックアップ・ピースのリスト（複数ピースの

場合）場合）場合）場合）（続き）（続き）（続き）（続き）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象
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表表表表 2-15 バックアップ・セットのリスト（バックアップ・セットのリスト（バックアップ・セットのリスト（バックアップ・セットのリスト（LIST BACKUP ... SUMMARY））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Key このバックアップ・セットを識別する一意のキー。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、BS 
Keyはカタログ内のバックアップ・セットの主キーです。これは、

RC_BACKUP_SETビューの BS_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、BS Keyでは

V$BACKUP_SETからの RECIDが表示されます。

TY バックアップのタイプ。バックアップ・セット（B）またはプロキ

シ・コピー（P）。

LV 増分バックアップの場合は、増分バックアップのレベル（0または

1）。

データファイルの全体バックアップを含むバックアップ・セットの
場合は F。

アーカイブ REDO ログを含むバックアップ・セットの場合は A。

S バックアップの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）または X
（セットのすべてのバックアップ・ピースが期限切れ）。それぞれの
状態の詳細は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコマンドを

参照してください。

Device Type バックアップが行われたデバイスのタイプ（DISKまたは sbtな

ど）。

Completion Time バックアップ・セットをとった日付と時刻。このフィールドの書式
は、NLS_LANGおよび NLS_DATE_FORMATの環境設定によって変わ

ります。

#Pieces バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

#Copies セット内のバックアップ・ピースごとに作成されたコピー数。多重
化が実行されていない場合、この数値は 1です。それ以外の場合、

値の範囲は 2～ 4です。

Compressed バックアップ・セットが Recovery Manager により圧縮された場合は

YES。Recovery Manager により圧縮されていない場合は NO。

Tag バックアップ・セットに適用されるタグ。アスタリスク（*）は、

バックアップ・ピースのタグが同じバックアップ・セット内で異な
ることを示します。この状態は、CATALOGまたは BACKUP 
BACKUPSETを使用しているときにユーザーがタグを変更した場合に

発生します。タグ名には大 / 小文字区別がなく、すべて大文字で表

示されることに注意してください。

表表表表 2-16 バックアップ・ピースのリスト（バックアップ・ピースのリスト（バックアップ・ピースのリスト（バックアップ・ピースのリスト（LIST BACKUPPIECE ...））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

BP Key リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル
にあるバックアップ・ピースの一意の識別子。

Recovery Manager がカタログに接続している場合、BP Keyはカタ

ログ内のバックアップ・ピースの主キーです。これは、
RC_BACKUP_PIECEビューの BP_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、BP Keyでは

V$BACKUP_PIECEからの RECIDが表示されます。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログおよび制御ファイルにある KEYの値は異

なります。
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BS Key このバックアップ・セットを識別する一意のキー。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、BS 
Keyはカタログ内のバックアップ・セットの主キーです。これは、

RC_BACKUP_SETビューの BS_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、BS Keyでは

V$BACKUP_SETからの RECIDが表示されます。

Pc# バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

Cp# バックアップ・セット内のこのバックアップ・ピースのコピー数。
多重化が実行されていない場合、この数値は 1です。それ以外の場

合、値の範囲は 2～ 4です。

Status バックアップ・ピースの状態。AVAILABLE、UNAVAILABLEまたは

EXPIRED（各状態の説明は、CHANGE、CROSSCHECKおよび

DELETEコマンドを参照）。

Device Type バックアップが行われたデバイスのタイプ（DISKまたは sbtな

ど）。

Piece Name バックアップ・ピースのファイル名またはハンドル。ピースが SBT
に格納されている場合は、ハンドルおよびメディア ID が表示されま

す。

表表表表 2-17 データファイル・バックアップのリスト（データファイル・バックアップのリスト（データファイル・バックアップのリスト（データファイル・バックアップのリスト（LIST BACKUP ... BY FILE））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File 絶対データファイル番号。

Key このバックアップ・セットを識別する一意のキー。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、Key
はカタログ内のバックアップ・セットの主キーです。これは、
RC_BACKUP_SETビューの BS_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードでターゲット・データベースに接続

している場合、Keyでは V$BACKUP_SETからの RECIDが表示され

ます。

TY バックアップのタイプ。バックアップ・セット（B）またはプロキ

シ・コピー（P）。

LV バックアップ・レベル。非増分の場合は F、増分の場合はレベル 0
またはレベル 1。

S バックアップの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）または X
（セットのすべてのバックアップ・ピースが期限切れ）。それぞれの
状態の詳細は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコマンドを

参照してください。

Ckp SCN データファイルをバックアップした時点のデータファイルのチェッ
クポイント。この SCN より前のデータベース変更はすべて、ファイ

ルに書き込まれます。指定した SCN 以降の変更はファイルに書き込

まれません。

Ckp Time データファイルをバックアップした時点のデータファイルのチェッ
クポイント。時刻より前のデータベース変更はすべて、ファイルに
書き込まれます。指定した時刻以降の変更はファイルに書き込まれ
ません。

表表表表 2-16 バックアップ・ピースのリスト（バックアップ・ピースのリスト（バックアップ・ピースのリスト（バックアップ・ピースのリスト（LIST BACKUPPIECE ...））））（続き）（続き）（続き）（続き）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象
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#Pieces バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

#Copies セット内のバックアップ・ピースごとに作成されたコピー数。多重
化が実行されていない場合、この数値は 1です。それ以外の場合、

値の範囲は 2～ 4です。

Compressed バックアップが Recovery Manager により圧縮された場合は YES。
Recovery Manager により圧縮されていない場合は NO。

Tag バックアップ・セットに適用されるタグ。アスタリスク（*）は、

バックアップ・ピースのタグが同じバックアップ・セット内で異な
ることを示します。この状態は、CATALOGまたは BACKUP 
BACKUPSETを使用しているときにユーザーがタグを変更した場合に

発生します。タグ名には大 / 小文字区別がなく、すべて大文字で表

示されることに注意してください。

表表表表 2-18 アーカイブ・ログ・バックアップのリスト（アーカイブ・ログ・バックアップのリスト（アーカイブ・ログ・バックアップのリスト（アーカイブ・ログ・バックアップのリスト（LIST BACKUP ... BY FILE））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Thrd REDO ログのスレッド番号。

Seq アーカイブ・ログのログ順序番号。

Low SCN アーカイブ・ログ内の 小 SCN。

Low Time データベースが、この順序番号を持つ REDO ログに切り替わった時

刻。

BS Key このバックアップ・セットを識別する一意のキー。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、BS 
Keyはカタログ内のバックアップ・セットの主キーです。これは、

RC_BACKUP_SETビューの BS_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、BS Keyでは

V$BACKUP_SETからの RECIDが表示されます。

S バックアップの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）または X
（セットのすべてのバックアップ・ピースが期限切れ）。それぞれの
状態の詳細は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコマンドを

参照してください。

#Pieces バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

#Copies セット内のバックアップ・ピースごとに作成されたコピー数。多重
化が実行されていない場合、この数値は 1です。それ以外の場合、

値の範囲は 2～ 4です。

Compressed バックアップが Recovery Manager により圧縮された場合は YES。
Recovery Manager により圧縮されていない場合は NO。

Tag バックアップ・セットに適用されるタグ。タグ名には大 / 小文字区

別がなく、すべて大文字で表示されることに注意してください。

表表表表 2-17 データファイル・バックアップのリスト（データファイル・バックアップのリスト（データファイル・バックアップのリスト（データファイル・バックアップのリスト（LIST BACKUP ... BY FILE））））（続き）（続き）（続き）（続き）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象
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表表表表 2-19 制御ファイル・バックアップのリスト（制御ファイル・バックアップのリスト（制御ファイル・バックアップのリスト（制御ファイル・バックアップのリスト（LIST BACKUP ... BY FILE））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

CF Ckp SCN 制御ファイルのチェックポイント SCN。

Ckp Time アーカイブ・ログのログ順序番号。

BS Key このバックアップ・セットを識別する一意のキー。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、BS 
Keyはカタログ内のバックアップ・セットの主キーです。これは、

RC_BACKUP_SETビューの BS_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、BS Keyでは

V$BACKUP_SETからの RECIDが表示されます。

S バックアップの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）または X
（セットのすべてのバックアップ・ピースが期限切れ）。それぞれの
状態の詳細は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコマンドを

参照してください。

#Pieces バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

#Copies セット内のバックアップ・ピースごとに作成されたコピー数。多重
化が実行されていない場合、この数値は 1です。それ以外の場合、

値の範囲は 2～ 4です。

Compressed バックアップが Recovery Manager により圧縮された場合は YES。
Recovery Manager により圧縮されていない場合は NO。

Tag バックアップ・セットに適用されるタグ。タグ名には大 / 小文字区

別がなく、すべて大文字で表示されることに注意してください。

表表表表 2-20 データファイルのコピーのリストデータファイルのコピーのリストデータファイルのコピーのリストデータファイルのコピーのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Key データファイルのコピーを指す一意の識別子。CHANGEコマンドで

この値を使用して、データファイルのコピーの状態を変更します。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、Key
はカタログ内のデータファイル・コピーの主キーです。これは、
RC_DATAFILE_COPYビューの CDF_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、Keyでは

V$DATAFILE_COPYからの RECIDが表示されます。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログおよび制御ファイルにある KEYの値は異

なります。

File コピー元のデータファイルのファイル番号。

S コピーの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期限切れ）。そ

れぞれの状態の詳細は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコ

マンドを参照してください。

Completion Time コピーを取った日付と時刻。このフィールドの書式は、NLS_LANG
および NLS_DATE_FORMATの環境変数によって変わります。

Ckp SCN データファイルのコピーを取った時点のデータファイルのチェック
ポイント。SCN より前のデータベース変更は、すべてこのデータ

ファイルに書き込まれます。

Ckp TIME データファイルのコピーを取った時点のデータファイルのチェック
ポイント。この時点より前のデータベース変更は、すべてこのデー
タファイルに書き込まれます。

Name データファイルのコピーのファイル名。

Tag プロキシ・コピーに適用されるタグ。タグ名には大 / 小文字区別が

なく、すべて大文字で表示されることに注意してください。
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表表表表 2-21 制御ファイルのコピーのリスト制御ファイルのコピーのリスト制御ファイルのコピーのリスト制御ファイルのコピーのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Key 制御ファイルのコピーを指す一意の識別子。CHANGEコマンドでこ

の値を使用して、コピーの状態を変更します。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、Key
はカタログ内の制御ファイル・コピーの主キーです。これは、
RC_CONTROLFILE_COPYビューの CCF_KEYに対応します。

Recovery Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、Key
では V$DATAFILE_COPYからの RECIDが表示されます。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログおよび制御ファイルにある Keyの値は異

なります。

S コピーの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期限切れ）。そ

れぞれの状態の詳細は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコ

マンドを参照してください。

Completion Time コピーを取った日付と時刻。このフィールドの書式は、NLS_LANG
および NLS_DATE_FORMATの環境変数によって変わります。

Ckp SCN この制御ファイルのコピーを取った時点の制御ファイルのチェック
ポイント。

Ckp TIME この制御ファイルのコピーを取った時点の制御ファイルのチェック
ポイント。

Name 制御ファイルのコピーのファイル名。

Tag 制御ファイル・コピーに適用されるタグ。タグ名には大 / 小文字区

別がなく、すべて大文字で表示されることに注意してください。

表表表表 2-22 アーカイブ・ログ・コピーのリストアーカイブ・ログ・コピーのリストアーカイブ・ログ・コピーのリストアーカイブ・ログ・コピーのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Key アーカイブ REDO ログ・コピーの一意の識別子。CHANGEコマンド

でこの値を使用して、コピーの状態を変更します。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している場合、Key
はカタログ内のバックアップ・セットの主キーです。これは、
RC_ARCHIVED_LOGビューの AL_KEYに対応します。Recovery 
Manager が NOCATALOGモードで接続している場合、Keyでは

V$ARCHIVED_LOGからの RECIDが表示されます。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログおよび制御ファイルにある Keyの値は異

なります。

Thrd REDO ログのスレッド番号。

Seq ログ順序番号。

S コピーの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期限切れ）。そ

れぞれの状態の詳細は、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコ

マンドを参照してください。

Low Time データベースが、この順序番号を持つ REDO ログに切り替わった時

刻。

Name アーカイブ REDO ログ・コピーのファイル名。
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表表表表 2-23 データベースのインカネーションのリストデータベースのインカネーションのリストデータベースのインカネーションのリストデータベースのインカネーションのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

DB Key Inc Keyと結合して、Recovery Manager がリカバリ・カタログの

データベース・インカネーションを識別する一意のキー。このキー
を使用して、リカバリ・カタログでデータベースの登録を解除しま
す。つまり、そのデータベースに関連するすべての行をリカバリ・
カタログから削除します。

Inc Key DB Keyと結合して、Recovery Manager がリカバリ・カタログの

データベース・インカネーションを識別する一意のキー。このキー
は、 新の RESETLOGSより前の時点までデータベースをリカバリ

するときに、RESET DATABASE TO INCARNATIONで使用します。

DB Name DB_NAMEパラメータにリストされたデータベース名。

DB ID データベース作成時にデータベースが自動的に生成するデータベー
ス識別番号。

STATUS 現行インカネーションの場合は

CURRENT、現行インカネーションの親インカネーションの場合は

PARENT、孤立したインカネーションの場合は ORPHAN。

Reset SCN インカネーションが作成されたときの SCN。

Reset Time インカネーションが作成された時刻。

表表表表 2-24 リカバリ・カタログのストアド・スクリプトのリスト（リカバリ・カタログのストアド・スクリプトのリスト（リカバリ・カタログのストアド・スクリプトのリスト（リカバリ・カタログのストアド・スクリプトのリスト（LIST SCRIPT NAMES））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Script Name ストアド・スクリプトの名前。

Description スクリプトの作成時に指定したコメント。

表表表表 2-25 リストア・ポイントのリスト（リストア・ポイントのリスト（リストア・ポイントのリスト（リストア・ポイントのリスト（LIST RESTORE POINT））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

SCN リストア・ポイントの SCN。

RSP Time CREATE RESTORE POINT文で指定した時間。それ以外の場合は

NULL です。

Type 保証付きリストア・ポイントの場合は GUARANTEED。通常のリスト

ア・ポイントの場合は NULL。

Time リストア・ポイントが作成された時刻。

Name リストア・ポイントの名前。
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表表表表 2-26 障害のリスト障害のリスト障害のリスト障害のリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Failure ID 障害を示す一意の識別子。

Priority 障害の優先順位 : CRITICAL、HIGHまたは LOW。

障害の優先順位が CRITICAL の場合は、データベース全体が使用不

可能になるので、すぐに対処する必要があります。通常、CRITICAL
な障害が発生するとインスタンスが停止し、その後のインスタンス
の起動時に障害が診断されます。データベースは CRITICAL な障害

がすべて修正されるまで使用できません（「ADVISE FAILURE」を

参照）。

障害の優先順位が HIGHの場合は、データベースの一部が使用でき

なくなるか、リカバリできなくなるため、通常は合理的に短時間で
修復する必要があります。このような障害の例には、データ・ブ
ロックの物理的な破損、致命的でない I/O エラー、アーカイブ

REDO ログ・ファイルまたはバックアップ・ファイルの欠落などが

あります。

優先順位が LOWの障害は、それより重要な障害が修正されるまで無

視できます。たとえば、ブロックの破損には、優先順位の HIGH が

初期的に割り当てられますが、このブロックがデータベースの可用
性に影響しない場合は、CHANGE FAILUREを使用して優先順位を

LOWに変更できます。

Status 障害の修復ステータス。適切な修復処理が開始されるまで、障害の
ステータスは OPEN（未修復）になります。修復が完了すると、障害

ステータスが CLOSEDに変更されます。

Time Detected 障害が診断されたときの日付。

Summary 障害の概要。

表表表表 2-27 データベースのリスト（データベースのリスト（データベースのリスト（データベースのリスト（LIST DB_UNIQUE_NAME））））

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

DB Key Inc Keyと結合して、Recovery Manager がリカバリ・カタログの

データベース・インカネーションを識別する一意のキー。プライマ
リ・データベースおよびスタンバイ・データベースは、同じ DB Key
値を共有します。

DB Name データベースの DB_NAME。プライマリ・データベースおよびスタン

バイ・データベースは、同じ DB Name値を共有します。

DB ID データベースの DBID。プライマリ・データベースおよびスタンバ

イ・データベースは、同じ DBID を共有します。

Database Role データベースがプライマリ・データベースである場合は PRIMARY、
データベースがスタンバイ・データベースである場合は STANDBY。

Db_unique_name データベースの DB_UNIQUE_NAME。プライマリ・データベースおよ

びスタンバイ・データベースの DB_UNIQUE_NAME値は異なります。
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例例例例

例例例例 2-86 バックアップのリストバックアップのリストバックアップのリストバックアップのリスト

この例では、すべてのバックアップをリストします。出力には、ディスク上の 2 つのバック
アップ・セットが表示されます。1 つにはデータファイルが含まれ、もう 1 つには自動バック
アップが含まれます。また、アーカイブ REDO ログ・ファイルを含む 1 つの SBT バックアップ
も表示されます。

RMAN> LIST BACKUP;

List of Backup Sets
===================
 
BS Key  Type LV Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---- -- ---------- ----------- ------------ ---------------
200     Full    509.78M    DISK        00:01:03     15-FEB-07
        BP Key: 202   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20070215T171219
        Piece Name: 
/disk2/PROD/backupset/2007_02_15/o1_mf_nnndf_TAG20070215T171219_2xb17nbb_.bkp
  List of Datafiles in backup set 200
  File LV Type Ckp SCN    Ckp Time  Name
  ---- -- ---- ---------- --------- ----
  1       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/system01.dbf
  2       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/sysaux01.dbf
  3       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/undotbs01.dbf
  4       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/cwmlite01.dbf
  5       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/drsys01.dbf
  6       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/example01.dbf
  7       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/indx01.dbf
  8       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/tools01.dbf
  9       Full 421946     15-FEB-07 /disk1/oradata/prod/users01.dbf
 
BS Key  Type LV Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---- -- ---------- ----------- ------------ ---------------
201     Full    7.98M      DISK        00:00:03     15-FEB-07
        BP Key: 203   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20070215T171219
        Piece Name: 
/disk2/PROD/backupset/2007_02_15/o1_mf_ncsnf_TAG20070215T171219_2xb19prg_.bkp
  SPFILE Included: Modification time: 15-FEB-07
  SPFILE db_unique_name: PROD
  Control File Included: Ckp SCN: 421968       Ckp time: 15-FEB-07
 
BS Key  Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---------- ----------- ------------ ---------------
227     30.50M     SBT_TAPE    00:00:11     15-FEB-07
        BP Key: 230   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20070215T171334
        Handle: 0bia4rtv_1_1   Media:
 
  List of Archived Logs in backup set 227
  Thrd Seq     Low SCN    Low Time  Next SCN   Next Time
  ---- ------- ---------- --------- ---------- ---------
  1    5       389156     15-FEB-07 411006     15-FEB-07
  1    6       411006     15-FEB-07 412972     15-FEB-07
  1    7       412972     15-FEB-07 417086     15-FEB-07
  1    8       417086     15-FEB-07 417114     15-FEB-07
  1    9       417114     15-FEB-07 417853     15-FEB-07
  1    10      417853     15-FEB-07 421698     15-FEB-07
  1    11      421698     15-FEB-07 421988     15-FEB-07
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例例例例 2-87 バックアップのサマリー・リストの表示バックアップのサマリー・リストの表示バックアップのサマリー・リストの表示バックアップのサマリー・リストの表示

この例では、2-179 ページの例 2-86 でリストされている Recovery Manager のバックアップの
サマリーを表示します。

RMAN> LIST BACKUP SUMMARY;
 
List of Backups
===============
Key     TY LV S Device Type Completion Time #Pieces #Copies Compressed Tag
------- -- -- - ----------- --------------- ------- ------- ---------- ---
200     B  F  A DISK        15-FEB-07       1       1       NO         TAG20070215T171219
201     B  F  A DISK        15-FEB-07       1       1       NO         TAG20070215T171219
227     B  A  A SBT_TAPE    15-FEB-07       1       1       NO         TAG20070215T171334

例例例例 2-88 ファイルによるバックアップのリストファイルによるバックアップのリストファイルによるバックアップのリストファイルによるバックアップのリスト

この例では、すべてのバックアップをファイル別にグループ化します。データファイルのバッ
クアップのタグ列は、1 つのバックアップ・セットにタグの異なるバックアップ・ピースが含
まれていることを示しています。アーカイブ・ログ・バックアップのステータス列は、バック
アップ・セットが使用できないことを示しています。

RMAN> LIST BACKUP BY FILE;

List of Datafile Backups
========================
 
File Key     TY LV S Ckp SCN    Ckp Time  #Pieces #Copies Compressed Tag
---- ------- -  -- - ---------- --------- ------- ------- ---------- ---
1    329     B  F  A 454959     16-FEB-07 1       1       NO         DF1
2    349     B  F  A 454997     16-FEB-07 1       1       NO         DF2
3    527     B  F  A 455218     16-FEB-07 1       1       NO         FRI_BKP
     368     B  F  A 455022     16-FEB-07 1       1       NO         DF3
4    387     B  F  X 455042     16-FEB-07 1       1       NO         DF4
5    407     B  F  A 455063     16-FEB-07 1       1       NO         DF5
6    428     B  F  A 455083     16-FEB-07 1       2       NO         *
7    450     B  F  X 455103     16-FEB-07 1       1       NO         DF7
8    473     B  F  A 455123     16-FEB-07 1       1       NO         DF8
9    497     B  F  A 455143     16-FEB-07 1       1       NO         DF9
 
List of Archived Log Backups
============================
 
Thrd Seq     Low SCN    Low Time  BS Key  S #Pieces #Copies Compressed Tag
---- ------- ---------- --------- ------- - ------- ------- ---------- ---
1    5       389156     15-FEB-07 227     U 1       1       NO         TAG20070215T171334
1    6       411006     15-FEB-07 227     U 1       1       NO         TAG20070215T171334
1    7       412972     15-FEB-07 227     U 1       1       NO         TAG20070215T171334
1    8       417086     15-FEB-07 227     U 1       1       NO         TAG20070215T171334
1    9       417114     15-FEB-07 227     U 1       1       NO         TAG20070215T171334
1    10      417853     15-FEB-07 227     U 1       1       NO         TAG20070215T171334
1    11      421698     15-FEB-07 227     U 1       1       NO         TAG20070215T171334
 
List of Control File Backups
============================
 
CF Ckp SCN Ckp Time  BS Key  S #Pieces #Copies Compressed Tag
---------- --------- ------- - ------- ------- ---------- ---
454974     16-FEB-07 330     A 1       1       NO         DF1
421968     15-FEB-07 201     A 1       1       NO         TAG20070215T171219
List of SPFILE Backups
======================
 
Modification Time BS Key  S #Pieces #Copies Compressed Tag
----------------- ------- - ------- ------- ---------- ---
15-FEB-07         330     A 1       1       NO         DF1
15-FEB-07         201     A 1       1       NO         TAG20070215T171219
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例例例例 2-89 イメージ・コピーのリストイメージ・コピーのリストイメージ・コピーのリストイメージ・コピーのリスト

次の例では、Recovery Manager で認識されるすべてのデータファイル、制御ファイルおよび
アーカイブ REDO ログのコピーのリストを表示します。

RMAN> LIST COPY;

List of Datafile Copies
=======================
 
Key     File S Completion Time Ckp SCN    Ckp Time
------- ---- - --------------- ---------- ---------------
618     1    A 16-FEB-07       461057     16-FEB-07
        Name: /disk2/PROD/datafile/o1_mf_system_2xdbrg13_.dbf
        Tag: TAG20070216T140706
 
631     2    A 16-FEB-07       461163     16-FEB-07
        Name: /disk2/PROD/datafile/o1_mf_sysaux_2xdbzybx_.dbf
        Tag: TAG20070216T141109
 
List of Control File Copies
===========================
 
Key     S Completion Time Ckp SCN    Ckp Time
------- - --------------- ---------- ---------------
619     A 16-FEB-07       461133     16-FEB-07
        Name: /disk2/PROD/controlfile/o1_mf_TAG20070216T140706_2xdbz5tb_.ctl
        Tag: TAG20070216T140706
 
594     A 16-FEB-07       460650     16-FEB-07
        Name: /disk2/PROD/controlfile/o1_mf_TAG20070216T135954_2xdbbz99_.ctl
        Tag: TAG20070216T135954
 
List of Archived Log Copies for database with db_unique_name PROD
=====================================================================
 
Key     Thrd Seq     S Low Time
------- ---- ------- - ---------
105     1    5       A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_5_614616887.dbf
 
122     1    6       A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_6_614616887.dbf
 
123     1    7       A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_7_614616887.dbf
 
124     1    8       A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_8_614616887.dbf
 
125     1    9       A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_9_614616887.dbf
 
185     1    10      A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_10_614616887.dbf
 
221     1    11      A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_11_614616887.dbf
 
262     1    12      A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_12_614616887.dbf
 
263     1    13      A 15-FEB-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archive1_13_614616887.dbf
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例例例例 2-90 データベース・インカネーションのリストデータベース・インカネーションのリストデータベース・インカネーションのリストデータベース・インカネーションのリスト

この例では、リカバリ・カタログに記録されているすべてのデータベース・インカネーション
をリストします。

RMAN> LIST INCARNATION;

List of Database Incarnations
DB Key  Inc Key DB Name  DB ID            STATUS  Reset SCN  Reset Time
------- ------- -------- ---------------- --- ---------- ----------
78      94      PROD     1619073740       PARENT  1          14-FEB-07
78      79      PROD     1619073740       CURRENT 388003     15-FEB-07

例例例例 2-91 障害のリスト障害のリスト障害のリスト障害のリスト

この例では、優先順位に関係なくすべての障害をリストします。ALLを指定しない場合、LIST 
FAILUREの出力には優先順位が LOWの障害は含まれません。

RMAN> LIST FAILURE ALL;
 
List of Database Failures
=========================
 
Failure ID Priority Status    Time Detected Summary
---------- -------- --------- ------------- -------
142        HIGH     OPEN      23-APR-07     One or more non-system datafiles are missing
101        HIGH     OPEN      23-APR-07     Datafile 1: '/disk1/oradata/prod/system01.dbf' 
contains one or more corrupt blocks
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PRINT SCRIPT
PRINT SCRIPT

用途用途用途用途

PRINT SCRIPTコマンドを使用すると、ローカルまたはグローバル・ストアド・スクリプトを
標準出力またはファイルに出力できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

PRINT SCRIPTは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。Recovery Manager
が、ターゲット・データベースとリカバリ・カタログに接続されている必要があります。リカ
バリ・カタログ・データベースはオープンの状態である必要があります。

指定したスクリプトがローカル・スクリプトである場合は、スクリプトを作成または置換した
ときに接続していたターゲット・データベースに Recovery Manager を接続する必要がありま
す。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

GLOBALを指定しない場合、ローカル・スクリプトまたはグローバル・スクリプト
script_nameが検索され、出力されます。ローカル・スクリプトが検出された場合は、その
スクリプトが出力されます。ローカル・スクリプトが検出されず、グローバル・スクリプト
script_nameが検出された場合は、グローバル・スクリプトが出力されます。

構文構文構文構文

printScript::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-92 スクリプトのファイルへの出力スクリプトのファイルへの出力スクリプトのファイルへの出力スクリプトのファイルへの出力

この例では、スクリプトをファイル /tmp/global_backup_db.rmanに出力します。

RMAN> PRINT GLOBAL SCRIPT global_backup_db TO FILE "/tmp/global_backup_db.rman";

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

GLOBAL スクリプトをグローバルとして指定します。

GLOBALを指定する場合は、指定した名前のグローバル・スクリプトがリカバリ・カ

タログ内に存在している必要があります。存在していない場合は、Recovery Manager
によりエラー RMAN-06004が戻されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : グローバル・スクリプトとローカル・スクリプトの違いについては、2-106
ページの「使用上の注意」を参照してください。

script_name 出力するスクリプトの名前を指定します。スクリプト名に空白または予約語が含まれ
ている場合は、引用符で囲む必要があります。

TO FILE 'filename' 出力を標準出力ではなく指定したファイルに送信します。

PRINT
GLOBAL

SCRIPT
’

script_name
’ TO FILE ’ filename ’

;
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PRINT SCRIPT
例例例例 2-93 スクリプトの画面表示スクリプトの画面表示スクリプトの画面表示スクリプトの画面表示

この例では、ストアド・スクリプトを標準出力に出力します（例には出力例も含まれます）。

RMAN> PRINT SCRIPT backup_whole;
 
printing stored script: backup_whole
{
    BACKUP
      INCREMENTAL LEVEL 0 TAG backup_whole
      FORMAT "/disk2/backup/%U"
      DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
}
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QUIT
QUIT

用途用途用途用途

QUITコマンドを使用すると、Recovery Manager ユーティリティを停止できます。このコマン
ドの機能は、EXITコマンドと同じです。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。

構文構文構文構文

quit::=

例例例例

例例例例 2-94 Recovery Manager の終了の終了の終了の終了

この例では、Recovery Manager を終了します（例には出力例も含まれます）。

RMAN> QUIT
 
 
Recovery Manager complete.

QUIT
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RECOVER
RECOVER

用途用途用途用途

RECOVERコマンドを使用すると、次の個々のタスクのいずれかを実行できます。

� データベース全体、またはリストアされた 1 つ以上のデータファイルの完全リカバリを実
行します。

� データベースの Point-in-Time リカバリ（DBPITR）または表領域の Point-in-Time リカバリ
（TSPITR）を実行します。

� 適宜ロールフォワードするように、増分バックアップをデータファイルのイメージ・コ
ピー（リストアされたデータファイルではなく）に適用します。

� データファイル内の破損したデータ・ブロックまたはその集合をリカバリします。

前提条件前提条件前提条件前提条件

リカバリに必要なすべての REDO または増分の変更は、ディスクまたは SBT に存在している必
要があります。Recovery Manager でリカバリ中に増分バックアップまたはアーカイブ REDO
ログをリストアする必要がある場合は、構成済の自動チャネルを使用するか、またはそのバッ
クアップを作成したものと同じタイプのチャネルを手動で割り当てる必要があります。

暗号化されている表領域に対してメディア・リカバリを実行する場合は、この表領域のメディ
ア・リカバリを実行するときに Oracle ウォレットがオープンしている必要があります。暗号化
されている表領域については、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

RECOVER BLOCKには次の前提条件が適用されます。

� ターゲット・データベースは、ARCHIVELOGモードで実行され、現行の制御ファイルを使
用してオープンまたはマウントされている必要があります。

� スタンバイ・データベースは、ターゲット・データベースにはできません。

� リカバリの実行対象は、メディア破損マークが付いているブロックのみです。
V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューは、ファイルに対して 新の BACKUPまたは
BACKUP ...VALIDATEコマンドの実行以降にファイル内で破損としてマークされたブ
ロックを示します。

� 破損ブロックを含むデータファイルのバックアップは、プロキシ・バックアップではなく、
全体バックアップである必要があります。プロキシ・バックアップしか存在しない場合に、
それをディスク上のデフォルト以外の場所にリストアすると、Recovery Manager ではリス
トアされたファイルがデータファイルのコピーとして認識されます。このデータファイル
のコピーを、ブロック・メディア・リカバリに使用できます。

� Recovery Manager でリカバリに使用できるのはアーカイブ REDO ログのみです。ブロッ
ク・メディア・リカバリでは、欠落しているかアクセス不能なログは残りませんが、欠落
しているかアクセス不能なレコードは残る場合があります（『Oracle Database バックアッ
プおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照）。

Recovery Manager でフラッシュバック・ログを検索して破損ブロックの正常なコピーを見つけ
られるようにする場合は、ターゲット・データベースに対してフラッシュバック・データベー
スを有効にする必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データファイルのリカバリ方法は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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RECOVER
使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

デフォルトでは、完全リカバリが実行されます。Point-in-Time リカバリの場合は、RUNコマン
ドの RESTOREと RECOVERの両方のコマンドの前に SET UNTILコマンドを入力して、両方の
コマンドに UNTILの時刻が適用されるようにすることをお薦めします。データベースのリスト
ア後に SET UNTILを実行すると、ターゲット時刻にデータベースのリカバリを実行できない
場合があります。これは、リストア済ファイルのタイムスタンプがターゲット時刻より遅れる
ためです。不完全リカバリまたはバックアップ制御ファイルを使用したリカバリの後は、
RESETLOGSオプションを指定してデータベースをオープンする必要があるので注意してくださ
い。

増分バックアップおよびアーカイブ増分バックアップおよびアーカイブ増分バックアップおよびアーカイブ増分バックアップおよびアーカイブ REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル

RECOVER BLOCKの場合を除き、Recovery Manager ではリカバリに増分バックアップとアーカ
イブ REDO ログの両方を使用できます。次の検索順序を使用します。

1. ディスクまたはテープへの増分バックアップ・セット

2. ディスク上のアーカイブ REDO ログ

3. ディスク上のアーカイブ REDO ログのバックアップ

4. テープ上のアーカイブ REDO ログのバックアップ・セット

Recovery Manager でアーカイブ REDO ログのリストア先を選択するときは、次の優先順位を
使用します。

1. SET ARCHIVELOG DESTINATION

2. 値が LOCATION=USE_DB_RECOVERY_FILE_DESTに設定されている
LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータ

3. LOG_ARCHIVE_DEST_1

Recovery Manager では、増分バックアップからリストアされなかったデータファイルに増分
バックアップを適用できます。増分バックアップのオーバーラップしているレベルが存在する
場合は、Recovery Manager によって、 も長い期間をカバーしているレベルが自動的に選択さ
れます。

RESETLOGS を介したリカバリを介したリカバリを介したリカバリを介したリカバリ

データファイルのリカバリを行う前に、RESTOREを使用してこれらをリストアする必要があり
ます。リカバリするデータファイルが親インカネーション由来のものである場合、Recovery 
Manager では、RESETLOGS操作を介して透過的にリカバリできます。必要に応じて、
RECOVERコマンドを使用しても、以前のデータベース・インカネーションからアーカイブ・ロ
グおよび増分バックアップをリストアおよび適用できます。これは、これらのログが以前のリ
リースの Oracle データベースで生成されている場合も同様です。

OPEN RESETLOGSを使用してリカバリを行う場合は、リカバリに必要なすべてのログが揃って
いることを確認します。以前のデータベース・インカネーションでは、バックアップの時点か
ら RESETLOGS SCNより番号が 1 少ない SCN までのログが含まれている必要があります。ま
た、このインカネーションの表には、データベース・バックアップの作成時からの RESETLOGS
操作の完全な履歴が含まれている必要があります。V$DATABASE_INCARNATIONに完全なメタ
データが見つからない場合は、欠落しているインカネーションからアーカイブ REDO ログに
CATALOGを使用して、このメタデータを再作成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アーカイブ REDO ログをリストアするデフォルトの位置につ
いては、2-221 ページの RESTOREコマンドを参照してください。フラッ
シュ・リカバリ領域にログをステージングする場合、Recovery Manager
は自動的に MAXSIZEオプションを指定します。
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RECOVER
構文構文構文構文

recover::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、recoverObject::=（2-188 ページ）、
recoverOptionList::=（2-189 ページ））

recoverSpec::=

（recoverObject::=（2-188 ページ）、blockObject::=（2-189 ページ）、
recoverOptionList::=（2-189 ページ））

recoverObject::=

（dbObject::=（2-188 ページ）、blockObject::=（2-189 ページ）、untilClause::=（3-38 ページ））

dbObject::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

RECOVER
DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

recoverSpec ;

recoverObject

blockObject

recoverOptionList

recoverOptionList
recoverObject

blockObject

COPY OF dbObject
WITH TAG

’
tag_name

’

DATAFILECOPY ’ filename ’

,

dbObject

SKIP
FOREVER

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

TO RESTORE POINT restore_point_name

untilClause

DATABASE

DATAFILE datafileSpec

,

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,
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RECOVER
blockObject::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

recoverOptionList::=

sizeSpec::=

CORRUPTION LIST

DATAFILE datafileSpec BLOCK integer
TO integer

,

TABLESPACE tablespace_name DBA integer

,

ALLOW integer CORRUPTION

ARCHIVELOG TAG
’

tag_name
’

AUXILIARY DESTINATION ’ location ’

CHECK LOGICAL

DELETE ARCHIVELOG
MAXSIZE sizeSpec

EXCLUDE FLASHBACK LOG

FROM
BACKUPSET

DATAFILECOPY

FROM TAG
’

tag_name
’

NOPARALLEL

NOREDO

PARALLEL
integer

SKIP READONLY

TEST

UNDO TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

VALIDATE HEADER

integer

G

K

M
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RECOVER
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

recover

recoverSpec

recoverObject
この副次句は、リカバリするファイルを指定します。構文図は、2-188 ページの

「recoverObject::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

指定したデバイス・タイプ専用の自動チャネルを割り当てます。たとえば、自動
ディスクおよびテープ・チャネルを構成して RECOVER DEVICE TYPE DISKを発

行すると、Recovery Manager ではディスク・チャネルのみが割り当てられます。

DEVICE TYPEオプションを指定する前に、CONFIGURE DEVICE TYPEコマンドを

使用してデバイス・タイプを構成する必要があります（事前構成される DISK以

外）。

注意注意注意注意 : チャネルを手動で割り当ててから、RECOVER DEVICE TYPEを実行すること

はできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

recoverSpec リカバリされるオブジェクトのタイプを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

recoverObject リカバリされるオブジェクトのタイプを指定します。

blockObject ブロック・メディア・リカバリを使用してリカバリするブロックを指定します。

recoverOptionList リカバリ・オプションを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

COPY OF dbObject ファイルの 近の増分バックアップと同じ時刻またはそれ以前の時刻にロールフォ
ワードするために、増分バックアップを指定したイメージ・コピーに適用します。
既存のイメージ・コピーは上書きされ、リカバリ中はファジー状態になります。
Recovery Manager では、イメージ・コピーのリカバリ後に自動バックアップを実

行します。

このコマンドを使用すると、データファイル・コピーが更新されますが、このコマ
ンドは、現行のデータファイルのメディア・リカバリではありません。 このコマン

ドを BACKUP... FOR RECOVER OF COPY構文と組み合せて使用すると、増分更

新バックアップで計画が実装されます。

次の要件が満たされている必要があります。

� リカバリする各データファイルのコピーが 1 つ以上存在する必要がある。

� リカバリするイメージ・コピーより後に取られた増分バックアップが存在する
必要がある。

操作を適用できる増分バックアップに対象となるコピーが複数ある場合は、
Recovery Manager によって、適切なコピーが 1 つ選択される。

注意注意注意注意 : Recovery Manager では、指定された時刻にリカバリできない場合、エラーで

はなく警告が発行されます。これは、増分バックアップを使用できないためです。

 WITH TAG tag_name ロールフォワードするイメージ・コピーを識別するタグ名を指定します。

DATAFILECOPY 'filename' 増分バックアップを指定したデータファイルのイメージ・コピーに適用します（例
2-98 を参照）。RECOVER COPY OFの説明を参照してください。
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dbObject
この副次句は、データベースまたはデータベースのサブセットのいずれのリカバリを行うのか
を指定します。構文図は、2-188 ページの「dbObject::=」を参照してください。

dbObject リカバリを必要とするデータ・ブロックを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-191 ページの「dbObject」を参照してください。

SKIP メディア・リカバリ開始前に、指定された表領域にあるデータファイルをオフライ
ンにします。これらのファイルは、メディア・リカバリが完了した後もオフライン
のままです。

このオプションは、一時データのみが含まれている表領域のリカバリを行わないよ
うにしたり、いくつかの表領域のリカバリを延期する場合に有効です。

FOREVER DROPオプションを使用してデータファイルをオフラインにします（2-197 ページの

例 2-97 を参照）。RESETLOGSオプションを使用してデータベースをオープンした

後に、指定された表領域を削除する場合は、SKIP FOREVER TABLESPACEを使用

します。

注意注意注意注意 : 不完全リカバリを実行する場合は、SKIPに FOREVERオプションが必要にな

ります。

TABLESPACE

tablespace_name

オフラインにする表領域の名前を指定します。

TO RESTORE POINT 
restore_point_name

リストア・ポイントを作成した時点の SCN を上限として、RECOVER コマンドを終

了するリストア・ポイントを指定します。指定した値は含まれます。上限値が含ま
れるため、Recovery Manager は、リストア・ポイントに対応する SCN までリカバ

リできるファイルのみを選択します。

untilClause RECOVERコマンドを終了する過去の時刻、SCN、またはログ順序番号を指定しま

す。

1 つ以上の表領域で使用する場合、この句は指定された表領域の Point-in-Time リカ

バリ（TSPITR）操作を示します。また、RECOVER DATAFILEとともに使用できま

せん。RECOVER DATABASEには使用できません（詳細は 2-187 ページの「使用上

の注意」を参照）。データベースの Point-in-Time リカバリ（DBPITR）の後は、

RESETLOGSオプションを指定してデータベースをオープンする必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-38 ページの「untilClause」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DATABASE データベース全体のリカバリを指定します（2-197 ページの例 2-97 を参照）。データ

ベースはマウントする必要がありますが、オープンはしないでください。

デフォルトでは、RECOVER DATABASEコマンドは、リカバリされる時点で

NORMAL モードでオフラインにされているファイルのリカバリは行いません。

Recovery Manager は、NORMAL モードでオフラインにされたファイルをそれ以上

のチェックはしないで、除外します。

制御ファイルを失った後にリカバリを行う場合は、ディスク上のデータファイルの
実際の位置を指すように制御ファイルを自動的に更新します（2-198 ページの例

2-99 を参照）。

注意注意注意注意 : Recovery Manager は、データファイルの追加用の REDO を検出すると、追

加されるデータファイルを含む表領域がリカバリ中にスキップされないかぎり、新
しいデータファイルを自動的に作成します。この自動作成は、バックアップの制御
ファイルがリカバリされる前にリストアされ、バックアップの制御ファイルに 近
追加されたデータファイルのレコードが存在しない場合に実行されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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blockObject
この副次句は、リカバリを必要とするデータ・ブロックを指定します。構文図は、2-189 ページ
の「blockObject::=」を参照してください。ブロック・メディア・リカバリに固有の前提条件に
ついては、2-186 ページの「前提条件」を参照してください。

RECOVER CORRUPTION LISTを使用して V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに示され
たすべてのブロックをリカバリするか、またはデータファイル番号とブロック番号または表領
域とデータ・ブロック・アクセス（DBA）を指定できます。個々のブロックについて実行でき
るのは、完全リカバリのみです。

DATAFILE datafileSpec リカバリする 1 つ以上のデータファイルのリストをファイル名または絶対データ

ファイル番号で指定します。ターゲット・データベースはマウントまたはオープン
状態である必要があります。データベースがオープン状態の場合は、リカバリする
データファイルがオフラインである必要があります。

リカバリ・カタログを使用していない場合、ファイル名は制御ファイルに記録され
ているデータファイルの名前にする必要があります。リカバリ・カタログを使用し
ている場合、制御ファイル内の名前が 近更新されたとしても、データファイルの
ファイル名はカタログに記録された 新の名前にする必要があります。たとえば、
制御ファイルでデータファイルの名前が変更されたが、カタログを再同期化する前
にインスタンスで障害が発生したとします。この場合、RECOVERコマンドでは、

データファイルの古い名前を指定してください。この名前がカタログに記録されて
いるためです。

注意注意注意注意 : データベース全体をある 1 つの時点にリカバリしたり、表領域をデータベー

スの残りの表領域とは異なるある時点にリカバリ（TSPITR）することはできます

が、個々のデータファイルを異なる時点へ任意にリカバリすることはできません。
TSPITR の詳細は、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・

ガイド』で説明する手順を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「datafileSpec」を参照してください。

TABLESPACE  tablespace_name リカバリする 1 つ以上の表領域のリストを指定します（2-196 ページの例 2-95 と

2-196 ページの例 2-96 を参照）。ターゲット・データベースはマウントまたはオープ

ン状態である必要があります。データベースがオープン状態の場合は、リカバリす
る表領域がオフラインである必要があります。

注意注意注意注意 : Recovery Manager は、データファイルの追加に対する REDO を検出すると、

新しいデータファイルを自動的に作成します。この自動作成は、バックアップの制
御ファイルがリカバリされる前にリストアされ、バックアップの制御ファイルに
近追加されたデータファイルのレコードが存在しない場合に実行されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CORRUPTION LIST V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに一覧表示された物理破損ブロックをす

べてリカバリします。論理的な破損は、ブロック・メディア・リカバリを使用して
修復できません。論理的な破損を修復するには、バックアップからデータファイル
をリストアし、メディア・リカバリを実行します。

V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューには、Recovery Manager コマンド、

ANALYZE、dbv、SQL 問合せなどの Oracle データベース・コンポーネントにより

破損としてマークされているブロックが表示されます。つまり、ORA-1578エラー

が発生したプロセスはすべて、このビューにブロック破損が記録されます。この
ビューに行が追加されるのは、次の 2 種類の破損の場合です。

� 物理的な破損（メディア破損と呼ばれることもあります）。データベースでは、
この種のブロックは認識されません。チェックサムは無効であり、ブロックに
は 0（ゼロ）のみが含まれるか、ブロックのヘッダーとフッターが一致しませ

ん。

� 論理的な破損。ブロックには有効なチェックサムがあり、ヘッダーとフッター
は一致しますが、内容に論理的な一貫性がありません。

このビューには、ブロックとセグメント間の関係を検証して検出できても、個々の
ブロックのチェックでは検出できない破損については記録されません。

注意注意注意注意 : ブロックが修復されたことを確定または検出する Recovery Manager コマン

ドはいずれも、V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONを更新します。たとえば、ブ

ロック・メディア・リカバリが正常に終了すると、Recovery Manager でリポジト

リが更新されます。BACKUP、RESTOREまたは VALIDATEコマンドは、ブロックが

修復されていることを検出すると、修復されたブロックをビューから削除します。

DATAFILE datafileSpec 
BLOCK integer TO integer

データファイル内の個々のデータ・ブロックまたはその集合をリカバリします。TO
の範囲は含まれるため、BLOCK 10 TO BLOCK 20の場合ブロック 10 とブロック

20 の両方とも含まれます。

ブロック・メディア・リカバリは、データ消失や破損がデータファイル全体ではな
く少数のブロックに適用される場合に役立ちます。通常、ブロックの破損は
ADVISE FAILUREコマンドまたはトレース・ファイル内のエラー・メッセージに

よってレポートされます。ブロック・レベルのデータ消失の原因は、次のとおりで
す。

� I/O エラーによる軽度のデータ消失

� ディスクに書き込まれるメモリーの破損

recoverOptionListからオプションを指定しない場合に、データベースでフラッ

シュバック・データベースが有効化されているときは、RECOVER BLOCKを使用し

て、 初にフラッシュバック・ログ、次にバックアップを検索し、リストアするブ
ロックの正常なバージョンを見つけます。

メディア破損マークが付いているブロックには、リカバリが完了するまでアクセス
できません。

注意注意注意注意 : 個々のブロックについて実行できるのは、完全リカバリのみです。つまり、

すべての REDO をブロックに適用する前に、リカバリを停止することはできませ

ん。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「datafileSpec」を参照してください。

TABLESPACE tablespace_name 
DBA integer

破損ブロックを含む表領域の名前または番号、および破損ブロックのデータ・ブ
ロック・アドレス（DBA）を指定します。ブロック・メディア・リカバリの実行対

象は、破損ブロックのみです。

注意注意注意注意 : データファイルのヘッダー・ブロック（ブロック 1）はリカバリできません。
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recoverOptionList
この副次句は、各種のリカバリ・オプションを指定します。構文図は、2-189 ページの

「recoverOptionList::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ALLOW integer  
CORRUPTION

リカバリ処理中に許容可能な破損ブロックの数を指定できます。REDO ログが破損

した場合に備えて、このパラメータを設定できます。

試行リカバリでこの句を使用する（TEST句とともに使用する）場合は、integer
は 1より大きい値を指定できます。標準リカバリでこの句を使用すると、integer
は 0または 1のみを指定できます。

ARCHIVELOG TAG tag_name リカバリ中に使用するアーカイブ・ログ・バックアップ用のタグを指定します。タ
グ名には大 / 小文字区別がなく、すべて大文字で表示されます。リカバリに必要な

すべてのアーカイブ REDO ログがタグ付きのバックアップに含まれていなければ、

Recovery Manager は使用可能なバックアップから必要に応じてログまたは増分

バックアップを使用します。

AUXILIARY DESTINATION 
'location'

個々のファイルに対して別の位置が明示的に指定されていない場合は、TSPITR の

実行中に作成される補助セットのデータファイル、制御ファイルおよびオンライン
REDO ログの位置を指定します。

TSPITR で AUXILIARY DESTINATIONを指定しない場合は、UNTIL句を使用して

RECOVER TABLESPACEを実行する前に、補助セット・データファイル、制御ファ

イルおよびオンライン REDO ログのそれぞれの名前を指定する必要があります。指

定しない場合、TSPITR は失敗します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 補助セットの宛先の詳細は、『Oracle Database バックアップおよびリカ

バリ・ユーザーズ・ガイド』 の TSPITR に関する章を参照してください。

CHECK LOGICAL 物理的な破損チェックを通過したデータ・ブロックと索引ブロックについて、論理
的な破損がないかどうかをテストします。たとえば、行ピースまたは索引エントリ
の破損がないかどうかを調べます。Recovery Manager は論理的な破損を発見する

と、alert.logとサーバー・セッション・トレース・ファイルにそのブロックの

ログを書き込みます。

SET MAXCORRUPTの設定値によって、ファイルに許容される物理的および論理的な

破損の合計数が指定されます。デフォルトでは、MAXCORRUPTは 0であるため、破

損ブロックが存在する場合、メディア・リカバリは正常に実行されません。破損ブ
ロックを含むリカバリを許容する場合は、MAXCORRUPTをメディア・リカバリが正

常に実行されなくなる 小破損ブロック数に設定します。たとえば、1 つの破損ブ

ロックを許容するには、MAXCORRUPTを 1 に設定します。

あるファイルで検出された物理的な破損と論理的な破損の合計数が MAXCORRUPT
の設定値以下の場合、Recovery Manager のコマンドは完了し、破損ブロック範囲

が V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONに移入されます。そうでない場合、このコ

マンドは、V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONに移入を行わずに終了します。

DELETE ARCHIVELOG 不要になったバックアップまたはコピーからリストアされたアーカイブ・ログを削
除します。Recovery Manager は、RESTOREコマンドの開始前にディスク上に存在

していたアーカイブ・ログは削除しません。MAXSIZEを指定しないと、リストアさ

れたアーカイブ・ログは適用後に削除されます。

注意注意注意注意 : アーカイブ REDO ログをフラッシュ・リカバリ領域にリストアする場合、デ

フォルトで DELETE ARCHIVELOGオプションが使用可能になります。

MAXSIZE

sizeSpec

リストアされたアーカイブ REDO ログには、sizeSpec以内のディスク領域を使用

してください。リカバリに MAXSIZE値より大きいログのリストアが必要な場合は、

MAXSIZE値を増やす必要があることを示すエラーがレポートされます。MAXSIZE
がログを含むバックアップ・セットより小さい場合、Recovery Manager はログを

抽出するためにバックアップ・セットを複数回読み込む必要があります。この場
合、Recovery Manager によって、MAXSIZEを増やす必要があることを示す警告が

発行されます。

EXCLUDE FLASHBACK LOG リストアするブロックを見つける場合にフラッシュバック・ログを検索しないよう
に指定します。デフォルトでは、フラッシュバック・データベースが有効である場
合に、Recovery Manager でフラッシュバック・ログを検索します。
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FROM BACKUPSET バックアップ・セットのみをリストアするように指定します。

FROM DATAFILECOPY データファイル・イメージ・コピーのみをリストアするように指定します。

FROM TAG 'tag_name' リカバリ中に使用する増分バックアップ用のタグを指定します。リカバリに必要な
すべての増分がタグ付きのバックアップに含まれていなければ、Recovery Manager
は使用可能なバックアップから必要に応じてログまたは増分バックアップを使用し
ます。タグ名には大 / 小文字区別がなく、すべて大文字で表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 多重化バックアップ・セットの個別コピーにタグを適用する方法と、

バックアップ・タグのデフォルトのファイル名形式については、2-19 ページの

「BACKUP」を参照してください。

NOPARALLEL メディア・リカバリをパラレルで実行しないように指定します。RECOVERのデフォ

ルトはパラレル実行です（RECOVER ... PARALLELオプションの説明を参照）。

NOREDO リカバリ中の REDO ログの適用を抑止します。増分バックアップのみを適用しま

す。

このオプションは、増分バックアップを使用して NOARCHIVELOGデータベースの

全体バックアップを更新する場合に使用できます（2-198 ページの例 2-100 を参照）。

REDO ログが使用できない場合は、NOREDOオプションが必須です。

NOARCHIVELOGモードで運用されているデータベースのリカバリ時に NOREDOを

指定しない場合、Recovery Manager はリカバリを終了してエラー・メッセージを

発行します。

注意注意注意注意 : NOARCHIVELOGモードで運用されているデータベースの増分バックアップ

は、一貫性のある停止後にのみ実行できます。

また、スタンバイ・データベースまたは複製データベースを更新する場合も使用で
きます。BACKUP INCREMENTAL FROM SCNコマンドで作成した増分バックアップ

は、スタンバイ・データベースまたは複製データベースで適用できます。スタンバ
イ・データベースの手順については、『Oracle Data Guard 概要および管理』を参照

してください。

PARALLEL パラレル・リカバリ（デフォルト）を指定します。

デフォルトでは、データベースでパラレルのメディア・リカバリを使用して、メ
ディア・リカバリのロールフォワード・フェーズのパフォーマンスを向上させま
す。パラレル・リカバリのデフォルトの動作をオーバーライドするには、
NOPARALLELオプションを指定した RECOVERまたは RECOVER PARALLEL 0を使

用します。

パラレル・メディア・リカバリでは、データベースは、ロールフォワード時に各種
プロセスを様々なデータ・ブロックに割り当てる分業体制をとるため、操作がより
効率的に行われます。プロセスの数は CPU_COUNT初期化パラメータから導出され

ます。デフォルトでは、これはシステム上の CPU の数と等しくなります。たとえ

ば、パラレル・リカバリを CPU_COUNTが 4 のシステム上で実行して、1 つのデー

タファイルのみがリカバリされた場合、生成された 4 つのプロセスがデータファイ

ルからブロックを読み取り、REDO を適用します。

通常、リカバリはデータ・ブロックに対する読取りと書込み時に I/O バウンドとな

ります。ブロック・レベルでパラレル化すると、リカバリにより I/O 合計が増加す

る場合に、非同期 I/O でのオペレーティング・システム制限をなくすことなどに

よって、リカバリのパフォーマンスが改善されます。効率的な非同期 I/O が行われ

るシステムでは、パラレル・メディア・リカバリを使用してもあまりメリットはあ
りません。

注意注意注意注意 : RECOVERY_PARALLELISM初期化パラメータは、インスタンス・リカバリま

たはクラッシュ・リカバリのみを制御します。メディア・リカバリは、
RECOVERY_PARALLELISMに使用する値による影響は受けません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Database SQL 言語リファレンス』の CREATE TABLEの

PARALLEL句に関する説明を参照してください。

integer 並列度として integerを指定します。

各パラレル・スレッドでは、1 つまたは 2 つのパラレル実行サーバーを使用します。

通常、並列度は指定する必要がありません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-95 オープン状態のデータベースでの表領域のリカバリオープン状態のデータベースでの表領域のリカバリオープン状態のデータベースでの表領域のリカバリオープン状態のデータベースでの表領域のリカバリ

表領域 usersのデータファイルを格納しているディスクが、ハードウェアのエラーが原因で使
用できなくなり、数分後に修復されたとします。この例では、表領域 usersをオフラインに
し、自動チャネルを使用してデータファイルをデフォルト位置にリストアしてリカバリ（テー
プからリストアされたログを削除）してから、この表領域をオンラインに戻します。

SQL "ALTER TABLESPACE users OFFLINE IMMEDIATE";
RESTORE TABLESPACE users;
RECOVER TABLESPACE users DELETE ARCHIVELOG MAXSIZE 2M;
SQL "ALTER TABLESPACE users ONLINE";

例例例例 2-96 リストアしたデータファイルの新しい位置へのリカバリリストアしたデータファイルの新しい位置へのリカバリリストアしたデータファイルの新しい位置へのリカバリリストアしたデータファイルの新しい位置へのリカバリ

この例では、事前構成済のディスク・チャネルを使用し、ディスク上のデータファイルのコ
ピーおよびテープのバックアップを使用するために 1 つのメディア管理チャネルを手動で割り
当て、表領域 usersにあるデータファイルの 1 つを別の位置にリストアします。

RUN
{  
  ALLOCATE CHANNEL ch1 DEVICE TYPE sbt;  
  SQL "ALTER TABLESPACE users OFFLINE IMMEDIATE";  
  SET NEWNAME FOR DATAFILE '/disk1/oradata/prod/users01.dbf' 
    TO '/disk2/users01.dbf';

SKIP READONLY リカバリから読取り専用ファイルを除外します。

TEST 試行リカバリを開始します。

試行リカバリは、標準リカバリの手順で問題が発生した場合に役立ちます。試行リ
カバリを使用すると、データベースで REDO の適用後を予測し、発生する可能性の

ある問題を検出できます。試行リカバリでは、標準リカバリと同じ方法で REDO を

適用しますが、ディスクへの変更書込みは行わず、試行リカバリの終了時に変更を
ロールバックします。

注意注意注意注意 : 後の RESETLOGS操作以降に実行したバックアップをリストアする場合に

のみ、この句を使用できます。それ以外の場合、データベースはエラーを戻しま
す。

UNDO TABLESPACE 
'tablespace_name'

ターゲット時刻に UNDO セグメントを持つ表領域のリストを指定します。

RECOVER TABLESPACEでのみ使用可能です。

TSPITR 中は、Recovery Manager では TSPITR ターゲット時刻に UNDO セグメン

トがあったのはどの表領域かという情報が必要です。通常、この情報は、リカバ
リ・カタログを使用している場合はそのリカバリ・カタログにあります。

リカバリ・カタログがないか、リカバリ・カタログ内に情報がない場合、Recovery 
Manager では、ターゲット時刻に UNDO セグメントを持つ一連の表領域が現在

UNDO セグメントを持つ一連の表領域と同一であるとみなされます。この想定が正

しくない場合、TSPITR は失敗してエラーが戻されます。この場合は、UNDO 
TABLESPACEを使用できます。

VALIDATE HEADER Recovery Manager がリカバリに必要なファイルのリストアに使用できるバック

アップをレポートして検証します（リストアは行いません）。

RECOVERを VALIDATE HEADERとともに実行すると、Recovery Manager は、

RESTORE ... PREVIEWオプションを指定した場合と同じ機能を実行します。ただ

し、Recovery Manager は、リストアおよびリカバリに必要なファイルのリストに

加えて、バックアップ・ファイルのヘッダーを検証し、ファイルがディスク上にあ
るか、または Recovery Manager リポジトリのメタデータに対応するメディア管理

カタログにあるかを判別します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : RESTORE ... PREVIEWオプションの説明を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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  RESTORE TABLESPACE users;
  SWITCH DATAFILE ALL;
  RECOVER TABLESPACE users;
  SQL "ALTER TABLESPACE users ONLINE";
}

例例例例 2-97 バックアップ制御ファイルとリカバリ・カタログを使用したバックアップ制御ファイルとリカバリ・カタログを使用したバックアップ制御ファイルとリカバリ・カタログを使用したバックアップ制御ファイルとリカバリ・カタログを使用した DBPITR の実行の実行の実行の実行

すべてのデータファイル、制御ファイルおよびアーカイブ REDO ログ 58 が、ディスク障害に
より消失したと仮定します。また、増分バックアップを取っていないと仮定します。使用可能
なアーカイブ REDO ログでデータベースをリカバリする必要があります。表領域 toolsは、
後にバックアップが実行される前から読取り専用であったため、リストアする必要はありま

せん。Recovery Manager をターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログに接続した後
は、次のコマンドを発行します。

STARTUP FORCE NOMOUNT;
RUN
{  
  SET UNTIL SEQUENCE 40 THREAD 1;  # Recover database until log sequence 40 
  RESTORE CONTROLFILE;
  ALTER DATABASE MOUNT;
  RESTORE DATABASE SKIP TABLESPACE temp;
  RECOVER DATABASE SKIP TABLESPACE temp;
}
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

Recovery Manager は、データファイル 8（読取り専用表領域のデータファイル）のリストアお
よびリカバリを自動的にスキップします。出力例の次の部分がスキップを示します。

using channel ORA_DISK_1
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=104 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
 
skipping datafile 8; already restored to file /disk1/oradata/prod/tools01.dbf
channel ORA_DISK_1: starting datafile backup set restore
.
.
.
Finished restore at 19-FEB-07 

Starting recover at 19-FEB-07
using channel ORA_DISK_1
using channel ORA_SBT_TAPE_1
datafile 8 not processed because file is read-only

例例例例 2-98 バックアップの増分更新バックアップの増分更新バックアップの増分更新バックアップの増分更新

バックアップを増分更新することによって、データベースのイメージ・コピーの全体バック
アップに伴うオーバーヘッドを避けると同時に、データベースのメディア・リカバリに必要な
時間を 小限にすることもできます。この例では、先週中の任意の SCN までリカバリを行うこ
とができますが、1 日分より多くの REDO を適用する必要がないようにできます。

次のスクリプトを毎日実行するとします。初回実行時には、スクリプトによって、指定したタ
グを使用してディスク上にデータベースのイメージ・コピーのバックアップが作成されます。
2 回目から 7 回目の実行では、データベースのレベル 1 のバックアップが作成されます。8 回目
以降の実行では、レベル 1 の増分が 7 日前に作成されたデータファイル・コピーに適用され、
前日からの変更を含む新しいレベル 1 のバックアップが作成されます。

RUN
{
  RECOVER COPY OF DATABASE 
    WITH TAG 'incr_update' 
    UNTIL TIME 'SYSDATE - 7';
  BACKUP
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RECOVER
    INCREMENTAL LEVEL 1 
    FOR RECOVER OF COPY WITH TAG 'incr_update'
    DATABASE;
}

例例例例 2-99 スタンバイ・データベースで制御ファイルを失った場合のリカバリスタンバイ・データベースで制御ファイルを失った場合のリカバリスタンバイ・データベースで制御ファイルを失った場合のリカバリスタンバイ・データベースで制御ファイルを失った場合のリカバリ

スタンバイ・データベース dgprod3の制御ファイルが、メディア障害によって消失したとし
ます。プライマリ・データベースおよびスタンバイ・データベースは、SBT ストレージを共有
します。プライマリ・データベースの制御ファイルのバックアップはテープ上に存在します。

Recovery Manager クライアントを起動し、TARGETとして dgprod3に接続して、リカバリ・
カタログに接続します。次の Recovery Manager コマンドは、スタンバイ・データベースで使
用できる制御ファイルをリストアし、ファイル名をディスク上の既存ファイルに更新して、ス
タンバイ・データベースのリカバリを行います。

RESTORE CONTROLFILE;
ALTER DATABASE MOUNT;
RECOVER DATABASE;

これで、スタンバイ・データベースへの REDO の適用を開始できます。

例例例例 2-100 NOARCHIVELOG モードで運用されているデータベースのリカバリモードで運用されているデータベースのリカバリモードで運用されているデータベースのリカバリモードで運用されているデータベースのリカバリ

増分バックアップを適用することによって、NOARCHIVELOGモードで実行されているデータ
ベースの変更に対して制限付きリカバリを実行できます。NOARCHIVELOGモードで実行されて
いるデータベースのすべてのバックアップと同様、増分バックアップには一貫性が必要です。
そのため、データベースがオープンされているときにバックアップすることはできません。

リカバリ・カタログを使用してデータベース prodを NOARCHIVELOGモードで実行するとしま
す。日曜日の午後に、データベースを一貫した状態で停止し、テープにデータベース prodの
レベル 0 のバックアップを作成します。水曜日と金曜日の午前 3 時に、データベースを一貫し
た状態で停止し、テープにレベル 1 の差分増分バックアップを作成します。

土曜日にデータベースでメディア障害が発生し、半分のデータファイルとオンライン REDO ロ
グが破損します。オンライン・ログが消失しているため、RECOVERコマンドで NOREDOオプ
ションを指定する必要があります。このオプションを指定しない場合、Recovery Manager は、
金曜日の増分バックアップを適用した後で REDO ログを検索し、REDO ログが検出されない場
合にはエラー・メッセージを発行します。

Recovery Manager を prodおよびカタログ・データベースに接続した後、次のようにリカバリ
を実行します。

STARTUP FORCE NOMOUNT;
RESTORE CONTROLFILE;  # restore control file from consistent backup
ALTER DATABASE MOUNT;
RESTORE DATABASE;  # restore datafiles from consistent backup
RECOVER DATABASE NOREDO;  # specify NOREDO because online redo logs are lost
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

リカバリしたデータベースには、金曜日の増分バックアップの時刻までの変更のみ反映されて
います。アーカイブ REDO ログが存在しないため、増分バックアップ後の変更をリカバリでき
ません。

例例例例 2-101 データベース内のすべての破損ブロックのリカバリデータベース内のすべての破損ブロックのリカバリデータベース内のすべての破損ブロックのリカバリデータベース内のすべての破損ブロックのリカバリ

この例では、バックアップの妥当性チェックを実行して V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTION
ビューに移入し、このビューに記録された破損ブロックをリカバリします。両方のコマンドの
出力例を示します。

RMAN> VALIDATE DATABASE;
 
Starting validate at 19-FEB-07
using channel ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: starting validation of datafile
channel ORA_DISK_1: specifying datafile(s) for validation
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RECOVER
.

.

.
List of Datafiles
=================
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
1    FAILED 0              4070         57600           555975
  File Name: /disk1/oradata/prod/system01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       1              41550
  Index      0              7677
  Other      0              4303
.
.
.
RMAN> RECOVER CORRUPTION LIST;
 
Starting recover at 19-FEB-07
using channel ORA_DISK_1
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=104 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
searching flashback logs for block images until SCN 547548
finished flashback log search, restored 1 blocks
 
starting media recovery
media recovery complete, elapsed time: 00:00:03
 
Finished recover at 19-FEB-07
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REGISTER DATABASE
REGISTER DATABASE

用途用途用途用途

REGISTER DATABASEコマンドを使用すると、ターゲット・データベースのメタデータを
Recovery Manager でメンテナンスできるように、ターゲット・データベースをリカバリ・カタ
ログに登録できます。Recovery Manager によって、ターゲット・データベース自体からター
ゲット・データベースを登録するために必要なすべての情報が取得されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。Recovery Manager
は、リカバリ・カタログおよびマウント済またはオープン状態のターゲット・データベースに
接続されている必要があります。現在リカバリ・カタログに登録されていないデータベースを
登録する必要があります。

登録できるデータベースは、リカバリ・カタログ内で一意の DBID を持つターゲット・データ
ベースのみです。データベースは、同じ名前でも DBID の値が異なれば登録できます。ただし、
スタンバイ・データベースは登録できません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager では、スタンバイ・データベースのプライマリ・データベースがすでにリカ
バリ・カタログに登録されており、次のいずれかの条件が該当する場合、自動的に新しいスタ
ンバイ・データベースがリカバリ・カタログに登録されます。

� Recovery Manager が、リカバリ・カタログで認識されない DB_UNIQUE_NAMEを持つデー
タベース・インスタンスに接続されている場合。

� リカバリ・カタログで認識されないデータベースに対して CONFIGURE DB_UNIQUE_NAME
コマンドを実行する場合。

重複する DBID が見つかると、REGISTER DATABASEコマンドは失敗します。この状況になる
のは、データベースを作成するときに、DUPLICATEコマンドを使用せずに既存のデータベース
からファイルをコピーしたときです。この障害が発生した場合は、DBNEWID ユーティリティ
を使用して、コピーしたデータベースの DBID を変更してから、REGISTER DATABASEコマン
ドを再試行できます。

RESETLOGSオプションを指定してデータベースをオープンし、その後にこのデータベースをリ
カバリ・カタログに登録すると、リカバリ・カタログでは、古いインカネーションの DB_NAME
が UNKNOWNとして記録されます。これは、古いインカネーションが以前に登録されていない
ためです。これらのレコードは削除しないでください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・
ガイド』および 2-103 ページの「CREATE CATALOG」を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : 同じデータベース名と DBID を持つ異なるターゲット・データ
ベースを Recovery Manager で使用する場合は、Recovery Manager の起
動時に必ず正しいリカバリ・カタログのスキーマを指定するように注意し
てください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DBNEWID ユーティリティの使用方法は、『Oracle Database
ユーティリティ』を参照してください。
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REGISTER DATABASE
構文構文構文構文

register::=

例例例例

例例例例 2-102 データベースの登録データベースの登録データベースの登録データベースの登録

この例では、新しいターゲット・データベースをリカバリ・カタログに登録します。例には出
力例も含まれます。

RMAN> CONNECT TARGET /
 
connected to target database: PROD (DBID=1619241818)
 
RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb
 
recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> REGISTER DATABASE;
 
database registered in recovery catalog
starting full resync of recovery catalog
full resync complete

REGISTER DATABASE ;
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RELEASE CHANNEL
RELEASE CHANNEL

用途用途用途用途

RELEASE CHANNELコマンドを使用すると、ターゲット・データベース・インスタンスに接続
した状態で、通常のチャネルまたはメンテナンス・チャネルを解放できます。通常のチャネル
は ALLOCATE CHANNELを使用して割り当てられますが、メンテナンス・チャネルは
ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCEで割り当てられます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

通常のチャネルを解放するには、release::= 図で示される構文を使用します。この形式の
RELEASE CHANNELは RUNコマンド内でのみ実行し、ALLOCATE CHANNEL コマンドで使用し
た識別子と同じ識別子を付けてチャネル名を指定してください。

メンテナンス・チャネルを解放するには、releaseForMaint::= 図で示される構文を使用します。
この形式の RELEASE CHANNELは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行し、RUNコマン
ド内で実行できません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

メンテナンス・チャネルは、RUN コマンド内で発行された ALLOCATE CHANNEL および
RELEASE CHANNELコマンドの影響を受けません。

RUN内で RELEASE CHANNELを使用してチャネルを解放するのはオプションです。これは、
Recovery Manager が RUNコマンドの終了時に通常のチャネルをすべて自動的に解放するため
です。

構文構文構文構文

release::=

releaseForMaint::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-103 RUN コマンドで割り当てられたチャネルの解放コマンドで割り当てられたチャネルの解放コマンドで割り当てられたチャネルの解放コマンドで割り当てられたチャネルの解放

この例では、日次バックアップ用のテープ・セットを示すパラメータを使用して ch1という
SBT チャネルを割り当て、データベースをバックアップしてから、このチャネルを解放します。
次に、週次バックアップ用のテープ・セットのパラメータを使用して ch1という SBT チャネル
を割り当て、別のデータベース・バックアップを作成します。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL ch1 DEVICE TYPE sbt 

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

channel_id ALLOCATE CHANNEL コマンド内で使用する、大 / 小文字の区別があるチャネル

ID を指定します（例 2-103 を参照）。

RELEASE CHANNEL
’

channel_id
’

;

RELEASE CHANNEL ;
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RELEASE CHANNEL
    PARMS='ENV=(OB_MEDIA_FAMILY=daily_bkp)';
  BACKUP DATABASE;
  RELEASE CHANNEL ch1;
  ALLOCATE CHANNEL ch1 DEVICE TYPE sbt 
    PARMS='ENV=(OB_MEDIA_FAMILY=weekly_bkp)';
  BACKUP DATABASE;
}

RUNコマンドの 後に RELEASE CHANNELコマンドは必要ありません。これは、Recovery 
Manager が自動的にチャネル ch1を解放するためです。

例例例例 2-104 メンテナンス・チャネルの解放メンテナンス・チャネルの解放メンテナンス・チャネルの解放メンテナンス・チャネルの解放

この例では、Recovery Manager セッションの出力例が表示されます。SBT メンテナンス・チャ
ネルを割り当てた後に、テープ上のバックアップをクロスチェックし、削除します。SBT チャ
ネルを解放した後、Recovery Manager がデフォルトのディスク・チャネルを使用してデータ
ベースをバックアップします。

RMAN> ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE sbt;
 
allocated channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: SID=105 device type=SBT_TAPE
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
 
RMAN> CROSSCHECK BACKUP;
 
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=1jiah8ln_1_1 RECID=25 STAMP=615031479
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=1kiah8pk_1_1 RECID=26 STAMP=615031612
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=1niah973_1_1 RECID=28 STAMP=615032036
Crosschecked 3 objects
 
RMAN> DELETE BACKUP;
  
List of Backup Pieces
BP Key  BS Key  Pc# Cp# Status      Device Type Piece Name
------- ------- --- --- ----------- ----------- ----------
1333    1331    1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    1jiah8ln_1_1
1334    1332    1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    1kiah8pk_1_1
1427    1423    1   1   AVAILABLE   SBT_TAPE    1niah973_1_1
 
Do you really want to delete the above objects (enter YES or NO)? YES
deleted backup piece
backup piece handle=1jiah8ln_1_1 RECID=25 STAMP=615031479
deleted backup piece
backup piece handle=1kiah8pk_1_1 RECID=26 STAMP=615031612
deleted backup piece
backup piece handle=1niah973_1_1 RECID=28 STAMP=615032036
Deleted 3 objects
 
RMAN> RELEASE CHANNEL;
 
released channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1
 
RMAN> BACKUP DATABASE;
 
Starting backup at 20-FEB-07
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=105 device type=DISK
channel ORA_DISK_1: starting full datafile backup set
channel ORA_DISK_1: specifying datafile(s) in backup set
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REPAIR FAILURE
REPAIR FAILURE

用途用途用途用途

REPAIR FAILUREコマンドを使用すると、データ・リカバリ・アドバイザで識別されたデータ
ベース障害を修復できます。

ワークフローは、LIST FAILUREを実行して障害を表示し、ADVISE FAILUREで修復オプ
ションを表示して、REPAIR FAILUREで障害を修復することをお薦めします。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ターゲット・データベースのインスタンスは起動されている必要があります。データベースは、
単一インスタンス・データベースである必要があります。また、フィジカル・スタンバイ・
データベースは指定できません。

大で 1 つの Recovery Manager セッションで REPAIR FAILUREコマンドが実行されている
ことを確認します。REPAIR FAILURE ...PREVIEWだけは例外で、Recovery Manager の同
時セッションで使用できます。

自動修復を実行するには、データ・リカバリ・アドバイザで特定のバックアップおよびアーカ
イブ REDO ログが必要になる場合があります。リカバリに必要なファイルが使用できない場合
は、リカバリを行うことはできません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

修復は、単一修復で複数の障害が修復できる可能性がある場合に統合されます。REPAIR 
FAILUREは、現行のセッションで ADVISE FAILUREがまだ実行されていない場合にはこのコ
マンドを暗黙的に実行します。

Recovery Manager は、まだ障害が関連しているかどうかを常に検証し、修復済の障害を自動的
にクローズします。また、すでに修復済の障害、および ADVISE FAILUREが実行されて新し
い障害が報告がされたために不要となった障害を修復しようとすることはありません。

デフォルトでは、REPAIR FAILUREを使用すると、実行開始前に確認のプロンプトが表示され
ます。修復を実行した後で、既存の障害もすでに修復されている可能性があるため、Recovery 
Manager は既存のすべての障害を再評価します。

Oracle RAC およびデータ・リカバリ・アドバイザおよびデータ・リカバリ・アドバイザおよびデータ・リカバリ・アドバイザおよびデータ・リカバリ・アドバイザ

Oracle RAC データベースのすべてのインスタンスでデータ障害が発生した場合に、単一インス
タンス・モードでデータベースをマウントしてデータ・リカバリ・アドバイザを使用すると、
制御ファイル、SYSTEMデータファイルおよびディクショナリの障害を検出して修復できます。
また、ヘルス・チェックを開始して、他のデータベース・コンポーネントにデータ障害がない
かをテストすることもできます。この方法では、他のクラスタ・インスタンスに対してローカ
ルなデータ障害（アクセス不能なデータファイルなど）は検出されません。

構文構文構文構文

repair::=

REPAIR FAILURE
USING ADVISE OPTION integer

NOPROMPT

PREVIEW
;
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REPAIR FAILURE
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

repair

例例例例

例例例例 2-105 障害の修復障害の修復障害の修復障害の修復

この例では、データ・リカバリ・アドバイザが認識できるすべての障害を修復します。この例
では、2 つの障害（データファイルの欠落、および破損ブロックのあるデータファイル）を修
復します。リカバリ後、データベースをオープンするかどうかを確認するメッセージが表示さ
れます（ユーザー入力のテキストは太字で示しています）。

RMAN> LIST FAILURE;
 
List of Database Failures
=========================
 
Failure ID Priority Status    Time Detected Summary
---------- -------- --------- ------------- -------
142        HIGH     OPEN      23-APR-07     One or more non-system datafiles are missing
101        HIGH     OPEN      23-APR-07     Datafile 1: '/disk1/oradata/prod/system01.dbf' 
                                            contains one or more corrupt blocks
 
RMAN> ADVISE FAILURE;
 
List of Database Failures
=========================
 
Failure ID Priority Status    Time Detected Summary
---------- -------- --------- ------------- -------
142        HIGH     OPEN      23-APR-07     One or more non-system datafiles 
                                            are missing
101        HIGH     OPEN      23-APR-07     Datafile 1: '/disk1/oradata/prod/system01.dbf' 
                                            contains one or more corrupt blocks
 
analyzing automatic repair options; this may take some time
using channel ORA_DISK_1
analyzing automatic repair options complete
 

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

REPAIR FAILURE 自動診断リポジトリに記録された障害を修復します。

REPAIR FAILUREを他のコマンド・オプションを指定しないで実行すると、

Recovery Manager は現行のセッションで 後に実行した ADVISE FAILUREコマ

ンドの 初の修復オプションを使用します。REPAIR FAILUREは、現行のセッ

ションで ADVISE FAILUREがまだ実行されていない場合にはこのコマンドを暗黙

的に実行します。

USING ADVISE OPTION

integer

修復オプションは、オプション番号で指定します（障害番号では指定しません）。
修復オプション番号は ADVISE FAILUREコマンドで取得できます。

NOPROMPT 確認のプロンプトを抑止します。

コマンド・ファイルの REPAIR FAILUREを実行する場合は、これがデフォルトの

オプションです。

PREVIEW 修復は行わず、すべての修復アクションとコメントが記述されたスクリプトを生成
します。デフォルトでは、スクリプトは標準出力に表示されます。SPOOLコマンド

を使用すると、編集可能なファイルにスクリプトを書き込むことができます（2-207
ページの例 2-106 を参照）。
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Mandatory Manual Actions
========================
no manual actions available
 
Optional Manual Actions
=======================
1. If file /disk1/oradata/prod/users01.dbf was unintentionally renamed or moved, restore it
 
Automated Repair Options
========================
Option Repair Description
------ ------------------
1      Restore and recover datafile 28; Perform block media recovery of 
       block 56416 in file 1
  Strategy: The repair includes complete media recovery with no data loss
  Repair script: /disk1/oracle/log/diag/rdbms/prod/prod/hm/reco_660500184.hm

RMAN> REPAIR FAILURE;
 
Strategy: The repair includes complete media recovery with no data loss
Repair script: /disk1/oracle/log/diag/rdbms/prod/prod/hm/reco_475549922.hm
contents of repair script:
   # restore and recover datafile
   sql 'alter database datafile 28 offline';
   restore datafile 28;
   recover datafile 28;
   sql 'alter database datafile 28 online';
   # block media recovery
   recover datafile 1 block 56416;
 
Do you really want to execute the above repair (enter YES or NO)? YES
executing repair script
 
sql statement: alter database datafile 28 offline
 
Starting restore at 23-APR-07
using channel ORA_DISK_1
 
channel ORA_DISK_1: starting datafile backup set restore
channel ORA_DISK_1: specifying datafile(s) to restore from backup set
channel ORA_DISK_1: restoring datafile 00028 to /disk1/oradata/prod/users01.dbf
channel ORA_DISK_1: reading from backup piece 
/disk2/PROD/backupset/2007_04_18/o1_mf_nnndf_TAG20070418T182042_32fjzd3z_.bkp
channel ORA_DISK_1: piece 
handle=/disk2/PROD/backupset/2007_04_18/o1_mf_nnndf_TAG20070418T182042_32fjzd3z_.bkp 
tag=TAG20070418T182042
channel ORA_DISK_1: restored backup piece 1
channel ORA_DISK_1: restore complete, elapsed time: 00:00:03
Finished restore at 23-APR-07
 
Starting recover at 23-APR-07
using channel ORA_DISK_1
 
starting media recovery
media recovery complete, elapsed time: 00:00:01
 
Finished recover at 23-APR-07
 
sql statement: alter database datafile 28 online
 
Starting recover at 23-APR-07
using channel ORA_DISK_1
searching flashback logs for block images until SCN 429690
finished flashback log search, restored 1 blocks
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starting media recovery
media recovery complete, elapsed time: 00:00:03
 
Finished recover at 23-APR-07
repair failure complete

例例例例 2-106 修復のプレビュー修復のプレビュー修復のプレビュー修復のプレビュー

次の例では、現行のセッションで 後に実行した ADVISE FAILUREコマンドの 初の修復オ
プションによる修復をプレビューします。この例では、LIST FAILUREおよび ADVISE 
FAILUREの各コマンドの出力例は示されていません。

RMAN> LIST FAILURE;
.
.
.
RMAN> ADVISE FAILURE;
.
.
.
RMAN> REPAIR FAILURE PREVIEW;

Strategy: The repair includes complete media recovery with no data loss
Repair script: /disk1/oracle/log/diag/rdbms/prod/prod/hm/reco_3200987003.hm

contents of repair script:
   # block media recovery
   recover datafile 1 block 56416;

SPOOLと REPAIR FAILURE ...PREVIEWを併用すると、修復スクリプトをファイルに書き
込むことができます。その後に、このスクリプトを編集して手動で実行できます。次の例では、
修復プレビューのログを /tmp/repaircmd.datにスプールします。

RMAN> SPOOL LOG TO '/tmp/repaircmd.dat';
RMAN> REPAIR FAILURE PREVIEW;
RMAN> SPOOL LOG OFF;
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REPLACE SCRIPT

用途用途用途用途

REPLACE SCRIPTコマンドを使用すると、リカバリ・カタログに格納されている既存のスクリ
プトを置換できます。既存のスクリプトがない場合は、REPLACE SCRIPTによりスクリプトが
作成されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

REPLACE SCRIPTは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。Recovery Manager
が、ターゲット・データベースとリカバリ・カタログに接続されている必要があります。リカ
バリ・カタログ・データベースはオープンの状態である必要があります。

ローカル・スクリプトを置き換える場合は、スクリプトの作成時と同じターゲット・データ
ベースに接続する必要があります。

ストアド・スクリプトでの置換変数ストアド・スクリプトでの置換変数ストアド・スクリプトでの置換変数ストアド・スクリプトでの置換変数

Recovery Mananger では、ストアド・スクリプトで置換変数を使用できます。&1は 初の値を
配置する位置を示し、&2は 2 番目の値を配置する位置を示します。その後も同様に続きます。
特殊文字は、引用符で囲む必要があります。

置換変数の構文は、&integerの後にオプションでピリオドが続きます（&1.3など）。オプ
ションのピリオドは変数の一部であり、値と置換されますので、置換テキストの直後に別の整
数を続けることができます。たとえば、置換変数 &1.3が含まれているコマンド・ファイルに
値 mybackupを渡すと、その置換結果は mybackup3になります。mybackup.3という結果を
得るには、構文 &1..3を使用します。

置換変数を使用するストアド・スクリプトを作成する場合は、作成時に例となる値を指定する
必要があります。これらの値は、Recovery Manager の起動時に USING句で指定するか（2-244
ページの「RMAN」を参照）、またはプロンプトが表示されたときに入力します（2-108 ページの
例 2-60 を参照）。

構文構文構文構文

replaceScript::=

（backupCommands::=（2-250 ページ）、maintenanceCommands::=（2-250 ページ）、
miscellaneousCommands::=（2-251 ページ）、restoreCommands::=（2-251 ページ））

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  ストアド・スクリプトの作成方法は、2-106 ページの
「CREATE SCRIPT」を参照してください。

REPLACE
GLOBAL

SCRIPT
’

script_name
’ COMMENT ’ comment ’

{

backupCommands

maintenanceCommands

miscellaneousCommands

restoreCommands

}

FROM FILE ’ filename ’
;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-107 リカバリ・カタログ・スクリプトの置換リカバリ・カタログ・スクリプトの置換リカバリ・カタログ・スクリプトの置換リカバリ・カタログ・スクリプトの置換

Recovery Manager クライアントを起動し、TARGETとしてデータベース prodに接続して、リ
カバリ・カタログに接続します。CREATE SCRIPTを使用して、次のように backup_dbとい
う名前のグローバル・スクリプトを作成します。

CREATE GLOBAL SCRIPT backup_db
COMMENT "back up any database from the recovery catalog, with logs"
{
    BACKUP DATABASE;
}

次に、LIST SCRIPT NAMESを使用して、リカバリ・カタログで認識されているすべてのスク
リプトをリストします。

RMAN> LIST SCRIPT NAMES;
 
List of Stored Scripts in Recovery Catalog
 
 
    Global Scripts
 
 
       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       backup_db
       back up any database from the recovery catalog, with logs

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

GLOBAL スクリプトをグローバルとして指定します。

注意注意注意注意 : 仮想プライベート・カタログは、グローバル・スクリプトに対して読取り専

用のアクセスが可能です。グローバル・スクリプトの作成と更新は、Recovery 
Manager が基本リカバリ・カタログに接続している間に行う必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : グローバル・スクリプトとローカル・スクリプトの違いについては、

2-106 ページの「使用上の注意」を参照してください。

SCRIPT script_name 置換するローカル・スクリプトまたはグローバル・スクリプトを指定します。

COMMENT 'comment' 説明のコメントをリカバリ・カタログ内のストアド・スクリプトと関連付けます。
コメントは、LIST SCRIPT NAMESの出力で示されます。

backupCommands

maintenanceCommands

miscellaneousCommands

restoreCommands

ストアド・スクリプトに含めるコマンドを指定します。REPLACE SCRIPT 
'script_name' {...}コマンドのカッコ内で使用できるコマンドは、RUNブ

ロック内でサポートされているコマンドと同じです。RUNコマンド内で有効なコマ

ンドは、いずれもストアド・スクリプトで使用できます。コマンド RUN、@および

@@は、ストアド・スクリプト内では使用できません。

FROM FILE 'filename' 指定したファイルからスクリプトを定義する一連のコマンドを読み取ります。

このファイルは、有効なストアド・スクリプトの本体と同様である必要があります。
このファイルの 初の行は、左カッコ（{）である必要があります。また、 終行

には、右カッコ（}）が含まれている必要があります。このファイルの Recovery 
Manager コマンドは、ストアド・スクリプトで有効である必要があります。
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次に、backup_dbグローバル・スクリプトを編集するために、次の REPLACE SCRIPTコマン
ドを実行します。

RMAN> REPLACE SCRIPT backup_db { BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG; }
 
replaced script backup_db

GLOBALキーワードを指定していないため、Recovery Manager が backup_dbという名前のグ
ローバル・スクリプトに加えて、backup_dbという名前のローカル・スクリプトを作成しま
す。LIST  SCRIPT NAMESは、リカバリ・カタログに記録されているグローバル・スクリプト
とローカル・スクリプトを両方とも示します。

RMAN> LIST SCRIPT NAMES;
 
List of Stored Scripts in Recovery Catalog
 
 
    Scripts of Target Database PROD
 
       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       backup_db
 
 
    Global Scripts
 
 
       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       backup_db
       back up any database from the recovery catalog, with logs

次に、DELETE SCRIPTを使用して backup_dbという名前のローカル・スクリプトを削除し、
次のようにグローバル・スクリプトを置換します。

RMAN> DELETE SCRIPT backup_db;
 
deleted script: backup_db
 
RMAN> REPLACE GLOBAL SCRIPT backup_db { BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG; }
 
replaced global script backup_db

ここでの LIST SCRIPT NAMESコマンドは、カタログに backup_dbという名前のスクリプト
のみが存在していることを示します。

RMAN> LIST SCRIPT NAMES;

List of Stored Scripts in Recovery Catalog
 
    Global Scripts
 
       Script Name
       Description
       -----------------------------------------------------------------------
       backup_db

PRINT SCRIPTコマンドを実行すると、グローバル・スクリプトの変更が確認されます。

RMAN> PRINT GLOBAL SCRIPT backup_db;
 
printing stored global script: backup_db
 { BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG; }
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REPORT

用途用途用途用途

REPORTコマンドを使用すると、Recovery Manager リポジトリの詳細分析を実行できます。
Recovery Manager は、レポートを標準出力またはメッセージ・ログ・ファイルに書き出します

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。次のいずれかの条件
が満たされている必要があります。

� Recovery Manager は、ターゲット・データベースに接続されている必要があります。

� Recovery Manager はリカバリ・カタログに接続され、SET DBIDが実行されている必要が
あります。

構文構文構文構文

report::=

（needBackupOption::=（2-211 ページ）、atClause::=（2-212 ページ）、
reportObject::=（2-212 ページ）、obsOperandList::=（3-34 ページ）、
deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

needBackupOption::=

（reportObject::=2-212 ページ）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager レポートの作成方法は、『Oracle Database
バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

REPORT

needBackupOption

OBSOLETE
obsOperandList

SCHEMA

forDbUniqueNameOption

atClause
forDbUniqueNameOption

UNRECOVERABLE reportObject

DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

;

NEED BACKUP

DAYS

INCREMENTAL
integer

RECOVERY WINDOW OF integer DAYS

REDUNDANCY integer
reportObject
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reportObject::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

atClause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

report
この句では、レポートのタイプを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

needBackupOption バックアップの必要なファイルをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-213 ページの「needBackupOption」を参照してください。

OBSOLETE obsOperandList Recovery Manager リポジトリに記録され、不要になったために削除できる全体

バックアップ、データファイルのコピーおよびアーカイブ REDO ログをリストしま

す。出力の説明は、表 2-33 を参照してください。このコマンドは、次の 2 つの手順

で使用します。

1. バックアップされているデータファイルごとに、Recovery Manager では、保

存方針に従って不要とされていない も古い全体バックアップ、レベル 0 の

バックアップまたはイメージ・コピーが識別されます。この手順で識別された
バックアップまたはイメージ・コピーよりも古いデータファイルのバックアッ
プは、すべて不要とみなされます。

2. 不要ではない も古い全体バックアップよりも古いアーカイブ REDO ログおよ

びレベル 1 の増分バックアップは、すべて不要とみなされます。これらのファ

イルは、適用可能な全体バックアップまたはレベル 0 のバックアップが存在し

ないため不要となります。レベル 1 の増分バックアップまたはアーカイブ

REDO ログは、不要とされていないレベル 0 のバックアップや全体バックアッ

プに適用可能であれば、不要とみなされません。

副次句 obsOperandListには、Recovery Manager で不要と判断するために使用

する条件を記述します。obsOperandListでパラメータを指定しなければ、

CONFIGURE RETENTION POLICYで指定したオプションが使用されます（2-217
ページの例 2-110 を参照）。このオプションを DEVICE TYPEと併用すると、

Recovery Manager では指定したデバイスで作成されたバックアップとコピーのみ

が考慮されます。保存方針が無効化されている場合、Recovery Manager はどの

バックアップも不要とみなしません。したがって、他のオプションを指定しないで
REPORT OBSOLETEを実行し、保存方針が NONEに指定されている場合に、

Recovery Manager はエラーを発行します。

注意注意注意注意 : KEEP UNTIL TIME句を使用して作成したバックアップは、構成済の保存方

針の設定に関係なく、KEEP時間を過ぎると不要とされます。

DATABASE
SKIP TABLESPACE

’
tablespace_name

’

,

DATAFILE datafileSpec

,

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

AT SCN integer

AT SEQUENCE integer
THREAD integer

AT TIME ’ date_string ’
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この句は、バックアップの必要なファイルに関してのみレポートを行います。

SCHEMA 指定時点でのターゲット・データベースのすべてのデータファイル（永続および一
時）と表領域の名前をリストします。出力の説明は、表 2-28 を参照してください。

forDbUniqueNameOption が指定されていない REPORT SCHEMAの場合、ターゲッ

ト・データベース接続は必須ですが、リカバリ・カタログ接続はオプションです。

forDbUniqueNameOption DB_UNIQUE_NAMEで指定したデータベースのすべてのデータファイルと表領域の

名前をレポートします。

データベースは db_unique_nameで指定できますが、ALLを使用すると、特定の

DBID についてカタログに記録されている一意の名前のデータベースをすべて指定

できます。リカバリ・カタログ内のデータベースは、DBID および

DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータの値によって一意に識別されます。

Recovery Manager は、リカバリ・カタログに接続している必要があります。

Recovery Manager がターゲット・データベースに接続され、SET DBIDが実行され

ている必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この句のオプションについては、3-18 ページの

「forDbUniqueNameOption」を参照してください。

atClause SCN、ログ順序番号または時間を指定します。

UNRECOVERABLE reportObject リカバリ不能なすべてのデータファイルをリストします。出力の説明は、2-216
ページの表 2-34 を参照してください。

後のバックアップ以降に、データファイル内のオブジェクトに対して
UNRECOVERABLE 操作が実行されていると、そのデータファイルはリカバリ不能

とみなされます。リカバリ不能操作では、REDO は生成されません。例は、表デー

タのダイレクト・ロードと NOLOGGINGオプションを使用した更新です。

注意注意注意注意 : データファイルのバックアップのいずれかが存在しないということのみでは、

リカバリ不能とみなされる理由にはなりません。このようなデータファイルは、
ファイルの作成時以降の REDO ログが存在していれば、CREATE DATAFILEコマン

ドを使用してリカバリできます。

DEVICE TYPE

deviceSpecifier

ストレージ・デバイスのタイプを指定します。Recovery Manager は、レポート用

に指定したデバイスに存在しているバックアップとコピーのみを使用可能とみなし
ます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

NEED BACKUP 新しいバックアップが必要で、指定した reportObjectにあるすべてのデータ

ファイルをリストします。

レポートは、 新のバックアップをリストアすることを前提としています。オプ
ションを指定しなければ、Recovery Manager は現行の保存方針の構成を使用しま

す。保存方針が無効化されている場合（CONFIGURE RETENTION POLICY TO 
NONE）、Recovery Manager はエラーを生成します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
Recovery Manager コマンド 2-213



REPORT
reportObject
この副次句では、レポートに含めるデータファイルを指定します。レポートには、データベー
ス全体（必要に応じて、特定の表領域をスキップ）または表領域のリスト、データファイルの
リストを含めることができます。Recovery Manager には以前のインカネーションからのオブ
ジェクトが含まれます。

DAYS integer 完全なリカバリのために、指定した日数より多くのアーカイブ REDO ログ・ファイ

ルを必要とするすべてのデータファイルをリストします。たとえば、REPORT NEED 
BACKUP DAYS 7 DATABASEでは、リカバリに 7 日間分より多くのアーカイブ

REDO ログが必要なデータファイルが表示されます。出力の説明は、表 2-29 を参照

してください。

ターゲット・データベースの制御ファイルがマウントされている現行ファイルであ
る場合、Recovery Manager はこのレポートに次のような 適化を行います。

� オフラインであって、 新のバックアップにすべての変更内容が保存されてい
るファイルは含まれません。

� 以前はオフラインであったが、現在はオンラインであり、 新のバックアップ
にオフラインのときまでのすべての変更内容が保存されているファイルは、オ
ンラインの期間が指定した日数を超えている場合にかぎり、レポートに含まれ
ます。

INCREMENTAL integer リカバリに必要な増分バックアップのしきい値を指定します（2-217 ページの例

2-109 を参照）。integerで指定した数より多くの増分バックアップがデータファ

イルの完全リカバリに必要な場合、データファイルには新規の全体バックアップが
必要になります。出力の説明は、表 2-30 を参照してください。

注意注意注意注意 : バックアップが存在しないファイルはこのリストに示されていません。それ

らのファイルを表示するには、REPORT NEED BACKUP REDUNDANCYコマンドを発

行します。

RECOVERY WINDOW

OF integer DAYS

指定した日数の期間、リカバリ期間ベースの保存方針を満たすための十分なバック
アップがないデータファイルをレポートします。つまり、SYSDATE - integerの

任意の時点まで Point-in-Time リカバリを行うための十分なバックアップがない

データファイルです。出力の説明は、表 2-31 を参照してください。

REDUNDANCY integer データファイルをバックアップが必要ない範囲にあるとみなすために必要なバック
アップまたはコピーの 小数を指定します。つまり、データファイルのバックアッ
プまたはコピーが integerより少ない場合、このファイルにはバックアップが必

要です。たとえば、 REDUNDANCY 2は、データファイルのバックアップまたはコ

ピーが 2 つ未満の場合は、新しいバックアップが必要であることを意味します。出

力の説明は、表 2-32 を参照してください。

reportObject レポートを生成するオブジェクトを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DATABASE データベースにある全ファイルのバックアップまたはデータファイルのコピーをリ
ストします。

注意注意注意注意 : DATABASE指定から特定の表領域を除外できるように、SKIP TABLESPACE 
tablespace_nameを指定します。

DATAFILE datafileSpec 指定したデータファイルをリストします。Recovery Manager は、指定したデータ

ファイルを少なくとも 1 つ含むバックアップまたはデータファイルのコピーについ

てレポートを作成します。

TABLESPACE  tablespace_name 指定した表領域にあるデータファイルをリストします。Recovery Manager は、指

定した表領域にあるデータファイルを少なくとも 1 つ含むバックアップまたはデー

タファイルのコピーについてレポートを作成します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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atClause
この副次句では、時刻、SCN またはログ順序番号で特定の時点を指定します。AT 句を使用し
て REPORT SCHEMA コマンドを発行するときは、リカバリ・カタログに接続している必要があ
ります。

レポート出力レポート出力レポート出力レポート出力

出力で表示される情報については、次の表を参照してください。

� 表 2-28「データベース・スキーマのレポート」

� 表 2-29「n 日分より多くのアーカイブ・ログがリカバリ用に必要なファイルのレポート」

� 表 2-30「n より多くの増分がリカバリ中に必要なファイルのレポート」

� 表 2-31「n 日のリカバリ期間を満たすようにバックアップを行う必要があるファイルのレ
ポート」

� 表 2-32「n 未満の冗長度のバックアップしかないファイルのレポート」

� 表 2-33「不要なバックアップとコピーのレポート」

� 表 2-34「リカバリ不能操作が原因でバックアップが必要となったファイルのレポート」

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

AT SCN integer SCN を指定します。

AT SEQUENCE integer ログ順序番号を指定します。この整数は、指定したログが 初にオープンされた時
刻を示します。

THREAD integer REDO THREAD番号を指定します。この整数は、スレッドが 初にオープンされた

時刻を示します。

AT TIME 'date_string' 日付を指定します（2-217 ページの例 2-108 を参照）。NLS_LANGおよび

NLS_DATE_FORMAT環境変数で時刻の書式を指定します。

表表表表 2-28 データベース・スキーマのレポートデータベース・スキーマのレポートデータベース・スキーマのレポートデータベース・スキーマのレポート

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File 絶対データファイル番号。

Size(MB) MB 単位のファイル・サイズ。

Tablespace 表領域名。

RB segs データファイル専用。表領域にロールバック・セグメントがある場
合は YES、ない場合は NOです（リカバリ・カタログに接続されてい

る場合のみ）。Recovery Manager をカタログに接続していない場合、

***が表示されます。

Datafile Name 永続データファイル専用。データファイルのファイル名。

Maxsize(MB) 一時ファイル専用。一時ファイルの 大サイズ。

Tempfile Name 一時ファイル専用。一時ファイルのファイル名。

表表表表 2-29 n 日分より多くのアーカイブ・ログがリカバリ用に必要なファイルのレポート日分より多くのアーカイブ・ログがリカバリ用に必要なファイルのレポート日分より多くのアーカイブ・ログがリカバリ用に必要なファイルのレポート日分より多くのアーカイブ・ログがリカバリ用に必要なファイルのレポート

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File n 日分より多くのアーカイブ REDO ログがリカバリ用に必要である

データファイルの絶対ファイル番号。

Days リカバリ用に必要なアーカイブ REDO データの日数。

Name データファイルの名前。
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表表表表 2-30 n より多くの増分がリカバリ中に必要なファイルのレポートより多くの増分がリカバリ中に必要なファイルのレポートより多くの増分がリカバリ中に必要なファイルのレポートより多くの増分がリカバリ中に必要なファイルのレポート

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File n より多くの増分が完全リカバリのために必要なデータファイルの絶

対ファイル番号。

Incrementals 完全リカバリのために必要な増分バックアップの数。

Name データファイルの名前。

表表表表 2-31 n 日のリカバリ期間を満たすようにバックアップを行う必要があるファイルのレポート日のリカバリ期間を満たすようにバックアップを行う必要があるファイルのレポート日のリカバリ期間を満たすようにバックアップを行う必要があるファイルのレポート日のリカバリ期間を満たすようにバックアップを行う必要があるファイルのレポート

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File n 日のリカバリ期間を満たすようにバックアップを行う必要がある

データファイルの絶対ファイル番号。

Days 完全リカバリのために必要な日数。

Name バックアップが必要なデータファイルの名前。

表表表表 2-32 n 未満の冗長度のバックアップしかないファイルのレポート未満の冗長度のバックアップしかないファイルのレポート未満の冗長度のバックアップしかないファイルのレポート未満の冗長度のバックアップしかないファイルのレポート

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File 冗長度 n 未満のバックアップしかないデータファイルの絶対データ

ファイル番号。

#bkps このファイルに対して存在しているバックアップの数。

Name ファイルの名前。

表表表表 2-33 不要なバックアップとコピーのレポート不要なバックアップとコピーのレポート不要なバックアップとコピーのレポート不要なバックアップとコピーのレポート

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Type オブジェクトがバックアップ・セットか、バックアップ・ピースか、
プロキシ・コピーかまたはデータファイルのコピーかの区分。

Key ターゲット・データベースの制御ファイルでこのバックアップを識
別する一意のキー。

Completion Time バックアップまたはコピーを取った時刻。

Filename/handle バックアップまたはデータファイルのコピーのファイル名またはメ
ディア・ハンドル。

表表表表 2-34 リカバリ不能操作が原因でバックアップが必要となったファイルのレポートリカバリ不能操作が原因でバックアップが必要となったファイルのレポートリカバリ不能操作が原因でバックアップが必要となったファイルのレポートリカバリ不能操作が原因でバックアップが必要となったファイルのレポート

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File リカバリ不能操作のために新しいバックアップが必要となったデー
タファイルの絶対番号。

Type Of Backup 
Required

FULLまたは INCREMENTAL。このファイルの全データのリカバリ能

力を保証するために必要なバックアップのタイプによって決まりま
す。FULLの場合は、全体バックアップ、レベル 0 のバックアップま

たはデータファイルのコピーを作成します。INCREMENTALの場合

は、全体または増分バックアップです。

Name データファイルの名前。
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例例例例

例例例例 2-108 データベース・スキーマのレポートデータベース・スキーマのレポートデータベース・スキーマのレポートデータベース・スキーマのレポート

リカバリ・カタログが必要なこの例では、20 分前のすべてのデータファイルの名前と表領域を
レポートします。

RMAN> REPORT SCHEMA AT TIME 'sysdate-20/1440';

Report of database schema for database with db_unique_name PROD
 
List of Permanent Datafiles
===========================
File Size(MB) Tablespace           RB segs Datafile Name
---- -------- -------------------- ------- ------------------------
1    450      SYSTEM               YES     /disk1/oradata/prod/system01.dbf
2    197      SYSAUX               YES     /disk1/oradata/prod/sysaux01.dbf
3    20       UNDOTBS              YES     /disk1/oradata/prod/undotbs01.dbf
4    10       CWMLITE              YES     /disk1/oradata/prod/cwmlite01.dbf
5    10       DRSYS                YES     /disk1/oradata/prod/drsys01.dbf
6    10       EXAMPLE              YES     /disk1/oradata/prod/example01.dbf
7    10       INDX                 YES     /disk1/oradata/prod/indx01.dbf
8    10       TOOLS                YES     /disk1/oradata/prod/tools01.dbf
9    10       USERS                YES     /disk1/oradata/prod/users01.dbf
 
List of Temporary Files
=======================
File Size(MB) Tablespace           Maxsize(MB) Tempfile Name
---- -------- -------------------- ----------- --------------------
1    40       TEMP                 32767       /disk1/oradata/prod/temp01.dbf

例例例例 2-109 増分バックアップが必要なデータファイルのレポート増分バックアップが必要なデータファイルのレポート増分バックアップが必要なデータファイルのレポート増分バックアップが必要なデータファイルのレポート

この例では、データベース内のデータファイルのうち、現行の状態にリカバリするために 1 つ
以上の増分バックアップの適用が必要なすべてのデータファイルをレポートします。

RMAN> REPORT NEED BACKUP INCREMENTAL 1;
 
Report of files that need more than 1 incrementals during recovery
File Incrementals Name
---- ------------ ----------------------------------------------
1    2            /disk1/oradata/prod/system01.dbf
2    2            /disk1/oradata/prod/sysaux01.dbf
3    2            /disk1/oradata/prod/undotbs01.dbf
4    2            /disk1/oradata/prod/cwmlite01.dbf
5    2            /disk1/oradata/prod/drsys01.dbf
6    2            /disk1/oradata/prod/example01.dbf
7    2            /disk1/oradata/prod/indx01.dbf
9    2            /disk1/oradata/prod/users01.dbf

例例例例 2-110 不要なバックアップとコピーのレポート不要なバックアップとコピーのレポート不要なバックアップとコピーのレポート不要なバックアップとコピーのレポート

次の例では、現在の保存方針に従って冗長とみなされる不要なバックアップとコピーをレポー
トします。保存方針は冗長度 1 に設定されています。

RMAN> REPORT OBSOLETE;

RMAN retention policy will be applied to the command
RMAN retention policy is set to redundancy 1
Report of obsolete backups and copies
Type                 Key    Completion Time    Filename/Handle
-------------------- ------ ------------------ --------------------
Archive Log          1022   19-FEB-07          /disk1/prod/arch/archive1_59_614712405.dbf
Archive Log          1023   19-FEB-07          /disk1/prod/arch/archive1_61_614712405.dbf
Archive Log          1024   19-FEB-07          /disk1/prod/arch/archive1_60_614712405.dbf
Archive Log          1025   19-FEB-07          /disk1/prod/arch/archive1_55_614712405.dbf
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Backup Set           1032   19-FEB-07
  Backup Piece       1050   19-FEB-07         
 /disk2/PROD/backupset/2007_02_19/o1_mf_nnndf_TAG20070216T173839_2xnpmp0l_.bkp
Datafile Copy        1073   19-FEB-07         
 /disk2/PROD/datafile/o1_mf_system_2xmz5l5m_.dbf
Backup Set           1035   19-FEB-07
  Backup Piece       1053   19-FEB-07         
 /disk2/PROD/backupset/2007_02_19/o1_mf_nnndf_TAG20070219T111434_2xnpozym_.bkp
Datafile Copy        1074   19-FEB-07         
 /disk2/PROD/datafile/o1_mf_sysaux_2xmz6zdg_.dbf
Datafile Copy        1075   19-FEB-07         
 /disk2/PROD/datafile/o1_mf_undotbs_2xmz7rof_.dbf
Datafile Copy        1076   19-FEB-07         
 /disk2/PROD/datafile/o1_mf_cwmlite_2xmz7vrg_.dbf
Datafile Copy        1077   19-FEB-07          /disk2/PROD/datafile/o1_mf_drsys_2xmz7wyc_.dbf
Datafile Copy        1078   19-FEB-07         
 /disk2/PROD/datafile/o1_mf_example_2xmz7y5s_.dbf
Datafile Copy        1079   19-FEB-07          /disk2/PROD/datafile/o1_mf_indx_2xmz81jg_.dbf
Datafile Copy        1081   19-FEB-07          /disk2/PROD/datafile/o1_mf_users_2xmz85vo_.dbf
Datafile Copy        1777   20-FEB-07          /disk2/users01.dbf
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RESET DATABASE

用途用途用途用途

RESET DATABASE TO INCARNATIONコマンドを使用すると、Recovery Manager リポジトリ
のターゲット・データベースのインカネーションを以前のデータベース・インカネーションに
再設定できます。このコマンドは次のような状況でのみ使用する必要があります。

� RESTOREまたは RECOVERを使用して、データベースを現行の RESETLOGSタイムスタンプ
より前の SCN に戻す場合。

� FLASHBACK DATABASEを使用して、データベースを孤立したデータベース・インカネー
ションに戻す場合。

前提条件前提条件前提条件前提条件

RESET DATABASE TO INCARNATIONは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。
Recovery Manager は、ターゲット・データベースに接続している必要があります。

Recovery Manager が NOCATALOGモードで実行されている場合は、ターゲット・データベース
をマウントする必要があります。マウントされる制御ファイルには、指定したデータベース・
インカネーションのレコードが含まれている必要があります。

Recovery Manager が CATALOGモードで実行されている場合は、ターゲット・データベースの
マウントまたはアンマウントが可能です。データベースをマウントする場合は、指定したデー
タベース・インカネーションのレコードが制御ファイルに含まれている必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager を NOCATALOGモードで使用すると、RESET DATABASE TO 
INCARNATIONコマンドは Recovery Manager セッション全体で永続的になります。

構文構文構文構文

reset::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : RESET DATABASEコマンドを使用する必要のある状況につい
ては、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

primary_key 現行のインカネーションを、データベース・インカネーションの DBINCレコード

の主キーで指定した現行以外のインカネーションに変更します。インカネーショ
ン・キーは、REDO ストリームを一意にタグ付けしたり、識別するために使用しま

す。

可能なキー値を取得するには、LIST INCARNATION OF DATABASEを実行します。

RESET DATABASE TO INCARNATIONを発行した後は、FLASHBACK DATABASE、
RESTORE、RECOVERなどの Recovery Manager コマンドを実行できます。

RESET DATABASE TO INCARNATION primaryKey ;
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例例例例

例例例例 2-111 NOCATALOG モードでの以前のインカネーションへのモードでの以前のインカネーションへのモードでの以前のインカネーションへのモードでの以前のインカネーションへの Recovery Manager の再設定の再設定の再設定の再設定

NOCATALOGモードでは、リカバリするインカネーションに関する情報が含まれている制御ファ
イルをマウントする必要があります。次の使用例では、データベース trgtの破棄されたイン
カネーションにデータベースを再設定し、不完全リカバリを実行します。

CONNECT TARGET / NOCATALOG

# step 1: start and mount a control file that knows about the incarnation to which
# you want to return. if the current control file does not know about it, then
# you must restore an older control file
STARTUP NOMOUNT;
RESTORE CONTROLFILE UNTIL TIME 'SYSDATE-250';
ALTER DATABASE MOUNT;

# step 2: obtain the primary key of old incarnation
LIST INCARNATION OF DATABASE trgt;

List of Database Incarnations
DB Key  Inc Key DB Name  DB ID            STATUS   Reset SCN  Reset Time
------- ------- -------- -------------    -------  ---------- ----------
1       2       TRGT     1334358386       PARENT   154381     OCT 30 2007 16:02:12
1       116     TRGT     1334358386       CURRENT  154877     OCT 30 2007 16:37:39

# step 3: in this example, reset database to incarnation key 2
RESET DATABASE TO INCARNATION 2;

# step 4: restore and recover the database to a point before the RESETLOGS
RESTORE DATABASE UNTIL SCN 154876;
RECOVER DATABASE UNTIL SCN 154876;

# step 5: make this incarnation the current incarnation and then list incarnations:
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;
LIST INCARNATION OF DATABASE trgt;

List of Database Incarnations
DB Key  Inc Key DB Name  DB ID            STATUS  Reset SCN  Reset Time
------- ------- -------- ---------------- ------- ---------- ----------
1       2       TRGT     1334358386       PARENT  154381     OCT 30 2007 16:02:12
1       116     TRGT     1334358386       PARENT  154877     OCT 30 2007 16:37:39
1       311     TRGT     1334358386       CURRENT 154877     AUG 13 2007 17:17:03
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RESTORE

用途用途用途用途

RESTOREコマンドを使用すると、Recovery Manager バックアップのリストア、検証またはプ
レビューを実行できます。通常、バックアップのリストアは、メディア障害によって現行の
データファイル、制御ファイルまたはアーカイブ REDO ログが破損したとき、あるいは
Point-in-Time リカバリの実行前に行います。

前提条件前提条件前提条件前提条件

データファイルを現行の位置にリストアするには、リストアする表領域またはデータファイル
をオフラインにしてデータベースを起動、マウントまたはオープンする必要があります。

Data Guard 環境で Recovery Manager を使用する場合は、Recovery Manager がリカバリ・カ
タログに接続されている必要があります。

本番データベースの試行リストアを実行する場合は、テスト環境でデータベースのリストアを
行う前に、次のいずれかの操作を実行します。

� 本番データベースが使用しているリカバリ領域とは物理的に異なるフラッシュ・リカバリ
領域をテスト・データベースで使用する場合は、テスト・データベース・インスタンスの
DB_RECOVERY_FILE_DESTを新しい場所に設定します。

� 本番データベースが使用するリカバリ領域と物理的に同じフラッシュ・リカバリ領域をテ
スト・データベースで使用する場合は、テスト・データベース・インスタンスの
DB_UNIQUE_NAMEを本番データベースとは違う名前に設定します。

前述の操作をどちらも実行しないと、Recovery Manager では、本番データベースをリストアし
ていると判断し、フラッシュ・リカバリ領域のフラッシュバック・ログを使用不可能とみなし
て削除します。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

RESTOREコマンドは、全体バックアップ、レベル 0 の増分バックアップまたはイメージ・コ
ピーをリストアします。ファイルのリストア先は、そのファイルのデフォルトの位置または別
の位置です。

デフォルトでは、Recovery Manager が読取り専用データファイルをチェックし、それが存在し
ていること、読取り可能であること、および適切なチェックポイントがあることを確認します。
これらの条件が満たされない場合、Recovery Manager はファイルをリストアします。すべての
条件が満たされている場合、Recovery Manager はファイルをリストアしません。

バックアップの選択バックアップの選択バックアップの選択バックアップの選択

デフォルトでは、RESTOREは 新のバックアップ・セットまたはファイル・コピーを使用しま
す。つまり、 小のメディア・リカバリで済むファイル・コピーまたはバックアップ・セット
を使用します。Recovery Manager は、RESTOREコマンドで割り当てたチャネルと同じタイプ
のチャネルで作成したバックアップのみをリストアします。たとえば、あるデータファイルの
バックアップを DISKチャネルと sbtチャネルに作成し、RESTOREコマンドには DISKチャネ
ルのみを割り当てた場合、Recovery Manager は sbtのバックアップをリストアしません。
チャネルを手動で割り当てない場合、Recovery Manager は、DEVICE TYPE オプションによる
制限に従って、必要とする可能性があるすべての自動チャネルを割り当てます。

Oracle RAC 構成では、バックアップ、制御ファイルのコピーおよびデータファイルのコピー
は、テープ上またはローカル・ファイル・システム上でファイルを読み込めるチャネルから自
動的にリストアされます。たとえば、inst1に接続している ch1はテープ・ドライブからログ
1000 を読み取ることができても、inst2に接続しているチャネル ch2がテープ・ドライブか
ら同じログを読み取ることができない場合、ch1がログのリストアをできないため、ch2がこ
のログをリストアします。チャネルが別の PARMS設定または CONNECT設定を使用している場
合は、自動位置検索が自動的に使用可能になります。
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データファイル名がシンボリック・リンクの場合、制御ファイルにはリンク・ファイルのファ
イル名が格納されますが、Recovery Manager は、リンク・ファイルが指すデータファイルで
I/O を実行します。ただし、リンク・ファイルが消失し、 初にシンボリック・リンクを再作
成せずにデータファイルをリストアすると、Recovery Manager は、リンク・ファイルが示す位
置ではなく、リンク・ファイルの位置にデータファイルをリストアします。

暗号化されたバックアップ・セットを使用したリストア操作暗号化されたバックアップ・セットを使用したリストア操作暗号化されたバックアップ・セットを使用したリストア操作暗号化されたバックアップ・セットを使用したリストア操作

2-20 ページの「バックアップ・セットの暗号化」で説明したとおり、リストア操作中の
Recovery Manager による暗号化されたバックアップ・セットの処理方法は、バックアップが作
成された暗号化モードによって異なります。CONFIGUREおよび SETを使用すると、Recovery 
Manager によるデータベース・バックアップの暗号化設定を管理できます。次のリストアに関
する考慮事項に注意してください。

� 透過モードで暗号化されたバックアップの場合、必要なパスワードは、データベースの
Wallet で使用可能である必要があります。バックアップ作成時に使用したウォレットは、
リストア時にオープンして使用可能にする必要があります。SET DECRYPTIONは必要あり
ません。

� パスワード・モードで暗号化されたバックアップの場合、必要なパスワードは、SET 
DECRYPTIONを使用して指定する必要があります。

� デュアル・モードで暗号化されたバックアップの場合、必要なパスワードは、データベー
スのウォレットで使用可能であるか、または SET DECRYPTIONを使用して指定する必要が
あります。

リストア・フェイルオーバーリストア・フェイルオーバーリストア・フェイルオーバーリストア・フェイルオーバー

バックアップ・ピース、イメージ・コピーまたはプロキシ・コピーにアクセスできないか、ま
たはブロックが破損している場合、Recovery Manager によってリストア・フェイルオーバーが
実行されます。RESTOREコマンドは、バックアップまたはイメージ・コピーの使用可能な別の
コピーを同じデバイスと他のデバイスで自動的に検索します。使用可能なコピーが存在しない
場合は、Recovery Manager によって以前のバックアップが検索されます。適切なコピーが見つ
かるまで、使用可能な以前のバックアップの検索は続行されます。Recovery Manager は、必要
に応じて、以前のデータベース・インカネーションから適用可能なバックアップを使用します。

リストアしているデータファイルに使用できるバックアップがない場合は、Recovery Manager
によって、作成 SCN としてチェックポイントの変更が指定されている空のデータファイルが作
成されます。リカバリ時は、データファイルの作成時までさかのぼってすべてのアーカイブ
REDO ログがリストアされます。また、データファイルの履歴内のすべての変更が再適用され、
内容が再作成されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リストア・フェイルオーバーの詳細は、『Oracle Database
バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : Wallet ベースの暗号化は、パスワードが含まれないため、パス
ワード・ベースの暗号化よりも安全です。パスワード・ベースの暗号化
は、バックアップをトランスポータブルにする必要があるため、必要な場
合のみ使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-20 ページの「バックアップ・セットの暗号化」または
『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を
参照してください。
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リストアされたデータファイルの場所リストアされたデータファイルの場所リストアされたデータファイルの場所リストアされたデータファイルの場所

データファイルをデフォルトの場所にリストアすると、Recovery Manager によって同じファイ
ル名を持つファイルが上書きされます。データファイルが適切な場所にあり、そのヘッダーに
必要なデータが含まれている場合、デフォルトでは、Recovery Manager によってそのデータ
ファイルがリストアされません。Recovery Manager では、データファイル本体の破損ブロック
をスキャンしません。

デフォルトのファイル名を使用できないことが Recovery Manager で確認された場合（たとえ
ば、ファイルが Oracle 管理ファイルであるか、または自動ストレージ管理ディスク・グループ
に存在する場合）には、Recovery Manager によって同じ場所またはディスク・グループに新し
いファイルの作成が試行されます。

ファイルをデフォルト以外の場所にリストアするには、SET NEWNAME コマンドを使用して、リ
ストア対象ファイルの名前を変更してから、SWITCHコマンドでそのファイルを現行のファイ
ルにします（2-234 ページの例 2-113 を参照）。SWITCHコマンドを発行しなければ、Recovery 
Manager は、リストアされたファイルを有効なコピーとみなし、将来のリストア処理で使用し
ます。表 2-35 に、SET NEWNAMEおよび SWITCHコマンドと併用した RESTOREの動作について
説明します。

一時ファイルがバックアップされず、一時ファイル用の REDO も生成されないため、Recovery 
Manager では一時ファイルのリストアまたはリカバリは行われません。Recovery Manager に
よる一時ファイル名の追跡は、必要に応じて一時ファイルを自動的に再作成するためにのみ実
行されています。

制御ファイルのリストア時における制御ファイルのリストア時における制御ファイルのリストア時における制御ファイルのリストア時における Recovery Manager の動作の動作の動作の動作

制御ファイルのリストア時における Recovery Manager の動作は、様々な要素によって決まり
ます。表 2-36 に、これらの要素を示します。自動バックアップのリストアに必要なコマンドお
よびオプションについては、表 2-37 を参照してください。

表表表表 2-35 SET NEWNAME、、、、SWITCH およびおよびおよびおよび RESTORE

SET NEWNAME
の実行の実行の実行の実行

SWITCH のののの
実行実行実行実行 RESTORE の動作の動作の動作の動作

実行しない N/A Recovery Manager は、ファイルを現行のパス名にリストアし

ます。

実行する 実行する Recovery Manager は、SET NEWNAMEで指定されたパス名に

ファイルをリストアします。Recovery Manager は、制御ファ

イルの現行のデータファイルの名前をリストアされたファイ
ルの名前で置き換えます。古い名前を持つデータファイルを
データファイルのコピーとして記録します。

実行する 実行しない Recovery Manager は、SET NEWNAMEで指定されたパス名に

ファイルをリストアします。Recovery Manager では、制御

ファイルの現行データファイルの名前が更新されません。リ
ストアされたファイルは、Recovery Manager リポジトリに

データファイルのコピーとしてリストされます。
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Data Guard 環境で Recovery Manager を使用すると、Recovery Manager は、プライマリ制御
ファイルからスタンバイ制御ファイルへの変換およびスタンバイ制御ファイルからプライマリ
制御ファイルへの変換を透過的に行います。また、RESTOREおよび RECOVERを発行すると、
データファイル、オンライン REDO ログ、スタンバイ REDO ログおよび一時ファイルのファ
イル名を自動的に更新します。2-21 ページの「Data Guard 環境での Recovery Manager のバッ
クアップ」で説明するとおり、リカバリ・カタログには、常に各データベースのバックアッ
プ・ファイル名に関する正しい情報が含まれています。

制御ファイルおよびサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップ・オプション制御ファイルおよびサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップ・オプション制御ファイルおよびサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップ・オプション制御ファイルおよびサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップ・オプション

自動バックアップをリストアする場合、使用するコマンドおよびオプションは、自動バック
アップのタイプ（制御ファイルまたはサーバー・パラメータ・ファイル）と場所（フラッ
シュ・リカバリ領域の内部または外部）によって決まります。表 2-37 に、これらのオプション
を示します。

表表表表 2-36 RESTORE CONTROLFILE の使用例の使用例の使用例の使用例

Recovery 
Manager の接続の接続の接続の接続

RESTORE 
CONTROLFILE;

RESTORE 
CONTROLFILE FROM 
AUTOBACKUP;

RESTORE 
CONTROLFILE ... TO 
'filename';

RESTORE CONTROLFILE 
... FROM 'media_handle'
またはまたはまたはまたは TAG 'user_tag';

カタログなし、
ターゲット・デー
タベースは
NOMOUNT状態で

起動済

エラー。FROM 
AUTOBACKUPを指定する

必要があります。

CONTROL_FILESの場

所にリストアします。
必要なコマンドおよび
オプションについては、
表 2-37 を参照してくだ

さい。

FROM AUTOBACKUPを

指定する必要がありま
す。filenameにのみ

リストアします。

初に SET DBIDを実行し

ます。指定したファイルか
らリストアします（TAGか

らはリストアできません）。
TO 'filename' を使用しな

い場合は、すべての
CONTROL_FILESの場所に

リストアします。

カタログなし、
ターゲット・デー
タベースはマウン
ト済またはオープ
ン状態

エラー。TO 'filename'
を使用する必要がありま
す。この場合、
filenameは

CONTROL_FILESリスト

にないファイルです。

エラー。TO 
'filename' を使用する

必要があります。この
場合、filenameは

CONTROL_FILESリス

トにないファイルです。

filenameにのみリス

トアします。この場
合、filenameは

CONTROL_FILESリス

トにないファイルで
す。

指定したファイルからリス
トアします。TO 
'filename' を使用しない場

合は、すべての
CONTROL_FILESの場所に

リストアします。

カタログあり、
ターゲット・デー
タベースは
NOMOUNT状態で

起動済

CONTROL_FILESの場所

にリストアします。
DB_NAMEがカタログ内

で一意でない場合のみ、
SET DBIDを実行します。

テスト用のリカバリ・
カタログでのみ使用し
ます。

filenameにのみリス

トアします。この場
合、filenameは

CONTROL_FILESリス

トにないファイルで
す。

指定したファイルからリス
トアします。TO 
'filename' を使用しない場

合は、すべての
CONTROL_FILESの場所に

リストアします。

カタログあり、
ターゲット・デー
タベースはマウン
ト済またはオープ
ン状態

エラー。TO 'filename'
を使用する必要がありま
す。この場合、
filenameは

CONTROL_FILESリスト

にないファイルです。

リカバリ・カタログで
は使用しません。

filenameにのみリス

トアします。この場
合、filenameは

CONTROL_FILESリス

トにないファイルで
す。

Recovery Manager によりエ

ラー RMAN-06496が発行さ

れます。かわりに、TO 
'filename' を使用します。
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構文構文構文構文

restore::=

（restoreObject::=（2-226 ページ）、restoreSpecOperand::=（2-226 ページ）、
deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、untilClause::=（3-38 ページ））

表表表表 2-37 RESTORE ... FROM AUTOBACKUP

リストア・リストア・リストア・リストア・
オブジェオブジェオブジェオブジェ
クトクトクトクト

自動バックアップ自動バックアップ自動バックアップ自動バックアップ
の場所の場所の場所の場所

SET DBID のののの
実行実行実行実行

RESTORE へのへのへのへの
RECOVERY AREA
の指定の指定の指定の指定

RESTORE へのへのへのへの
DB_NAME またはまたはまたはまたは
DB_UNIQUE_NAME
の指定の指定の指定の指定

SET CONTROLFILE 
AUTOBACKUP FORMAT
の実行の実行の実行の実行

SPFILE リカバリ領域 実行しない 実行する 実行する 実行しない

SPFILE リカバリ領域外 実行する 実行しない 実行しない 自動バックアップがデ
フォルトの場所にない場
合のみ

制御ファ
イル

リカバリ領域 実行しない 自動バックアップ
が現行以外のリカ
バリ領域内にある
場合のみ

自動バックアップが現
行以外のリカバリ領域
内にあり、また現行以
外の
DB_UNIQUE_NAMEを

使用している場合のみ

実行しない

制御ファ
イル

リカバリ領域外 実行する 実行しない 実行しない 自動バックアップがデ
フォルトの場所にない場
合のみ

RESTORE
(

restoreObject
restoreSpecOperand )

CHANNEL
’

channel_id
’

CHECK LOGICAL

DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

FORCE

FROM
BACKUPSET

DATAFILECOPY

FROM TAG
’

tag_name
’

PREVIEW

RECALL

SUMMARY

SKIP READONLY

TO RESTORE POINT restore_point_name

untilClause

VALIDATE
HEADER

;

Recovery Manager コマンド 2-225



RESTORE
restoreObject::=

（archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、datafileSpec::=（3-14 ページ））

restoreSpecOperand::=

autoBackupOptList::=

archivelogRecordSpecifier

CONTROLFILE
TO ’ filename ’

DATABASE
SKIP

FOREVER
TABLESPACE

’
tablespace_name

’

,

DATAFILE datafileSpec

,

PRIMARY CONTROLFILE
TO ’ filename ’

SPFILE
TO

PFILE
’ filename ’ FOR DB_UNIQUE_NAME

’
db_unique_name

’

STANDBY CONTROLFILE
TO ’ filename ’

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

CHANNEL
’

channel_id
’

FROM
AUTOBACKUP

autoBackupOptList

’ media_handle ’

FROM TAG
’

tag_name
’

DB_NAME
’

database_name
’

MAXDAYS

MAXSEQ
integer

RECOVERY AREA

DB_RECOVERY_FILE_DEST
quoted_string

DB_NAME
’

database_name
’

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

restore
この句を使用すると、リストアするファイルを選択し、リストア操作の動作を制御するパラ
メータを指定できます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

restoreObject リストアするファイルを指定します。

restoreSpecOperand restoreObject句に対するオプションを指定します。

CHANNEL channel_id restoreSpecOperand句を参照してください。

CHECK LOGICAL 物理的な破損チェックを通過したデータ・ブロックと索引ブロックについて、論理
的な破損がないかどうかをテストします。たとえば、行ピースまたは索引エントリ
の破損がないかどうかを調べます。Recovery Manager は論理的な破損を見つける

と、アラート・ログとサーバー・セッション・トレース・ファイルにそのブロック
のログを書き込みます。

あるファイルで検出された物理的な破損と論理的な破損の合計数が SET 
MAXCORRUPTの設定値以下の場合、Recovery Manager のコマンドは完了し、破損

ブロック範囲が V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに移入されます。

MAXCORRUPTを超えている場合、コマンドはビューへの移入を行わずに終了しま

す。

バックアップ・データファイルのリストア時には、DB_BLOCK_CHECKSUM初期化パ

ラメータの設定が考慮されます。DB_BLOCK_CHECKSUMが falseに設定されてい

る場合は、チェックサムが消去されます。typicalに設定されている場合は、バッ

クアップからリストアしてデータファイルに書き込む際に、チェックサムが検証さ
れます。初期化パラメータ DB_BLOCK_CHECKSUM=typicalを設定し、

MAXCORRUPTを設定していない場合に CHECK LOGICALを指定すると、検出可能な

すべてのタイプの破損が検出されます。

注意注意注意注意 : MAXCORRUPTの設定値によって、ファイルに許容される物理的および論理的

な破損の合計数が指定されます。

DEVICE TYPE 
deviceSpecifier

指定したデバイス・タイプ専用の自動チャネルを割り当てます。たとえば、自動
ディスクおよびテープ・チャネルを構成して RESTORE...DEVICE TYPE DISKを発

行すると、Recovery Manager ではディスク・チャネルのみが割り当てられます。

DEVICE TYPEオプションを指定する前に、CONFIGUREコマンドを使用してデバイ

ス・タイプを構成する必要があります（事前構成される DISK以外）。

注意注意注意注意 : RUNブロック内でチャネルを手動で割り当ててから、 DEVICE TYPE句を使

用して RESTOREを実行することはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

FORCE 再起動可能なリストア機能をオーバーライドし、リストアが必要かどうかに関係な
くすべてのファイルをリストアします。FORCEを指定しなければ、ヘッダー情報が

制御ファイル内の情報と一致しない場合にのみ、Recovery Manager はファイルを

リストアします。

FROM BACKUPSET Recovery Manager がバックアップ・セットからのみリストアを行うように指定し

ます。デフォルトでは、RESTOREは 小のメディア・リカバリで済むファイル・コ

ピーまたはバックアップ・セットを使用します。

FROM BACKUPSETオプションを使用する場合は、リストアが必要となるバック

アップ・セット用に、適切なタイプのストレージ・デバイスのチャネルを割り当て
る必要があります。たとえば、必要なバックアップがテープでのみ使用可能で、
sbtチャネルが割り当てられていない場合、Recovery Manager でリストア候補の

バックアップ・セットを検出できないため、RESTOREコマンドは正常に実行されま

せん。
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FROM DATAFILECOPY Recovery Manager がデータファイルのコピーのみをリストアするように指定しま

す。デフォルトでは、RESTOREは 小のメディア・リカバリで済むファイル・コ

ピーまたはバックアップ・セットを使用します。FROM DATAFILECOPYオプション

を使用する場合、割当て済のチャネルは DEVICE TYPE DISKタイプである必要が

あります。

FROM TAG tag_name restoreSpecOperand句を参照してください。

PREVIEW Recovery Manager が指定した時刻のリストアおよびリカバリに使用できるバック

アップとアーカイブ REDO ログをレポートします（リストアは行いません）。

Recovery Manager ではメタデータの問合せを実行しますが、実際のバックアップ・

ファイルの読取りは行いません。

RESTORE ... PREVIEWの出力は、LIST BACKUPの出力と同じ形式です（2-236
ページの例 2-118 を参照）。

いくつかのメディア・マネージャによって、オフサイトのバックアップを示すス
テータス情報が Recovery Manager に提供されます。オフサイトのバックアップは、

安全なストレージ設備などのリモートの場所に格納されるため、メディアを入手し
ないと使用できません。

オフサイトのバックアップは、バックアップをリストアする前にメディアをスト
レージから入手する必要があるにもかかわらず、Recovery Manager リポジトリで

は AVAILABLEとマークされます。Recovery Manager がオフサイトのバックアッ

プをリストアしようとすると、リストア操作は失敗します。RESTORE ... 
PREVIEWは、入手する必要があるメディアに格納されている、RESTORE操作に必

要なバックアップを識別できます。出力には、バックアップがオフサイトで格納さ
れているかどうかが示されます。

必要なバックアップがオフサイトで格納されているのに、メディア・マネージャで
オフサイトのバックアップを使用できない場合は、次のオプションを使用できま
す。

� CHANGE  ... UNAVAILABLEを使用して、オフサイトにある必要なバック

アップを Recovery Manager が選択できないようにし、RESTORE ... 
PREVIEW操作を再試行して、Recovery Manager がオフサイトの別のバック

アップを選択するかどうかを確認します。Recovery Manager がオフサイトの

バックアップを選択しない場合は、リストア操作を実行できます。

� RECALLオプションを指定して、RESTORE ... PREVIEWを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-161 ページの「LIST」（特に、BACKUPSおよび SUMMARYオプション

と、RECOVER ... VALIDATE HEADERコマンド）を参照してください。

RECALL 指定したリストア操作に必要なバックアップ・メディアをオフサイトのストレージ
から入手するようにメディア・マネージャに指示します（2-236 ページの例 2-119 を

参照）。

注意注意注意注意 : このオプションが有効になるのは、メディア・マネージャでこの機能がサ

ポートされている場合のみです。RESTORE ... PREVIEWを定期的に使用すると、

必要なバックアップがローカルに格納されているかどうかを再度監視できます。

SUMMARY Recovery Manager によってリストアされるバックアップのサマリーを示します。

この出力は、LIST BACKUPS ... SUMMARYコマンドの出力と同じ形式です。

SKIP READONLY 読取り専用ファイルはリストアしません。

TO RESTORE POINT 
restore_point_name

リストア・ポイントを作成した時点の SCN を上限として、リストア・ポイントを

指定します。指定した値は含まれます。上限値が含まれるため、Recovery Manager
は、リストア・ポイントに対応する SCN までファイルをリストアできるファイル

のみを選択します。

untilClause 選択範囲を、指定した時刻、SCN またはログ順序番号までの Point-in-Time リカバ

リに適したバックアップ・セットまたはファイル・コピーに制限します。

他の基準がない場合、Recovery Manager は、リストアする 新のファイル・コ

ピーまたはバックアップ・セットを選択します。UNTIL句で指定した時点は、現行

のデータベース・インカネーション内である必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-38 ページの「untilClause」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
2-228 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



RESTORE
restoreObject
この副次句は、リストアされるオブジェクト（制御ファイル、データファイル、アーカイブ
REDO ログまたはサーバー・パラメータ・ファイル）を指定します。Recovery Manager では、
チェンジ・トラッキング・ファイルのバックアップおよびリカバリはサポートされていません。
チェンジ・トラッキング・ファイルは、Recovery Manager によってデータベースのリストアお
よびリカバリ後に再作成されます。リカバリ後の次回の増分バックアップでは、このチェン
ジ・トラッキング・ファイルが使用されます。したがって、リストアおよびリカバリによる
チェンジ・トラッキングへの影響は、ユーザーからは管理できません。

VALIDATE Recovery Manager で、リストアが必要なバックアップ・セット、データファイル

のコピーおよびアーカイブ REDO ログ・ファイルを決定してから、これらを検証す

るように指定します（2-237 ページの例 2-120 を参照）。ファイルはリストアされま

せん。

ディスクとテープ両方のファイルについては、Recovery Manager がバックアップ・

ピースまたはイメージ・コピー内のすべてのブロックを読み取ります。Recovery 
Manager は、オフサイト・バックアップも検証します。Recovery Manage での検証

は実際のリストア操作と同じですが、出力ファイルの書き出しは実行しません。

注意注意注意注意 : VALIDATEオプションを指定して RESTOREを使用すると、データファイル

をオンラインにした状態でデータベースをオープンできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-287 ページの「VALIDATE」を参照してください。

HEADER Recovery Manager が指定した時刻のリストアに使用できるバックアップをレポー

トして検証します（リストアは行いません）。

このオプションを指定すると、Recovery Manager は、PREVIEWオプションを指定

して RESTOREを実行した場合と同じ機能を実行します。ただし、Recovery 
Manager は、リストアおよびリカバリに必要なファイルのリストに加えて、バック

アップ・ファイルのヘッダーを検証し、ファイルがディスク上にあるか、または
Recovery Manager リポジトリのメタデータに対応するメディア管理カタログにあ

るかを判別します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : RESTORE PREVIEWオプションおよび RECOVER ... VALIDATE 
HEADERオプションの説明を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

archivelogRecordSpecifier アーカイブ REDO ログの指定範囲をリストアします。

デフォルトのリストアの場所は、DB_RECOVERY_FILE_DESTです

（LOG_ARCHIVE_DEST_nのいずれかが、暗黙的または明示的に

USE_DB_RECOVERY_FILE_DESTに構成されている場合）。それ以外の場合、デ

フォルトのリストア・ファイル名は、ターゲット・データベースの
LOG_ARCHIVE_FORMATおよび LOG_ARCHIVE_DEST_1初期化パラメータで構成

されます。これらのパラメータをポート固有の方法で組合せて、リストアされたロ
グの名前を導出します。デフォルトの場所は、SET ARCHIVELOG DESTINATION
コマンドでオーバーライドできます。

RECOVERコマンドでは必要に応じてアーカイブ REDO ログが自動的にリストアさ

れるため、手動によるリストアが必要になることはほとんどありません。アーカイ
ブ REDO ログを手動でリストアする可能性が発生するのは、リカバリ時間を短縮

する場合、ログを複数の宛先に書き込む場合、Point-in-Time リカバリ後にログの

内容を分析する場合などです。データベースを停止せずに以前のインカネーション
からログをリストアするには、FROM SCNまたは SCN BETWEEN ... AND ...
句を指定して RESTORE ARCHIVELOGを実行します。

注意注意注意注意 : この操作では、データベースを起動、マウントまたはオープンできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-6 ページの「archivelogRecordSpecifier」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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RESTORE
CONTROLFILE ターゲット・データベースのロールに応じて、スタンバイ制御ファイルまたはバッ
クアップ制御ファイルをリストアします。

制御ファイルが消失した場合は、制御ファイルをリストアし（2-224 ページの表

2-36 を参照）、リストアした制御ファイルをマウントしてからデータベースをリス

トアします。リストアした制御ファイルをマウントした後は、常に RECOVERコマ

ンドを実行して、RESETLOGSオプションでデータベースをオープンする必要があ

ります。

注意注意注意注意 : ターゲット・データベースがマウントされていない状態で、Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続していない場合は、RESTORE 
CONTROLFILEに FROM AUTOBACKUP句を指定する必要があります。自動バック

アップがデフォルト以外の形式である場合は、 初に SET CONTROLFILE 
AUTOBACKUP FORMATコマンドを使用して形式を指定します。ターゲット・デー

タベースがマウントまたはオープンされている場合は、RESTORE CONTROLFILE
に TO filename句を指定する必要があります。

リカバリ・カタログに接続中にバックアップ制御ファイルを使用して RESTOREを

実行すると（2-234 ページの例 2-114 を参照）、制御ファイルは、リカバリ・カタロ

グのメタデータに基づいて、リストアしたデータベースの構造が反映されるように
Recovery Manager で自動的に更新されます。

TO 'filename' 制御ファイルを指定されたファイル名にリストアします。

TO句を使用して制御ファイルをリストアする場合の Recovery Manager の動作に

ついては、2-224 ページの表 2-36 を参照してください。

DATABASE オフラインのファイルを除いて、データベースのすべてのデータファイルをリスト
アします。デフォルトでは、Recovery Manager は読取り専用表領域のデータファ

イルをリストアします。

BACKUP DATABASEとは異なり、 RESTORE DATABASEでは制御ファイルとサー

バー・パラメータ・ファイルは自動的には含まれません。追加の RESTORE 
CONTROLFILEおよび RESTORE SPFILEコマンドを発行して、これらのファイル

をリストアする必要があります。

注意注意注意注意 : オフライン・データファイルをリストアするには、RESTORE DATAFILEま

たは RESTORE TABLESPACEを使用する必要があります。

SKIP [FOREVER]

TABLESPACE 

'tablespace_name'

指定した表領域をリストア操作から除外します。このオプションは、一時データを
含む表領域のリストアを回避する場合に有効です。

FOREVERを指定すると、Recovery Manager は表領域に属するデータファイルをリ

ストア前にオフライン化するときに、ALTER DATABASE DATAFILE ... OFFLINE
の DROPオプションを指定します。DROPオプションは、Recovery Manager がこ

れらのファイルをリカバリせず、データベースを再びオープンした後に、その表領
域をデータベースから削除することを示します。したがって、FOREVERは、

Recovery Manager がスキップした表領域にこれ以上の処理をしないことを意味し

ます。

DATAFILE datafileSpec ファイル名または絶対データファイル番号で指定したデータファイルをリストアし
ます（2-234 ページの例 2-113 を参照）。

注意注意注意注意 : リストア・ジョブでは、1 つのデータファイルを 2 回以上指定しないでくだ

さい。たとえば、次のコマンド例は、データファイル 1 が明示的に指定されている

と同時に、SYSTEM表領域内で暗黙的に指定されているため、無効とみなされま

す。

RESTORE TABLESPACE SYSTEM DATAFILE 1;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「datafileSpec」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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RESTORE
PRIMARY CONTROLFILE Data Guard 環境のプライマリ・データベースの制御ファイルをリストアします。

Recovery Manager は、ターゲット・データベースのリカバリ・カタログに認識さ

れている 新のデータベース・ロール（RC_SITE.DATABASE_ROLE）に応じて、

適切に通常の制御ファイルまたはスタンバイ制御ファイルをリストアします。この
オプションの目的は、 新のデータベース・ロールが古くなった場合に、デフォル
トの設定をオーバーライドすることです。

プライマリ・データベース dgnyからスタンバイ・データベース dgsfへの切替え

を実行して、dgsfを新しいプライマリ・データベースにするとします。dgsfの

制御ファイルをリストアする必要がありますが、リカバリ・カタログの再同期化が
行われていないため、dgsfはまだスタンバイ・データベースとして表示されてい

ます。この場合、PRIMARY CONTROLFILEを指定すると、デフォルトの Recovery 
Manager の動作をオーバーライドし、通常の制御ファイルをリストアできます。

SPFILE プライマリ・サーバー・パラメータ・ファイルまたはスタンバイ・サーバー・パラ
メータ・ファイルをバックアップ元にリストアします。Recovery Manager では、

ターゲット・データベースで使用中のサーバー・パラメータ・ファイルは上書きで
きません。

デフォルトでは、 新のサーバー・パラメータ・ファイルがリストアされます。
UNTILまたは TAGオプションを指定すると、古いバージョンのサーバー・パラ

メータ・ファイルをリストアできます。

サーバー・パラメータ・ファイルが失われた場合は、Recovery Manager をター

ゲット・データベース（および使用している場合はリカバリ・カタログ）に接続
し、SET DBIDを実行します。RESTORE SPFILEを実行する前に、STARTUP 
FORCE NOMOUNTを実行します。次に STARTUP FORCEを実行し、リストアした

サーバー・パラメータ・ファイルを使用してデータベース・インスタンスを再起動
します。

注意注意注意注意 : ターゲット・データベースがマウントされていない状態で、Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続していない場合は、RESTORE SPFILEに

FROM AUTOBACKUP句を指定する必要があります。自動バックアップがデフォル

ト以外の形式である場合は、 初に SET CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT
コマンドを使用して形式を指定します。ターゲット・データベースが起動、マウン
トまたはオープンされており、データベースの起動にサーバー・パラメータ・ファ
イルが使用されている場合は、RESTORE SPFILEに TO filename句を指定する

必要があります。

TO [PFILE]

'filename'

プライマリ・サーバー・パラメータ・ファイルまたはスタンバイ・サーバー・パラ
メータ・ファイルを、TO句で指定された場所にリストアします。PFILEを指定し

て、サーバー・パラメータ・ファイルをテキストベースの初期化パラメータ・ファ
イルとして保存します。

FOR DB_UNIQUE_NAME

'db_unique_name'

インスタンスが起動されていないときは、ターゲット・データベースの
DB_UNIQUE_NAMEを指定します。このパラメータは、Data Guard 環境でのみ有

効です。

FOR DB_UNIQUE_NAMEが指定されている場合、Recovery Manager は SPFILEが

リストアされるホストの正しい Recovery Manager 構成を検索し、それらを使用し

て、バックアップ・デバイスにアクセスします。指定されていない場合、
Recovery Manager は正しいチャネル構成が選択できず、RMAN-6758エラーを戻

します。

Data Guard 環境では、プライマリ・ホストとスタンバイ・ホストに、関連 SBT
バックアップおよびディスク・デバイスと通信するための異なるチャネル構成が設
定されている場合があります。プライマリ・データベースとスタンバイ・データ
ベースの両方がリカバリ・カタログで認識される場合は、両方のデータベースの構
成設定はリカバリ・カタログに記録されています。プライマリ・データベースとス
タンバイ・データベースには同じ DB_NAMEが含まれているため、リカバリ・カタ

ログのレコードは、DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータによってのみ区別できま

す。

注意注意注意注意 : DB_NAMEがリカバリ・カタログ内で一意でない場合に RESTORE SPFILE
を使用すると、RMAN-6758エラーが発生します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Data Guard 環境でサーバー・パラメータ・ファイルをリストアする手

順の詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管理』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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RESTORE
restoreSpecOperand
この副次句は、restoreObject 句に対するオプションを指定します。これらのパラメータは、
RESTOREコマンドのレベルで同じ名前を持つパラメータをオーバーライドします。

TO 'filename' スタンバイ制御ファイルを指定されたファイル名にリストアします。TO句を使用

して制御ファイルをリストアする場合の Recovery Manager の動作については、表

2-36 を参照してください。

STANDBY CONTROLFILE スタンバイ・データベースの制御ファイルをリストアします。Recovery Manager
は、通常のバックアップ制御ファイルを透過的にリストアし、スタンバイ・データ
ベースに対して使用できるようにします。

Recovery Manager は、ターゲット・データベースのリカバリ・カタログに認識さ

れている 新のデータベース・ロール（RC_SITE.DATABASE_ROLE）に応じて、

適切に通常の制御ファイルまたはスタンバイ制御ファイルをリストアします。この
オプションの目的は、 新のデータベース・ロールが古くなった場合に、デフォル
トの設定をオーバーライドすることです。プライマリ・データベース dgnyからス

タンバイ・データベース dgsfへの切替えを実行して、dgsfを新しいプライマ

リ・データベースにするとします。後で、dgnyを dgsfのスタンバイ・データ

ベースにします。dgnyで制御ファイルをリストアする必要がありますが、リカバ

リ・カタログの再同期化が行われていないため、dgnyはまだプライマリ・データ

ベースとして表示されています。この場合、STANDBY CONTROLFILEを指定する

と、デフォルトの Recovery Manager の動作をオーバーライドし、スタンバイ制御

ファイルをリストアできます。

DB_UNIQUE_NAMEがリカバリ・カタログに認識されているデータベースの制御

ファイルをリストアする場合、Recovery Manager は、制御ファイル内のすべての

ファイル名をリカバリ・カタログに認識されるファイル名に更新します。ファイル
名は、ALTER DATABASE RENAME FILEを使用して明示的に名前が変更される

と、リカバリ・カタログのファイル名よりも優先されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 制限事項と使用上の注意は、表 2-36 を参照してください。

注意注意注意注意 : リストアされた制御ファイルのマウント後は常に RECOVERコマンドを実行

する必要があります。また、データベースは常に RESETLOGSオプションでオープ

ンする必要があります。

TABLESPACE 
'tablespace_name'

指定した表領域にあるすべてのデータファイルをリストアします（2-234 ページの

例 2-112 を参照）。

Recovery Manager は、表領域名をデータファイルのリストに内部的に変換しま

す。表領域名を変更する場合（usersから customersへの変更など）は、古い

名前（users）で追加の表領域が作成されていないかぎり、古い名前（users）ま

たは新しい名前（customers）のいずれかを表領域に使用できます。表領域名が

変更されていて、次の再同期化時にリカバリ・カタログが更新されることが、
Recovery Manager によって確認されます。

注意注意注意注意 : Recovery Manager を使用して、ディクショナリ管理一時表領域はバック

アップおよびリストアできますが、ローカル管理一時表領域はバックアップできま
せん。ただし、ローカル管理一時表領域は、データベースのリストア後に自動的に
再作成されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CHANNEL 'channel_id' このリストア操作に使用するチャネルの名前を指定します。このチャネル名には大
/ 小文字区別があります。チャネル指定がないと、RESTOREは正しいデバイス・タ

イプで割り当てられた使用可能なチャネルのいずれかを使用します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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RESTORE
autoBackupOptList
この副次句は、制御ファイルの自動バックアップの検索を制御するパラメータを指定します。

FROM AUTOBACKUP 制御ファイルの自動バックアップをリストアします（2-235 ページの例 2-115 を参

照）。

このオプションは、RESTORE CONTROLFILEコマンドおよび RESTORE SPFILEコ

マンドでのみ有効です。どちらかのタイプのファイルを NOCATALOGモードでリス

トアする場合は、FROM AUTOBACKUP句が必須です。

Recovery Manager は、現在の日付または SET UNTILで指定された日付から検索を

開始します。検索初日は、順序番号 256（または指定されている場合は MAXSEQで

指定された順序番号）で検索を開始し順序 0 に戻るまで降順にカウントします。自

動バックアップが現在の日付または SET UNTIL日に見つからなければ、Recovery 
Manager では順序 256 から 0 に戻るまで過去の日付が順番にチェックされます。検

索は現在の日付または SET UNTIL日より前に MAXDAYS日間（デフォルトは 7、
大 366）継続されます。MAXDAYS日以内に自動バックアップが見つからなければ、

Recovery Manager はエラーを発行し、コマンドが停止します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 制限事項と使用上の注意は、表 2-36 を参照してください。

autoBackupOptList 制御ファイルの自動バックアップの検索を制御するパラメータを指定します。

'media_handle' 制御ファイルのコピー名、または制御ファイルを含むバックアップ・ピースの名前
を指定します。media_handleには、制御ファイルのバックアップを含む任意の

バックアップ・ピースを指定できます。制御ファイルのバックアップは、自動バッ
クアップでなくてもかまいません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 制限事項と使用上の注意は、表 2-36 を参照してください。

FROM TAG tag_name 新のバックアップまたは使用可能なファイル・コピーに関するデフォルトの選択
をオーバーライドします。このタグは、自動選択の対象を、指定したタグで作成さ
れたバックアップ・セットまたはファイル・コピーに制限するために使用します。
複数のバックアップ・セットまたはコピーに一致するタグが存在していると、
Recovery Manager は 新の内容を選択します。タグ名には、大 / 小文字区別はあ

りません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 多重化バックアップ・セットの個々のコピーにタグを適用する方法と、

タグのデフォルト・ファイル名形式については、2-19 ページの「BACKUP」を参照

してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DB_NAME database_name 制御ファイルの自動バックアップの検索で使用する DB_NAMEを指定します。この

パラメータの設定方法については、2-225 ページの表 2-37 を参照してください。

DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータのデフォルト値は、DB_NAME初期化パラメー

タの設定値です。ターゲット・データベースに DB_UNIQUE_NAME初期化パラメー

タが設定されていない場合は、RESTORE ... DB_NAMEまたは RESTORE ... 
DB_UNIQUE_NAMEを使用します。ターゲット・データベースの DB_UNIQUE_NAME
初期化パラメータ設定が DB_NAMEと異なる場合は、RESTORE ... 
DB_UNIQUE_NAMEを使用します。

MAXDAYS integer 制御ファイルの自動バックアップの検索を過去の指定した日数内に制限します。

MAXSEQ integer 制御ファイルの自動バックアップの検索での 大順序番号を指定します。

RECOVERY AREA 'pathname' 自動バックアップを検索するフラッシュ・リカバリ領域へのパスを指定します。
RECOVERY AREAと DB_RECOVERY_FILE_DESTはシノニムです。このパラメータ

の設定方法については、2-225 ページの表 2-37 を参照してください。

DB_RECOVERY_FILE_DEST 
'pathname'

RECOVERY AREAと DB_RECOVERY_FILE_DESTはシノニムです。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-112 表領域のリストア表領域のリストア表領域のリストア表領域のリストア

この例では、表領域をオフラインにし、リストアしてからメディア・リカバリを実行します。

SQL "ALTER TABLESPACE users OFFLINE IMMEDIATE"; 
RESTORE TABLESPACE users; 
RECOVER TABLESPACE users;  
SQL "ALTER TABLESPACE users ONLINE";

例例例例 2-113 リストアされるデータファイルの新しい名前の設定リストアされるデータファイルの新しい名前の設定リストアされるデータファイルの新しい名前の設定リストアされるデータファイルの新しい名前の設定

データファイル 9 を格納している /disk1にメディア障害が発生したとします。この例では、
データファイルに新しい名前を指定し、データファイルをリストアし、新しい名前を使用する
ように制御ファイルを更新してリカバリした後、オンライン化します。

RUN
{
  SQL "ALTER DATABASE DATAFILE 9 OFFLINE";
  SET NEWNAME FOR DATAFILE 9 TO '/disk2/users01.dbf';
  RESTORE DATAFILE 9;
  SWITCH DATAFILE ALL;
  RECOVER DATAFILE 9;
  SQL "ALTER DATABASE DATAFILE 9 ONLINE";
}

例例例例 2-114 リカバリ・カタログ使用時の制御ファイルのリストアリカバリ・カタログ使用時の制御ファイルのリストアリカバリ・カタログ使用時の制御ファイルのリストアリカバリ・カタログ使用時の制御ファイルのリストア

monday_cf_backupというタグが付いている制御ファイルのバックアップをリストアすると
します。Recovery Manager クライアントを起動し、ターゲット・データベースおよびリカバ
リ・カタログ・データベースに接続して、次のコマンドを実行します。

RUN
{ # SET DBID is not necessary when RMAN is connected to a recovery catalog
  STARTUP FORCE NOMOUNT;
  RESTORE CONTROLFILE FROM TAG 'monday_cf_backup';
  ALTER DATABASE MOUNT;
  RESTORE DATABASE;
  RECOVER DATABASE;
}
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS; # required after recovery with backup control file

DB_NAME

database_name

制御ファイルの自動バックアップの検索で使用する DB_NAMEを指定します。この

パラメータの設定方法については、2-225 ページの表 2-37 を参照してください。

DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータのデフォルト値は、DB_NAME初期化パラメー

タの設定値です。ターゲット・データベースに DB_UNIQUE_NAME初期化パラメー

タが設定されていない場合は、RESTORE ... DB_NAMEまたは RESTORE ... 
DB_UNIQUE_NAMEを使用します。ターゲット・データベースの DB_UNIQUE_NAME
初期化パラメータ設定が DB_NAMEと異なる場合は、RESTORE ... 
DB_UNIQUE_NAMEを使用します。

DB_UNIQUE_NAME

db_unique_name

リストア操作のターゲットである、指定したフラッシュ・リカバリ領域内のデータ
ベースの DB_UNIQUE_NAMEを指定します。

DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータのデフォルト値は、DB_NAME初期化パラメー

タの設定値です。ターゲット・データベースに DB_UNIQUE_NAME初期化パラメー

タが設定されていない場合は、RESTORE ... DB_NAMEまたは RESTORE ... 
DB_UNIQUE_NAMEを使用します。ターゲット・データベースの DB_UNIQUE_NAME
初期化パラメータ設定が DB_NAMEと異なる場合は、RESTORE ... 
DB_UNIQUE_NAMEを使用します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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Recovery Manager では、制御ファイルがデフォルト位置にリストアされ、それがすべての
CONTROL_FILESの位置に自動的にレプリケートされます。Recovery Manager は、制御ファイ
ルをマウントし、データベースのリストアとリカバリを行います。Recovery Manager では、リ
カバリ・カタログのメタデータに基づいて、リストアしたデータベースの構造が反映されるよ
うに制御ファイルが自動的に更新されます。

例例例例 2-115 制御ファイルの自動バックアップを使用したデータベースのリカバリ制御ファイルの自動バックアップを使用したデータベースのリカバリ制御ファイルの自動バックアップを使用したデータベースのリカバリ制御ファイルの自動バックアップを使用したデータベースのリカバリ

制御ファイルと一部のデータファイルが消失し、テープからリストアする必要があるとします。
この例では、Recovery Manager はリカバリ・カタログを使用しないため、リストアする制御
ファイルを特定するには SET DBIDコマンドが必要です。次に、テープから制御ファイルをリ
ストアし、データベースをマウントしてから、データベースのリストアとリカバリを行います。

CONNECT TARGET /
STARTUP FORCE NOMOUNT;
SET DBID 36508508;  # required when restoring control file in NOCATALOG mode
RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP;
  ALTER DATABASE MOUNT;
  RESTORE DATABASE;
  RECOVER DATABASE;
}
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

例例例例 2-116 デフォルト以外の位置への制御ファイルの自動バックアップのリストアデフォルト以外の位置への制御ファイルの自動バックアップのリストアデフォルト以外の位置への制御ファイルの自動バックアップのリストアデフォルト以外の位置への制御ファイルの自動バックアップのリストア

この例は、例 2-115 を部分的に変更したものです。この例では、制御ファイルの自動バック
アップはデフォルト以外の場所にあるディスクに格納されています。Recovery Manager は、順
序番号 20 を持つバックアップから始めて、過去 5 か月にさかのぼって検索します。

CONNECT TARGET /
STARTUP FORCE NOMOUNT
SET DBID 36508508;  # required when restoring control file in NOCATALOG mode
RUN
{
  SET CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE DISK TO '/disk1/prod_cf_auto_%F';
  RESTORE CONTROLFILE TO '/tmp/cf_auto.dbf' FROM AUTOBACKUP 
    MAXSEQ 20 MAXDAYS 150;
  ALTER DATABASE MOUNT;
  RESTORE DATABASE;
  RECOVER DATABASE;
}
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

例例例例 2-117 現行の位置へのサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップのリストア現行の位置へのサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップのリストア現行の位置へのサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップのリストア現行の位置へのサーバー・パラメータ・ファイルの自動バックアップのリストア

次の一連のコマンドは、現行のサーバー・パラメータ・ファイルを NOCATALOGモードでリス
トアしてから、リストアされたサーバー・パラメータ・ファイルを使用してインスタンスを起
動します。

CONNECT TARGET /
SET DBID 1620189241; # set dbid to dbid of target database
STARTUP FORCE NOMOUNT; # start instance with dummy SPFILE
RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  RESTORE SPFILE FROM AUTOBACKUP; # FROM AUTOBACKUP needed in NOCATALOG mode
  STARTUP FORCE; # startup with restored SPFILE
}
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例例例例 2-118 バックアップのプレビューバックアップのプレビューバックアップのプレビューバックアップのプレビュー

この例では、RESTORE ... PREVIEWコマンドの結果が表示されます。アーカイブ REDO ロ
グのリストアに使用するために Recovery Manager で選択するバックアップ・セットが示され
ています。

RMAN> RESTORE ARCHIVELOG ALL DEVICE TYPE sbt PREVIEW;
 
Starting restore at 01-MAR-07
released channel: ORA_SBT_TAPE_1
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=85 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
 
List of Backup Sets
===================
 
BS Key  Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---------- ----------- ------------ ---------------
53      1.25M      SBT_TAPE    00:00:18     01-MAR-07
        BP Key: 53   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20070301T150155
        Handle: 2aibhej3_1_1   Media: RMAN-DEFAULT-000001
 
  List of Archived Logs in backup set 53
  Thrd Seq     Low SCN    Low Time  Next SCN   Next Time
  ---- ------- ---------- --------- ---------- ---------
  1    8       526376     01-MAR-07 527059     01-MAR-07
  1    9       527059     01-MAR-07 527074     01-MAR-07
  1    10      527074     01-MAR-07 527091     01-MAR-07
  1    11      527091     01-MAR-07 527568     01-MAR-07
  1    12      527568     01-MAR-07 527598     01-MAR-07
validation succeeded for backup piece
Finished restore at 01-MAR-07

例例例例 2-119 オフサイト・ストレージからのオフサイト・バックアップの再呼出しオフサイト・ストレージからのオフサイト・バックアップの再呼出しオフサイト・ストレージからのオフサイト・バックアップの再呼出しオフサイト・ストレージからのオフサイト・バックアップの再呼出し

バックアップのオフサイト・ストレージに関する情報をレポートし、オフサイト・バックアッ
プの再呼出しをサポートするメディア・マネージャとともに使用すると、RESTORE ... 
PREVIEW RECALLは、バックアップからのアーカイブ・ログのリストアに必要なメディアをオ
フサイト・ストレージから再呼出しすることを要求します。

RMAN> RESTORE ARCHIVELOG ALL PREVIEW RECALL;

Starting restore at 10-JUN-06
using channel ORA_DISK_1
using channel ORA_SBT_TAPE_1
 
 
List of Backup Sets
===================
 
BS Key  Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---------- ----------- ------------ ---------------
31      12.75M     SBT_TAPE    00:00:02     10-JUN-06     
        BP Key: 33   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20050610T152755
        Handle: 15gmknbs   Media: /v1,15gmknbs
 
  List of Archived Logs in backup set 31
  Thrd Seq     Low SCN    Low Time  Next SCN   Next Time
  ---- ------- ---------- --------- ---------- ---------
  1    1       221154     06-JUN-06 222548     06-JUN-06
  1    2       222548     06-JUN-06 222554     06-JUN-06
  1    3       222554     06-JUN-06 222591     06-JUN-06
  1    4       222591     06-JUN-06 246629     07-JUN-06
  1    5       246629     07-JUN-06 262451     10-JUN-06
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BS Key  Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
------- ---------- ----------- ------------ ---------------
32      256.00K    SBT_TAPE    00:00:01     10-JUN-06     
        BP Key: 34   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20050610T153105
        Handle: 17gmknhp_1_1   Media: /v1,17gmknhp_1_1
 
  List of Archived Logs in backup set 32
  Thrd Seq     Low SCN    Low Time  Next SCN   Next Time
  ---- ------- ---------- --------- ---------- ---------
  1    6       262451     10-JUN-06 262547     10-JUN-06
  1    7       262547     10-JUN-06 262565     10-JUN-06
 
Initiated recall for the following list of offsite backup files
==========================================================
        Handle: 15gmknbs   Media: /v1,15gmknbs
Finished restore at 10-JUN-06

例例例例 2-120 バックアップのリストアの検証バックアップのリストアの検証バックアップのリストアの検証バックアップのリストアの検証

次の例では、RESTORE... VALIDATEを使用して、データベースのリストアに必要なバック
アップがディスクまたはテープに存在し、読取り可能で破損していないことを確認する方法を
示します。

RMAN> RESTORE DATABASE VALIDATE;
 
Starting restore at 01-MAR-07
using channel ORA_DISK_1
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=85 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
 
channel ORA_DISK_1: starting validation of datafile backup set
channel ORA_DISK_1: reading from backup piece 
/disk2/PROD/backupset/2007_03_01/o1_mf_nnndf_TAG20070301T161038_2ygtvzg0_.bkp
channel ORA_DISK_1: piece 
handle=/disk2/PROD/backupset/2007_03_01/o1_mf_nnndf_TAG20070301T161038_2ygtvzg0_.bkp 
tag=TAG20070301T161038
channel ORA_DISK_1: restored backup piece 1
channel ORA_DISK_1: validation complete, elapsed time: 00:00:16
Finished restore at 01-MAR-07
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RESYNC CATALOG

用途用途用途用途

RESYNC CATALOGコマンドを使用すると、リカバリ・カタログ・スキーマとターゲット・デー
タベース制御ファイルとのメタデータの完全再同期化を実行できます。また、FROM 
CONTROLFILECOPY句を使用して、現行の制御ファイルを制御ファイルのコピー内の Recovery 
Manager メタデータと再同期化することもできます。

通常、次の場合に RESYNC CATALOGを実行します。

� 再同期化を自動的に実行する Recovery Manager コマンドを実行したときに、リカバリ・カ
タログが使用不可能な場合。

� ターゲット・データベースが ARCHIVELOGモードで実行されている場合。これは、オンラ
イン REDO ログ・スイッチが発生するときや、REDO ログをアーカイブするときにリカバ
リ・カタログが自動的に更新されないためです。

� ターゲット・データベースの物理構造に、表領域の追加または削除などの変更を行った場
合。ログのアーカイブの場合と同様に、物理スキーマを変更した場合も、リカバリ・カタ
ログは自動的には更新されません。

� Recovery Manager が TARGETとしてスタンバイ・データベースに接続されている場合。こ
のデータベースで実行された Recovery Manager 操作に関するメタデータを使用してリカ
バリ・カタログを更新する場合。

� Recovery Manager が TARGETとしてスタンバイ・データベースに接続されている場合。プ
ライマリ・データベースでの物理的な変更に関するメタデータを使用してリカバリ・カタ
ログを更新する場合（2-241 ページの例 2-123 を参照）。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager がマウント済またはオープン状態のデータベースに TARGETとして接続さ
れ、またリカバリ・カタログ・データベースに CATALOGとして接続されている必要がありま
す。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

完全同期化と部分同期化のどちらでも実行できます。完全再同期化を実行するときに、ター
ゲット・データベースにマウントされた現行の制御ファイルがある場合（ただし、新しく作成
された制御ファイルおよび以前に使用された制御ファイルより古い制御ファイルを除く）、
Recovery Manager は物理スキーマについて変更があったすべてのレコード（データファイル、
表領域、REDO スレッドおよびオンライン REDO ログ）を更新します。データベースがオープ
ン状態の場合、Recovery Manager はロールバック・セグメントについてのデータも取得しま
す。部分再同期化では、Recovery Manager は物理スキーマおよびロールバック・セグメントに
関するメタデータの再同期化は行いません。

Recovery Manager コマンドの実行時にターゲット制御ファイルがマウントされており、カタロ
グ・データベースが使用可能である場合、Recovery Manager は必要に応じてコマンドの実行時
にリカバリ・カタログを自動的に再同期化します。データベース構造の変更（データベース・
ファイルの追加または削除、新規のインカネーションの作成など）後、または Recovery 
Manager の永続構成の変更後に完全再同期化を実行します。

Oracle Database 11g 以上では、Data Guard 環境で単一のリカバリ・カタログ・スキーマがすべ
てのデータベースのデータベース・ファイル名を追跡できます。また、このカタログ・スキー
マは、すべてのデータベースのオンライン REDO ログ、スタンバイ REDO ログ、一時ファイ
ル、アーカイブ REDO ログ、バックアップ・セットおよびイメージ・コピーが作成される場所
も追跡します。Recovery Manager は、TARGETとしてスタンバイ・データベースに接続されて
いるときに、プライマリ・データベースのスタンバイ制御ファイルに物理スキーマの変更に関
する情報が格納されていると、暗黙的に完全再同期化を実行します。
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構文構文構文構文

resync::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

RESYNC  CATALOG ターゲット・データベースの現行の制御ファイル（デフォルト）内の Recovery 
Manager メタデータで、リカバリ・カタログを更新します。

Recovery Manager によって、制御ファイルの読取り一貫性ビューを取得するため

に、スナップショット制御ファイルが作成され、次に、スナップショットからの新
しい情報でリカバリ・カタログが更新されます。RESYNC CATALOGコマンドでは、

次のクラスまたはレコードが更新されます。

� ログ・スイッチの発生時に作成されたログ履歴レコード。ログ履歴レコードは
オンライン・ログ・スイッチを表し、ログ・アーカイブは表さないことに注意
してください。

� オンライン REDO ログのアーカイブ、既存のアーカイブ・ログのコピー、また

はアーカイブ・ログのバックアップのリストアによって作成されたアーカイ
ブ・ログに対応付けられているアーカイブ REDO ログ・レコード。

� バックアップ・セット、バックアップ・ピース、プロキシ・コピーおよびイ
メージ・コピーのレコードである、バックアップ・レコード。

� データファイルと表領域に対応付けられた物理スキーマ・レコード。ターゲッ
ト・データベースがオープン状態の場合は、ロールバック・セグメントの情報
も更新されます。

FROM CONTROLFILECOPY

'filename'

制御ファイルのコピーからの Recovery Manager メタデータで、現行の制御ファイ

ルおよびリカバリ・カタログを更新します（2-240 ページの例 2-122 を参照）。

filename を使用して、再同期化に使用する制御ファイルのコピーの名前を指定しま

す。

FROM CONTROLFILECOPYは、主に、制御ファイルを再作成する場合に使用しま

す。制御ファイルを再作成すると制御ファイルに格納されている Recovery 
Manager のレコードが失われます。ただし、新しく作成した制御ファイルは、古い

コピーと再同期化できます。このオプションを使用すると、物理スキーマ情報は更
新されません。

注意注意注意注意 : 制御ファイルのコピーは、現行のデータベース・インカネーション内に存在

しているか、または以前のインカネーション（ 新の OPEN RESETLOGSの前）で

作成されています。

RESYNC CATALOG

FROM CONTROLFILECOPY ’ filename ’

FROM
DB_UNIQUE_NAME ALL

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’

;
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例例例例

例例例例 2-121 ARCHIVELOG モードでのリカバリ・カタログの再同期化モードでのリカバリ・カタログの再同期化モードでのリカバリ・カタログの再同期化モードでのリカバリ・カタログの再同期化

この例では、アーカイブされていない REDO ログをすべてアーカイブしてから、ターゲット・
データベースの完全再同期化を実行します。

RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> SQL "ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT";
RMAN> RESYNC CATALOG;

例例例例 2-122 制御ファイル・コピーからのリカバリ・カタログの再同期化制御ファイル・コピーからのリカバリ・カタログの再同期化制御ファイル・コピーからのリカバリ・カタログの再同期化制御ファイル・コピーからのリカバリ・カタログの再同期化

Recovery Manager クライアントを起動し、ターゲット・データベースとリカバリ・カタログに
接続するとします。次のコマンドでは、ターゲット・データベースを停止してマウントし、
バックアップ制御ファイルからのメタデータを使用して現行の制御ファイルの Recovery 
Manager リポジトリを更新した後、データベースをオープンします。

STARTUP FORCE MOUNT
RESYNC CATALOG FROM CONTROLFILECOPY '/disk1/cfile.dbf';
ALTER DATABASE OPEN;

FROM DB_UNIQUE_NAME

{ALL |

db_unique_name}

リカバリ・カタログを、指定した 1 つ以上のデータベースの制御ファイルのメタ

データで再同期化します（2-241 ページの例 2-124 を参照）。

リカバリ・カタログ内のデータベースは、db_unique_nameを使用して１つのみ

指定することも、ターゲット・データベースの DBID を共有するすべてのデータ

ベースを ALLで指定することもできます。ALLを指定した場合は、Recovery 
Manager が Data Guard 環境でリカバリ・カタログに認識されているすべてのデー

タベースを再同期化します。

注意注意注意注意 : CONFIGURE DB_UNIQUE_NAME ... CONNECT IDENTIFIERを使用して、

FROM DB_UNIQUE_NAMEで指定されたデータベースへの Oracle Net 接続に使用す

るネット・サービス名を指定している必要があります。

指定されたデータベースに対して RESYNC FROM DB_UNIQUE_NAMEを実行する

と、Recovery Manager は、通常の再同期化と逆方向の再同期化を両方とも実行し

ます。通常の再同期化では、Recovery Manager が制御ファイルのメタデータを使

用してリカバリ・カタログを更新します。逆方向の再同期化では、制御ファイルの
永続構成が、指定されたデータベースのリカバリ・カタログの情報と一致しない場
合に、Recovery Manager がこの構成を更新します。

例として、 近、Recovery Manager を TARGETとしてプライマリ・データベース

に接続し、CONFIGUREを実行してスタンバイ・データベース standby_newの

Recovery Manager 構成を作成したとします。ただし、Recovery Manager は
TARGETとして standby_newに接続されていません。このような場合に、

RESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAME standby_newを実行できます。後

で Recovery Manager を TARGETとして standby_newに接続すると、Recovery 
Manager によってリカバリ・カタログから standby_newのマウント済の制御ファ

イルに構成が送信されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
2-240 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



RESYNC CATALOG
例例例例 2-123 構造を変更後のリカバリ・カタログの再同期化構造を変更後のリカバリ・カタログの再同期化構造を変更後のリカバリ・カタログの再同期化構造を変更後のリカバリ・カタログの再同期化

プライマリ・データベース prodおよびスタンバイ・データベース standby3を含む Data 
Guard 環境があるとします。次のように、SQL*Plus を起動し、データベース prodに接続し
て、データファイルを表領域 usersに追加します。

SQL> ALTER TABLESPACE users ADD DATAFILE ''?/oradata/prod/users03.dbf'' 
  2  SIZE 1M AUTOEXTEND ON 
  3  NEXT 10K MAXSIZE 10M";

目標は、この変更に関するメタデータを使用してリカバリ・カタログを更新することです。変
更が standby3に伝播された後に、Recovery Manager クライアントを起動し、TARGETとし
て standby3に接続し、リカバリ・カタログに接続します。次に、RESYNCコマンドを使用し
て、カタログをスタンバイ・データベースの制御ファイルと再同期させます。

RMAN> RESYNC CATALOG;

リカバリ・カタログは、データベース prodの users表領域に追加されたデータファイルに関
するメタデータを使用して更新されます。

例例例例 2-124 リカバリ・カタログとスタンバイ・データベースの再同期化リカバリ・カタログとスタンバイ・データベースの再同期化リカバリ・カタログとスタンバイ・データベースの再同期化リカバリ・カタログとスタンバイ・データベースの再同期化

Data Guard 環境に、プライマリ・データベース prodおよびスタンバイ・データベース
dgprod3が存在するとします。目標は、dgprod3の Recovery Manager 構成を作成すること
です。

Recovery Manager を TARGETとしてデータベース prodに接続してから、リカバリ・カタログ
に接続します。次のように、CONFIGUREを使用して、リカバリ・カタログで dgprod3の
Recovery Manager の永続構成を更新します。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt FOR DB_UNIQUE_NAME dgprod3;
CONFIGURE DB_UNIQUE_NAME dgprod3 CONNECT IDENTIFIER 'inst3';

dgprod3ではまだバックアップ操作やその他の Recovery Manager 操作を実行していないた
め、dgprod3の制御ファイルおよび dgprod3のリカバリ・カタログ・メタデータは同期化さ
れていません。次のように、同じ Recovery Manager セッションで、dgprod3の制御ファイル
をリカバリ・カタログと同期させます。

RESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAME dgprod3;

Recovery Manager は、dgprod3でデフォルトのデバイス・タイプを SBT に更新し、dgprod3
制御ファイルの名前を使用してリカバリ・カタログを更新します。
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REVOKE

用途用途用途用途

REVOKEコマンドを使用すると、GRANTコマンドで付与されたリカバリ・カタログ権限を取り
消すことができます。

構文構文構文構文

revoke::=

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、RUNコマンドのカッコ内または Recovery Manager プロンプトで実行してく
ださい。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

仮想プライベート・カタログ・ユーザーに REGISTER DATABASE権限が付与され、これによ
り、登録されているすべてのデータベースに対する CATALOG FOR DATABASE権限が暗黙的に
付与されたとします。このユーザーは複数のデータベースを登録します。REVOKEを使用して
このユーザーから REGISTER DATABASE権限を取り消しても、このユーザーは引き続き、登
録されているデータベースの CATALOG FOR DATABASE権限を保持します。CATALOG権限に
は、指定したデータベースの登録と登録解除が含まれます。

このユーザーがデータベースのメタデータへのアクセスやデータベースの追加登録を行えない
ようにするには、このユーザーに対して REVOKE ALL PRIVILEGESを実行します。このユー
ザーが登録したデータベースのサブセットに対する CATALOG権限を取り消すには、サブセッ
ト内の各データベースに対して REVOKE CATALOG FOR DATABASEを実行します。

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CATALOG FOR DATABASE 
{databasename | integer}

指定したデータベースのリカバリ・カタログへのアクセス権を、指定したユー
ザーから取り消します。

データベースは、データベース名または DBID で指定できます。データベース名

で指定した場合、その名前のデータベースがリカバリ・カタログに複数登録され
ていると、Recovery Manager によりエラーが戻されます。その場合は、DBID で

データベースを指定してください。

REGISTER DATABASE 指定したユーザーがこのリカバリ・カタログに新規データベースを登録できない
ようにします（2-243 ページの例 2-125 を参照）。

ALL PRIVILEGES 指定したユーザーからすべての CATALOG権限および REGISTER権限を取り消し

ます。

FROM userid 権限を取り消すユーザーの名前を指定します。

REVOKE

CATALOG FOR DATABASE

’
database_name

’

integer

REGISTER DATABASE

ALL PRIVILEGES

FROM userid ;
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例例例例

例例例例 2-125 仮想プライベート・カタログ・ユーザーからの権限の取消し仮想プライベート・カタログ・ユーザーからの権限の取消し仮想プライベート・カタログ・ユーザーからの権限の取消し仮想プライベート・カタログ・ユーザーからの権限の取消し

Recovery Manager をリカバリ・カタログ所有者 rcoとして基本リカバリ・カタログに接続す
るとします。基本カタログ所有者として、次のように、Recovery Manager の GRANTコマンド
を使用して、bckop2に自分の仮想プライベート・カタログにすべてのデータベースを登録す
る権限を付与するとします。ただし、bckop3には、データ・センター内のデータベースのサ
ブセットのみへのアクセス権を付与します。

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> GRANT REGISTER DATABASE TO bckop2;
RMAN> GRANT CATALOG FOR DATABASE prod TO bckop3;
RMAN> GRANT CATALOG FOR DATABASE prodb TO bckop3;
RMAN> EXIT;

その後、ユーザー bckop2の権限を制限し、このユーザーが新規データベースを登録できない
ようにします。したがって、rcoとして基本カタログに接続し、REVOKEコマンドを実行しま
す。bckop2は引き続き、自分が登録したデータベースに対するカタログ権限を保持すること
に注意してください。

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> REVOKE REGISTER DATABASE FROM bckop2;
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用途用途用途用途

RMANコマンドを使用すると、オペレーティング・システムのコマンドラインから Recovery 
Manager を起動できます。

データベースへの SQL*Plus 接続と同様に、データベースへの Recovery Manager 接続が指定さ
れ、認証されます。唯一異なるのは、ターゲット・データベースまたは補助データベースへの
Recovery Manager 接続では SYSDBA権限が必要なことです。AS SYSDBAキーワードは暗黙的
に指定されおり、明示的に指定することはできません。SQL*Plus 使用時のデータベース接続オ
プションについては、 『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

RMANコマンドと任意のオプションは、Recovery Manager プロンプトではなく、オペレーティ
ング・システムのコマンドラインで発行する必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

オペレーティング・システムのプロンプトで入力するコマンド名は、オペレーティング・シス
テムによって異なります。たとえば、Linux システムおよび UNIX システムでは、小文字で
rmanと入力します。

オペレーティング・システムのコマンドラインで CATALOGまたは NOCATALOGを指定せずに
Recovery Manager を起動した場合、CONNECT CATALOGコマンドを実行しないかぎり、
Recovery Manager セッションは NOCATALOGモードになります（2-247 ページの例 2-126 を参
照）。リカバリ・カタログを保持する場合は、Recovery Manager 操作を実行する前にリカバ
リ・カタログに接続することをお薦めします。

注意注意注意注意 : セキュリティ上、パスワードはコマンドラインにプレーン・テキ
ストで入力しないでください。Recovery Manager プロンプトで要求され
た場合のみ、Recovery Manager にパスワードを入力してください。パス
ワード保護については、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : コマンドラインから Recovery Manager を起動する方法は、
『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を
参照してください。
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構文構文構文構文

cmdLine::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

cmdLine

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

APPEND 新規出力をメッセージ・ログ・ファイルの終わりに追加させます。このパラメータ
を指定せず、かつメッセージ・ログ・ファイルと同じ名前のファイルがすでにある
場合、Recovery Manager はそのファイルを上書きします。

CHECKSYNTAX 入力されたコマンドに対して構文エラーをチェックするモードで Recover Manager
を起動させますが、それ以外の処理は実行しません（例 2-129 を参照）。引数

CMDFILEまたは @とともに使用すると、Recovery Manager クライアントが起動

し、ファイル内のすべてのコマンドをチェックしてから終了します。コマンド・
ファイルを指定せずに使用すると、Recovery Manager によって、入力が求められ、

ユーザーが Recovery Manager クライアントを終了するまで各コマンドが解析され

ます。

Recovery Manager は、構文が正しくないそれぞれのコマンドに対してエラー

RMAN-0558をレポートします。

AUXILIARY 
connectStringSpec

補助データベースへの接続文字列を指定します。たとえば、AUXILIARY 
SYS@dupdbのように指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-12 ページの「connectStringSpec」を参照してください。

CATALOG connectStringSpec リカバリ・カタログを格納するデータベースへの接続文字列を指定します。たとえ
ば、CATALOG catowner@inst2のように指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-12 ページの「connectStringSpec」を参照してください。

RMAN

APPEND

CHECKSYNTAX

AUXILIARY

CATALOG
connectStringSpec

CMDFILE

@

’
filename

’

string_or_identifier

integer

LOG
’

filename
’

MSGNO

NOCATALOG

SEND ’ command ’

PIPE
’

pipe_name

SCRIPT
’

script_name

’

TARGET connectStringSpec

TIMEOUT integer

USING
string_or_identifier

integer
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CMDFILE filename ファイル内のすべての Recovery Manager コマンドを解析し、コンパイルしてから、

順番に実行します。解析フェーズで構文エラーが発生するか、実行フェーズでラン
タイム・エラーが発生すると、Recovery Manager は終了します。エラーが見つか

らなければ、Recovery Manager はジョブの完了後に終了します。

ファイル名の 初の文字がアルファベットの場合は、ファイル名を囲む引用符を省
略できます。コマンド・ファイルの内容は、Recovery Manager プロンプトに入力

した内容と同じにする必要があります。

注意注意注意注意 : コマンド・ファイルをオペレーティング・システムのコマンドラインでオプ

ションとして実行するのではなく、Recovery Manager プロンプトから実行すると、

ファイルは 1 つのジョブとして実行されません。Recovery Manager は各行を順次

読み込んで実行し、スクリプトの 終行に達した場合にのみ終了します。

@filename CMDFILEと同じです。

{string_or_identifier

| integer}

USING構文の後に指定されているオプションと同じです。

LOG filename Recovery Manager がその出力を記録するファイルを指定します。Recovery 
Manager 出力とは、処理したコマンドとその結果です。Recovery Manager はプロ

ンプトにコマンド入力を表示しますが、コマンド出力は表示しません。コマンド出
力はログ・ファイルに書き出されます。デフォルトでは、Recovery Manager は
メッセージ・ログ・ファイルを標準出力に書き出します。

また、Recovery Manager 出力は、V$RMAN_OUTPUTビュー（実行中のジョブのメ

モリ専用ビュー）および V$RMAN_STATUSビュー（完了したジョブおよび実行中の

ジョブの制御ファイル・ビュー）内にも格納されます。

LOGパラメータを指定すると、指定したファイルをオープンできない場合にも

Recovery Manager は終了しません。かわりに、Recovery Manager によって標準出

力が書き込まれます。

注意注意注意注意 : Recovery Manager の出力をログ・ファイルと標準出力の両方に送信する

も簡単な方法は、Linux の teeコマンドまたはこれに相当するコマンドを使用する

ことです。次に例を示します。

% rman | tee rman.log

MSGNO Recovery Manager で、メッセージ番号を出力します。つまり、すべてのコマンド

の出力に対して、RMAN-xxxxの形で出力します。デフォルトでは、Recovery 
Manager は RMAN-xxxx接頭辞を出力しません。

NOCATALOG リカバリ・カタログなしで Recovery Manager を使用するように指定します。

SEND 'command' ベンダー固有のコマンド文字列を割り当てられたチャネルすべてに送信します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この機能のサポートの有無は、メディア管理ソフトウェアのドキュメン

トおよび 2-252 ページの「SEND」を参照してください。

PIPE pipe_name Recovery Manager パイプ・インタフェースを起動します。Recovery Manager で
は、コマンドの受信用と出力の送信用に 1 つずつ、2 つのパブリック・パイプが使

用されます。パイプ名は PIPEパラメータの値から導出されます。たとえば、オプ

ション PIPE rpi TARGET /を指定して Recovery Manager パイプ・インタフェー

スを起動できます。

Recovery Manager はターゲット・データベース内で次のパイプをオープンします。

� ORA$RMAN_RPI_IN。Recovery Manager はこのパイプを使用してユーザー・

コマンドを受信します。

� ORA$RMAN_RPI_OUT。Recovery Manager はこのパイプを使用してすべての出

力を送信します。

入力パイプと出力パイプに関するメッセージは、すべて VARCHAR2型です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パイプを通じて Recovery Manager にコマンドを渡す方法については、

『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照して

ください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例

例例例例 2-126 デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの NOCATALOG モードでのターゲット・データベースへのモードでのターゲット・データベースへのモードでのターゲット・データベースへのモードでのターゲット・データベースへの Recovery 
Manager の接続の接続の接続の接続

この例では、オペレーティング・システム・プロンプトでデータベース接続オプションを指定
せずに Recovery Manager クライアントを起動します。Recovery Manager プロンプトで、
CONNECTコマンドを実行してターゲット・データベースに接続します。CONNECT CATALOG
が Recovery Manager プロンプトで実行されなかったため、Recovery Manager はリポジトリ接
続を必要とする 初のコマンド（この場合は、BACKUP DATABASEコマンド）の実行時にデ
フォルトの NOCATALOGモードで接続します。

% rman
RMAN> CONNECT TARGET /
RMAN> BACKUP DATABASE;

SCRIPT script_name ストアド・スクリプトの名前を指定します。

Recovery Manager は、ターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログ

（TARGETおよび CATALOGオプションを使用して指定する必要がある）に接続した

後、指定したストアド・スクリプトをリカバリ・カタログからターゲット・データ
ベースに対して実行します。ターゲット・データベースに script_nameという名

前を持つグローバル・スクリプトとローカル・ストアド・スクリプトの両方が存在
する場合、Recovery Manager はローカル・スクリプトを実行します。

ストアド・スクリプト名が数字または Recovery Manager の予約語で始まる場合は、

そのスクリプト名を一重引用符で囲む必要があります（1-4 ページの「Recovery 
Manager の予約語」を参照）。数字で始まるスクリプト名または Recovery Manager
の予約語と一致するスクリプト名は作成しないようにする必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ストアド・スクリプトの詳細は、2-106 ページの「CREATE SCRIPT」を

参照してください。

TARGET connectStringSpec ターゲット・データベースへの接続文字列を指定します。たとえば、TARGET /の

ように指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-12 ページの「connectStringSpec」を参照してください。

TIMEOUT integer integer秒以内に入力パイプから入力を受け取らなかった場合に、Recovery 
Manager を自動的に終了させます。TIMEOUTを使用する場合は、PIPEパラメータ

を指定する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パイプを通じて Recovery Manager にコマンドを渡す方法については、

『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照して

ください。

USING 
{string_or_identifier | 
integer}

コマンド・ファイルの置換変数で使用する値を 1 つ以上指定します。SQL*Plus の
場合と同じく、&1は 初の値を配置する場所を示し、&2は 2 番目の値を配置する

場所を示し、以降も同様に値が示されます。USING句で指定した値を Recovery 
Manager コマンド・ファイルに渡す方法は、2-248 ページの例 2-128 で説明します。

置換変数の構文は、&integerの後にオプションでドットが続きます（&1.3な

ど）。オプションのドットは変数の一部であり、値と置換されますので、置換テキ
ストの直後に別の整数を続けることができます。たとえば、置換変数 &1.3が含ま

れているコマンド・ファイルに値 mybackupを渡すと、その置換結果は

mybackup3になります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ストアド・スクリプトを実行する場合の USING句の指定方法は、2-143
ページの「EXECUTE SCRIPT」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例 2-127 補助データベース・インスタンスへの補助データベース・インスタンスへの補助データベース・インスタンスへの補助データベース・インスタンスへの Recovery Manager の接続の接続の接続の接続

この例では、ターゲット・データベース prodおよびリカバリ・カタログ・データベース
catdbにはネット・サービス名を使用して接続し、補助データベース・インスタンスにはオペ
レーティング・システム認証を使用して接続します。

% rman TARGET SYS@prod
 
Recovery Manager: Release 11.1.0.6.0 - Production
 
Copyright (c) 1982, 2007, Oracle.  All rights reserved.
 
target database Password: password
connected to target database: PROD (DBID=39525561)

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb 

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> CONNECT AUXILIARY /

例例例例 2-128 置換変数の指定置換変数の指定置換変数の指定置換変数の指定

データベースをバックアップする Linux シェル・スクリプトを作成するとします。シェル変数
を使用して、実行時に Recovery Manager のバックアップ・スクリプトに引数を渡すことがで
きるようにします。置換変数を使用すると、この問題が解決します。 初に、次のような内容
で、whole_db.cmdという名前のコマンド・ファイルを作成します。

cat > /tmp/whole_db.cmd <<EOF
# name: whole_db.cmd
CONNECT TARGET /
BACKUP TAG &1 COPIES &2 DATABASE FORMAT '/disk2/db_%U';
EXIT;
EOF

次に、Linux シェル・スクリプトを次のように記述します。このスクリプトでは、cshシェル
変数を tagnameおよび copiesに設定します。シェル・スクリプトにより、Recovery 
Manager が起動され、ターゲット・データベース prod1に接続され、whole_db.cmdが実行
されます。USING句は、実行時に変数 tagnameおよび copiesの値を Recovery Manager コ
マンド・ファイルに渡します。

#!/bin/csh
# name: runbackup.sh
# usage: use the tag name and number of copies as arguments
set tagname = $argv[1]
set copies = $argv[2]
rman @'/tmp/whole_db.cmd' USING $tagname $copies LOG /tmp/runbackup.out
# note that the preceding line is equivalent to:
# rman @'/tmp/whole_db.cmd' $tagname $copies LOG /tmp/runbackup.out

後に、次のように Linux シェルからシェル・スクリプト runbackup.shを実行し、タグ
Q106を使用してデータベースのバックアップを 2 つ作成します。

% runbackup.sh Q106 2

例例例例 2-129 コマンド・ファイルの構文のチェックコマンド・ファイルの構文のチェックコマンド・ファイルの構文のチェックコマンド・ファイルの構文のチェック

次のように、コマンド・ファイル backup_db.cmdを作成するとします。

cat > /tmp/backup_db.cmd <<EOF
CONNECT TARGET /
BACKUP DATABASE;
EXIT;
EOF
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RMAN
次の例では、コマンド・ファイル backup_db.cmdの内容を構文チェックします（例には出力
例も含まれます）。

% rman CHECKSYNTAX @'/tmp/backup_db.cmd'

Recovery Manager: Release 11.1.0.6.0 - Production on Wed Jul 11 17:51:30 2007
 
Copyright (c) 1982, 2007, Oracle.  All rights reserved.
 
RMAN> CONNECT TARGET *
2> BACKUP DATABASE;
3> EXIT;
The cmdfile has no syntax errors
 
Recovery Manager complete.

例例例例 2-130 ストアド・スクリプトの実行とメッセージ・ログへの出力の追加ストアド・スクリプトの実行とメッセージ・ログへの出力の追加ストアド・スクリプトの実行とメッセージ・ログへの出力の追加ストアド・スクリプトの実行とメッセージ・ログへの出力の追加

この例では、オペレーティング・システム認証を使用してターゲット・データベースに接続し
た後、ストアド・スクリプト wdbbを実行します。Recovery Manager により、出力がメッセー
ジ・ログ /tmp/wdbb.logに書き込まれます。

% rman TARGET / SCRIPT wdbb LOG /tmp/wdbb.log

例例例例 2-131 Recovery Manager パイプ・インタフェースの起動パイプ・インタフェースの起動パイプ・インタフェースの起動パイプ・インタフェースの起動

この例では、タイムアウト・オプションで 90 秒を指定して、Recovery Manager パイプ
newpipeを起動します。

% rman PIPE newpipe TARGET / TIMEOUT 90
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RUN
RUN

用途用途用途用途

RUNコマンドを使用すると、一連の Recovery Manager コマンドをブロックにグループ化して、
順番に実行できます。RUNブロックの閉じカッコを読み取ると、Recovery Manager は、ジョ
ブ・コマンドのリストを 1 つ以上のジョブ手順にコンパイルした後、すぐにその手順を実行し
ます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。ジョブ・コマンドの
リストの前には開きカッコ（{）、後には閉じカッコ（}）が必要です。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

RUNを使用すると、スクリプトでデフォルトの構成をオーバーライドできる有効範囲を作成で
きます。たとえば、ALLOCATE CHANNELおよび RELEASE CHANNELコマンドを使用して構成
済チャネルをオーバーライドしたり、SETコマンドを使用してその他のパラメータをオーバー
ライドすることができます（2-251 ページの例 2-132 を参照）。RUNブロックにリストされてい
るコマンドの実行後に、RUNブロック内に割り当てられたチャネルが解放され、設定がそれぞ
れの値に戻されます。

例 2-133 に示すように、RUNブロック内で EXECUTE SCRIPTコマンドを使用する必要があり
ます。

構文構文構文構文

run::=

（backupCommands::=（2-250 ページ）、maintenanceCommands::=（2-250 ページ）、
miscellaneousCommands::=（2-251 ページ）、restoreCommands::=（2-251 ページ））

backupCommands::=

maintenanceCommands::=

RUN {

backupCommands

maintenanceCommands

miscellaneousCommands

restoreCommands

}

backup

convert

catalog

change

configure

crosscheck

delete

report

show

validate
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RUN
miscellaneousCommands::=

restoreCommands::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

Recovery Manager プロンプトから実行できるコマンドについての情報は、各コマンドの項目を
参照してください。

例例例例

例例例例 2-132 構成済の設定のオーバーライド構成済の設定のオーバーライド構成済の設定のオーバーライド構成済の設定のオーバーライド

デバイス構成が次のようになっているとします。

RMAN> SHOW DEVICE TYPE;

RMAN configuration parameters for database with db_unique_name PROD1 are:
CONFIGURE DEVICE TYPE DISK PARALLELISM 1 BACKUP TYPE TO BACKUPSET; # default
CONFIGURE DEVICE TYPE SBT_TAPE PARALLELISM 1 BACKUP TYPE TO BACKUPSET; # default

デフォルト以外のディレクトリにバックアップを作成します。構成を変更するかわりに、次の
ようにジョブ内でオーバーライドすることもできます。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE DISK FORMAT "/disk2/%U";
  BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
}

例例例例 2-133 Recovery Manager スクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行

CREATE SCRIPTコマンドを使用して、backup_dbという名前のバックアップ・スクリプト
を作成するとします。この例では、次のストアド・スクリプトを実行します。

RUN { EXECUTE SCRIPT backup_db; }

allocate

alterDatabase

executeScript

host

release

resync

send

set

shutdown

sql

startup

advise

duplicate

flashback

recover

repair

restore

switchFile

transpt_tbs
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SEND
SEND

用途用途用途用途

SENDコマンドを使用すると、ベンダー固有の文字列を、メディア・マネージャでサポートされ
ている 1 つ以上のチャネルに送信できます。どのコマンドがサポートされているかは、使用し
ているメディア管理のドキュメントを参照してください。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

DEVICE TYPEまたは CHANNELを指定しないかぎり、Recovery Manager は割り当てられたす
べてのチャネルを使用します。

構文構文構文構文

send::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CHANNEL channel_id どのチャネルを使用するかを指定します。CHANNELキーワードの後に、大 / 小文

字区別があるチャネル ID、つまりチャネルの名前を指定する必要があります。デー

タベースでは、このチャネル ID が I/O エラーのレポートに使用されます。

DEVICE TYPE deviceSpecifier ストレージ・デバイスのタイプを指定し、コマンドを指定したタイプのすべての
チャネルに送信します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

'command' ベンダー固有のメディア管理コマンドを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : どのコマンドがサポートされているかは、使用しているメディア管理の

ドキュメントを参照してください。メディア・マネージャでサポートされているコ
マンドのみを送信してください。文字列の内容は、データベースでは解釈されず、
そのままメディア管理サブシステムに渡されます。

PARMS 'channel_parms' メディア・マネージャと通信するチャネルのパラメータを指定します。

SEND

CHANNEL
’

channel_id
’

,

DEVICE TYPE deviceSpecifier

, ’ command ’

PARMS ’ channel_parms ’
;
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SEND
例例例例

例例例例 2-134 Oracle Secure Backup でのテープ・ドライブの指定でのテープ・ドライブの指定でのテープ・ドライブの指定でのテープ・ドライブの指定

この例では、SENDコマンドを使用して、users表領域の Oracle Secure Backup へのバック
アップに使用するテープ・ドライブを指定します。パラメータ OB_DEVICEとテープ・ドライ
ブの名前の間には等号記号は挿入されないことに注意してください。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  SEND 'OB_DEVICE stape1';
  BACKUP TABLESPACE users;
}
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SET
SET

用途用途用途用途

SETコマンドを使用すると、ジョブまたはセッション内の Recovery Manager の動作を制御で
きます。セッション全体で保持されるオプションを構成するには、CONFIGUREを使用します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SETコマンドは、Recovery Manager プロンプトまたは RUNブロック内で使用できます。
Recovery Manager プロンプトで使用する場合、SETで行われた変更は、Recovery Manager ク
ライアントを終了するまで保持されます（2-255 ページの「setRmanOption」を参照）。RUNブ
ロック内で使用する場合、SETで行われた変更は、RUNブロック、または同じ属性の値を変更
する次の SETコマンドが終了するまで保持されます（2-257 ページの「setRunOption」を参
照）。

構文構文構文構文

set::=

（setRmanOption::=（2-254 ページ）、setRunOption::=（2-255 ページ））

setRmanOption::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、formatSpec::=（3-21 ページ））

SET

setRmanOption

setRunOption

setRmanOrRunOption

;

COMPRESSION ALGORITHM quoted_string

DECRYPTION IDENTIFIED BY password

,

ECHO
OFF

ON

ENCRYPTION

ALGORITHM quoted_string

IDENTIFIED BY password
ONLY

OFF

ON

FOR ALL TABLESPACES
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SET
setRunOption::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、formatSpec::=（3-21 ページ）、
datafileSpec::=（3-14 ページ）、tempfileSpec::=（3-37 ページ）、untilClause::=（3-38 ページ））

setRmanOrRunOption::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、formatSpec::=（3-21 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

setRmanOption
この副次句では、RUNブロック外で使用可能な SETオプションを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

COMPRESSION ALGORITHM 
'algorithm_name'

バックアップ・セットの圧縮アルゴリズムを指定します。このコマンドは、現行の
Recovery Manager セッションの現行の CONFIGURE COMPRESSION ALGORITHM設

定をオーバーライドします。デフォルトの圧縮アルゴリズムは、BZIP2です。

ZLIBまたは BZIP2を指定します。ZLIB圧縮は非常に高速ですが、圧縮率は他の

アルゴリズムより低くなります。BZIP2では圧縮率が非常に高くなりますが、速度

が少し遅くなります。つまり、ZLIBアルゴリズムは BZIP2よりも処理が速くなり

ますが、速度が向上するかわりに圧縮率が少し低くなります。ZLIB圧縮（Oracle 
Advanced Compression オプションが必要）を使用する場合は、COMPATIBLE初期

化パラメータを 11.0.0 以上に設定する必要があります。

注意注意注意注意 : サポートされているアルゴリズムは、V$RMAN_COMPRESSION_ALGORITHM
ビューに示されています。

ARCHIVELOG DESTINATION TO ’ log_archive_dest ’

BACKUP COPIES integer

MAXCORRUPT FOR DATAFILE datafileSpec

,

TO integer

NEWNAME FOR

DATAFILE datafileSpec TO
’ filename ’

NEW

TEMPFILE tempfileSpec TO
quoted_string

NEW

TO RESTORE POINT restore_point_name

untilClause

AUXILIARY INSTANCE PARAMETER FILE TO ’ filename ’

COMMAND ID TO ’ string ’

CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE deviceSpecifier TO formatSpec

DBID integer
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SET
DECRYPTION IDENTIFIED BY 
password 

デュアル・モードのバックアップまたはパスワードで暗号化されたバックアップを
読み取る際に使用する 1 つ以上の復号化パスワードを指定します。

パスワードで暗号化されたバックアップでは、正しいパスワードを入力しないとリ
ストアできません。Recovery Manager では、暗号化されたバックアップ・ピース

が読み取られると、そのバックアップ・ピースを複合化するための正しいパスワー
ドが検出されるまでリスト内の各パスワードが試用されます。指定したいずれの
キーも有効でない場合は、Recovery Manager によりエラーが発行されます。

注意注意注意注意 : 別のパスワードを使用して作成されたバックアップのグループからリストア

を行う場合、SET DECRYPTIONコマンドで必要なパスワードをすべて指定します。

各バックアップ・セットで正しいパスワードが自動的に使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-20 ページの「バックアップ・セットの暗号化」を参照してください。

ECHO {OFF | ON} Recovery Manager コマンドをメッセージ・ログに表示するかどうかを制御します。

コマンド・ファイルからコマンドを読み込むとき、Recovery Manager はそれらの

コマンドを自動的にメッセージ・ログに表示します。標準入力からコマンドを読み
取る場合、デフォルトでは、Recovery Manager はそれらのコマンドをメッセージ・

ログに表示しません。Recovery Manager でコマンドを表示するには、コマンド・

ファイルを実行する前に SET ECHO ON コマンドを実行します。SET ECHO OFFを

実行して、コマンド・ログへの表示を無効化します。

このコマンドは、stdinおよび stdoutがリダイレクトされた場合に有効です。た

とえば、UNIX ではこの方法で Recovery Manager の入力と出力をリダイレクトで

きます。

% rman TARGET / < in_file > out_file

in_fileに SET ECHO ONを含めると、in_fileに含まれているコマンドを

out_fileに表示できます。

ENCRYPTION Recovery Manager セッションの実行時に、バックアップ・セットを作成する

BACKUPコマンドを適用する暗号化関連オプションを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-20 ページの「バックアップ・セットの暗号化」を参照してください。

ALGORITHM

'algorithm_name'

この Recovery Manager セッション実行時に使用するアルゴリズムを指定します。

CONFIGURE ALGORITHMで指定されているデフォルトの構成済暗号化アルゴリズム

をオーバーライドします。V$RMAN_ENCRYPTION_ALGORITHMSに、使用可能な値

が示されています。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SET
setRunOption
この副次句では、RUNブロック内で使用可能な SETオプションを指定します。

IDENTIFIED BY

password [ONLY]

次の規則に従って、バックアップの暗号化でユーザー指定のパスワードを採用する
かどうかを指定します。

� 透過モードの暗号化バックアップを指定するには、IDENTIFIED BY  
password 句を省略します。

� パスワード・モードの暗号化バックアップを指定するには、IDENTIFIED BY  
password ONLYを使用します。

� デュアル・モードの暗号化バックアップを指定するには、ONLYを指定せずに

IDENTIFIED BY  passwordを使用します。

安全なパスワードを作成します。詳細は、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』

を参照してください。

パスワードは、引用符で囲まない場合、内部で大文字に変換されることに注意して
ください。したがって、次の句は、すべて IDENTIFIED BY "SOMEPWD"のシノニ

ムとなります。

� IDENTIFIED BY somepwd

� IDENTIFIED BY Somepwd

� IDENTIFIED BY sOmEpWd

注意注意注意注意 : Wallet ベースの暗号化は、パスワードが含まれないため、パスワード・ベー

スの暗号化よりも安全です。パスワード・ベースの暗号化は、バックアップをトラ
ンスポータブルにする必要があるため、必要な場合のみ使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 様々な暗号化モードの詳細は、2-20 ページの「バックアップ・セットの

暗号化」を参照してください。

{OFF  | ON} バックアップ・セットを暗号化するかどうかを指定します。ONと指定すると、デ

フォルトでバックアップ・セットが暗号化されます。OFFと指定すると、デフォル

トではバックアップ・セットは暗号化されません。

このオプションは、CONFIGURE ENCRYPTION FORコマンドで作成された設定を

オーバーライドします。暗号化用に構成されているデータファイルがない場合は、
明示的に ONを使用して必要なデータファイルを暗号化してください。

FOR ALL TABLESPACESが指定されていない場合は、この設定によって、

CONFIGURE ENCRYPTION FOR TABLESPACE tablespace_nameが暗号化動作の制

御に使用されていない表領域のバックアップの暗号化が制御されます。

FOR ALL TABLESPACES すべての表領域の暗号化を制御し、CONFIGURE ENCRYPTION FOR TABLESPACE 
tablespace_name設定をすべてオーバーライドします。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ARCHIVELOG DESTINATION TO 
'log_archive_dest'

後続の RESTOREおよび RECOVERコマンドでリストアされるアーカイブ REDO ロ

グの名前を構成するときに、ターゲット・データベースの LOG_ARCHIVE_DEST_1
初期化パラメータをオーバーライドします。Recovery Manager は、

'log_archive_dest'に指定した宛先にログをリストアします。

このコマンドを使用すると、データベースのリストア中に、異なる位置にアーカイ
ブ・ログを移動できます。Recovery Manager は新しくリストアされたアーカイブ・

ログがどこにあるかを認識しています。アーカイブ・ログが
LOG_ARCHIVE_DEST_1によって指定された宛先にある必要はありません。たとえ

ば、パラメータ・ファイルで指定した宛先とは異なる宛先を指定してアーカイブ・
ログのバックアップをリストアする場合、後続のリストアおよびリカバリ操作では
新しい位置が検出されます。

すでにディスクには存在していないアーカイブ REDO ログのリストアに、このパラ

メータを使用します。Recovery Manager は、ログをバックアップからリストアす

る前に、それがディスク上にあるかどうかを必ず 初に調べます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SET
BACKUP COPIES integer チャネルが作成する必要がある各バックアップ・ピースのコピー数として 1、2、3
または 4を指定します（2-261 ページの例 2-136 を参照）。

Recovery Manager は、バックアップをディスクまたはテープのいずれかに多重化

できますが、テープとディスクに同時に多重化することはできません。テープに
バックアップを行う場合は、コピー数が使用可能なテープ・デバイスの数を超えな
いようにします。また、BACKUP COPIESが 2 以上の場合、ターゲット・データ

ベースで BACKUP_TAPE_IO_SLAVES初期化パラメータを有効にする必要がありま

す。

SET BACKUP COPIESコマンドは、SET BACKUP COPIESの（前ではなく）後に

発行された RUNブロック内のすべての BACKUPコマンドに影響し、明示的に無効化

するか変更するまで有効になっています。SET BACKUP COPIESコマンドは、

BACKUPコマンドのみに影響しますが、BACKUP AS COPYコマンドには適用されま

せん。

SET BACKUP COPIESコマンドは、セッションで割当て済のすべてのチャネルに影

響します。優先順位は次のとおりで、リストの上位にある設定で下位にある設定が
オーバーライドされます。

1. BACKUP COPIES

2. SET BACKUP COPIES

3. CONFIGURE ... BACKUP COPIES

バックアップ・ピースの名前は、BACKUPコマンドの FORMAT句に依存します。指

定できる FORMAT文字列は 4 つ以内です。Recovery Manager で 2 番目、3 番目およ

び 4 番目の値が使用されるのは、BACKUP COPIES、SET BACKUP COPIES、また

は CONFIGURE ... BACKUP COPIESが有効な場合のみです。各バックアップ・

ピースに使用する形式を選択すると、Recovery Manager では 初の形式値がコ

ピー 1、2 番目の形式値がコピー 2 というように順番に使用されます。形式値の数

がコピー数より多ければ、余分の形式は使用されません。形式値の数がコピー数よ
り少なければ、Recovery Manager では 初の形式値から順番に再利用されます。

注意注意注意注意 : BACKUP COPIESオプションは、ファイルがフラッシュ・リカバリ領域に作

成されている場合は有効ではありません。フラッシュ・リカバリ領域へのバック
アップは多重化できません。

注意注意注意注意 : 制御ファイルのディスクへの自動バックアップは特殊ケースであり、多重化

されることはありません。Recovery Manager が書き込むコピーは常に 1 つのみで

す。

MAXCORRUPT FOR DATAFILE 
datafileSpec TO integer

指定したデータファイルまたはデータファイルのグループ内でデータベースが許容
する未検出のブロック破損数に制限を設定します。デフォルトは 0（ゼロ）で、

Recovery Manager が破損ブロックを許容しないことを意味します。

SET MAXCORRUPTコマンドによって、バックアップまたはリストア・ジョブ中に

データファイルに許容される物理的および論理的な破損の合計数が指定されます。
データファイルで検出された物理的な破損と論理的な破損の合計数が MAXCORRUPT
の設定値以下の場合、BACKUPまたは RESTOREコマンドは 後まで実行されます。

破損ブロックが MAXCORRUPTより多く存在する場合は、出力ファイルが生成され

ずに Recovery Manager が終了します。

MAXCORRUPTの制限を超えたかどうかに関係なく、見つかった破損ブロックの範囲

が V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに移入されます。ただし、バック

アップまたはリストア・ジョブは、MAXCORRUPT+1個の破損ブロックが検出される

と終了するため、この場合に Recovery Manager で記録される破損数は

MAXCORRUPT+1のみとなります。バックアップまたはリストア・ジョブの終了時点

を過ぎるとブロック破損は記録されません。

注意注意注意注意 : CHECK LOGICALを指定した場合、MAXCORRUPTは、検出された論理的およ

び物理的な破損の合計に適用されます。そうでない場合、MAXCORRUPTは、物理的

なブロック破損の数にのみ適用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「datafileSpec」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SET
NEWNAME FOR DATAFILE 
datafileSpec

指定したデータファイルに影響を与える、後続のすべての RESTOREコマンドまた

は SWITCHコマンドについて、デフォルト名を設定します。データファイル・リス

トア操作の前にこのコマンドを発行しない場合、Recovery Manager はファイルを

そのデフォルトの位置にリストアします。

データファイルを新しい位置にリストアすると、SWITCHを実行して制御ファイル

内でファイルの名前を NEWNAMEに変更できます。SWITCHを実行しなければ、リ

ストアされたファイルはデータファイルのコピーとしてリポジトリに記録されま
す。

複製データベースやスタンバイ・データベースの作成時、または Recovery 
Manager の TSPITR の実行時には、SET NEWNAME TO NEWを使用できません。

注意注意注意注意 : SET NEWNAMEコマンドは ASM ディスク・グループをサポートします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「 datafileSpec」を参照してください。

NEWNAME FOR TEMPFILE 
tempfileSpec

後続の SWITCHコマンドに新しい一時ファイル名を指定します。このコマンドは指

定した一時ファイルを指定した名前に変更します。

複製データベースやスタンバイ・データベースの作成時、または Recovery 
Manager の TSPITR の実行時には、SET NEWNAME TO NEWを使用できません。

注意注意注意注意 : SET NEWNAMEコマンドは ASM ディスク・グループをサポートします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-37 ページの「tempfileSpec」を参照してください。

TO 'filename' リストアされるデータファイルまたは一時ファイルに対して、ユーザー定義ファイ
ル名または自動ストレージ管理ディスク・グループを指定します。NEWNAMEをデー

タファイルのディスク・グループに設定して RESTOREを実行すると、Recovery 
Manager によってファイルがディスク・グループにリストアされます。一時ファイ

ルのファイル名を指定すると、データベースがリカバリされて、オープンされた
後、このファイル名は一時ファイルの新しい名前になります。

TO NEW DB_CREATE_FILE_DESTで指定したディレクトリに Oracle 管理ファイルを作成し

ます。元のファイルが Oracle 管理ファイルであるか、または自動ストレージ管理

ディスク・グループに存在する場合は、Recovery Manager によって元のファイル

の削除が試行されます。一時ファイルに対して TO NEWを指定すると、データベー

スのオープン時に、DB_CREATE_FILE_DESTで一時ファイルが作成されます。

DUPLICATEコマンドを使用する場合、または Recovery Manager の TSPITR を実行

する場合は、このオプションを使用できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Managed Files の詳細は、 『Oracle Database 管理者ガイド』 を参

照してください。

TO RESTORE POINT 
restore_point_name

リストア・ポイントを作成した時点の SCN を上限として、後続の RESTOREまたは

RECOVERコマンドのリストア・ポイントを指定します。指定した値は含まれます。

上限値が含まれるため、Recovery Manager は、リストア・ポイントに対応する

SCN までファイルをリストアまたはリカバリできるファイルのみを選択します。

注意注意注意注意 : 定義済のリストア・ポイントは制御ファイルに記録されているため、SET TO 
RESTORE POINTはデータベースがマウントされている場合にのみ使用できます。

たとえば、SET TO RESTORE POINTは、RESTORE CONTROLFILE操作のター

ゲット SCN の指定には使用できません。

untilClause 後続の RESTOREまたは RECOVERコマンドで使用する終了時刻、SCN またはログ

順序番号を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-38 ページの「untilClause」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SET
setRmanOrRunOption
この副次句では、RUNブロックの内部または外部で使用可能な SETオプションを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

AUXILIARY INSTANCE 
PARAMETER FILE TO 
'filename'

インスタンスの起動に使用するパラメータ・ファイルへのパスを指定します。この
パラメータは、自動補助インスタンスで TSPITR をカスタマイズする場合、または、

Recovery Manager で Recovery Manager 表領域をクローニングする場合に使用でき

ます。

注意注意注意注意 : filenameは、Recovery Manager クライアントを実行するホスト上にあり

ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : V$SESSION.CLIENT_INFOの詳細は、『Oracle Database リファレンス』

を参照してください。

COMMAND ID TO 'string' 指定した文字列をすべてのチャネルの V$SESSION.CLIENT_INFO列に入力しま

す。この情報は、データベース・サーバー・セッションと Recovery Manager の
チャネルの対応関係の確認に使用します。SET COMMAND IDコマンドは、すでに割

当て済のチャネルにのみ適用されます。

V$SESSION.CLIENT_INFO列には、各 Recovery Manager サーバー・セッション

に関する情報があります。データの形式は、次の形式のいずれかです。

� id=string

� id=string, ch=channel_id

1 番目の形式は、Recovery Manager ターゲット・データベース接続で使用されま

す。2 番目の形式は、割り当てられたすべてのチャネルについて使用されます。現

行のジョブが完了すると、V$SESSION.CLIENT_INFO列は消去されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : V$SESSION.CLIENT_INFOの詳細は、『Oracle Database リファレンス』

を参照してください。

CONTROLFILE AUTOBACKUP 
FORMAT FOR DEVICE TYPE 
deviceSpecifier TO 
formatSpec

指定したデバイス・タイプの制御ファイルの自動バックアップについて、デフォル
トのファイル名形式をオーバーライドします。このコマンドは RUNコマンド内また

は Recovery Manager プロンプトで使用できます。優先順位は次のとおりです。

1. RUNブロック内で実行される SET CONTROLFILE AUTOBACKUP

Recovery Manager プロンプトで実行される

1. SET CONTROLFILE AUTOBACKUP

2. CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT

新しい formatSpecには、置換変数 %Fが必要です。他の置換変数は、制御ファイ

ルの自動バックアップ formatSpecでは有効ではありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : %F置換変数の意味については、3-21 ページの「formatSpec」を参照し

てください。

DBID integer DBID を指定します。データベースの作成時に計算される一意で 32 ビットの識別番

号です。

Recovery Manager は、ターゲット・データベースへの接続時に DBID を表示しま

す。DBID を取得するには、V$DATABASEビューまたは RC_DATABASEおよび

RC_DATABASE_INCARNATIONリカバリ・カタログ・ビューに問い合せます。

SET DBIDコマンドは、次の特殊な状況でのみ実行してください。

� リカバリ・カタログに接続せずに、制御ファイルをリストアする必要がある場
合（2-261 ページの例 2-137 を参照）。データ・リカバリ・アドバイザを使用し

て制御ファイルの自動バックアップをリストアする場合は、同じ制限が適用さ
れます。CONFIGUREを使用すると、ADVISE FAILUREの前に SET DBIDが

発行されている場合のみ、自動バックアップを検索してリストアできます。

� サーバー・パラメータ・ファイルのリストアを行う必要がある場合（例 2-138
を参照）。

� リカバリ・カタログに接続しているがターゲット・データベースには接続して
おらず、CONFIGURE、LIST、REPORT、SHOWまたは UNREGISTERコマンド

で FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションを使用する必要がある場合。
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SET
例例例例

例例例例 2-135 コマンドコマンドコマンドコマンド ID の設定の設定の設定の設定

この例では、コマンド ID を rmanに設定し、データベースをバックアップして、オンライン
REDO ログをアーカイブします。コマンド ID を使用すると、WHERE LIKE '%rman%'を指定
した V$SESSIONへの問合せで、ジョブのステータス情報がわかります。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL d1 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk1/%U';
  ALLOCATE CHANNEL d2 DEVICE TYPE DISK FORMAT '/disk2/%U';
  SET COMMAND ID TO 'rman';
  BACKUP INCREMENTAL LEVEL 0 DATABASE;
  SQL 'ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT';
}

例例例例 2-136 バックアップ・セットの多重化バックアップ・セットの多重化バックアップ・セットの多重化バックアップ・セットの多重化

現行の多重化構成が次のようになっているとします。

CONFIGURE ARCHIVELOG COPIES FOR DEVICE TYPE sbt TO 3;
CONFIGURE DATAFILE COPIES FOR DEVICE TYPE sbt TO 3;

テープ・ドライブのうち 1 台が故障し、使用できるテープ・ドライブが 2 台のみになりました。
テープ・バックアップでは、一般に、チャネル数とコピー数を掛けた数が、デバイスの数に等
しくなるようにします。次の例では、多重化の永続構成を SET BACKUP COPIESでオーバー
ライドし、データベース・バックアップの 2 つのコピーを、機能している 2 つのテープ・ドラ
イブに書き出します。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL dev1 DEVICE TYPE sbt
    PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=stape1,OB_DEVICE_2=stape2)';
  SET BACKUP COPIES 2;
  BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVELOG;
}

例例例例 2-137 リストア中の制御ファイルの自動バックアップ形式の設定リストア中の制御ファイルの自動バックアップ形式の設定リストア中の制御ファイルの自動バックアップ形式の設定リストア中の制御ファイルの自動バックアップ形式の設定

制御ファイルを格納しているディスクに障害が発生したとします。初期化パラメータ・ファイ
ルの CONTROL_FILESパラメータを編集して、新しい場所を示すようにします。

この例では、リカバリ・カタログへのアクセス権はありません。この例では、インスタンスを
起動し、DBID を設定してから、制御ファイルの自動バックアップをリストアします。データ
ベースをマウントした後は、データベースのリカバリを行うことができます。

CONNECT TARGET /
STARTUP FORCE NOMOUNT
SET DBID 28014364;
RUN
{
  SET CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE DISK TO '/disk2/cf_%F.bak';
  RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP MAXSEQ 100;
}
ALTER DATABASE MOUNT;
RECOVER DATABASE;
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;
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SET
例例例例 2-138 サーバー・パラメータ・ファイルのリストアサーバー・パラメータ・ファイルのリストアサーバー・パラメータ・ファイルのリストアサーバー・パラメータ・ファイルのリストア

データベースのホストでメンテナンスを実行している間にデータベースが停止されたとします。
このとき、サーバー・パラメータ・ファイルが誤って削除されました。Recovery Manager クラ
イアントを起動し、TARGETとしてデータベースに接続してから、リカバリ・カタログに接続
します。次の例では、テープの自動バックアップからサーバー・パラメータ・ファイルをリス
トアしてから、インスタンスを再起動します。

SET DBID 3257174182;  # set dbid so RMAN can identify the database
STARTUP FORCE NOMOUNT # rman starts database with a dummy server parameter file
RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL t1 DEVICE TYPE sbt;
  RESTORE SPFILE FROM AUTOBACKUP;
}
STARTUP FORCE; # needed so that RMAN restarts database with restored server parameter file
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SHOW
SHOW

用途用途用途用途

SHOWコマンドを使用すると、1 つ以上のデータベースについて、現行の Recovery Manager 構
成を設定するために使用された CONFIGUREコマンドを表示できます。Recovery Manager のデ
フォルト構成には、接尾辞 #defaultが付いています。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。次のいずれかの条件
が満たされている必要があります。

� Recovery Manager がターゲット・データベースに接続していて、そのデータベースがマウ
ントまたはオープン状態である必要があります。

� Recovery Manager はリカバリ・カタログに接続され、SET DBIDが実行されている必要が
あります。

構文構文構文構文

show::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

forDbUniqueNameOption::=

SHOW

ALL

ARCHIVELOG
BACKUP COPIES

DELETION POLICY

AUXNAME

BACKUP OPTIMIZATION

AUXILIARY
CHANNEL

FOR DEVICE TYPE deviceSpecifier

COMPRESSION ALGORITHM

CONTROLFILE AUTOBACKUP
FORMAT

DATAFILE BACKUP COPIES

DB_UNIQUE_NAME

DEFAULT
DEVICE TYPE

ENCRYPTION
ALGORITHM

FOR
DATABASE

TABLESPACE

EXCLUDE

MAXSETSIZE

RETENTION POLICY

SNAPSHOT CONTROLFILE NAME

forDbUniqueNameOption
;

FOR
DB_UNIQUE_NAME ALL

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’
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SHOW
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ALL ユーザーが入力したすべての CONFIGUREコマンドとデフォルト構成を表示します。

ARCHIVELOG BACKUP COPIES アーカイブ REDO ログのバックアップに対して現在構成されている多重化の程度を

表示します。

ARCHIVELOG DELETION 
POLICY

CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY 設定を表示します。

AUXNAME CONFIGURE AUXNAME設定を表示します。

BACKUP OPTIMIZATION CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATION設定を表示します。設定は ONまたは OFF
（デフォルト）です。

[AUXILIARY] CHANNEL CONFIGURE CHANNEL設定を表示します。通常のチャネルまたは AUXILIARYチャ

ネルを指定できます。

FOR DEVICE TYPE

deviceSpecifier

チャネルのデバイス・タイプを指定します。たとえば、SHOW CHANNEL FOR 
DEVICE TYPE DISKを使用すると、ディスク・チャネルのチャネル設定のみが表示

されます。

COMPRESSION ALGORITHM 構成済のバックアップ圧縮アルゴリズムを表示します。

CONTROLFILE AUTOBACKUP CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP設定を表示します。設定は ONまたは

OFFです。

FORMAT 構成済デバイスについて、制御ファイルの自動バックアップ・ファイルの形式を表
示します。

DATAFILE BACKUP COPIES データファイルの CONFIGURE ...BACKUP COPIES設定（1、2、3または 4）を表

示します。

DB_UNIQUE_NAME リカバリ・カタログで認識されている DB_UNIQUE_NAME値を表示します。

[DEFAULT] DEVICE TYPE 構成済のデバイス・タイプと並列度の設定を表示します。DEFAULTを指定すると、

SHOWではデフォルトのデバイス・タイプと設定が表示されます。

ENCRYPTION ALGORITHMまたは FOR {DATABASE |TABLESPACE}とともに使用すると、データ

ベースまたはデータベース内の表領域に対して現在構成されている暗号化設定を表
示します。

ALGORITHM 暗号化されたバックアップ・セットに書き込む場合に暗号化で使用されるデフォル
トの構成済アルゴリズムを表示します。V$RMAN_ENCRYPTION_ALGORITHMSに、

使用可能な値が示されています。

FOR DATABASE データベースの現行の暗号化設定を表示します。

FOR TABLESPACE 各表領域の現行の暗号化設定を表示します。

EXCLUDE 除外するように指定した表領域のみを表示します。

MAXSETSIZE CONFIGURE MAXSETSIZE設定を表示します。

RETENTION POLICY 現行のターゲット・データベースに関する CONFIGURE RETENTION POLICYの設定

を表示します。

SNAPSHOT CONTROLFILE NAME CONFIGURE SNAPSHOT CONTROLFILE設定を表示します。
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SHOW
例例例例

例例例例 2-139 ターゲット・データベースのすべての構成の表示ターゲット・データベースのすべての構成の表示ターゲット・データベースのすべての構成の表示ターゲット・データベースのすべての構成の表示

ターゲット・データベースの Recovery Manager のすべての永続構成を把握する必要があると
します。Recovery Manager クライアントを起動し、ターゲット・データベースおよびリカバ
リ・カタログに接続して、次のように SHOWコマンドを実行します（例には出力例も含まれま
す）。

RMAN> SHOW ALL;
 
RMAN configuration parameters for database with db_unique_name PROD1 are:
CONFIGURE RETENTION POLICY TO REDUNDANCY 1; # default
CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATION OFF; # default
CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO DISK; # default
CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP ON;
CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE DISK TO '/disk1/oracle/dbs/%F';
CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE SBT_TAPE TO '%F'; # defa ult
CONFIGURE DEVICE TYPE DISK PARALLELISM 1 BACKUP TYPE TO BACKUPSET; # default
CONFIGURE DEVICE TYPE SBT_TAPE PARALLELISM 1 BACKUP TYPE TO BACKUPSET; # default
CONFIGURE DATAFILE BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE DISK TO 1; # default
CONFIGURE DATAFILE BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE SBT_TAPE TO 1; # default
CONFIGURE ARCHIVELOG BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE DISK TO 1; # default
CONFIGURE ARCHIVELOG BACKUP COPIES FOR DEVICE TYPE SBT_TAPE TO 1; # default
CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE 'SBT_TAPE' 
  PARMS "SBT_LIBRARY=/usr/local/oracle/backup/lib/libobk.so";
CONFIGURE MAXSETSIZE TO UNLIMITED; # default
CONFIGURE ENCRYPTION FOR DATABASE ON;
CONFIGURE ENCRYPTION ALGORITHM 'AES128'; # default
CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO NONE; # default
CONFIGURE SNAPSHOT CONTROLFILE NAME TO '/disk1/oracle/dbs/cf_snap .f'

forDbUniqueNameOption リカバリ・カタログ内の一意の名前を持つデータベースの構成を表示します。
Recovery Manager がこのデータベースに TARGETとして接続されていない場合で

も同様に表示します。データベースは db_unique_nameで指定できますが、ALL
を使用すると、一意の名前を持つデータベースをすべて指定できます。

データベースの一意の名前は、DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータ設定の値です。

FOR DB_UNIQUE_NAME句は、Data Guard 環境でスタンバイ・データベースの構

成を表示する場合に役立ちます。

Recovery Manager は、リカバリ・カタログに接続している必要があります。

Recovery Manager は、マウント済のターゲット・データベースに接続しているか、

SET DBIDでターゲット・データベースを指定する必要があります。たとえば、

ターゲット・データベースの DBID を指定して SET DBIDを実行し、リカバリ・カ

タログで認識されているすべてのスタンバイ・データベースの構成を表示できます
（2-86 ページの例 2-46 を参照）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この句のオプションについては、3-18 ページの

「forDbUniqueNameOption」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SHUTDOWN
SHUTDOWN

用途用途用途用途

SHUTDOWNコマンドを使用すると、Recovery Manager を終了せずに、ターゲット・データベー
スを停止できます。このコマンドは、SQL*Plus の SHUTDOWN文と同じです。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

リカバリ・カタログ・データベースの停止には、Recovery Manager の SHUTDOWNコマンドは
使用できません。リカバリ・カタログ・データベースを停止するには、SQL*Plus セッションを
開始して SHUTDOWN文を発行します。

データベースを NOARCHIVELOGモードで操作している場合は、データベースを正しく停止し、
バックアップの作成前に STARTUP MOUNTを発行する必要があります。

構文構文構文構文

shutdown::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベースの起動と停止の方法は、『Oracle Database 管理
者ガイド』を、SHUTDOWNコマンドの構文は、『SQL*Plus ユーザーズ・ガ
イドおよびリファレンス』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ABORT ターゲット・インスタンスを一貫性のない状態で停止します。次の結果になりま
す。

� すべての現行のクライアントの SQL 文は、即時終了します。

� コミットされていないトランザクションは、次の起動までロールバックされま
せん。

� すべての接続ユーザーは切断されます。

� 次の起動時に、データベースのインスタンス・リカバリが実行されます。

IMMEDIATE ターゲット・インスタンスを一貫性のとれた状態で即時停止します。次の結果にな
ります。

� データベースで処理中の現行のクライアントの SQL 文が完了します。

� コミットされていないトランザクションはロールバックされます。

� すべての接続ユーザーは切断されます。

NORMAL データベースを一貫性のとれた状態で NORMAL モード（デフォルトのオプショ

ン）で停止します。これには、次のような意味があります。

� 文の発行後は、新しい接続ができません。

� データベースは、現在の接続ユーザーが切断するまで待機してから停止しま
す。

� 次回のデータベース起動時には、インスタンス・リカバリの必要がありませ
ん。

SHUTDOWN

ABORT

IMMEDIATE

NORMAL

TRANSACTIONAL ;
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SHUTDOWN
例例例例

例例例例 2-140 IMMEDIATE オプションを指定したデータベースの停止オプションを指定したデータベースの停止オプションを指定したデータベースの停止オプションを指定したデータベースの停止

この例では、現行の SQL トランザクションが処理されるのを待ってデータベースを停止し、そ
の後でデータベースをマウントします。

SHUTDOWN IMMEDIATE;
STARTUP MOUNT;

例例例例 2-141 NOARCHIVELOG モードでのデータベースの停止モードでのデータベースの停止モードでのデータベースの停止モードでのデータベースの停止

この例では、NOARCHIVELOGモードで実行中のデータベースをバックアップします。

STARTUP FORCE DBA;
SHUTDOWN IMMEDIATE;
STARTUP MOUNT;
# executing the preceding commands ensures that database is in proper state 
# for NOARCHIVELOG backups
BACKUP DATABASE;
ALTER DATABASE OPEN;

TRANSACTIONAL ターゲット・データベースを一貫性のとれた状態でクライアントへの中断を 小化
して停止します。次の結果になります。

� 現在トランザクションを進めているクライアントは、データベースの停止前に
トランザクションをコミットするか、終了します。

� このインスタンス時には、どのクライアントも新しいトランザクションを開始
できません。新しいトランザクションを開始しようとするクライアントは切断
されます。

� すべてのトランザクションがコミットするかまたは終了した後に、接続中のク
ライアントが切断されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SPOOL
SPOOL

用途用途用途用途

SPOOLコマンドを使用すると、Recovery Manager による出力の書込み先のログ・ファイルを
指定できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SPOOLコマンドは、Recovery Manager プロンプトで実行してください。

構文構文構文構文

spool::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-142 ファイルへのファイルへのファイルへのファイルへの Recovery Manager 出力のスプーリング出力のスプーリング出力のスプーリング出力のスプーリング

この例では、デフォルトのデバイス・タイプの構成に関する Recovery Manager 出力は標準出
力に書き込み、SHOWコマンドの出力はログ・ファイル current_config.logにスプーリン
グし、データベース全体のバックアップの出力は db_backup.logにスプーリングします。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt;
SPOOL LOG TO '/tmp/current_config.log';
SHOW ALL;
SPOOL LOG OFF;
SPOOL LOG TO '/tmp/db_backup.log';
BACKUP DATABASE;
SPOOL LOG OFF;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LOGファイルの詳細は、2-244 ページの「RMAN」を参照して
ください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

OFF スプーリングをオフにします。

TO filename Recovery Manager による出力の書込み先のログ・ファイルの名前を指定します。

Recovery Manager は、ファイルが存在しない場合は作成し、存在する場合は上書

きします。指定したファイルが書込み用にオープンできない場合、Recovery 
Manager は SPOOLを OFFに変更して動作を継続します。

APPEND Recovery Manager の出力を既存のログの 後に追加します。

SPOOL LOG
OFF

TO filename

APPEND ;
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SQL
SQL

用途用途用途用途

SQLコマンドを使用すると、Recovery Manager 内から SQL 文または PL/SQL ストアド・プロ
シージャを実行できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

なし。

構文構文構文構文

sql::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 2-143 アーカイブされていないオンライン・ログのアーカイブアーカイブされていないオンライン・ログのアーカイブアーカイブされていないオンライン・ログのアーカイブアーカイブされていないオンライン・ログのアーカイブ

この例では、表領域をバックアップしてから、アーカイブされていないオンライン REDO ログ
をすべてアーカイブします。

BACKUP TABLESPACE users;
SQL "ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT";

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Database SQL 言語リファレンス』

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CHANNEL channel_id RUNコマンド内で Recovery Manager のコマンドを実行するときに使用するチャネルの名前

を指定します。この名前は大 / 小文字が区別されます。

チャネルは、この RUNコマンド内の ALLOCATE CHANNELで割り当てられている必要があ

ります。このパラメータを設定しなかった場合、Recovery Manager はデフォルトのチャネ

ルを使用します。

'command' SQL 文の実行を指定します（2-269 ページの例 2-143 を参照）。SELECT文は使用できませ

ん。

引用符で囲んだ文字列に同じ引用スタイルを使用する場合、引用符で囲んだ文字列に一重引
用符を挿入するためには、2 組の一重引用符を使用する必要があります。たとえば、

Recovery Manager が SQL に渡す文字列にファイル名がある場合は、ファイル名を 2 組の一

重引用符で囲み、SQLキーワードに続く文字列全体を二重引用符で囲む必要があります

（2-270 ページの例 2-144 を参照）。

注意注意注意注意 : EXECUTEは SQL*Plus コマンドであるため、Recovery Manager の SQLコマンド内で

EXECUTEを指定して PL/SQL プログラムを実行することはできません。かわりに、BEGIN
および ENDキーワードを使用する必要があります。たとえば、SQLコマンドを使用して

PL/SQL プロシージャ rman.rman_purgeを実行するには、次のコマンドを発行します。

SQL 'BEGIN rman.rman_purge; END;';

SQL
CHANNEL

’
channel_id

’

’ command ’ ;
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SQL
例例例例 2-144 引用符付き文字列内のファイル名の指定引用符付き文字列内のファイル名の指定引用符付き文字列内のファイル名の指定引用符付き文字列内のファイル名の指定

この例では、二重引用符付き文字列のコンテキスト内で、2 組の一重引用符を使用してファイ
ル名を指定します。

SQL "ALTER TABLESPACE users ADD DATAFILE ''/disk1/oradata/users02.dbf'' 
  SIZE 100K AUTOEXTEND ON NEXT 10K MAXSIZE 100K";
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STARTUP
STARTUP

用途用途用途用途

STARTUPコマンドを使用すると、Recovery Manager 環境内からターゲット・データベースを
起動できます。このコマンドは、SQL*Plus の STARTUPコマンドと同じです。

また、Recovery Manager の STARTUPコマンドでは、サーバー・パラメータ・ファイルや初期
化パラメータ・ファイルがない場合にも、NOMOUNTモードでインスタンスを起動できます。こ
の機能は、消失したサーバー・パラメータ・ファイルのリストアを必要とする場合に役立ちま
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager がターゲット・データベースに接続している必要があります。このコマンド
は、ターゲット・データベースの起動のみに使用できます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager の STARTUPコマンドでは、サーバー・パラメータ・ファイルや初期化パラ
メータ・ファイルがない場合にも、NOMOUNTモードでインスタンスを起動できます。この機能
は、消失したサーバー・パラメータ・ファイルのリストアを必要とする場合に役立ちます

（2-272 ページの例 2-146 を参照）。

構文構文構文構文

startup::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベースの起動と停止の方法は、『Oracle Database 管理
者ガイド』を、SQL*Plus の STARTUPコマンドの構文は、『SQL*Plus ユー
ザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

STARTUP STARTUPのみを指定して他のオプションを指定しない場合、インスタンスはデフォ

ルトのサーバー・パラメータ・ファイルを使用して起動され、制御ファイルがマウ
ントされた後、データベースがオープンされます。

DBA アクセスを RESTRICTED SESSION権限を持つユーザーに制限します。

FORCE データベースがオープン状態の場合、FORCEは、データベースを再オープンする前

に SHUTDOWN ABORT文で停止します。データベースがクローズ状態の場合、

FORCEはデータベースをオープンします。

MOUNT インスタンスを起動してからデータベースをマウントしますが、オープンはしませ
ん。

STARTUP

DBA

FORCE

MOUNT

NOMOUNT

PFILE
’

filename
’

;
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STARTUP
例例例例

例例例例 2-145 パラメータ・ファイルの指定によるデータベースのマウントパラメータ・ファイルの指定によるデータベースのマウントパラメータ・ファイルの指定によるデータベースのマウントパラメータ・ファイルの指定によるデータベースのマウント

この例では、SHUTDOWN ABORTを実行してから、非デフォルトの初期化パラメータ・ファイル
の位置を指定し、制限付きアクセスでデータベースをマウントします。

CONNECT TARGET /
STARTUP FORCE MOUNT DBA PFILE=/tmp/initPROD.ora;

例例例例 2-146 パラメータ・ファイルを使用しないインスタンスの起動パラメータ・ファイルを使用しないインスタンスの起動パラメータ・ファイルを使用しないインスタンスの起動パラメータ・ファイルを使用しないインスタンスの起動

サーバー・パラメータ・ファイルが誤ってファイル・システムから削除されたとします。次の
例では、パラメータ・ファイルを使用せずにインスタンスを起動して、RESTORE SPFILE 
FROM AUTOBACKUPを実行します。この例では、自動バックアップの場所がフラッシュ・リカ
バリ領域であるため、SET DBIDは必要ありません。

CONNECT TARGET /
STARTUP FORCE NOMOUNT; # RMAN starts instance with dummy parameter file
RESTORE SPFILE TO '?/dbs/spfileprod.ora'
  FROM AUTOBACKUP
  RECOVERY AREA '/disk2' DB_NAME='prod';
STARTUP FORCE; # restart instance with restored server parameter file

NOMOUNT データベースをマウントせずにインスタンスを起動します。パラメータ・ファイル
が存在しない場合、Recovery Manager は一時パラメータ・ファイルでインスタン

スを起動します。RESTORE SPFILEを実行すると、バックアップ・サーバー・パラ

メータ・ファイルをリストアできます。

PFILE filename ターゲット・データベースで使用するテキスト・ベースの初期化パラメータ・ファ
イルのファイル名を指定します。PFILEを指定しなければ、デフォルトの初期化パ

ラメータ・ファイルの名前が使用されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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SWITCH
SWITCH

用途用途用途用途

SWITCHコマンドを使用すると、次の操作のいずれかを実行できます。

� データベース、表領域またはデータファイルのファイル名を、指定したファイルに使用可
能な 新のイメージ・コピーに更新します。

� SET NEWNAMEコマンドが発行されたデータファイルおよび一時ファイルのファイル名を更
新します。

SWITCHは、SQL 文 ALTER DATABASE RENAME FILEを使用した場合と同じ結果になります。
Recovery Manager リポジトリ内のファイルの名前は更新されますが、データベースは、オペ
レーティング・システム・レベルでは名前を変更しません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager がターゲット・データベースに接続している必要があります。表領域、デー
タファイルまたは一時ファイルを切り替えるときは、ファイルがオフライン状態になっている
必要があります。データベース全体を切り替えるときは、データベースをオープンしないでく
ださい。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

SWITCHコマンドによって、データファイルのコピーの Recovery Manager リポジトリ・レ
コードがリカバリ・カタログから削除され、制御ファイル・レコードの状態が DELETEDに更
新されます。

Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続されていて、バックアップからリストアされた
制御ファイルをデータベースで使用している場合は、SWITCHによって、リカバリ・カタログ
では認識されているが、制御ファイルでは不明なデータファイルのレコードで制御ファイルが
更新されます。

SWITCH ...TO COPYは Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。TO COPYを指
定しない SWITCHは、RUNブロック内でのみ使用できます。

構文構文構文構文

switch::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

SWITCH

DATABASE

DATAFILE datafileSpec

,

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,
TO COPY ;
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SWITCH
switchFile::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ）、tempfileSpec::=（3-37 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

switch
この副次句では、データベース、表領域またはデータファイルのファイル名を、指定したファ
イルに使用可能な 新のイメージ・コピーに切り替えます。このコマンドを実行することで、
バックアップからのデータファイルのリストアを回避できます。SWITCH ...TO COPYは
Recovery Manager プロンプトでのみ実行できます。

switchFile
この副次句では、SET NEWNAMEコマンドが発行されたデータファイルおよび一時ファイルの
ファイル名を更新します。この句は、 RUNブロック内でのみ実行してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DATABASE データファイルおよび制御ファイルの名前を変更して、これらのファイルのイメー
ジ・コピーのファイル名を使用します。Recovery Manager は、各データベース・

ファイルの 新のイメージ・コピーに切り替えられます。

データベースの切替え後、Recovery Manager では、以前のデータベースがデータ

ファイルのコピーとして認識されます。

DATAFILE datafileSpec 指定したデータファイルを 新のイメージ・コピーに切り替えます。

ファイル切替え後は、指定したデータファイルが制御ファイルで現行のファイルと
は認識されなくなります。

TABLESPACE 
tablespace_name

SWITCH DATAFILE ... TO COPYを使用する場合と同様に、指定した表領域内の

すべてのデータファイルを切り替えます （2-275 ページの例 2-147 を参照）。

TO COPY 指定したアクティブなデータベース・ファイルをイメージ・コピーに切り替えま
す。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DATAFILE ALL このジョブで SET NEWNAME FOR DATAFILEコマンドが発行されたすべてのデータ

ファイルを新規の名前に切り替えるように指定します（2-275 ページの例 2-148 を参

照）。

DATAFILE datafileSpec 名前を変更するデータファイルを指定します。ファイルの切替え後、指定したファ
イルは制御ファイルによって現行とは認識されません。TOオプションを指定しない

と、Recovery Manager は、このファイルに対して RUNブロック内の以前の SET 
NEWNAMEコマンドで切替え先として指定したファイル名を使用します。

TO DATAFILECOPY 
{'filename' | TAG 
tag_name}

ファイルの切替えに使用する入力コピー・ファイルを指定します。つまり、名前の
変更が必要なデータファイルのコピーを指定します（2-276 ページの例 2-150 を参

照）。

TEMPFILE ALL このジョブで SET NEWNAME FOR TEMPFILEコマンドが発行されたすべての一時

ファイルを新規の名前に切り替えるように指定します。

SWITCH

DATAFILE ALL

DATAFILE datafileSpec

TO DATAFILECOPY
’ filename ’

TAG
’

tag_name
’

TEMPFILE ALL

TEMPFILE tempfileSpec
TO ’ filename ’

;
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SWITCH
例例例例

例例例例 2-147 バックアップからのリストアを回避するためのイメージ・コピーへの切替えバックアップからのリストアを回避するためのイメージ・コピーへの切替えバックアップからのリストアを回避するためのイメージ・コピーへの切替えバックアップからのリストアを回避するためのイメージ・コピーへの切替え

ディスクに障害が発生し、users表領域内のすべてのデータファイルにアクセスできなくなっ
たとします。この表領域内のすべてのデータファイルのイメージ・コピーは、フラッシュ・リ
カバリ領域に存在します。Recovery Manager を起動し、TARGETとしてデータベースに接続し
た後、SWITCHを実行して制御ファイルが新しいデータファイルを指し示すようにしてから、
次のように RECOVERを実行します。

SQL "ALTER TABLESPACE users OFFLINE IMMEDIATE";
SWITCH TABLESPACE users TO COPY;
RECOVER TABLESPACE users;
SQL "ALTER TABLESPACE users ONLINE";

例例例例 2-148 新しい場所へリストアした後のデータファイルのファイル名の切替え新しい場所へリストアした後のデータファイルのファイル名の切替え新しい場所へリストアした後のデータファイルのファイル名の切替え新しい場所へリストアした後のデータファイルのファイル名の切替え

ディスクに障害が発生し、データファイルを新しいディスクの場所へリストアする必要がある
とします。Recovery Manager を起動し、TARGETとしてデータベースに接続した後、SET 
NEWNAMEコマンドを実行してデータファイル名を変更してから、RESTOREを実行して欠落し
ているデータファイルをリストアします。SWITCHを実行して制御ファイルが新しいデータ
ファイルを指し示すようにしてから、RECOVERを実行します。この例では、ディスクとテープ
の両方のチャネルを割り当てます。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL dev1 DEVICE TYPE DISK;
  ALLOCATE CHANNEL dev2 DEVICE TYPE sbt;
  SQL "ALTER TABLESPACE users OFFLINE IMMEDIATE";
  SET NEWNAME FOR DATAFILE '/disk1/oradata/prod/users01.dbf'
                        TO '/disk2/users01.dbf';
  RESTORE TABLESPACE users;
  SWITCH DATAFILE ALL;
  RECOVER TABLESPACE users;
  SQL "ALTER TABLESPACE users ONLINE";
}

例例例例 2-149 SET NEWNAME とととと SWITCH TEMPFILE ALL を使用した一時ファイルの名前の変更を使用した一時ファイルの名前の変更を使用した一時ファイルの名前の変更を使用した一時ファイルの名前の変更

この例では、SET NEWNAMEを使用して複数の一時ファイルの新しい名前を指定し、SWITCH 
TEMPFILE ALLを使用して一時ファイル名を指定されたファイル名に変更します。データベー
スはこの手順を開始する際にクローズされた状態である必要があります。データベースがオー
プンされている場合は一時ファイルが新しい場所に再作成されます。

CONNECT TARGET /
STARTUP FORCE MOUNT
RUN
{  
  SET NEWNAME FOR TEMPFILE 1 TO '/disk2/temp01.dbf';
  SET NEWNAME FOR TEMPFILE 2 TO '/disk2/temp02.dbf';
  SET NEWNAME FOR TEMPFILE 3 TO '/disk2/temp03.dbf'; 
  SWITCH TEMPFILE ALL;  
  RESTORE DATABASE;  

TEMPFILE tempfileSpec 名前を変更する一時ファイルを指定します。TOオプションを指定しないと、

Recovery Manager は、このファイルに対して RUNブロック内の以前の SET 
NEWNAMEコマンドで切替え先として指定したファイル名を使用します。ターゲッ

ト・データベースはマウントする必要がありますが、オープンはしないでくださ
い。

TO 'filename' 一時ファイルの名前を指定した名前に変更します（2-275 ページの例 2-149 を参照）。

ターゲット・データベースはマウントする必要がありますが、オープンはしないで
ください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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  RECOVER DATABASE;  
  ALTER DATABASE OPEN;
}

例例例例 2-150 データファイルのコピーへの切替えデータファイルのコピーへの切替えデータファイルのコピーへの切替えデータファイルのコピーへの切替え

次のコマンドは、tools表領域のデータファイルを、/disk2/tools.copyという名前の
データファイル・コピーに切り替えます。

RUN
{ 
  SQL "ALTER TABLESPACE tools OFFLINE IMMEDIATE";
  SWITCH DATAFILE '/disk1/oradata/prod/tools01.dbf' 
  TO DATAFILECOPY '/disk2/tools.copy'; 
  RECOVER TABLESPACE tools;
  SQL "ALTER TABLESPACE tools ONLINE";
}
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TRANSPORT TABLESPACE

用途用途用途用途

TRANSPORT TABLESPACEコマンドを使用すると、ソース・データベースのライブ・データ
ファイルではなく、Recovery Manager のバックアップからトランスポータブル表領域セットを
作成できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

『Oracle Database 管理者ガイド』で説明されているトランスポータブル表領域セットの作成に
関する制限事項は、表領域を読取り専用にする要件を除いて、バックアップから表領域をトラ
ンスポートする場合に適用されます。

SYSAUX表領域は、リカバリ・セット（トランスポートする表領域のセット）に含めないよう
に注意してください。Recovery Manager は、SYSAUX表領域を補助セット（データファイル
と、表領域のトランスポートに必要な他のファイルを含む）に組み込みます。

TRANSPORT TABLESPACEでは、エンディアン形式は変換しません。ターゲット・プラット
フォームに別のエンディアン形式が含まれている場合は、TRANSPORT TABLESPACEの実行後
に、CONVERTコマンドを使用して、トランスポータブル・セットのデータファイルのエンディ
アン形式を変換します。

表領域を削除すると、TRANSPORT TABLESPACEの SCN が表を削除したときの SCN より古い
場合でも、後で TRANSPORT TABLESPACEを使用してこの表領域をトランスポータブル表領域
セットに含めることはできません。表領域名を変更すると、TRANSPORT TABLESPACEを使用
して、表領域名を変更した時点よりも前の時点でのトランスポータブル表領域セットは作成で
きません。

バックアップおよびバックアップ・メタデータバックアップおよびバックアップ・メタデータバックアップおよびバックアップ・メタデータバックアップおよびバックアップ・メタデータ

必要なすべての表領域（補助セットの表領域を含む）のバックアップ、およびターゲット時刻
までリカバリするために必要なアーカイブ REDO ログ・ファイルが必要です。

リカバリ・カタログを使用せずに、必要なバックアップに関するメタデータを含む制御ファイ
ル・レコードがデータベースで再使用された場合、バックアップを Recovery Manager で検索
できないため、そのコマンドは失敗します。必要なバックアップが使用可能な場合は、
CATALOGを使用してそれらを Recovery Manager リポジトリに追加できる場合があります。た
だし、制御ファイル・レコードがデータベースですでに上書きされている場合は、他の必要な
バックアップのレコードが失われる場合があります。

データ・ポンプ・エクスポートデータ・ポンプ・エクスポートデータ・ポンプ・エクスポートデータ・ポンプ・エクスポート / インポートインポートインポートインポート

Recovery Manager ではデータ・ポンプ・エクスポート / インポート・ユーティリティが使用
されるため、トランスポートする表領域で XMLTypeが使用されている場合、TRANSPORT 
TABLESPACEは使用できません。この場合は、『Oracle Database 管理者ガイド』の手順を使用
する必要があります。

エクスポート・ダンプ・ファイルの名前の付いたファイルがすでに表領域のトランスポート先
に格納されていると、TRANSPORT TABLESPACEはデータ・ポンプ・エクスポートの呼出し時
に失敗します。以前の TRANSPORT TABLESPACEジョブを繰り返す場合は、エクスポート・ダ
ンプ・ファイルを含む以前の出力ファイルを削除してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Recovery Manager での表領域のトランスポート方法は、
『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を
参照してください。
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表領域と列の暗号化表領域と列の暗号化表領域と列の暗号化表領域と列の暗号化

列レベルで機能する透過的データ暗号化と表領域暗号化のデータベース暗号化機能のいずれに
も、ウォレットが使用されています。暗号化される表領域または暗号化された列を含む表領域
には、次の制限が適用されることに注意してください。

� トランスポートする表領域が暗号化されている場合は、トランスポート先データベースに
ウォレットを手動でコピーする必要があります。

� 複製先データベースにウォレットがすでに存在する場合は、ソース・データベースのウォ
レットを複製先データベースにコピーすることはできません。したがって、ウォレットが
すでに存在するデータベースには、暗号化データをトランスポートできません。データの
透過的暗号化機能で列を暗号化する場合は、パスワードで保護されたエクスポート・ファ
イルに列をエクスポートし、そのデータを複製先データベースにインポートできます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager では同じノードでのリストアおよびリカバリに使用される自動補助インスタ
ンスがソース・インスタンスとして作成されるため、TRANSPORT TABLESPACEコマンドの操
作中にパフォーマンス・オーバーヘッドが発生します。

Recovery Manager がデータベースのバックアップ計画の一部分でない場合は、必要なデータ
ファイル・コピーおよびアーカイブ・ログがディスクで使用可能なかぎり、TRANSPORT 
TABLESPACEを使用できます。CATALOGコマンドを使用してデータファイル・コピーおよび
アーカイブ・ログを Recovery Manager リポジトリに記録します。その後、TRANSPORT 
TABLESPACEを使用できます。また、TRANSPORT TABLESPACEを使用できるように、
Recovery Manager を使用してデータベースをバックアップするオプションもあります。

構文構文構文構文

transpt_tbs::=

（transpt_tbs_optlist::=（2-278 ページ））

transpt_tbs_optlist::=

（untilClause::=（3-38 ページ））

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 透過的データ暗号化については、『Oracle Database Advanced 
Security 管理者ガイド』を参照してください。

TRANSPORT TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

transpt_tbs_optList
;

AUXILIARY DESTINATION ’ location ’

DATAPUMP DIRECTORY
’

datapump_directory
’

DUMP FILE

EXPORT LOG

IMPORT SCRIPT
’ filename ’

TABLESPACE DESTINATION
’

tablespace_destination
’

TO RESTORE POINT restore_point_name

untilClause
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

transpt_tbs

transpt_tbs_optlist
この副次句では、表領域のトランスポートに影響を与えるオプションのパラメータを指定しま
す。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

tablespace_name トランスポートする各表領域の名前を指定します。

必要なすべての表領域（補助セットの表領域を含む）のバックアップ、および
TRANSPORT TABLESPACE操作のターゲット時刻までリカバリできる、Recovery 
Manager で使用可能なアーカイブ REDO ログ・ファイルが必要です。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

AUXILIARY DESTINATION 
'location'

補助インスタンス用のファイルの格納場所を指定します。

SET NEWNAMEと CONFIGURE AUXNAMEを使用すると、個々のファイルに対して

この引数をオーバーライドできます。独自の初期化パラメータ・ファイルを使用し
て補助インスタンスをカスタマイズする場合は、AUXILIARY DESTINATIONのか

わりに、DB_FILE_NAME_CONVERTおよび LOG_FILE_NAME_CONVERT初期化パラ

メータを使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 補助インスタンス・ファイルの様々なネーミング手法での相互作用の詳

細は、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参

照してください。

DATAPUMP DIRECTORY 
datapump_directory

データ・ポンプ・エクスポートの出力が作成されるデータベース・ディレクトリ・
オブジェクトを指定します（例 2-152 を参照）。指定しない場合、Recovery 
Manager は TABLESPACE DESTINATIONで指定された場所にファイルを作成しま

す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データ・ポンプ・エクスポートおよびデータベース・ディレクトリ・オ

ブジェクトの詳細は、『Oracle Database ユーティリティ』を参照してください。

DUMP FILE 'filename' データ・ポンプ・エクスポートのダンプ・ファイルを作成する場所を指定します。
指定しない場合、エクスポート・ダンプ・ファイルは、dmpfile.dmpという名前

で、DATAPUMP DIRECTORY句で指定された場所または表領域のトランスポート先

に格納されます。

注意注意注意注意 : エクスポート・ダンプ・ファイルの名前の付いたファイルがすでに表領域の

トランスポート先に格納されていると、TRANSPORT TABLESPACEはデータ・ポン

プ・エクスポートの呼出し時に失敗することに注意してください。以前の
TRANSPORT TABLESPACEジョブを繰り返す場合は、エクスポート・ダンプ・ファ

イルを含む以前の出力ファイルを削除してください。

EXPORT LOG 'filename' データ・ポンプ・エクスポートで生成されたログの場所を指定します。省略した場
合、エクスポート・ログは、explog.logという名前で、DATAPUMP DIRECTORY
句で指定された場所または表領域のトランスポート先に格納されます。

IMPORT SCRIPT 'filename' トランスポート先データベースのトランスポートされた表領域に接続する際に使用
する、Recovery Manager で生成されるサンプル入力スクリプトのファイル名を指

定します。省略した場合、インポート・スクリプトは impscript.sqlという名前

になります。このスクリプトは、表領域のトランスポート先に格納されます。

TABLESPACE DESTINATION 
tablespace_destination

表領域のトランスポート操作が完了した後の、トランスポートされた表領域のデー
タファイルの場所を指定します。

TO RESTORE POINT 
restore_point_name

リストア・ポイントを作成した時点の SCN を上限として、表領域のリストアおよ

びリカバリのリストア・ポイントを指定します。指定した値は含まれます。上限値
が含まれるため、Recovery Manager は、リストア・ポイントに対応する SCN まで

表領域をリストアまたはリカバリできるファイルのみを選択します。
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例例例例

例例例例 2-151 過去の時刻を指定した過去の時刻を指定した過去の時刻を指定した過去の時刻を指定した TRANSPORT TABLESPACE の使用の使用の使用の使用

この例では、トランスポータブル・セットの表領域は exampleおよび toolsで、トランス
ポータブル・セットのファイルは /disk1/transport_destに格納されます。また、トラン
スポータブル表領域は、15 分前の時刻までリカバリされます。

TRANSPORT TABLESPACE example, tools
  TABLESPACE DESTINATION '/disk1/transportdest'
  AUXILIARY DESTINATION '/disk1/auxdest'
  UNTIL TIME 'SYSDATE-15/1440';

次に出力例の一部を示します。

Creating automatic instance, with SID='egnr'
 
initialization parameters used for automatic instance:
db_name=PROD
compatible=11.0.0
db_block_size=8192
.
.
.
starting up automatic instance PROD
.
.
. 
executing Memory Script
 
executing command: SET until clause
 
Starting restore at 07-JUN-07
allocated channel: ORA_AUX_DISK_1
channel ORA_AUX_DISK_1: SID=44 device type=DISK
 
channel ORA_AUX_DISK_1: starting datafile backup set restore
channel ORA_AUX_DISK_1: restoring control file
.
.
.
output file name=/disk1/auxdest/cntrl_tspitr_PROD_egnr.f
Finished restore at 07-JUN-07
 
sql statement: alter database mount clone database

untilClause 過去の時刻、SCN またはログ順序番号を指定します（2-280 ページの例 2-151 を参

照）。指定した場合、Recovery Manager は、エクスポート前に補助インスタンスで

表領域をその過去の時点における表領域の内容にリストアおよびリカバリします。

表領域名を変更すると、このコマンドを使用して、表領域名を変更した時点よりも
前の時点でのトランスポータブル表領域セットを作成することはできません。
Recovery Manager には、前の表領域名に関する情報がありません。

TRANSPORT TABLESPACEの UNTIL時刻または SCN の時点の UNDO セグメント

を含む表領域は、補助セットの一部である必要があります。制御ファイルには、現
時点での UNDO セグメントを含む表領域のレコードのみが含まれています。

UNDO セグメントを含む表領域セットが UNTIL時刻や SCN でのものと異なる場

合、TRANSPORT TABLESPACEは失敗します。したがって、NOCATALOGモードで

Recovery Manager を使用し、UNTILを指定する場合、TRANSPORT TABLESPACE
を実行する時点の UNDO セグメントを含む表領域セットは、UNTIL時刻または

SCN での UNDO セグメントを含む表領域セットと同じである必要があります。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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sql statement: alter system archive log current
 
sql statement: begin dbms_backup_restore.AutoBackupFlag(FALSE); end;
 
starting full resync of recovery catalog
full resync complete
.
.
.
executing Memory Script
.
.
.
 
Starting restore at 07-JUN-07
using channel ORA_AUX_DISK_1
 
channel ORA_AUX_DISK_1: starting datafile backup set restore
channel ORA_AUX_DISK_1: specifying datafile(s) to restore from backup set
channel ORA_AUX_DISK_1: restoring datafile 00001 to 
/disk1/auxdest/TSPITR_PROD_EGNR/datafile/o1_mf_system_%u_.dbf
datafile 1 switched to datafile copy
.
.
.
starting media recovery
.
.
. 
Finished recover at 07-JUN-07
 
database opened
.
.
.
executing Memory Script
.
.
.
sql statement: alter tablespace EXAMPLE read only
Removing automatic instance
shutting down automatic instance
Oracle instance shut down
Automatic instance removed
auxiliary instance file /disk1/auxdest/cntrl_tspitr_PROD_egnr.f deleted
.
.
.

例例例例 2-152 カスタマイズされたファイルの場所を指定したカスタマイズされたファイルの場所を指定したカスタマイズされたファイルの場所を指定したカスタマイズされたファイルの場所を指定した TRANSPORT TABLESPACE の使用の使用の使用の使用

この例では、データ・ポンプ関連ファイル（ダンプ・ファイルなど）の場所を制御するオプ
ションの引数の使用方法を示します。DATAPUMP DIRECTORYは、ターゲット・データベース
に存在するオブジェクトを参照する必要があります。SQL 文の CREATE DIRECTORYを使用す
ると、ディレクトリ・オブジェクトを作成できます。

TRANSPORT TABLESPACE example
  TABLESPACE DESTINATION '/disk1/transportdest'
  AUXILIARY DESTINATION '/disk1/auxdest'
  DATAPUMP DIRECTORY mypumpdir
  DUMP FILE 'mydumpfile.dmp'
  IMPORT SCRIPT 'myimportscript.sql'
  EXPORT LOG 'myexportlog.log';
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UNREGISTER

用途用途用途用途

UNREGISTERコマンドを使用すると、登録されている 1 つ以上のデータベースの Recovery 
Manager のメタデータをリカバリ・カタログから削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

このコマンドは、Recovery Manager プロンプトでのみ実行してください。Recovery Manager
は、リカバリ・カタログに接続している必要があります。登録解除するデータベースは、現在
リカバリ・カタログに登録されている必要があります。

構文構文構文構文

unregister::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 1 つのコマンドで、データベースを削除して登録解除する方法
は、2-124 ページの「DROP DATABASE」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DATABASE 登録解除するプライマリ・データベースを指定します。Recovery Manager により、

プライマリ・データベース、およびこれに対応付けられているスタンバイ・データ
ベースが登録解除されます（2-283 ページの例 2-153 を参照）。

database_nameを指定しない場合は、次の方法のうちいずれかでデータベースが

識別される必要があります。

� Recovery Manager が TARGETとしてデータベースに接続されている場合、ター

ゲット・データベースと対応付けられているスタンバイ・データベースが
Recovery Manager によって登録解除されます。

� Recovery Manager が TARGETとしてデータベースに接続されていない場合、ま

たは TARGETデータベースの名前がリカバリ・カタログで一意ではない場合、

Recovery Manager では SET DBIDコマンドで指定された値を使用します

（2-284 ページの例 2-154 を参照）。Recovery Manager により、この DBID を持

つすべてのデータベースが登録解除されます。

database_name 登録解除するプライマリ・データベースの名前を指定します。

このデータベース名は、リカバリ・カタログで一意である必要があります。データ
ベース名が一意であるため、Recovery Manager はターゲット・データベースに接

続したり、SET DBIDコマンドを使用する必要がありません。

UNREGISTER

DATABASE

’
database_name

’
NOPROMPT

;

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’ INCLUDING BACKUPS

NOPROMPT

NOPROMPT ;
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UNREGISTER
例例例例

例例例例 2-153 プライマリ・データベースとそのスタンバイ・データベースの登録解除プライマリ・データベースとそのスタンバイ・データベースの登録解除プライマリ・データベースとそのスタンバイ・データベースの登録解除プライマリ・データベースとそのスタンバイ・データベースの登録解除

プライマリ・データベース prodには、対応付けられているスタンバイ・データベース
dgprod3および dgprod4があるとします。この例では、データベース名がリカバリ・カタロ
グ内で一意のターゲット・データベース prodに Recovery Manager を接続し、そのデータ
ベースを登録解除します。Recovery Manager により、prod、dgprod3および dgprod4に関
するすべてのメタデータがカタログから削除されます。例には出力例も含まれます。

RMAN> CONNECT TARGET /

connected to target database: PROD (DBID=1627709917)

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> UNREGISTER DATABASE NOPROMPT;
 
database name is "PROD" and DBID is 1627709917
database unregistered from the recovery catalog
 
RMAN> LIST DB_UNIQUE_NAME ALL;

RMAN>

DB_UNIQUE_NAME 
db_unique_name

db_unique_nameで指定されている Data Guard データベースに対するバックアッ

プのメタデータを除く、すべてのメタデータの削除を指定します。

通常は、スタンバイ・データベースの登録解除を行うためにこの句を使用します
が、指定するデータベースはプライマリ・データベースでもスタンバイ・データ
ベースでもかまいません 2-284 ページの例 2-155 を参照）。

この句は、Recovery Manager がマウントまたはオープン状態のターゲット・デー

タベースに接続されている場合、または SET DBIDコマンドを実行済の場合のみ使

用できます。通常、ターゲット・データベースは登録解除対象とはなりません。た
とえば、TARGETとして prod1に接続し、DB_UNIQUE_NAMEを使用して

standby1を登録解除することができます。SET DBIDで使用される DBID は、プ

ライマリ・データベースとその対応付けられているスタンバイ・データベースで同
じです。

データベースのバックアップには、リカバリ・カタログ内のバックアップ・ファイ
ルの名前に対応付けられた DB_UNIQUE_NAMEが設定されています。データベース

が登録解除されると、これらのバックアップ・ファイルのデータベース名が null
としてマークされます。データベース名とこれらのファイルを関連付けるには、
CHANGE ...RESET DB_UNIQUE_NAMEコマンドを使用します。

INCLUDING BACKUPS db_unique_nameで指定されたデータベースのバックアップ・メタデータも削除

されるように指定します。

注意注意注意注意 : 物理バックアップは、UNREGISTERコマンドで削除できないことに注意して

ください。物理バックアップを削除する場合は、 初に DELETEコマンドでバック

アップを削除してから、INCLUDING BACKUPSオプションを指定して

UNREGISTERを実行します。

NOPROMPT 確認のプロンプトを表示せずに、データベースを登録解除します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例 2-154 カタログ内で一意でないデータベースの登録解除カタログ内で一意でないデータベースの登録解除カタログ内で一意でないデータベースの登録解除カタログ内で一意でないデータベースの登録解除

リカバリ・カタログに登録されている 2 つのデータベースの名前が prodであるとします。目
標は、DBID が 28014364の prodデータベースを登録解除することです。リカバリ・カタロ
グで prodという名前を持つ複数のデータベースが登録されているため、また、Recovery 
Manager が 28014364データベースに TARGETとして接続されていない（このデータベースが
ファイル・システムからすでに削除されている）ため、UNREGISTER DATABASEの前に SET 
DBIDを実行します。この例には、出力例も含まれます。

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> SET DBID 28014364;

executing command: SET DBID
database name is "PROD" and DBID is 28014364
 
RMAN> UNREGISTER DATABASE;

Do you really want to unregister the database (enter YES or NO)? YES
database unregistered from the recovery catalog

例例例例 2-155 スタンバイ・データベースの登録解除スタンバイ・データベースの登録解除スタンバイ・データベースの登録解除スタンバイ・データベースの登録解除

プライマリ・データベース prodには、対応付けられているスタンバイ・データベース
dgprod3および dgprod4があるとします。dgprod4を登録解除しますが、このデータベース
で作成されたバックアップのメタデータは削除しません。これらの場アックアップは、その環
境の他のデータベースで引き続き使用できるためです。この例では、SET DBIDを使用してス
タンバイ・データベースの DBID を指定してから、登録解除します（例には出力例も含まれま
す）。

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> SET DBID 1627367554;

executing command: SET DBID
database name is "PROD" and DBID is 1627367554

RMAN>  UNREGISTER DB_UNIQUE_NAME dgprod4;

database db_unique_name is "dgprod4", db_name is "PROD" and DBID is 1627367554

Want to unregister the database with target db_unique_name (enter YES or NO)? YES
database with db_unique_name dgprod4 unregistered from the recovery catalog
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UPGRADE CATALOG
UPGRADE CATALOG

用途用途用途用途

UPGRADE CATALOGコマンドを使用すると、リカバリ・カタログ・スキーマを、旧バージョン
から、Recovery Manager クライアントで必要なバージョンにアップグレードできます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Recovery Manager がリカバリ・カタログ所有者としてリカバリ・カタログ・データベースに接
続していて、リカバリ・カタログ・データベースがオープン状態である必要があります。仮想
プライベート・カタログへの接続中は、UPGRADE CATALOGコマンドを使用できません

（CREATE CATALOGコマンドを参照）。アップグレードできるのは基本カタログのみです。

リカバリ・カタログが、Recovery Manager 実行可能ファイルに必要なバージョンより後のバー
ジョンになっていないことが必要です。後のバージョンの場合は、エラーが発行されます。
Recovery Manager は、アップグレード中に生成したエラー・メッセージをメッセージ・ログに
表示します。

Oracle Database 10g リリース 1 のリカバリ・カタログ・スキーマには、CREATE TYPE権限が
必要です。10g リリース 1 より前のリリースでリカバリ・カタログ所有者を作成し、このユー
ザーに RECOVERY_CATALOG_OWNERロールを付与しているとします。このロールに CREATE 
TYPE権限が含まれていない場合は、アップグレードを実行する前に、このユーザーに明示的に
CREATE TYPEを付与する必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

アップグレードの確認のため、UPGRADE CATALOGコマンドを続けて 2 回入力する必要があり
ます。

リカバリ・カタログがすでに現行の状態になっていれば、Recovery Manager はコマンドの実行
を認めます。その結果、必要に応じてパッケージの再作成ができます。

基本リカバリ・カタログへのアップグレードで既存の仮想プライベート・カタログへの変更が
必要な場合は、Recovery Manager が次にその仮想プライベート・カタログに接続したときに、
これらの変更が自動的に行われます。

UPGRADE CATALOGコマンドでは、アップグレード用のスクリプトは実行されません。かわり
に、Recovery Manager は各種の SQL DDL 文をリカバリ・カタログに送信し、新規の表、
ビュー、列などでリカバリ・カタログ・スキーマを更新します。

構文構文構文構文

upgradeCatalog::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

なし。

UPGRADE CATALOG
;
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UPGRADE CATALOG
例例例例

例例例例 2-156 リカバリ・カタログのアップグレードリカバリ・カタログのアップグレードリカバリ・カタログのアップグレードリカバリ・カタログのアップグレード

この例では、Recovery Manager をリカバリ・カタログ・データベース catdbに接続し、それ
を新しいバージョンにアップグレードします。

RMAN> CONNECT CATALOG rco@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database 
PL/SQL package rman.DBMS_RCVCAT version 10.01.00 in RCVCAT database is too old

RMAN> UPGRADE CATALOG;

recovery catalog owner is RCO 
enter UPGRADE CATALOG command again to confirm catalog upgrade 

RMAN> UPGRADE CATALOG;

recovery catalog upgraded to version 11.01.00
DBMS_RCVMAN package upgraded to version 11.01.00
DBMS_RCVCAT package upgraded to version 11.01.00
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VALIDATE

用途用途用途用途

VALIDATEコマンドを使用すると、破損ブロックおよび欠落ファイルをチェックしたり、バッ
クアップ・セットがリストア可能かどうかを判断することができます。

VALIDATEでの検証中に問題が検出されると、Recovery Manager によってその問題が表示さ
れ、障害の評価が開始されます。障害が検出されたら、Recovery Manager によってその障害の
ログが自動診断リポジトリに書き込まれます。LIST FAILUREを使用すると、障害を表示でき
ます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ターゲット・データベースはマウントまたはオープン状態である必要があります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

VALIDATEコマンドのオプションは、BACKUP VALIDATEコマンドのオプションと同じ意味で
す。ただし、BACKUP VALIDATEとは異なり、VALIDATEでは個々のバックアップ・セットと
データ・ブロックをチェックできます。

VALIDATEコマンドでは、一度も使用されていないブロックはスキップされます。Recovery 
Manager ではまた、COMPATIBLEパラメータが 10.2 以上に設定されている場合は、ローカル
管理の表領域の（一度も使用されていないブロックではなく）現在使用されていないブロック
がスキップされます。

物理的な破損が発生した場合、データベースでブロックが認識されません。論理的な破損が発
生した場合は、ブロックの内容に論理的な一貫性がなくなります。デフォルトでは、
VALIDATEコマンドを使用すると、物理的な破損のみがチェックされます。CHECK LOGICAL
を指定すると、論理的な破損もチェックできます。Recovery Manager により、結果が
V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに移入されます。

ブロック破損はブロック間破損とブロック内破損に分類できます。ブロック内破損では、破損
はブロック自体の中で発生し、物理的な破損または論理的な破損のいずれかです。ブロック間
破損では、破損はブロック間で発生し、論理的な破損のみです。VALIDATEコマンドでは、ブ
ロック内破損のみがチェックされます。

構文構文構文構文

validate::=

（validateObject::=（2-288 ページ）、validateOperand::=（2-289 ページ））

VALIDATE

validateOperand
validateObject

INCLUDE CURRENT CONTROLFILE PLUS ARCHIVELOG

validateObject
INCLUDE CURRENT CONTROLFILE PLUS ARCHIVELOG

validateOperand
;
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validateObject::=

（archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、copyOfSpec::=（2-25 ページ）、
blockObject::=（2-189 ページ）、datafileCopySpec::=（2-26 ページ）、
datafileSpec::=（3-14 ページ））

copyOfSpec::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

blockObject::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

archivelogRecordSpecifier

BACKUPSET primaryKey

,

CONTROLFILECOPY ’ filename ’

CONTROLFILECOPY
ALL

LIKE ’ string_pattern ’

copyOfSpec

blockObject

CURRENT CONTROLFILE

DATABASE

datafileCopySpec

DATAFILE datafileSpec

,

RECOVERY AREA

DB_RECOVERY_FILE_DEST

RECOVERY FILES

SPFILE

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

COPY OF

DATABASE

DATAFILE datafileSpec

,

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

CORRUPTION LIST

DATAFILE datafileSpec BLOCK integer
TO integer

,

TABLESPACE tablespace_name DBA integer

,
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validateOperand::=

（deviceSpecifier::=（3-15 ページ）、sizeSpec::=（2-289 ページ）、skipSpec::=（2-289 ページ））

skipSpec::=

sizeSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

validate
この副次句では、検証するバックアップ・セットを指定します。構文は、2-287 ページの

「validate::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

validateOperand 検証方法を制御するオプションを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-291 ページの「validateOperand」を参照してください。

validateObject 検証するファイルを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-290 ページの「validateObject」を参照してください。

INCLUDE CURRENT

CONTROLFILE

現行の制御ファイルのスナップショットを作成し、検証を行います。

PLUS ARCHIVELOG アーカイブ REDO ログも検証の対象にします。Recovery Manager によって次の手

順が実行されます。

1. ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT文が実行されます。

2. VALIDATE ARCHIVELOG ALLコマンドが実行されます。バックアップの 適化

が使用可能になっている場合、Recovery Manager では、まだバックアップさ

れていないログの検証のみが行われるため注意してください。

3. VALIDATEコマンドで指定したファイルの検証が行われます。

4. ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT文が実行されます。

5. 残りのアーカイブ REDO ログの検証が行われます。

CHECK LOGICAL

DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

NOEXCLUDE

SECTION SIZE sizeSpec

skipSpec

SKIP

INACCESSIBLE

OFFLINE

READONLY

integer

G

K

M
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validateObject
この副次句では、検証するデータベース・ファイルを指定します。構文は、2-288 ページの

「validateObject::=」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

archivelogRecordSpecifier アーカイブ REDO ログの範囲を検証します。VALIDATE ARCHIVELOGは BACKUP 
VALIDATE ARCHIVELOGと同じです。

BACKUPSET  primary_key primary_keyで指定したバックアップ・セットが存在し、リストア可能であるこ

とをチェックします。

バックアップ・セットの主キーを取得するには、LIST文を実行します。あるい

は、リカバリ・カタログを使用している場合には、RC_BACKUP_SETリカバリ・

カタログ・ビューに問い合せます。

VALIDATE BACKUPSETコマンドは、バックアップ・セットのすべてのブロック

をチェックして、バックアップがリストア可能であることを確認します。
Recovery Manager はブロックの破損を検出すると、エラーを発行し、検証を終了

します。一方、CROSSCHECKコマンドは、指定したファイルがディスク上にある

場合はファイルのヘッダーを調べ、ファイルがテープ上にある場合はメディア管
理カタログに問い合せます。

バックアップ・セットのうち 1 つ以上のバックアップ・ピースが欠落または破損

している疑いがあるときは、VALIDATE BACKUPSETを使用してください。テス

トするバックアップ・セットの選択には VALIDATE BACKUPSETを使用し、

Recovery Manager にどのバックアップを検証するかを選択させるときは

RESTOREコマンドの VALIDATEオプションを使用します。イメージ・コピーを検

証する場合は、RESTORE VALIDATE FROM DATAFILECOPYを実行します。

自動チャネルを構成していない場合は、VALIDATE BACKUPSETを実行する前に 1
つ以上のチャネルを手動で割り当てます。

注意注意注意注意 : バックアップ・セットのコピーが複数存在する場合は、Recovery Manager
により 新のコピーのみが検証されます。VALIDATEコマンドでは、特定のコ

ピーを検証するオプションはサポートされません。ただし、あるコピーが別のコ
ピーとは違うデバイス上にある場合は、VALIDATE DEVICE TYPEを使用して、

指定したデバイス上のコピーを検証できます。両方のコピーが同じデバイス上に
ある場合は、CHANGEを使用して 1 つのコピーを一時的に UNAVAILABLEに設定

してから、VALIDATEを再発行できます。

CONTROLFILECOPY {'filename' 
| ALL | LIKE 
'string_pattern'}

制御ファイルのコピーを検証します。次のいずれかの方法で制御ファイルのコ
ピーを指定できます。

� 'filename'では、ファイル名で制御ファイルのコピーを指定します。

� ALLでは、すべての制御ファイルのコピーのバックアップを指定します。

� LIKE 'pattern'では、ファイル名のパターンを指定します。パーセント記

号（%）は 0 文字以上を示すワイルド・カードで、アンダースコア（_）は 1
文字を示すワイルド・カードです。

制御ファイルのコピーを作成するには、BACKUP AS COPY CURRENT 
CONTROLFILEコマンドまたは SQL 文 ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILE 
TO '...'を使用します。

copyOfSpec データファイルおよび制御ファイルのイメージ・コピーを検証します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-45 ページの「copyOfSpec」を参照してください。

blockObject 個々のデータ・ブロックを検証します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-192 ページの「blockObject」を参照してください。

CURRENT CONTROLFILE 現行の制御ファイルを検証します。
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validateOperand
この副次句では、検証する修飾子を指定します。構文は、2-289 ページの

「validateOperand::=」を参照してください。

DATABASE データベースを検証します。

Recovery Manager によって、すべてのデータファイルおよび制御ファイルを検証

します。データベースが現在サーバー・パラメータ・ファイルを使用している場
合は、Recovery Manager がサーバー・パラメータ・ファイルを検証します。

注意注意注意注意 : オンライン REDO ログ・ファイルおよび一時ファイルは検証されません。

datafileCopySpec 1 つ以上のデータファイル・イメージ・コピーを検証します。

データファイル・コピーの検証時に、Recovery Manager はブロックの破損を

チェックしますが、破損が発見されても検証を終了しません。VALIDATE 
BACKUPSETとは異なり、Recovery Manager は検証を続行して、破損したブロッ

クの数をレポートします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-46 ページの「datafileCopySpec」を参照してください。

DATAFILE datafileSpec 検証を必要とするブロックを含む 1 つ以上のデータファイルのリストを指定しま

す。

注意注意注意注意 : 検証する場合は、対象となるデータファイルをオフライン化する必要はあり

ません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「 datafileSpec」を参照してください。

RECOVERY AREA 現行および前回のすべてのフラッシュ・リカバリ領域の指定先に作成されたリカ
バリ・ファイルを検証します。リカバリ・ファイルには、全体増分バックアップ・
セット、制御ファイルの自動バックアップ、アーカイブ REDO ログおよびデータ

ファイルのコピーが含まれます。フラッシュバック・ログ、現行の制御ファイル
およびオンライン REDO ログは検証されません。

DB_RECOVERY_FILE_DEST RECOVERY AREAと同じ意味です。

RECOVERY FILES ディスク上のすべてのリカバリ・ファイルに対して、フラッシュ・リカバリ領域
に格納されているか、ディスクの別の場所に格納されているかに関係なく検証を
行います。リカバリ・ファイルには、全体および増分のバックアップ・セット、
制御ファイルの自動バックアップ、アーカイブ REDO ログおよびデータファイル

のコピーが含まれます。フラッシュバック・ログは検証されません。

SPFILE データベースで現在使用されているサーバー・パラメータ・ファイルを検証しま
す。Recovery Manager では、サーバー・パラメータ・ファイルの他のコピーは検

証できません。また、インスタンスの起動に初期化パラメータ・ファイルが使用
された場合、サーバー・パラメータ・ファイルは検証できません。

TABLESPACE tablespace_name 指定した表領域を検証します。Recovery Manager は、その内部で表領域名をデー

タファイルのリストに変換してから、表領域を現在構成しているデータファイル
をすべて検証します。Recovery Manager は、指定した表領域の現在メンバーに

なっているデータファイルをすべて検証します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CHECK LOGICAL ファイルで物理的な破損チェックを通過したデータ・ブロックと索引ブロックにつ
いて、論理的な破損がないかどうかをテストします。たとえば、行ピースまたは索
引エントリの破損がないかどうかを調べます。Recovery Manager は論理的な破損

を見つけると、アラート・ログとサーバー・セッション・トレース・ファイルにそ
のブロックのログを書き込みます。Recovery Manager コマンドは完了し、

V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONに破損ブロックの範囲が移入されます。

注意注意注意注意 : VALIDATEでは MAXCORRUPTは使用されません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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この副次句では、検証対象から除外するファイルを指定します。

VALIDATE コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力

DEVICE TYPE   
deviceSpecifier

指定したデバイス・タイプ専用の自動チャネルを割り当てます。このオプションが
有効になるのは、構成済の自動チャネルがあり、チャネルを手動で割り当てていな
い場合のみです。たとえば、自動ディスクおよびテープ・チャネルを構成して
VALIDATE ...DEVICE TYPE DISKを実行すると、Recovery Manager ではディス

ク・チャネルのみが割り当てられます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

NOEXCLUDE VALIDATE DATABASEまたは VALIDATE COPY OF DATABASEコマンドで指定さ

れている場合、Recovery Manager は、CONFIGURE EXCLUDEコマンドで入力され

たものを含め、表領域をすべて検証します。このオプションで SKIP OFFLINEま

たは SKIP READONLYがオーバーライドされることはありません。

SECTION SIZE sizeSpec 各ファイルを指定のセクション・サイズに分割して、検証をパラレル化します。

このパラメータを指定するのは、複数のチャネルの構成または割当てが行われてい
て、これらのチャネルで検証のパラレル化を行い、複数のチャネルで 1 つのデータ

ファイルを検証できるようにする場合のみです。このパラメータは、データファイ
ルの検証時のみ適用されます。

ファイルのサイズより大きなセクション・サイズを指定すると、Recovery Manager
はファイルの検証をパラレル化しません。256 より多くのセクションが作成される

小さなセクション・サイズを指定すると、Recovery Manager は、セクション・サ

イズをちょうど 256 セクションが作成されるような値に増やします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マルチセクション・バックアップの作成方法は、「BACKUP SECTION 
SIZE」を参照してください。

skipSpec 指定したファイルを検証対象から除外します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

SKIP データファイルまたはアーカイブ REDO ログがアクセス不能、オフラインまたは読

取り専用である場合は検証対象から除外します。

INACCESSIBLE I/O エラーのために読み取ることができないデータファイルおよびアーカイブ

REDO ログを検証対象から除外するように指定します。

データファイルは、読取りが不可能な場合にのみアクセス不能とみなされます。一
部のオフライン・データファイルは、ディスク上に残っているために読取りが可能
です。他のデータファイルは削除または移動されたためにアクセス不可となり、読
取り不可となります。

OFFLINE オフライン・データファイルを検証対象から除外するように指定します。

READONLY 読取り専用データファイルを検証対象から除外するように指定します。

表表表表 2-38 データファイルのリストデータファイルのリストデータファイルのリストデータファイルのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File 検証されるデータファイルの絶対番号。

Status 破損がない場合は OK、ブロックの破損が検出された場合は FAILED。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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Marked Corrupt 破損としてマークされたブロックの数。これらは以前にデータベー
スにより破損としてマークされたブロックです。たとえば、データ
ベースは、NOLOGGING操作を含むリカバリ中に意図的にブロックを

破損としてマークする場合があります。また、Recovery Manager の
バックアップには、SET MAXCORRUPTコマンドにより許容されてい

る範囲の破損ブロックが含まれている場合もあります。このバック
アップをリストアすると、ファイルに破損としてマークされたブ
ロックが含まれます。

Empty Blocks 一度も使用されたことのないブロックの数。

Blocks Examined ファイル内の合計ブロック数。

High SCN ファイルに記録されている 大の SCN。

File Name 検証されるファイルの名前。

Block Type 検証されるブロックのタイプ。Data、Indexまたは Other。

Blocks Failing 破損チェックに失敗するブロック数。これらのブロックで新たに破
損が発生しています。

Blocks Processed 破損をチェックするブロックの数。

表表表表 2-39 制御ファイルおよび制御ファイルおよび制御ファイルおよび制御ファイルおよび SPFILE のリストのリストのリストのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

File TYPE ファイルのタイプ。SPFILEまたは Control File。

Status 破損がない場合は OK、ブロックの破損が検出された場合は FAILED。

Blocks Failing 破損チェックに失敗するブロック数。これらのブロックで新たに破
損が発生しています。

Blocks Examined ファイル内の合計ブロック数。

表表表表 2-40 アーカイブ・ログのリストアーカイブ・ログのリストアーカイブ・ログのリストアーカイブ・ログのリスト

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象

Thrd REDO のスレッド番号。

Seq ログ順序番号。

Status 破損がない場合は OK、ブロックの破損が検出された場合は FAILED。

Blocks Failing 破損チェックに失敗するブロック数。これらのブロックで新たに破
損が発生しています。

Blocks Examined ファイル内の合計ブロック数。

Name アーカイブ REDO ログ・ファイルの名前。

表表表表 2-38 データファイルのリストデータファイルのリストデータファイルのリストデータファイルのリスト（続き）（続き）（続き）（続き）

列列列列 指定対象指定対象指定対象指定対象
Recovery Manager コマンド 2-293



VALIDATE
例例例例

例例例例 2-157 バックアップ・セットの検証バックアップ・セットの検証バックアップ・セットの検証バックアップ・セットの検証

この例では、使用可能なバックアップ・セットをすべてリストしてから、これらを検証します。
出力例に示すとおり、Recovery Manager は、バックアップのリストアが可能であることを確認
します。

RMAN> LIST BACKUP SUMMARY; 
 
List of Backups
===============
Key     TY LV S Device Type Completion Time #Pieces #Copies Compressed Tag
------- -- -- - ----------- --------------- ------- ------- ---------- ---
3871    B  F  A DISK        08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T092426
3890    B  F  A DISK        08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T092534

RMAN> VALIDATE BACKUPSET 3871, 3890;

Starting validate at 08-MAR-07
using channel ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: starting validation of datafile backup set
channel ORA_DISK_1: reading from backup piece
 /disk2/PROD/backupset/2007_03_08/o1_mf_nnndf_TAG20070308T092 426_2z0kpc72_.bkp
channel ORA_DISK_1: piece
 handle=/disk2/PROD/backupset/2007_03_08/o1_mf_nnndf_TAG20070308T092426_2z0kpc72_.bkp ta
 g=TAG20070308T092426
channel ORA_DISK_1: restored backup piece 1
channel ORA_DISK_1: validation complete, elapsed time: 00:00:18
channel ORA_DISK_1: starting validation of datafile backup set
channel ORA_DISK_1: reading from backup piece
 /disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616670734_2z0krhjv_.bkp
channel ORA_DISK_1: piece
 handle=/disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616670734_2z0krhjv_.bkp
 tag=TAG20070308T092534
channel ORA_DISK_1: restored backup piece 1
channel ORA_DISK_1: validation complete, elapsed time: 00:00:00
Finished validate at 08-MAR-07

例例例例 2-158 データベースの検証データベースの検証データベースの検証データベースの検証

この例では、データベースを検証します。出力例も示します。検証では、データファイル 1 内
に破損ブロックが 1 個検出されました。VALIDATE出力では、指定されたトレース・ファイル
で破損の詳細を参照するように示されています。

RMAN> VALIDATE DATABASE;

Starting validate at 26-FEB-07
using channel ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: starting validation of datafile
channel ORA_DISK_1: specifying datafile(s) for validation
input datafile file number=00001 name=/disk1/oradata/prod/system01.dbf
input datafile file number=00002 name=/disk1/oradata/prod/sysaux01.dbf
input datafile file number=00003 name=/disk1/oradata/prod/undotbs01.dbf
input datafile file number=00004 name=/disk1/oradata/prod/cwmlite01.dbf
input datafile file number=00005 name=/disk1/oradata/prod/drsys01.dbf
input datafile file number=00006 name=/disk1/oradata/prod/example01.dbf
input datafile file number=00007 name=/disk1/oradata/prod/indx01.dbf
input datafile file number=00008 name=/disk1/oradata/prod/tools01.dbf
input datafile file number=00009 name=/disk1/oradata/prod/users01.dbf
channel ORA_DISK_1: validation complete, elapsed time: 00:01:25
List of Datafiles
=================
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
1    FAILED 0              4140         57600           498288
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  File Name: /disk1/oradata/prod/system01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       1              41508
  Index      0              7653
  Other      0              4299
 
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
2    OK     0              8918         20040           498237
  File Name: /disk1/oradata/prod/sysaux01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              2473
  Index      0              2178
  Other      0              6471
 
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
3    OK     0              36           2560            498293
  File Name: /disk1/oradata/prod/undotbs01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              0
  Index      0              0
  Other      0              2524
 
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
4    OK     0              1            1280            393585
  File Name: /disk1/oradata/prod/cwmlite01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              0
  Index      0              0
  Other      0              1279
 
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
5    OK     0              1            1280            393644
  File Name: /disk1/oradata/prod/drsys01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              0
  Index      0              0
  Other      0              1279
 
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
6    OK     0              1            1280            393690
  File Name: /disk1/oradata/prod/example01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              0
  Index      0              0
  Other      0              1279
 
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
7    OK     0              1            1280            393722
  File Name: /disk1/oradata/prod/indx01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              0
  Index      0              0
  Other      0              1279
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File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
8    OK     0              1            1280            393754
  File Name: /disk1/oradata/prod/tools01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              0
  Index      0              0
  Other      0              1279
 
File Status Marked Corrupt Empty Blocks Blocks Examined High SCN
---- ------ -------------- ------------ --------------- ----------
9    OK     0              1272         1280            393785
  File Name: /disk1/oradata/prod/users01.dbf
  Block Type Blocks Failing Blocks Processed
  ---------- -------------- ----------------
  Data       0              0
  Index      0              0
  Other      0              8
 
validate found one or more corrupt blocks
See trace file /disk2/oracle/log/diag/rdbms/prod/prod/trace/prod_ora_10609.trc for details
channel ORA_DISK_1: starting validation of datafile
channel ORA_DISK_1: specifying datafile(s) for validation
including current control file for validation
including current SPFILE in backup set
channel ORA_DISK_1: validation complete, elapsed time: 00:00:01
List of Control File and SPFILE
===============================
File Type    Status Blocks Failing Blocks Examined
------------ ------ -------------- ---------------
SPFILE       OK     0              2
Control File OK     0              506
Finished validate at 26-FEB-07
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Recovery Manager 副次句副次句副次句副次句

この章では、Recovery Manager のコマンド内で参照される副次句をアルファベット順に説明し
ます。Recovery Manager コマンドとコマンドライン・オプションの概要は、1-6 ページの

「Recovery Manager コマンドの概要」を参照してください。
次句 3-1



allocOperandList
allocOperandList

用途用途用途用途

allocOperandList副次句を使用すると、Recovery Manager とデータベース・インスタンス
間の接続であるチャネルチャネルチャネルチャネルのオプションを制御できます。

構文構文構文構文

allocOperandList::=

（connectStringSpec::=（3-12 ページ）、formatSpec::=（3-21 ページ））

sizeSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

CONNECT connectStringSpec Recovery Manager がバックアップまたはリストアの操作を行うデータベース・イ

ンスタンスへの接続文字列を指定します。Oracle RAC 構成で別々のインスタンス

に操作を分散させる場合は、このパラメータを使用します。

このパラメータを指定せず、AUXILIARYオプションも指定しなかった場合、

Recovery Manager は、コマンドラインの CONNECTパラメータ、または CONNECT
コマンドで指定したターゲット・データベース・インスタンスに対してすべての操
作を実行します。一般的に、CONNECTパラメータと AUXILIARYオプションを一緒

に使用することはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-12 ページの「connectStringSpec」および 2-244 ページの「RMAN」

AUXILIARY FORMAT 補助インスタンス上で作成されるイメージ・コピーの形式を指定します。

Recovery Manager は補助インスタンスに CONNECT AUXILIARYで接続し、補助

チャネルにアクセスできることが必要です。

CONNECT connectStringSpec

AUXILIARY FORMAT
formatSpec

,

NEW

FORMAT formatSpec

,

MAXOPENFILES integer

MAXPIECESIZE sizeSpec

PARMS ’ channel_parms ’

RATE sizeSpec

SEND ’ command ’

integer

G

K

M

3-2 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



allocOperandList
formatSpec 補助インスタンス上のイメージ・コピー名のパターンを指定します。

このパスは、補助ホスト上で有効であることが必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 有効な置換変数については、3-21 ページの「formatSpec」を参照して

ください。

NEW 補助インスタンスの DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータで指定したディレ

クトリに、イメージ・コピーを作成します。

イメージ・コピーは、Oracle Managed Files の形式で指定されます。

FORMAT formatSpec このチャネルで作成するバックアップ・ピースまたはイメージ・コピーの名前に使
用する形式を指定します。例 3-1 でこの方法を説明します。

FORMATパラメータが役立つのは、複数のディスク・チャネルを割り当てて、各

チャネルで別々のディレクトリに書き込む場合です。CONFIGURE CHANNELまたは

ALLOCATE CHANNELで指定した FORMATパラメータは、（2-47 ページの

「forRecoveryOfSpec」の DATAFILECOPY FORMATパラメータではなく）BACKUP
コマンドで指定した FORMATパラメータと同じ意味です。BACKUPコマンドで

FORMATパラメータを指定すると、CONFIGURE CHANNELまたは ALLOCATE 
CHANNELで指定した FORMATパラメータがオーバーライドされます。

FORMATを指定しない場合、Recovery Manager はデフォルトの %Uを使用します。

これによって、バックアップ・ファイルの名前が一意であることが保証されます。
フラッシュ・リカバリ領域が構成されている場合、Recovery Manager は、デフォ

ルトのディスクの場所にバックアップ・ファイルを作成します。構成されていない
場合、デフォルトのディスクの場所はオペレーティング・システム固有（たとえ
ば、Solaris では ?/dbs）です。

指定できる FORMAT文字列は 4 つ以内です。Recovery Manager で 2 番目、3 番目お

よび 4 番目の値が使用されるのは、BACKUP COPIES、SET BACKUP COPIESまたは

CONFIGURE ... BACKUP COPIESが有効な場合のみです。各バックアップ・ピース

に使用する形式を選択すると、Recovery Manager では 初の形式値がコピー 1、2
番目の形式値がコピー 2 というように順番に使用されます。形式値の数がコピー数

より多ければ、余分の形式は使用されません。形式値の数がコピー数より少なけれ
ば、Recovery Manager では 初の形式値から順番に再利用されます。

チャネルはターゲット・データベース上のサーバー・セッションに対応するため、
FORMAT文字列ではクライアント・ホストではなくターゲット・ホストの表記規則

を使用する必要があります。たとえば、Recovery Manager クライアントが

Windows ホスト上で実行され、ターゲット・データベースが Linux ホスト上で実

行されている場合は、Linux ファイル・システムまたは RAW デバイスのネーミン

グ規則に従って FORMAT文字列を指定する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 使用可能な FORMATパラメータについては、3-21 ページの

「formatSpec」を参照してください。

MAXOPENFILES integer BACKUPコマンドが一度にオープンできる入力ファイルの 大数（デフォルトは 8）
を制御します。このパラメータは、多くのファイルのバックアップを 1 つのバック

アップ・セットとして作成するときに、「オープンされているファイルが多すぎま
す。」というエラー・メッセージを出さないために使用します。

MAXPIECESIZE sizeSpec このチャネル上で作成される各バックアップ・ピースの 大サイズを指定します。
例 3-2 にこの方法を示します。サイズはバイト単位、KB 単位（K）、MB 単位（M）
または GB 単位（G）で指定します。デフォルト設定はバイト単位で、KB 単位にな

るように切り捨てられます。たとえば、MAXPIECESIZEを 5000 に設定すると、

大ピース・サイズは 5000 バイトの KB 単位の下限である 4KB に設定されます。

注意注意注意注意 : BACKUP...SECTION SIZEと MAXPIECESIZEを一緒に使用することはでき

ません。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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sizeSpec
この副次句は、データのサイズを指定します。構文図は、3-2 ページの「sizeSpec::=」を参照し
てください。

例例例例

例例例例 3-1 ディスク・バックアップのデフォルトの場所の指定ディスク・バックアップのデフォルトの場所の指定ディスク・バックアップのデフォルトの場所の指定ディスク・バックアップのデフォルトの場所の指定

この例では、デフォルト以外の形式を指定するディスク・チャネルを割り当ててから、デフォ
ルト以外の場所にデータベースをバックアップします。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL d1 DEVICE TYPE DISK FORMAT = '/disk1/bkup_%U';
  BACKUP DATABASE;
}

PARMS 'channel_parms' sbtチャネルのパラメータを指定します。例 3-3 に、この方法を示します。

DEVICE TYPE DISKを指定している場合は、このポート固有の文字列を使用しない

でください。

チャネル・パラメータには、次の書式を使用できます。

� 'ENV=(var1=val1, var2=val2,...)'

この Recovery Manager クライアントに対応するサーバー・セッションで、メ

ディア・マネージャが必要とする 1 つ以上の環境変数を指定します。Recovery 
Manager はクライアント・プログラムであるため、ENVパラメータを使用する

と、Recovery Manager クライアントのかわりに操作を実行するサーバー・

セッション固有の変数を、PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=tape1)'のように

設定できます。

� 'SBT_LIBRARY= lib_name'

この sbtチャネルで使用するメディア・ライブラリを、

PARMS="SBT_LIBRARY=/oracle/lib/mmv.so"のように指定します。デ

フォルト・ライブラリはオペレーティング・システム固有（Linux では

libobk.so、Windows では ORASBT.DLLなど）です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : メディア管理ライブラリの統合方法は、 『Oracle Database バックアップ

およびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

RATE sizeSpec Recovery Manager がこのチャネルで 1 秒に読み取ることができる 大バイト数

（デフォルト）、KB 数（K）、MB 数（M）または GB 数（G）を設定します。このパ

ラメータでは、Recovery Manager が必要以上にディスク帯域幅を使用してパ

フォーマンスが低下しないように、読取りバイト数の上限を設定します。

SEND 'command' ベンダー固有のコマンド文字列を割り当てられたチャネルすべてに送信します。た
とえば、SEND 'OB_MEDIA_FAMILY datafile_mf'で、Oracle Secure Backup
メディア・ファミリを指定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この機能のサポートの有無および使用する時期については、メディア・

マネージャのドキュメントを参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

integer [G | K | M] データのサイズを GB 単位（G）、KB 単位（K）または MB 単位（M）で指定しま

す。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例 3-2 バックアップ・ピースの 大サイズの設定バックアップ・ピースの 大サイズの設定バックアップ・ピースの 大サイズの設定バックアップ・ピースの 大サイズの設定

この例では、Oracle Secure Backup テープ・ドライブを指定する SBT チャネルを手動で割り当
てて、データベース全体のバックアップを作成します。テープに書き込まれるバックアップ・
ピースのサイズが 800MB を超えないように、MAXPIECESIZEパラメータで指定します。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt 
    PARMS 'SBT_LIBRARY=/usr/local/oracle/backup/lib/libobk.so, ENV=(OB_DEVICE_1=stape1)'
    MAXPIECESIZE 800M;
  BACKUP DATABASE;
}

例例例例 3-3 SBT チャネル・パラメータの設定チャネル・パラメータの設定チャネル・パラメータの設定チャネル・パラメータの設定

この例では、stape1という名前の Oracle Secure Backup テープ・ドライブを使用するように
デフォルトの SBT チャネルを構成し、デフォルト・チャネルでデータベース・バックアップを
作成します。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO sbt;
CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=stape1)';
BACKUP DATABASE;

後で、ドライブ stape2にデータベースをバックアップすることにします。次の例では、手動
で割り当てた SBT チャネルを使用して、stape2にデータベースをバックアップします。

RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL st2 DEVICE TYPE sbt 
    PARMS 'ENV=(OB_DEVICE_1=stape2)';
  BACKUP DATABASE;
}
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archivelogRecordSpecifier

用途用途用途用途

archivelogRecordSpecifier 副次句を使用すると、Recovery Manager の操作で使用されるアーカイ
ブ REDO ログ・セットを指定できます。

構文構文構文構文

archivelogRecordSpecifier::=

archlogRange::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

archivelogRecordSpecifier
この副次句では、すべてのアーカイブ REDO ログ、または指定したパターンと一致するファイ
ル名のログのいずれかを指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ALL 使用可能なすべてのアーカイブ・ログを指定します。

LIKE 'string_pattern' 指定した string_patternと一致するすべてのアーカイブ・ログを指定します。

SQL 言語の LIKE演算子で有効なのと同じパターン一致文字を使用して、複数ファ

イルを一致させることができます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle RAC 構成での Recovery Manager の使用方法については、 
『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』 を参照して

ください。

ARCHIVELOG

ALL

archlogRange
LIKE ’ string_pattern ’

THREAD integer

LIKE ’ string_pattern ’

FROM SCN

SCN BETWEEN integer AND

UNTIL SCN

integer

FROM SEQUENCE

SEQUENCE

SEQUENCE BETWEEN integer AND

UNTIL SEQUENCE

integer
THREAD integer

FROM TIME

TIME BETWEEN ’ date_string ’ AND

UNTIL TIME

’ date_string ’
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archlogRange
この副次句では、SCN、時刻、リストア・ポイント（タイムスタンプまたは SCN に対するラベ
ル）またはログ順序番号で、アーカイブ REDO ログの範囲を指定します。この副次句は、デー
タベースのリカバリ可能な時点を識別するのに有効です。

Recovery Manager は V$ARCHIVED_LOGまたは RC_ARCHIVED_LOGビューに問合せを行って、
範囲に含まれるログを特定します。時刻、SCN またはリストア・ポイントを指定した場合、
Recovery Manager はアーカイブ REDO ログの内容から範囲を特定します。ログが作成または
バックアップされた時刻からではありません。ログ順序番号で範囲を指定した場合、Recovery 
Manager は順序番号を使用して範囲を特定します。

Recovery Manager で、範囲内に含まれるログを特定する方法を表 3-1 に示します。
FIRST_TIME、NEXT_TIMEなどの列は、V$ARCHIVED_LOGの列を表しています。たとえば、
FROM SCN 1000 UNTIL SCN 2000と指定した場合、Recovery Manager では
V$ARCHIVED_LOG.NEXT_SCNの値が 1000 より大きく、V$ARCHIVED_LOG.FIRST_SCNの値
が 2000 以下のすべてのログが範囲内となります。

時刻は、現在有効なグローバリゼーション・テクノロジの日付書式指定に従って書式化されて
いる必要があります。現行のグローバリゼーション設定で時刻が指定されていない場合、日付
文字列のデフォルトは 00 時、00 分、00 秒です。

date_stringには、SYSDATEなどの DATE型の SQL 式を使用することができます。
TO_DATE関数を使用すると、現行のグローバリゼーション・テクノロジ設定に関係なく動作す
るハードコードされた日付を指定できます。SYSDATEの精度は、グローバリゼーション設定に
関係なく常に秒単位です。したがって、今日が 2007 年 3 月 15 日の場合、SYSDATE-10は
05-MAR-07および TO_DATE('03/15/2007','MM/DD/YYYY')-10とは異なります。

アーカイブ REDO ログの順序を指定した場合に、すべての REDO データがその順序で
Recovery Manager に含まれるという保証はありません。たとえば、使用可能な 新のアーカイ
ブ・ログ・ファイルの 終時点が順序の 後より前の場合や、範囲内のアーカイブ・ログ・
ファイルがすべてのアーカイブ先から欠落している場合があります。Recovery Manager は、検
索されたアーカイブ REDO ログは選択しますが、ファイルの欠落については警告を発行しませ
ん。

表表表表 3-1 範囲に含まれるログの特定方法範囲に含まれるログの特定方法範囲に含まれるログの特定方法範囲に含まれるログの特定方法

副次句副次句副次句副次句 FIRST_TIME NEXT_TIME FIRST_SCN NEXT_SCN SEQUENCE#

FROM TIME t1 N/A t1 より後 N/A N/A N/A

FROM TIME t1 UNTIL TIME 
t2

t2 以前 t1 より後 N/A N/A N/A

UNTIL TIME t2 t2 以前 N/A N/A N/A N/A

FROM SCN s1 N/A N/A N/A s1 より大きい N/A

FROM SCN s1 UNTIL SCN 
s2

N/A N/A s2 以下 s1 より大きい N/A

UNTIL SCN s2 N/A N/A s2 以下 N/A N/A

FROM SEQUENCE q1 N/A N/A N/A N/A q1 以上、 大順序

番号以下

FROM SEQUENCE q1 UNTIL 
SEQUENCE q2

N/A N/A N/A N/A q1 以上、q2 以下

UNTIL SEQUENCE q2 N/A N/A N/A N/A 0 以上、q2 以下

関連項目関連項目関連項目関連項目 : NLS_LANGおよび NLS_DATE_FORMAT環境変数を使用して時
刻の書式を指定する方法については、『Oracle Database リファレンス』を
参照してください。
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例例例例

例例例例 3-4 リカバリの時点によるレコードの指定リカバリの時点によるレコードの指定リカバリの時点によるレコードの指定リカバリの時点によるレコードの指定

現在より 5 日前の時点までデータベースのリカバリが可能だとします。この Point-in-Time リカ
バリを可能にするアーカイブ REDO ログの範囲をバックアップすることが必要です。

UNTIL TIME 'SYSDATE-5'句を使用すると、 初の変更のタイムスタンプ
（V$ARCHIVED_LOG.FIRST_TIMEの値）が SYSDATE-5以前になっているすべてのログを範囲
に含むように指定できます。この関数は、現在より 5 日前の時刻に秒単位の精度で戻します。

CONNECT TARGET /
BACKUP ARCHIVELOG UNTIL TIME 'SYSDATE-5';

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

FROM SCN integer アーカイブ REDO ログ・ファイルの範囲に対する開始 SCN を指定します。UNTIL 
SCNパラメータを指定しない場合、Recovery Manager は FROM SCNパラメータで

指定した SCN から始まるすべての使用可能なログ・ファイルを組み込みます。

SCN BETWEEN integer AND 
integer

ログの範囲に対して開始 SCN と終了 SCN を指定します。この構文は、FROM SCN 
integer1 UNTIL SCN integer2と同じ意味です。

UNTIL SCN integer アーカイブ REDO ログ・ファイルの範囲に対して終了 SCN を指定します（範囲決

定のルールは、表 3-1 を参照）。

FROM SEQUENCE integer 一連のアーカイブ REDO ログ・ファイルに対して開始ログ順序番号を指定します

（範囲決定のルールは、表 3-1 を参照）。

注意注意注意注意 :  例 3-6 に示す構文を使用して、スレッド内のすべてのログ順序番号を指定で

きます。

SEQUENCE integer 単一のログ順序番号を指定します。

SEQUENCE BETWEEN integer 
AND integer

ログ順序番号の範囲を指定します。この構文は、FROM SEQUENCE integer1 
UNTIL SEQUENCE integer2と同じ意味です。

UNTIL SEQUENCE integer 一連のアーカイブ REDO ログ・ファイルに対して終了ログ順序番号を指定します

（範囲決定のルールは、表 3-1 を参照）。

THREAD integer 組み込むアーカイブ REDO ログ・ファイルが含まれているスレッドを指定します。

このパラメータは、Oracle RAC 構成のデータベースの場合のみ必要です。

SEQUENCEパラメータに THREADの指定は必須ではありませんが、ログ順序を指

定すると、常にスレッドも暗黙的に指定したことになります。スレッドを指定しな
ければ、デフォルトで 1になります。V$ARCHIVED_LOGを問合せて、ログのス

レッド番号を確認してください。

FROM TIME 'date_string' アーカイブ REDO ログの範囲に対して開始時刻を指定します（範囲決定のルール

は、表 3-1 を参照）。例 3-5 に、LISTコマンドでの FROM TIMEの使用例がありま

す。

TIME BETWEEN 'date_string' 
AND 'date_string'

時刻の範囲を指定します。この構文は、FROM TIME 'date_string' UNTIL 
TIME 'date_string'と同じ意味です。

UNTIL TIME 'date_string' アーカイブ REDO ログの範囲に対して終了時間を指定します（範囲決定のルール

は表 3-1 を参照）。例 3-4 に、BACKUPコマンドでの UNTIL TIMEの使用例があり

ます。
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例例例例 3-5 アーカイブ・ログ・バックアップの時刻によるリストアーカイブ・ログ・バックアップの時刻によるリストアーカイブ・ログ・バックアップの時刻によるリストアーカイブ・ログ・バックアップの時刻によるリスト

3-7 ページの表 3-1 に示すように、アーカイブ REDO ログの範囲に対して date_stringを指
定する場合、バックアップ時刻またはログの作成時刻は指定しません。アーカイブ・ログ 32 の
次の変更のタイムスタンプが 3 月 6 日になっているとします。

SQL> SELECT SEQUENCE#, NEXT_TIME
  2  FROM V$ARCHIVED_LOG
  3  WHERE SEQUENCE#='32';
 
 SEQUENCE# NEXT_TIME
---------- ---------
        50 06-MAR-07

3 月 8 日に、次の BACKUPコマンドおよび LISTコマンドを実行します。

RMAN> BACKUP ARCHIVELOG SEQUENCE 32;
 
Starting backup at 08-MAR-07
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=109 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
channel ORA_SBT_TAPE_1: starting archived log backup set
channel ORA_SBT_TAPE_1: specifying archived log(s) in backup set
input archived log thread=1 sequence=32 RECID=125 STAMP=616528547
channel ORA_SBT_TAPE_1: starting piece 1 at 08-MAR-07
channel ORA_SBT_TAPE_1: finished piece 1 at 08-MAR-07
piece handle=6kic3fkm_1_1 tag=TAG20070308T111014 comment=API Version 2.0,MMS Version 10.1.0.3
channel ORA_SBT_TAPE_1: backup set complete, elapsed time: 00:00:25
Finished backup at 08-MAR-07
 
Starting Control File and SPFILE Autobackup at 08-MAR-07
piece handle=c-28014364-20070308-08 comment=API Version 2.0,MMS Version 10.1.0.3
Finished Control File and SPFILE Autobackup at 08-MAR-07
 
RMAN> LIST BACKUP OF ARCHIVELOG FROM TIME 'SYSDATE-1';
 
RMAN>

ログ 32 の次の変更のタイムスタンプは FROM TIME句で指定した時刻範囲より古いため、前述
の LIST BACKUPコマンドでは、アーカイブ・ログ 32 のバックアップは表示されません。

例例例例 3-6 REDO スレッドでのすべてのログのクロスチェックスレッドでのすべてのログのクロスチェックスレッドでのすべてのログのクロスチェックスレッドでのすべてのログのクロスチェック

2 つの REDO スレッドを使用する Oracle RAC データベースを管理しているとします。この例
では、スレッド 1でのみすべてのアーカイブ REDO ログをクロスチェックします。

CROSSCHECK ARCHIVELOG FROM SEQUENCE 0 THREAD 1;
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用途用途用途用途

completedTimeSpec副次句を使用すると、バックアップまたはコピーが完了する時刻を指定
できます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

すべての日付文字列は、次のいずれかにしてください。

� 現在有効なグローバリゼーション・テクノロジの日付書式指定に従って書式化されている
こと

� 次の例のように、DATE値を戻す SQL 式で作成されること

– 'SYSDATE-30'

– TO_DATE('09/30/2000 08:00:00','MM/DD/YY HH24:MI:SS')

TO_DATE関数により、現行のグローバリゼーション・テクノロジの環境変数の設定に関係
なく日付を指定できます。

構文構文構文構文

completedTimeSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 3-7 時間範囲内のバックアップのクロスチェック時間範囲内のバックアップのクロスチェック時間範囲内のバックアップのクロスチェック時間範囲内のバックアップのクロスチェック

この例では、前月に作成したデータベースのバックアップ・セットをクロスチェックします。

CROSSCHECK BACKUP OF DATABASE 
  COMPLETED BETWEEN 'SYSDATE-62' AND 'SYSDATE-31';

例例例例 3-8 期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除

この例では、 近 2 週間に作成したアーカイブ・ログの期限切れのバックアップを削除します。

DELETE EXPIRED BACKUP OF ARCHIVELOG ALL
  COMPLETED AFTER 'SYSDATE-14';

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

AFTER 'date_string' その時刻より後に完了したバックアップを指定するための時刻です（例 3-7 を参

照）。

BEFORE 'date_string' その時刻より前に完了したバックアップを指定するための時刻です（例 3-9 を参

照）。

BETWEEN 'date_string' AND 
'date_string'

その時間範囲の間に完了したバックアップを指定するための時間範囲です（例 3-8
を参照）。BETWEEN 'date1' AND 'date2'は、AFTER 'date1' BEFORE 
'date2'と同じであることに注意してください。

COMPLETED

AFTER

BEFORE

BETWEEN ’ date_string ’ AND

’ date_string ’
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例例例例 3-9 コピーのリストコピーのリストコピーのリストコピーのリスト

この例では、2007 年 3 月 9 日より前に作成された、データファイル
/disk1/oradata/prod/users01.dbfのイメージ・コピーをリストします。

RMAN> LIST COPY OF DATAFILE '/disk1/oradata/prod/users01.dbf' COMPLETED BEFORE '9-MAR-07';

List of Datafile Copies
=======================

Key     File S Completion Time Ckp SCN    Ckp Time
------- ---- - --------------- ---------- ---------------
3794    28   A 06-MAR-07       1010097    06-MAR-07
        Name: /disk1/oradata/prod/users01.dbf
3793    28   A 06-MAR-07       1009950    06-MAR-07
        Name: /disk2/PROD/datafile/o1_mf_users_2yvg4v6o_.dbf
        Tag: TAG20070306T105314
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用途用途用途用途

connectStringSpec副次句を使用すると、ユーザー名、パスワードおよびネット・サービス
名を指定してターゲット・データベース、リカバリ・カタログ・データベースまたは補助デー
タベースに接続できます。この接続は、ユーザーの認証とデータベースの識別のために必要で
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ターゲット・データベースおよび補助データベースに接続するには、SYSDBA権限が必要です。
リカバリ・カタログ・データベースに接続するときは、ユーザー SYSで接続しないでくださ
い。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

データベースへの SQL*Plus 接続と同様に、データベースへの Recovery Manager 接続が指定さ
れ、認証されます。唯一異なるのは、ターゲット・データベースまたは補助データベースへの
Recovery Manager 接続では SYSDBA権限が必要なことです。AS SYSDBAキーワードは暗黙的
に指定されおり、明示的に指定することはできません。SQL*Plus 使用時のデータベース接続オ
プションについては、 『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

構文構文構文構文

connectStringSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

注意注意注意注意 : セキュリティ上、パスワードはコマンドラインにプレーン・テキ
ストで入力しないでください。Recovery Manager プロンプトで要求され
た場合のみ、Recovery Manager にパスワードを入力してください。パス
ワード保護については、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照
してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

/ ユーザー ID またはパスワードを指定せずにターゲット・データベースに接続した

場合、スラッシュ（/）が、オペレーティング・システム認証機能を使用して、

ユーザー SYSでの接続を確立します（例 3-12 を参照）。

注意注意注意注意 : スラッシュ（/）は、プラットフォーム固有の環境変数に依存します。

userid 指定したユーザーに対してデータベース接続を確立します。パスワードを指定しな
い場合、Recovery Manager はプロンプトを表示して対話方式でパスワードを取得

します（例 3-11 を参照）。文字は端末には表示されません。

注意注意注意注意 :  接続文字列に空白を含めることはできませんが、スラッシュ（/）やアット

マーク（@）などの文字を含めることはできます。

’ userid /
password

@ net_service_name ’
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例例例例

例例例例 3-10 リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続リカバリ・カタログを使用しないターゲット・データベースへの接続

この例では、データベース接続を指定せずに Recovery Manager を起動します。CONNECTコマ
ンドでは、Oracle Net サービス名 prodを使用して、デフォルトの NOCATALOGモードでター
ゲット・データベースに接続します。プロンプトに対して SYSパスワードを入力します。

% rman 
RMAN> CONNECT TARGET SYS@prod

target database Password: password
connected to target database: PROD (DBID=39525561)

例例例例 3-11 オペレーティング・システムのコマンドラインでのターゲット・データベースへの接続オペレーティング・システムのコマンドラインでのターゲット・データベースへの接続オペレーティング・システムのコマンドラインでのターゲット・データベースへの接続オペレーティング・システムのコマンドラインでのターゲット・データベースへの接続

この例では、パスワードを指定せずに、オペレーティング・システムのコマンドラインでユー
ザー SYSとしてターゲット・データベースに接続します。Recovery Manager によって、パス
ワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

% rman TARGET SYS

Recovery Manager: Release 11.1.0.6.0 - Production on Wed Jul 11 17:51:30 2007

Copyright (c) 1982, 2007, Oracle.  All rights reserved.

target database Password: password

例例例例 3-12 オペレーティング・システム認証を使用したターゲット・データベースへの接続オペレーティング・システム認証を使用したターゲット・データベースへの接続オペレーティング・システム認証を使用したターゲット・データベースへの接続オペレーティング・システム認証を使用したターゲット・データベースへの接続

この例では、Recovery Manager を起動してから、オペレーティング・システム認証を使用して
ターゲット・データベース prodに接続します。また、ネット・サービス名を使用して、リカ
バリ・カタログ・データベース catdbにも接続します。

% rman
RMAN> CONNECT TARGET /

connected to target database: PROD (DBID=39525561)

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

/password パスワードを使用して指定したユーザーに対して接続を確立します。ターゲット・
データベースがオープンされていない場合は、パスワード・ファイルの存在が必要
です。

注意注意注意注意 : コマンドラインにプレーン・テキストで入力したパスワードは、セキュリ

ティ上脆弱です。プロンプトに対してパスワードを入力するなど、より安全な方法
が利用できます。

@net_service_name オプションの Oracle Net ネット・サービス名を使用してデータベースへの接続を確

立します（例 3-10 を参照）。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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datafileSpec

用途用途用途用途

datafileSpec副次句を使用すると、ファイル名または絶対ファイル番号でデータファイルを
指定できます。

構文構文構文構文

datafileSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 3-13 ファイル名によるデータファイルの指定ファイル名によるデータファイルの指定ファイル名によるデータファイルの指定ファイル名によるデータファイルの指定

この例では、ファイル名を指定して、データファイル
/disk1/oradata/prod/users01.dbfをディスクにコピーします。

BACKUP AS COPY
  DATAFILE '/disk1/oradata/prod/users01.dbf' 
  FORMAT '/disk2/users01.cpy';

例例例例 3-14 絶対ファイル番号によるデータファイルの指定絶対ファイル番号によるデータファイルの指定絶対ファイル番号によるデータファイルの指定絶対ファイル番号によるデータファイルの指定

この例では、ファイル番号を指定して、データファイル 1 および 2 をディスクにコピーします。

BACKUP AS COPY
  DATAFILE 1 FORMAT '/disk2/df1.cpy'
  DATAFILE 2 FORMAT '/disk2/df1.cpy';

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

'filename' 絶対パスまたは相対ファイル名のいずれかでデータファイルを指定します。相対ファイル名を指
定した場合、ファイル名はターゲット・データベースによってポート固有の方法で修飾されま
す。Oracle ホームを表すには ?、Oracle SID を表すには @を使用できます（例 3-14 を参照）。

二重引用符と一重引用符はどちらも有効です（構文図では、一重引用符のみを使用しています）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 一重引用符と二重引用符の相違点、および Recovery Manager での引用符付き文字列

における環境変数の動作については、1-3 ページの「Recovery Manager 構文内の引用符」を参照

してください。

integer データファイルを絶対ファイル番号で指定します（例 3-13 を参照）。ファイル番号は、

V$DATAFILE、V$DATAFILE_COPY、V$DATAFILE_HEADERビューまたは REPORT SCHEMAコ

マンドの出力から取得します。

’ filename ’

integer
3-14 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



deviceSpecifier
deviceSpecifier

用途用途用途用途

deviceSpecifier副次句を使用すると、バックアップに使用するストレージのタイプを指定
できます。

構文構文構文構文

deviceSpecifier::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 3-15 テープ・チャネルの割当てテープ・チャネルの割当てテープ・チャネルの割当てテープ・チャネルの割当て

この例では、メディア管理デバイスにメンテナンス・チャネルを割り当てます。

ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE sbt;
CROSSCHECK BACKUP;
RELEASE CHANNEL;

例例例例 3-16 データベースのディスクへのバックアップデータベースのディスクへのバックアップデータベースのディスクへのバックアップデータベースのディスクへのバックアップ

この例では、データベースをディスクにバックアップします。

BACKUP DEVICE TYPE DISK DATABASE;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DISK ディスク・ストレージ・デバイスを指定します（3-15 ページの例 3-16 を参照）。

media_device ストレージとして使用する順次 I/O デバイスまたはアクセス方法を指定します

（3-15 ページの例 3-15 を参照）。

media_device変数では、メディア・マネージャの名前（大 / 小文字は区別され

ません）を指定します。順次 I/O デバイス・タイプの構文とセマンティクスはプ

ラットフォームによって異なります。 も一般的な値は sbtまたは sbt_tapeで

す（これらの値はシノニムです）。

注意注意注意注意 : Recovery Manager は、値 sbtを sbt_tapeとしてリカバリ・カタログに

格納して、下位互換性を保持します。

DISK

’
media_device

’
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fileNameConversionSpec

用途用途用途用途

fileNameConversionSpec副次句を使用すると、古いファイル名を基にして新しいファイル
名を生成する際に使用される 1 つ以上のパターンを指定できます。出力ファイル名の生成方法
の 1 つとして、BACKUP、CONVERTおよび DUPLICATEとともに使用されます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

文字列パターンのルールと、このルールがファイルの命名方法に与える影響は、初期化パラ
メータ DB_FILE_NAME_CONVERTの場合と同じです。カッコ内には、偶数の文字列パターンを
指定してください。

Recovery Manager は、古い名前に基づいて新しいファイル名を生成するときに、文字列パター
ンの各ペアの 初のメンバーと元のファイル名を比較します。元の名前のサブストリングであ
るパターンが 初に検出されると、マッチしたサブストリングがペアの 2 番目のメンバーで置
換されて新しいファイル名が生成されます。

パターン・マッチは、ファイル名の 1 文字目からである必要はありません。次のコマンドでは、
データファイル /disk1/dbs/users.dbfのイメージ・コピーが
/disk1/newdbs/users.dbfとして作成されます。

BACKUP AS COPY TABLESPACE users
    DB_FILE_NAME_CONVERT = ('dbs','newdbs');

指定された変換ファイル名に複数のマッチがある場合、Recovery Manager は、パターン・リス
ト内の 初のマッチを使用して、新しいファイル名を生成します。次のコマンドの場合、前述
の例と同じ結果になります。パターン 'dbs' がファイル名にマッチし、2 番目のパターン
'/disk1' と比較されないためです。

BACKUP AS COPY TABLESPACE users
    DB_FILE_NAME_CONVERT = ('dbs','newdbs','/disk1','/newdisk');

CONVERT TABLESPACE、CONVERT DATABASEおよび BACKUP AS COPYコマンドでは、操作
対象のソース・ファイルが Oracle Managed Files の場合、fileNameConversionSpecを使用
してソース・ファイル名を新しい出力ファイル名に変換することはできません。自動ストレー
ジ管理（ASM）または通常のファイル・システム・ストレージにある Oracle Managed Files の
場合、データベースで出力ファイルの名前が生成できることが必要です。たとえば、ASM 以外
のストレージのデータファイルの OMF ファイル名は、次の形式です。

/private/boston/datafile/01_mf_system_ab12554_.dbf

ASM ストレージの OMF ファイル名は、次の形式です。

+DISK/boston/datafile/system.256.4543080

OMF ファイル名の生成および管理はデータベースでのみ行えます。通常、異なるディスク・グ
ループまたは異なる OMF の場所の名前を OMF ファイル名に置き換えても、新しい場所に有効
なファイル名は生成されません。異なる OMF の場所にあるストレージの OMF ファイル名を変
換するには、これらのコマンドで FORMAT句などの代替方法を使用して新しい出力場所を指定
し、データベースが特定の出力ファイル名を管理できるようにします。

構文構文構文構文

fileNameConversionSpec::=

DB_FILE_NAME_CONVERT
( ’

string_pattern
’

,

)
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 3-17 単一の変換ペアを持つ単一の変換ペアを持つ単一の変換ペアを持つ単一の変換ペアを持つ DB_FILE_NAME_CONVERT の使用の使用の使用の使用

この例では、表領域 usersにはディレクトリ /disk1/oradata/prod/にあるデータファイ
ルが含まれており、表領域 toolsには /disk1/oradata/prod/にあるデータファイルが含
まれています。変換対象の各データファイルに対して、disk1/oradata/prodがファイル名
のサブストリングである場合、その文字列を disk2に置換して、イメージ・コピー名が作成さ
れます。

BACKUP AS COPY 
  DB_FILE_NAME_CONVERT = ('disk1/oradata/prod','disk2')
  TABLESPACE users, tools;

例例例例 3-18 複数の変換ペアを持つ複数の変換ペアを持つ複数の変換ペアを持つ複数の変換ペアを持つ DB_FILE_NAME_CONVERT の使用の使用の使用の使用

この例では、例 3-17 で説明したデータファイルと同じデータファイルのイメージ・コピーを作
成します。各ペアの 初の文字列で、ソース・データファイルの名前と比較するパターンを指
定します。各ペアの 2 番目の文字列は、イメージ・コピーの名前を生成するときに使用する置
換パターンです。

BACKUP AS COPY 
    DB_FILE_NAME_CONVERT=('/disk1/oradata/prod/users','/disk2/users',
                          '/disk1/oradata/prod/tools','/tmp/tools')
    TABLESPACE tools, users;

このコマンドの次のサンプル出力は、Recovery Manager で、変換ペアを使用して出力イメー
ジ・コピーに名前を付ける方法を示しています。

Starting backup at 08-MAR-07
using channel ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: starting datafile copy
input datafile file number=00027 name=/disk1/oradata/prod/tools01.dbf
output file name=/tmp/tools01.dbf tag=TAG20070308T143300 RECID=33 STAMP=616689181
channel ORA_DISK_1: datafile copy complete, elapsed time: 00:00:01
channel ORA_DISK_1: starting datafile copy
input datafile file number=00028 name=/disk1/oradata/prod/users01.dbf
output file name=/disk2/users01.dbf tag=TAG20070308T143300 RECID=34 STAMP=616689182
channel ORA_DISK_1: datafile copy complete, elapsed time: 00:00:01
Finished backup at 08-MAR-07
 
Starting Control File and SPFILE Autobackup at 08-MAR-07
piece handle=/disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616689184_2z13s1kx_.bkp comment=NONE
Finished Control File and SPFILE Autobackup at 08-MAR-07

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

string_pattern ファイル名の変換に使用される文字列のペアを指定します。必要な数のプライマリとスタ
ンバイの置換文字列のペアを使用できます。たとえば、次のように値を文字列パターンと
して設定できます。

DB_FILE_NAME_CONVERT = ('str1','str2','str3', 'str4' ...)

この例では、str1は元のファイル名と一致するパターンで、str2は str1の置換文字列

として生成されるパターンです。また、str3は元のファイル名と一致するパターンで、

str4は str3の置換文字列として生成されるパターンです。
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forDbUniqueNameOption

用途用途用途用途

forDbUniqueNameOption副次句を使用すると、Data Guard 環境ですべてのデータベースま
たは特定のデータベースを指定できます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

プライマリ・データベースの DBID は、これに関連付けられているフィジカル・スタンバイ・
データベースの DBID と同じです。リカバリ・カタログ内のデータベースは、DBID および
データベースの DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータの値によって一意に識別されます。

任意のコマンドに forDbUniqueNameOptionを指定すると、Recovery Manager は操作の対象
を、DB_UNIQUE_NAMEが指定されたデータベースにのみ関連付けられているオブジェクトに制
限します。たとえば、LISTコマンドでこのオプションを使用すると、Recovery Manager で
は、DB_UNIQUE_NAMEが指定されたデータベースにのみ関連付けられているオブジェクトのみ
がリストされます。いずれのデータベースにも関連付けられていないオブジェクト（リカバ
リ・カタログ・ビューの SITE_KEY列が NULL）はリストされないことに注意してください。

構文構文構文構文

forDbUniqueNameOption::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 3-19 スタンバイ・データベースに関連付けられた期限切れバックアップのリストスタンバイ・データベースに関連付けられた期限切れバックアップのリストスタンバイ・データベースに関連付けられた期限切れバックアップのリストスタンバイ・データベースに関連付けられた期限切れバックアップのリスト

この例では、リカバリ・カタログに接続し、Data Guard 環境に DBID を設定します。この環境
のすべてのプライマリ・データベースおよびスタンバイ・データベースが、同じ DBID を共有
します。LISTコマンドは、データベース standby1に関連付けられたすべての期限切れバッ
クアップをリストします。

RMAN> CONNECT CATALOG rman@catdb;

recovery catalog database Password: password
connected to recovery catalog database

RMAN> SET DBID 3257174182;
RMAN> LIST EXPIRED BACKUP FOR DB_UNIQUE_NAME standby1;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

FOR DB_UNIQUE_NAME 
ALL

ターゲット・データベースの DBID（または SET DBIDコマンドで指定された DBID）を共

有する、リカバリ・カタログのすべてのプライマリ・データベースおよびスタンバイ・
データベースを指定します。

FOR DB_UNIQUE_NAME 
db_unique_name

db_unique_nameが指定された、リカバリ・カタログのプライマリ・データベースまたは

スタンバイ・データベースを指定します。

FOR
DB_UNIQUE_NAME ALL

DB_UNIQUE_NAME
’

db_unique_name
’
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foreignlogRecordSpecifier

用途用途用途用途

foreignlogRecordSpecifier 副次句を使用すると、Recovery Manager の操作で使用される外部アー
カイブ REDO ログ・セットを指定できます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

外部アーカイブ REDO ログは、LogMiner セッション中にロジカル・スタンバイ・データベー
スが受け取ります。通常のアーカイブ・ログとは異なり、外部アーカイブ・ログには別の
DBID が使用されています。このため、それらのログをロジカル・スタンバイ・データベース
でバックアップまたはリストアすることはできません。

次の条件が満たされる場合、ロジカル・スタンバイ・データベースではフラッシュ・リカバリ
領域に外部アーカイブ・ログが作成されます。

� フラッシュ・リカバリ領域がロジカル・スタンバイ・データベースで構成されている。

� LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータの 1 つが、外部アーカイブ・ログを受け取るた
めに、適切な VALID_FOR設定を使用して
'LOCATION=USE_DB_RECOVERY_FILE_DEST'に設定されている。

� COMPATIBLE初期化パラメータが 11.0.0 以上に設定されている。

構文構文構文構文

foreignlogRecordSpecifier::=

archlogRange::=

FOREIGN ARCHIVELOG

ALL

archlogRange
LIKE ’ string_pattern ’

THREAD integer

LIKE ’ string_pattern ’

DBID integer

,

FROM SCN

SCN BETWEEN integer AND

UNTIL SCN

integer

FROM SEQUENCE

SEQUENCE

SEQUENCE BETWEEN integer AND

UNTIL SEQUENCE

integer
THREAD integer

FROM TIME

TIME BETWEEN ’ date_string ’ AND

UNTIL TIME

’ date_string ’
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

ログが外部アーカイブ REDO ログであることを除いて、セマンティクスは 3-6 ページの
archivelogRecordSpecifierと同じです。

例例例例

例例例例 3-20 外部アーカイブ外部アーカイブ外部アーカイブ外部アーカイブ REDO ログのクロスチェックログのクロスチェックログのクロスチェックログのクロスチェック

この例では、すべての外部アーカイブ REDO ログがクロスチェックされます。

RMAN> CROSSCHECK FOREIGN ARCHIVELOG ALL;
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formatSpec

用途用途用途用途

formatSpec副次句を使用して、バックアップ・ピースまたはイメージ・コピーに対するファ
イル名の形式または自動ストレージ管理ディスク・グループを指定します。FORMATパラメー
タに値を指定しない場合、Recovery Manager は、フラッシュ・リカバリ領域（使用可能な場
合）にバックアップを作成するか、またはフラッシュ・リカバリ領域が使用不可の場合は、プ
ラットフォーム固有のディレクトリ（たとえば UNIX 上の ?/dbsなど）にバックアップを作成
します。いずれの場合も、Recovery Manager は変数 %Uを使用してバックアップを指定しま
す。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

各バックアップ・ピースまたはバックアップ・コピーの名前が一意であり、かつプラット
フォーム上の順次ファイル名として有効であればどのような名前でも指定できます。ディスク
にバックアップする場合は、一意の有効なファイル名であれば、どのようなディスク・ファイ
ル名も使用できます。

Oracle Managed Files のファイル名は、バックアップ用の形式として指定できません。たとえ
ば、+DISK1/datafile/system.732.609791431が OMF ファイル名の場合、そのファイル
名を FORMATパラメータに指定することはできません。

format_string全体がターゲット・インスタンスによりポート固有の方法で処理され、 終
的なバックアップ・ピース名が導出されます。一意のファイル名を生成するために、3-22 ペー
ジの「セマンティクス」に示す置換変数を FORMAT文字列で使用できます。この情報の書式設
定は、プラットフォームに応じて異なります。

指定できる FORMAT文字列は 4 つ以内です。Recovery Manager で 2 番目、3 番目および 4 番目
の値が使用されるのは、BACKUP COPIES、SET BACKUP COPIES、または CONFIGURE ... 
BACKUP COPIESが有効な場合のみです。各バックアップ・ピースに使用する形式を選択する
と、Recovery Manager では 初の形式値がコピー 1、2 番目の形式値がコピー 2 というように
順番に使用されます。形式値の数がコピー数より多ければ、余分の形式は使用されません。形
式値の数がコピー数より少なければ、Recovery Manager では 初の形式値から順番に再利用さ
れます。

次の位置のいずれかに format_stringを指定します。優先順位は次のようになります。

1. backupSpec句

2. BACKUPコマンド

3. ALLOCATE CHANNELコマンド

4. CONFIGURE CHANNELコマンド

前述の場所のうち、2 箇所以上に指定した場合、Recovery Manager は前述の順序で FORMATパ
ラメータを検索します。

構文構文構文構文

formatSpec::=

ヒントヒントヒントヒント : 自動ストレージ管理のディスク・グループの作成方法および命
名方法は、『Oracle Database SQL 言語リファレンス』を参照してくださ
い。

’ format_string ’
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

formatSpec
次の表に、書式文字列が有効な Recovery Manager 置換変数を示します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

%a データベースのアクティブ ID を指定します。

%c 1 セットの二重バックアップ・ピース内でバックアップ・ピースのコピー番号を指定します。バッ

クアップを多重化していなければ、この変数はバックアップ・セットの場合は 1、プロキシ・コ

ピーの場合は 0 となります。これらのコマンドの 1 つが使用可能になっている場合、この変数はコ

ピー番号を示します。%cの 大値は 256 です。

%d データベースの名前を指定します（3-23 ページの例 3-22 を参照）。

%D グレゴリオ暦による月の現在の日付を DD形式で指定します。

%e アーカイブ・ログ順序番号を指定します。

%f 絶対ファイル番号を指定します（3-23 ページの例 3-22 を参照）。

%F DBID、日、月、年および順序を組み合せて固有で反復可能な生成名にします。この変数は、

c-IIIIIIIIII-YYYYMMDD-QQに変換されます。各項目の意味は次のとおりです。

� IIIIIIIIIIは DBID を表します。DBID は 10 進形式で出力されるため、ターゲット・データ

ベースに簡単に対応付けることができます。

� YYYYMMDDは、バックアップの生成日を示すグレゴリオ暦のタイムスタンプです。

� QQは、00 ～ 'FF'（256）の 16 進数による順序です。

%h アーカイブ REDO ログ・スレッド番号を指定します。

%I DBID を指定します。

%M グレゴリオ暦による月を MM形式で指定します。

%N 表領域名を指定します。この置換変数は、データファイルをイメージ・コピーとしてバックアップ
する場合のみ有効です。

%n データベース名を指定します。データベース名は合計 8 文字の桁数になるまで、右側に xが埋め込

まれます。たとえば、prod1がデータベース名であれば、埋込み後の名前は prod1xxxとなりま

す。

%p バックアップ・セット内のピース番号を指定します。この値は、バックアップ・セットごとに 1か

ら始まり、バックアップ・ピースの作成ごとに 1 ずつ増えます。

注意注意注意注意 : PROXYを指定した場合は、%p変数を FORMAT文字列内の %Uに明示的または暗黙的に含め

る必要があります。

%s バックアップ・セット番号を指定します。この番号は制御ファイルにあるカウンタで、バックアッ
プ・セットごとに加算されます。カウンタ値は 1から始まり、制御ファイルの存続期間中は一意で

す。バックアップ制御ファイルをリストアした場合は、重複した値になることがあります。また、
CREATE CONTROLFILEによって、カウンタの値は 1に初期化されます。

%t バックアップ・セットのタイムスタンプを指定します。4 バイトの内部的な基準日時以降の経過秒

数を表す値です。バックアップ・セットの一意の名前を構成するには、%sと %tの組合せを使用で

きます。

%T グレゴリオ暦による年、月および日を YYYYMMDD形式で指定します。

%u バックアップ・セット番号またはイメージ・コピー番号と、これらの作成時刻を短く表現する 8 文

字の名前を指定します。
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例例例例

例例例例 3-21 ASM ディスク・グループの指定ディスク・グループの指定ディスク・グループの指定ディスク・グループの指定

この例では、データベースを ASM ディスク・グループ DISK1にコピーします。

BACKUP AS COPY DATABASE FORMAT '+DATAFILE';

例例例例 3-22 データファイルのコピーの形式指定データファイルのコピーの形式指定データファイルのコピーの形式指定データファイルのコピーの形式指定

この例では、LATESTCOPYタグの付いた 2 つのデータファイルを /disk2ディレクトリにコ
ピーします。

BACKUP AS COPY
  COPY OF DATAFILE 27, 28
  FROM TAG 'LATESTCOPY' 
  FORMAT '/disk2/Datafile%f_Database%d';

%U システムによって生成される一意のファイル名（デフォルト）を指定します。

%Uの意味は、イメージ・コピーとバックアップ・ピースで異なります。バックアップ・ピースの

場合は、%Uによって、生成されたバックアップ・ファイル名の一意性を保証する %u_%p_%cの短

縮形が指定されます。データファイルのイメージ・コピーの場合、%Uには、次の意味があります。

data-D-%d_id-%I_TS-%N_FNO-%f_%u

アーカイブ REDO ログのイメージ・コピーの場合、%Uには、次の意味があります。

arch-D_%d-id-%I_S-%e_T-%h_A-%a_%u

制御ファイルのイメージ・コピーの場合、%Uには、次の意味があります。

cf-D_%d-id-%I_%u

%Y 年を YYYY形式で指定します。

%% パーセント（%）文字を指定します。たとえば、%%Yは文字列 %Yに変換されます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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keepOption

用途用途用途用途

 keepOption副次句を使用すると、バックアップまたはコピーの状態を保存方針に基づいて指
定できます。

構文構文構文構文

keepOption::=

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Recovery Manager は、KEEPオプションが指定されたバックアップ・ピースをバックアップの
保存方針の計算から除外します。使用可能であれば、Recovery Manager は、これらのバック
アップを障害時リカバリのリストア操作で使用します。この目的は、別のシステムにリストア
できるデータベースのスナップショットを作成してテストまたは履歴の使用状況を確認するこ
とです。

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

KEEP バックアップをアーカイブ・バックアップアーカイブ・バックアップアーカイブ・バックアップアーカイブ・バックアップに指定します。これは、構成済の保存方
針から除外される自己完結型のバックアップです。

アーカイブ・バックアップには、バックアップをリストアして一貫性のある状態に
リカバリするために必要なすべてのファイルが含まれているため、自己完結型と
なっています。バックアップ中にオープンされているデータベースがある場合、
Recovery Manager は、データベースのバックアップに一貫性を持たせるために必

要なアーカイブ REDO ログの生成およびバックアップを自動的に行います（2-53
ページの例 2-26 を参照）。

Recovery Manager は、KEEPオプションが指定されたバックアップ・ピースを保存

方針の計算から除外します。使用可能であれば、Recovery Manager は、これらの

バックアップを障害時リカバリのリストア操作で使用します。この目的は、別のシ
ステムにリストアできるデータベースのスナップショットを作成してテストまたは
履歴の使用状況を確認することです。

注意注意注意注意 : フラッシュ・リカバリ領域に格納されているファイルの保存方針は、KEEPを

使用してオーバーライドすることはできません。リカバリ領域へのバックアップ中
に KEEPを指定すると、Recovery Manager はエラーを発行します。

KEEPが指定されると、Recovery Manager は複数のバックアップ・セットを作成し

ます。Recovery Manager は、 初の backupOperandでオプションで指定された、

データファイル、アーカイブ REDO ログ、制御ファイルおよびサーバー・パラメー

タ・ファイルをバックアップします。すべてのバックアップに FORMAT、POOLおよ

び TAGパラメータを使用します。このような理由から、FORMAT文字列に複数の

バックアップ・ピースを作成できることが必要です。この要件を満たす も簡単な
方法は、%Uを指定することです。

注意注意注意注意 : リカバリ・カタログは KEEP FOREVERの場合のみ必要になります。他の

KEEPオプションの場合、カタログは不要です。

KEEP
FOREVER

UNTIL TIME ’ date_string ’

RESTORE POINT restore_point_name

NOKEEP
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例例例例

例例例例 3-23 アーカイブのための一貫性データベース・バックアップの作成アーカイブのための一貫性データベース・バックアップの作成アーカイブのための一貫性データベース・バックアップの作成アーカイブのための一貫性データベース・バックアップの作成

この例では、タグ Q107の付いたデータベース・バックアップを作成し、バックアップが不要
とみなされないように指定します（サンプル出力はその一部を示しています）。データファイル
に一貫性を持たせるために必要なアーカイブ REDO ログがバックアップ・セットに含まれま
す。

RMAN> BACKUP TAG Q107 DATABASE KEEP FOREVER;

Starting backup at 24-JAN-07

current log archived
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=105 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
backup will never be obsolete
archived logs required to recover from this backup will be backed up
channel ORA_SBT_TAPE_1: starting full datafile backup set
channel ORA_SBT_TAPE_1: specifying datafile(s) in backup set
.
.
.

FOREVER バックアップまたはコピーが不要とされないように指定します（2-53 ページの例

2-27 を参照）。 終的にはバックアップ・レコードが制御ファイルより古くなるた

め、FOREVERを指定する場合にリカバリ・カタログが必要になります。

UNTIL TIME

'date_string'

バックアップまたはコピーの保存期限を指定します。バックアップの保存方針の設
定に関係なく、この期限を過ぎるとバックアップは不要とされます。

現行の NLS_DATE_FORMAT、または 'SYSDATE+365'などの SQL DATE 式を使用

すると、特定の時刻を指定できます。01-JAN-07などの KEEP TIMEを指定する

と、この日付の午前 0 時の 1 秒後にはバックアップは不要とされます。午後 9 時な

どの KEEP時刻を指定すると、午後 9 時 1 分にバックアップは不要とされます。

RESTORE POINT

restore_point_name

SCN に一致する通常のリストア・ポイントを作成します。これは、Recovery 
Manager がバックアップを一貫性のある状態までリカバリする必要がある SCN で

す（2-53 ページの例 2-26 を参照）。リストア・ポイント名はまだ存在していないも

のである必要があります。

SCN は、データファイルのバックアップが完了した直後に取得されます。リスト

ア・ポイントとは、このアーカイブ・バックアップのリストアおよびリカバリが可
能な SCN を示すラベルのことで、これによりデータベースをオープンできるよう

になります。一方 UNTIL TIME句は、バックアップの保存期限の日付を指定しま

す。

注意注意注意注意 : RESTORE POINTパラメータは CHANGEコマンドでは無効です。

NOKEEP いずれの KEEP属性もバックアップに適用しないことを指定します。したがって、

バックアップは、構成されたバックアップ保存方針が適用される通常のバックアッ
プになります。これは、KEEPオプションを指定しない場合のデフォルト動作です。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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例例例例 3-24 バックアップのためのバックアップのためのバックアップのためのバックアップのための KEEP 属性の削除属性の削除属性の削除属性の削除

この例では、すべてのアーカイブ REDO ログをバックアップします。KEEP句では、2008 年 1
月 1 日の午前 0 時 1 秒に、バックアップが不要とみなされるように指定します。

RMAN> BACKUP KEEP UNTIL TIME '01-JAN-08' ARCHIVELOG ALL;

次のコマンドを実行すると、すべてのアーカイブ REDO ログのバックアップから KEEP属性が
削除されます（サンプル出力を示します）。

RMAN> CHANGE BACKUP OF ARCHIVELOG ALL NOKEEP;
 
using channel ORA_SBT_TAPE_1
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=77 device type=DISK
keep attributes for the backup are deleted
backup set key=330 RECID=19 STAMP=612722760
keep attributes for the backup are deleted
backup set key=397 RECID=22 STAMP=612722884
3-26 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



listObjList
listObjList

用途用途用途用途

listObjList副次句を使用すると、データベース・ファイルおよびアーカイブ REDO ログを
指定できます。

構文構文構文構文

listObjList::=

（archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ））

dbObject::=

（datafileSpec::=（3-14 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

listObjList

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

archivelogRecordSpecifier アーカイブ REDO ログの範囲を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-6 ページの「archivelogRecordSpecifier」を参照してくださ

い。

CONTROLFILE 現行の制御ファイルを指定します。

DATABASE SKIP TABLESPACE 
'tablespace_name

指定した表領域を DATABASE指定から除外します。

foreignlogRecordSpecifier 指定した外部アーカイブ REDO ログを処理します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-6 ページの「foreignlogRecordSpecifier」を参照してくださ

い。

SPFILE 現行のサーバー・パラメータ・ファイルを指定します。

archivelogRecordSpecifier

CONTROLFILE

DATABASE SKIP TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,

dbObject

foreignlogRecordSpecifier

SPFILE

DATABASE

DATAFILE datafileSpec

,

TABLESPACE
’

tablespace_name
’

,
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dbObject 

例例例例

例例例例 3-25 データファイルのコピーのリストデータファイルのコピーのリストデータファイルのコピーのリストデータファイルのコピーのリスト

次のコマンドは、データベースにある全ファイルのイメージ・コピーを、ディクショナリ管理
の一時表領域である temp表領域をスキップしてリストします。

LIST COPY OF DATABASE
  SKIP TABLESPACE temp;

例例例例 3-26 アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ REDO ログのクロスチェックログのクロスチェックログのクロスチェックログのクロスチェック

次の例では、サーバー・パラメータ・ファイルと 近 3 か月間に作成したアーカイブ REDO ロ
グのバックアップの状態について、メディア・マネージャに問い合せます。この例では、サン
プル出力も示しています。

RMAN> ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE sbt;
 
allocated channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: SID=103 device type=SBT_TAPE
channel ORA_MAINT_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
 
RMAN> CROSSCHECK BACKUP OF SPFILE ARCHIVELOG FROM TIME 'SYSDATE-90';
 
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=8cic4031_1_1 RECID=195 STAMP=616693857
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=c-28014364-20070308-15 RECID=196 STAMP=616693875
Crosschecked 2 objects
 
RMAN> RELEASE CHANNEL;
 
released channel: ORA_MAINT_SBT_TAPE_1

例例例例 3-27 期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除期限切れのバックアップの削除

次のコマンドでは、すべてのバックアップのクロスチェックを実行します。1 つのバックアッ
プが期限切れであることが検出されます。この例では、期限切れのすべてのバックアップを削
除します（サンプル出力を示します）。

RMAN> CROSSCHECK BACKUP;

allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=104 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=103 device type=DISK
crosschecked backup piece: found to be 'EXPIRED'
backup piece handle=/disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616690991_2z15kl5h_.bkp

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

DATABASE 現行のデータベースの全ファイルのバックアップ・セットまたはイメージ・コピー
を指定します。

DATAFILE datafileSpec ファイル名またはファイル番号でデータファイルを指定します。この句では、デー
タファイルの少なくとも 1 つが含まれているデータファイル・イメージ・コピーま

たはバックアップ・セットを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-14 ページの「datafileSpec」を参照してください。

TABLESPACE  tablespace_name 表領域名を指定します。この句では、指定した表領域からのデータファイルの少な
くとも 1 つが含まれているデータファイル・イメージ・コピーまたはバックアッ

プ・セットを指定します。
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 RECID=191 STAMP=616690994
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=8cic4031_1_1 RECID=195 STAMP=616693857
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=c-28014364-20070308-15 RECID=196 STAMP=616693875
Crosschecked 3 objects

RMAN> DELETE EXPIRED BACKUP;

using channel ORA_SBT_TAPE_1
using channel ORA_DISK_1

List of Backup Pieces
BP Key  BS Key  Pc# Cp# Status      Device Type Piece Name
------- ------- --- --- ----------- ----------- ----------
7678    7677    1   1   EXPIRED     DISK       
 /disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616690991_2z15kl5h_.bkp

Do you really want to delete the above objects (enter YES or NO)? YES
deleted backup piece
backup piece handle=/disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616690991_2z15kl5h_.bkp
 RECID=191 STAMP=616690994
Deleted 1 EXPIRED objects
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maintQualifier

用途用途用途用途

maintQualifier副次句を使用すると、データベース・ファイルおよびアーカイブ REDO ロ
グを指定できます。

構文構文構文構文

maintQualifier::=

（completedTimeSpec::=（3-10 ページ）、deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

maintQualifier

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

completedTimeSpec バックアップまたはコピー完了のための時刻範囲を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-10 ページの「completedTimeSpec」を参照してください。

DEVICE TYPE deviceSpecifier 指定したデバイス・タイプ専用の自動チャネルを割り当てます。このオプションが
有効になるのは、構成済の自動チャネルがあり、チャネルを手動で割り当てていな
い場合のみです。たとえば、自動ディスクおよびテープ・チャネルを構成して
CHANGE...DEVICE TYPE DISKを発行すると、Recovery Manager ではディス

ク・チャネルのみが割り当てられます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

LIKE 'string_pattern' ファイル名パターンを指定して、データファイルのコピーを限定します。パターン
には、Oracle のパターン一致文字であるパーセント記号（%）およびアンダースコ

ア（_）を使用できます。Recovery Manager は、パターンと一致する名前のファイ

ルのみを操作します。

注意注意注意注意 : LIKEオプションは、 LIST...ARCHIVELOGコマンドまたはバックアップ・

ピースでは使用できません。

BACKED UP integer TIMES TO 
DEVICE TYPE deviceSpecifier

コマンドの対象を、指定したメディアに integer回以上正常にバックアップされ

たアーカイブ・ログに制限します。このオプションはアーカイブ REDO ログにのみ

適用されます。

BACKED UPオプションが DELETE ARCHIVELOGコマンドとともに使用されると、

Recovery Manager は、構成済の設定ではなく BACKED UPオプションの設定を使

用して、アーカイブ・ログが削除可能かどうかを判断します。つまり、CONFIGURE 
ARCHIVELOG DELETION POLICY はオーバーライドされます。この構成の他に、

メディアとリポジトリ間の不一致をオーバーライドするには、DELETE 
ARCHIVELOGコマンドとともに FORCEを使用します。

completedTimeSpec

DEVICE TYPE deviceSpecifier

,

LIKE ’ string_pattern ’

BACKED UP integer TIMES TO DEVICE TYPE deviceSpecifier

TAG
’

tag_name
’
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例例例例

例例例例 3-28 特定の場所に格納されているバックアップのリスト特定の場所に格納されているバックアップのリスト特定の場所に格納されているバックアップのリスト特定の場所に格納されているバックアップのリスト

次のコマンドは、ディレクトリ /disk2に格納されているすべてのイメージ・コピーをリスト
します。

RMAN> LIST COPY LIKE '/disk2/%';
 
List of Datafile Copies
=======================
 
Key     File S Completion Time Ckp SCN    Ckp Time
------- ---- - --------------- ---------- ---------------
9855    1    A 08-MAR-07       1394701    08-MAR-07
        Name: /disk2/data_D-PROD_I-28014364_TS-SYSTEM_FNO-1_8eic410j
        Tag: TAG20070308T160643
 
9856    2    A 08-MAR-07       1394735    08-MAR-07
        Name: /disk2/data_D-PROD_I-28014364_TS-SYSAUX_FNO-2_8fic412a
        Tag: TAG20070308T160643

例例例例 3-29 バックアップ済のアーカイブ・ログの削除バックアップ済のアーカイブ・ログの削除バックアップ済のアーカイブ・ログの削除バックアップ済のアーカイブ・ログの削除

次のコマンドは、テープに 2 回以上正常にバックアップされたアーカイブ・ログのみを削除し
ます。この例では、Seq 36 のアーカイブ・ログのみがこれらの条件を満たしています。

RMAN> DELETE ARCHIVELOG ALL BACKED UP 2 TIMES TO DEVICE TYPE sbt;
 
released channel: ORA_SBT_TAPE_1
allocated channel: ORA_DISK_1
channel ORA_DISK_1: SID=104 device type=DISK
RMAN-08138: WARNING: archived log not deleted - must create more backups
archived log file name=/disk1/oradata/prod/arch/archiver_1_37_616443024.arc thread=1 
sequence=37
List of Archived Log Copies for database with db_unique_name PROD
=====================================================================
 
Key     Thrd Seq     S Low Time
------- ---- ------- - ---------
9940    1    36      A 08-MAR-07
        Name: /disk1/oradata/prod/arch/archiver_1_36_616443024.arc
 
 
Do you really want to delete the above objects (enter YES or NO)? Y
deleted archived log
archived log file name=/disk1/oradata/prod/arch/archiver_1_36_616443024.arc RECID=129 
STAMP=616695115
Deleted 1 objects

TAG tag_name データファイルのコピーとバックアップ・セットをタグで指定します。タグ名には
大 / 小文字区別がなく、すべて大文字で表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 多重化バックアップ・セットの個々のコピーにタグを適用する方法と、

タグのデフォルト・ファイル名形式については、2-19 ページの「BACKUP」を参照

してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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maintSpec

用途用途用途用途

maintSpec副次句を使用すると、CHANGE、CROSSCHECKおよび DELETEコマンドで処理され
るバックアップ・ファイルを指定できます。

構文構文構文構文

maintSpec::=

（listObjList::=（3-27 ページ）、maintQualifier::=（3-30 ページ）、
archivelogRecordSpecifier::=（3-6 ページ）、recordSpec::=（3-35 ページ）、
deviceSpecifier::=（3-15 ページ））

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

maintSpec

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

BACKUP バックアップ・セットおよびプロキシ・コピーを処理します。

CHANGE BACKUPで OF句が使用されない場合、Recovery Manager はリポジトリ

に記録されているすべてのバックアップおよびプロキシ・コピーを変更します。
CROSSCHECK BACKUPで OF句が使用されない場合、Recovery Manager はデータ

ベース全体のバックアップのクロスチェックを行います。DELETE BACKUPで OF
句が使用されない場合、Recovery Manager はデータベース全体のバックアップを

削除します。

OF listObjList 操作するファイルのリストを listObjList句で指定したオブジェクト型に限定

します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-27 ページの「listObjList」を参照してください。

archivelogRecordSpecifier 指定したアーカイブ REDO ログを処理します。

BACKED UP句を使用せず DELETE ARCHIVELOGが指定された場合、Recovery 
Manager は、構成済の設定（CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO 
BACKED UP）を使用して、アーカイブ・ログが削除可能かどうかを判断します。

BACKED UP句とともに DELETE ARCHIVELOGが指定された場合、Recovery 
Manager は DELETE設定を使用して、アーカイブ・ログが削除可能かどうかを判

断します。削除方針の構成およびメディアとリポジトリ間の不一致をオーバーラ
イドするには、DELETE ARCHIVELOGコマンドとともに FORCEを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-6 ページの「archivelogRecordSpecifier」を参照してください。

BACKUP
OF listObjList

archivelogRecordSpecifier

COPY
OF listObjList

foreignlogRecordSpecifier

maintQualifier

recordSpec
DEVICE TYPE deviceSpecifier

,
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例例例例

例例例例 3-30 バックアップのクロスチェックバックアップのクロスチェックバックアップのクロスチェックバックアップのクロスチェック

次のコマンドは、アーカイブ REDO ログのバックアップをクロスチェックします。

RMAN> CROSSCHECK BACKUP OF ARCHIVELOG ALL;
 
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=103 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
using channel ORA_DISK_1
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=8cic4031_1_1 RECID=195 STAMP=616693857
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=8oic41ad_1_1 RECID=198 STAMP=616695118
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=8qic41c3_1_1 RECID=200 STAMP=616695171
Crosschecked 3 objects

COPY データファイルのコピー、制御ファイルのコピー、アーカイブ REDO ログを処理

します。

CHANGE COPYにオプションを指定しない場合は、このコマンドによって、リポジ

トリに記録されたすべてのイメージ・コピーが処理されます。CROSSCHECK COPY
を使用している場合、デフォルトでは、データベース内で状態が AVAILABLEまた

は EXPIREDであるすべてのファイルのすべてのイメージ・コピーがチェックされ

ます。DELETE COPYを使用している場合、デフォルトでは、データベース内のす

べてのファイルのコピーが COPYによって削除されます。EXPIREDオプションを

指定すると、リポジトリ内で EXPIREDとマークされたコピーのみが削除されま

す。

OF listObjList 操作するオブジェクトのリストを listObjList句で指定したオブジェクト型に

限定します。オブジェクトを指定しなければ、コマンドはデフォルトですべての
コピーになります。CHANGE COPY OF DATABASEでは、制御ファイルではなく

データファイルが含まれるため注意してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-27 ページの「listObjList」を参照してください。

foreignlogRecordSpecifier 指定した外部アーカイブ REDO ログを処理します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-6 ページの「foreignlogRecordSpecifier」を参照してください。

maintQualifier 指定したオプションに基づいてコマンドを制限します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-30 ページの「maintQualifier」を参照してください。

recordSpec メンテナンス処理を実行するファイルを指定します。

recordSpecで BACKUPSETパラメータを使用すると、CHANGE、CROSSCHECK
および DELETEコマンドで使用するバックアップ・セットがキーによって識別さ

れます。詳細は、2-167 ページの「LIST コマンドの出力」にある、LIST の出力表

の列ヘッダーの説明を参照してください。出力の KEY列を使用して、CHANGEお

よび DELETEコマンドで使用可能な主キーを取得します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-35 ページの「recordSpec」を参照してください。

DEVICE TYPE deviceSpecifier 指定したデバイス・タイプ専用の自動チャネルを割り当てます。このオプション
が有効になるのは、構成済の自動チャネルがあり、チャネルを手動で割り当てて
いない場合のみです。たとえば、自動ディスクおよびテープ・チャネルを構成し
て CROSSCHECK...DEVICE TYPE DISKを実行すると、Recovery Manager では

ディスク・チャネルのみが割り当てられます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-15 ページの「deviceSpecifier」を参照してください。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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obsOperandList

用途用途用途用途

 obsOperandList副次句を使用して、バックアップを不要とマークするための条件を指定し
ます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

単一の REPORT OBSOLETEコマンドまたは DELETE OBSOLETEコマンドで、RECOVERY 
WINDOWと REDUNDANCYの両方を使用することはできません。

構文構文構文構文

obsOperandList::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

obsOperandList

例例例例

例例例例 3-31 不要なバックアップの削除不要なバックアップの削除不要なバックアップの削除不要なバックアップの削除

このコマンドは、データベースを過去 30 日以内の SCN までリカバリするためには不要なバッ
クアップとコピーをすべて削除します。

DELETE OBSOLETE RECOVERY WINDOW OF 30 DAYS;

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

RECOVERY WINDOW OF integer 
DAYS

integerで指定した日数以内の過去のいずれかの時点までデータベースをリカバリ

するのに必要ではないバックアップ・セットとイメージ・コピーを、Recovery 
Manager で不要としてレポートするように指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リカバリ期間の説明は、2-68 ページの「CONFIGURE」を参照してくださ

い。

REDUNDANCY integer バックアップ・セットまたはイメージ・コピーを不要とみなすために必要な 小レ
ベルの冗長性を指定します。

データファイルのコピーが不要と見なされるのは、このファイルの 近のバック
アップ・セットまたはイメージ・コピーが integerで指定した数以上ある場合で

す。データファイルのバックアップ・セットは、バックアップ・セットに含まれて
いる各ファイルに、integerで指定した数以上の 近のバックアップ・セットまた

はイメージ・コピーが存在している場合に不要とみなされます。たとえば、
REDUNDANCY 2の場合、他のバックアップ・セットまたはイメージ・コピーを不要

とみなすには、データファイルの新しいバックアップ・セットまたはイメージ・コ
ピーが 2 つ以上必要です。

RECOVERY WINDOW OF integer DAYS

REDUNDANCY integer
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recordSpec

用途用途用途用途

 recordSpec副次句を使用すると、CHANGE、CROSSCHECK、DELETEおよび LISTコマンド
の対象となるバックアップまたはコピーを指定できます。

ほとんどの recordSpecオプションでは、主キーを指定できます。LISTコマンドの出力を使
用して、主キーを取得します。

構文構文構文構文

recordSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

ARCHIVELOG 主キーまたはファイル名のいずれかで、アーカイブ REDO ログを指定します。

BACKUPSET 主キーでバックアップ・セットを指定します。

BACKUPPIECE メディア・ハンドル、主キーまたはタグ名でバックアップ・ピースを指定します。

PROXY メディア・ハンドル、主キーまたはタグ名でプロキシ・コピーを指定します。

CONTROLFILECOPY 主キー、ファイル名のパターン（'filename'）または TAG tag_nameで制御ファ

イルのコピーを指定します。制御ファイルのコピーのクロスチェックを行う場合
は、主キーではなくファイル名を指定する必要があります。

ARCHIVELOG

’ filename ’

,

primaryKey

,

BACKUPSET primaryKey

,

BACKUPPIECE

PROXY

’ media_handle ’

,

primaryKey

,

TAG
’

tag_name
’

CONTROLFILECOPY

DATAFILECOPY

’ filename ’

,

primaryKey

,

TAG
’

tag_name
’

,

NODUPLICATES

DATAFILECOPY
ALL

LIKE ’ string_pattern ’

NODUPLICATES
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例例例例

例例例例 3-32 バックアップのクロスチェックバックアップのクロスチェックバックアップのクロスチェックバックアップのクロスチェック

この例では、主キーで指定したバックアップ・セットをクロスチェックします。

RMAN> LIST BACKUP SUMMARY; 
 
List of Backups
===============
Key     TY LV S Device Type Completion Time #Pieces #Copies Compressed Tag
------- -- -- - ----------- --------------- ------- ------- ---------- ---
8504    B  A  A SBT_TAPE    08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T155057
8558    B  F  A SBT_TAPE    08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T155114
9872    B  F  A DISK        08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T160830
9954    B  A  A SBT_TAPE    08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T161157
9972    B  F  A SBT_TAPE    08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T161224
10021   B  A  A SBT_TAPE    08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T161251
10042   B  F  A SBT_TAPE    08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T161308
10185   B  F  A DISK        08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T170532
10210   B  F  A DISK        08-MAR-07       1       1       NO         TAG20070308T170535
 
RMAN> CROSSCHECK BACKUPSET 9872, 10185, 10210;
 
allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=103 device type=SBT_TAPE
channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
using channel ORA_DISK_1
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=/disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616694910_2z19d0wg_.bkp 
RECID=197 STAMP=616694912
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece 
handle=/disk2/PROD/backupset/2007_03_08/o1_mf_nnsnf_TAG20070308T170532_2z1dpwz6_.bkp 
RECID=202 STAMP=616698332
crosschecked backup piece: found to be 'AVAILABLE'
backup piece handle=/disk2/PROD/autobackup/2007_03_08/o1_mf_s_616698335_2z1dq0d0_.bkp 
RECID=203 STAMP=616698336
Crosschecked 3 objects

例例例例 3-33 データファイルのコピーの削除データファイルのコピーの削除データファイルのコピーの削除データファイルのコピーの削除

この例では、指定したデータファイルのコピーを削除します。

RMAN> DELETE NOPROMPT DATAFILECOPY '/disk1/oradata/prod/users01.dbf';

DATAFILECOPY 主キー、ファイル名のパターン（'filename'）、タグ（TAG tag_name）または一

致する文字列（LIKE 'string_pattern'）でデータファイルのコピーを指定し

ます。Recovery Manager リポジトリに記録されているすべてのデータファイルの

コピーを示すには、ALLを指定します。

NODUPLICATES 複数のコピーが存在する場合でも、残りの句で指定された制御ファイルまたはデー
タファイルのコピーのみが操作の対象になるように指定します。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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tempfileSpec

用途用途用途用途

tempfileSpec副次句を使用すると、ファイル名または絶対ファイル番号で一時ファイルを指
定できます。

構文構文構文構文

tempfileSpec::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

例例例例

例例例例 3-34 ファイル名による一時ファイルの指定ファイル名による一時ファイルの指定ファイル名による一時ファイルの指定ファイル名による一時ファイルの指定

この例では、ファイル名を指定して、一時ファイル /disk1/oradata/prod/temp01.dbfの
名前を /disk2/temp01.dbfに変更します。

SHUTDOWN IMMEDIATE
STARTUP MOUNT
RUN
{
  SWITCH TEMPFILE '/disk1/oradata/prod/temp01.dbf'
               TO '/disk2/temp01.dbf';
}
ALTER DATABASE OPEN;

この例を実行する場合は、データベースをマウントする必要があります。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

'filename' 絶対パスまたは相対ファイル名のいずれかでデータファイルを指定します。相対
ファイル名を指定した場合、ファイル名はターゲット・データベースによってプ
ラットフォーム固有の方法で修飾されます。

絶対パス名または Oracle ホームに対する相対パス名を指定できます。二重引用符

と一重引用符はどちらも有効です（構文図では、一重引用符のみを使用していま
す）。Oracle ホームを表すには疑問符（?）を使用し、Oracle SID を表すにはアッ

トマーク（@）を使用します。

integer 絶対ファイル番号でデータファイルを指定します。ファイル番号は、
V$TEMPFILEビューまたは REPORT SCHEMAの出力から取得します。

’ filename ’

integer
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untilClause
untilClause

用途用途用途用途

untilClause副次句を使用すると、各種の Recovery Manager 操作に対して時刻、SCN、リ
ストア・ポイントまたはログ順序番号による上限を指定できます。

構文構文構文構文

untilClause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明

UNTIL SCN integer SCN を上限として指定します。指定した SCN は含まれません。

Recovery Manager は、指定した SCN の前までのリストアまたはリカバリに使用で

きるファイルのみを選択します（3-39 ページの例 3-35 を参照）。たとえば、

RESTORE DATABASE UNTIL SCN 1000を実行すると、SCN 999 までのリカバリに使

用できるバックアップのみが選択されます。

UNTIL SEQUENCE integer REDO ログ順序番号とスレッドを上限として指定します。指定した値は含まれませ

ん。

Recovery Manager は、指定した順序番号の前までのリストアまたはリカバリに使

用できるファイルのみを選択します。たとえば、REPORT OBSOLETE UNTIL 
SEQUENCE 8000を実行すると、ログ順序 7999 までのリカバリに使用できるバック

アップのみが選択されます。

THREAD integer REDO スレッドの番号を指定します。

UNTIL SCN integer

UNTIL SEQUENCE integer
THREAD integer

UNTIL TIME ’ date_string ’
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untilClause
例例例例

例例例例 3-35 指定した指定した指定した指定した SCN までの不完全リカバリの実行までの不完全リカバリの実行までの不完全リカバリの実行までの不完全リカバリの実行

この例では、マウントされたデータベースを想定して、指定した SCN の前までデータベースを
リカバリします。

STARTUP FORCE MOUNT
RUN
{
  SET UNTIL SCN 1418901;  # set to 1418901 to recover database through SCN 1418900
  RESTORE DATABASE;
  RECOVER DATABASE;
}
ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

例例例例 3-36 不要なバックアップのレポート不要なバックアップのレポート不要なバックアップのレポート不要なバックアップのレポート

この例は、過去 1 週間以内のいずれかの時点までリカバリできることを前提条件としています。
1 週間前の時点までデータベースをリカバリするために使用できるバックアップは、すべて不
要とみなされます。

REPORT OBSOLETE UNTIL TIME 'SYSDATE-7';

UNTIL TIME 'date_string' 時刻を上限として指定します。指定した時刻は含まれません（3-39 ページの例 3-36
を参照）。

Recovery Manager は、指定した時刻の直前までのリストアまたはリカバリに使用

できるファイルのみを選択します。たとえば、LIST BACKUP UNTIL TIME 
'SYSDATE-7'を実行すると、1 週間前の時点までのリカバリに使用できるバック

アップがすべてリストされます。

Recovery Manager コマンドで日付を指定する場合は、次のいずれかの日付文字列

を使用する必要があります。

� NLS_DATE_FORMATの設定と一致する形式のリテラル文字列。

� 'SYSDATE-10'または "TO_DATE('01/30/2007', 'MM/DD/YYYY')"など

の DATE型の SQL 式。2 番目の例には、専用の日付書式マスクが含まれている

ため、現行の NLS_DATE_FORMAT設定とは関係がないことに注意してくださ

い。

Recovery Manager における日付設定の代表例を次に示します。

BACKUP ARCHIVELOG FROM TIME 'SYSDATE-31' UNTIL TIME 'SYSDATE-14';
RESTORE DATABASE UNTIL TIME "TO_DATE('09/20/06','MM/DD/YY')";

注意注意注意注意 : 時間ベース・リカバリの粒度は、REDO ログのタイムスタンプによって異な

ります。たとえば、次のコマンドを指定するとします。

RECOVER DATABASE UNTIL TIME '2007-07-26 17:45:00';

17:45:00のタイムスタンプを持つ REDO が書き込まれなかった場合は、それ以降

の次の REDO タイムスタンプが検出されるまでリカバリは続行します。たとえば、

次の REDO タイムスタンプが 17:45:04であるとします。V$LOG_HISTORY 
TABLEの FIRST_TIMEおよび FIRST_CHANGE#列を問い合せることで、特定の

SCN に も近い時間を確認できます。

構文の要素構文の要素構文の要素構文の要素 説明説明説明説明
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リカバリ・カタログ・ビ
4

リカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビュー

この章では、リカバリ・カタログ・ビューを説明します。リカバリ・カタログが作成されてい
る場合にかぎり、リカバリ・カタログ・ビューにアクセスできます（「CREATE CATALOG」を
参照）。リカバリ・カタログ・ビューの概要は、4-2 ページの「Recovery Manager のリカバリ・
カタログ・ビューの概要」を参照してください。

注意注意注意注意 : これらのビューは正規化されていませんが、Recovery Manager お
よび Enterprise Manager で使用するための 適化は行われています。した
がって、ほとんどのカタログ・ビューには、基礎となるいくつかの表を結
合したために生じた冗長な値があります。

通常、Enterprise Manager での使用を目的としたビューは直接問合せの機
能が他のビューほど有効ではありません。
ュー 4-1



Recovery Manager のリカバリ・カタログ・ビューの概要
Recovery Manager のリカバリ・カタログ・ビューの概要のリカバリ・カタログ・ビューの概要のリカバリ・カタログ・ビューの概要のリカバリ・カタログ・ビューの概要
次の表に Recovery Manager のリカバリ・カタログ・ビューの機能の概要を示します。

表表表表 4-1 リカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビュー

リカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビュー 対応する対応する対応する対応する V$ ビュービュービュービュー カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容

RC_ARCHIVED_LOG V$ARCHIVED_LOG アーカイブ REDO ログとアーカイブさ

れていない REDO ログ。

RC_BACKUP_ARCHIVELOG_DETAILS V$BACKUP_ARCHIVELOG_DETAILS Enterprise Manager のアーカイブ

REDO ログ・バックアップに関する詳

細。

RC_BACKUP_ARCHIVELOG_SUMMARY V$BACKUP_ARCHIVELOG_SUMMARY Enterprise Manager のアーカイブ

REDO ログ・バックアップに関する情

報のサマリー。

RC_BACKUP_CONTROLFILE V$BACKUP_CONTROLFILE バックアップ・セットにバックアップ
された制御ファイル。

RC_BACKUP_CONTROLFILE_DETAILS V$BACKUP_CONTROLFILE_DETAILS Enterprise Manager の制御ファイルの

バックアップに関する詳細。

RC_BACKUP_CONTROLFILE_SUMMARY V$BACKUP_CONTROLFILE_SUMMARY Enterprise Manager の制御ファイルの

バックアップに関する情報のサマ
リー。

RC_BACKUP_COPY_DETAILS V$BACKUP_COPY_DETAILS Enterprise Manager のデータファイル

のイメージ・コピーのバックアップに
関する詳細。

RC_BACKUP_COPY_SUMMARY V$BACKUP_COPY_SUMMARY Enterprise Manager のデータファイル

のイメージ・コピーのバックアップに
関する情報のサマリー。

RC_BACKUP_CORRUPTION V$BACKUP_CORRUPTION データファイル・バックアップ内の破
損ブロック範囲。

RC_BACKUP_DATAFILE V$BACKUP_DATAFILE バックアップ・セット内のデータファ
イル。

RC_BACKUP_DATAFILE_DETAILS V$BACKUP_DATAFILE_DETAILS Enterprise Manager のデータファイル

のバックアップに関する詳細。

RC_BACKUP_DATAFILE_SUMMARY V$BACKUP_DATAFILE_SUMMARY Enterprise Manager のデータファイル

のバックアップに関する情報のサマ
リー。

RC_BACKUP_FILES V$BACKUP_FILES リポジトリで認識される Recovery 
Manager のバックアップおよびコ

ピー。

RC_BACKUP_PIECE V$BACKUP_PIECE バックアップ・ピース。

RC_BACKUP_PIECE_DETAILS V$BACKUP_PIECE_DETAILS Enterprise Manager のバックアップ・

ピースに関する詳細。

RC_BACKUP_REDOLOG V$BACKUP_REDOLOG バックアップ・セット内のアーカイブ
REDO ログ。

RC_BACKUP_SET V$BACKUP_SET カタログに登録されたデータベースの
すべてのインカネーションのバック
アップ・セット。

RC_BACKUP_SET_DETAILS V$BACKUP_SET_DETAILS Enterprise Manager のバックアップ・

セットに関する詳細。

RC_BACKUP_SET_SUMMARY V$BACKUP_SET_SUMMARY Enterprise Manager のバックアップ・

セットに関する情報のサマリー。

RC_BACKUP_SPFILE V$BACKUP_SPFILE バックアップ内のサーバー・パラメー
タ・ファイル。
4-2 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



Recovery Manager のリカバリ・カタログ・ビューの概要
RC_BACKUP_SPFILE_DETAILS V$BACKUP_SPFILE_DETAILS Enterprise Manager のサーバー・パラ

メータ・ファイルのバックアップに関
する詳細。

RC_BACKUP_SPFILE_SUMMARY V$BACKUP_SPFILE_SUMMARY Enterprise Manager のサーバー・パラ

メータ・ファイルのバックアップに関
する情報のサマリー。

RC_CHECKPOINT N/A RC_RESYNC により、使用不可になり

ました。

RC_CONTROLFILE_COPY V$CONTROLFILE_COPY ディスク上の制御ファイルのコピー。

RC_COPY_CORRUPTION V$COPY_CORRUPTION データファイル・コピー内の破損ブ
ロック範囲。

RC_DATABASE V$DATABASE リカバリ・カタログに登録されている
データベース。

RC_DATABASE_BLOCK_CORRUPTION V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTION 新の Recovery Manager バックアッ

プまたはコピーで破損としてマークさ
れたデータベース・ブロック。

RC_DATABASE_INCARNATION V$DATABASE_INCARNATION リカバリ・カタログに登録されている
データベース・インカネーション。

RC_DATAFILE V$DATAFILE リカバリ・カタログに登録されている
データファイル。

RC_DATAFILE_COPY V$DATAFILE_COPY ディスク上のデータファイルのコ
ピー。

RC_LOG_HISTORY V$LOG_HISTORY ログ・スイッチの発生時刻を示すオン
ライン REDO ログの履歴。

RC_OFFLINE_RANGE V$OFFLINE_RANGE データファイルのオフライン範囲。

RC_PROXY_ARCHIVEDLOG V$PROXY_ARCHIVEDLOG プロキシ・コピー機能を使用して作成
されたアーカイブ・ログのバックアッ
プ。

RC_PROXY_ARCHIVELOG_DETAILS V$PROXY_ARCHIVELOG_DETAILS Enterprise Manager のプロキシ・アー

カイブ REDO ログに関する詳細。

RC_PROXY_ARCHIVELOG_SUMMARY V$PROXY_ARCHIVELOG_SUMMARY Enterprise Manager のプロキシ・アー

カイブ REDO ログに関する情報のサマ

リー。

RC_PROXY_CONTROLFILE V$PROXY_CONTROLFILE プロキシ・コピー機能を使用して作成
された制御ファイルのバックアップ。

RC_PROXY_COPY_DETAILS V$PROXY_COPY_DETAILS Enterprise Manager のデータファイル

のプロキシ・コピーに関する詳細。

RC_PROXY_COPY_SUMMARY V$PROXY_COPY_SUMMARY Enterprise Manager のデータファイル

のプロキシ・コピーに関する情報のサ
マリー。

RC_PROXY_DATAFILE V$PROXY_DATAFILE プロキシ・コピー機能を使用して作成
されたデータファイルのバックアッ
プ。

RC_REDO_LOG V$LOGおよび V$LOGFILE 前回のカタログ再同期化以降の、デー
タベースのすべてのインカネーション
のオンライン REDO ログ。

RC_REDO_THREAD V$THREAD 前回のカタログ再同期化以降の、デー
タベースのすべてのインカネーション
の全 REDO スレッド。

RC_RESTORE_POINT V$RESTORE_POINT 前回のカタログ再同期化以降の、デー
タベースのすべてのインカネーション
の全リストア・ポイント。

RC_RESYNC N/A リカバリ・カタログの再同期化。

表表表表 4-1 リカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビュー（続き）（続き）（続き）（続き）

リカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビュー 対応する対応する対応する対応する V$ ビュービュービュービュー カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容
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Recovery Manager のリカバリ・カタログ・ビューの概要
RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILS V$RMAN_BACKUP_JOB_DETAILS Enterprise Manager のバックアップ・

ジョブに関する詳細。

RC_RMAN_BACKUP_SUBJOB_DETAILS V$RMAN_BACKUP_SUBJOB_DETAILS Enterprise Manager のバックアップ・

サブジョブに関する詳細。

RC_RMAN_BACKUP_TYPE V$BACKUP_TYPE Enterprise Manager 内部で使用。

RC_RMAN_CONFIGURATION V$RMAN_CONFIGURATION Recovery Manager 構成の設定。

RC_RMAN_OUTPUT V$RMAN_OUTPUT Enterprise Manager で使用する

Recovery Manager コマンドからの出

力。

RC_RMAN_STATUS V$RMAN_STATUS Recovery Manager 操作に関する履歴

のステータス情報。

RC_SITE N/A Data Guard 環境でのデータベース。

RC_STORED_SCRIPT N/A リカバリ・カタログに格納されている
スクリプトの名前。

RC_STORED_SCRIPT_LINE N/A リカバリ・カタログに格納されている
スクリプトの内容。

RC_TABLESPACE V$TABLESPACE リカバリ・カタログに登録されている
すべての表領域、すべての削除済表領
域および古いインカネーションに属し
ている表領域。

RC_TEMPFILE V$TEMPFILE リカバリ・カタログに登録されている
すべての一時ファイル。

RC_UNUSABLE_BACKUPFILE_DETAILS V$UNUSABLE_BACKUPFILE_DETAILS リカバリ・カタログに登録されている
使用不可能なバックアップ・ファイ
ル。

表表表表 4-1 リカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビュー（続き）（続き）（続き）（続き）

リカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビューリカバリ・カタログ・ビュー 対応する対応する対応する対応する V$ ビュービュービュービュー カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容カタログ・ビューの内容
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RC_ARCHIVED_LOG
RC_ARCHIVED_LOG

このビューには、アーカイブ REDO ログとアーカイブされていない REDO ログの履歴情報が含
まれます。このビューは、ターゲット・データベースの制御ファイル内の V$ARCHIVED_LOG
ビューに対応しています。

Oracle は、オンライン REDO ログが正常にアーカイブされた後にアーカイブ REDO ログ・レ
コードを挿入します。アーカイブされていないログが消去された場合、レコードは NULLに設
定された NAME列に挿入されます。

ログが複数回アーカイブされた場合、このビューには、THREAD#、SEQUENCE#および
RESETLOGS_CHANGE#が同じで名前が異なる複数のアーカイブ・ログ・レコードが含まれま
す。

アーカイブ・ログ・レコードは、アーカイブ・ログがバックアップ・セットまたはコピーから
リストアされたときにも挿入されます。

レコードが制御ファイルより古い場合、アーカイブ・ログ・レコードはなくなるため注意して
ください。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER このレコードが属しているターゲット・データベースのインカネーション
に対する主キー。この列を使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの

結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

AL_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のアーカイブ REDO ログの主キー。Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行

すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$ARCHIVED_LOGからのアーカイブ REDO ログの RECID。RECIDと

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一

意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$ARCHIVED_LOGからのアーカイブ REDO ログの STAMP。RECIDと

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一

意に識別する連結主キーを構成します。

NAME VARCHAR2(1024) アーカイブ REDO ログのファイル名。

THREAD# NUMBER REDO スレッドの番号。

SEQUENCE# NUMBER ログ順序番号。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER レコード作成時における 新の RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE レコード作成時における 新の RESETLOGSのタイムスタンプ。

FIRST_CHANGE# NUMBER この REDO ログの 初の SCN。

FIRST_TIME DATE REDO ログに切り替えた時刻。

NEXT_CHANGE# NUMBER スレッド内にある次の REDO ログの 初の SCN。

NEXT_TIME DATE スレッド内にある次の REDO ログの 初のタイムスタンプ。

BLOCKS NUMBER このアーカイブ・ログのサイズ（オペレーティング・システム・ブロック
数）。

BLOCK_SIZE NUMBER ブロック・サイズ（バイト）。

COMPLETION_TIME DATE REDO ログをアーカイブまたはコピーした時刻。
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ARCHIVED VARCHAR2(3) ログがアーカイブされたかどうかを、YES（REDO ログがアーカイブされ

た場合）または NO（オンライン REDO ログのファイル・ヘッダーが検査さ

れ、レコードが V$ARCHIVED_LOGに追加された場合）で示します。オン

ライン・ログを検査すると、そのアーカイブ・ログ・レコードが作成され、
Recovery Manager のリカバリ中に適用できます。Oracle は、ARCHIVEDを

NOに設定し、オンライン・ログがバックアップされないようにします。

STATUS VARCHAR2(1) アーカイブ REDO ログの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、D（削除

済）または X（期限切れ）。

IS_STANDBY VARCHAR2(3) このログをアーカイブしたデータベース。スタンバイ・データベースに属
している場合は Y、プライマリ・データベースに属している場合は N。

DICTIONARY_BEGIN VARCHAR2(3) このアーカイブ・ログに LogMiner ディクショナリの開始が含まれている

かどうかを YESまたは NOで示します。

DICTIONARY_BEGINと DICTIONARY_ENDの両方が YESの場合、このロ

グには LogMiner ディクショナリ全体が含まれています。

DICTIONARY_BEGINが YESでも、DICTIONARY_ENDが NOであれば、こ

のログにはディクショナリの開始が含まれていますが、このスレッドの後
続の各ログへと継続し、DICTIONARY_ENDが YESになっているログで終

了します。

DICTIONARY_END VARCHAR2(3) このアーカイブ・ログに LogMiner ディクショナリの終了が含まれている

かどうかを YESまたは NOで示します。この値の解釈は、

DICTIONARY_BEGINの説明を参照してください。

IS_RECOVERY_DEST_FILE VARCHAR2(3) このコピーはフラッシュ・リカバリ領域に格納されます。YESまたは NO。

COMPRESSED VARCHAR2(3) 内部使用のみ。

CREATOR VARCHAR2(7) 次のアーカイブ REDO ログの作成者。

� ARCH: アーカイバ・プロセス

� FGRD: フォアグラウンド・プロセス

� RMAN: Recovery Manager

� SRMN: スタンバイ時の Recovery Manager

� LGWR: ログ・ライター・プロセス

TERMINAL VARCHAR2(3) このログが、スタンバイ・データベースのターミナル・リカバリ中に作成
されたログかどうかを示します。値は YESまたは NOです。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_BACKUP_ARCHIVELOG_DETAILSビューは、アーカイブ REDO ログ・ファイルのバック
アップの詳細情報を表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

BTYPE CHAR(9) バックアップ・タイプ・コンテナ（BACKUPSET、IMAGECOPYまたは

PROXYCOPY）。

BTYPE_KEY NUMBER バックアップ・タイプに対する一意の識別子。バックアップ・セットの場
合は VS_KEY、イメージ・コピーの場合は COPY_KEY、プロキシ・コピー

の場合は XAL_KEYです。

SESSION_KEY NUMBER このセッションに対する一意の識別子。
RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER この Recovery Manager セッションに対応するターゲット・データベース

の制御ファイルからの RECID。

SESSION_STAMP NUMBER この Recovery Manager セッションに対応するターゲット・データベース

の制御ファイルからの STAMP。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

ID1 NUMBER バックアップ・セット内のアーカイブ・ログでは、この列に SET_STAMP
が含まれます。プロキシ・コピーまたはイメージ・コピーのバックアップ
では、この列には制御ファイルからの RECIDが含まれます。

ID2 NUMBER バックアップ・セット内のアーカイブ・ログでは、この列に SET_COUNT
が含まれます。イメージ・コピーまたはプロキシ・コピーのバックアップ
では、この列には STAMPが含まれます。

THREAD# NUMBER このアーカイブ REDO ログ・ファイルのスレッド番号。

SEQUENCE# NUMBER このアーカイブ REDO ログ・ファイルの順序番号。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER このアーカイブ・ログの OPEN RESETLOGSブランチの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE このアーカイブ・ログの OPEN RESETLOGSブランチの時刻。

FIRST_CHANGE# NUMBER このアーカイブ・ログ・ファイルの開始 SCN。

FIRST_TIME DATE このアーカイブ REDO ログ・ファイルの開始 SCN に対応する時刻。

NEXT_CHANGE# NUMBER このアーカイブ REDO ログ・ファイルの終了 SCN。

NEXT_TIME DATE このアーカイブ REDO ログ・ファイルの終了 SCN に対応する時刻。

FILESIZE NUMBER バックアップされた REDO ログ・ファイルのサイズ（バイト）。

COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

FILESIZE_DISPLAY VARCHAR2（4000） FILESIZEと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（798.01M また

は 5.25G など）に変換されます。
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RC_BACKUP_ARCHIVELOG_SUMMARYには、単一または複数の Recovery Manager ジョブにつ
いて、アーカイブ REDO ログ・ファイルのバックアップに関するサマリーが含まれます。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を
使用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

NUM_FILES_BACKED NUMBER バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルの数。1 つの

アーカイブ・ログが複数のバックアップ・ジョブに含まれている場
合、Recovery Manager では各バックアップを個別に数えます。

たとえば、このビューに 2 つの Recovery Manager バックアップ・

ジョブのサマリーが含まれている場合、それぞれのバックアップが
アーカイブ・ログ 1000 のみであれば、この列の値は 2 になり、

NUM_DISTINCT_FILES_BACKEDの値は 1 になります。

NUM_DISTINCT_FILES_BACKED NUMBER バックアップされた個々のアーカイブ REDO ログ・ファイルの数。

この場合、REDO ログは一意のログ順序番号、スレッド番号、

RESETLOGSブランチで識別されます。

たとえば、このビューに 2 つの Recovery Manager バックアップ・

ジョブのサマリーが含まれている場合、それぞれのバックアップが
アーカイブ・ログ 1000 のみであれば、この列の値は 1 になり、

NUM_FILES_BACKEDの値は 2 になります。

MIN_FIRST_CHANGE# NUMBER バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルの範囲内の

小 SCN。

MAX_NEXT_CHANGE# NUMBER バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルの範囲内の

大 SCN。

MIN_FIRST_TIME DATE バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルが適用される

も古い時点。

MAX_NEXT_TIME DATE バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルが適用される

新の時点。

INPUT_BYTES NUMBER バックアップされたすべてのアーカイブ REDO ログ・ファイルの合

計サイズ（バイト）。

OUTPUT_BYTES NUMBER このジョブで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） INPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（nM、

nG、nT、nP など）に変換されます。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
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このビューは、バックアップ・セット内の制御ファイルに関する情報をリストします。
V$BACKUP_DATAFILEビューには、データファイルと制御ファイルのレコードが含まれている
ことに注意してください。ファイル番号が 0のバックアップ・データファイル・レコードは、
バックアップ制御ファイルを表します。リカバリ・カタログでは、RC_BACKUP_CONTROLFILE
ビューには制御ファイル・レコードのみが含まれ、RC_BACKUP_DATAFILEビューにはデータ
ファイル・レコードのみが含まれます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

BCF_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内にある制御ファイル・バックアップの主キー。
Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマン

ドを発行すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$BACKUP_DATAFILEからの RECIDの値。RECIDと STAMPは、ターゲッ

ト・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連結主
キーを構成します。

STAMP NUMBER V$BACKUP_DATAFILEからの STAMPの値。RECIDと STAMPは、ターゲッ

ト・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連結主
キーを構成します。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアップ・セット
の主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SETまたは

RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER レコード作成時における 新の RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE レコード作成時における 新の RESETLOGSのタイムスタンプ。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER 制御ファイルのチェックポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE 制御ファイルのチェックポイント時刻。

CREATION_TIME DATE 制御ファイルの作成時刻。

BLOCK_SIZE NUMBER ブロック・サイズ（バイト）。

OLDEST_OFFLINE_RANGE NUMBER 内部使用のみ。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）または D
（削除済）。

BS_RECID NUMBER このバックアップ制御ファイルを含むバックアップ・セットの制御ファイ
ル RECID。

BS_STAMP NUMBER この制御ファイルを含むバックアップ・セットの制御ファイル・スタンプ。

BS_LEVEL NUMBER このバックアップ制御ファイルを含むバックアップ・セットの増分レベル
（NULL、0、1）。増分バックアップ・セットには制御ファイルを含めること

ができますが、常に制御ファイルの完全コピーが含まれます。増分制御
ファイル・バックアップの場合、このようなことはありません。

COMPLETION_TIME DATE 制御ファイルのバックアップが完了した日付。
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CONTROLFILE_TYPE VARCHAR2(1) 制御ファイルのバックアップのタイプ。B（通常のバックアップ）または S
（スタンバイ・バックアップ）。

BLOCKS NUMBER ファイル内のブロック数。

AUTOBACKUP_DATE DATE 制御ファイルの自動バックアップの日付。

AUTOBACKUP_SEQUENCE NUMBER 制御ファイルの自動バックアップの順序。1 ～ 255。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_BACKUP_CONTROLFILE_DETAILSビューは、制御ファイルのイメージ・コピー、バック
アップ・セットおよびプロキシ・コピーのバックアップを含む、リストア可能な制御ファイル
のバックアップに関する詳細情報を表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

BTYPE CHAR(9) この制御ファイルのバックアップのタイプ。可能な値は BACKUPSET、
IMAGECOPYまたは PROXYCOPYです。

BTYPE_KEY NUMBER バックアップ・タイプの一意の識別子。BTYPEが BACKUPSETの場合、

この値はバックアップ・セットの BS_KEYの値になります。BTYPEが

IMAGECOPYの場合、この値はコピーの COPY_KEYの値になります。

BTYPEが PROXYCOPYの場合、この値はプロキシ・コピーの XCF_KEYの

値になります。

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER この Recovery Manager セッションに対応するターゲット・データベース

の制御ファイルからの RECID。

SESSION_STAMP NUMBER この Recovery Manager セッションに対応するターゲット・データベース

の制御ファイルからの STAMP。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

ID1 NUMBER バックアップ・セットとして取られるバックアップでは、この列には
SET_STAMPが含まれます。プロキシ・コピーまたはイメージ・コピーの

バックアップでは、この列には制御ファイルからの RECIDが含まれます。

ID2 NUMBER バックアップ・セットとして取られるバックアップでは、この列には
SET_COUNTが含まれます。プロキシ・コピーまたはイメージ・コピーの

バックアップでは、この列には STAMPの値が含まれます。

CREATION_TIME DATE バックアップされた制御ファイルの作成時刻。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER この制御ファイルがバックアップされた RESETLOGSブランチの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE この制御ファイルがバックアップされた RESETLOGSブランチの時刻。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER バックアップされた制御ファイルの 新チェックポイント変更時の SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE バックアップされた制御ファイルの 新チェックポイント時刻。

FILESIZE NUMBER この制御ファイルのバックアップ出力用ファイル・サイズ（バイト）。

COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

FILESIZE_DISPLAY VARCHAR2（4000） FILESIZE列と値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（798.01M ま

たは 5.25G など）に変換されます。
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RC_BACKUP_CONTROLFILE_SUMMARYビューは、制御ファイルのイメージ・コピー、バック
アップ・セットおよびプロキシ・コピーのバックアップを含む、リストア可能な制御ファイル
のバックアップに関するサマリーを表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列
を使用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

NUM_FILES_BACKED NUMBER 制御ファイルのバックアップの合計数。

NUM_DISTINCT_FILES_BACKED NUMBER 個々の制御ファイルのバックアップ数。

MIN_CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER バックアップされたすべての制御ファイルで 小のチェックポイン
ト SCN。

MAX_CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER バックアップされたすべての制御ファイルで 大のチェックポイン
ト SCN。

MIN_CHECKPOINT_TIME DATE サマリー内のすべての制御ファイルの中で も古いチェックポイン
ト時刻。

MAX_CHECKPOINT_TIME DATE サマリーにあるすべての制御ファイルの中で 新のチェックポイン
ト時刻。

INPUT_BYTES NUMBER 入力ファイルの合計サイズ（バイト）。

OUTPUT_BYTES NUMBER このジョブで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） INPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
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RC_BACKUP_COPY_DETAILSビューには、AVAILABLE制御ファイルおよびデータファイルの
コピーに関する詳細な情報が含まれます。列 SESSION_KEY、SESSION_RECID、
SESSION_STAMPおよび COPY_KEYは、Recovery Manager のセッションとデータファイルの
コピーを一意に識別します。このビューの他の列の意味は、RC_DATAFILE_COPYと同じです。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_STAMPとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RSR_KEY NUMBER このコピーを作成したジョブに対応する RC_RMAN_STATUSの行に対する

一意キー。

COPY_KEY NUMBER このデータファイルまたは制御ファイルのコピーの一意の識別子。

FILE# NUMBER データファイルまたはデータファイルのコピーの絶対ファイル番号。

NAME VARCHAR2(1024) データファイルまたは制御ファイルのコピーのファイル名。

TAG VARCHAR2(32) このデータファイルまたは制御ファイルのコピーのタグ（存在する場合）。

CREATION_CHANGE# NUMBER データファイルに対するデータファイルの作成時の SCN。

CREATION_TIME DATE ファイルの作成時刻。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER 新データファイル・チェックポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE 新のデータファイル・チェックポイント時刻。

MARKED_CORRUPT NUMBER RC_DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに基づいた、破損として

マークされたデータファイルのブロック数。

OUTPUT_BYTES NUMBER このジョブで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

COMPLETION_TIME DATE このファイルのコピー完了時刻。

CONTROLFILE_TYPE VARCHAR2(1) 制御ファイルのコピーに対する、制御ファイルのバックアップのタイプ。
B（通常のコピー）または S（スタンバイ・コピー）。これ以外の場合は

NULLです。

KEEP VARCHAR2(3) このコピーの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICYの値と異な

る場合は YES。それ以外の場合は NO。

KEEP_UNTIL DATE BACKUPコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列に

このファイル・コピーが不要になる直前の日付が表示されます。列が
NULLで、KEEP_OPTIONSが NULL でなければ、コピーが不要とされる

ことはありません。
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KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) このデータファイルのコピーに指定された KEEPオプション。可能な値

は、NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、

データベースがマウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成さ
れたことを示します。BACKUP_LOGSは、データベースがオープンされて

いるときにバックアップが作成されたことを示します。したがって、一貫
性のある状態にするには、アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必
要があります。LOGSは、LOGSキーワードを使用して長期間バックアッ

プが作成されたことを示します。現在、LOGSキーワードは使用不可で

す。NULLは、このバックアップには KEEPオプションが指定されておら

ず、バックアップの保存方針に基づいて不要とされることを示します。

IS_RECOVERY_DEST_FILE VARCHAR2(3) このコピーがフラッシュ・リカバリ領域に格納される場合は YES。それ

以外の場合は NO。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_BACKUP_COPY_SUMMARYには、各データベースのすべての AVAILABLE制御ファイルおよ
びデータファイルのコピーに関するサマリー情報が含まれます。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使
用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

NUM_COPIES NUMBER イメージ・コピーのバックアップの合計数。

NUM_DISTINCT_COPIES NUMBER 固有のイメージ・コピーのバックアップ数。

MIN_CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER このビューに示すすべてのイメージ・コピーのバックアップでの 小
チェックポイント SCN。

MAX_CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER このビューに示すすべてのイメージ・コピーのバックアップでの 大
チェックポイント SCN。

MIN_CHECKPOINT_TIME DATE このビューに示すすべてのコピーでの も古いチェックポイント時刻。

MAX_CHECKPOINT_TIME DATE このビューに示すすべてのコピーでの 新のチェックポイント時刻。

OUTPUT_BYTES NUMBER データファイルと制御ファイルのすべてのコピーの合計サイズ。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
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このビューは、データファイル・バックアップ内の破損ブロック範囲をリストします。この
ビューは、制御ファイルの V$BACKUP_CORRUPTIONビューに対応しています。制御ファイル
とアーカイブ REDO ログのバックアップには破損が許容されないことに注意してください。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RECID NUMBER V$BACKUP_CORRUPTIONからのレコード識別子。RECIDと STAMPは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別す
る連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$BACKUP_CORRUPTIONから伝播した STAMP。RECIDと STAMPは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別す
る連結主キーを構成します。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアップ・セット
の主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SETまたは

RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

PIECE# NUMBER この破損ブロックを含むバックアップ・ピース。

BDF_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内にあるデータファイルのバックアップまたはコピー
に対する主キー。この主キーを使用して RC_BACKUP_DATAFILEと結合し

ます。Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LIST
コマンドを発行すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

BDF_RECID NUMBER V$BACKUP_DATAFILEからの RECIDの値。

BDF_STAMP NUMBER V$BACKUP_DATAFILEからの STAMPの値。

FILE# NUMBER 破損ブロックを含むデータファイルの絶対ファイル番号。

CREATION_CHANGE# NUMBER 破損ブロックを含むデータファイルの作成時の SCN。

BLOCK# NUMBER この破損ブロック範囲内の 初の破損ブロックのブロック番号。

BLOCKS NUMBER BLOCK#以降に発見された破損ブロックの数。

CORRUPTION_CHANGE# NUMBER メディア破損ブロックの場合、この値は 0 です。論理破損ブロックの場合、

この値はこの破損範囲内のブロックの 小 SCN です。

MARKED_CORRUPT VARCHAR2(3) 破損ブロックが以前に Oracle で検出されていない場合は

YES、この破損ブロックがすでに検出済で、データベース内で破損として

マークされている場合は NO。バックアップ中に破損ブロックが検出されて

も、まだ Oracle により破損としてマークされていなければ、バックアッ

プ・プロセスでは本番データファイル内でもそのブロックは破損として
マークされないため注意してください。したがって、このフィールドには、
複数のバックアップ・セット内で同じブロックについて YESとなることが

あります。

CORRUPTION_TYPE VARCHAR2(9) RC_DATABASE_BLOCK_CORRUPTION.CORRUPTION_TYPEと同じです。
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このビューは、バックアップ・セットのデータファイルに関する情報をリストします。この
ビューは、V$BACKUP_DATAFILEビューに対応しています。バックアップ・データファイルは
BDF_KEYによって一意に識別されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

BDF_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のデータファイル・バックアップの主キー。
Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマン

ドを発行すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$BACKUP_DATAFILEからのバックアップ・データファイルの RECID。
RECIDと STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレ

コードを一意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$BACKUP_DATAFILEからのバックアップ・データファイルの STAMP。
RECIDと STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレ

コードを一意に識別する連結主キーを構成します。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアップ・セット
の主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SETまたは

RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

BS_RECID NUMBER V$BACKUP_SETからの RECID。

BS_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの STAMP。

BACKUP_TYPE VARCHAR2(1) バックアップのタイプ。D（全体バックアップまたはレベル 0 増分）または

I（増分レベル 1）。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER 増分バックアップのレベル。NULL、0 または 1。

COMPLETION_TIME DATE バックアップの完了時刻。

FILE# NUMBER データファイルの絶対ファイル番号。FILE#が 0 の場合は、レコードは制

御ファイルを参照することに注意してください。

CREATION_CHANGE# NUMBER データファイルの作成時の SCN。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER データファイル・ヘッダー内の 新 RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE データファイル・ヘッダー内の 新 RESETLOGSのタイムスタンプ。

INCREMENTAL_CHANGE# NUMBER ブロックを増分バックアップに組み込むかどうかを判断する SCN。ブロッ

クは、ブロック・ヘッダーにある SCN が INCREMENTAL_CHANGE#以上の

場合にかぎり組み込まれます。

増分バックアップが適用される REDO の範囲は、INCREMENTAL_CHANGE#
から始まり、CHECKPOINT_CHANGE#で終わります。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER このバックアップ・セット内のこのデータファイルのチェックポイント
SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE CHECKPOINT_CHANGE#に対応付けられている時刻。

ABSOLUTE_FUZZY_CHANGE# NUMBER 絶対ファジー SCN。
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DATAFILE_BLOCKS NUMBER データファイル内のデータ・ブロック数。

BLOCKS NUMBER バックアップに書き込まれたデータ・ブロック数。通常、この値は
DATAFILE_BLOCKSより小さくなります。これは、全体バックアップでは、

使用されたことのないブロックはバックアップに含まれず、増分バック
アップでは、変更されたことのないブロックはバックアップに含まれない
ためです。この値が DATAFILE_BLOCKSより大きくなることはありませ

ん。

BLOCK_SIZE NUMBER データ・ブロック・サイズ（バイト）。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（すべてのピースが使用可能）、D（すべて

のピースが削除済）、O（一部のピースを除いて使用不可能なため、バック

アップ・セットは使用不可）。

BS_LEVEL NUMBER このバックアップの作成時に指定された増分レベル（NULL、0 または 1）。
ここには、INCREMENTAL_LEVEL列とは異なる値を指定できます。これは、

たとえばレベル 1 の増分バックアップを実行しても、一部のファイルに以

前のレベル 0 のバックアップがなければ、そのファイルには自動的にレベ

ル 0 のバックアップが使用されるためです。この場合、BS_LEVELは 1 で、

INCREMENTAL_LEVELは 0 です。

PIECES NUMBER このバックアップ・データファイルを含むバックアップ・セット内のバッ
クアップ・ピース数。

BLOCKS_READ NUMBER このバックアップを取る間にスキャンされたブロック数。このバックアッ
プが増分バックアップで、バックアップを 適化するためにチェンジ・ト
ラッキングが使用された場合は、この列の値は DATAFILE_BLOCKSより小

さくなります。そうでない場合は、この列の値は DATAFILE_BLOCKSと同

じになります。チェンジ・トラッキング・データが使用されていても、
チェンジ・トラッキングによって読み取られたデータは増分バックアップ
の作成処理中にさらに絞り込まれるため、この列の値は BLOCKSより大き

くなる場合があります。

CREATION_TIME DATE データファイル作成時のタイムスタンプ。

MARKED_CORRUPT NUMBER 破損としてマークされたブロックの数。

USED_CHANGE_TRACKING VARCHAR2(3) この増分バックアップを高速化するためにチェンジ・トラッキング・デー
タが使用された（YES）か、使用されなかった（NO）かを示します。

USED_OPTIMIZATION VARCHAR2(3) バックアップ 適化が適用された（YES）か、適用されなかった（NO）か

を示します。

PCT_NOTREAD NUMBER このバックアップ中にスキップされたファイルの割合。増分バックアップ
の場合、この値はブロック・チェンジ・トラッキング・ファイルの効果を
示します。

FOREIGN_DBID NUMBER このデータファイルのトランスポート元であるデータベースの外部 DBID。

バックアップされたファイルが外部データベース・ファイルでない場合、
値は 0になります。

PLUGGED_READONLY VARCHAR2(3) トランスポートされた読取り専用外部ファイルのバックアップである場合
は YES。そうでない場合は NO。

PLUGIN_CHANGE# NUMBER 外部データファイルがデータベースにトランスポートされたときの SCN。

このファイルが外部データベース・ファイルでない場合、値は 0です。

PLUGIN_RESETLOGS_CHANGE# NUMBER この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の SCN。このファイルが外部データベース・ファイルでな

い場合、値は 0です。

PLUGIN_RESETLOGS_TIME DATE この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の時刻。このファイルが外部データベース・ファイルでな

い場合、値は 0です。

SECTION_SIZE NUMBER マルチセクション・バックアップの各セクションに含まれるブロック数を
指定します。ファイル全体のバックアップの場合、値は 0 です。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_BACKUP_DATAFILE_DETAILSビューは、リカバリ・カタログに登録されているデータ
ベースの使用可能なデータファイルのバックアップに関する詳細情報を表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

BTYPE CHAR(9) バックアップ・タイプ・コンテナ（BACKUPSET、IMAGECOPYまたは

PROXYCOPY）。

BTYPE_KEY NUMBER バックアップ・タイプの一意の識別子。BTYPEが BACKUPSETの場合、

この値はバックアップ・セットの BS_KEYの値になります。BTYPEが

IMAGECOPYの場合、この値はコピーの COPY_KEYの値になります。

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_STAMPとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

ID1 NUMBER バックアップ・セットとして取られるバックアップでは、この列には
SET_STAMPが含まれます。プロキシ・コピーまたはイメージ・コピーの

バックアップでは、この列には制御ファイルからの RECIDが含まれます。

ID2 NUMBER バックアップ・セットとして取られるバックアップでは、この列には
SET_COUNTが含まれます。プロキシ・コピーまたはイメージ・コピーの

バックアップの場合、この列には STAMPが含まれます。

FILE# NUMBER このデータファイルの番号。

CREATION_CHANGE# NUMBER このデータファイルが作成されたときのチェックポイント SCN。

CREATION_TIME DATE このデータファイルが作成された時刻。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER このデータファイルに影響する 新の RESETLOGS操作のチェックポイン

ト SCN。

RESETLOGS_TIME DATE このデータファイルに影響する 新の RESETLOGS操作の時刻。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER 増分バックアップにおける、増分バックアップのレベル（0 または 1）。こ

れ以外の場合は NULLです。

INCREMENTAL_CHANGE# NUMBER 増分バックアップでは、増分バックアップの SCN です。これ以外の場合

は NULLです。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER データファイルをバックアップした時点のデータファイルの現行のチェッ
クポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE データファイルをバックアップした時点のデータファイルの現行のチェッ
クポイントに対応する時刻。

MARKED_CORRUPT NUMBER 破損としてマークされたデータファイル・ブロックの数。

FILESIZE NUMBER データファイルをバックアップした時点のデータファイルのサイズ。

COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

TS# NUMBER 表領域の番号。

TSNAME VARCHAR2(30) このデータファイルが含まれている表領域の名前。

FILESIZE_DISPLAY VARCHAR2（4000） FILESIZEと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（798.01M また

は 5.25G など）に変換されます。
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RC_BACKUP_DATAFILE_SUMMARYビューは、使用可能なデータファイルのバックアップに関
するサマリーを表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を
使用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

NUM_FILES_BACKED NUMBER この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップしたデータ

ファイルの数。

NUM_DISTINCT_FILES_BACKED NUMBER この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップした個々の

データファイルの数。

NUM_DISTINCT_TS_BACKED NUMBER この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップした個々の表

領域の数。

MIN_CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップした任意の

データファイルの 小チェックポイント。

MAX_CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップした任意の

データファイルの 大チェックポイント変更番号。

MIN_CHECKPOINT_TIME DATE この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップした任意の

データファイルの 小チェックポイント時刻。

MAX_CHECKPOINT_TIME DATE この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップした任意の

データファイルの 大チェックポイント時刻。

INPUT_BYTES NUMBER この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップしたすべての

ファイルで読み取られた合計入力バイト数。

OUTPUT_BYTES NUMBER この DB_KEYおよび DB_NAMEの値に対するバックアップで生成された

すべての出力ピースの合計サイズ。

COMPRESSION_RATIO NUMBER すべてのバックアップの圧縮率。

INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2
（4000）

INPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2
（4000）

OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
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このビューは、Recovery Manager リポジトリで認識されるバックアップを、リカバリ・カタロ
グに反映されているとおりにリストします。このビューは、V$BACKUP_FILES制御ファイル・
ビューに対応しています。

注意注意注意注意 :

� 通常、Recovery Manager 内から LIST BACKUPおよび LIST COPYコマ
ンドを使用すると、この情報に簡単にアクセスできます。

� リカバリ・カタログに登録されているデータベースが 1 つのみの場合
も、このビューを使用する前に DBMS_RCVMAN.SetDatabaseを使用
して、リカバリ・カタログ・スキーマからデータベースを選択する必
要があります。このタスクの実行方法は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』の説明を参照してくだ
さい。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

PKEY NUMBER バックアップに対する主キー。

BACKUP_TYPE VARCHAR2(32) バックアップのタイプ。BACKUP SET、COPYまたは PROXY COPY。

FILE_TYPE VARCHAR2(32) バックアップされたファイルのタイプ。DATAFILE、CONTROLFILE、
SPFILE、REDO LOG、COPY（イメージ・コピーのバックアップ用）また

は PIECE（バックアップ・ピース用）。

KEEP VARCHAR2(3) このバックアップに、バックアップの保存方針をオーバーライドする KEEP
属性が設定されているかどうか。値は YESまたは NOです。

KEEP_UNTIL DATE その日付を過ぎると、このバックアップが不要とみなされる日付。

KEEP_OPTIONS VARCHAR2（13） このバックアップの保存に影響する属性。可能な値は、NOLOGS、
BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、データベースがマ

ウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成されたことを示しま
す。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバックアップが作成されたこ

とを示します。したがって、一貫性のある状態にするには、アーカイブ・
ログ・バックアップを適用する必要があります。LOGSは、LOGSキーワー

ドを使用して長期間バックアップが作成されたことを示します。現在、
LOGSキーワードは使用不可です。NULLは、このバックアップには KEEP
オプションが指定されておらず、保存方針に基づいて不要とされることを
示します。

STATUS VARCHAR2（16） バックアップの状態。可能な値は AVAILABLE、 UNAVAILABLE、EXPIRED
です。

FNAME VARCHAR2(1024) このピース、コピーのファイル名、またはこのバックアップ・セットに含
まれるファイルのファイル名。たとえば、BACKUP_TYPEが BACKUP SET、
FILE_TYPEが DATAFILEの列の場合、FNAMEはバックアップ内のデータ

ファイル名です。一方、BACKUP_TYPEが BACKUP SET、FILE_TYPEが

PIECEの場合は、FNAMEはバックアップ・ピースの名前を示します。

TAG VARCHAR2(32) バックアップ・ピースまたはイメージ・コピーのタグ。FILE_TYPEが

PIECEまたは COPYの場合のみ、この列に値が保持されます。

MEDIA VARCHAR2(80) バックアップが格納されるメディアのメディア ID。BACKUP_TYPEが

BACKUP SETで、FILE_TYPEが PIECEの場合のみ、この列に値が保持さ

れます。

RECID NUMBER この行に対応する制御ファイル・レコードの ID。

STAMP NUMBER この行に対応する制御ファイル・レコードのタイムスタンプ。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) バックアップが格納されるデバイス・タイプ。FILE_TYPEが PIECEまた

は COPYの場合のみ、この列に値が移入されます。
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BLOCK_SIZE NUMBER バックアップまたはコピーのブロック・サイズ（バイト）。

COMPLETION_TIME NUMBER バックアップが完了した時刻。FILE_TYPEが PIECEまたは COPYの場合

のみ、この列に値が移入されます。

COMPRESSED VARCHAR2(3) この行で表されるバックアップ・ピースが圧縮されているかどうか。
FILE-TYPE が PIECEの場合のみ、この列に値が移入されます（本来、イ

メージ・コピーは圧縮できないため）。

OBSOLETE VARCHAR2(3) このバックアップ・ピースまたはコピーが不要かどうか。可能な値 : YES、
NO。FILE_TYPEが PIECEまたは COPYの場合のみ、この列に値が移入さ

れます。

BYTES NUMBER この行に示されるファイルのサイズ。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場

合、これはバックアップ・セットの合計サイズです。FILE_TYPEが

PIECEまたは COPYの場合、これは個々のファイルのサイズです。

FILE_TYPEが DATAFILE、ARCHIVED LOG、SPFILEまたは CONTROL 
FILEの場合、この値はバックアップ・セットに取り込まれたデータ量を表

します（ただし、バックアップ・セットが圧縮されて作成された場合は、
対応するバックアップ・セットが小さくなる場合があります）。

BS_KEY NUMBER バックアップ・セットのキー。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合の

み、この列に値が移入されます。この列を使用して、RC_BACKUP_SETま

たは RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

BS_COUNT NUMBER バックアップ・セットの数。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、

この列に値が移入されます。

BS_STAMP NUMBER バックアップ・セットのタイムスタンプ。BACKUP_TYPEが BACKUP SET
の場合のみ、この列に値が移入されます。

BS_TYPE VARCHAR2(32) バックアップ・セットの内容のタイプ（データファイルまたはアーカイブ
REDO ログ）。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、この列に値が

移入されます。

BS_INCR_TYPE VARCHAR(32) バックアップ・セットの増分タイプ（全体または全体以外）。
BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、この列に値が移入されます。

BS_PIECES NUMBER バックアップ・セット内のピースの数。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの

場合のみ、この列に値が移入されます。

BS_COPIES NUMBER バックアップ・セットのコピーの数。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場

合のみ、この列に値が移入されます。

BS_COMPLETION_TIME DATE バックアップ・セットの完了時刻。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合

のみ、この列に値が移入されます。

BS_STATUS VARCHAR2（16） バックアップ・セットの状態。可能な値は AVAILABLE、 UNAVAILABLE、
EXPIREDまたは OTHERです。（OTHERは、バックアップ・セットのピース

が異なる状態で存在していることを意味します。この状態は、一部が
AVAILABLEで、その他が UNAVAILABLEの場合などに発生します）。

BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、この列に値が移入されます。

BS_BYTES NUMBER バックアップ・セット内のすべてのバックアップ・ピースの合計サイズ。
BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、この列に値が移入されます。

BS_COMPRESSED VARCHAR2(3) このバックアップ・セットのバックアップ・ピースが圧縮されているかど
うか。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、この列に値が移入され

ます。

BS_TAG VARCHAR2(1024) このバックアップ・セットのバックアップ・ピースのタグ。ピースのタグ
が異なる場合、BS_TAGSには、バックアップ・セット内のすべてのピース

のタグのカンマで区切られたリストが含まれます。BACKUP_TYPEが

BACKUP SETの場合のみ、この列に値が移入されます。

BS_DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) バックアップ・セットが格納されるデバイス・タイプ。このバックアップ・
セットのコピーが複数存在し、異なるデバイスに格納される場合、この
フィールドには、すべてのデバイス・タイプのカンマで区切られたリスト
が含まれます。たとえば、バックアップ・セットがディスク上に存在し、
テープにもバックアップされている場合、BS_DEVICE_TYPEには DISK, 
SBT_TAPEが含まれます。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、こ

の列に値が移入されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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BP_PIECE# NUMBER このバックアップ・セットを構成するバックアップ・ピースの数。
BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場合のみ、この列に値が移入されます。

BP_COPY# NUMBER バックアップ・セットのコピーの数。BACKUP_TYPEが BACKUP SETの場

合のみ、この列に値が移入されます。

DF_FILE# NUMBER この行に示されるデータファイルのファイル数。FILE_TYPEが DATAFILE
の場合のみ、この列に値が移入されます。

DF_TABLESPACE VARCHAR2(30) この行に示されるデータファイルの表領域名。FILE_TYPEが DATAFILE
の場合のみ、この列に値が移入されます。

DF_RESETLOGS_CHANGE# NUMBER この行に示されるデータファイルの RESETLOGSの変更。FILE_TYPEが

DATAFILEの場合のみ、この列に値が移入されます。

DF_CREATION_CHANGE# NUMBER この行に示されるデータファイルの作成時の変更番号。FILE_TYPEが

DATAFILEの場合のみ、この列に値が移入されます。

DF_CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER この行に示されるデータファイルのチェックポイント時の変更番号。
FILE_TYPEが DATAFILEの場合のみ、この列に値が移入されます。

DF_CKP_MOD_TIME DATE この行に示されるデータファイルのチェックポイント時刻。FILE_TYPEが

DATAFILEの場合にのみ有効です。

RL_THREAD# NUMBER この行に示されるアーカイブ REDO ログの REDO ログ・スレッド番号。

FILE_TYPEが ARCHIVED LOGの場合にのみ有効です。

RL_SEQUENCE# NUMBER この行に示されるアーカイブ REDO ログの REDO ログ順序番号。

FILE_TYPEが ARCHIVED LOGの場合にのみ有効です。

RL_RESETLOGS_CHANGE# NUMBER この行に示されるアーカイブ REDO ログの RESETLOGSの変更番号。

FILE_TYPEが ARCHIVED LOGの場合にのみ有効です。

RL_FIRST_CHANGE# NUMBER この行に示されるアーカイブ REDO ログの 初の変更番号。FILE_TYPE
が ARCHIVED LOGの場合にのみ有効です。

RL_FIRST_TIME DATE この行に示されるアーカイブ REDO ログの 初の変更時刻。FILE_TYPE
が ARCHIVED LOGの場合にのみ有効です。

RL_NEXT_CHANGE# NUMBER この行に示されるアーカイブ REDO ログ後の変更番号。FILE_TYPEが

ARCHIVED LOGの場合にのみ有効です。

RL_NEXT_TIME DATE この行に示されるアーカイブ・ログ直後の変更時刻。FILE_TYPEが

ARCHIVED LOGの場合にのみ有効です。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは、バックアップ・ピースに関する情報をリストします。このビューは、
V$BACKUP_PIECEビューに対応しています。各バックアップ・セットには 1 つ以上のバック
アップ・ピースが含まれています。

同じバックアップ・ピースのコピーを複数持つことができますが、制御ファイルには各コピー
のレコード、ビューには各コピーの行があります。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_ID NUMBER データベース識別子。

BP_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のバックアップ・ピースに対する主キー。Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行

すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$BACKUP_PIECEからのバックアップ・ピースの RECID。RECIDと

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一

意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$BACKUP_PIECEから伝播したバックアップ・ピースの STAMP。RECID
と STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを

一意に識別する連結主キーを構成します。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアップ・セット
の主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SET、
RC_BACKUP_CONTROLFILE、RC_BACKUP_DATAFILEなどとの結合を構成

します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

BACKUP_TYPE VARCHAR2(1) バックアップのタイプ。D（全体バックアップまたはレベル 0 増分）、I（増

分レベル 1）、L（アーカイブ REDO ログ）。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER 増分バックアップのレベル。NULL、0 または 1。

PIECE# NUMBER バックアップ・ピースの番号。 初のピースの値は 1 です。

COPY# NUMBER バックアップ・ピースのコピー番号。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) DISKなど、バックアップ・デバイスのタイプ。

HANDLE VARCHAR2(1024) バックアップ・ピースのファイル名。

COMMENTS VARCHAR2(255) バックアップ・ピースについてのコメント。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを作成したメディア・マネージャについての詳細コメン
ト。

MEDIA_POOL NUMBER バックアップを格納するメディア・プールの数。

CONCUR VARCHAR2(3) バックアップ・メディアが同時アクセスをサポートするかどうかを、YES
または NOで指定します。

TAG VARCHAR2(32) バックアップ・ピースのタグ。タグ名のデフォルトの書式は、BACKUP の

説明を参照してください。

START_TIME DATE Recovery Manager がバックアップ・ピースへの書込みを開始した時刻。

COMPLETION_TIME DATE バックアップ・ピースが完了した時刻。

ELAPSED_SECONDS NUMBER バックアップ・ピース作成の実行時間。
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STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・ピースの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、D（削除

済）または X（期限切れ）。状態 Dが表示されるのは、古いリカバリ・カタ

ログがアップグレードされている場合のみであることに注意してください。

BYTES NUMBER バックアップ・ピースのサイズ（バイト）。

IS_RECOVERY_DEST_FILE VARCHAR2(3) このバックアップ・ピースはフラッシュ・リカバリ領域に格納されます。
YESまたは NO。

RSR_KEY NUMBER このバックアップ・ピースを作成した RC_RMAN_STATUSの行に対する一

意のキー。

COMPRESSED VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが圧縮されている（YES）か、圧縮されていない

（NO）かを示します。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

ENCRYPTED VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが暗号化されている（YES）か、暗号化されていない

（NO）かを示します。

BACKED_BY_OSB VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが Oracle Secure Backup にバックアップされている

（YES）か、バックアップされていない（NO）かを示します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_BACKUP_PIECE_DETAILSビューには、リカバリ・カタログに登録されている使用可能な
すべてのバックアップ・ピースに関する詳細情報が含まれています。このビューの大部分の列
の意味は、リカバリ・カタログ・ビュー RC_BACKUP_PIECEと同じです。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_STAMPとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_ID NUMBER このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DBID。

BP_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のバックアップ・ピースに対する主キー。
Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマ

ンドを発行すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER RC_BACKUP_PIECEからのバックアップ・ピース RECID。RECIDと

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを

一意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$BACKUP_PIECEから伝播したバックアップ・ピースの STAMP。
RECIDと STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレ

コードを一意に識別する連結主キーを構成します。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアップ・セット
の主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SETまたは

RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNT
は、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属してい
るバックアップ・セットを一意に識別する連結キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNT
は、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属してい
るバックアップ・セットを一意に識別する連結キーを構成します。

BACKUP_TYPE VARCHAR2(1) バックアップのタイプ。可能な値は、データファイルまたは制御ファイル
のバックアップでは D、増分バックアップでは I、アーカイブ・ログ・

ファイルのバックアップでは L です。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER 増分バックアップにおける、増分バックアップのレベルを示します。可能
な値は、NULL（完全バックアップの場合）、0または 1です。

PIECE# NUMBER バックアップ・ピースの番号。 初のピースの値は 1 です。

COPY# NUMBER 多重化を有効にして作成されたバックアップ・ピースのコピー番号を示し
ます。バックアップ・ピースが多重化されていない場合は 1 です。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) バックアップ・ピースが格納されているデバイスのタイプ。ディスク上の
バックアップ・セットの場合は DISKに設定します。

HANDLE VARCHAR2(1024) バックアップ・ピースのファイル名。

COMMENTS VARCHAR2(255) バックアップ・ピースについてのコメント。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを作成したメディア・マネージャについての詳細コメン
ト。
4-26 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



RC_BACKUP_PIECE_DETAILS
MEDIA_POOL NUMBER バックアップを格納するメディア・プールの数。0 は、メディア・プール

がないことを示します。

CONCUR VARCHAR2(3) バックアップ・メディアが同時アクセスをサポートするかどうかを、YES
または NOで指定します。

TAG VARCHAR2(32) このバックアップ・ピースに関連するタグ。

START_TIME DATE Recovery Manager がバックアップ・ピースへの書込みを開始した時刻。

COMPLETION_TIME DATE バックアップ・ピースが完了した時刻。

ELAPSED_SECONDS NUMBER バックアップ・ピース作成の実行時間。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・ピースの状態。バックアップ・ピースが AVAILABLEの場

合は A です。（このビューは使用可能なバックアップ・ピースのみを表示

するため、値は常に A になります。）

BYTES NUMBER バックアップ・ピースのサイズ（バイト）。

IS_RECOVERY_DEST_FILE VARCHAR2(3) このバックアップ・ピースがフラッシュ・リカバリ領域に格納される場合
は YES。それ以外の場合は NO。

RSR_KEY NUMBER このバックアップ・ピースを作成したジョブに対応する
RC_RMAN_STATUSの行に対する一意のキー。

COMPRESSED VARCHAR2(3) このバックアップ・ピースが圧縮されている場合は YES。それ以外の場

合は NO。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

ENCRYPTED VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが暗号化されている（YES）か、暗号化されていな

い（NO）かを示します。

BACKED_BY_OSB VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが Oracle Secure Backup にバックアップされてい

る（YES）か、バックアップされていない（NO）かを示します。

PIECES_PER_SET NUMBER このバックアップ・ピースを含むバックアップ・セット内のバックアッ
プ・ピース数。

SIZE_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（798.01M または

5.25G など）に変換されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは、バックアップ・セットのアーカイブ REDO ログに関する情報をリストします。
このビューは、V$BACKUP_REDOLOGビューに対応しています。

オンライン・ログを直接バックアップすることはできません。 初にオンライン・ログをディ
スクにアーカイブし、次にバックアップを作成します。アーカイブ・ログのバックアップ・
セットには、1 つ以上のアーカイブ・ログが含まれています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

BRL_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のアーカイブ REDO ログの主キー。Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行

すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$BACKUP_REDOLOGから伝播したレコード識別子。RECIDと STAMPは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別す
る連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$BACKUP_REDOLOGからの STAMP。RECIDと STAMPは、ターゲット・

データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連結主キー
を構成します。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアップ・セット
の主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SETまたは

RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

BACKUP_TYPE VARCHAR2(1) バックアップのタイプ。L（アーカイブ REDO ログ）。

COMPLETION_TIME DATE バックアップが完了した時刻。

THREAD# NUMBER REDO ログのスレッド番号。

SEQUENCE# NUMBER ログ順序番号。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER レコード作成時における 新の RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE レコード作成時における 新の RESETLOGSのタイムスタンプ。

FIRST_CHANGE# NUMBER REDO ログへの切替時に生成された SCN。

FIRST_TIME DATE REDO ログに切り替えた時刻。

NEXT_CHANGE# NUMBER スレッド内にある次の REDO ログの 初の SCN。

NEXT_TIME DATE スレッド内にある次の REDO ログの 初のタイムスタンプ。

BLOCKS NUMBER バックアップに書き込まれたオペレーティング・システムのブロック数。

BLOCK_SIZE NUMBER この REDO ログの各ブロックのバイト数。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（すべてのピースが使用可能）、D（すべて

のピースが削除済）、O（一部のピースを除いて使用不可能なため、バック

アップ・セットは使用不可）。

BS_RECID NUMBER V$BACKUP_SETからの RECIDの値。
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BS_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの STAMPの値。BS_STAMPが SET_STAMPとは異な

ることに注意してください。BS_STAMPは制御ファイル内で作成された時

点のバックアップ・セット・レコードのスタンプで、SET_STAMPは

SET_COUNTと結合して一意の識別子となります。

PIECES NUMBER バックアップ・セット内のピースの数。

TERMINAL VARCHAR2(3) このログが、スタンバイ・データベースのターミナル・リカバリ中に作成
されたログかどうかを示します。値は YESまたは NOです。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは、データベースの全インカネーションのバックアップ・セットに関する情報をリ
ストします。このビューは、V$BACKUP_SETビューに対応しています。バックアップ・セッ
ト・レコードは、バックアップが正常に完了した後に挿入されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_ID NUMBER 一意のデータベース識別子。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のバックアップ・セットの主キー。Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行

すると、この値が出力の KEY列に表示されます。この列を使用して、

RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

RECID NUMBER V$BACKUP_SETからのバックアップ・セットの RECID。RECIDと STAMP
は、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識
別する連結主キーを構成します。RECIDと STAMP、または SET_STAMPと

SET_COUNTを使用して、V$BACKUP_SETにアクセスします。

STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからのバックアップ・セットの STAMP。RECIDと STAMP
は、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識
別する連結主キーを構成します。RECIDと STAMP、または SET_STAMPと

SET_COUNTを使用して、V$BACKUP_SETにアクセスします。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別す
る連結主キーを構成します。RECIDと STAMP、または SET_STAMPと

SET_COUNTを使用して、V$BACKUP_SETにアクセスします。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別す
る連結主キーを構成します。RECIDと STAMP、または SET_STAMPと

SET_COUNTを使用して、V$BACKUP_SETにアクセスします。

BACKUP_TYPE VARCHAR2(1) バックアップのタイプ。D（全体バックアップまたはレベル 0 増分）、I（増

分レベル 1）、L（アーカイブ REDO ログ）。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER 増分バックアップのレベル。NULL、0 または 1。

PIECES NUMBER バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

START_TIME DATE バックアップを開始した時刻。

COMPLETION_TIME DATE バックアップが完了した時刻。

ELAPSED_SECONDS NUMBER バックアップ実行時間（秒）。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（すべてのバックアップ・ピースが使用可

能）、D（すべてのバックアップ・ピースが削除済）、O（一部のバックアッ

プ・ピースを除いて使用不可能なため、バックアップ・セットは使用不
可）。

CONTROLFILE_INCLUDED VARCHAR2(7) 可能な値は、NONE（バックアップ・セットにはバックアップ制御ファイル

が含まれない場合）、BACKUP（バックアップ・セットに通常のバックアッ

プ制御ファイルが含まれる場合）および STANDBY（バックアップ・セット

にスタンバイ制御ファイルが含まれる場合）です。

INPUT_FILE_SCAN_ONLY VARCHAR2(3) このバックアップ・セット・レコードは、BACKUP VALIDATEコマンドに

より作成されたものです。実際のバックアップ・セットは存在しません。
このレコードは、スキャンされるデータファイルと各ファイルで見つかっ
た破損ブロック（存在する場合）を追跡するためのプレースホルダにすぎ
ません。

COMPATIBLEが 11.0.0 以上に設定されている場合、Recovery Manager はこ

の列に値を移入しません。
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KEEP VARCHAR2(3) このバックアップ・セットの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICY
の値とは異なるかどうかを示します。可能な値は YESおよび NOです。

KEEP_UNTIL DATE BACKUPコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列に

バックアップが不要になる直前の日付が表示されます。列が NULLで KEEP 
OPTIONSが NULLでなければ、バックアップが不要とされることはありま

せん。

KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) このバックアップ・セットに指定された KEEPオプション。可能な値は、

NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、データ

ベースがマウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成されたこ
とを示します。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバックアップが作

成されたことを示します。したがって、一貫性のある状態にするには、
アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必要があります。LOGSは、

LOGSキーワードを使用して長期間バックアップが作成されたことを示しま

す。現在、LOGSキーワードは使用不可です。NULLは、このバックアップ

には KEEPオプションが指定されておらず、保存方針に基づいて不要とさ

れることを示します。

BLOCK_SIZE NUMBER バックアップ・セットのブロック・サイズ。

SITE_KEY NUMBER このバックアップ・セットと関連付けられている Data Guard データベース

の主キー。Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意

です。SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベース

の DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

MULTI_SECTION VARCHAR2(3) マルチセクション・バックアップの場合は Y、それ以外の場合は NULL。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_BACKUP_SET_DETAILSビューは、BACKUP BACKUPSETコマンドを使用して作成した
バックアップ・セットを含め、現在使用可能なバックアップ・セットに関する詳細を表示しま
す。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_STAMPとともに使用して、このバックアップ・ジョ

ブの出力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDとともに使用して、このバックアップ・ジョ

ブの出力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。こ
の列を使用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成
します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアッ
プ・セットの主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SETま

たは RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

RECID NUMBER バックアップ・セットの RECIDと STAMPは、ターゲット・

データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する
連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER バックアップ・セットの RECIDと STAMPは、ターゲット・

データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する
連結主キーを構成します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと

SET_COUNTは、ターゲット・データベース制御ファイル内で

このレコードを一意に識別する連結キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと

SET_COUNTは、ターゲット・データベース制御ファイル内で

このレコードを一意に識別する連結キーを構成します。

BACKUP_TYPE VARCHAR2(1) バックアップのタイプ。D（全体バックアップまたはレベル 0
増分）、I（増分レベル 1）、L（アーカイブ REDO ログ）。

CONTROLFILE_INCLUDED VARCHAR2(7) 可能な値は、NONE（バックアップ・セットにはバックアップ

制御ファイルが含まれない場合）、BACKUP（バックアップ・

セットに通常のバックアップ制御ファイルが含まれる場合）お
よび STANDBY（バックアップ・セットにスタンバイ制御ファ

イルが含まれる場合）です。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER 増分バックアップのレベル。NULL、0または 1。

PIECES NUMBER バックアップ・セット内のバックアップ・ピースの数。

START_TIME DATE バックアップを開始した時刻。

COMPLETION_TIME DATE バックアップが完了した時刻。

ELAPSED_SECONDS NUMBER バックアップ実行時間（秒）。

BLOCK_SIZE VARCHAR2 バックアップ・セットにバックアップ・ピースを作成するとき
に使用したブロック・サイズ。

KEEP VARCHAR2(3) このバックアップ・セットの保存方針が CONFIGURE 
RETENTION POLICYの値とは異なるかどうかを示します。可

能な値は YESおよび NOです。
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KEEP_UNTIL DATE BACKUPコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、

この列にバックアップが不要になる直前の日付が表示されま
す。列が NULLで、KEEP_OPTIONSが NULLでない場合、

バックアップが不要とされることはありません。

KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) このバックアップ・セットに指定された KEEPオプション。可

能な値は、NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLで

す。NOLOGSは、データベースがマウントされたときに一貫性

のあるバックアップが作成されたことを示します。
BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバックアップが作成さ

れたことを示します。したがって、一貫性のある状態にするに
は、アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必要がありま
す。LOGSは、LOGSキーワードを使用して長期間バックアッ

プが作成されたことを示します。現在、LOGSキーワードは使

用不可です。NULLは、このバックアップには KEEPオプショ

ンが指定されておらず、保存方針に基づいて不要とされること
を示します。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) バックアップが格納されるデバイス・タイプ。バックアップ・
セットが 1 つ以上のタイプのデバイスに格納されている場合

（たとえば、バックアップをディスク上に作成し、現在もディ
スクにあるバックアップ・セットを BACKUP BACKUPSETを使

用してテープにもバックアップした場合）、この列にはアスタ
リスク（*）が含まれます。値は DISKまたは SBT_TAPEで

す。

COMPRESSED VARCHAR2(3) バックアップ・セットの作成に Recovery Manager のバイナリ

圧縮を使用した場合は YES。それ以外の場合は NO。

NUM_COPIES NUMBER バックアップ中に作成されたこのバックアップ・セットの同一
コピーの数（多重化が使用された場合など）。

OUTPUT_BYTES NUMBER このジョブで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

ORIGINAL_INPUT_BYTES NUMBER このジョブでバックアップされたすべての入力ファイルの合計
サイズ。

COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

STATUS CHAR(1) バックアップ・セットの状態。このビューには使用可能なバッ
クアップ・セットのみが反映されるため、常に A（すべての

バックアップ・ピースが使用可能）になります。

ORIGINAL_INPRATE_BYTES NUMBER バックアップ・セットが 初に作成されたときの毎秒の読取り
バイト数。

OUTPUT_RATE_BYTES NUMBER バックアップ・セットが 初に作成されたときの毎秒の書込み
バイト数。

ORIGINAL_INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） ORIGINAL_INPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表

示可能な書式（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書

式（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

ORIGINAL_INPRATE_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） ORIGINAL_INPRATE_BYTESと値は同じですが、ユーザーが

表示可能な書式（798.01M または 5.25G など）に変換されま

す。

OUTPUT_RATE_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_RATE_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可

能な書式（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

TIME_TAKEN_DISPLAY VARCHAR2（4000） ELAPSED_SECONDSと値は同じですが、ユーザーが表示可能

な書式（時間、分および秒）に変換されます。

ENCRYPTED VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが暗号化されている（YES）か、暗号化

されていない（NO）かを示します。

BACKED_BY_OSB VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが Oracle Secure Backup にバックアップ

されている（YES）か、バックアップされていない（NO）かを

示します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_BACKUP_SET_SUMMARYビューは、リカバリ・カタログに登録されている、各データベー
スで使用可能なバックアップ・セットに関する集計情報を表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。こ
の列を使用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成
します。

NUM_BACKUPSETS NUMBER リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能なバックアップ・セットの合計数。

OLDEST_BACKUP_TIME DATE リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能な も古いバックアップ・セットの作成時刻。

NEWEST_BACKUP_TIME DATE リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能な 新のバックアップ・セットの作成時刻。

OUTPUT_BYTES NUMBER リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能なすべてのバックアップ・セットのすべてのバックアッ
プ・ピースの合計サイズ。

ORIGINAL_INPUT_BYTES NUMBER リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能なすべてのバックアップ・セットのすべての入力ファイ
ルの合計サイズ。

ORIGINAL_INPRATE_BYTES NUMBER リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能なすべてのバックアップ・セット作成の平均入力速度
（バイト）。

OUTPUT_RATE_BYTES NUMBER リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能なすべてのバックアップ・セット作成の平均出力速度
（バイト）。

COMPRESSION_RATIO NUMBER リカバリ・カタログに登録されている、このデータベースで使
用可能なバックアップ・セットの集計圧縮率。

ORIGINAL_INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） リカバリ・カタログに記録されている、このデータベースで使
用可能なすべてのバックアップ・セットに格納されているすべ
ての入力ファイルの合計サイズ。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

ORIGINAL_INPRATE_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） ORIGINAL_INPRATE_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表

示可能な書式（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

OUTPUT_RATE_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_RATE_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能

な書式（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
4-34 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



RC_BACKUP_SPFILE
RC_BACKUP_SPFILE

このビューは、バックアップ・セット内のサーバー・パラメータ・ファイルに関する情報をリ
ストします。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

BSF_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内にあるサーバー・パラメータ・ファイルの主キー。
Recovery Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマン

ドを発行すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$BACKUP_SPFILEから伝播したレコード識別子。RECIDと STAMPは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別す
る連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$BACKUP_SPFILEからのスタンプ。RECIDと STAMPは、ターゲット・

データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連結主キー
を構成します。

BS_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内でこのレコードが属しているバックアップ・セット
の主キー。この列を使用して、RC_BACKUP_SETとの結合を構成します。

SET_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_STAMPの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

SET_COUNT NUMBER V$BACKUP_SETからの SET_COUNTの値。SET_STAMPと SET_COUNTは、

ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードが属している
バックアップ・セットを一意に識別する連結主キーを構成します。

MODIFICATION_TIME DATE サーバー・パラメータ・ファイルの 終変更時刻。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（すべてのバックアップ・ピースが使用可

能）、D（すべてのバックアップ・ピースが削除済）、O（一部のバックアッ

プ・ピースを除いて使用不可能なため、バックアップ・セットは使用不
可）。

BS_RECID NUMBER V$BACKUP_SETからの RECIDの値。

BS_STAMP NUMBER V$BACKUP_SETからの STAMPの値。BS_STAMPが SET_STAMPとは異な

ることに注意してください。BS_STAMPは制御ファイル内で作成された時

点のバックアップ・セット・レコードのスタンプで、SET_STAMPは

SET_COUNTと結合して一意の識別子となります。

COMPLETION_TIME DATE バックアップ・セットが完了した時刻。

BYTES NUMBER バックアップ・セットのサイズ（バイト単位）。

DB_UNIQUE_NAME VARCHAR2(30) このレコードが属しているデータベースの DB_UNIQUE_NAME。
リカバリ・カタログ・ビュー 4-35



RC_BACKUP_SPFILE_DETAILS
RC_BACKUP_SPFILE_DETAILS

RC_BACKUP_SPFILE_DETAILSビューは、リカバリ・カタログに登録されているデータベース
の使用可能なデータファイルのバックアップに関する詳細情報を表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_STAMPとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

BS_KEY NUMBER 一意のバックアップ・セットの識別子。この列を使用して、
RC_BACKUP_SETまたは RC_BACKUP_PIECEとの結合を構成します。

SET_STAMP NUMBER セット STAMP。

SET_COUNT NUMBER セット・カウント。

MODIFICATION_TIME DATE 変更時刻。

FILESIZE NUMBER バックアップされた SPFILEのサイズ（バイト）。

FILESIZE_DISPLAY VARCHAR2（4000） FILESIZEと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（798.01M また

は 5.25G など）に変換されます。
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RC_BACKUP_SPFILE_SUMMARYビューは、リカバリ・カタログに登録されているデータベース
に対するサーバー・パラメータ・ファイルのバックアップに関するサマリーを表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

NUM_FILES_BACKED NUMBER バックアップされたファイル数。

NUM_DISTINCT_FILES_BA
CKED

NUMBER バックアップされた個別のファイル数（異なる変更のタイムスタンプに基
づく）。

MIN_MODIFICATION_TIME DATE このデータベースに対してバックアップされた任意の SPFILEの も古

い変更時刻。

MAX_MODIFICATION_TIME DATE このデータベースに対してバックアップされた任意の SPFILEの 新の

変更時刻。

INPUT_BYTES NUMBER バックアップされた入力ファイルの合計バイト数。

INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） INPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（798.01M
または 5.25G など）に変換されます。
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このビューは使用不可になりました。かわりに 4-66 ページの「RC_RESYNC」を参照してくだ
さい。
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このビューは、ディスク上の制御ファイル・コピーに関する情報をリストします。
V$DATAFILE_COPYビューで制御ファイル・コピーを表示するには、ファイル番号 0 のデータ
ファイルのコピーのレコードを使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

CCF_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内にある制御ファイル・コピーの主キー。Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行

すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$DATAFILE_COPYからのレコード識別子。RECIDと STAMPは、ター

ゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連
結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$DATAFILE_COPYからの STAMP。RECIDと STAMPは、ターゲット・

データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連結主キー
を構成します。

NAME VARCHAR2(1024) 制御ファイル・コピーのファイル名。

TAG VARCHAR2(32) 制御ファイル・コピーのタグ。タグを使用しない場合は、NULL。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER レコード作成時における 新の RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE レコード作成時における 新の RESETLOGSのタイムスタンプ。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER 制御ファイルのチェックポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE 制御ファイルのチェックポイント時刻。

CREATION_TIME DATE 制御ファイルの作成時刻。

BLOCKS NUMBER 制御ファイル内のブロック数。

BLOCK_SIZE NUMBER ブロック・サイズ（バイト）。

MIN_OFFR_RECID NUMBER 内部使用のみ。

OLDEST_OFFLINE_RANGE NUMBER 内部使用のみ。

COMPLETION_TIME DATE コピーを生成したときの時刻。

STATUS VARCHAR2(1) コピーの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期限切れ）または D
（削除済）。

CONTROLFILE_TYPE VARCHAR2(1) 制御ファイル・コピーのタイプ。B（通常のコピー）または S（スタンバ

イ・コピー）。

KEEP VARCHAR2(3) このコピーの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICYの値とは異なる

かどうかを示します。可能な値は YESおよび NOです。

KEEP_UNTIL DATE COPYコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列にこの

ファイルが不要になる直前の日付が表示されます。列が NULLで、KEEP 
OPTIONSが NULLでなければ、ファイルが不要とされることはありませ

ん。
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KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) この制御ファイル・コピーに指定された KEEPオプション。可能な値は、

NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、データ

ベースがマウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成されたこ
とを示します。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバックアップが作

成されたことを示します。したがって、一貫性のある状態にするには、
アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必要があります。LOGSは、

LOGSキーワードを使用して長期間バックアップが作成されたことを示しま

す。現在、LOGSキーワードは使用不可です。NULLは、このバックアップ

には KEEPオプションが指定されておらず、保存方針に基づいて不要とさ

れることを示します。

IS_RECOVERY_DEST_FILE VARCHAR2(3) このコピーはフラッシュ・リカバリ領域に格納されます。YESまたは NO。

RSR_KEY NUMBER このバックアップ・ピースを作成した RC_RMAN_STATUSの行に対する一

意のキー。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは、データファイルのコピーの破損ブロック範囲をリストします。このビューは、
V$COPY_CORRUPTIONビューに対応しています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RECID NUMBER V$COPY_CORRUPTIONからのレコード識別子。RECIDと STAMPは、ター

ゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連
結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$COPY_CORRUPTIONから伝播したスタンプ。RECIDと STAMPは、ター

ゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識別する連
結主キーを構成します。

CDF_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のデータファイルのコピーの主キー。Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行

すると、この値が出力の KEY列に表示されます。この列を使用して、

RC_DATAFILE_COPYとの結合を構成します。

COPY_RECID NUMBER RC_DATAFILE_COPYからの RECID。この値は、制御ファイルから伝播さ

れます。

COPY_STAMP NUMBER RC_DATAFILE_COPYからの STAMP。この値は、制御ファイルから伝播さ

れます。

FILE# NUMBER データファイルの絶対ファイル番号。

CREATION_CHANGE# NUMBER このデータファイルの作成時の SCN。ファイル番号は再利用できるため、

データベースの存続期間中に指定したファイルを一意に識別するには、
FILE#および CREATION_CHANGE#の両方が必要です。

BLOCK# NUMBER ファイル内にある 初の破損ブロックのブロック番号。

BLOCKS NUMBER BLOCK#以降に発見された破損ブロックの数。

CORRUPTION_CHANGE# NUMBER メディア破損ブロックの場合、この値は 0 です。論理破損ブロックの場合、

この値はこの破損範囲内のブロックの 小 SCN です。

MARKED_CORRUPT VARCHAR2(3) データベース・サーバーでこの破損をこれまでに検出していない場合は

YES、データベース・サーバーですでに認識済の場合は NO。

CORRUPTION_TYPE VARCHAR2(9) RC_DATABASE_BLOCK_CORRUPTION.CORRUPTION_TYPEと同じです。
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このビューは、リカバリ・カタログに登録されているデータベースに関する情報を表示します。
このビューは、V$DATABASEビューに対応しています。

 列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんどのカタログ・
ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER 現行のインカネーションに対する主キー。この列を使用して、
RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DBID NUMBER V$DATABASEからのデータベースの一意の識別子。

NAME VARCHAR2(8) 現行のインカネーションに対するデータベースの DB_NAME。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER 現行のデータベース・インカネーションの RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE 現行のデータベース・インカネーションの RESETLOGSのタイムスタンプ。
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このビューは、前回のバックアップ後に破損したデータベース・ブロックに関する情報を表示
します。このビューは、V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに対応しています。

 列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんどのカタログ・
ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER 現行のインカネーションに対する主キー。この列を使用して、
RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

FILE# NUMBER データファイルの絶対ファイル番号。

BLOCK# NUMBER この破損ブロック範囲内の 初の破損ブロックのブロック番号。

BLOCKS NUMBER BLOCK#以降に発見された破損ブロックの数。

CORRUPTION_CHANGE# NUMBER メディア破損ブロックの場合、この値は 0 です。論理破損ブロックの場合、

この値はこの破損範囲内のブロックの 小 SCN です。

CORRUPTION_TYPE VARCHAR2(9) データファイル内のブロック破損のタイプ。可能な値は次のとおりです。

� ALL ZERO。ディスク上のブロック・ヘッダーには 0（ゼロ）のみが含

まれています。ブロックにデータが入れられたことがない場合や、
Oracle7 のファイル内のブロックの場合は、有効な可能性があります。

バッファは、空のブロックに関する Oracle8 の標準に合せて再フォー

マットされます。

� FRACTURED。ブロック・ヘッダーは妥当であるように見えますが、ブ

ロックの前後のバージョンが異なっています。

� CHECKSUM。オプションのチェック値は、ブロックに自己一貫性がな

いことを示します。チェック値が失敗した正確な原因は判断できませ
んが、ブロックの途中にあるセクターのバージョンが異なることが原
因であると思われます。

� CORRUPT。ブロックが正しく識別されないか、データ・ブロックでは

ありません（データ・ブロック・アドレスが欠落している場合など）。

� LOGICAL。論理的な破損ブロックの範囲であると指定します。

CORRUPTION_CHANGE#は 0 以外の値になります。
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このビューは、リカバリ・カタログに登録されているすべてのデータベース・インカネーショ
ンに関する情報をリストします。Oracle では、管理者がデータベースを RESETLOGSオプショ
ンでオープンすると、必ず新しいインカネーションが作成されます。V$DATABASEビューに
は、現行と直前のインカネーションに関するレコードも含まれます。

 列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんどのカタロ
グ・ビューとの結合を構成します。

DBID NUMBER データベースの一意の識別子。

DBINC_KEY NUMBER インカネーションに対する主キー。

NAME VARCHAR2(8) RESETLOGS時点でのデータベースの DB_NAME。値は、ターゲット・

データベースを Recovery Manager に登録する前に 1 回以上

RESETLOGSを実行している場合は UNKNOWNです。これは、Recovery 
Manager では、RESETLOGSまでは DB_NAMEが認識されないためで

す。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER このインカネーションを作成した RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE このインカネーションを作成した RESETLOGSのタイムスタンプ。

CURRENT_INCARNATION VARCHAR2(3) 現行のインカネーションの場合は

YES、それ以外の場合は NO。

PARENT_DBINC_KEY NUMBER このデータベースに対する前のインカネーションの DBINC_KEY。デー

タベースの 初に記録されたインカネーションの場合、値は NULLに

なります。

PRIOR_RESETLOGS_CHANGE# NUMBER このインカネーションの親を作成した RESETLOGS操作の SCN。

PRIOR_RESETLOGS_TIME DATE このインカネーションの親を作成した RESETLOGS操作のタイムスタ

ンプ。

STATUS VARCHAR2(8) このインカネーションが現行のデータベース・インカネーションの場
合は CURRENT。現行のインカネーションの直接の祖先であり、現行以

外のインカネーションの場合は PARENT。現行のインカネーションの

直接の祖先ではない、現行以外のインカネーションの場合は ORPHAN。
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このビューは、リカバリ・カタログに登録されているすべてのデータファイルに関する情報を
リストします。このビューは、V$DATAFILEビューに対応しています。データファイルは、そ
の表領域が削除された場合、削除されたものとして表示されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使
用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列
を使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

TS# NUMBER データファイルが属している表領域の番号。表領域を削除し、再作成し
た場合は、同じインカネーションに複数の TS#が存在します。

TABLESPACE_NAME VARCHAR2(30) 表領域名。表領域を削除し、再作成した場合は、同じインカネーション
にその名前が複数存在している可能性があります。

FILE# NUMBER データファイルの絶対ファイル番号。表領域を削除し、再作成した場合
は、同じインカネーションに複数の同一データファイル番号が存在しま
す。

CREATION_CHANGE# NUMBER データファイル作成時の SCN。

CREATION_TIME DATE データファイル作成の時刻。

DROP_CHANGE# NUMBER データファイルを削除したときに記録された SCN。同じファイル番号

を持つ新規のデータファイルが発見された場合、DROP_CHANGE#はそ

のデータファイルの CREATION_CHANGE#に設定されます。それ以外の

場合、値は RC_CHECKPOINT.CKP_SCNに設定されます。

DROP_TIME DATE データファイルを削除したときの時刻。同じファイル番号を持つ新規の
データファイルが発見された場合、DROP_TIMEはそのデータファイル

の CREATION_TIMEに設定されます。他の場合は、値は

RC_CHECKPOINT.CKP_TIMEに設定されます。

BYTES NUMBER データファイルのサイズ（バイト）。

BLOCKS NUMBER データファイルのサイズ（ブロック数）。

BLOCK_SIZE NUMBER データ・ブロック・サイズ（バイト）。

NAME VARCHAR2(1024) データファイルのファイル名。

STOP_CHANGE# NUMBER オフラインまたは読取り専用のデータファイルの場合は、このファイル
に適用される同一以上の SCN で REDO ストリームに変更のない SCN
の値。

STOP_TIME DATE オフラインの通常または読取り専用のデータファイルの場合、このデー
タファイルに適用される REDO ストリーム内で変更のない 後の時刻。

READ_ONLY NUMBER ファイルが読取り専用の場合は 1、それ以外の場合は 0。

RFILE# NUMBER 表領域内でのこのデータファイルの相対ファイル番号。

INCLUDED_IN_DATABASE_BAC
KUP

VARCHAR2(3) この表領域がデータベース全体のバックアップに含まれるかどうかを
YESまたは NOで示します。NO値が発生するのは、このデータファイ

ルを所有する表領域に対して CONFIGURE EXCLUDEが実行された場合

のみです。

AUX_NAME VARCHAR2(1024) CONFIGURE AUXNAMEで設定されたデータファイルの補助名を示しま

す。

ENCRYPT_IN_BACKUP VARCHAR2(3) このデータファイルが、バックアップ時に透過的に暗号化されるように
構成されている場合は YES、それ以外の場合は NULL。
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SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主

キー。Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意

です。SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データ

ベースの DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

DB_UNIQUE_NAME VARCHAR2(512) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_UNIQUE_NAME。Data Guard 環境のすべてのデータベースで同一の

DBID が共有されていますが、DB_UNIQUE_NAMEの値は異なります。

特定のファイルに対するデータベース名が不明の場合、この列の値は
NULL です。たとえば、Oracle Database 11g より前のバージョンの

Recovery Manager で管理されているデータベースの行は NULL です。

FOREIGN_DBID NUMBER このデータファイルの外部 DBID。このファイルが外部データベース・

ファイルでない場合、値は 0です。

FOREIGN_CREATION_CHANGE# NUMBER 外部データファイル作成時の SCN。このファイルが外部データベース・

ファイルでない場合、値は 0です。

FOREIGN_CREATION_TIME DATE 外部データファイル作成時の時刻。このファイルが外部データベース・
ファイルでない場合、値は 0です。

PLUGGED_READONLY VARCHAR2(3) トランスポートされた読取り専用外部ファイルである場合は YES、そう

でない場合は NO。

PLUGIN_CHANGE# NUMBER 外部データファイルがデータベースにトランスポートされたときの
SCN。このファイルが外部データベース・ファイルでない場合、値は 0
です。

PLUGIN_RESETLOGS_CHANGE# NUMBER この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の SCN。このファイルが外部データベース・ファイル

でない場合、値は 0です。

PLUGIN_RESETLOGS_TIME DATE この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の時刻。このファイルが外部データベース・ファイル

でない場合、値は 0です。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは、ディスク上のデータファイルのコピーに関する情報をリストします。この
ビューは、V$DATAFILE_COPYビューに対応しています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとん
どのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列
を使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

CDF_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のデータファイルのコピーの主キー。Recovery 
Manager がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発

行すると、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$DATAFILE_COPYからのデータファイルのコピーのレコード。RECID
と STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコー

ドを一意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$DATAFILE_COPYからのデータファイルのコピーの STAMP。RECID
と STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコー

ドを一意に識別する連結主キーを構成します。

NAME VARCHAR2(1024) データファイルのコピーのファイル名。

TAG VARCHAR2(32) データファイルのコピーのタグ。

FILE# NUMBER データファイルの絶対ファイル番号。

CREATION_CHANGE# NUMBER データファイルの作成時の SCN。

CREATION_TIME DATE データファイル作成時のタイムスタンプ。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER データファイル作成時における 新の RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE データファイル・ヘッダー内の 新 RESETLOGSのタイムスタンプ。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER コピーの増分レベル。0 または NULL。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER 新データファイル・チェックポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE 新のデータファイル・チェックポイント時刻。

ABSOLUTE_FUZZY_CHANGE# NUMBER 認識されている場合は、ファイルのいずれかのブロック内にある一番大
きい値の SCN。ファイルがファジーにならないように、リカバリは少

なくともこの SCN まで進行させる必要があります。

RECOVERY_FUZZY_CHANGE# NUMBER ファイルをファジーにしないために、リカバリ操作が到達する必要のあ
る SCN。NULLでない場合は、このファイルでデータベースをオープン

する前に、少なくとも指定された SCN までのリカバリが必要です。

RECOVERY_FUZZY_TIME DATE RECOVERY_FUZZY_CHANGE#に対応付けられている時刻。

ONLINE_FUZZY VARCHAR2(3) YESまたは NO。YESに設定されている場合、このコピーはインスタン

ス障害または OFFLINE IMMEDIATEの後に作成されたものです（また

はデータベースがオープン状態で不適切に作成されたコピーです）。
ファイルに一貫性を持たせるには、次のクラッシュ・リカバリ・マー
カーまでのすべての REDO を適用するリカバリが必要です。

BACKUP_FUZZY VARCHAR2(3) YESまたは NO。YESに設定されている場合、このコピーは BEGIN 
BACKUP/END BACKUPにより作成されています。このコピーに一貫性を

持たせるには、ALTER TABLESPACE END BACKUPコマンドを使用する

ときに REDO ストリームに置かれたマーカーまで、すべての REDO を

適用するリカバリ・プロセスが必要です。

BLOCKS NUMBER データファイルのコピーにあるブロックの数（およびコピー作成時の
データファイルのサイズ）。
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BLOCK_SIZE NUMBER ブロック・サイズ（バイト）。

COMPLETION_TIME DATE コピーが完了した時刻。

STATUS VARCHAR2(1) コピーの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期限切れ）または

D（削除済）。

KEEP VARCHAR2(3) このコピーの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICYの値とは異

なるかどうかを示します。可能な値は YESおよび NOです。

KEEP_UNTIL DATE COPYコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列にこ

のデータファイルのコピーが不要になる直前の日付が表示されます。列
が NULLで、KEEP OPTIONSが NULLでなければ、コピーが不要とされ

ることはありません。

KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) このデータファイルのコピーに指定された KEEPオプション。可能な値

は、NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、

データベースがマウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成
されたことを示します。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバック

アップが作成されたことを示します。したがって、一貫性のある状態に
するには、アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必要がありま
す。LOGSは、LOGSキーワードを使用して長期間バックアップが作成

されたことを示します。現在、LOGSキーワードは使用不可です。NULL
は、このバックアップには KEEPオプションが指定されておらず、保存

方針に基づいて不要とされることを示します。

SCANNED VARCHAR2(3) Recovery Manager がこのファイルをスキャンしたかどうか（YESまた

は NO）。YESの場合、このコピーは、Recovery Manager の COPYまた

は RESTOREコマンドなど、ファイル内の各ブロックを検査したサー

バー・プロセスによって作成されたものです。NOの場合、Recovery 
Manager 以外が生成したイメージ・コピーを検査したり、プロキシ・コ

ピーを使用してリストアするときとは異なり、ファイル内の各ブロック
を検査していません。

Recovery Manager は、データファイルのコピーを作成またはリストア

するときに、ファイル内で破損ブロックを検出すると、
V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューと

RC_DATABASE_BLOCK_CORRUPTIONビューに行を追加します。ファイ

ル全体のスキャンを完了しても、このコピーに関する破損レコードがな
い場合は、ファイルに破損ブロックが存在しないことを意味します。
ファイルをスキャンしておらず、破損レコードがない場合は、破損ブ
ロックが存在する可能性も存在しない可能性もあることを意味します。

IS_RECOVERY_DEST_FILE VARCHAR2(3) このデータファイルのコピーはフラッシュ・リカバリ領域に格納されま
す。YESまたは NO。

RSR_KEY NUMBER このバックアップ・ピースを作成した RC_RMAN_STATUSの行に対する

一意のキー。

MARKED_CORRUPT NUMBER このバックアップの処理中に、破損していることが検出されたブロック
の数。これらのブロックは、破損検出済ブロックとして再フォーマット
されてイメージ・コピーに出力されています。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

DB_UNIQUE_NAME VARCHAR2(512) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_UNIQUE_NAME。Data Guard 環境のすべてのデータベースで同一の

DBID が共有されていますが、DB_UNIQUE_NAMEの値は異なります。

特定のファイルに対するデータベース名が不明の場合、この列の値は
NULL です。たとえば、Oracle Database 11g より前のバージョンの

Recovery Manager で管理されているデータベースの行は NULL です。

FOREIGN_DBID NUMBER このデータファイルのトランスポート元であるデータベースの外部
DBID。バックアップされたファイルが外部データベース・ファイルで

ない場合、値は 0になります。

PLUGGED_READONLY VARCHAR2(3) トランスポートされた読取り専用外部ファイルのコピーである場合は
YES、そうでない場合は NO。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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PLUGIN_CHANGE# NUMBER 外部データファイルがデータベースにトランスポートされたときの
SCN。このファイルが外部データベース・ファイルでない場合、値は 0
です。

PLUGIN_RESETLOGS_CHANGE# NUMBER この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の SCN。このファイルが外部データベース・ファイル

でない場合、値は 0です。

PLUGIN_RESETLOGS_TIME DATE この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の時刻。このファイルが外部データベース・ファイル

でない場合、値は 0です。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
リカバリ・カタログ・ビュー 4-49



RC_LOG_HISTORY
RC_LOG_HISTORY

このビューは、オンライン REDO ログについての履歴情報をリストします。Oracle がオンライ
ン REDO ログから切り替わるたびに、Recovery Manager はカタログの再同期化中に新規の行
を追加します。このカタログ・ビューは、V$LOG_HISTORYビューに対応しています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RECID NUMBER V$LOG_HISTORYからの REDO ログの履歴の RECID。RECIDと STAMP
は、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識
別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$LOG_HISTORYからの REDO ログの履歴の STAMP。RECIDと STAMP
は、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識
別する連結主キーを構成します。

THREAD# NUMBER オンライン REDO ログのスレッド番号。

SEQUENCE# NUMBER REDO ログのログ順序番号。

FIRST_CHANGE# NUMBER REDO ログへの切替時に生成された SCN。

FIRST_TIME DATE REDO ログに切り替えたときのタイムスタンプ。

NEXT_CHANGE# NUMBER スレッド内にある次の REDO ログの 初の SCN。

CLEARED VARCHAR2(3) REDO ログが

ALTER DATABASE CLEAR LOGFILE文で消去された場合は YES、それ以外

の場合は NULL。この文を使用すると、ログを 初にアーカイブしなくても

初期化できます。
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このビューはデータファイルのオフライン範囲をリストします。このビューは、
V$OFFLINE_RANGEビューに対応しています。

データファイルにオフライン範囲が作成されるのは、 初にその表領域が NORMAL モードに
よるオフラインまたは読取り専用に変更され、その後にオンラインまたは読取り / 書込み可能
に変更されたときです。データファイル自体がオフラインに変更された場合、あるいは表領域
が IMMEDIATE モードでオフラインに変更される場合、オフライン範囲は作成されません。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RECID NUMBER V$OFFLINE_RANGEからのオフライン範囲のレコード識別子。RECIDと

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一

意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$OFFLINE_RANGEからのオフライン範囲のスタンプ。RECIDと STAMP
は、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一意に識
別する連結主キーを構成します。

FILE# NUMBER データファイルの絶対ファイル番号。

CREATION_CHANGE# NUMBER データファイル作成時の SCN。

OFFLINE_CHANGE# NUMBER データファイルをオフラインにしたときに記録された SCN。

ONLINE_CHANGE# NUMBER オンライン・チェックポイント SCN。

ONLINE_TIME DATE オンライン・チェックポイント時刻。

CF_CREATE_TIME DATE 制御ファイル作成の時刻。
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このビューでは、プロキシ・コピー機能を使用して作成したアーカイブ・ログのバックアップ
を説明します。このビューは、V$PROXY_ARCHIVEDLOGビューに対応しています。

プロキシ・コピーでは、メディア・マネージャがデータのバックアップとリストアの操作を行
います。各行で 1 つの制御ファイルの 1 つのバックアップを説明します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

XAL_KEY NUMBER リカバリ・カタログのプロキシ・コピーの主キー。Recovery Manager がリ

カバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行すると、この

値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$PROXY_ARCHIVEDLOGからのプロキシ・コピー・レコードの識別子。

RECIDと STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレ

コードを一意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$PROXY_ARCHIVEDLOGからのプロキシ・コピーの STAMP。RECIDと

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一

意に識別する連結主キーを構成します。

TAG VARCHAR2(32) プロキシ・コピーのタグ。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) プロキシ・コピーを格納するメディア・デバイスのタイプ。

HANDLE VARCHAR2(1024) プロキシ・コピーの名前またはハンドル。Recovery Manager は、この値

を、アーカイブ REDO ログのプロキシ・コピーを作成したメディア・マ

ネージャに渡します。

COMMENTS VARCHAR2(255) プロキシ・コピーについてのコメント。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを作成したメディア・マネージャについての詳細コメン
ト。

MEDIA_POOL NUMBER プロキシ・コピーを格納するメディア・プールの数。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期限切

れ）または D（削除済）。

THREAD# NUMBER REDO スレッドの番号。

SEQUENCE# NUMBER ログ順序番号。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER このアーカイブ・ログが属しているデータベース・インカネーションの
RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE このアーカイブ・ログが属しているデータベース・インカネーションの
RESETLOGSのタイムスタンプ。

FIRST_CHANGE# NUMBER この REDO ログの 初の SCN。

FIRST_TIME DATE REDO ログに切り替えた時刻。

NEXT_CHANGE# NUMBER スレッド内にある次の REDO ログの 初の SCN。

NEXT_TIME DATE スレッド内にある次の REDO ログの 初のタイムスタンプ。

BLOCKS NUMBER このアーカイブ REDO ログのサイズ（オペレーティング・システム・ブ

ロック数）。

BLOCK_SIZE NUMBER コピーのブロック・サイズ（バイト）。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) 順次メディア・デバイスのタイプ。

START_TIME DATE プロキシ・コピーの開始時刻。
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COMPLETION_TIME DATE プロキシ・コピーの完了時刻。

ELAPSED_SECONDS NUMBER プロキシ・コピーの実行時間。

RSR_KEY NUMBER Recovery Manager のステータス・レコードの主キー。この列を使用して、

RC_RMAN_STATUSと結合します。

TERMINAL VARCHAR2(3) このレコードが、V$ARCHIVED_LOGに定義されたターミナル・アーカイブ

REDO ログに対応している場合は YES。

KEEP VARCHAR2(3) このプロキシ・コピーの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICYの値

とは異なるかどうかを示します。可能な値は YESおよび NOです。

KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) このプロキシ・コピーに指定された KEEPオプション。可能な値は、

NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、データ

ベースがマウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成されたこ
とを示します。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバックアップが作

成されたことを示します。したがって、一貫性のある状態にするには、
アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必要があります。LOGSは、

LOGSキーワードを使用して長期間バックアップが作成されたことを示しま

す。現在、LOGSキーワードは使用不可です。NULLは、このバックアップ

には KEEPオプションが指定されておらず、保存方針に基づいて不要とさ

れることを示します。

KEEP_UNTIL DATE BACKUPコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列にプ

ロキシ・コピーが不要になる直前の日付が表示されます。列が NULLで

KEEP OPTIONSが NULLでなければ、プロキシ・コピーが不要とされるこ

とはありません。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_PROXY_ARCHIVELOG_DETAILSビューは、リカバリ・カタログに登録されている各データ
ベースに対するアーカイブ REDO ログのプロキシ・コピーのバックアップに関する詳細情報を
表示します。

このビューは、リカバリ・カタログに登録されている各データベースに対して 1 つのレコード
を表示します。そのため、登録されているデータベースが 1 つのみの場合、このビューで表示
される行は、アーカイブ REDO ログのプロキシ・コピーの実行回数に関係なく 1 行です。この
ビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_STAMPとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDとともに使用して、このバックアップ・ジョブの出力

を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

COPY_KEY NUMBER このプロキシ・コピーに対する一意の識別子。

THREAD# NUMBER バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルの REDO スレッド

番号。

SEQUENCE# NUMBER バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルのログの順序番号。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルのデータベースの

インカネーションに対する OPEN RESETLOGSのチェックポイント SCN。

RESETLOGS_TIME DATE RESETLOGS_CHANGE#に対応する時刻。

HANDLE VARCHAR2(1024) プロキシ・コピーのファイル名。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを作成したメディア・マネージャについての詳細コメン
ト。

MEDIA_POOL NUMBER バックアップを格納するメディア・プールの数。

TAG VARCHAR2(32) このバックアップに指定されたタグ。

FIRST_CHANGE# NUMBER アーカイブ REDO ログ・ファイルに含まれている 初の変更 SCN。

NEXT_CHANGE# NUMBER このアーカイブ REDO ログ・ファイルの後で次に変更された SCN。

FIRST_TIME DATE FIRST_CHANGE#に対応する時刻。

NEXT_TIME DATE NEXT_CHANGE#に対応する時刻。

OUTPUT_BYTES NUMBER このジョブで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

COMPLETION_TIME DATE ジョブの完了時刻。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
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RC_PROXY_ARCHIVELOG_SUMMARYビューには、アーカイブ REDO ログのプロキシ・コピー
のバックアップのサマリーが含まれています。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

NUM_FILES_BACKED NUMBER バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルの合計数。

NUM_DISTINCT_FILES_BA
CKED

NUMBER バックアップされた個別アーカイブ REDO ログ・ファイルの数。

MIN_FIRST_CHANGE# NUMBER このサマリー内の任意の REDO ログ・ファイルの 初の SCN の 小値。

MAX_NEXT_CHANGE# NUMBER このサマリー内の任意の REDO ログ・ファイルの NEXT_CHANGE# SCN
の 大値。

MIN_FIRST_TIME DATE 任意の REDO ログの 初の変更時刻の 小値。MAX_NEXT_TIMEととも

に使用して REDO の範囲を構成します。

MAX_NEXT_TIME DATE このセッション内の任意の REDO ログの後で次に変更された時刻の 大

値。

OUTPUT_BYTES NUMBER このジョブで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
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このビューは、プロキシ・コピー機能を使用して作成した制御ファイルのバックアップを説明
します。このビューは、V$PROXY_DATAFILEビューに対応しています。

プロキシ・コピーでは、メディア・マネージャがデータのバックアップとリストアの操作を行
います。各行で 1 つの制御ファイルの 1 つのバックアップを説明します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

XCF_KEY NUMBER リカバリ・カタログのプロキシ・コピーの主キー。Recovery Manager がリ

カバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行すると、この

値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$PROXY_DATAFILEからのプロキシ・コピー・レコードの識別子。

RECIDと STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレ

コードを一意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$PROXY_DATAFILE からのプロキシ・コピーの STAMP。RECID と

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコードを一

意に識別する連結主キーを構成します。

TAG VARCHAR2(32) プロキシ・コピーのタグ。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER このデータファイルが属しているデータベース・インカネーションの
RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE このデータファイルが属しているデータベース・インカネーションの
RESETLOGSのタイムスタンプ。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER このコピーの作成時におけるデータファイル・チェックポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE このコピーの作成時におけるデータファイル・チェックポイント時刻。

CREATION_TIME DATE 制御ファイルの作成時刻。

BLOCK_SIZE NUMBER コピーのブロック・サイズ（バイト）。

BLOCKS NUMBER コピー内のブロック数。

MIN_OFFR_RECID NUMBER 内部使用のみ。

OLDEST_OFFLINE_RANGE NUMBER 内部使用のみ。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) 順次メディア・デバイスのタイプ。

HANDLE VARCHAR2(1024) プロキシ・コピーの名前またはハンドル。Recovery Manager は、この値

を、ファイルを識別するオペレーティング・システム固有のレイヤーに渡
します。

COMMENTS VARCHAR2(255) プロキシ・コピーについてのコメント。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを作成したメディア・マネージャについての詳細コメン
ト。

MEDIA_POOL NUMBER プロキシ・コピーを格納するメディア・プールの数。

START_TIME DATE プロキシ・コピーの開始時刻。

COMPLETION_TIME DATE プロキシ・コピーの完了時刻。

ELAPSED_SECONDS NUMBER プロキシ・コピーの実行時間。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期限切

れ）または D（削除済）。
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KEEP VARCHAR2(3) このプロキシ・コピーの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICYの値

とは異なるかどうかを示します。可能な値は YESおよび NOです。

KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) この制御ファイル・バックアップに指定された KEEPオプション。可能な

値は、NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、

データベースがマウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成さ
れたことを示します。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバックアッ

プが作成されたことを示します。したがって、一貫性のある状態にするに
は、アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必要があります。LOGS
は、LOGSキーワードを使用して長期間バックアップが作成されたことを示

します。現在、LOGSキーワードは使用不可です。NULLは、このバック

アップには KEEPオプションが指定されておらず、保存方針に基づいて不

要とされることを示します。

KEEP_UNTIL DATE BACKUPコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列に制

御ファイル・バックアップが不要になる直前の日付が表示されます。列が
NULLで、KEEP OPTIONSが NULLでなければ、バックアップが不要とされ

ることはありません。

CONTROLFILE_TYPE VARCHAR2(1) 制御ファイル・コピーのタイプ。B（通常のコピー）または S（スタンバ

イ・コピー）。

RSR_KEY NUMBER このバックアップ・ピースを作成した RC_RMAN_STATUSの行に対する一

意のキー。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_PROXY_COPY_DETAILSビューには、リカバリ・カタログに登録されているデータベース
のプロキシ・コピーのバックアップに関する詳細情報が含まれています。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_STAMPとともに使用して、このプロキシ・コピー操作による

出力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDとともに使用して、このプロキシ・コピー操作による

出力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RSR_KEY NUMBER このプロキシ・コピーを作成したジョブに対応する RC_RMAN_STATUSの

行に対する一意のキー。

COPY_KEY NUMBER このプロキシ・コピーに対する一意の識別子。

FILE# NUMBER プロキシ・コピーが作成されたデータファイルの絶対ファイル番号。

HANDLE VARCHAR2(1024) プロキシ・コピーのハンドルはリストア操作のためのコピーを識別しま
す。

COMMENTS VARCHAR2(255) このバックアップを格納したメディア・マネージャについての詳細コメン
ト。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを格納するメディア・マネージャを識別します。

MEDIA_POOL NUMBER コピーを格納するメディア・プールの数。これは Recovery Manager の
BACKUPコマンドの POOLオペランドに入力された値と同じ値です。

TAG VARCHAR2(32) このプロキシ・コピーに関連付けられているタグ。

CREATION_CHANGE# NUMBER データファイル作成時の SCN。

CREATION_TIME DATE CREATION_CHANGE#に対応する時刻。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER プロキシ・コピー作成時におけるチェックポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE CHECKPOINT_CHANGE#に対応する時刻。

OUTPUT_BYTES NUMBER このプロキシ・コピー操作で生成されたすべての出力ピースの合計サイ
ズ。

COMPLETION_TIME DATE プロキシ・コピーの完了時刻。

CONTROLFILE_TYPE VARCHAR2(1) 可能な値は、通常の制御ファイルの場合は B、スタンバイ制御ファイルの

場合は Sです。

KEEP VARCHAR2(3) このバックアップの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICYの値

とは異なるかどうかを示します。可能な値は YESおよび NOです。

KEEP_UNTIL DATE KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列にこのバックアップが

不要になる直前の日付が表示されます。列が NULLで、KEEP_OPTIONS
が NULLでない場合、バックアップが不要とされることはありません。
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KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) このバックアップに指定された KEEPオプション。可能な値は、NOLOGS、
BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、データベースがマ

ウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成されたことを示しま
す。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバックアップが作成されたこ

とを示します。したがって、一貫性のある状態にするには、アーカイブ・
ログ・バックアップを適用する必要があります。LOGSは、LOGSキー

ワードを使用して長期間バックアップが作成されたことを示します。現
在、LOGSキーワードは使用不可です。NULLは、このバックアップには

KEEPオプションが指定されておらず、保存方針に基づいて不要とされる

ことを示します。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_PROXY_COPY_SUMMARYビューには、リカバリ・カタログに登録されているデータベース
で使用可能なすべてのプロキシ・コピーのバックアップに関する集計情報が含まれています。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER このデータベースに対する主キー。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

NUM_COPIES NUMBER このデータベースに対するすべてのプロキシ・コピー操作で作成されたコ
ピー数。

NUM_DISTINCT_COPIES NUMBER このデータベースに対するすべてのプロキシ・コピー操作で作成された
個々のコピー数。

MIN_CHECKPOINT_CHANGE
#

NUMBER このデータベースに対する任意のプロキシ・コピーにおける 小チェック
ポイント SCN。

MAX_CHECKPOINT_CHANGE
#

NUMBER このデータベースに対する任意のプロキシ・コピーにおける 大チェック
ポイント SCN。

MIN_CHECKPOINT_TIME DATE このデータベースに対する任意のプロキシ・コピーにおける も古い
チェックポイント時刻。

MAX_CHECKPOINT_TIME DATE このデータベースに対する任意のプロキシ・コピーにおける 新のチェッ
クポイント時刻。

OUTPUT_BYTES NUMBER プロキシ・コピーで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。
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このビューでは、プロキシ・コピー機能を使用して作成したデータファイルのバックアップを
説明します。このビューは、V$PROXY_DATAFILEビューに対応しています。

プロキシ・コピーでは、メディア・マネージャがデータのバックアップとリストアの操作を行
います。各行が 1 データベース・ファイルの 1 バックアップを表します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほと
んどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この
列を使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

XDF_KEY NUMBER リカバリ・カタログのプロキシ・コピーの主キー。Recovery Manager
がリカバリ・カタログに接続している間に LISTコマンドを発行する

と、この値が出力の KEY列に表示されます。

RECID NUMBER V$PROXY_DATAFILEからのプロキシ・コピー・レコードの識別子。

RECIDと STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこの

レコードを一意に識別する連結主キーを構成します。

STAMP NUMBER V$PROXY_DATAFILEからのプロキシ・コピーの STAMP。RECIDと

STAMPは、ターゲット・データベース制御ファイル内でこのレコード

を一意に識別する連結主キーを構成します。

TAG VARCHAR2(32) プロキシ・コピーのタグ。

FILE# NUMBER プロキシ・コピーが作成されたデータファイルの絶対ファイル番号。

CREATION_CHANGE# NUMBER データファイル作成時の SCN。

CREATION_TIME DATE データファイル作成時の時刻。

RESETLOGS_CHANGE# NUMBER データファイル・ヘッダー内の 新 RESETLOGSの SCN。

RESETLOGS_TIME DATE データファイル・ヘッダー内の 新 RESETLOGSのタイムスタンプ。

INCREMENTAL_LEVEL NUMBER このコピーが増分バックアップの一部の場合は 0、それ以外の場合は

NULL。

CHECKPOINT_CHANGE# NUMBER コピー作成時におけるチェックポイント SCN。

CHECKPOINT_TIME DATE コピー作成時におけるチェックポイント時刻。

ABSOLUTE_FUZZY_CHANGE# NUMBER 認識されている場合は、ファイルのいずれかのブロック内にある一番
大きい値の SCN。ファイルがファジーにならないように、リカバリは

少なくともこの SCN まで進行させる必要があります。

RECOVERY_FUZZY_CHANGE# NUMBER ファイルをファジーにしないために、リカバリ操作が到達する必要の
ある SCN。NULLでない場合は、このファイルでデータベースをオー

プンする前に、少なくとも指定された SCN までのリカバリが必要で

す。

RECOVERY_FUZZY_TIME DATE RECOVERY_FUZZY_CHANGE#に対応付けられている時刻。

ONLINE_FUZZY VARCHAR2(3) YESまたは NO。YESに設定されている場合、このコピーはインスタン

ス障害または OFFLINE IMMEDIATEの後に作成されたものです（また

はデータベースがオープン状態で不適切に作成されたコピーのコピー
です）。ファイルに一貫性を持たせるには、次のクラッシュ・リカバ
リ・マーカーまでのすべての REDO を適用するリカバリが必要です。

BACKUP_FUZZY VARCHAR2(3) YESまたは NO。YESに設定されている場合、このコピーは BEGIN 
BACKUP/END BACKUPのバックアップ方式により作成されています。

このコピーに一貫性を持たせるには、ALTER TABLESPACE END 
BACKUP文を発行するときに REDO ストリームに置かれたマーカーま

で、すべての REDO を適用するリカバリが必要です。
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BLOCKS NUMBER ブロック単位のデータファイルのコピーのサイズ（およびコピーを作
成したときのデータファイルのサイズ）。

BLOCK_SIZE NUMBER コピーのブロック・サイズ（バイト）。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) 順次メディア・デバイスのタイプ。

HANDLE VARCHAR2(1024) プロキシ・コピーの名前またはハンドル。Recovery Manager は、この

値を、ファイルを識別するオペレーティング・システム固有のレイ
ヤーに渡します。

COMMENTS VARCHAR2(255) プロキシ・コピーについてのコメント。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを作成したメディア・マネージャについての詳細コ
メント。

MEDIA_POOL NUMBER プロキシ・コピーを格納するメディア・プールの数。

START_TIME DATE プロキシ・コピーの開始時刻。

COMPLETION_TIME DATE プロキシ・コピーの完了時刻。

ELAPSED_SECONDS NUMBER プロキシ・コピーの実行時間。

STATUS VARCHAR2(1) バックアップ・セットの状態。A（使用可能）、U（使用不可能）、X（期

限切れ）または D（削除済）。

KEEP VARCHAR2(3) このプロキシ・コピーの保存方針が CONFIGURE RETENTION POLICY
の値とは異なるかどうか（YESまたは NO）を示します。

KEEP_UNTIL DATE BACKUPコマンドの KEEP UNTIL TIME句を指定した場合は、この列

にデータファイル・バックアップが不要になる直前の日付が表示され
ます。列が NULLで、KEEP OPTIONSが NULLでなければ、バック

アップが不要とされることはありません。

KEEP_OPTIONS VARCHAR2(11) このバックアップに指定された KEEPオプション。可能な値は、

NOLOGS、BACKUP_LOGS、LOGSおよび NULLです。NOLOGSは、デー

タベースがマウントされたときに一貫性のあるバックアップが作成さ
れたことを示します。BACKUP_LOGSは、オープン・モードでバック

アップが作成されたことを示します。したがって、一貫性のある状態
にするには、アーカイブ・ログ・バックアップを適用する必要があり
ます。LOGSは、LOGSキーワードを使用して長期間バックアップが作

成されたことを示します。現在、LOGSキーワードは使用不可です。

NULLは、このバックアップには KEEPオプションが指定されておら

ず、保存方針に基づいて不要とされることを示します。

RSR_KEY NUMBER このプロキシ・コピーを作成したジョブに対応する RC_RMAN_STATUS
の行に対する一意のキー。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主

キー。Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意

です。SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データ

ベースの DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

FOREIGN_DBID NUMBER このデータファイルのトランスポート元であるデータベースの外部
DBID。バックアップされたファイルが外部データベース・ファイルで

ない場合、値は 0になります。

PLUGGED_READONLY VARCHAR2(3) トランスポートされた読取り専用外部ファイルのプロキシ・コピーで
ある場合は YES、そうでない場合は NO。

PLUGIN_CHANGE# NUMBER 外部データファイルがデータベースにトランスポートされたときの
SCN。このファイルが外部データベース・ファイルでない場合、値は

0です。

PLUGIN_RESETLOGS_CHANGE# NUMBER この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の SCN。このファイルが外部データベース・ファイ

ルでない場合、値は 0です。

PLUGIN_RESETLOGS_TIME DATE この外部ファイルがトランスポートされたインカネーションに対する
RESETLOGS操作の時刻。このファイルが外部データベース・ファイル

でない場合、値は 0です。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは、前回のカタログ再同期化以降の、データベースのすべてのインカネーションの
オンライン REDO ログに関する情報をリストします。このビューは、V$LOGと V$LOGFILE
ビューの結合に対応しています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

THREAD# NUMBER REDO スレッドの番号。

GROUP# NUMBER オンライン REDO ログ・グループの番号。

NAME VARCHAR2(1024) オンライン REDO ログ・ファイルの名前。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主キー。

Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

BYTES NUMBER ファイルのサイズ（バイト）。

TYPE VARCHAR2(7) REDO ログのタイプ : ONLINEまたは STANDBY。
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RC_REDO_THREAD

このビューは、前回のカタログ再同期化以降の、データベースの全インカネーションの全
REDO スレッドに関するデータをリストします。このビューは V$THREADに対応しています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

THREAD# NUMBER データベース・インカネーションの REDO スレッド番号。

STATUS VARCHAR2(1) REDO スレッドの状態。D（使用禁止）、E（使用可能）または O（オープ

ン）。

SEQUENCE# NUMBER 後に割り当てられたログ順序番号。

ENABLE_CHANGE# NUMBER このスレッドが使用可能になったときの SCN。

ENABLE_TIME DATE このスレッドが使用可能になった時刻。

DISABLE_CHANGE# NUMBER このスレッドが使用禁止になった時点での 新 SCN。スレッドがまだ使用

禁止になっている場合、このスレッドに関してこの SCN 以降の REDO は

存在しません。スレッドが使用可能になっている場合、このスレッドに関
して DISABLE_CHANGE#から ENABLE_CHANGE#までの REDO は存在しま

せん。

DISABLE_TIME DATE このスレッドが使用禁止になった 新時刻。
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このビューは、前回のカタログ再同期化以降の、データベースのすべてのインカネーションの
全リストア・ポイントをリストします。このビューは V$RESTORE_POINTに対応しています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。
この列を使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構

成します。

RECID NUMBER 制御ファイル内の対応する行のレコード ID。

STAMP NUMBER 制御ファイル内の行のタイムスタンプ。（制御ファイル・レコード
は再利用されるため、タイムスタンプとレコード ID を組み合せ

て、RC_RMAN_STATUS内のすべてのレコードで一意の値を取得

する必要があります。）

SITE_KEY NUMBER このリストア・ポイントと関連付けられている Data Guard デー

タベースの主キー。Data Guard 環境にある各データベースの

SITE_KEYの値は一意です。SITE_KEYを使用して RC_SITE
ビューと結合すると、データベースの DB_UNIQUE_NAMEを取得

できます。

NAME VARCHAR2(128) リストア・ポイントの名前。

RESTORE_POINT_TIME DATE リストア・ポイント SCN に対応するデータベースの時刻。

CREATION_TIME DATE リストア・ポイントを作成したときの時刻。

SCN NUMBER リストア・ポイントを作成したときのデータベース SCN。

LONG_TERM VARCHAR2(3) KEEPオプションを指定して作成されたバックアップに対応した

リストア・ポイントの場合は YES、そうでない場合は NO。

PRESERVED VARCHAR2(3) リストア・ポイントを明示的に削除する必要がある場合は YES、
そうでない場合は NO。

GUARANTEE_FLASHBACK_DATABASE VARCHAR2(3) この時点までフラッシュバックできるようにフラッシュバック・
ログを保持しておく必要がある場合は YES、そうでない場合は

NO。
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このビューは、リカバリ・カタログの再同期化に関する情報をリストします。すべての完全再
同期化では、ターゲット・データベースの制御ファイルのスナップショットが作成され、その
スナップショットからリカバリ・カタログが再同期化されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RESYNC_KEY NUMBER 再同期化の主キー。

CONTROLFILE_CHANGE# NUMBER カタログの再同期化が開始された制御ファイル・チェックポイント SCN。

CONTROLFILE_TIME DATE カタログの再同期化が開始された制御ファイル・チェックポイントのタイ
ムスタンプ。

CONTROLFILE_SEQUENCE# NUMBER 制御ファイルの順序番号。

CONTROLFILE_VERSION DATE カタログが再同期化された元の制御ファイルのバージョンに対する作成時
刻。

RESYNC_TYPE VARCHAR2(7) 再同期化のタイプ。FULL（全体）または PARTIAL（部分）。

DB_STATUS VARCHAR2(7) ターゲット・データベースの状態。OPEN（オープン）または MOUNTED
（マウント済）。

RESYNC_TIME DATE 再同期化の時刻。
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RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSは、Recovery Manager バックアップ・ジョブに関する詳細
情報を表示します。Recovery Manager ジョブは、Recovery Manager セッション内で実行され
る一連のコマンドです。Recovery Manager バックアップ・ジョブは、Recovery Manager ジョ
ブ内で実行される一連の BACKUPコマンドです。たとえば、同じ Recovery Manager ジョブ内
で実行される BACKUP DATABASEコマンドと BACKUP ARCHIVELOG ALLコマンドは、１つの
Recovery Manager バックアップ・ジョブを構成します。

このビューでは、同じセッションで複数の BACKUPコマンドが実行される場合でも、Recovery 
Manager セッションごとに 1 行が含まれます。SESSION_KEY列は、バックアップ・ジョブが
実行された Recovery Manager セッションに対する一意のキーです。Recovery Manager セッ
ション中に実行された操作の詳細は、RC_RMAN_BACKUP_SUBJOB_DETAILSビューを参照して
ください。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER このデータベースに対する主キー。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

SESSION_KEY NUMBER Recovery Manager セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよ

び RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_KEYおよび SESSION_STAMPとともに使用して、ジョ

ブの出力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDおよび SESSION_KEYとともに使用して、ジョ

ブの出力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

COMMAND_ID VARCHAR2（33） SET COMMAND IDを使用して設定されたユーザー指定の値、ま

たは Recovery Manager で生成された一意のコマンド ID のいず

れか。

START_TIME DATE Recovery Manager ジョブ内の 初のバックアップ・コマンドの

開始時刻。

END_TIME DATE Recovery Manager ジョブ内の 後のバックアップ・コマンドの

終了時刻。

INPUT_BYTES NUMBER この Recovery Manager ジョブ中にバックアップされたすべての

入力ファイルの合計サイズ。

OUTPUT_BYTES NUMBER この Recovery Manager ジョブで生成されたすべての出力バック

アップ・ピースの合計サイズ。

STATUS_WEIGHT NUMBER Enterprise Manager 内部で使用。

OPTIMIZED_WEIGHT NUMBER Enterprise Manager 内部で使用。

INPUT_TYPE_WEIGHT NUMBER Enterprise Manager 内部で使用。

OUTPUT_DEVICE_TYPE VARCHAR2(17) DISK、SBT_TAPEまたは *。アスタリスクは、その出力が複数の

デバイス・タイプに書き込まれたバックアップ・ジョブであるこ
とを示します。

AUTOBACKUP_COUNT NUMBER この Recovery Manager ジョブによって実行された自動バック

アップの数。

BACKED_BY_OSB VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが Oracle Secure Backup にバックアップさ

れている（YES）か、バックアップされていない（NO）かを示し

ます。

AUTOBACKUP_DONE VARCHAR2(3) YESまたは NO（制御ファイルの自動バックアップがこのバック

アップ・ジョブの一部として実行されたかどうかによって異な
る）。
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STATUS VARCHAR2（23） 次のいずれかの値になります。RUNNING WITH WARNINGS、
RUNNING WITH ERRORS、COMPLETED、COMPLETED WITH 
WARNINGS、COMPLETED WITH ERRORS、FAILED。

ジョブが失敗した場合でも、バックアップ・セットが作成されな
かったとはかぎりません。Recovery Manager がバックアップ・

セットをいくつか作成した後に、ジョブが失敗した可能性もあり
ます。したがって、RC_BACKUP_SET_DETAILSビューには、

バックアップ・ジョブで正しく作成されたバックアップ・セット
を示す行が含まれている場合があります。このビューを
RC_BACKUP_SET_DETAILSと結合すると、失敗したバックアッ

プ・ジョブに関する詳細情報を取得できます。

INPUT_TYPE VARCHAR2（13） このバックアップの入力タイプを示す値が表示されます。可能な
値は、RC_RMAN_BACKUP_TYPEビューを参照してください。

これらの値のうち複数に該当するバックアップがジョブに含まれ
る場合は、複数の行がビューに表示されます。これらの行は各入
力タイプごとに異なる INPUT_TYPE値に対応しており、

INPUT_BYTES、OUTPUT_BYTES、INPUT_BYTES_DISPLAY、
OUTPUT_BYTES_DISPLAYの各フィールドには対応する値が含ま

れます。

OPTIMIZED VARCHAR2(3) バックアップ 適化が適用されたかどうかによって YESまたは

NOになります。

ELAPSED_SECONDS NUMBER このバックアップ・ジョブの実行で経過した秒数。

COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

INPUT_BYTES_PER_SEC NUMBER 入力読取り速度（バイト / 秒）。

OUTPUT_BYTES_PER_SEC NUMBER 出力書込み速度（バイト / 秒）。

INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） INPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

INPUT_BYTES_PER_SEC_DISPLAY VARCHAR2（4000） INPUT_BYTES_PER_SECと値は同じですが、ユーザーが表示可

能な書式（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

OUTPUT_BYTES_PER_SEC_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTES_PER_SECと値は同じですが、ユーザーが表示可

能な書式（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

TIME_TAKEN_DISPLAY VARCHAR2（4000） ユーザーが表示可能な書式（hhh:mmm:sss など）に変換された

Recovery Manager ジョブの合計時間。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_RMAN_BACKUP_SUBJOB_DETAILSビューは Recovery Manager セッション内で類似する操
作グループの詳細を表示します。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER このデータベースに対する主キー。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

SESSION_RECID NUMBER SESSION_KEYおよび SESSION_STAMPとともに使用して、ジョブの出

力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

SESSION_STAMP NUMBER SESSION_RECIDおよび SESSION_KEYとともに使用して、ジョブの出

力を RC_RMAN_OUTPUTから一意に識別します。

OPERATION VARCHAR2（33） 可能な値は BACKUP、ROLLFORWARD、VALIDATEまたは BACKUPSETで

す。このビューではセッションの各操作タイプに対して 1 つずつ行があ

り、各行にはセッション中に実行されるそのタイプのすべての操作を示す
それぞれの値が含まれます。

COMMAND_ID VARCHAR2（33） SET COMMAND IDを使用して設定されたユーザー指定の値、または

Recovery Manager で生成された一意のコマンド ID のいずれか。

START_TIME DATE ジョブ内の 初のバックアップ・コマンドの開始時刻。

END_TIME DATE ジョブ内の 後のバックアップ・ジョブの終了時刻。

INPUT_BYTES NUMBER このジョブ中にバックアップされたすべての入力ファイルの合計サイズ。

OUTPUT_BYTES NUMBER このジョブで生成されたすべての出力ピースの合計サイズ。

STATUS_WEIGHT NUMBER Enterprise Manager 内部で使用。

OPTIMIZED_WEIGHT NUMBER Enterprise Manager 内部で使用。

INPUT_TYPE_WEIGHT NUMBER Enterprise Manager 内部で使用。

OUTPUT_DEVICE_TYPE VARCHAR2(17) 出力デバイスのタイプ。DISK、SBT_TAPEまたは *。アスタリスク（*）
は、その出力が複数のデバイス・タイプに書き込まれたバックアップ・
ジョブであることを示します。

BACKED_BY_OSB VARCHAR2(3) バックアップ・ピースが Oracle Secure Backup にバックアップされてい

る（YES）か、バックアップされていない（NO）かを示します。

AUTOBACKUP_DONE VARCHAR2(3) 制御ファイルの自動バックアップがこのジョブの一部として実行された
（YES）か、実行されなかった（NO）かを示します。

STATUS VARCHAR2（23） 次のいずれかの値になります。RUNNING WITH WARNINGS、RUNNING 
WITH ERRORS、COMPLETED、COMPLETED WITH WARNINGS、
COMPLETED WITH ERRORS、FAILED。

INPUT_TYPE VARCHAR2（13） 次のいずれかの値が含まれます。DATABASE FULL、RECOVERY AREA、
DATABASE INCR、DATAFILE FULL、DATAFILE INCR、ARCHIVELOG、
CONTROLFILE、SPFILE。

これらの値のうち複数に該当するバックアップがサブジョブに含まれる場
合は、複数の行がビューに表示されます。これらの行は各入力タイプごと
に異なる INPUT_TYPE値に対応しており、INPUT_BYTES、
OUTPUT_BYTES、INPUT_BYTES_DISPLAY、OUTPUT_BYTES_DISPLAY
の各フィールドには対応する値が含まれます。

OPTIMIZED VARCHAR2(3) OPERATION列の値が BACKUPの場合、バックアップ 適化が適用された

かどうかによって、OPTIMIZEDが YESまたは NOになります。

AUTOBACKUP_COUNT NUMBER このジョブによって実行された自動バックアップの数。
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COMPRESSION_RATIO NUMBER このバックアップの圧縮率。

INPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） INPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式（798.01M
または 5.25G など）に変換されます。

OUTPUT_BYTES_DISPLAY VARCHAR2（4000） OUTPUT_BYTESと値は同じですが、ユーザーが表示可能な書式

（798.01M または 5.25G など）に変換されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは Enterprise Manager 内部で使用します。

このビューは、特定のバックアップ・タイプに関するレポート生成時にその他の Enterprise 
Manager ビューのフィルタ処理で使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

WEIGHT NUMBER Enterprise Manager 内部で、異なるバックアップ・タイプの優先順位をレ

ポートに設定する場合に使用します。

INPUT_TYPE VARCHAR2（13） Enterprise Manager 内部で、さまざまなレポート画面の作成で使用される

可能なフィルタを示す場合に使用します。
リカバリ・カタログ・ビュー 4-71



RC_RMAN_CONFIGURATION
RC_RMAN_CONFIGURATION

このビューは、Recovery Manager の永続構成の設定情報をリストします。このビューは
V$RMAN_CONFIGURATIONビューに対応しています。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER この構成に対応するターゲット・データベースの主キー。この列を使用し
て、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

CONF# NUMBER この構成レコードを、所有するターゲット・データベース内で識別する一
意キー。

NAME VARCHAR2(65) 構成のタイプ。CONFIGUREコマンドのほとんどのオプションは有効なタイ

プです。ただし、CONFIGURE EXCLUDE（RC_TABLESPACEの説明を参

照）、CONFIGURE AUXNAME（RC_DATAFILEの説明を参照）および

CONFIGURE SNAPSHOT CONTROLFILE（制御ファイルにのみ格納）は、無

効です。

VALUE VARCHAR2(1025) CONFIGUREコマンドの設定。たとえば、RETENTION POLICY TO 
RECOVERY WINDOW OF 1 DAYSなどです。

DB_UNIQUE_NAME VARCHAR2(512) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_UNIQUE_NAME。Data Guard 環境のすべてのデータベースで同一の

DBID が共有されていますが、DB_UNIQUE_NAMEの値は異なります。特定

のファイルに対するデータベース名が不明の場合、この列の値は NULL で

す。たとえば、Oracle Database 11g より前のバージョンの Recovery 
Manager で管理されているデータベースの行は NULL です。

SITE_KEY NUMBER この構成と関連付けられている Data Guard データベースの主キー。Data 
Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一意です。

SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、データベースの

DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。
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RC_RMAN_OUTPUTビューは、制御ファイル・ビュー V$RMAN_OUTPUTに対応しています。

このビューは、主に Enterprise Manager 内部で使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

RSR_KEY NUMBER この出力を作成したジョブに対応する RC_RMAN_STATUSの行に対する一

意キー。

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

RECID NUMBER このデータベースに対する V$RMAN_OUTPUT.RECIDに表示される値が含

まれます。

STAMP NUMBER このライン・アウト出力の行が追加されたときのスタンプ（順序付けに使
用）。

OUTPUT VARCHAR2(130) Recovery Manager の出力テキスト。
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このビューには、このリカバリ・カタログに対応付けられているすべてのデータベースでの
Recovery Manager 操作の履歴情報が含まれます。このビューには、基本的に V$RMAN_STATUS
と同じ情報が含まれます。ただし、現行のセッションに関する情報は含まれません。

すべての Recovery Manager 操作（バックアップ、リストア、バックアップの削除など）が、
この表に記録されます。この表は、各 Recovery Manager セッション（Recovery Manager クラ
イアントが終了するまでに実行されたすべての操作を含む、Recovery Manager クライアントの
実行）の状態、セッション中に実行された操作、および再帰的操作を表示するように構成され
ています。

また、RC_RMAN_STATUSには、V$RMAN_STATUSには含まれていない RSR_KEY列、
PARENT_KEY列および SESSION_KEY列が含まれます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんどのカタログ・
ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER データベース・インカネーションに対する主キー。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

RECID NUMBER 制御ファイル内の対応する行のレコード ID。

STAMP NUMBER 制御ファイル内の行のタイムスタンプ。（制御ファイル・レコードは再利用
されるため、タイムスタンプとレコード ID を組み合せて、

RC_RMAN_STATUS内のすべてのレコードで一意の値を取得する必要があり

ます。）

RSR_KEY NUMBER この行に対する一意のキー。

PARENT_KEY NUMBER この行の親行に対する RSR_KEYの値。

SESSION_KEY NUMBER この行に対応付けられたセッション行に対する RSR_KEYの値。

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

ROW_TYPE VARCHAR2（33） この行で表される操作のタイプ。可能な値は次のとおりです。

� レベル 0 の行の場合は SESSION

� レベル 1 の行の場合は COMMAND

� レベル 2 以上の行の場合は RECURSIVE OPERATION

ROW_LEVEL NUMBER この行のレベル。

� 0の場合、これはセッション行です。つまり、ROW_TYPEは SESSION
となっており、この行は、Recovery Manager クライアントが起動され

たことを表します。

� 1の場合、この行は Recovery Manager クライアントにコマンドを入力

して実行したことを表します。レベル 1 の行の場合、ROW_TYPEは

COMMANDです。

� 2以上の場合、この行は再帰的操作であることを表します。再帰的操

作とは、Recovery Manager コマンドの補助操作（データベース・バッ

クアップに関連して実行される制御ファイルの自動バックアップなど）
のことです。レベル 2 以上の行の場合、ROW_TYPEは RECURSIVE 
OPERATIONです。

OPERATION VARCHAR2（33） この行で表される操作の名前。SESSION操作の場合、この列は RMANに設

定されます。COMMAND操作の場合、この列は実行されたコマンド

（BACKUP、RESTORE、CONFIGURE、REPORTなど）を表します。

STATUS VARCHAR2（33） この行で表される操作の状態。可能な値は、COMPLETED、COMPLETED 
WITH WARNINGS、COMPLETED WITH ERRORSおよび FAILEDです。

COMMAND_ID VARCHAR2（33） ユーザー指定のコマンド ID。コマンド ID は、Recovery Manager で SET 
COMMAND ID構文を使用して変更できます。デフォルトでは、コマンド ID
は、Recovery Manager の起動時に ISO 規格の書式で設定されます。
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MBYTES_PROCESSED NUMBER この行で表される操作でデータ転送（データのバックアップやリストアな
ど）を実行した場合、この列には操作で処理された MB 数が含まれます。

それ以外の場合、この列には NULLが含まれます。

START_TIME DATE この行で表される操作の開始時刻。

END_TIME DATE この行で表される操作の終了時刻。

JOB_KEY NUMBER Recovery Manager セッションのキー。SESSION_KEYと同じです。

INPUT_BYTES NUMBER 読み取られた入力バイト数。

OUTPUT_BYTES NUMBER 書き込まれた入力バイト数。

OPTIMIZED VARCHAR2(3) バックアップ・ジョブ時にバックアップの 適化が適用される場合は YES。
それ以外の場合は NO。

OBJECT_TYPE VARCHAR2(80) 次のいずれかの値が含まれます。DATABASE FULL、RECOVERY AREA、
DATABASE INCR、DATAFILE FULL、DATAFILE INCR、ARCHIVELOG、
CONTROLFILE、SPFILE。

SESSION_RECID NUMBER ROW_TYPEが SESSION（つまり、この行は親を持たず、Recovery Manager
セッションを表す）の場合、この行には NULLが含まれます。それ以外の

場合は、この行に対応付けられたセッションを表す行のレコード ID が含ま

れます。

SESSION_STAMP NUMBER ROW_TYPEが SESSION（つまり、この行は親を持たず、Recovery Manager
セッションを表す）の場合、この行には NULLが含まれます。それ以外の

場合は、この行に対応付けられたセッションを表す行のタイムスタンプが
含まれます。

OUTPUT_DEVICE_TYPE VARCHAR2(17) 出力デバイスのタイプ。DISK、SBT_TAPEまたは *。アスタリスク（*）
は、複数のデバイス・タイプに出力が書き込まれたことを示します。

SITE_KEY NUMBER Recovery Manager のステータス情報と関連付けられている Data Guard
データベースの主キー。Data Guard 環境にある各データベースの

SITE_KEYの値は一意です。SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合

すると、データベースの DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

OSB_ALLOCATED VARCHAR2(3) このセッションが Oracle Secure Backup に対して SBT チャネルを割り当て

た場合は YES、割り当てていない場合は NO。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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このビューは、リカバリ・カタログで認識されている Data Guard 環境のすべてのデータベー
スに関する情報を表示します。このビューを使用すると、DB_UNIQUE_NAME列を持たない
ビューに対して、その値を取得できます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

SITE_KEY NUMBER このデータベースの一意のキー。RC_SITE.SITE_KEY列をその他の

ビューの RC_SITE列と結合すると、バックアップに関連付けられている

DB_UNIQUE_NAMEを特定できます。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DATABASE_ROLE VARCHAR2(7) Data Guard 環境でのデータベースのロール。

CF_CREATE_TIME DATE 制御ファイルの作成日。

DB_UNIQUE_NAME VARCHAR2(30) データベースの DB_UNIQUE_NAME。Data Guard 環境のすべてのデータ

ベースで同一の DBID が共有されていますが、DB_UNIQUE_NAMEの値は異

なります。
4-76 Oracle Database バックアップおよびリカバリ・リファレンス



RC_STORED_SCRIPT
RC_STORED_SCRIPT

このビューは、リカバリ・カタログに格納されているスクリプトに関する情報をリストします。
このビューでは、1 ストアド・スクリプトに対して 1 行の説明があります。Recovery Manager
のスクリプト管理コマンド（LIST SCRIPT NAMES、LIST SCRIPTなど）を使用すると、こ
の情報をより簡単に表示できます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER このストアド・スクリプトを所有しているデータベースに対する主キー。
この列を使用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

SCRIPT_NAME VARCHAR2(100) ストアド・スクリプトの名前。

SCRIPT_COMMENT VARCHAR2(255) このスクリプトの作成時にユーザーが入力したコメント。コメントが入力
されなかった場合は NULL。
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このビューは、リカバリ・カタログ内のストアド・スクリプトの個々の行に関する情報をリス
トします。このビューでは、1 ストアド・スクリプトに対して 1 行の説明があります。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER このストアド・スクリプトを所有しているデータベースに対する主キー。
この列を使用して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

SCRIPT_NAME VARCHAR2(100) ストアド・スクリプトの名前。

LINE NUMBER ストアド・スクリプトの行番号。スクリプトの行は、SCRIPT_NAMEおよ

び LINEによって一意に識別されます。

TEXT VARCHAR2(1024) ストアド・スクリプトの行のテキスト。
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このビューは、リカバリ・カタログに登録されているすべての表領域、すべての削除済表領域
および古いインカネーションに属している表領域をリストします。このビューは、
V$TABLESPACEビューに対応しています。表領域属性の現行の値を表示します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほとんど
のカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。この列を
使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成します。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

TS# NUMBER ターゲット・データベースでの表領域 ID。表領域を削除し、再作成した場

合は、同じインカネーションに複数の TS#が存在します。

NAME VARCHAR2(30) 表領域名。表領域を削除し、再作成した場合は、同じインカネーションに
その名前が複数存在している可能性があります。

CREATION_CHANGE# NUMBER 作成時の SCN（ 初のデータファイルから）。

CREATION_TIME DATE 表領域の作成時刻。制御ファイルを作成後にオフラインの表領域は NULL。

DROP_CHANGE# NUMBER 表領域を削除したときに記録された SCN。同じ TS#を持つ新規の表領域が

発見された場合、DROP_CHANGE#はその表領域の CREATION_CHANGE#に

設定されます。それ以外の場合、値は RC_CHECKPOINT.CKP_SCNに設定さ

れます。

DROP_TIME DATE 表領域を削除したときの時刻。

INCLUDED_IN_DATABASE_
BACKUP

VARCHAR2(3) この表領域がデータベース全体のバックアップに含まれるかどうかを YES
または NOで示します。NO値が発生するのは、このデータファイルを所有

する表領域に対して CONFIGURE EXCLUDEが実行された場合のみです。

BIGFILE VARCHAR2(3) この表領域が BIGFILEオプションを使用して作成された表領域かどうかを

示します。

TEMPORARY VARCHAR2(3) データベースがローカル管理の一時表領域の場合は YES。それ以外の場合

は NO。

ENCRYPT_IN_BACKUP VARCHAR2(3) 可能な値は次のとおりです。

� ON: 表領域レベルで暗号化を有効にします。

� OFF: 表領域レベルで暗号化を無効にします。

� NULL: 表領域レベルでの暗号化の有効化または無効化を明示的に行い

ません（デフォルト、または CLEAREDの場合）。
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このビューは、リカバリ・カタログに登録されているすべての一時ファイルに関する情報をリ
ストします。このビューは、V$TEMPFILEビューに対応しています。一時ファイルは、その表
領域が削除された場合、削除されたものとして表示されます。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_KEY NUMBER ターゲット・データベースに対する主キー。この列を使用して、ほ
とんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

DBINC_KEY NUMBER ターゲット・データベースのインカネーションに対する主キー。こ
の列を使用して、RC_DATABASE_INCARNATIONとの結合を構成し

ます。

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_NAME。

TS# NUMBER ターゲット・データベースでの表領域 ID。表領域を削除し、再作成

した場合は、同じインカネーションに複数の TS#が存在します。

TABLESPACE_NAME VARCHAR2(30) 表領域名。表領域を削除し、再作成した場合は、同じインカネー
ションにその名前が複数存在している可能性があります。

FILE# NUMBER 一時ファイルの絶対ファイル番号。削除および再作成された一時
ファイルのインカネーションと同じインカネーションに同一の一時
ファイル番号が存在している可能性があります。

CREATION_CHANGE# NUMBER 一時ファイルが作成されたときの SCN。

CREATION_TIME DATE 一時ファイルが作成された時刻。

DROP_CHANGE# NUMBER 一時ファイルを削除したときに記録された SCN。同じ FILE#を持

つ新規の一時ファイルが発見された場合、DROP_CHANGE#はその一

時ファイルの CREATION_CHANGE#に設定されます。それ以外の場

合、値は RC_CHECKPOINT.CKP_SCNに設定されます。

DROP_TIME DATE 一時ファイルを削除したときの時刻。同じ FILE#を持つ新規の一時

ファイルが発見された場合、DROP_TIMEはその一時ファイルの

CREATION_TIMEに設定されます。それ以外の場合、値は

RC_CHECKPOINT.CKP_TIMEに設定されます。

BYTES NUMBER 一時ファイルのサイズ（バイト）。

BLOCKS NUMBER ファイルのサイズ（ブロック数）。

BLOCK_SIZE NUMBER 一時ファイルのブロック・サイズ（バイト）。

NAME VARCHAR2(1024) 一時ファイル名。

RFILE# NUMBER 表領域内でのこの一時ファイルの相対ファイル番号。

AUTOEXTEND VARCHAR2(3) 一時ファイルが自動拡張可能な場合は ON。それ以外の場合は OFF。

MAXSIZE NUMBER ファイルを拡張可能な 大ファイル・サイズ（ブロック数）。
AUTOEXTENDが ONの場合にのみ有効です。AUTOEXTENDが OFFの

場合は常に 0です。

NEXTSIZE NUMBER 拡張可能なファイルの増分サイズの量（ブロック数）。AUTOEXTEND
が ONの場合にのみ有効です。AUTOEXTENDが OFFの場合は常に 0
です。

BIGFILE VARCHAR2(3) 表領域が BIGFILE 表領域である場合は YES、そうでない場合は NO。

SITE_KEY NUMBER このファイルと関連付けられている Data Guard データベースの主

キー。Data Guard 環境にある各データベースの SITE_KEYの値は一

意です。SITE_KEYを使用して RC_SITEビューと結合すると、デー

タベースの DB_UNIQUE_NAMEを取得できます。

TABLESPACE_CREATION_CHANGE# NUMBER この表領域が作成されたときの SCN。

TABLESPACE_CREATION_TIME DATE この表領域が作成されたときのタイムスタンプ。
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TABLESPACE_DROP_CHANGE# NUMBER この表領域が削除されたときの SCN。

TABLESPACE_DROP_TIME DATE この表領域が削除されたときのタイムスタンプ。

DB_UNIQUE_NAME VARCHAR2(512) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの
DB_UNIQUE_NAME。Data Guard 環境のすべてのデータベースで同

一の DBID が共有されていますが、DB_UNIQUE_NAMEの値は異なり

ます。特定のファイルに対するデータベース名が不明の場合、この
列の値は NULL です。たとえば、Oracle Database 11g より前のバー

ジョンの Recovery Manager で管理されているデータベースの行は

NULL です。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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RC_UNUSABLE_BACKUPFILE_DETAILS

このビューには、UNAVAILABLEまたは EXPIREDとマークされているすべてのバックアップ・
ファイル（バックアップ・ピース、プロキシ・コピーまたはイメージ・コピー）が表示されま
す。ユーザーは、行のいずれかを選択し、BTYPE_KEYまたは FILETYPE_KEYを使用して、
バックアップ・セットまたは特定のファイルのステータスを AVAILABLE に変更できます。

このビューは、主に Enterprise Manager で内部的に使用します。

列列列列 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

DB_NAME VARCHAR2(8) このレコードが属しているデータベース・インカネーションの DB_NAME。

DB_KEY NUMBER リカバリ・カタログ内のこのデータベースに対する主キー。この列を使用
して、ほとんどのカタログ・ビューとの結合を構成します。

SESSION_KEY NUMBER セッションの識別子。RC_RMAN_OUTPUTおよび

RC_RMAN_BACKUP_JOB_DETAILSとの結合に使用します。

RSR_KEY NUMBER このファイルを作成したジョブに対応する RC_RMAN_STATUSの行に対す

る一意キー。

BTYPE CHAR(9) バックアップ・タイプ・コンテナ（BACKUPSET、IMAGECOPYまたは

PROXYCOPY）。

BTYPE_KEY NUMBER バックアップ・タイプの一意の識別子。BS_KEY/COPY_KEYです。

ID1 NUMBER バックアップ・セットとして取られるバックアップでは、この列には
SET_STAMPが含まれます。プロキシ・コピーまたはイメージ・コピーの

バックアップでは、この列には制御ファイルからの RECIDが含まれます。

ID2 NUMBER バックアップ・セットとして取られるバックアップでは、ID2には

SET_COUNTが含まれます。イメージ・コピーおよびプロキシ・コピーの

バックアップでは、ID2には STAMPが含まれます。

FILETYPE VARCHAR2(15) このバックアップ・ファイルのタイプ。可能な値は BACKUPPIECE、
COPYまたは PROXYCOPYです。

FILETYPE_KEY NUMBER ファイルがバックアップ・ピースの場合はバックアップ・ピースのキー、
それ以外の場合は COPY_KEYです。このキーを使用して、ファイルのス

テータスを使用可能に直接変更することができます。

STATUS VARCHAR2(1) U（使用不可能なバックアップ）または X（期限切れバックアップ）のい

ずれか。

FILESIZE NUMBER 使用不可能なバックアップ・ファイルのサイズ（バイト）。

DEVICE_TYPE VARCHAR2(255) この使用不可能なバックアップ・ファイルを格納するデバイス・タイプ。
可能な値は DISKおよび SBT_TAPEです。

FILENAME VARCHAR2(1024) ファイル名。

MEDIA VARCHAR2(80) このバックアップを作成したメディア・マネージャについての詳細コメン
ト。

MEDIA_POOL NUMBER バックアップを格納するメディア・プールの数。
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使用不可になった使用不可になった使用不可になった使用不可になったRecovery Managerコマンドコマンドコマンドコマンド

この付録では、使用不可になった Recovery Manager 構文と、優先される構文がある場合は、
その構文について説明します。

使用不可になった Recovery Manager 構文は、下位互換性のために今後のリリースでも引き続
きサポートされます。たとえば、Oracle8i では SET CLONENAMEコマンドが SET AUXNAMEコマ
ンドに置き換えられ、さらに、Oracle9i では SET AUXNAMEコマンドが CONFIGURE AUXNAME
に置き換えられました。ただし、SET CLONENAMEも SET AUXNAMEも Recovery Manger のす
べての後続リリースで引き続き実行できます。

表表表表 A-1 使用不可になった使用不可になった使用不可になった使用不可になった Recovery Manager 構文構文構文構文

使用不可に使用不可に使用不可に使用不可に
なったなったなったなった
リリースリリースリリースリリース 使用不可になった構文使用不可になった構文使用不可になった構文使用不可になった構文 優先される現行の構文優先される現行の構文優先される現行の構文優先される現行の構文

11.1.0 CONVERT ON TARGET PLATFORM CONVERT ON DESTINATION PLATFORM

11.1.0 UNTIL RESTORE POINT TO RESTORE POINT

11.1.0 BACKUP ... AS STANDBY N/A

11.1.0 ... KEEP [LOGS | NOLOGS] ... KEEP

11.1.0 BLOCKRECOVER RECOVER

10.0.1 BACKUP ... INCREMENTAL LEVEL [2,3,4] 0および 1以外のレベルは使用不可です。

10.0.1 BACKUP ... PARMS CONFIGURE CHANNEL ...PARMS

10.0.1 COPY BACKUP AS COPY

10.0.1 CREATE CATALOG TABLESPACE CREATE CATALOG

10.0.1 LIST ... BY BACKUP [SUMMARY] N/A

10.0.1 LIST ... VERBOSE N/A

10.0.1 RESTORE ... PARMS CONFIGURE CHANNEL ...PARMS

10.0.1 SEND ... PARMS CONFIGURE CHANNEL ...PARMS

9.2 REPLICATE RESTORE CONTROLFILE FROM ...

9.2 SET AUTOLOCATE デフォルトで有効化されます。

9.0.1 ALLOCATE CHANNEL FOR DELETE N/A

9.0.1 ALLOCATE CHANNEL ... TYPE CONFIGURE CHANNEL ...DEVICE TYPE

9.0.1 ALLOCATE CHANNEL ... KBYTES CONFIGURE CHANNEL ...MAXPIECESIZE

9.0.1 ALLOCATE CHANNEL ... READRATE CONFIGURE CHANNEL ...RATE

9.0.1 ... ARCHIVELOG ...LOGSEQ ... ARCHIVELOG ...SEQUENCE
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9.0.1 BACKUP ... SETSIZE BACKUP ... MAXSETSIZE

9.0.1 CHANGE ... CROSSCHECK CROSSCHECK

9.0.1 CHANGE ... DELETE DELETE

9.0.1 REPORT ... AT LOGSEQ REPORT ...AT SEQUENCE

9.0.1 SET AUXNAME CONFIGURE AUXNAME

9.0.1 SET DUPLEX SET BACKUP COPIES

CONFIGURE BACKUP COPIES

9.0.1 SET LIMIT CHANNEL ... ALLOCATE CHANNEL ...

CONFIGURE CHANNEL ...

9.0.1 SET SNAPSHOT CONFIGURE SNAPSHOT

9.0.1 UNTIL LOGSEQ（3-38 ページの「untilClause」
を参照）

UNTIL SEQUENCE（3-38 ページの

「untilClause」を参照）

8.1.7 CONFIGURE COMPATIBLE N/A

8.1.5 ALLOCATE CHANNEL CLONE CONFIGURE AUXILIARY CHANNEL

8.1.5 CHANGE ... VALIDATE CROSSCHECK

8.1.5 CLONE （「RMAN」を参照） AUXILIARY （「RMAN」を参照）

8.1.5 CONFIGURE CLONE CONFIGURE AUXILIARY

8.1.5 MSGLOG （「RMAN」を参照） LOG （「RMAN」を参照）

8.1.5 RCVCAT （「RMAN」を参照） CATALOG （「RMAN」を参照）

表表表表 A-1 使用不可になった使用不可になった使用不可になった使用不可になった Recovery Manager 構文構文構文構文（続き）（続き）（続き）（続き）

使用不可に使用不可に使用不可に使用不可に
なったなったなったなった
リリースリリースリリースリリース 使用不可になった構文使用不可になった構文使用不可になった構文使用不可になった構文 優先される現行の構文優先される現行の構文優先される現行の構文優先される現行の構文
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B

Recovery Manager の互換性の互換性の互換性の互換性

この付録では、Recovery Manager（RMAN）環境の異なるコンポーネント間の互換性の要件に
ついて説明します。内容は次のとおりです。

� Recovery Manager の互換性について

� リカバリ・カタログ・スキーマのリリースの確認

� Recovery Manager の互換性マトリックス

� リカバリ・カタログのエクスポートとインポートに関するバージョン間の互換性

� Recovery Manager の互換性 : 使用例
換性 B-1
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Recovery Manager の互換性についての互換性についての互換性についての互換性について
表 B-1 に、Recovery Manager 環境のコンポーネントを示します。各コンポーネントには、対応
するリリース番号が付いています。

たとえば、リリース 1（9.0.1）の Recovery Manager クライアントは、次のコンポーネントとと
もに使用できます。

� リリース 1（9.0.1）のターゲット・データベース

� リリース 1（9.0.1）の補助データベース

� カタログ表が Recovery Manager リリース 1（9.0.1）で作成されている、リリース 8.1.7 のリ
カバリ・カタログ・データベース

リカバリ・カタログ・スキーマのリリースの確認リカバリ・カタログ・スキーマのリリースの確認リカバリ・カタログ・スキーマのリリースの確認リカバリ・カタログ・スキーマのリリースの確認
カタログ・スキーマの現行のリリースを確認するには、SQL 問合せを実行します。

1. SQL*Plus を使用して、カタログ所有者としてリカバリ・カタログ・データベースに接続し
ます。次に例を示します。

% sqlplus rman@catdb

2. rcverカタログ表を問い合せます。この問合せは、次のように実行します。

SQL> SELECT * FROM rcver; 

     VERSION 
     ------------ 
     09.00.01.00
     10.02.01.00
     11.01.00.03

複数のリリースが表示された場合、 後の行が現行のリリースを示し、その前の行は、以
前のリリースを示します。前述の例では、リカバリ・カタログ・スキーマの現行のリリー
スは 11.1 で、以前のリリースは 10.2 です。

リリース 10.2 以降では、rcver出力にあるリリース番号の 後の 2 桁がパッチ・レベルを
表していることに注意してください。以前のリリースでは、この 2 桁は常にゼロになりま
す。

表表表表 B-1 Recovery Manager 環境のコンポーネント環境のコンポーネント環境のコンポーネント環境のコンポーネント

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリース番号の照会リリース番号の照会リリース番号の照会リリース番号の照会

Recovery Manager クライア

ント

Recovery Manager クライアントのリリース（Recovery Manager 起
動時に表示される）

リカバリ・カタログ・データ
ベース

Oracle データベースのリリース

リカバリ・カタログ・データ
ベースにあるリカバリ・カタ
ログ・スキーマ

リカバリ・カタログの作成に使用される Recovery Manager クライ

アントのリリース

ターゲット・データベース Oracle データベースのリリース

補助データベース Oracle データベースのリリース
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Recovery Manager の互換性マトリックスの互換性マトリックスの互換性マトリックスの互換性マトリックス
通常、Recovery Manager の互換性ルールは、次のとおりです。

� 8.X または 9.X のリカバリ・カタログ・スキーマは、リリース 8.1.X 以上の Oracle データ
ベースで作成できます。また、10.0.1 以上のリカバリ・カタログ・スキーマは、リリース
9.0.1 以上の Oracle データベースで作成できます。

� リカバリ・カタログ・スキーマのリリースは、Recovery Manager クライアントのリリース
以上である必要があります。

� リカバリ・カタログが仮想プライベート・カタログ仮想プライベート・カタログ仮想プライベート・カタログ仮想プライベート・カタログ（「CREATE CATALOG」を参照）の場
合、それに接続する Recovery Manager クライアントのパッチ・レベルは、10.1.0.6 または
10.2.0.3 である必要があります。Oracle9i の Recovery Manager クライアントは、仮想プラ
イベート・カタログに接続できません。このバージョン制限は、Oracle Database 11g の基
本リカバリ・カタログに接続する Recovery Manager クライアントには適用されません。
基本カタログに仮想プライベート・カタログのユーザーがいる場合も同様です。

� Recovery Manager クライアントとターゲット・データベースのリリースは、同じにするこ
とをお薦めします（他の有効な組合せについては、表 B-2 を参照してください）。Recovery 
Manager クライアントは、ターゲット・データベースまたは補助データベースより上位の
リリースにすることはできません。

� Oracle9i の Recovery Manager クライアントを使用して Oracle Database 10g 以上をバック
アップする場合、COMPATIBLE=10.0.0で作成された制御ファイルをデータファイルの
バックアップ・セットに含めることはできません。この状況に対処するには、制御ファイ
ルの自動バックアップを ONに設定します。

� 補助データベース・インスタンスのリリースは、Recovery Manager クライアントのリリー
スと同じである必要があります。

表 B-2 に、Recovery Manager コンポーネントのリリース要件を示します。リリースの前にある
記号 >=は、このリリース以上のすべての Oracle データベースのリリースおよびそれらのパッ
チを示します。

新しいリリースのデータベースで、古いリリースの Recovery Manager クライアントを使用す
る場合、新しいリリースの機能は使用できません。たとえば、Oracle9i の Recovery Manager
クライアントを使用して Oracle Database 10g をバックアップする場合、フラッシュ・リカバリ
領域、フラッシュバック・データベース、Recovery Manager で管理される補助インスタンスを
使用した TSPITR、RESETLOGSを使用したリカバリなどの機能にはアクセスできません。

表表表表 B-2 Recovery Manager の互換性一覧の互換性一覧の互換性一覧の互換性一覧

ターゲットターゲットターゲットターゲット / 補助補助補助補助
データベースデータベースデータベースデータベース

Recovery Manager クライクライクライクライ
アントアントアントアント

リカバリ・カタログ・データリカバリ・カタログ・データリカバリ・カタログ・データリカバリ・カタログ・データ
ベースベースベースベース リカバリ・カタログ・スキーマリカバリ・カタログ・スキーマリカバリ・カタログ・スキーマリカバリ・カタログ・スキーマ

8.0.6 8.0.6 >=8.1.7 >=8.0.6

8.1.7 8.0.6.1 >=8.1.7 >=8.1.7

8.1.7 8.1.7 >=8.1.7 >=Recovery Manager クライア

ント

8.1.7.4 8.1.7.4 >=8.1.7 8.1.7.4

8.1.7.4 8.1.7.4 >=8.1.7 >= 9.0.1.4

9.0.1 9.0.1 >=8.1.7 >=Recovery Manager クライア

ント

9.2.0 >=9.0.1.3 および <= ターゲッ

ト・データベースの実行可能
ファイル

>=8.1.7 >=Recovery Manager クライア

ント

>=10.1.0 >=9.0.1.3 および <= ターゲッ

ト・データベースの実行可能
ファイル

>=9.0.1 >=Recovery Manager クライア

ント
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リカバリ・カタログのエクスポートとインポートに関するバージョン間の互換性
リカバリ・カタログのエクスポートとインポートに関するバーリカバリ・カタログのエクスポートとインポートに関するバーリカバリ・カタログのエクスポートとインポートに関するバーリカバリ・カタログのエクスポートとインポートに関するバー
ジョン間の互換性ジョン間の互換性ジョン間の互換性ジョン間の互換性

リカバリ・カタログのデータ・ポンプ・エクスポートは、データベースの内容をバックアップ
する方法としてよく利用されます。データ・ポンプ・エクスポートを使用してリカバリ・カタ
ログの論理バックアップを行う予定の場合、Oracle データベースの複数バージョンをまたいで
エクスポートする場合の互換性の詳細は、『Oracle Database ユーティリティ』を参照してくだ
さい。

新しいバージョンのデータベースからエクスポートした内容を、古いバージョンで稼働する
データベースにインポートすることはできません。リカバリ・カタログで必要とされる古い
バージョンの Oracle データベースのリカバリ・カタログ・データは、エクスポート・ユーティ
リティを使用してエクスポートする必要があります。

たとえば、リリース 9.2.0.5 データベースからリカバリ・カタログのデータをエクスポートし
て、これを障害時リカバリの目的でリリース 8.1.7.4 の Oracle にインポートすることが予期され
る場合、リリース 8.1.7.4 のエクスポート・ユーティリティを指定してエクスポート操作を行う
必要があります。このリリースを指定しない場合、インポート操作は失敗します。

Recovery Manager の互換性の互換性の互換性の互換性 : 使用例使用例使用例使用例
次のリリースの本番データベースをメンテナンスするとします。

� 9.2.0

� 10.2.0

� 11.1.0

これらのデータベースに関する Recovery Manager リポジトリ・データを単一のリカバリ・カ
タログ・データベースに記録する必要があります。B-3 ページの表 B-2 に基づいて、すべての
ターゲット・データベースに対して、リリース 11.1.0 の単一のリカバリ・カタログ・データ
ベースをリリース 11.1.0 のカタログ・スキーマとともに使用できます。各ターゲット・データ
ベースのバックアップに使用する Recovery Manager クライアントのリリースが、次の要件に
一致することを確認します。

� リリース 9.2.0 のデータベースのバックアップには、実行可能なリリース 9.2.0 の Recovery 
Manager を使用します。

� リリース 10.2.0 のデータベースのバックアップには、実行可能なリリース 9.2.0 または
10.2.0 の Recovery Manager を使用します。

� リリース 11.1.0 のデータベースのバックアップには、すべての実行可能な Recovery 
Manager を使用できます。
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索引索引索引索引
記号記号記号記号

? 記号

Recovery Manager の引用符付き文字列内，1-3
@@ コマンド，2-4
@ コマンド，2-2

Recovery Manager の引用符付き文字列内，1-3

A
ADVISE FAILURE コマンド，2-6
ALLOCATE CHANNEL コマンド，2-10，3-2

FOR MAINTENANCE オプション，2-13
共有サーバー，2-13

ALTER DATABASE コマンド，2-17
archivelogRecordSpecifier 句，3-6，3-19

B
BACKUP コマンド，2-19

C
CATALOG コマンド，2-55
CHANGE コマンド，2-60
completedTimeSpec 句，3-10
CONFIGURE コマンド，2-68
connectStringSpec 句，3-12
CONNECT コマンド，2-88
CONVERT コマンド，2-91
CREATE CATALOG コマンド，2-103
CREATE SCRIPT コマンド，2-106
CROSSCHECK コマンド，2-110

D
DELETE SCRIPT コマンド，2-120
DELETE コマンド，2-114
DROP CATALOG コマンド，2-122
DROP DATABASE コマンド，2-124
DUPLICATE コマンド，2-125

E
EXECUTE SCRIPT コマンド，2-143
EXIT コマンド，2-146

F
fileNameConversionSpec 句，3-16
FLASHBACK コマンド，2-147

G
GRANT コマンド，2-153

H
HOST コマンド，2-156，2-158

L
listObjList 句，3-27
LIST コマンド，2-161

M
MAXCORRUPT パラメータ

SET コマンド，2-258
MAXSETSIZE パラメータ

BACKUP コマンド，2-34，2-292

P
PRINT SCRIPT コマンド，2-183

Q
QUIT コマンド，2-185

R
RC_ARCHIVED_LOG ビュー，4-5
RC_BACKUP_ARCHIVELOG_DETAILS ビュー，4-7
RC_BACKUP_ARCHIVELOG_SUMMARY ビュー，4-8
RC_BACKUP_CONTROLFILE_DETAILS ビュー，4-11
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